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Oracle Applicationsセキュリティの
1

Oracle Applicationsセキュリティの概要セキュリティの概要セキュリティの概要セキュリティの概要

システム管理者は、Oracle Applicationsのユーザーを定義し、各ユーザーに 1つ以上の職責
を割り当てます。

アプリケーション・ユーザーの定義アプリケーション・ユーザーの定義アプリケーション・ユーザーの定義アプリケーション・ユーザーの定義
アプリケーション・ユーザーを定義すると、新しいユーザーは Oracle Applicationsにサイン
オンできるようになります。各アプリケーション・ユーザーにはユーザー名とパスワードが
割り当てられます。初期パスワードはシステム管理者が定義しますが、アプリケーション・
ユーザーは、最初にサインオンするときに必ず新しい（秘密の）パスワードを入力する必要
があります。

アプリケーション・ユーザーを定義するときには、ユーザーに対して 1つ以上の職責を割り
当てます。割り当てられた職責が 1つのみの場合、そのアプリケーション・ユーザーはサイ
ンオン直後にアプリケーションに入ります。

2つ以上の職責が割り当てられると、そのアプリケーション・ユーザーには、サインオンの
後、使用可能な職責をリストしたウィンドウが表示されます。

アプリケーションの権限を定義する職責アプリケーションの権限を定義する職責アプリケーションの権限を定義する職責アプリケーションの権限を定義する職責
職責とは、Oracle Applicationsでの「権限レベル」のことで、組織内における各自の役割の
遂行に必要と認められる範囲内で Oracle Applicationsの機能とデータへのアクセスを許可し
ます。各職責でアクセスできる対象は次のとおりです。

� Oracle General Ledgerや Oracle Planningなどの特定のアプリケーション。

� 「アメリカ業務」や「ドイツ売上」などの会計帳簿、または「ニューヨーク製造」や
「ニューヨーク流通」などの組織。

� ユーザーがナビゲートできる各ウィンドウの制限リスト。たとえば、ある職責では、
Oracle Planningの一定のユーザーは予測品目を入力できますが、基準需要計画品目は
入力できません。
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職責の定義
� 実行できる機能の制限リスト。たとえば、2つの職責が同じ 1つのウィンドウにアクセ
スできるとき、一方の職責で使用するウィンドウには他方のウィンドウにはない追加機
能ボタンが表示されます。

� 特定のアプリケーション内のレポート。システム管理者はレポート・グループを 1つ以
上の職責に割り当てて、ユーザーが選択した職責に応じて、出力可能なレポートを決定
できます。

各ユーザーには少なくとも 1つ以上の職責が与えられます。また複数のユーザーが同じ職責
を共有することもできます。システム管理者は、Oracle Applicationsで提供されている標準
職責をユーザーに割り当てたり、または新しい特別な職責を作成できます。

職責の定義職責の定義職責の定義職責の定義
職責を定義するときには、次に記述するコンポーネントの一部またはすべてを、その職責に
割り当てます。

データ・グループ（必須）データ・グループ（必須）データ・グループ（必須）データ・グループ（必須）
データ・グループは、Oracle Applications製品および ORACLE ID間のマッピングを定義し
ます。データ・グループにより、職責のフォーム、コンカレント・プログラムおよびそれに
関連するレポートのアカウントを処理する Oracleデータベースが決定されます。参照 :
「データ・グループの定義」（3-25）。

要求セキュリティ・グループ（オプション）要求セキュリティ・グループ（オプション）要求セキュリティ・グループ（オプション）要求セキュリティ・グループ（オプション）
要求セキュリティ・グループは、特定の職責のもとでアプリケーション・ユーザーが実行で
きる要求や要求セットを含むコンカレント・プログラムを定義します。参照 :「要求セキュ
リティ・グループの定義」（1-4）。参照 :「プログラムの要求グループ別編成」（3-15）。

メニュー（必須）メニュー（必須）メニュー（必須）メニュー（必須）
メニューとは、「ナビゲータ」ウィンドウに表示される各アプリケーション機能（フォーム）
を階層型に配置したものです。メニューは、「ナビゲータ」ウィンドウには表示されないが、
ある職責で使用可能なアプリケーション機能の範囲を定義している非フォーム機能（サブ機
能）を指すこともあります。 それぞれの職責は、各メニューと関連付けられています。参照 :
「機能セキュリティの概要」（1-17）。

機能とメニュー除外（オプション）機能とメニュー除外（オプション）機能とメニュー除外（オプション）機能とメニュー除外（オプション）
職責では、その職責で使用可能なアプリケーション機能を制限するために、オプションで機
能やメニューの除外規定をその職責に対応付けることができます。参照 :「機能セキュリ
ティの概要」（1-17）。
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職責に関するその他の注意
職責に関するその他の注意職責に関するその他の注意職責に関するその他の注意職責に関するその他の注意

事前定義済みの職責事前定義済みの職責事前定義済みの職責事前定義済みの職責
Oracle Applicationsの全製品には、事前定義済みの職責がインストールされています。
Oracle Applications製品にインストールされている事前定義済みの職責の名前については、
関連のリファレンス・ガイドを参照してください。

その他にも、職責（データ・グループ、要求セキュリティ・グループ、メニューおよび機
能）を定義するのに役立つ主要コンポーネントのインスタンスが、Oracle Applications用に
事前定義されています。

職責および要求セキュリティ・グループ職責および要求セキュリティ・グループ職責および要求セキュリティ・グループ職責および要求セキュリティ・グループ
要求グループが職責に割り当てられると、それは要求セキュリティ・グループになります。

ユーザーは、「要求の発行」フォームなどの標準発行フォームからは、自分の職責の要求セ
キュリティ・グループ内にあるレポート、コンカレント・プログラムおよび要求セットしか
実行できません。

� 職責に対してメニューに「要求の発行」フォームが含まれていない場合は、要求セキュ
リティ・グループを職責に割り当てる必要はありません。

� 要求セキュリティ・グループが職責に割り当てられていない場合、その職責のもとで作
業するユーザーは、標準発行フォームからレポート、要求セットまたはその他のコンカ
レント・プログラムを実行することはできません。

職責および機能セキュリティ職責および機能セキュリティ職責および機能セキュリティ職責および機能セキュリティ
Oracle Applicationsの GUIベースのアーキテクチャでは、関連するいくつかの業務機能が 1
つのフォームに集約されます。アプリケーションの機能の一部は、Oracle Applicationsの
個々の機能として識別したり、保護できます（つまり職責に含めたり、職責から除外できま
す）。

参照 :「機能セキュリティの概要」（1-17）

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

� 「「フォーム機能」ウィンドウ」（1-28）

� 「「メニュー」ウィンドウ」（1-30）

� 「「ユーザー」ウィンドウ」（1-9）

� 「「職責」ウィンドウ」（1-6）
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要求セキュリティ・グループの定義
� 「機能セキュリティの実装」（1-22）

� 「機能セキュリティの動作方法」（1-20）

� 「新規メニュー体系の定義」（1-24）

要求セキュリティ・グループの定義要求セキュリティ・グループの定義要求セキュリティ・グループの定義要求セキュリティ・グループの定義
この章で簡単に説明されている他にも、要求グループおよび要求セキュリティ・グループ
は、広範囲に及ぶトピック（必ずしもアプリケーション・セキュリティに限定されていな
い）の一部として、第 7章「コンカレント・プログラムおよびレポートの管理」に詳しく述
べられています。

参照 :

「プログラムの要求グループ別編成」（3-15）

「「要求グループ」ウィンドウ」（3-53）

要求セキュリティの使用要求セキュリティの使用要求セキュリティの使用要求セキュリティの使用
システム管理者は要求セキュリティを使用して、ユーザーが「要求の発行」フォームなどの
標準発行フォームからユーザーが実行できるレポート、要求セットおよびコンカレント・プ
ログラムを指定します。

要求セキュリティを設定するには、「要求グループ」フォームを使用して要求グループを定
義します。 システム管理者は、「職責」フォームを使用して、要求グループを職責に割り当て
ます。 この時点で、要求グループは要求セキュリティ・グループになります。参照 :「要求セ
キュリティ・グループ」（3-16）。

システム管理者は要求グループを定義して、単一要求、要求セット、またはすべての要求お
よび要求セットを 1つのアプリケーションに入れることができます。

すべての要求および要求セットを 1つのアプリケーションに入れるように選択すると、ユー
ザーは、これから新しい要求や要求セット (所有者なし )に自動的にアクセスできます。

要求セキュリティ・グループには、別のアプリケーションからの要求や要求セットを入れる
ことができます。別のアプリケーションからの要求を所有する要求セキュリティ・グループ
を定義するには、「データ・グループ」についての説明を参照してください。参照 :「デー
タ・グループの定義」（3-25）。

注意注意注意注意 :要求セキュリティ・グループまたは要求グループは、セキュリ
ティ・グループと同じものではありません。
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要求セキュリティ・グループの定義
個々の要求および要求セット個々の要求および要求セット個々の要求および要求セット個々の要求および要求セット
個々の要求セキュリティ・グループには含まれていないが、要求セキュリティ・グループに
含まれている要求セットに属しているレポートやコンカレント・プログラムには、次の権限
があります。

� ユーザーは、「要求の発行」フォームを使用して、そのユーザーの職責の要求セキュリ
ティ・グループに含まれていない単一要求や要求セットを実行することはできません。

� しかしユーザーは、要求セットがそのユーザーの要求セキュリティ・グループに含まれ
ている場合に、その要求セキュリティ・グループに含まれていない要求が入っている要
求セットを実行できます。

システム管理者がセットに入っている要求ではなく、要求セットを要求セキュリティ・グ
ループに割り当てた場合、ユーザーの操作は次のように制約されます。

� 要求セットの定義にある要求情報を編集できません。

� セットに入っている特定の要求の実行を停止できません。

� ユーザーが要求セットの所有者として割り当てられている場合に限り、要求セットから
要求を削除したり要求セットに別の要求を追加することにより、要求セットを編集でき
ます。

「要求セキュリティ・グループ」に関する図に、要求セキュリティ・グループと、アプリ
ケーション・ユーザーおよび職責間の関連性が示されています。
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「職責」ウィンドウ
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

� 「「フォーム機能」ウィンドウ」（1-28）

� 「「メニュー」ウィンドウ」（1-30）

� 「「ユーザー」ウィンドウ」（1-9）

� 「「職責」ウィンドウ」（1-6）

� 「システム管理者の要求セット権限」（3-10）

� 「職責の定義」（1-2）

� 「要求セットおよび所有者」（3-9）

「職責」ウィンドウ「職責」ウィンドウ「職責」ウィンドウ「職責」ウィンドウ
職責を定義するには、このウィンドウを使用します。各アプリケーション・ユーザーには最
低 1つの職責が割り当てられます。職責は、そのユーザーが Oracle Applicationsまたは
Oracle Self-Service Web Applicationsにアクセスするかどうか、どのアプリケーション機能
をユーザーが使用できるか、どのレポートとコンカレント・プログラムをそのユーザーが実
行できるか、およびそれらのレポートとコンカレント・プログラムがどのデータにアクセス
できるかを決定します。

参照 :「機能セキュリティの概要」（1-17）

前提条件前提条件前提条件前提条件
� 「データ・グループ」ウィンドウで、自分の職責のコンカレント・プログラムがアプリ
ケーションごとに参照する Oracleユーザー名のリストを作成します。

� 「要求グループ」ウィンドウでは、この職責とともに使用できる要求グループを定義し
ます。

� 「メニュー」ウィンドウでは、この職責に割り当てるときに選択する事前定義済みのメ
ニューを参照します。

注意注意注意注意 :職責は削除できません。職責を使用できないようにするには、「有
効日」の「至」フィールドを過去の日付に設定します。変更の効果を確認
するには、Oracle Applicationsを再起動する必要があります。
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職責ブロック
職責ブロック職責ブロック職責ブロック職責ブロック
アプリケーション名および職責名を使用して職責を一意に識別します。

職責名職責名職責名職責名

複数の職責を持っている場合は、サインオンするとこの名前が含まれたポップアップ・ウィ
ンドウがオープンします。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

メニューで、他のアプリケーションへのアクセスを定義しておくと、ここで使用されるアプ
リケーション名により、ここでの職責のユーザーが他のアプリケーションのフォームおよび
機能にアクセスできなくなることはありません。

職責キー職責キー職責キー職責キー

これは職責を示す一意の名称で、ローダー・プログラムが使用します。ローダーとは、メッ
セージ、ユーザー・プロファイル、ユーザー・プロファイル値などの情報を Oracle 
Applications表にロードするために使用するコンカレント・プログラムのことです。システ
ム内で自分の職責キーが一意であるようにするため、それぞれの職責キーの名前を、この職
責に関連したアプリケーション短縮名で開始するようにしてください。

有効日有効日有効日有効日
自自自自 /至至至至

職責をアクティブにする開始日と非アクティブにする終了日を入力します。開始日のデフォ
ルト値は当日で、終了日を入力しないと職責は永久に有効となります。

職責の情報は監査証跡に使用されるため、職責を削除することはできません。職責は、終了
日を当日に設定することにより、いつでも非アクティブ化することができます。非アクティ
ブ化した職責を再度アクティブにするには、終了日を当日以降の日付に変更するか、終了日
を消去します。

使用可能：使用可能：使用可能：使用可能： 自自自自
職責は、ただ 1つのアプリケーション・システムへ関連付けることができます。Oracle Self-
Service Web Applicationsと Oracle Applicationsのどちらかを選択してください。

データ・グループデータ・グループデータ・グループデータ・グループ
名称名称名称名称 /アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

データ・グループでは、アプリケーションと Oracleユーザー名の対が定義されます。

この職責を選択したときに、Oracleユーザー名フォームが接続されるアプリケーションを選
択します。Oracleユーザー名は、職責がアクセスできるデータベース表と表権限を決めま
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メニュー除外ブロック
す。取引マネージャは、取引マネージャと同じデータ・グループを割り当てられた職責から
の要求のみを処理します。

メニューメニューメニューメニュー

名前を入力するメニューは、すでに Oracle Applicationsで定義されているものでなければな
りません。参照 :「「メニュー」ウィンドウ」（1-30）。

Webホスト名ホスト名ホスト名ホスト名

Web Serverがデータベースと異なるマシン上にある場合は、ここにホスト名（URL）を指
定する必要があります。指定しなかった場合、Webホスト名はデフォルトで現行のデータ
ベース・ホスト・サーバーになります。

Webエージェント名エージェント名エージェント名エージェント名

この職責が使用するデータベースの PL/SQLエージェント名を入力します。エージェント名
を指定しなかった場合、職責はデフォルトでログオンの時点で有効なエージェント名になり
ます。

要求グループ要求グループ要求グループ要求グループ
名称名称名称名称 /アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

この職責に要求セキュリティ・グループを割り当てないと、この職責を持ったユーザーは
「要求の発行」ウィンドウから要求、要求セット、またはコンカレント・プログラムを実行
できません（ただし、ユーザー自身が所有している要求セットは例外です）。ユーザーは、
要求グループ・コードを使用してメニュー・パラメータによりカスタマイズした「要求の発
行」ウィンドウから要求にアクセスできます。

参照 :

「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

「コードを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ」（3-17）

「「要求グループ」ウィンドウ」（3-53）

メニュー除外ブロックメニュー除外ブロックメニュー除外ブロックメニュー除外ブロック
アプリケーションの職責へのアクセスを制限するために機能およびメニューの除外ルールを
定義します。

タイプタイプタイプタイプ

この職責に対して適用される除外ルールのタイプとして「機能」または「メニュー」を選択
します。
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「ユーザー」ウィンドウ
� 職責から機能 1つを除外すると、その職責のメニュー体系全体からその機能のすべての
オカレンスが除外されます。

� メニューを除外すると、そのメニュー項目のすべて、つまりそこで選択できる機能およ
び機能のメニューのすべてが除外されます。

名称名称名称名称

この職責から除外する機能またはメニューの名前を選択します。ここで指定する機能または
メニューは、あらかじめ Oracle Applicationsで定義されている必要があります。

Self-Service Applicationsセキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
Oracle Self-Service Web Applicationsは、ユーザーがアクセスできる情報を定義するために
データベース表の列、行および値を使用します。表列は、職責にセキュリティ属性または除
外属性として割り当てることができる属性を表しています。それらの属性は、Web 
Application Dictionaryの中で定義します。

関連項目関連項目関連項目関連項目

その他の関連項目その他の関連項目その他の関連項目その他の関連項目
Self-Serviceのインプリメンテーション・ガイド

除外項目除外項目除外項目除外項目

「値リスト」を使用して有効な名前を選択します。職責には、任意の数の除外属性を割り当
てることができます。

セキュリティ属性セキュリティ属性セキュリティ属性セキュリティ属性

「値リスト」を使用して有効な名前を選択します。職責には、任意の数のセキュリティ属性
を割り当てることができます。

「ユーザー」ウィンドウ「ユーザー」ウィンドウ「ユーザー」ウィンドウ「ユーザー」ウィンドウ
このウィンドウを使用して、アプリケーション・ユーザーを定義します。アプリケーショ
ン・ユーザーは、Oracle Applicationsまたは Oracle Self-Service Applications、あるいはそ
の両方の使用権限を与えられたユーザーであり、アプリケーション・ユーザー名によって一
意に識別されます。新しく定義されたアプリケーション・ユーザーは、Oracle Applications
にサインオンして Oracle Applicationsのウィンドウでデータにアクセスできます。参照 :
「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）。
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ユーザー・ブロック
ユーザー・ブロックユーザー・ブロックユーザー・ブロックユーザー・ブロック
ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名

アプリケーション・ユーザーは、Oracle Applicationsにサインオンするために、このユー
ザー名を入力します。

� ユーザー名は、1語である必要があります。

� ユーザー名に使用できるのは英数字（A～ Zおよび 0～ 9）のみです。

ユーザー名には、使用するオペレーティング・システムがファイル名としてサポートする文
字セットしか使用できないので注意してください。

提案提案提案提案 :ユーザー名には、従業員のイニシャルの後に姓を付けるなど、意味のある名前を付け
ることをお薦めします。また、グループ・アカウントであれば、グループ・アカウントの目
的や性質を表すアプリケーション・ユーザー名を付けることができます。

パスワードパスワードパスワードパスワード

アプリケーション・ユーザーの初期パスワードを入力します。アプリケーション・ユーザー
は、Oracle Applicationsにサインオンするときに自分のユーザー名とともにこのパスワード
を入力します。

� パスワードは最短 5文字以上、最長 100文字まで使用できます。

� パスワードに使用できるのは英数字（A～ Zおよび 0～ 9）のみです。それ以外の文字、
記号は無効となります。

入力したパスワードは、このウィンドウには示されません。パスワードを入力するときに
は、タイプミスがないかどうかを確認するために 2回繰り返して入力します。

入力したアプリケーション・ユーザー名がすでに使用されていて、しかも 2回のパスワード
入力が異なるときには、もとのパスワードは変更されず、自動的に次のフィールドにナビ
ゲートします。

新規のアプリケーション・ユーザーを定義していて、しかも 2回のパスワード入力が異なる
ときには、パスワードを再入力するように指示が出ます。新規ユーザーは、2回のパスワー
ド入力が一致するまで次のフィールドにナビゲートできません。

アプリケーション・ユーザーが初めてサインオンするときには、パスワードを変更する必要
があります。ユーザーがパスワードを忘れてしまったときは、このフィールドに新規のパス
ワードを割り当てることができます。

システム管理者は、初期のパスワードを設定したり、既存のパスワードを変更したりできま
すが、ユーザーが選択したパスワードにアクセスすることはできません。
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ユーザー・ブロック
個人、顧客および仕入先個人、顧客および仕入先個人、顧客および仕入先個人、顧客および仕入先

これらのフィールドは、従業員（個人）、顧客または仕入先担当の名前を入力するために使
用します。このアプリケーション・ユーザー名とパスワードを使用する従業員、顧客および
仕入先の姓と名をコンマで区切って入力します。「値リスト」を使用して有効な名前を選択
してください。

電子メール電子メール電子メール電子メール /ファックスファックスファックスファックス

このユーザーの電子メール・アドレスやファックス番号を入力します。

パスワード失効パスワード失効パスワード失効パスワード失効

日数日数日数日数

パスワード変更の間隔を示す最大日数を入力します。ここで指定した有効期限の日数が経過
すると、ポップアップ・ウィンドウが表示され、アプリケーション・ユーザーにパスワード
の変更を要求します。

アクセスアクセスアクセスアクセス

1つのパスワードの有効期限内に Oracle Applicationsにサインオンすることを許される回数
を入力します。アプリケーション・ユーザーがサインオンした回数がここで指定した限度に
達すると、ポップアップ・ウィンドウが表示され、アプリケーション・ユーザーにパスワー
ドの変更を要求します。

提案提案提案提案 :アプリケーション・ユーザーに対してパスワードを頻繁に変更するよう促すことをお
薦めします。そうすることにより、Oracle Applicationsに権限のないアクセスが行われる心
配が少なくなります。

有効日有効日有効日有効日

自自自自 /至至至至

ユーザーは、開始日以前と終了日以後は Oracle Applicationsにサインオンできません。開始
日のデフォルト値は、当日です。終了日を指定しないと、ユーザー名は永久に有効となりま
す。

アプリケーション・ユーザー名は監査証跡に使用されるので、Oracle Applicationsから削除
できません。ただし、終了日を当日に設定することにより、Oracle Applicationsユーザーを
いつでも非アクティブ化できます。

非アクティブ化したユーザーを再度アクティブにするには、終了日を当日以降の日付に変更
するか、「終了日」フィールドを消去します。
Oracle Applicationsセキュリティの概要 1-11



職責ブロック
職責ブロック職責ブロック職責ブロック職責ブロック
職責職責職責職責

アプリケーション・ユーザーに割り当てようとする職責の名前を選択します。職責は、アプ
リケーション名と職責名の組み合せで一意に識別されます。

セキュリティ・グループセキュリティ・グループセキュリティ・グループセキュリティ・グループ

このフィールドはHRMSセキュリティ専用です。参照 : 『Oracle HRMSユーザーズ・ガイ
ド』の「Oracle HRMSにおけるカスタマイズ、レポートおよびシステム管理」。

自自自自 /至至至至

職責の情報は監査証跡に使用されるため、職責を削除することはできません。ユーザーの職
責は、終了日を当日に設定することにより、いつでも非アクティブ化できます。

非アクティブ化したユーザーの職責を再度アクティブにするには、終了日を当日以降の日付
に変更するか、終了日を消去します。

セキュリティ属性セキュリティ属性セキュリティ属性セキュリティ属性
セキュリティ属性は Oracle Self-Service Web Applicationsによって使用され、データの行
（レコード）が、その行に含まれる特定のデータ（属性値）に基づいて、指定したユーザー
または職責に対して可視となるようにします。

ユーザーに割り当てるセキュリティ属性に 1つまたは複数の値を割り当てることができま
す。あるセキュリティ属性を職責とユーザーの両方に割り当て、そのユーザーにそのセキュ
リティ属性の値がない場合、その属性についての情報は戻されません。

たとえば、ADMINR職責のユーザーが 1000という CUSTOMER_ID値の入った行を参照で
きるようにするには、ADMIN職責に CUSTOMER_IDという保護セキュリティを割り当て
ます。その後、そのユーザーに 1000というセキュリティ属性 CUSTOMER_ID値を与えま
す。

そのユーザーが Admin職責にログインすると、アクセスできる顧客データは、1000という
CUSTOMER_ID値があるデータのみになります。

属性属性属性属性

そのユーザーからアクセスできるレコードを決定するために使用する属性を選択します。そ
のユーザーの職責に割り当ててある属性のいずれかから選択できます。

値値値値

そのユーザーからアクセスできるレコードを決定するために使用する属性の値を入力します。
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列見出し
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

� 「「職責」ウィンドウ」（1-6）

� 「機能セキュリティの概要」（1-17）

� 「職責の定義」（1-2）

職責別ユーザー・レポート職責別ユーザー・レポート職責別ユーザー・レポート職責別ユーザー・レポート
このレポートは、特定の職責をだれが使用しているかを文書化します。このレポートは、ア
プリケーション・ユーザーを定義するとき、または編集するときに使用します。

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ
アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名

レポートで使用する職責が属するアプリケーションの名前を選択します。

職責名職責名職責名職責名

レポートで使用する職責の名前を選択します。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポート見出しはレポートを要求する対象となるアプリケーション名および職責を示します。

列見出し列見出し列見出し列見出し

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
職責へ割り当てられたユーザーの名前。

開始日開始日開始日開始日
そのユーザーについて、その職責が有効となった日付。

終了日終了日終了日終了日
職責が、そのユーザーに対して無効になる、または無効になった日付。あるユーザーについ
て終了日が表示されない場合、そのユーザーにとってその職責は常に使用可能です。
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有効職責レポート
摘要摘要摘要摘要
職責へ割り当てられたユーザーについての記述。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

� 「「ユーザー」ウィンドウ」（1-9）

� 「「職責」ウィンドウ」（1-6）

� 「機能セキュリティの概要」（1-17）

� 「職責の定義」（1-2）

有効職責レポート有効職責レポート有効職責レポート有効職責レポート
このレポートは、現在有効なすべての職責、個々の職責へ現在アクセスできるユーザー、お
よびそれらのユーザーがその職責へアクセスできる開始日と終了日を示します。

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ
なし。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
これは、レポートの名前、レポートが実行された日時、およびページ番号を表示します。

列見出し列見出し列見出し列見出し

アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名
その職責へ関連付けられているアプリケーションの名前。

職責名職責名職責名職責名
現在有効な職責の名前。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
現在その職責へアクセスできるユーザーの名前。
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列見出し
開始日開始日開始日開始日
ユーザーがその職責へのアクセスを開始できる日付。

終了日終了日終了日終了日
ユーザーがその職責へアクセスできる最終日付。参照 :「Oracle Applicationsセキュリティ
の概要」（1-1）。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

� 「「ユーザー」ウィンドウ」（1-9）

� 「「職責」ウィンドウ」（1-6）

� 「職責の定義」（1-2）

有効ユーザー・レポート有効ユーザー・レポート有効ユーザー・レポート有効ユーザー・レポート
このレポートは、現在有効であり、しかも最低 1つの有効な職責を持っているすべてのユー
ザー名を表示します。また、それらのユーザーがアクセスできるすべての職責、およびそれ
らのユーザーが各職責へアクセスできる開始日および終了日も表示します。

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ
なし。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポート見出しは、レポートの名前、レポートが実行された日付、およびページ番号を表示
します。

列見出し列見出し列見出し列見出し

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
現在有効なユーザーの Oracle Applications名。「ユーザー」ウィンドウで指定した開始日お
よび終了日は、ユーザー名が現在有効であるかどうかを決定します。

アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名
その職責へ関連付けられているアプリケーションの名前。
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「職責別レポートおよびレポート・セット」レポート
職責名職責名職責名職責名
現在有効な職責の名前。

開始日開始日開始日開始日
ユーザーがその職責へのアクセスを開始できる日付。開始日は、「ユーザー」ウィンドウの
「職責」ブロックでユーザーへ職責を割り当てるときに指定できます。

終了日終了日終了日終了日
ユーザーがその職責へアクセスできる最終日付。開始日は、「ユーザー」ウィンドウの「職
責」ブロックでユーザーへ職責を割り当てるときに指定できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

� 「「ユーザー」ウィンドウ」（1-9）

「職責別レポートおよびレポート・セット」レポート「職責別レポートおよびレポート・セット」レポート「職責別レポートおよびレポート・セット」レポート「職責別レポートおよびレポート・セット」レポート
このレポートでは、どのレポート（およびその他のコンカレント・プログラム）およびレポー
ト・セットが、個々の職責で使用可能である要求セキュリティ・グループに含まれているかを
識別します。このレポートは、職責を定義するとき、または編集するときに使用します。

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ
パラメータを入力しない場合、このレポートは個々の職責からアクセスできるすべてのレ
ポートおよびレポート・セットを文書化します。

アプリケーション短縮名アプリケーション短縮名アプリケーション短縮名アプリケーション短縮名

使用可能なレポートおよびレポート・セットについての情報が必要な職責に関連付けられて
いるアプリケーション名を選択します。

アプリケーション名を選択しなかった場合、このレポートは個々の職責からアクセスできる
すべてのレポートおよびレポート・セットを文書化します。

職責名職責名職責名職責名

使用可能なレポートおよびレポート・セットについての情報が必要な職責の名前を選択しま
す。「職責名」に値を入力する前に、「アプリケーション短縮名」に値を入力してください。
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用語
レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポート見出しは、指定されたレポート・パラメータのリストを示し、レポートの内容に関
する一般情報を提供します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

� 「「職責」ウィンドウ」（1-6）

� 「「要求グループ」ウィンドウ」（3-53）

� 「要求セキュリティ・グループの定義」（1-4）

機能セキュリティ機能セキュリティ機能セキュリティ機能セキュリティ

機能セキュリティの概要機能セキュリティの概要機能セキュリティの概要機能セキュリティの概要
機能セキュリティとは、アプリケーションの機能へのユーザー・アクセスを制御する機構です。

Oracle Applicationsの GUIベースのアーキテクチャでは、関連するいくつかの業務機能が 1
つのフォームに集約されます。すべてのユーザーが 1つのフォームの中の業務機能すべてに
アクセスするわけではないため、Oracle Applicationsには、アプリケーション・ロジックの
個々の部分を機能として識別する機能が用意されています。アプリケーションにより実行さ
れる処理の一部を機能として識別することにより、各機能に対してセキュリティを設定でき
ます (つまり、職責ごとにその機能を使用するかどうかを指定できます )。

アプリケーションの開発者は各フォームを作成するときに各機能を登録します。システム管
理者は、職責ごとにその機能を使用するかどうかを設定することによって、機能セキュリ
ティを管理します。

用語用語用語用語

機能機能機能機能
機能とは、アプリケーションにより実行される個々の処理を指します。1つの機能は一意の
名前で登録され、この名前を指定することにより、この機能を職責に割り当てたり、除外す
ることができます。

機能には、フォーム機能と非フォーム機能の 2種類があります。明確にするために、フォー
ム機能を「フォーム」、非フォーム機能を「サブ機能」と呼びます。ただし両方とも、デー
タベース内の機能のインスタンスです。
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用語
フォーム（フォーム機能）フォーム（フォーム機能）フォーム（フォーム機能）フォーム（フォーム機能）
フォーム機能（フォーム）は、Oracle Formsフォームを起動します。フォーム機能には、
「ナビゲータ」ウィンドウを使用してそこにナビゲートできるという特徴があります。

サブ機能（非フォーム機能）サブ機能（非フォーム機能）サブ機能（非フォーム機能）サブ機能（非フォーム機能）
非フォーム機能（サブ機能）とは、セキュリティ設定が可能な機能として識別されるフォー
ム内の部分です。つまり、フォームの中で実行される機能です。

開発者はフォームを記述して、特定のサブ機能が使用可能かどうかをテストすることができ
ます。その後、対象となる職責でサブ機能が使用可能かどうかに基づいて必要な処理を行う
ことができます。

サブ機能は多くの場合、フォーム上の各ボタンや他のグラフィカル要素と関連付けられま
す。たとえば、サブ機能が使用可能なときは、それに対応するボタンが使用可能になりま
す。

ただし、サブ機能は、フォームの運用時にいつでもテストしたり実行したり、ユーザー・イ
ンタフェースに明示的な影響を与えるとは限りません。たとえば、サブ機能がグラフィカル
要素と関連していないフォーム・プロシージャに対応する場合、そのサブ機能を利用できる
かどうかはフォームのユーザーには不明です。

図図図図 1
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フォームおよびサブ機能
メニューメニューメニューメニュー
メニューとは、機能および機能のメニューを階層的に配列したものです。各職責には、1つ
のメニューが割り当てられています。

メニュー項目メニュー項目メニュー項目メニュー項目
メニュー項目は、各機能または機能メニューを区別するメニューのコンポーネントです。機
能と機能メニューの両方が、同じメニュー項目と対応する場合もあります。たとえば 1つの
フォームと、そのサブ機能メニューの両方が、同じメニュー項目に属することがあります。

職責職責職責職責
職責は、Oracle Applicationsで作業するアプリケーション・ユーザーの現在の権限を定義し
ます。アプリケーション・ユーザーがサインオンすると、次のような所定の権限が許可され
ている職責が選択されます。

� ユーザーがアクセス可能な機能。各機能は、その職責に割り当てられたメニューによっ
て決定されます。

� ユーザーが実行可能なレポートなどのコンカレント・プログラム。

� フォーム、コンカレント・プログラムおよびレポートと連結しているアプリケーショ
ン・データベース・アカウント。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

� 「「フォーム機能」ウィンドウ」（1-28）

� 「フォームおよびサブ機能」（1-19）

� 「機能、メニューおよび「ナビゲータ」ウィンドウ」（1-20）

� 「機能セキュリティの実装」（1-22）

� 「機能セキュリティの動作方法」（1-20）

フォームおよびサブ機能フォームおよびサブ機能フォームおよびサブ機能フォームおよびサブ機能
フォームは、機能の特殊なクラスであり、次の 2つの理由により、サブ機能とは異なりま
す。

� フォームは「ナビゲータ」ウィンドウに表示されるため、そこにナビゲートできます。
サブ機能は「ナビゲータ」ウィンドウには表示されないため、ナビゲートできません。

� フォームは単独で使用することができます。サブ機能は、1つのフォーム内のロジック
によってのみコールできます。サブ機能を単独で使用することはできません。
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機能、メニューおよび「ナビゲータ」ウィンドウ
フォームは、そのすべてのプログラム・ロジックを含む全体が、常に機能として指定されま
す。フォームのプログラム・ロジックの一部に対してセキュリティを設定する必要がある場
合、その部分をサブ機能として指定することもできます。

たとえば 1つのフォームに 3つのウィンドウが含まれる場合を考えます。フォーム全体がセ
キュリティを設定できる（職責ごとに使用するかどうかを指定できる）機能として識別され
ます。また、フォームの 3つのウィンドウのそれぞれを機能（サブ機能）として指定して、
セキュリティを個別に設定することもできます。したがって、機能セキュリティ・ルールの
適用方法によっては、このフォームが割り当てられている職責であってもフォームの一部の
ウィンドウにはアクセスできないことがあります。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「機能、メニューおよび「ナビゲータ」ウィンドウ」（1-20）

� 「機能セキュリティの概要」（1-17）

� 「機能セキュリティの動作方法」（1-20）

機能、メニューおよび「ナビゲータ」ウィンドウ機能、メニューおよび「ナビゲータ」ウィンドウ機能、メニューおよび「ナビゲータ」ウィンドウ機能、メニューおよび「ナビゲータ」ウィンドウ
フォーム機能、つまりフォームは、「ナビゲータ」ウィンドウを使用して選択されます。「ナ
ビゲータ」ウィンドウ内の各フォーム名の配置は、対象となる職責に割り当てられたメ
ニュー体系によって定義されます。

次の各タイプのメニュー項目は、「ナビゲータ」ウィンドウでは表示されません。

� サブ機能

� 項目がないメニュー

� プロンプトがないメニュー項目

「ナビゲータ」ウィンドウで表示される項目がないメニューについては、そのメニュー自体
が表示されません。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「機能セキュリティの概要」（1-17）

機能セキュリティの動作方法機能セキュリティの動作方法機能セキュリティの動作方法機能セキュリティの動作方法

開発者による機能の登録開発者による機能の登録開発者による機能の登録開発者による機能の登録
� 開発者は、一意の機能名を調べて対象となる職責でその機能が使用可能か確認の上で、
必要な措置を実行するために、Oracle Formsコードの一部を必要とすることがありま
す。
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機能セキュリティの動作方法
� 開発者は機能を登録します。開発者はまた、値を機能に渡すパラメータを登録すること
もできます。たとえば、フォームでは、機能パラメータがフォームに渡された場合の
み、データ入力がサポートされます。

� 通常、開発者はアプリケーションで使用可能なすべての機能（つまりすべてのフォーム
と、そのセキュリティ管理可能なサブ機能）を含むメニューを定義します。一部のアプ
リケーションでは、開発者は特定のフォームやサブ機能を省略することにより、アプリ
ケーションの機能を制限する追加メニューを定義できます。

� 通常、開発者が機能のメニューを定義する場合、各フォームのサブ機能をサブ機能メ
ニュー上にまとめて、そのサブ機能メニューをフォームに関連させます。

システム管理者による機能の除外システム管理者による機能の除外システム管理者による機能の除外システム管理者による機能の除外
� 各 Oracle Applications製品には、事前定義された 1つ以上のメニュー階層が提供されて

います。システム管理者は、事前定義メニュー階層を職責に割り当てることができま
す。職責を調整するには、システム管理者は、除外ルールを使用して、機能または機能
のメニューをその職責から除外します。

� システム管理者が、事前定義メニューに除外ルールを適用しても、必要なメニューを作
成できない場合は、新規のメニュー階層を定義することができます。この場合、システ
ム管理者は、フォームとそのサブ機能の関連メニューを使用してメニュー階層を構築す
ることをお薦めします。つまり、システム管理者は、開発者が定義したフォームとメ
ニューとの関連は、残しておく必要があります。

現行の職責に応じて使用可能な機能現行の職責に応じて使用可能な機能現行の職責に応じて使用可能な機能現行の職責に応じて使用可能な機能
� ユーザーが、最初に職責を選択したり、変更する際は、職責のメニュー体系から取得さ
れる機能一覧が、メモリーにキャッシュされます。

� システム管理者が現行職責から除外した機能には、利用不可のマークがつけられます。

� 機能階層内のフォーム機能（すなわち、メニュー階層）は、「ナビゲータ」ウィンドウ
に表示されます。使用可能なサブ機能には、アプリケーションのフォームを使用して作
業すると、アクセスできます。

除外した機能の表示除外した機能の表示除外した機能の表示除外した機能の表示
一部のサブ機能は、グラフィカル要素（例 : ボタン）に関連付けられています。それらを除
外すると次のような結果となります。

警告警告警告警告 : 通常は、機能に渡されるパラメータのうち、通常は、機能に渡されるパラメータのうち、通常は、機能に渡されるパラメータのうち、通常は、機能に渡されるパラメータのうち、Oracle Applications製製製製
品の一部として事前定義されたパラメータは、システム管理者側では変更品の一部として事前定義されたパラメータは、システム管理者側では変更品の一部として事前定義されたパラメータは、システム管理者側では変更品の一部として事前定義されたパラメータは、システム管理者側では変更
しないでください。システム管理者側で機能パラメータを修正できる特殊しないでください。システム管理者側で機能パラメータを修正できる特殊しないでください。システム管理者側で機能パラメータを修正できる特殊しないでください。システム管理者側で機能パラメータを修正できる特殊
な場合については、関連するテクニカル・リファレンス・マニュアルまたな場合については、関連するテクニカル・リファレンス・マニュアルまたな場合については、関連するテクニカル・リファレンス・マニュアルまたな場合については、関連するテクニカル・リファレンス・マニュアルまた
は製品更新ノートに記載されています。は製品更新ノートに記載されています。は製品更新ノートに記載されています。は製品更新ノートに記載されています。
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機能セキュリティの実装
� ボタンがグレー表示になります。

� ボタンがなくなります。

それ以外のサブ機能はグラフィカル要素には関連付けられていない場合があります。この場
合には、それらを除外されたことをエンド・ユーザーは認識できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

� 「「フォーム機能」ウィンドウ」（1-28）

� 「フォームおよびサブ機能」（1-19）

� 「機能セキュリティの概要」（1-17）

機能セキュリティの実装機能セキュリティの実装機能セキュリティの実装機能セキュリティの実装
Oracle Applicationsの各製品について、そのアプリケーションの中のすべての機能を含んだ
メニューを伴う「フル・アクセス」職責が、1つずつあらかじめ定義されています。さらに、
アプリケーションによっては、小さい機能セット（つまりフォームおよびサブ機能の一部）
を含む追加の職責があらかじめ定義されている場合もあります。

システム管理者は、特定の機能または機能メニューを除外するルールを定義することによっ
て、特定の職責に対応する機能を制限できます。実際には、各職責に新規メニュー階層を構
築するよりは、除外ルールを利用して職責のカスタマイズを行うことをお薦めします。

たとえば、ある職責をカスタマイズすることにより、その職責に含まれるフォームの機能を
制限する場合、まず、そのフォームに関連付けられているサブ機能をグループ化している事
前定義済みのメニューを調べます。次に、除外ルールを使用して、そのフォームのいくつか
のサブ機能を職責から除外することにより、フォームの機能を制限できます。

除外ルールを適用する方法では必要な職責を作成できない場合は、事前定義されている
フォーム（つまりフォーム機能）および各フォームに関連するサブ機能のメニューを使用し
て、その職責用のカスタム・メニューを作成できます。ただし、開発者が定義したサブ機能
のメニューからフォームを切り離すことはお薦めできません。

事前定義済みメニューを使用した機能セキュリティ事前定義済みメニューを使用した機能セキュリティ事前定義済みメニューを使用した機能セキュリティ事前定義済みメニューを使用した機能セキュリティ
「職責」フォームを使用して次のことを行います。

� メニューおよび機能を除外することによって、事前定義済みの職責の機能を制限します。

� 新しい職責を定義して、事前定義済みのメニューをその職責に割り当てます。メニュー
および機能を除外することにより、新しい職責の機能をカスタマイズします。
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機能セキュリティの実装
� いくつかの異なる職責に同じメニュー階層を割り当て、それぞれ異なる機能およびメ
ニューを除外します。それにより、アプリケーションの機能を容易にカスタマイズする
ことができます。

新しいメニューを使用した機能セキュリティ新しいメニューを使用した機能セキュリティ新しいメニューを使用した機能セキュリティ新しいメニューを使用した機能セキュリティ
「メニュー」フォームを使用して、新しい職責で使用する機能のメニューを定義します。

� フォームおよび関連のサブ機能のメニューを使用して、新しいメニューを定義します。

「職責」フォームを使用して、メニュー体系を新しい職責に割り当てます。

� その職責について、特定のサブ機能を除外することにより、フォームの機能を調整します。

� ある職責で使用しているフォームで実行するサブ機能の中から 1つを除外しただけでも、
新しい職責では異なる機能が使用されることになります。

� フォームに関連付けられている事前定義済みのサブ機能のメニューに除外ルールを適用
することによって、フォームの機能を容易にカスタマイズできます。

職責からの機能の除外職責からの機能の除外職責からの機能の除外職責からの機能の除外
システム管理者は、職責に割り当てられているメニュー体系から機能またはメニューを除外
できます。

� あるメニューを除外すると、そのすべてのメニュー項目、つまり、そのメニューで選択
できるすべての機能および機能メニューが除外されます。

� 職責から機能 1つを除外すると、その職責のメニュー体系全体からその機能のすべての
オカレンスが除外されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

� 「Oracle HRMS、Oracle Sales and Marketing用特殊機能」（1-26）

� 「「フォーム機能」ウィンドウ」（1-28）

� 「機能セキュリティの概要」（1-17）

� 「機能セキュリティの要約」（1-27）

� 「新規メニュー体系の定義」（1-24）
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新規メニュー体系の定義
新規メニュー体系の定義新規メニュー体系の定義新規メニュー体系の定義新規メニュー体系の定義
新しいメニュー体系を定義する方法

� 機能の論理的な階層リストを作成します。これで、複数の異なる職責のメニュー体系を
カスタマイズするときに機能の除外が容易になります。

� ユーザーを各自のアプリケーション・フォームに導く論理的な階層メニューを作成します。

カスタム・メニュー体系を定義するための作業カスタム・メニュー体系を定義するための作業カスタム・メニュー体系を定義するための作業カスタム・メニュー体系を定義するための作業
� 個々の役職の職責に必要なアプリケーション機能を決定します。

� 新しいメニューを定義するときに、その項目として使用する事前定義済みメニュー、
フォームおよびフォームのサブ機能を指定します。事前定義済みのメニューについて調べ
るには、「要求の発行」ウィンドウを使用してメニュー・レポートを印刷してください。

提案提案提案提案 :メニュー項目に事前定義済みのメニューを使用すれば、作業が容易になります。メ
ニュー体系を職責に割り当てた後で、機能を個別に除外できます。

� メニュー体系を計画して、メニューを設計します。

� まず最下位レベルのメニューを定義します。メニューを他のメニューの項目として選択
するには、そのメニューを定義しておくことが必要です。

� メニューおよび機能を上位レベルのメニューに割り当てます。

� メニューおよび機能を最上位レベルのメニュー（ルート・メニュー）に割り当てます。

� メニュー・レポートを印刷することによりメニュー体系を文書化します。

メニューの定義についての注意メニューの定義についての注意メニューの定義についての注意メニューの定義についての注意

メニューはスクラッチから作成します。メニューはスクラッチから作成します。メニューはスクラッチから作成します。メニューはスクラッチから作成します。
� メニューはコピーできません。メニュー定義を別の名前で保存することはできません
（つまり「別名保存」の機能はありません）。

� 「メニュー」フォームにメニュー名が表示されているときには、そのメニューの名前を
上書きする前に、「問合せ」モードになっていることを確認します。

警告警告警告警告 : ブランクの「メニュー」フォーム（ブランク画面）から始めるようブランクの「メニュー」フォーム（ブランク画面）から始めるようブランクの「メニュー」フォーム（ブランク画面）から始めるようブランクの「メニュー」フォーム（ブランク画面）から始めるよう
にしてください。メニューはコピーできません。メニューを別の名前で保にしてください。メニューはコピーできません。メニューを別の名前で保にしてください。メニューはコピーできません。メニューを別の名前で保にしてください。メニューはコピーできません。メニューを別の名前で保
存しても、元のメニューは上書きされてしまいます（「別名保存」の機能存しても、元のメニューは上書きされてしまいます（「別名保存」の機能存しても、元のメニューは上書きされてしまいます（「別名保存」の機能存しても、元のメニューは上書きされてしまいます（「別名保存」の機能
はありません）。はありません）。はありません）。はありません）。
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アップグレード時のカスタム・メニューの保存
キーボードで迅速かつ簡単に使用できるメニューの定義キーボードで迅速かつ簡単に使用できるメニューの定義キーボードで迅速かつ簡単に使用できるメニューの定義キーボードで迅速かつ簡単に使用できるメニューの定義
� メニュー・プロンプトは、最初の文字がそれぞれ異なるように設計して、最初の文字を
入力するだけで自動的に該当のフォームまたはメニューが選択されるようにします。

� メニュー・プロンプトは、最も使用頻度の高い機能が最初（小さい番号）にくるように
配置します。

� メニュー定義から別のメニュー定義に項目をコピーすることはできません。

メニュー名または項目を変更するときの注意メニュー名または項目を変更するときの注意メニュー名または項目を変更するときの注意メニュー名または項目を変更するときの注意
� メニューの名前を変更しても、メニュー項目は影響を受けません。メニューの定義に新
しい名前が与えられます。

� そのメニューを他のメニューが古い名前でコールした場合は、自動的に新しい（変更し
た）名前でそのメニューがコールされます。

� メニューを定義するか、「ルート」メニューを選択して職責を割り当てるときには、古
いメニュー名は値リストには表示されません。

� 事前定義済みメニューを変更すると、そのメニューをコールする他のすべてのメニュー
にそのメニューの変更事項が表示されます。

� たとえば、あるフォーム機能をコールする別のプロンプトを追加することにより
GL_TOPを変更した場合は、GL_TOPをコールするすべてのメニューで、GL_TOPの
表示時にその追加のプロンプトが表示されます。

アップグレード時のカスタム・メニューの保存アップグレード時のカスタム・メニューの保存アップグレード時のカスタム・メニューの保存アップグレード時のカスタム・メニューの保存
カスタム・メニューに一意の名称を使用して、Oracle Applicationsのアップグレード時にカ
スタム・メニューを保存します。たとえば、カスタム・アプリケーションのアプリケーショ
ン短縮名で始まるメニュー名を指定できます。カスタム総勘定元帳という名称でカスタム・
アプリケーションを定義します。アプリケーション短縮名は XXCGLです。この場合、カス
タム・メニュー名は、XXCGL_MY_MENUのように、XXCGLで始まる名前にします。

Oracle Applications標準メニューはアップグレード・バージョンによって上書きされること
があります。したがって、カスタム・メニューをサブメニューとして古い Oracle 
Applicationsメニューの 1つに添付している場合には、アップグレード後にその添付メ
ニューをもう一度作成します。もう 1つの方法は標準 Oracle Applicationsメニューをサブメ
ニューとしてカスタム・メニューに添付することです。こうしておくと、カスタム・メ
ニューから標準メニューへのリンクはアップグレード時も保存されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

� 「Oracle HRMS、Oracle Sales and Marketing用特殊機能」（1-26）
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Oracle HRMS、Oracle Sales and Marketing用特殊機能
� 「「フォーム機能」ウィンドウ」（1-28）

� 「機能セキュリティ・レポート」（1-34）

� 「機能セキュリティの概要」（1-17）

� 「機能セキュリティの実装」（1-22）

� 「機能セキュリティの要約」（1-27）

Oracle HRMS、、、、Oracle Sales and Marketing用特殊機能用特殊機能用特殊機能用特殊機能
ほとんどの Oracle Applications製品では、オープンしているフォームをクローズしないで、
「ナビゲータ」ウィンドウから複数のフォームをオープンできます。ただし、新しい職責の
カスタム・メニューから Oracle Sales and Marketingフォームまたは Oracle HRMSタスク・
フローにアクセスする場合は、この職責を定義するときに、その職責の最上位レベル・メ
ニューの項目として「複数フォーム、複数セッション使用不可」機能を組み込む必要があり
ます。

Oracle Sales and Marketingフォームは、フォームの機能名に含まれている OSMという接頭
辞により識別できます。

Oracle HRMSでは、ウィンドウをリンクするための方法としてタスク・フローが使用され
ているため、ウィンドウから次のウィンドウへと順に情報を伝達することによって、タスク
が完了します。タスク・フローの一部となる Oracle HRMSフォームは、フォームの機能名
の中の PERまたは PAYという接頭辞によって識別できます。Oracle HRMSタスク・フロー
を管理する方法や、あるフォームがタスク・フローの一部であるかどうかを判別する方法の
詳細は、「『Oracle HRMSユーザーズ・ガイド』の「タスク・フローでのウィンドウのリン
ク」」を参照してください。

「複数フォーム、複数セッション使用不可」機能をメニューに組み込む手順は、次のとおり
です。

� 最上位レベル・メニュー（つまり新しい職責が参照するメニュー）に「機能」メニュー
項目を追加します。

� 次の「ユーザー機能名」および「機能名」を持つ機能を選択します。

� 複数フォーム、複数セッション使用不可

� FND_FNDSCSGN_DISABLE_MULTIFORM

注意注意注意注意 : Oracle Sales and Marketingフォームも Oracle HRMSフォームも含
まないメニューには、「複数フォーム、複数セッション使用不可」機能を
組み込まないでください。
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機能セキュリティの要約
� 変更を保存します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「機能セキュリティの概要」（1-17）

� 「機能セキュリティの実装」（1-22）

機能セキュリティの要約機能セキュリティの要約機能セキュリティの要約機能セキュリティの要約
機能

� 機能とは Oracle Applicationsの中の一連のコードで、職責別に管理されるリスト内にそ
の機能名がある場合に限り実行されます。

� システム管理者は、特定の職責から特定の機能を除外できます。

� 機能には、フォーム機能つまりフォーム、および非フォーム機能つまりサブ機能の 2つ
のタイプがあります。サブ機能は、フォームの機能全体の一部であり、個別にセキュリ
ティを設定することができます。

フォーム機能

� フォームを起動する機能。

� フォーム機能は「ナビゲータ」ウィンドウに表示されるので、そこからフォーム機能に
ナビゲートできます。

サブ機能

� フォーム内から実行される機能。サブ機能は、フォーム機能の中のロジックによっての
みコールできます。

� サブ機能は「ナビゲータ」ウィンドウには表示されません。したがってサブ機能へはナ
ビゲートできません。

メニュー

� メニューには、機能または別のメニュー、あるいはその両方を指すメニュー項目が含ま
れています。

� メニューは「ナビゲータ」ウィンドウに表示されます。

� システム管理者は、特定の職責から特定のメニューを除外できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

� 「Oracle HRMS、Oracle Sales and Marketing用特殊機能」（1-26）
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「フォーム機能」ウィンドウ
� 「「フォーム機能」ウィンドウ」（1-28）

� 「機能セキュリティ・レポート」（1-34）

� 「機能セキュリティの概要」（1-17）

� 「機能セキュリティの実装」（1-22）

� 「新規メニュー体系の定義」（1-24）

「フォーム機能」ウィンドウ「フォーム機能」ウィンドウ「フォーム機能」ウィンドウ「フォーム機能」ウィンドウ
新機能を定義します。機能とは、アプリケーションにより実行される個々の処理を指しま
す。1つの機能は一意の名前で登録され、この名前を指定することにより、この機能を職責
に割り当てたり、除外することができます。

機能には、フォーム機能と非フォーム機能の 2種類があります。

明確にするために、フォーム機能は「フォーム」、非フォーム機能は「サブ機能」と呼びま
す。ただし両方とも、データベース内の機能のインスタンスです。

フォーム機能ブロックフォーム機能ブロックフォーム機能ブロックフォーム機能ブロック
機能機能機能機能

ユーザーに対しては、この一意の機能名は表示されません。ただし、この名前は、プログラ
ムから機能を呼び出すときに使用します。機能の命名規則に従ってください。

摘要摘要摘要摘要
ユーザー機能名ユーザー機能名ユーザー機能名ユーザー機能名

機能を説明する一意の名前を入力します。この名前は、メニューに機能を割り当てるときに
表示されます。この名前は、「ナビゲータ」ウィンドウの「トップ・テン・リスト」に表示
されます。

タイプタイプタイプタイプ

タイプとは、機能の使用方法についての自由な形式の記述です。機能のタイプは、開発者が
機能の可用性をテストするときに渡されます。開発者は、機能のタイプに基づいて処理を実
行するコードを作成できます。

規則によって、Oracle Applicationsフォーム機能は FORMタイプで登録されます。共通
フォーム動作を決める少数の特別機能は UTILタイプで登録されます。

フォーム機能は、FORMタイプで登録しなくても、有効なフォーム名 /アプリケーションを
指定すると Oracle Applicationsはそれをフォームとして取り扱います。
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フォーム機能ブロック
フォームフォームフォームフォーム
フォームフォームフォームフォーム /アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

フォーム機能を定義するときには、そのフォームの名前とアプリケーションを選択します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ

機能に渡すためのパラメータを入力します。複数のパラメータを区切るには空白を使用します。

フォーム機能については、パラメータQUERY_ONLY=YESを指定すると、フォームが問合せ
のみモードでオープンします。Oracle Application Object Libraryは、フォームを問合せのみ
モードでオープンする前にフォーム・パラメータのリストからこのパラメータを除去します。

別のフォーム名を指定することによって、該当するヘルプ・ファイル内のフォームのヘルプ
も検索できます。使用する構文は次のとおりです。

HELP_TARGET = "alternative_form_name"

フォーム名が指定のフォーム名で上書きされます。参照 :「コンテキスト依存ヘルプ」（6-6）。

Oracle Applicationsフォームの中には、特定のフォームのパラメータを受け入れるように
コード化されているものがあります。たとえば、「要求実行」フォームは「要求実行」ウィ
ンドウのタイトルを変更するときに使用する TITLEパラメータを受け入れます。次の構文を
使用します。

TITLE="appl_short_name:message_name"

ここで appl_shortname:message_nameは、「メッセージ・ディクショナリ」メッセージの名
前です。参照 :「コードを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ」（3-17）。

appl_shortname:message_nameは、アプリケーション短縮名とMessage Dictionaryメッ
セージのメッセージ名です。参照 : 『Oracle Applicationsシステム管理者ガイド』の「コー
ドを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ」。

Web HTMLおよびおよびおよびおよびWebホストホストホストホスト
Web HTMLおよびWebホストの各フィールドは、機能に Oracle Self-Service Web 
Applicationsからアクセスする場合のみ必要です。Web-deployed Applications機能の場合
は、どのフィールドにも入力する必要はありません。

警告警告警告警告 : 通常は、機能に渡されるパラメータのうち、通常は、機能に渡されるパラメータのうち、通常は、機能に渡されるパラメータのうち、通常は、機能に渡されるパラメータのうち、Oracle Applications製製製製
品の一部として事前定義されたパラメータは、システム管理者側では変更品の一部として事前定義されたパラメータは、システム管理者側では変更品の一部として事前定義されたパラメータは、システム管理者側では変更品の一部として事前定義されたパラメータは、システム管理者側では変更
しないでください。システム管理者側で機能パラメータを修正できる特殊しないでください。システム管理者側で機能パラメータを修正できる特殊しないでください。システム管理者側で機能パラメータを修正できる特殊しないでください。システム管理者側で機能パラメータを修正できる特殊
な場合については、関連するテクニカル・リファレンス・マニュアルまたな場合については、関連するテクニカル・リファレンス・マニュアルまたな場合については、関連するテクニカル・リファレンス・マニュアルまたな場合については、関連するテクニカル・リファレンス・マニュアルまた
は製品更新ノートに記載されています。は製品更新ノートに記載されています。は製品更新ノートに記載されています。は製品更新ノートに記載されています。
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「メニュー」ウィンドウ
HTMLコールコールコールコール

機能の URLの最後のセクションは、「HTMLコール」です。「HTMLコール」は、機能をア
クティブ化するために使用します。その機能は、静的なWebページでもプロシージャでも
かまいません。

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ

「セキュリティ」は、Oracle Workflowから機能にアクセスするときにのみ必要です。「セ
キュリティ」をチェックすると、ワークフロー電子メール通知の受信者は、電子メールを使
用して応答できるようになります。

暗号化パラメータ暗号化パラメータ暗号化パラメータ暗号化パラメータ

「暗号化パラメータ」をチェックすると、機能にセキュリティの層が追加され、ユーザーが
ブラウザのウィンドウで URLを変更しても、その機能へアクセスできなくなります。機能
に暗号化機能を適用することを定義する場合は、「暗号化パラメータ」を定義する必要があ
ります。

ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名

機能に必要な URL（Universal Resource Locator）またはアドレスは、「ホスト名」、「エー
ジェント名」、「HTMLコール」の 3つのセクションからなっています。「ホスト名」は、
WebServerを実行しているマシンの IPアドレスまたは別名です。

エージェント名エージェント名エージェント名エージェント名

機能の URLの第 2セクションは、Oralce Webエージェントです。Oracle Webエージェン
トは、機能を実行するときに使用するデータベースを決定します。デフォルトは、最後に使
用したエージェントです。

アイコンアイコンアイコンアイコン

この機能で使用されるアイコン名を入力します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

� 「機能セキュリティの概要」（1-17）

� 「機能セキュリティの実装」（1-22）

「メニュー」ウィンドウ「メニュー」ウィンドウ「メニュー」ウィンドウ「メニュー」ウィンドウ
新規メニューを定義するか、既存のメニューを変更します。

メニューとは、機能および機能のメニューを階層的に配列したものです。各職責には、1つ
のメニューが割り当てられています。
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メニュー・ブロック
Oracle Applicationsの各製品について、そのアプリケーションの中のすべての機能のメ
ニューを伴う「フル・アクセス」職責が、1つずつあらかじめ定義されています。システム
管理者は、特定の機能または機能メニューを除外するルールを定義することによって、特定
の職責に対応する機能を制限できます。実際に、各職責に新規メニュー階層を構築するより
は、除外ルールを利用して職責のカスタマイズを行うことをお薦めします。

除外ルールを適用する方法では必要な職責を作成できない場合は、事前定義されている
フォーム（つまりフォーム機能）および各フォームに関連するサブ機能のメニューを使用し
て、その職責用のカスタム・メニューを作成できます。ただし、開発者が定義したサブ機能
のメニューからフォームを切り離すことはお薦めできません。

参照 :

「機能セキュリティの概要」（1-17）

「機能セキュリティの実装」（1-22）

前提条件前提条件前提条件前提条件
� 「アプリケーション」ウィンドウでアプリケーションを Oracle Application Object 

Libraryに登録します。

� メニューからコールしようとするメニューのすべてを定義します。まず最下位レベルの
サブメニューを定義します。サブメニューは、あらかじめ定義しておかないと、別のメ
ニューからコールできません。

提案提案提案提案 :メニューからサブメニューをコールすると、関連性のあるウィンドウをメニュー上で
1つの見出しにまとめることができます。メニューをその他のメニュー上で再使用すること
が可能です。

メニュー・ブロックメニュー・ブロックメニュー・ブロックメニュー・ブロック
メニュー項目は、そのメニューから使用可能なオプションの内容を記述します。

メニューメニューメニューメニュー

メニューの目的を説明する名前を選択します。ユーザーに対しては、このメニュー名は表示
されません。

ツリーの表示ツリーの表示ツリーの表示ツリーの表示 ...
メニューを定義すると、「ツリーの表示 ...」ボタンを使用してメニューの階層体系を表示さ
せることができます。参照 :「メニュー・ビューア」（1-33）
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メニュー項目ブロック
ユーザー・メニュー名ユーザー・メニュー名ユーザー・メニュー名ユーザー・メニュー名

職責がメニューをコールするとき、または 1つのメニューが別のメニューをコールするとき
に、ユーザー・メニュー名を使用します。

メニュー項目ブロックメニュー項目ブロックメニュー項目ブロックメニュー項目ブロック
連番連番連番連番

メニュー項目が表示される位置を、メニューにある他の項目との相対的な関係で示す連番で
入力します。このフィールドのデフォルト値は、次の整数の連番です。

連番の小さい項目は、連番の大きい項目よりも前に表示されます。

提案提案提案提案 :メニュー項目の連番は、すでに使用されている別の連番と置き換えることはできませ
ん。一連のメニュー項目にメニュー項目を追加するときには、既存の連番を使用しないよう
に注意して、使用する連番範囲とは重複しないことが確実な連番範囲でメニュー項目に番号
を再度設定してください。

この作業を保存したら、元に戻って各項目が最終的に意図した連番を持つように番号を再度
設定します。

ナビゲータ・プロンプトナビゲータ・プロンプトナビゲータ・プロンプトナビゲータ・プロンプト

メニュー項目を表示するため、ユーザーにとって使いやすくひと目でわかるプロンプトを入
力します。このメニュー・プロンプトは「ナビゲータ」ウィンドウの階層リストに表示され
ます。

提案提案提案提案 :パワー・ユーザーがメニュー項目を選択するときに最初の文字を入力すればいいよう
に、先頭に一意の文字を使用したメニュー・プロンプトを入力します。

サブメニューサブメニューサブメニューサブメニュー

別のメニューをコールして、ユーザーがそのメニューからメニュー項目を選択できるように
します。

注意注意注意注意 :連番には整数のみを使用してください。

注意注意注意注意 :連番を変更したり、メニュー項目を頻繁に挿入および削除するとき
には、デフォルト値を必ず確認してください。連番が重複していたり、範
囲外の番号があることがあります。
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メニュー・ビューア
機能機能機能機能

メニューに組み込む機能をコールします。フォーム機能（フォーム）は、「ナビゲータ」
ウィンドウに表示されるため、そこからそのフォームにアクセスできます。それ以外の非
フォーム機能（サブ機能）を使用すると、このメニューからフォーム機能全体の特定の部分
にアクセスできます。

摘要摘要摘要摘要

摘要は、メニュー項目をハイライト表示すると「ナビゲータ」ウィンドウの上部にある
フィールドに表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

� 「「職責」ウィンドウ」（1-6）

� 「機能セキュリティ・レポート」（1-34）

� 「機能セキュリティの概要」（1-17）

� 「機能セキュリティの実装」（1-22）

� 「職責の定義」（1-2）

� 「新規メニュー体系の定義」（1-24）

メニュー・ビューアメニュー・ビューアメニュー・ビューアメニュー・ビューア
メニュー・ビューアは、サブ・メニューおよびメニューの機能を階層的に表示し、メニュー
および機能のプロパティをリストする読取り専用ウィンドウです。

「ツリーを表示」ボタンをクリックすることによって、メニュー・フォームからビューアを
起動できます。ビューアは、メニュー・フォームで指定されたメニューに対して表示されま
す。

注意注意注意注意 :新規メニューを作成または編集している時、変更は、メニュー・
ビューアで表示する前に、データベースにコミットされる必要がありま
す。
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機能性
機能性機能性機能性機能性

機能セキュリティ・レポート機能セキュリティ・レポート機能セキュリティ・レポート機能セキュリティ・レポート
機能セキュリティ・レポートを使用すると、11iメニューの体系を文書化できます。Oracle 
Applicationsソフトウェアをアップグレードする前に、カスタマイズ済みのメニュー体系を
ハードコピーとして文書化するときにもこれらのレポートを使用できます。

機能セキュリティ・レポートは、機能セキュリティ機能レポート、機能セキュリティ・メ
ニュー・レポート、機能セキュリティ・ナビゲータ・レポートで構成されます。

これらのレポートは機能セキュリティ・メニュー・レポートの要求セットから使用できます。
それぞれのレポートについて、機能セキュリティを表示する対象となる職責を指定します。

機能セキュリティ機能レポート機能セキュリティ機能レポート機能セキュリティ機能レポート機能セキュリティ機能レポート
レポートの発行時に職責を指定します。レポート結果には指定された職責でアクセス可能な
機能がリストされます。

このレポートには機能セキュリティ・ルールで除外された機能は取り込まれません。

機能セキュリティ・メニュー・レポート機能セキュリティ・メニュー・レポート機能セキュリティ・メニュー・レポート機能セキュリティ・メニュー・レポート
レポートの発行時に職責を指定します。レポート結果には、すべてのサブメニューおよび機
能とともに、職責の完全メニューがリストされます。

このレポートは、除外されたすべてのメニュー項目をその除外ルールとともに表示します。

機能セキュリティ・ナビゲータ・レポート機能セキュリティ・ナビゲータ・レポート機能セキュリティ・ナビゲータ・レポート機能セキュリティ・ナビゲータ・レポート
レポートの発行時に職責を指定します。レポート結果には、指定された職責についてナビ
ゲータに表示されるメニューがそのままリストされます。

このレポートには、機能セキュリティ・ルールで除外された機能や、ナビゲータに表示され
ない非フォーム機能は取り込まれません。

メニュー・レポートメニュー・レポートメニュー・レポートメニュー・レポート
このレポートは、キャラクタ・モード・メニューの体系を文書化します。このレポートを使
用して、新しいメニューを定義、または既存のメニューを編集します。また、Oracle 
Applicationsソフトウェアをアップグレードする前に、カスタマイズ済みの体系をハードコ
ピーとして文書化するときにもこのレポートを使用できます。
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列見出し
メニュー・レポートには次の内容が出力されます。

� 指定したメニューのメニュー項目の階層リスト

� 各メニュー項目で起動される処理

� メニューが含まれているアプリケーションの名前

� メニューがコールする処理の名前

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ
メイン・メニューのみメイン・メニューのみメイン・メニューのみメイン・メニューのみ

レポートするメニューがメイン・メニューかどうかを「Yes」または「No」で指定します。
「Yes」を選択すると、メイン・メニュー名のみが選択され、「メニュー名」パラメータの
ウィンドウに表示されます。

アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名

レポートするメニューが属しているアプリケーションの名前を選択します。

メニュー名メニュー名メニュー名メニュー名

レポートするメニューの名前を選択します。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポート見出しとして、メニューのアプリケーションおよび名前が出力されます。

列見出し列見出し列見出し列見出し

プロンプトプロンプトプロンプトプロンプト
このメニュー項目用にメニューに表示されるプロンプト。

摘要摘要摘要摘要
このメニュー項目の説明。

注意注意注意注意 :メニュー・レポートは、キャラクタ・モードで実行中の Oracle 
Applicationsで作成および使用されているメニューのみを詳細表示しま
す。機能セキュリティ・メニュー・レポートを使用して、Oracle 
Applications 10SCで作成済のメニューの詳細を表示します。
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列見出し
処理タイプ処理タイプ処理タイプ処理タイプ
このメニュー項目を選択したときに起動される処理のタイプ。有効な値は次のとおりです。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
メニューがコールするメニューまたは機能に関連付けられているアプリケーションの名前。

処理処理処理処理
メニューまたは機能の名前。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

メニューメニューメニューメニュー サブメニューへのナビゲート。

機能機能機能機能 機能へのナビゲート。
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ユーザー監査およびデータ監査の
2

ユーザー監査およびデータ監査の概要ユーザー監査およびデータ監査の概要ユーザー監査およびデータ監査の概要ユーザー監査およびデータ監査の概要

Oracle Applicationsには、2つの監査タイプがあります。ユーザーの監査とデータベース行
の変更の監査です。

ユーザー・アクティビティの監査ユーザー・アクティビティの監査ユーザー・アクティビティの監査ユーザー・アクティビティの監査
ユーザーの監査は次のコンポーネントによってサポートされます。

� 「サインオン : 監査レベル」プロファイル・オプション設定

� 監査レポート

参照 :

「サインオン監査コンカレント要求レポート」（2-9）

「サインオン監査フォーム・レポート」（2-11）

「サインオン監査職責レポート」（2-13）

「サインオン監査不成功ログイン・レポート」（2-15）

「サインオン監査ユーザー・レポート」（2-17）

「サインオン監査」により、アプリケーションにサインオンしたユーザーを確認して、それ
らのユーザーの活動を追跡できます。

「サインオン監査」では、選択した監査レベルに基づいて、ユーザー名、ユーザーがシステム
にアクセスした日付と時刻およびユーザーが使用する職責、フォーム、端末が記録されます。

データベース行の変更の監査データベース行の変更の監査データベース行の変更の監査データベース行の変更の監査
データベース行の変更の監査は次のコンポーネントによってサポートされます。

� 「ヘルプヘルプヘルプヘルプ」メニューの「このレコードについてこのレコードについてこのレコードについてこのレコードについて」
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ユーザー・アクティビティの監査
� 「自動監査 : 有効化」プロファイル・オプション設定

� 監査フォーム - 下記を参照。

参照 :

「監査証跡データについてのレポート」（2-20）

「「導入の監査」ウィンドウ」（2-31）

「「監査グループ」ウィンドウ」（2-32）

「「監査表」ウィンドウ」（2-35）

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「ユーザーのモニター」ウィンドウ」（2-8）

� 「「監査グループ」ウィンドウ」（2-32）

� 「「監査表」ウィンドウ」（2-35）

� 「「導入の監査」ウィンドウ」（2-31）

� 「サインオン監査の設定」（2-3）

� 「サインオン監査レポート」（2-7）

� 「ユーザー・アクティビティの監査」（2-2）

� 「リリース 11iの監査証跡の設定」（2-20）

� 「リリース 11の監査証跡表、トリガーおよびビュー」（2-22）

� 「監査証跡の使用禁止と、監査データのアーカイブ」（2-30）

� 「監査証跡データについてのレポート」（2-20）

� 「監査情報についてのレポート」（2-29）

ユーザー・アクティビティの監査ユーザー・アクティビティの監査ユーザー・アクティビティの監査ユーザー・アクティビティの監査
Oracle Applicationsには「サインオン監査」機能があり、この機能を使用すると次のことが
できます。

� ユーザーが行っていること、およびいつそれを行ったかを追跡する

� どのユーザーを監査し、どのようなタイプの情報を監査するかを選択する

� ユーザーが行っていることをオンラインで迅速に表示する

� アプリケーションのセキュリティをチェックする
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サインオン監査の設定
「サインオン監査」を使用すると、ユーザーが Oracle Applicationsへアクセスしたユーザー
名、端末および日時を記録できます。「サインオン監査」では、ユーザーが実行するコンカ
レント・プロセスのみでなく、ユーザーが使用する職責およびフォームも追跡できます。

主な機能主な機能主な機能主な機能

選択的監査選択的監査選択的監査選択的監査
「サインオン監査」では、だれを監査し、どのようなタイプのユーザー情報を追跡するかを
選択できます。自分の組織のニーズに合わせて、どの監査情報が必要であるかを選択して決
定できます。

アプリケーション・ユーザーのモニターアプリケーション・ユーザーのモニターアプリケーション・ユーザーのモニターアプリケーション・ユーザーのモニター
「ユーザーのモニター」フォームでは、どのユーザーが Oracle Applicationsを使用しており、
それらのユーザーが何をしているかについて、オンラインでリアルタイム情報が得られま
す。

どのユーザーがサインオンしているか（アプリケーション・ユーザー名およびオペレーティ
ング・システム・ログイン名）、それらのユーザーがどの職責、フォームおよび端末を使用
しているか、フォーム上でどれくらいの時間作業しているかおよびどの ORACLEプロセス
を使用しているかを知ることができます。

サインオン監査レポートサインオン監査レポートサインオン監査レポートサインオン監査レポート
サインオン監査レポートでは、ユーザーがアプリケーション内で何を行ったかについて、詳
細な履歴情報が得られます。

検索する情報を絞り込むため、検索基準を指定できます。

「サインオン監査」情報をソートして、読みやすいレポートを作成することもできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「ユーザーのモニター」ウィンドウ」（2-8）

� 「サインオン監査の設定」（2-3）

� 「サインオン監査レポート」（2-7）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

サインオン監査の設定サインオン監査の設定サインオン監査の設定サインオン監査の設定
「サインオン : 監査レベル」ユーザー・プロファイル・オプションを使用して、だれを「サイ
ンオン監査」で追跡するか、およびどのレベルで監査するかを制御できます。
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サインオン監査の設定
ユーザーがしていることをオンラインで表示するには、「ユーザーのモニター」フォームを
使用します。

詳細な監査情報が得られるサインオン監査レポートを発行するには、「要求の発行」フォー
ムを使用します。

サインオン監査の使用可能化サインオン監査の使用可能化サインオン監査の使用可能化サインオン監査の使用可能化
「サインオン監査」を使用可能にするには、「システム・プロファイル値」フォームを使用し
ます。ユーザー・プロファイル・レベルをユーザー、職責、アプリケーションまたはサイト
のプロファイル・レベルに設定することにより、監査の有効範囲とだれを監査するかを選択
します。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

監査レベルを設定するか変更した後、あるユーザーについての新しい監査レベルは、その
ユーザーが次回にオペレーティング・システムから Oracle Applicationsへサインオンしたと
きに有効になります。

監査レベルの選択監査レベルの選択監査レベルの選択監査レベルの選択
「サインオン : 監査レベル」プロファイル・オプションを使用すると、Oracle Applicationsへ
サインオンしたユーザーを監査するレベルを選択できます。機能が増える順に、「なし」、
「ユーザー」、「職責」および「フォーム」の 4つの監査レベルがあります。

「なし」はデフォルト値であり、Oracle Applicationsにサインオンしたどのユーザーも監査
しないことを意味します。

「ユーザー」レベルの監査では、次のことが追跡されます。

� どのユーザーがシステムにサインオンしたか

� ユーザーがログオンおよびログオフした時刻

� 使用中の端末

「職責」レベルの監査では、「ユーザー」レベルの監査機能に加えて、次のことも追跡されます。

� ユーザーが選択した職責

� ユーザーが各職責を使用した時間

「フォーム」レベルの監査では、「職責」レベルの監査機能に加えて、次のことも追跡されます。

� ユーザーが選択したフォーム

� ユーザーが各フォームを使用した時間
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「アプリケーション・モニター」の使用
システム・オーバーヘッドのファクタリングシステム・オーバーヘッドのファクタリングシステム・オーバーヘッドのファクタリングシステム・オーバーヘッドのファクタリング
組織の「サインオン監査」の実装を計画する場合、ユーザーが Oracle Applicationsへアクセ
スするときに、それらのユーザーを詳しくモニターし監査するために必要になるシステム・
オーバーヘッドの増加を考慮する必要があります。監査するユーザーの数が多いほど、ま
た、監査レベルが高いほど、追加システム・オーバーヘッドが発生する可能性が大きくなり
ます。

例例例例 -ユーザー、職責およびフォームを監査するユーザー、職責およびフォームを監査するユーザー、職責およびフォームを監査するユーザー、職責およびフォームを監査する
「サインオン監査」の実装例の 1つは、ユーザーのサインオン、それらのユーザーが選択し
た職責およびそれらのユーザーがアクセスしたフォームをすべて監査することです。

このように「サインオン監査」を実装するには、「サインオン : 監査レベル」を次のように設
定します。

� フォーム監査

� 「サイト」プロファイル・レベルを設定する

例例例例 -1人のユーザーを除外して特定の職責を監査する人のユーザーを除外して特定の職責を監査する人のユーザーを除外して特定の職責を監査する人のユーザーを除外して特定の職責を監査する
「サインオン監査」を使用する別の例は、MJONESを除いて、「人事管理者」の職責を持つす
べてのユーザーを監査する組織の例です。

この例では、ユーザーがアクセスしたフォームまたはユーザーが選択した職責を考慮する必
要はありません。

このように「サインオン監査」を実装するには、「サインオン : 監査レベル」を次のように設
定します。

� ユーザー監査

� 「人事管理者」の職責の職責プロファイル・レベルを設定する

また、「サインオン : 監査レベル」を次のように設定することもできます。

� なし

� アプリケーション・ユーザーMJONESのユーザー・プロファイル・レベルを設定する

「アプリケーション・モニター」の使用「アプリケーション・モニター」の使用「アプリケーション・モニター」の使用「アプリケーション・モニター」の使用
だれが Oracle Applicationsを使用して何をしているかをモニターするには、「ユーザーのモ
ニター」フォームを使用します。システム管理者は、いつでもユーザーをモニターできま
す。
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「このレコードについて」ウィンドウ
アプリケーション・モニターを使用すると、どのユーザーがサインオンしているか、それらの
ユーザーがどの職責、フォームおよび端末を使用しているか、フォーム上でどれくらいの時間
作業しているか、およびどのORACLEプロセスを使用しているかを知ることができます。

「このレコードについて」ウィンドウ「このレコードについて」ウィンドウ「このレコードについて」ウィンドウ「このレコードについて」ウィンドウ
ヘルプヘルプヘルプヘルプ・メニューから「このレコードについて「このレコードについて「このレコードについて「このレコードについて ...」」」」を選択することにより、「サインオン監
査」データを表示できます。

「サインオン監査」は、監査対象のユーザーが挿入するか更新したレコードの「このレコー
ドについて」情報を自動的に関連付けることができます。この追加情報は、「対象者 : 表示タ
イプ」プロファイル・オプションを「拡張」に設定した場合に「このレコードについて」
ウィンドウに表示されます。

拡張情報は、Oracle Applicationsセッション番号、オペレーティング・システム・ログイン
名および「サインオン監査」で追跡対象となっているユーザーが行の挿入または更新に使用
した端末を示します。

システム管理者は、「システム・プロファイル値」フォームを使用して「対象者 : 表示タイ
プ」を設定して、任意のユーザー、職責、アプリケーションまたはサイトに「このレコード
について」の拡張情報を表示させることができます。

「対象者「対象者「対象者「対象者 : 表示タイプ」プロファイル・オプション表示タイプ」プロファイル・オプション表示タイプ」プロファイル・オプション表示タイプ」プロファイル・オプション
「対象者 : 表示タイプ」プロファイル・オプションを使用すると、「このレコードについて」
ウィンドウの表示を次の 2つから選択できます。

「通常」の場合は、次の情報が表示されます。

� その行を作成したユーザーの名前

� ユーザーがその行を作成した日付

� その行が入っている表の名前

� その行を最後に更新したユーザーの名前

「拡張」の場合は、「標準」の情報のほかに、次の情報が表示されます。

� ユーザーのオペレーティング・システム・ログオン

� ユーザーの端末 ID

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも変更することもできません。

注意注意注意注意 :「サインオン監査」の監査対象となっているユーザーのみをモニ
ターできます。アプリケーション・モニターには、それらのユーザーにつ
いて定義した監査レベルも反映されます。
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サインオン監査レポート
このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

失敗ログインの通知失敗ログインの通知失敗ログインの通知失敗ログインの通知
「サインオン監査」では、ユーザー・ログインを追跡できます。ユーザーが最後にサインオ
ンした後に、だれかがそのユーザーのアプリケーション・ユーザー名でサインオンしようと
して失敗した場合には、ユーザーに警告メッセージを送ることができます。この警告メッ
セージは、ユーザーのサインオンの後に表示されます。

システム管理者またはユーザーは、「個別プロファイル値」フォームを使用して「サインオ
ン : 通知」ユーザー・プロファイル・オプションを「Yes」に設定することにより、この機能
をアクティブにすることができます。

この通知機能を使用するために「サインオン監査」でユーザーを監査する必要はありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「ユーザーのモニター」ウィンドウ」（2-8）

� 「サインオン監査レポート」（2-7）

� 「ユーザー・アクティビティの監査」（2-2）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

サインオン監査レポートサインオン監査レポートサインオン監査レポートサインオン監査レポート
標準監査レポートを印刷するには、「要求の発行」フォームを使用します。

どのユーザーがサインオンしているか、それらのユーザーがどの職責へアクセスしている
か、どのフォームを使用しているか、どのコンカレント要求を発行しているか、およびだれ
が別のユーザーのアカウントへログオンしようとしているかなどを詳細に示したレポートを
生成できます。

Oracle Applicationsは、次のサインオン監査レポートを提供します。

「サインオン監査コンカレント要求レポート」（2-9）（だれが、どの要求を発行したかを示し
ます。）

「サインオン監査フォーム・レポート」（2-11）（だれが、どのフォームへアクセスしたかを示
します。）

「サインオン監査職責レポート」（2-13）（だれが、どの職責へアクセスしたかを示します。）

「サインオン監査不成功ログイン・レポート」（2-15）（だれが、別のユーザーとしてサインオ
ンしようとして失敗したかを示します。）
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「ユーザーのモニター」ウィンドウ
「サインオン監査ユーザー・レポート」（2-17）（だれが、Oracle Applicationsへサインオン
したかを示します。）

必要に応じてレポートを短くするため、個々のレポートについて検索基準を指定することも
できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「ユーザーのモニター」ウィンドウ」（2-8）

� 「サインオン監査の設定」（2-3）

� 「サインオン監査レポート」（2-7）

� 「ユーザー・アクティビティの監査」（2-2）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

「ユーザーのモニター」ウィンドウ「ユーザーのモニター」ウィンドウ「ユーザーのモニター」ウィンドウ「ユーザーのモニター」ウィンドウ
このウィンドウを使用して、アプリケーション・ユーザーが現在何を実行しているのかをモ
ニターします。どのユーザーがサインオンしていて、現在どの職責、フォーム（ウィンド
ウ）、端末を使用しているかを知ることができます。

また、ログインしてから経過した時間、現在どの Oracleプロセスを使用しているかを知る
こともできます。

さらに、サイト内のすべてのユーザー、特定のアプリケーションまたは職責を使用している
すべてのユーザー、または個々のユーザーをモニターすることもできます。サインオン監査
をアクティブ化したユーザーだけをモニターすることができます。参照 :「ユーザー監査お
よびデータ監査の概要」（2-1）。

前提条件前提条件前提条件前提条件
� 「システム・プロファイル・オプションの更新」ウィンドウで、「サインオン :監査レベ
ル」プロファイル・オプションの値を選択します。

ユーザーのモニター・ブロックユーザーのモニター・ブロックユーザーのモニター・ブロックユーザーのモニター・ブロック
職責職責職責職責

ユーザーの職責は、職責監査またはフォーム監査のレベルでサインオン監査を使用可能にし
たときにのみ表示されます。

フォームフォームフォームフォーム
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レポート・パラメータ
ユーザーのフォームは、フォーム監査レベルでサインオン監査を使用可能にしたときにのみ
表示されます。

ログインログインログインログイン

ユーザーのログイン名。

時間時間時間時間

ユーザーがこのアプリケーションにログオンしている時間の長さ。

ORACLEプロセスプロセスプロセスプロセス

ユーザーの ORACLEプロセス。

端末名端末名端末名端末名

ユーザーが作業中の端末名。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「サインオン監査の設定」（2-3）

� 「サインオン監査レポート」（2-7）

� 「ユーザー・アクティビティの監査」（2-2）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

サインオン監査コンカレント要求レポートサインオン監査コンカレント要求レポートサインオン監査コンカレント要求レポートサインオン監査コンカレント要求レポート
このレポートを使用して、だれがどのコンカレント要求をどの職責およびフォームから要求
しているのかについての情報を表示します。

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ

ソート・キーソート・キーソート・キーソート・キー
レポート内の情報を、オペレーティング・システム・ログイン名、要求開始日またはアプリ
ケーション・ユーザー名によってソートします。

注意注意注意注意 :サインオン監査コンカレント要求レポートは、監査対象にしている
ユーザーについてのみ生成できます。
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レポート見出し
ログイン名ログイン名ログイン名ログイン名
他の検索基準を満たす特定のログイン名を検索します。このパラメータをブランクのままに
した場合、レポートには他の検索基準を満たすログイン名がすべて入ります。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
他の検索基準を満たす特定のアプリケーション・ユーザー名を検索します。このパラメータ
をブランクのままにした場合は、レポートには他の検索基準を満たすアプリケーション・
ユーザー名がすべて入ります。

要求開始時刻要求開始時刻要求開始時刻要求開始時刻 : 自自自自 :/要求開始時刻要求開始時刻要求開始時刻要求開始時刻 : 至至至至 :
他の検索基準を満たし、特定の期間内にある開始時間を要求したことがあるコンカレント要
求を検索します。このパラメータを使用して、期間の始まりと終わりを指定します。このパ
ラメータをブランクのままにした場合は、レポートには他の検索基準を満たす任意の日付か
ら、このパラメータの現在の日付までの範囲内のコンカレント要求が入ります。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポートの見出しには、パラメータ値として入力した検索基準が表示されます。

列見出し列見出し列見出し列見出し

ログイン名ログイン名ログイン名ログイン名
コンカレント要求を発行したユーザーのオペレーティング・システム・ログイン名。

要求要求要求要求 ID
発行したコンカレント要求のコンカレント要求 ID。「コンカレント要求」フォームを使用す
ると、コンカレント要求 IDの完了情報が表示されます。

コンカレント・プログラム名コンカレント・プログラム名コンカレント・プログラム名コンカレント・プログラム名
ユーザーが発行したコンカレント・プログラムの名前。「コンカレント・プログラム」
フォームを使用すると、コンカレント・プログラムの詳細情報が表示されます。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
コンカレント要求を発行したユーザーの Oracle Applicationsユーザー名。 「ユーザー」
フォームを使用すると、アプリケーション・ユーザーの詳細情報が表示されます。 参照 :
「「ユーザー」ウィンドウ」（1-9）。
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レポート・パラメータ
職責名職責名職責名職責名
ユーザーがコンカレント要求の発行時に使用した職責の名前。 職責が表示されるのは、職責
またはフォームのいずれかの「サインオン監査」レベルでユーザーを監査した場合に限りま
す。 「職責」フォームを使用すると、職責についての詳細情報が表示されます。 参照 :「「職
責」ウィンドウ」（1-6）。

フォーム名フォーム名フォーム名フォーム名
ユーザーがコンカレント要求の発行時に使用したフォームの名前。フォーム名が表示される
のは、フォームの「サインオン監査」レベルでユーザーを監査した場合に限ります。

要求開始時刻要求開始時刻要求開始時刻要求開始時刻
コンカレント要求の実行が開始された日付と時刻。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「ユーザーのモニター」ウィンドウ」（2-8）

� 「サインオン監査の設定」（2-3）

� 「サインオン監査レポート」（2-7）

� 「ユーザー・アクティビティの監査」（2-2）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

サインオン監査フォーム・レポートサインオン監査フォーム・レポートサインオン監査フォーム・レポートサインオン監査フォーム・レポート
このレポートを使用すると、どのフォームにだれがいつナビゲートしているかが表示されます。

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ

ソート・キーソート・キーソート・キーソート・キー
ユーザーがフォームを開始または終了した時刻、ユーザーがアクセスするフォームの名前、
ユーザーのオペレーティング・システム・ログイン名、ユーザーがアクセスする職責、ユー
ザーが使用している端末またはアプリケーション・ユーザー名によってレポート内の情報を
ソートします。

注意注意注意注意 :サインオン監査フォーム・レポートは、監査対象にしているユー
ザーについてのみ生成できます。
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レポート見出し
ログイン名ログイン名ログイン名ログイン名
他の検索基準を満たす特定のログイン名の情報を検索します。このパラメータをブランクの
ままにした場合は、レポートには他の検索基準を満たすログイン名がすべて入ります。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
他の検索基準を満たす特定のアプリケーション・ユーザー名の情報を検索します。このパラ
メータをブランクのままにした場合は、レポートには他の検索基準を満たすアプリケーショ
ン・ユーザー名がすべて入ります。

端末名端末名端末名端末名
他の検索基準を満たす特定の端末の情報を検索します。このパラメータをブランクのままに
した場合は、レポートには他の検索基準を満たす端末名がすべて入ります。

職責名職責名職責名職責名
他の検索基準を満たす特定の職責の情報を検索します。このパラメータをブランクのままに
した場合は、レポートには他の検索基準を満たす職責がすべて入ります。

フォーム名フォーム名フォーム名フォーム名
他の検索基準を満たす特定のフォームの情報を検索します。このパラメータをブランクのま
まにした場合は、レポートには他の検索基準を満たすフォームがすべて入ります。

有効日の開始有効日の開始有効日の開始有効日の開始 /有効日の終了有効日の終了有効日の終了有効日の終了
ユーザーが特定の期間内にアクセスし、かつ他の検索基準を満たすフォームの情報を検索し
ます。このパラメータを使用して、期間の始まりと終わりを指定します。これらのパラメー
タをブランクのままにした場合は、レポートには他の検索基準を満たす任意の日付から、こ
のパラメータの現在の日付までにアクセスされたフォームが入ります。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポートの見出しには、パラメータ値として入力した検索基準が表示されます。

列見出し列見出し列見出し列見出し

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
フォームにアクセスしたユーザーの Oracle Applicationsユーザー名。「ユーザー」フォーム
を使用すると、アプリケーション・ユーザーの詳細情報が表示されます。参照 :「「ユー
ザー」ウィンドウ」（1-9）。
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サインオン監査職責レポート
ログイン名ログイン名ログイン名ログイン名
フォームにアクセスしたユーザーのオペレーティング・システム・ログイン名。

端末名端末名端末名端末名
ユーザーがフォームにアクセスするときに使用した端末のオペレーティング・システム ID。

職責名職責名職責名職責名
ユーザーがフォームにアクセスするときに使用した職責の名前。職責が表示されるのは、職
責またはフォームのいずれかの「サインオン監査」レベルでユーザーを監査した場合に限り
ます。「職責」フォームを使用すると、職責についての詳細情報が表示されます。参照 :
「「職責」ウィンドウ」（1-6）。

有効時刻の開始有効時刻の開始有効時刻の開始有効時刻の開始 /有効時刻の終了有効時刻の終了有効時刻の終了有効時刻の終了
ユーザーがフォームにアクセスした日時およびフォームを終了した日時。有効時刻の開始お
よび有効時刻の終了が表示されるのは、フォームの「サインオン監査」レベルでユーザーを
監査した場合に限ります。

フォーム名フォーム名フォーム名フォーム名
ユーザーがアクセスしたフォームの名前。フォーム名が表示されるのは、フォームの「サイ
ンオン監査」レベルでユーザーを監査した場合に限ります。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「ユーザーのモニター」ウィンドウ」（2-8）

� 「サインオン監査の設定」（2-3）

� 「サインオン監査レポート」（2-7）

� 「ユーザー・アクティビティの監査」（2-2）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

サインオン監査職責レポートサインオン監査職責レポートサインオン監査職責レポートサインオン監査職責レポート
このレポートを使用すると、だれがどの職責をいつ選択しているのかが表示されます。

注意注意注意注意 :サインオン監査職責レポートは、監査対象にしているユーザーにつ
いてのみ生成できます。
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レポート・パラメータ
レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ

ソート・キーソート・キーソート・キーソート・キー
ユーザーが職責を開始したまたは終了した時刻、ユーザーのオペレーティング・システム・
ログイン名、職責名、ユーザーが使用している端末またはアプリケーション・ユーザー名に
よってレポート内の情報をソートします。

ログイン名ログイン名ログイン名ログイン名
他の検索基準を満たす特定のログイン名の情報を検索します。このパラメータをブランクの
ままにした場合は、レポートには他の検索基準を満たすログイン名がすべて入ります。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
他の検索基準を満たす特定のアプリケーション・ユーザー名の情報を検索します。このパラ
メータをブランクのままにした場合は、レポートには他の検索基準を満たすアプリケーショ
ン・ユーザー名がすべて入ります。

端末名端末名端末名端末名
他の検索基準を満たす特定の端末の情報を検索します。このパラメータをブランクのままに
した場合は、レポートには他の検索基準を満たす端末名がすべて入ります。

職責名職責名職責名職責名
他の検索基準を満たす特定の職責の情報を検索します。このパラメータをブランクのままに
した場合は、レポートには他の検索基準を満たす職責がすべて入ります。

有効日の開始有効日の開始有効日の開始有効日の開始 /有効日の終了有効日の終了有効日の終了有効日の終了
ユーザーが特定の期間内にアクセスし、かつ他の検索基準を満たす職責の情報を検索しま
す。このパラメータを使用して、期間の始まりと終わりを指定します。これらのパラメータ
をブランクのままにした場合は、レポートには他の検索基準を満たす任意の日付から、この
パラメータの現在の日付までにアクセスされた職責が入ります。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポートの見出しには、パラメータ値として入力した検索基準が表示されます。
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サインオン監査不成功ログイン・レポート
列見出し列見出し列見出し列見出し

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
フォームを選択したユーザーの Oracle Applicationsユーザー名。「ユーザー」フォームを使
用すると、アプリケーション・ユーザーの詳細情報が表示されます。参照 :「「ユーザー」
ウィンドウ」（1-9）。

ログイン名ログイン名ログイン名ログイン名
職責を選択したユーザーのオペレーティング・システム・ログイン名。

端末名端末名端末名端末名
ユーザーが職責を選択するときに使用した端末のオペレーティング・システム ID。

職責名職責名職責名職責名
ユーザーが使用した職責の名前。職責が表示されるのは、職責またはフォームのいずれかの
「サインオン監査」レベルでユーザーを監査した場合に限ります。「職責」フォームを使用す
ると、職責についての詳細情報が表示されます。参照 :「「職責」ウィンドウ」（1-6）。

有効時刻の開始有効時刻の開始有効時刻の開始有効時刻の開始 /有効時刻の終了有効時刻の終了有効時刻の終了有効時刻の終了
ユーザーが職責を選択した日時および職責を終了した日時。有効時刻の開始および有効時刻
の終了が表示されるのは、職責またはフォームのいずれかの「サインオン監査」レベルで
ユーザーを監査した場合に限ります。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「ユーザーのモニター」ウィンドウ」（2-8）

� 「サインオン監査の設定」（2-3）

� 「サインオン監査レポート」（2-7）

� 「ユーザー・アクティビティの監査」（2-2）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

サインオン監査不成功ログイン・レポートサインオン監査不成功ログイン・レポートサインオン監査不成功ログイン・レポートサインオン監査不成功ログイン・レポート
このレポートを使用して、別のユーザーとして Oracle Applicationsにサインオンしようとし
て失敗したユーザーを表示します。正しいユーザー名を入力しても、パスワードを誤って入
力するとログインは失敗します。
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レポート・パラメータ
サインオン監査不成功ログイン・レポートは、監査対象に関係なく、どのユーザーについて
も生成できます。

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ

ソート・キーソート・キーソート・キーソート・キー
ユーザーがログインしようとした時刻、ユーザーのオペレーティング・システム・ログイン
名、ユーザーが使用している端末またはアプリケーション・ユーザー名によってレポート内
の情報をソートします。

ログイン名ログイン名ログイン名ログイン名
他の検索基準を満たす特定のログイン名の情報を検索します。このパラメータをブランクの
ままにした場合は、レポートには他の検索基準を満たすログイン名がすべて入ります。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
他の検索基準を満たす特定のアプリケーション・ユーザー名の情報を検索します。このパラ
メータをブランクのままにした場合は、レポートには他の検索基準を満たすアプリケーショ
ン・ユーザー名がすべて入ります。

端末名端末名端末名端末名
レポートをできる限り簡潔にするために、他の検索基準を満たす特定の端末についての情報
を検索します。このパラメータをブランクのままにした場合は、レポートには他の検索基準
を満たす端末名がすべて入ります。

実施日の開始実施日の開始実施日の開始実施日の開始 /実施日の終了実施日の終了実施日の終了実施日の終了
特定の期間内で、かつ他の検索基準を満たす不成功ログインの情報を検索します。このパラ
メータを使用して、期間の始まりと終わりを指定します。これらのパラメータをブランクの
ままにした場合は、レポートには他の検索基準を満たす任意の日付から、このパラメータの
現在の日付までの不成功ログインが入ります。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポートの見出しには、パラメータ値として入力した検索基準が表示されます。
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サインオン監査ユーザー・レポート
列見出し列見出し列見出し列見出し

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
サインオンしようとして失敗したユーザーの Oracle Applicationsユーザー名。「ユーザー」
フォームを使用すると、アプリケーション・ユーザーの詳細情報が表示されます。参照 :
「「ユーザー」ウィンドウ」（1-9）。

ログイン名ログイン名ログイン名ログイン名
サインオンしようとして失敗したユーザーのオペレーティング・システム・ログイン名。

端末端末端末端末
サインオンしようとして失敗したユーザーが使用した端末のオペレーティング・システム ID。

実施時刻実施時刻実施時刻実施時刻
ユーザーがサインオンしようとして失敗した日付と時刻。参照 :「「ユーザーのモニター」
ウィンドウ」（2-8）。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「サインオン監査の設定」（2-3）

� 「サインオン監査レポート」（2-7）

� 「ユーザー・アクティビティの監査」（2-2）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

サインオン監査ユーザー・レポートサインオン監査ユーザー・レポートサインオン監査ユーザー・レポートサインオン監査ユーザー・レポート
このレポートを使用して、サインオンしたユーザーとその継続時間を表示します。

注意注意注意注意 :サインオン監査ユーザー・レポートは、監査対象にしているユー
ザーについてのみ生成できます。
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レポート・パラメータ
レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ

ソート・キーソート・キーソート・キーソート・キー
ユーザーがアプリケーション・ユーザー名の使用を開始または終了した時刻、ユーザーのオ
ペレーティング・システム・ログイン名、ユーザーが使用している端末またはアプリケー
ション・ユーザー名によってレポート内の情報をソートします。

ログイン名ログイン名ログイン名ログイン名
レポートをできる限り簡潔にするために、他の検索基準を満たす特定のログイン名について
の情報を検索します。このパラメータをブランクのままにした場合は、レポートには他の検
索基準を満たすログイン名がすべて入ります。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
レポートをできる限り簡潔にするために、他の検索基準を満たす特定のアプリケーション・
ユーザー名の情報を検索します。このパラメータをブランクのままにした場合は、レポート
には他の検索基準を満たすアプリケーション・ユーザー名がすべて入ります。

端末名端末名端末名端末名
レポートをできる限り簡潔にするために、他の検索基準を満たす特定の端末の情報を検索し
ます。このパラメータをブランクのままにした場合は、レポートには他の検索基準を満たす
端末名がすべて入ります。

有効日の開始有効日の開始有効日の開始有効日の開始 /有効日の終了有効日の終了有効日の終了有効日の終了
特定の期間内に Oracle Applicationsにログインしたユーザーで、かつ他の検索基準を満たす
ユーザーの情報を検索できます。このパラメータを使用して、期間の始まりと終わりを指定
します。このパラメータをブランクのままにした場合は、レポートには他の検索基準を満た
す最初の日付から現在の日付までのユーザー情報が入ります。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポートの見出しには、パラメータ値として入力した検索基準が表示されます。

列見出し列見出し列見出し列見出し

セッション番号セッション番号セッション番号セッション番号
個々のアプリケーション・ユーザー・サインオンを一意に識別する Oracle Applicationsセッ
ション番号。
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列見出し
ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
サインオンしたユーザーの Oracle Applicationsユーザー名。「ユーザー」フォームを使用す
ると、アプリケーション・ユーザーの詳細情報が表示されます。参照 :「「ユーザー」ウィン
ドウ」（1-9）。

ログイン名ログイン名ログイン名ログイン名
サインオンしたユーザーのオペレーティング・システム・ログイン名。

端末名端末名端末名端末名
ユーザーがサインオンするときに使用した端末のオペレーティング・システム ID。

有効時刻の開始有効時刻の開始有効時刻の開始有効時刻の開始 /有効時刻の終了有効時刻の終了有効時刻の終了有効時刻の終了
ユーザーが Oracle Applicationsにサインオンした日時および終了した日時。有効時刻の開始
および有効時刻の終了が表示されるのは、ユーザーの「サインオン監査」レベルでユーザー
を監査した場合に限ります。

ORACLEプロセスプロセスプロセスプロセス
ユーザーのサインオン時に使用した Oracleプロセス ID。Oracleプロセスの詳細について
は、データベース管理者に連絡してください。

システム処理システム処理システム処理システム処理
ユーザーのサインオン時に使用したオペレーティング・システム処理 ID。オペレーティン
グ・システム処理 IDの詳細については、オペレーティング・システム管理者に連絡してく
ださい。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「ユーザーのモニター」ウィンドウ」（2-8）

� 「サインオン監査の設定」（2-3）

� 「サインオン監査レポート」（2-7）

� 「ユーザー・アクティビティの監査」（2-2）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）
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監査証跡データについてのレポート
監査証跡データについてのレポート監査証跡データについてのレポート監査証跡データについてのレポート監査証跡データについてのレポート
監査証跡を使用すると、重要なデータに対する変更の履歴（だれが、何を、いつ変更した
か）を記録できます。監査証跡により、データ行またはデータ要素が現在値にどのようにし
て設定されたのかを容易に判別できます。文字フィールド、数値フィールドおよび日付
フィールドなど、ほとんどのタイプのフィールドについての情報を追跡できます。

フォームにデータを入力するか、フォーム内のデータを更新すると、それらのフォームの基
礎となるデータベース表が変更されます。監査証跡機能は、データベース内のどの行がいつ
更新されたのか、およびどのユーザーが関連のフォームを使用してログインしたかを追跡し
ます。

監査証跡監査証跡監査証跡監査証跡
10.4以降の Oracle Applicationsリリースでは、Oracleのデータベース・トリガーに基づく
構造が提供されます。監査証跡機能は、監査対象表の「シャドウ表」に変更情報を格納しま
す。この構造は、監査データを圧縮されていない「スパース」形式で保存するもので、特定
の表および表のグループ (「監査グループ」)の監査が可能になります。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「監査グループ」ウィンドウ」（2-32）

� 「「監査表」ウィンドウ」（2-35）

� 「「導入の監査」ウィンドウ」（2-31）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

� 「リリース 11iの監査証跡の設定」（2-20）

� 「リリース 11の監査証跡表、トリガーおよびビュー」（2-22）

� 「監査証跡の使用禁止と、監査データのアーカイブ」（2-30）

� 「監査情報についてのレポート」（2-29）

リリースリリースリリースリリース 11iの監査証跡の設定の監査証跡の設定の監査証跡の設定の監査証跡の設定
特定の表についてユーザーが行ったすべての変更の履歴を、格納および検索することができ
ます。監査は、監査グループを使用して実施されます。監査グループとは、監査対象の表を
機能別にグループ分けしたものです。ある表を監査するには、その表が使用可能な監査グ
ループに含まれていることが必要です。

監査証跡を設定する手順は次のとおりです。
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リリース 11iの監査証跡の設定
SYS.DBA_TABLESについての選択権限の検証についての選択権限の検証についての選択権限の検証についての選択権限の検証
データベース管理者に、SYS.DBA_TABLESについての SELECT権限を APPLSYSアカウン
トに付与するよう要請します。通常は、このステップは、インストレーションまたはアップ
グレードの一環としてすでに実施されています。

監査グループの定義監査グループの定義監査グループの定義監査グループの定義
監査グループは表および列のグループで、これには、必ずしも表の中のすべての列を含める
必要はありません。これによって、監査グループを使用すると、個々の表ではなくグループ
単位での監査が可能になります。一般に、同じビジネス・プロセスに属する表（たとえば発
注表など）をまとめてグループにします。

1つの表は複数の監査グループに属することもできます。その場合は、表は、所属グループ
の中で最上位の「状態」を持つグループの使用可能レベルに従って監査されます。「使用可
能」が最上位で、「使用不可 - ダンプ・データ」、「使用不可 - 無成長」、「使用不可 - 表のパー
ジ」の順にレベルは低くなります。

1つの表につき最高 240列の監査が可能になり、LONG、RAW、または LONG RAW以外
のすべてのタイプの表列の監査も可能になります。監査グループには、表の主キーを形成す
るすべての列を含める必要があります。これらの列は、監査グループに自動的に追加されま
す。監査グループにいったん追加した列を除去することはできません。参照 :「「監査グルー
プ」ウィンドウ」（2-32）。

監査インストールの定義監査インストールの定義監査インストールの定義監査インストールの定義
ユーザーのサイトに登録されている Oracle IDから、監査が必要なものを選択します。これ
を使用して、複数のアプリケーション・インストレーションで監査を実施することができま
す。監査グループに表を 1つ追加した場合、その表のインストレーションのうち、監査が使
用可能であるすべてのインストレーションについて、監査機能が自動的に使用可能になりま
す。参照 :「「導入の監査」ウィンドウ」（2-31）。

監査証跡表等の更新レポートの実行による、監査の使用可能化監査証跡表等の更新レポートの実行による、監査の使用可能化監査証跡表等の更新レポートの実行による、監査の使用可能化監査証跡表等の更新レポートの実行による、監査の使用可能化
監査証跡定義（および監査機能）は、監査証跡表等の更新レポートを実行するまでは効力を
持ちません。後で定義を変更した場合は、このプログラムを再実行する必要があります。監
査証跡表等の更新レポートは、標準発行（レポートの発行）フォームから実行します。

注意注意注意注意 :監査証跡には 2つのデータベース接続が必要です。使用している稼
働プラットフォームがこの 2つのデータベース接続を自動的にサポートし
ない場合（たとえば VMSやMPE/XLなど）は、環境ファイルに環境変数
FDATDB=<データベース接続文字列 >を追加してください。
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監査証跡表等の更新レポート
監査証跡表等の更新レポート監査証跡表等の更新レポート監査証跡表等の更新レポート監査証跡表等の更新レポート
このプログラムは、監査グループ内の表において、インストレーション用のデータベース・
トリガーを作成します。また、このプログラムは、監査情報を入れるシャドウ表を各監査対
象表について 1つずつ作成します。監査定義を変更したり、監査グループに対する監査機能
を使用不可にした場合は、このプログラムは、監査トリガーおよびシャドウ表を適宜削除ま
たは修正します。

さらに、このプログラムは、監査データをレポート用に検索するための特殊ビューも作成し
ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「監査グループ」ウィンドウ」（2-32）

� 「「監査表」ウィンドウ」（2-35）

� 「「導入の監査」ウィンドウ」（2-31）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

� 「リリース 11の監査証跡表、トリガーおよびビュー」（2-22）

� 「監査証跡の使用禁止と、監査データのアーカイブ」（2-30）

� 「監査証跡データについてのレポート」（2-20）

� 「監査情報についてのレポート」（2-29）

リリースリリースリリースリリース 11の監査証跡表、トリガーおよびビューの監査証跡表、トリガーおよびビューの監査証跡表、トリガーおよびビューの監査証跡表、トリガーおよびビュー
監査を初めて使用可能にした時点で、監査対象表に対するシャドウ表が、その監査対象表と
同じ Oracle IDで自動的に作成されます。シャドウ表には監査対象の列のみが含まれていま
す。シャドウ表内のすべての列は、監査対象表内でのそれぞれの状態に関係なく、制約を受
けません。

たとえば、シャドウ表内では常にNULLを使用できます。シャドウ表内のすべての列は、監
査対象表内のそれぞれに対応する列とデータ型およびサイズが同じです。

シャドウ表の名前は、元の表名の最初の 26文字に接尾辞「_A」（監査を表す）を付加したも
のです。

シャドウ表の列シャドウ表の列シャドウ表の列シャドウ表の列
すべての監査証跡シャドウ表には、次のような特殊監査列が含まれています。

� AUDIT_USER_NAME (アプリケーションのユーザー ID。ただし、SQL*Plusを使用し
て変更が行われた場合には、Oracle IDが入ります。)
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� AUDIT_TIMESTAMP（挿入が行われた日時 )

� AUDIT_TRANSACTION_TYPE (挿入は I、更新は U、削除は D、最終は L、現行は C)

� AUDIT_TRUE_NULLS (VARCHAR2(250)列。NULLから変更された列名の区切り付き
リストが入ります。）

� 表の主キー。これは特殊列ではなく、監査対象表の主キーを形成するすべての列です。
規則により、1つの行が削除されるとすべての監査対象列が格納されるという点に注意
してください。同様に、挿入を行うと、シャドウ表内に NULL値の行が作成されます。
主キーに対する変更には削除のマークが付けられますが、新しい主キー値も挿入されま
す。

たとえば、次のような表があるとします。

SQL> DESCRIBE AUDIT_DEMO
 
  NAME                            NULL?    TYPE
  ------------------------------- -------- ----
  PRIMARY_KEY                              NUMBER(5)
  VALUE_ONE                                VARCHAR2(5)
  VALUE_TWO                                VARCHAR2(5)
  VALUE_THREE                              VARCHAR2(5)

この表のシャドウ表は次のようになります（表のすべての列を監査するものとします）。

SQL> DESCRIBE AUDIT_DEMO_A
 
  NAME                            NULL?    TYPE
  ------------------------------- -------- ----
  AUDIT_TIMESTAMP                 NOT NULL DATE
  AUDIT_TRANSACTION_TYPE          NOT NULL VARCHAR2(1)
  AUDIT_USER_NAME                 NOT NULL VARCHAR2(100)
  AUDIT_TRUE_NULLS                         VARCHAR2(250)
  PRIMARY_KEY                              NUMBER
  VALUE_ONE                                VARCHAR2(5)
  VALUE_TWO                                VARCHAR2(5)
  VALUE_THREE                              VARCHAR2(5)

トリガーおよびプロシージャの監査トリガーおよびプロシージャの監査トリガーおよびプロシージャの監査トリガーおよびプロシージャの監査
監査機能が使用可能になると、監査対象表についての「実行後」イベント内に自動生成され
るデータベース・トリガーにより監査が実行されます。

このトリガーは、監査する各列を比較してその値が変更されたかどうかを確認するストア
ド・プロシージャをコールします。値が変更されている場合は、このプロシージャは、前の
（古い）値をシャドウ表に保存します。
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リリース 11の監査証跡表、トリガーおよびビュー
監査機能により、表に対する各監査対象トランザクションについて、シャドウ表内に行が 1
つずつ作成されます。したがって、シャドウ表の中の 1つの行は、そのトランザクションで
変更されたすべての列の古い値すべてを表します。

表では 1つのNULLについては 1バイトしか使用せず、すべての無変更の値は監査証跡に
よってシャドウ表の中でNULLとして表されるため、データは圧縮されません（"スパース
"形式）。

監査トリガー名には、監査対象の表名の最初の 26文字に「_AI」、「_AU」、または「_AD」
を付加した名前が入ります。ここで、Iは挿入、Uは更新、Dは削除を表します。同様に、
監査プロシージャ名には、表名の最初の 26文字に「_AIP」、「_AUP」、または「_ADP」を
付加した名前が使用されます。表名は、必ず最初の 26文字が一意でなければなりません。

ビュービュービュービュー
シャドウ表が作成された後で、シャドウ表に対するビューが作成されるので、"スパース "行
のデータに容易にアクセスできるようになります。これらのビューは、特定の日付に対する行
や列の値の問合せや、時間の経過に伴う行や列への変更の追跡などの作業を簡素化します。

ビュー名には、監査対象の表名の最初の 26文字に「_AC#」または「_AV#」を付加した名
前が入ります。ここで、Cまたは Vはビューのタイプを示し、#は番号を示します。作成サ
イズには制限があるため、シャドウ表の列は複数のビューに分割することが必要な場合があ
ります。これらのビューには連番が付けられます。

個々のビューごとに、少しずつ異なる方法でデータにアクセスできます。1つのビューでは、
ユーザーは特定の時刻の行の値を再構築でき (_AC)、もう 1つのビューでは、値が変更され
た時点のデータに簡単にアクセスができます (_AV)。

前記の例に示した表の場合、_AV1ビューおよび _AC1ビューは次のように作成されます。

SQL> DESCRIBE AUDIT_DEMO_AV1
  NAME                            NULL?    TYPE
  ------------------------------- -------- ----
  AUDIT_TIMESTAMP                          DATE
  AUDIT_TRANSACTION_TYPE                   VARCHAR2(1)
  AUDIT_USER_NAME                          VARCHAR2(100)
  AUDIT_TRUE_NULLS                         VARCHAR2(250)
  PRIMARY_KEY                              NUMBER
  VALUE_ONE                                VARCHAR2(5)
  VALUE_TWO                                VARCHAR2(5)
  VALUE_THREE                              VARCHAR2(5)

SQL> DESCRIBE AUDIT_DEMO_AC1
  NAME                            NULL?    TYPE
  ------------------------------- -------- ----
  AUDIT_TIMESTAMP                          DATE
  AUDIT_TRANSACTION_TYPE                   VARCHAR2(1)
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  AUDIT_USER_NAME                          VARCHAR2(100)
  PRIMARY_KEY                              NUMBER
  VALUE_ONE                                VARCHAR2(5)
  VALUE_TWO                                VARCHAR2(5)
  VALUE_THREE                              VARCHAR2(5)

表およびビューでの、データの表示例表およびビューでの、データの表示例表およびビューでの、データの表示例表およびビューでの、データの表示例
次の例は、一連の変更の後で、元の表、シャドウ表および監査ビューにデータがどのように
表示されるかを示しています（空の AUDIT_DEMO表から始まります）。

SQL> INSERT INTO AUDIT_DEMO VALUES (1,'A','A','A');
 SQL> INSERT INTO AUDIT_DEMO VALUES (2,'X','X','X');
 SQL> SELECT PRIMARY_KEY KEY, VALUE_ONE VAL_1,
      VALUE_TWO VAL_2, VALUE_THREE VAL_3 FROM AUDIT_DEMO;
 
  KEY VAL_1 VAL_2 VAL_3
 ---- ----- ----- -----
    1   A     A     A
    2   X     X     X

SQL> UPDATE AUDIT_DEMO SET VALUE_ONE ='B'
      WHERE PRIMARY_KEY = 1;
 
  KEY VAL_1 VAL_2 VAL_3
 ---- ----- ----- -----
    1   B     A     A
    2   X     X     X

SQL> UPDATE AUDIT_DEMO SET VALUE_TWO ='B'
           WHERE PRIMARY_KEY = 1;
 
  KEY VAL_1 VAL_2 VAL_3
 ---- ----- ----- -----
    1   B     B     A
    2   X     X     X
 
 SQL> UPDATE AUDIT_DEMO SET VALUE_THREE ='B'
      WHERE PRIMARY_KEY = 1;
 SQL> UPDATE AUDIT_DEMO SET VALUE_ONE ='Y'
      WHERE PRIMARY_KEY = 2;
 SQL> UPDATE AUDIT_DEMO SET VALUE_ONE = NULL
      WHERE PRIMARY_KEY = 1;
 SQL> UPDATE AUDIT_DEMO SET VALUE_ONE ='C'
      WHERE PRIMARY_KEY = 1;
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2つの挿入と 6つの更新の後で、監査対象表内の最終値は次のようになります。

 KEY VAL_1 VAL_2 VAL_3
 ---- ----- ----- -----
   1    C     B     B
   2    Y     X     X

対応するシャドウ表内の最終値は、次のようになります。シャドウ表内の各行には、監査対象
行の変更前の状態が示されます。トランザクション中に行の中の値が変更されなかった場合
は、そのトランザクション内の該当の値について、シャドウ表の中にNULLが記録されます。

上記の例では、シャドウ表内の最初の 2つの行は、2つの監査対象行の挿入前に、それらの
行にデータがなかったときの状態を表しています。2つの挿入トランザクション（タイプ I）
の行については、「前の値」はNULL値です。同様に、行 1の最初の値を Aではなく Bに更
新すると、シャドウ表の第 3行に値 Aが記録されます。

SQL> SELECT TO_CHAR(AUDIT_TIMESTAMP, 'HH24:MI:SS') TIME,
      AUDIT_TRANSACTION_TYPE TYPE, AUDIT_USER_NAME NAME,
      PRIMARY_KEY KEY, VALUE_ONE VAL_1, VALUE_TWO VAL_2,
      VALUE_THREE VAL_3, AUDIT_TRUE_NULLS FROM AUDIT_DEMO_A;
 
 TIME     TYPE NAME    KEY VAL_1 VAL_2 VAL_3 AUDIT_TRUE_NULLS
 -------- ---- ------ ---- ----- ----- ----- ----------------
 11:08:16 I    FND60     1
 11:08:40 I    FND60     2
 11:18:40 U    FND60     1 A
 11:20:12 U    FND60     1       A
 11:21:54 U    FND60     1             A
 11:22:15 U    FND60     2 X
 14:20:50 U    FND60     1 B
 14:21:15 U    FND60     1                   NYNN
 
 8行が選択されました。

監査対象表内の行の現在値が指定されていると、シャドウ表内の対応する行で時系列順にさ
かのぼることにより、行に対して加えられた変更をトレースすることができます。

上記の表の例では、2つの挿入トランザクションと 6つの更新トランザクションを行ったの
で、シャドウ表の中にこの 8つのトランザクションが示されています。最後の行で、NYNN
は、第 2の表列 (VALUE_ONE)の値が、未変更の値（シャドウ表内でNULLで表される）
のまま、実際のNULL値 (Y)から変更されたことを示しています。

次の 2つのビューは、監査対象データをさらに検査するための方法を提供します。

ビューの中のトランザクション・タイプ Cの行は、データが選択されたときの行の現在値を
示しています（このビューはシャドウ表と監査対象表を結合するので、現在値の行は監査対
象表の現在の状態を反映します）。
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_ACビューは、データの「記入済み」バージョンを提供するため、未変更の値は NULL値
で表されず、未変更値のままで表示されます。このビューを（タイムスタンプではなく）主
キーにより順序付けすると、単一の監査対象行に対応するシャドウ表内のすべての行が一括
して表示され、その中でタイムスタンプにより順序付けされます。

SQL> SELECT TO_CHAR(AUDIT_TIMESTAMP, 'HH24:MI:SS') TIME,
      AUDIT_TRANSACTION_TYPE TYPE, AUDIT_USER_NAME NAME,
      PRIMARY_KEY KEY, VALUE_ONE VAL_1, VALUE_TWO VAL_2,
      VALUE_THREE VAL_3 FROM AUDIT_DEMO_AC1
      ORDER BY PRIMARY_KEY, AUDIT_TIMESTAMP;
 
 TIME     TYPE NAME        KEY VAL_1 VAL_2 VAL_3
 -------- ---- ---------- ---- ----- ----- -----
 11:08:16 I    FND60         1 A     A     A
 11:18:40 U    FND60         1 B     A     A
 11:20:12 U    FND60         1 B     B     A
 11:21:54 U    FND60         1 B     B     B
 14:20:50 U    FND60         1       B     B
 14:21:15 U    FND60         1 C     B     B
 17:53:34 C                  1 C     B     B
 11:08:40 I    FND60         2 X     X     X
 11:22:15 U    FND60         2 Y     X     X
 17:53:34 C                  2 Y     X     X
 
 10行が選択されました。

_AV1ビューは、監査データのスパース・ビュー（タイムスタンプ順）を提供します。

SQL> SELECT TO_CHAR(AUDIT_TIMESTAMP, 'HH24:MI:SS') TIME,
      AUDIT_TRANSACTION_TYPE TYPE, AUDIT_USER_NAME NAME,
      PRIMARY_KEY KEY, VALUE_ONE VAL_1, VALUE_TWO VAL_2,
      VALUE_THREE VAL_3, AUDIT_TRUE_NULLS
      FROM AUDIT_DEMO_AV1;
 
 TIME     TYPE NAME    KEY VAL_1 VAL_2 VAL_3 AUDIT_TRUE_NULLS
 -------- ---- ------ ---- ----- ----- ----- ----------------
 11:08:16 I    FND60     1

注意注意注意注意 :監査対象表に対する変更が 1秒に 1回より多い場合は（つまり
SYSDATEが提供する 1秒に 1回の頻度より大きい場合は）、_ACビュー
で使用されている結合が原因で、このビューの中でレコードの "不明瞭さ
" (1トランザクションあたり複数のレコード）が生じることがあります。
しかし、シャドウ表自体はトランザクションを正確に追跡するので、シャ
ドウ表を直接使用すれば、複数のトランザクションを識別することができ
ます。
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 11:08:40 I    FND60     2
 11:18:40 U    FND60     1 A
 11:20:12 U    FND60     1       A
 11:21:54 U    FND60     1             A
 11:22:15 U    FND60     2 X
 14:20:50 U    FND60     1 B
 14:21:15 U    FND60     1                   NYNN
 17:58:31 C              1 C     B     B
 17:58:31 C              2 Y     X     X
 
 10行が選択されました。

次に、特定の値をだれがいつ変更したのかを、ビューを使用して判別する例を示します。

SQL> SELECT TO_CHAR(AUDIT_TIMESTAMP, 'HH24:MI:SS') TIME,
      AUDIT_TRANSACTION_TYPE TYPE, AUDIT_USER_NAME NAME
      FROM AUDIT_DEMO_AV1
      WHERE PRIMARY_KEY = 1
      AND VALUE_ONE = 'B';
 
 TIME     TYPE NAME
 -------- ---- ------
 14:20:50 U    FND60

同様に、だれがいつ値をNULLに変更したのかを判別できます。

SQL> SELECT TO_CHAR(AUDIT_TIMESTAMP, 'HH24:MI:SS') TIME,
      AUDIT_TRANSACTION_TYPE TYPE, AUDIT_USER_NAME NAME
      FROM AUDIT_DEMO_AV1
      WHERE PRIMARY_KEY = 1
      AND VALUE_ONE  IS NULL
      AND SUBSTR(AUDIT_TRUE_NULLS,2,1) = 'Y';
 
 TIME     TYPE NAME
 -------- ---- ------
 14:21:15 U    FND60
 

監査表の変更監査表の変更監査表の変更監査表の変更
ある表についての監査の開始後に、シャドウ表に列を追加することができます。しかし、
シャドウ表は、列の追加の前に生じた列変更については追跡しません。追加した場合は、監
査証跡表等の更新レポートを再実行して、次の操作をする必要があります。

� シャドウ表に必要な列を追加します。

� 表について監査トリガーおよびプロシージャを再生成して、追加列を監査できるように
します。
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監査情報についてのレポート
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「監査グループ」ウィンドウ」（2-32）

� 「「監査表」ウィンドウ」（2-35）

� 「「導入の監査」ウィンドウ」（2-31）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

� 「リリース 11iの監査証跡の設定」（2-20）

� 「監査証跡の使用禁止と、監査データのアーカイブ」（2-30）

� 「監査証跡データについてのレポート」（2-20）

� 「監査情報についてのレポート」（2-29）

監査情報についてのレポート監査情報についてのレポート監査情報についてのレポート監査情報についてのレポート

監査データについてのレポート監査データについてのレポート監査データについてのレポート監査データについてのレポート
監査レポートは必要に応じて作成するようにしてください。監査証跡機能により、監査レ
ポートを容易にするためのシャドウ表のビューが提供されます。このようなビューを使用す
るためのレポートを作成することができます。

レポート作成の迅速化を図るために、シャドウ表に対して 1つまたは複数の索引を作成でき
ます。しかし、このような索引があると、実際に取引を監査するときのパフォーマンスが低
下するので、レポート作成の終了後はシャドウ表から索引を削除してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「監査グループ」ウィンドウ」（2-32）

� 「「監査表」ウィンドウ」（2-35）

� 「「導入の監査」ウィンドウ」（2-31）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

� 「リリース 11iの監査証跡の設定」（2-20）

注意注意注意注意 :監査対象表の体系は製品バージョンにより異なることがあるため、
監査証跡機能は、既存のシャドウ表または監査対象データのアップグレー
ドをサポートしていません。アップグレードの前に、シャドウ表をアーカ
イブして、監査対象データについてのすべての必要なレポート作成を行う
ようにしてください。
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監査証跡の使用禁止と、監査データのアーカイブ
� 「リリース 11の監査証跡表、トリガーおよびビュー」（2-22）

� 「監査証跡の使用禁止と、監査データのアーカイブ」（2-30）

� 「監査証跡データについてのレポート」（2-20）

監査証跡の使用禁止と、監査データのアーカイブ監査証跡の使用禁止と、監査データのアーカイブ監査証跡の使用禁止と、監査データのアーカイブ監査証跡の使用禁止と、監査データのアーカイブ
監査についてレポートしたり、監査を使用禁止にしたりすることは、いつでもできます。監
査を使用禁止にするときは、次の手順を使用してください。

新しいトランザクションの監査を停止します新しいトランザクションの監査を停止します新しいトランザクションの監査を停止します新しいトランザクションの監査を停止します
「使用不可 - アーカイブの準備」または「使用不可 - 監査の割込み」のいずれかを使用して、
「監査証跡表等の更新」レポートを実行することにより、監査を使用禁止にします。

監査データをアーカイブします監査データをアーカイブします監査データをアーカイブします監査データをアーカイブします
組織の業務要件に従って、シャドウ表内の情報をアーカイブする必要があります。

シャドウ表を消去しますシャドウ表を消去しますシャドウ表を消去しますシャドウ表を消去します
監査を再起動する前に、シャドウ表を消去する必要があります。監査が使用禁止になってい
たときにトランザクションがあり、シャドウ表を消去しなかった場合は、シャドウ表内の
データは無効になります。これは、トランザクションが記録されなかったために不整合が生
じるからです。シャドウ表をパージするには、監査グループを「使用不可 - 表のパージ」に
設定して、「監査証跡表等の更新」レポートを実行します。

使用不可 - アーカイブの準備 監査対象表内のすべての行の現在値をシャドウ表にコピー
してから監査トリガーを使用禁止にします。これで、変更
があっても記録されなくなります。シャドウ表は、パージ
する前にアーカイブするようにしてください。

使用不可 - 監査の割込 監査表内の修正された各行について、シャドウ表内に「最
終」行を 1つずつ格納するように、トリガーを修正します
（シャドウ表内の所定の行は、更新前の監査対象行のデータ
を表しているという点に注意してください）。監査対象表内
の行が再度変更された場合 (2度目 )、その変更は記録され
ません。シャドウ表は、監査対象表内の各行について 1行
ずつ含まれるようになるまで、徐々に大きくなります。そ
の後は、変更があっても記録されなくなります。

使用不可 - 表のパージ 監査トリガーとビューを削除して、シャドウ表からすべて
のデータを削除します。
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「導入の監査」ウィンドウ
監査を再起動します（必要な場合）監査を再起動します（必要な場合）監査を再起動します（必要な場合）監査を再起動します（必要な場合）
監査を再起動するには、監査グループを「要求の使用可能化」に設定して、「監査証跡表等
の更新」レポートを再度実行します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「監査グループ」ウィンドウ」（2-32）

� 「「監査表」ウィンドウ」（2-35）

� 「「導入の監査」ウィンドウ」（2-31）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

� 「リリース 11iの監査証跡の設定」（2-20）

� 「リリース 11の監査証跡表、トリガーおよびビュー」（2-22）

� 「監査証跡データについてのレポート」（2-20）

� 「監査情報についてのレポート」（2-29）

「導入の監査」ウィンドウ「導入の監査」ウィンドウ「導入の監査」ウィンドウ「導入の監査」ウィンドウ
このウィンドウを使用すると、導入における Oracleユーザー名に対する監査証跡を使用可
能にすることができます。Oracleユーザー名により、アプリケーションの表およびデータ
ベース・オブジェクトへのアクセス権限が与えられます。

監査を有効にするには、1つまたは複数の監査グループを定義して、「監査証跡表等の更新」
レポートを実行することが必要です。参照 :「監査証跡データについてのレポート」（2-20）。

前提条件前提条件前提条件前提条件
� Oracleユーザー名を登録します。参照 :「Oracleユーザー・ウィンドウ」（7-3）。

注意注意注意注意 :ある表についての監査を「使用不可 - 表のパージ」を使用して使用
禁止にして、その後で再度使用可能にすると、監査が再度使用可能になっ
た時点で監査証跡機能はシャドウ表の内容をフラッシュします。監査を再
度使用可能にするときは、その前に保存しておく必要があるシャドウ表
データをアーカイブしてください。
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導入の監査ブロック
導入の監査ブロック導入の監査ブロック導入の監査ブロック導入の監査ブロック
Oracleユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名

監査する表を所有するユーザーの Oracleユーザー名を選択します。

監査使用可能監査使用可能監査使用可能監査使用可能

「監査使用可」チェックボックスをオンにして、Oracleユーザー名用の監査を使用可能にし
ます。監査を有効にするには、1つまたは複数の監査グループを定義して、「監査証跡表等の
更新」レポートを実行することが必要です。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「監査グループ」ウィンドウ」（2-32）

� 「「監査表」ウィンドウ」（2-35）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

� 「リリース 11iの監査証跡の設定」（2-20）

� 「リリース 11の監査証跡表、トリガーおよびビュー」（2-22）

� 「監査証跡の使用禁止と、監査データのアーカイブ」（2-30）

� 「監査証跡データについてのレポート」（2-20）

� 「監査情報についてのレポート」（2-29）

「監査グループ」ウィンドウ「監査グループ」ウィンドウ「監査グループ」ウィンドウ「監査グループ」ウィンドウ
このウィンドウを使用して、監査する表を選択します。監査グループを定義して表の監査を
行います。監査グループは、1つまたは複数の表から構成されます。

まず監査する表を識別して、次に「監査表」ウィンドウを使用して各表の中の監査対象の列
を選択します。または、（「監査表」ウィンドウを使用して）特定の表の中の監査する列を選
択してから、監査グループを定義します（このウィンドウを使用します）。

監査グループの中の表に対して監査を使用可能または使用不可にするには、「要求の発行」
ウィンドウで「監査証跡表等の更新」プログラムを実行します。後でグループの定義または
監査状態を変更するときには、このプログラムを実行する必要があります。

前提条件前提条件前提条件前提条件
� 「導入の監査」ウィンドウで監査インストレーションを定義します。
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監査グループ・ブロック
� Oracle Application Object Libraryの「表」ウィンドウ（アプリケーション開発者職責）
を使用して表および主キー列を登録します。

� 「要求の発行」ウィンドウから「表の登録」コンカレント・プログラムを実行します。

監査グループ・ブロック監査グループ・ブロック監査グループ・ブロック監査グループ・ブロック
監査グループを識別して、そのグループに対して監査を使用可能または使用不可にします。

アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名

監査グループに関連付けるアプリケーション名を選択します。アプリケーション名とグルー
プ名の組合せにより、監査グループを一意に識別できます。監査グループを使用して、追加
のアプリケーションにある表を監査できます。

監査グループ監査グループ監査グループ監査グループ

監査グループ名を入力します。

グループ状態グループ状態グループ状態グループ状態

新規監査グループを定義する場合は、「要求の使用可能化」を選択します。「監査証跡表等の
更新」レポートの実行時に、コンカレント・プログラムにより、監査グループの表に対応す
るデータベース・トリガーが作成されます。プログラムを実行すると、このフィールドで
は、監査証跡機能が有効である監査グループに対して「使用可能」と表示されます。

グループの監査を使用不可にするには、次のオプションのうちから 1つを選択してから、
「監査証跡表等の更新」レポートを実行して変更を有効化します。

注意注意注意注意 :監査を正常に行うためには、表とその主キー情報を事前に登録およ
び定義しておくことが必要です。監査する表がカスタム表（Oracle 
Applicationsの一部として提供されたもの以外の表）であれば、さらに次
の 2つの手順を実行します。

注意注意注意注意 :監査グループの各表の主キー列はすべて監査用に自動的に選択され
ます。監査する列の選択に「監査表」ウィンドウを使用するかどうかは問
題となりません。
ユーザー監査およびデータ監査の概要 2-33



監査表ブロック
監査表ブロック監査表ブロック監査表ブロック監査表ブロック
監査グループの中の監査対象のアプリケーション表を識別します。

ユーザー表ユーザー表ユーザー表ユーザー表

データベース表のエンド・ユーザー表名（多くの場合、表の名前と同じ名前が使用されます）
を選択します。表を選択すると、その表の名前と関連アプリケーションが表示されます。

表名表名表名表名

このフィールドには、監査グループに含める表の実際の名前が表示されます。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

このフィールドには、監査グループに含める表のアプリケーション名が表示されます。

摘要摘要摘要摘要

このフィールドには、監査グループに含める表の説明が表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「監査表」ウィンドウ」（2-35）

� 「「導入の監査」ウィンドウ」（2-31）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

使用不可 - アーカイブの準備 監査対象表内のすべての行の現在値をシャドウ表にコ
ピーしてから、監査トリガーを使用不可にします。この
オプションが最も多くの領域を必要とします。その理由
は、監査対象表の行ごとに最低 1行がシャドウ表にある
ためです（シャドウ表には、さらに監査対象表にある元
の行に対するトランザクションごとにさらに別の行があ
ります）。次に、表をアーカイブしてから、シャドウ表を
空にします。

使用不可 - 監査の割込み 監査表の中で監査対象行が変更されるときに、トリガー
を変更してシャドウ表の中の最後の 1行を格納します。
（シャドウ表の中の行は、更新前の監査対象行上のデータ
を表していることに注意してください）。挿入部分または
これ以後に変更した部分は監査の対象となりません。
シャドウ表はその後もゆっくりと大きくなり、その中の
データには、既存の監査ビューを使用してアクセスでき
ます。

使用不可 - 表のパージ 監査トリガーとビューを削除して、シャドウ表からすべ
てのデータを削除します。
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監査表の定義ブロック
� 「リリース 11iの監査証跡の設定」（2-20）

� 「リリース 11の監査証跡表、トリガーおよびビュー」（2-22）

� 「監査証跡の使用禁止と、監査データのアーカイブ」（2-30）

� 「監査証跡データについてのレポート」（2-20）

� 「監査情報についてのレポート」（2-29）

「監査表」ウィンドウ「監査表」ウィンドウ「監査表」ウィンドウ「監査表」ウィンドウ
このウィンドウを使用して、表から監査対象の列を選択します。

まず表の中の監査する列を識別します。次に、「監査グループ」ウィンドウを使用してその
表を監査グループに含めます。または、最初に（「監査グループ」ウィンドウを使用して）
監査グループを定義してから、次に表の中のどの列を監査するかを選択します（このウィン
ドウを使用します）。

監査グループの中の表（つまり、ここで選択した列）に対して監査を使用可能または使用不
可にするには、「要求の発行」ウィンドウで「監査証跡表等の更新」プログラムを実行する
必要があります。後で監査する追加の列を選択したり、定義またはグループの監査状態を変
更するときには、このプログラムを実行する必要があります。

前提条件前提条件前提条件前提条件
� 「導入の監査」ウィンドウで監査インストレーションを定義します。

� Oracle Application Object Libraryの「表」ウィンドウ（アプリケーション開発者職責）
を使用して表および主キー列を登録します。

� 「要求の発行」ウィンドウから「表の登録」コンカレント・プログラムを実行します。

監査表の定義ブロック監査表の定義ブロック監査表の定義ブロック監査表の定義ブロック
監査するアプリケーション表を識別します。さらに続けてメニューまたはツールバーから
「移動」＞「次レコード」を選択すると、導入サイトに登録されているすべてのアプリケー
ション表の名前がアルファベット順に表示されます。

注意注意注意注意 :監査を正常に行うためには、表とその主キー情報を事前に登録およ
び定義しておくことが必要です。監査する表がカスタム表（Oracle 
Applicationsの一部として提供されたもの以外の表）であれば、さらに次
の 2つの手順を実行します。
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監査列ブロック
ユーザー表名ユーザー表名ユーザー表名ユーザー表名

データベース表のエンド・ユーザー表名（多くの場合、表の名前と同じ名前が使用されます）
を選択します。表を選択すると、その表の名前と関連アプリケーションが表示されます。

表名表名表名表名

このフィールドには、監査グループに含める表の実際の名前が表示されます。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

このフィールドには、監査グループに含める表のアプリケーション名が表示されます。

監査列ブロック監査列ブロック監査列ブロック監査列ブロック
監査する列を選択します。さらに続けてメニューまたはツールバーから「移動」＞「次レ
コード」を選択すると、導入サイトに登録されているすべてのアプリケーション表の名前が
アルファベット順に表示されます。

� 一度選択すると、監査対象の列は削除できません。

� ただし、監査する列を追加することはできます。

� 監査対象の列を選択するたびに、その列が属する表を含むすべての監査グループに影響
が生じます。

列名列名列名列名

監査するデータベース列の名前を入力します。表の主キー列の名前は自動的に入力されるの
で、明示的に入力する必要はありません。重複した列名を保存しようとすると、エラー・
メッセージが発行されます。自動的に表示される列を問い合せることができます。

一度選択した列は監査セットから削除できないので、注意が必要です。ただし、後で監査
セットに列を追加することはできます。

列を選択すると、その列タイプと、その列がこの表の主キーの一部かどうかが示されます。

列タイプ列タイプ列タイプ列タイプ

このフィールドには、列が格納するデータ型が、たとえば varchar2のように示されます。

主キー主キー主キー主キー

このフィールドには、監査対象の列が主キー列であるかどうかを示す Yesまたは Noが示さ
れます。

監査対象として選択しなかった主キー列があると、選択した列を保存するときに自動的に監
査対象に含められます。たとえば、監査対象の表に 2つの主キー列があり、そのうちの 1つ
を監査対象として選択すると、選択した列を保存するときに 2番目の主キー列も自動的に選
択されます。
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監査列ブロック
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「監査グループ」ウィンドウ」（2-32）

� 「「導入の監査」ウィンドウ」（2-31）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

� 「リリース 11iの監査証跡の設定」（2-20）

� 「リリース 11の監査証跡表、トリガーおよびビュー」（2-22）

� 「監査証跡の使用禁止と、監査データのアーカイブ」（2-30）

� 「監査証跡データについてのレポート」（2-20）

� 「監査情報についてのレポート」（2-29）
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監査列ブロック
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コンカレント・プログラムとコンカレ
3

コンカレント・プログラムとコンカレントコンカレント・プログラムとコンカレントコンカレント・プログラムとコンカレントコンカレント・プログラムとコンカレント

要求の管理要求の管理要求の管理要求の管理

コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要
コンカレント・プログラムは、他のコンカレント・プログラムやオンライン操作と同時に実
行される実行ファイルであり、ハードウェアの処理能力をフル活用します。通常、コンカレ
ント・プログラムは、仕訳の転記やレポートの作成など、長時間かかるデータ集約型のタス
クです。

要求グループと要求セット要求グループと要求セット要求グループと要求セット要求グループと要求セット
レポートとコンカレント・プログラムは、要求グループと要求セットに管理できます。

� 要求グループは、レポートまたはコンカレント・プログラムの集合です。システム管理
者は、レポートとコンカレント・プログラムへのユーザー・アクセスを管理するため
に、レポート・グループを定義します。要求グループを作成できるのは、システム管理
者のみです。

� 要求セットでは、レポートまたはコンカレント・プログラムの集合に対して、実行オプ
ションと印刷オプションを定義します。パラメータ値を定義することもあります。要求
セットを定義できるのは、エンド・ユーザーとシステム管理者です。システム管理者
は、エンド・ユーザーよりも広範囲な要求セット権限を持っています。

標準要求発行と要求グループ標準要求発行と要求グループ標準要求発行と要求グループ標準要求発行と要求グループ
標準要求発行は、1つの標準フォームからすべてのレポートと他のコンカレント・プログラ
ムを選択し、実行するための Oracle Applicationsの機能です。標準発行フォームは「要求の
発行」と呼ばれますが、異なるタイトルが表示されるようにカスタマイズできます。

� 「要求の発行」フォームから選択できるレポートとコンカレント・プログラムは、要求
セキュリティ・グループに属しています。要求セキュリティ・グループは、職責に割り
当てられた要求グループです。
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コンカレント要求の多言語サポート
� カスタマイズされた「要求の発行」フォームから選択できるレポートとコンカレント・
プログラムは、コードを使用する要求グループに属しています。

要約すると、要求グループを使用してレポートとコンカレント・プログラムへのアクセスを
管理するには、2つの方法があります。1つはユーザーの職責に基づく方法で、もう 1つは
カスタマイズされた標準発行（「要求の発行」）フォームに基づく方法です。参照 :「コード
を使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ」（3-17）

参照 :「Oracle Applicationsのレポートとプログラムの実行」

ユーザー別の有効要求の制限ユーザー別の有効要求の制限ユーザー別の有効要求の制限ユーザー別の有効要求の制限
システム管理者は、有効（「実行中」ステータス）にできる要求の数をユーザーごとに制限
できます。これにより、1人のユーザーが要求キューを独占することのないようにできます。
たとえば、有効要求制限が 5のユーザーが 20の要求を発行した場合、同時に実行される要
求は 5つのみです。残りの要求は、そのユーザーの有効要求の数が 5未満になるごとに、実
行されます。「プロファイル・オプション」ウィンドウを使用して、「コンカレント :有効要
求制限」プロファイルを設定します。すべてのユーザーにグローバル制限を設定するには、
このオプションをサイト・レベルで設定します。その後、このプロファイル・オプションを
ユーザー・レベルで設定することにより、ユーザーごとに制限を変更できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「システム管理者の要求セット権限」（3-10）

� 「データ・グループの概要」（3-25）

� 「プログラムの要求グループ別編成」（3-15）

� 「プログラムの要求セット別編成」（3-3）

� 「プログラム定義のコピーと変更」（3-41）

コンカレント要求の多言語サポートコンカレント要求の多言語サポートコンカレント要求の多言語サポートコンカレント要求の多言語サポート
リリース 11iから、ユーザーは、単一コンカレント・プログラムを複数回（毎回異なる言語
で）実行させる単一コンカレント要求を発行できます。生成される出力は、言語に基づいて
別のプリンタに転送されます。ユーザーは、出力言語に基づいて、完了通知も転送できま
す。

たとえば、ユーザーは、「請求書の印刷」プログラムの要求を発行できます。この要求によ
り、このプログラムは毎回異なる言語で数回実行され、請求書の各セットは、別のプリンタ
で印刷されます。

注意注意注意注意 :多言語要求は、要求セット内では実行できません。
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要求セットの定義
その他の関連項目その他の関連項目その他の関連項目その他の関連項目
『Oracle Applications概要』

『Oracle Applications開発者ガイド』

プログラムの要求セット別編成プログラムの要求セット別編成プログラムの要求セット別編成プログラムの要求セット別編成
要求セットは、事前定義済みの印刷オプションおよびパラメータ値を使用して複数のレポー
トおよびコンカレント・プログラムを実行する迅速で容易な方法です。要求セットでは、
セットごとに発行されるステージ別に要求がグループ化されます。ステージの発行順は、前
のステージのステータスによって決まります。

システム管理者は要求セットを使用して、レポートおよびコンカレント・プログラムへのア
クセスをカスタマイズすることもできます。システム管理者は、要求セットを使用して次の
ことができます。

� ある職責のユーザーに、それらのユーザーの要求セキュリティ・グループ外にある選択
したレポートおよびコンカレント・プログラムを実行できる能力を付与する。

� 要求および別のコンカレント・プログラムへのアクセス権を個々のユーザー単位で付与
する。

� エンド・ユーザーが編集できない印刷オプションおよびパラメータ値を使用して、セッ
ト内のレポートが実行されることを保証する。

システム管理者には、「要求セット」ウィンドウの権限付与バージョンなど、アプリケー
ション・ユーザーより高い権限が与えられています。参照 :「「要求セット」ウィンドウ」。

要求セットの定義要求セットの定義要求セットの定義要求セットの定義
要求セットを定義し、その要求セットを「要求の発行」フォームから発行することにより、
同じコンカレント要求セットを定期的に実行できます。

システム管理者は、定義する要求セットの中にすべての「標準要求発行」レポートまたはコ
ンカレント・プログラムを組み込むことができます。エンド・ユーザーは、要求セットを定
義する場合、そのエンド・ユーザーの職責の要求セキュリティ・グループに属するレポート
およびプログラムのみから選択ができます。

要求セットの作成と編集には、「要求セット」フォームを使用します。参照 :「「要求セット」
ウィンドウ」。

注意注意注意注意 :多言語要求は、要求セット内では実行できません。
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要求セット・ステージ要求セット・ステージ要求セット・ステージ要求セット・ステージ

要求セットのステージ別編成要求セットのステージ別編成要求セットのステージ別編成要求セットのステージ別編成
要求セットは、要求の実行順序を決めるため、リンクした 1つ以上の「ステージ」に分割さ
れます。各ステージは、並列で（順番にかかわらず同時に）実行させる 1つ以上の要求で構
成されます。たとえば、最も単純な要求セット体系では、すべての要求が単一のステージに
割り当てられます。この場合は、すべての要求が並列で処理されます。

複数の要求を順次実行する場合は、要求を異なるステージに割り当ててから、そのステージ
を実行する順序でリンクします。

コンカレント・マネージャで一度に実行できるのは、要求セット内の 1つのステージのみで
す。1つのステージが完了すると、次のステージが発行されます。ステージ内の要求がすべ
て完了するまでは、そのステージは完了したとはみなされません。

ステージを使用すると、複数の要求を並列で実行でき、その後、次のステージへ順に移動し
ていくので便利です。この機能により、要求セットをさらに多目的かつ効率的に使用できま
す。
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ステージのステータスの使用ステージのステータスの使用ステージのステータスの使用ステージのステータスの使用
要求セットやコンカレント要求と同様に、ステージも様々なステータスで完了します。各ス
テージは「成功」、「警告」、「エラー」のいずれかのステータスで完了します。完了ステータ
スを使用して要求セットを構成するには、完了ステータスに基づいて現行のステージに続く
ステージを定義します。たとえば、次の要求セットでは常にステージ 1から実行されます。
ステージ 1がステータス「警告」で完了すると、「警告」リンクに進み、ステージ 3が実行
されます。ステージ 3が完了すると、次に続くリンクがないため、このセットは終了しま
す。

図図図図 2

この例では、標準ステージ機能により、ステージのステータスを決めています。標準ステー
ジ機能では、ステージのステータスを計算するのに、ステージ内の要求ステータスを使用し
ます。ステージ内の要求がすべて「成功」ステータスで完了している場合、ステージのス
テータスも「成功」になります。1つ以上の要求が「エラー」で完了していると、ステージ
のステータスも「エラー」になります。ステージのステータスが「警告」になるのは、必ず
1つ以上の要求が「警告」ステータスを持ち、「エラー」ステータスの要求がない場合です。

ステージのリンクステージのリンクステージのリンクステージのリンク
要求セット内のステージをリンクする上での制限事項はありません。各ステージは、どのス
テージにもリンクできるほか、そのステージ自体にリンクすることも可能です。また、2つ
以上のリンクが同一のステージを示すようにも定義できます。たとえば、ステージ 1の完了
コンカレント・プログラムとコンカレント要求の管理 3-5
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ステータスが「成功」または「警告」の場合にはステージ 1をステージ 2にリンクし、「エ
ラー」ステータスの場合にはステージ 3にリンクすることができます。

図図図図 3

各完了ステータスに対し、次にリンクするステージを指定しなければ、そこで要求セットの
実行が終了します。要求セットの実行は、どのステージの完了後に終了させてもかまいませ
ん。要求セット内のいずれかのステージが、別のステージへのリンクが指定されていないス
テータスで完了した時点で、その要求セットは実行終了となります。

ステージ評価機能ステージ評価機能ステージ評価機能ステージ評価機能
ステージの完了ステータスは、事前に定義された関数で判別されます。Oracle Applications
の Standard Stage Evaluation関数では、内蔵の要求の完了ステータスが使用されます。ス
テージのステータスを判別する場合は、この関数を使用します。

要求セットの完了ステータス要求セットの完了ステータス要求セットの完了ステータス要求セットの完了ステータス
リンク先が定義されていないステータスでステージが完了すると、要求セットは終了しま
す。要求セットの完了ステータスは次のいずれかの方法で決まります。

� 要求セット内で最後に実行されるステージの完了ステータスを使用する。デフォルトで
は、この方法が使用されます。

� ユーザーが要求セット内の特定のステージを「重要」と定義することにより、デフォル
トで決定されるステータスより優先させる。要求セット内で重要ステージが実行される
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場合、そのセットの完了ステータスは最後に実行された重要ステージの完了ステータス
と同じになります。この方法は、セット内の最後のステージが「クリーン・アップ」ス
テージで、セット全体のステータスを決めるほど重要度の高くない場合に役立ちます。

印刷要求セット印刷要求セット印刷要求セット印刷要求セット
要求セット内のレポートには、個々のレポートごとに異なるプリンタを選択できます。要求
セットを定義すると、レポートの出力先プリンタなどの印刷オプションが保存されるので、
要求セットを実行するときに再度それらのオプションを指定する必要はありません。

コンカレント・プログラムとしての要求セットコンカレント・プログラムとしての要求セットコンカレント・プログラムとしての要求セットコンカレント・プログラムとしての要求セット
非互換性を許可する要求セットまたは要求セット内のステージを定義すると、要求セット内
の要求を入力された指示どおりに実行するコンカレント・プログラムが作成されます。

要求セットを実行するすべてのコンカレント・プログラムには、要求セット <要求セット名
> というタイトルが付き、要求セット・ステージを実行するプログラムにはすべて、要求
セット・ステージ <要求セットステージ名 > というタイトルが付きます。「コンカレント・
プログラム」フォームで、プログラム名に基づいて要求セットまたは要求セット・ステージ
のコンカレント・プログラムを問い合せるには、「名称」フィールドに次のように入力しま
す。

� 「要求セット」または「要求セット・ステージ」に続けてコンカレント・プログラム名

� すべての要求セット・プログラムについて問合せを実行するには「要求セット %」また
は「要求セット・ステージ%」

要求セットおよび要求セット・ステージのコンカレント・プログラムは、要求セットまたは
ステージの実行を記録するログ・ファイルを作成します。要求セットまたは要求セット・ス
テージ内の個々のレポートまたはコンカレント・プログラムも、それぞれログ・ファイルを
作成します。

非互換性を許可する要求セットを実行する場合には、その要求セットを定義したコンカレン
ト・プログラムの実行要求を発行します。要求セットのコンカレント・プログラムを使用す

注意注意注意注意 :「コンカレント・プログラム」フォームを使用してコンカレント・
プログラム用にプリンタを定義した場合、その値をユーザー・プロファイ
ル・オプションの設定または要求セット定義によって、あるいはプログラ
ムまたは要求セットの実行時に更新することはできません。

注意注意注意注意 :「コンカレント・プログラム」フォームの中で、要求セット・コン
カレント・プログラム（たとえば、「要求セットの買掛年令調べ」レポー
トなど）用にプリンタを定義しても効果はありません。 そのプリンタ定義
は参照されません。
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ると、要求セット・ステージのコンカレント・プログラムが発行されます。要求セット・ス
テージのコンカレント・プログラムは、ステージ内の個々のプログラムおよびレポートの要
求を発行します。要求セットのコンカレント・プログラムまたは要求セット・ステージのコ
ンカレント・プログラムの実行要求は「親」要求であり、個々のプログラムおよびレポート
の実行要求は「子」要求です。

要求セットおよび要求セットに格納されているプログラムのステータスは、「コンカレント
要求」フォームを使用して確認できます。「要求セットの要求フェーズおよびステータス」
（3-8）では、要求セットに関連する要求フェーズおよびステータス情報が表示されます。

要求セットの要求フェーズおよびステータス要求セットの要求フェーズおよびステータス要求セットの要求フェーズおよびステータス要求セットの要求フェーズおよびステータス

要求セットの変更要求セットの変更要求セットの変更要求セットの変更
要求セットを変更できるのは、そのセットの所有者またはシステム管理者のみです。変更を
行うには、「要求セット」ウィンドウで変更する要求セットを問い合せます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「システム管理者の要求セット権限」（3-10）

� 「要求セット・レポート」（3-15）

� 「要求セットおよび所有者」（3-9）

� 「要求セットの非互換性」（3-11）

� 「要求セット内のパラメータの共有」（3-12）

フェーズフェーズフェーズフェーズ ステータスステータスステータスステータス 摘要摘要摘要摘要

実行中 一時停止 「親」要求は、すべての「子」要求が完了するまで休止します。
たとえば、要求セット・ステージはそのステージ内にあるすべて
のレポートが完了するまで休止します。

再開 同じ「親」要求から発行されたすべての要求の実行が完了してい
ます。「親」要求は実行を再開します。

表表表表 1

注意注意注意注意 : Oracleアプリケーション提供の要求セットに対する変更内容をアッ
プグレード後も継続させたい場合には、アップグレードの前に、要求セッ
トを別の名称で命名または作成しなおしてください。名称を変えずに事前
定義済みの要求セットを変更すると、その変更内容は、Oracle 
Applicationsのアップグレード時に上書きされます。
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要求セットおよび所有者
要求セットおよび所有者要求セットおよび所有者要求セットおよび所有者要求セットおよび所有者
要求セットを定義または編集する場合、エンド・ユーザーの権限とシステム管理者の権限と
の間には大きな違いがあります。

エンド・ユーザーは自分が作成した要求セットを所有するエンド・ユーザーは自分が作成した要求セットを所有するエンド・ユーザーは自分が作成した要求セットを所有するエンド・ユーザーは自分が作成した要求セットを所有する
エンド・ユーザーは、自分の職責へ割り当てられたレポート・セキュリティ・グループの一
部であるレポート、別の要求セットまたはコンカレント・プログラムを選択することによっ
て、要求セットを作成できます。

エンド・ユーザーは、要求セットを作成した場合、自動的にその要求セットの「所有者」に
なります。所有権は、そのユーザーのアプリケーション・ユーザー名によって識別されま
す。

エンド・ユーザーは「要求セット」フォームを使用して、新しい要求セットを作成したり、
自分が所有する要求セットについて問い合せや更新を行います。エンド・ユーザーが編集で
きる要求セットは、自分の所有する要求セットのみです。

ここでは、エンド・ユーザーが所有する要求セットをプライベート要求セットと呼ぶことが
あります。プライベート要求セットは、要求セキュリティ・グループへ自動的には追加され
ません。つまり、自分のプライベート要求セットへ他のユーザーが「要求の発行」ウィンド
ウを使用してアクセスすることはできません。ただし、システム管理者がその要求セットを
要求セキュリティ・グループへ割り当てた場合は除きます。

エンド・ユーザーが所有する要求セットは、そのユーザーがどの職責の下で操作しているか
に関係なく、そのユーザーからは常に使用可能です。しかし、コードを使用して要求グルー
プ内のレポートのみを表示するようカスタマイズされた標準発行フォームには、プライベー
ト要求セットは表示されません。

Oracle Applicationsへサイン・オンしたユーザーは、次のものに含まれる要求、要求セット
およびコンカレント・プログラムを実行できます。

� そのユーザーの職責の要求セキュリティ・グループ

� そのユーザーが所有する要求セット

エンド・ユーザーから見たプライベート要求セットの利点エンド・ユーザーから見たプライベート要求セットの利点エンド・ユーザーから見たプライベート要求セットの利点エンド・ユーザーから見たプライベート要求セットの利点
エンド・ユーザーにとって、プライベート要求セットには主に次の 2つの利点があります。

1. ユーザーは、どの職責の下で作業をしているかに関係なく、自分が所有する要求セット
を常時使用できます。

2. ユーザーは、他のユーザーの選択元となる標準発行コンカレント・プログラムの一覧に
要求セット選択項目を追加せずに、必要な数のみ要求セットを作成できます。
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システム管理者の要求セット権限
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「システム管理者の要求セット権限」（3-10）

� 「要求セット・レポート」（3-15）

システム管理者の要求セット権限システム管理者の要求セット権限システム管理者の要求セット権限システム管理者の要求セット権限
システム管理者の権限は、次のとおりです。

� 任意のレポートまたはコンカレント・プログラムが含まれている要求セットを作成します。

� 「要求セット」フォームを使用して、すべての要求セットについて問合せおよび編集を
実行します。

� 個々の要求セットについて、非互換性ルールを許可し、定義できます。参照 :「要求
セットの非互換性」（3-11）。

要求セットを定義した後、その要求セットをユーザーがすべての職責から実行または編集で
きるようにするには、そのユーザーを要求セットの所有者として割り当てます。所有者のい
ない要求セットは、どのエンド・ユーザーも編集または更新ができません。この方法によ
り、要求セットの印刷オプションおよびレポート・パラメータを保証することができます。
また、あとで要求セットを編集し、要求セットの所有権プロパティを削除したり変更したり
することもできます。

その他のユーザーも、システム管理者が要求セットをそれらのユーザーの職責の要求セキュ
リティ・グループへ割り当てた場合には、その要求セットを実行できます。システム管理者
が要求セットを要求セキュリティ・グループへ割り当てなかった場合には、所有者のみがそ
の要求セットを実行できます。この方法により、レポートおよびコンカレント・プログラム
へのアクセス権をユーザーごとに付与できます。

要求セキュリティ・グループ、要求セットおよびレポート要求セキュリティ・グループ、要求セットおよびレポート要求セキュリティ・グループ、要求セットおよびレポート要求セキュリティ・グループ、要求セットおよびレポート
システム管理者は、要求セキュリティ・グループへプライベート要求セットを含む任意の要
求セットを追加できます。これにより、システム管理者はある職責のメンバーに、それらの
メンバーの要求セキュリティ・グループ外にあるレポートおよびプログラムへのアクセスを
許可することができます。

ユーザーの要求セキュリティ・グループに属するレポートに対する要求セットの編集権限お
よびレポートのビュー権限は、ユーザーの要求セキュリティ・グループに属さないレポート
の場合と異なります。

� 要求セットを編集できません。

� 個々のレポートを単独で実行することはできません。要求セット全体のみを実行できます。

� ユーザーの要求セキュリティ・グループ内にある別の要求を要求セットに追加できます。
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� レポートがユーザーの要求セキュリティ・グループ内にあるかどうかに関係なく、要求
セットから要求を任意に削除できます。

� 要求セット内の個々のレポートに対する印刷オプションまたはパラメータは、そのレ
ポートがユーザーの要求セキュリティ・グループ内にあれば、更新できます。

� 個々のレポートを単独で実行することはできず、要求セット全体のみを実行できます。

システム管理者から見た要求セットの利点システム管理者から見た要求セットの利点システム管理者から見た要求セットの利点システム管理者から見た要求セットの利点
システム管理者にとって、要求セットには主に次の 3つの利点があります。

1. 要求セットは、コンカレント・プログラムへのアクセスを個々のユーザー単位で制御す
る手段となります。

要求セットを定義し、それに所有者を割り当てた後、その要求セットをどの要求セキュ
リティ・グループにも割り当てなければ、その要求セット内のレポートおよびプログラ
ムは所有者のみが使用できます。

2. 「所有者」フィールドをブランクのまま残すと、システム管理者は個々のプログラムおよ
びパラメータをエンド・ユーザーが編集も更新もできない要求セットを作成できます。

所有者がいない要求セットを編集できるのは、システム管理者のみです。

3. システム管理者は、ある職責のメンバーに、それらのメンバーの要求セキュリティ・グ
ループ外にあるレポートおよびプログラムへのアクセスを許可することができます。

ある要求セキュリティ・グループ内にないレポートまたはプログラムを入れた要求セッ
トを定義し、その要求セットをその要求セキュリティ・グループへ割り当てることによ
り、選択したレポートまたはプログラムについてユーザーに実行権限を付与できます。 
ただし、編集権限は付与されません。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「要求セットおよび所有者」（3-9）

� 「要求セットの非互換性」（3-11）

要求セットの非互換性要求セットの非互換性要求セットの非互換性要求セットの非互換性
要求セットは、実際にはその要求セット内の個々のプログラムを実行するよう要求を送るコ
ンカレント・プログラムです。非互換性ルールによって要求セットを管理すると、自分の要
求セットが別のレポートまたはコンカレント・プログラムと同時に実行されないようにする
ことができます。これらのルールは、要求セットを作成するステージにも適用できます。
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要求セット内のパラメータの共有
要求セット・コンカレント・プログラムについて問い合せたり、それらのプログラムまたは
ステージ、あるいはその両方を自分の要求セットとは非互換としてリストに定義するには、
「コンカレント・プログラム」フォームを使用します。参照 :「コンカレント・プログラム」。

要求セットを実行するすべてのコンカレント・プログラムには、要求セット <要求セット名 > 
というタイトルが付きます。「コンカレント・プログラム」フォームで、プログラムの名前に
基づいて要求セットのコンカレント・プログラムを問い合せる場合は、「名前」フィールドに
次の語句を入力する必要があります。

コンカレント・プログラムの名前の前に「要求セット」

すべての要求セット・プログラムについて問合せを実行するには「要求セット %」

使用する要求セットとは非互換であるとしてプログラムをリストに登録すると、そのプログ
ラムは、その要求セットまたは要求セット内のすべてのレポートと同じ衝突ドメイン内では
同時に実行できません。参照 :「プログラム非互換性ルールの定義」（3-21）。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・プログラム」ウィンドウ」

� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「システム管理者の要求セット権限」（3-10）

� 「プログラム非互換性ルールの定義」（3-21）

要求セット内のパラメータの共有要求セット内のパラメータの共有要求セット内のパラメータの共有要求セット内のパラメータの共有
パラメータは引数とも呼ばれ、プログラムの実行の側面を定義する値です。パラメータとそ
の入力された値は、要求セット内の一部または全部の要求の間で共有できます。

パラメータを共有パラメータとして識別するには、パラメータにラベルを付けます。その
後、要求セット内の個々のコンカレント・プログラムについて、そのプログラムのパラメー
タに同じラベルを割り当てることができます。要求セット内のプログラム間で、個々のプロ
グラムのパラメータは共通の値を共有するか、もしくは受け入れます。

共有パラメータに最初に値を入力した時点で、その値がその共有パラメータ値になります。
このことは、値を要求セット内のプログラムごとでなく、1回のみ入力すれば済むので便利
です。

共有パラメータの動作共有パラメータの動作共有パラメータの動作共有パラメータの動作
共有パラメータの値を選択すると、その値が以降のそのパラメータの出現時のデフォルトに
なります。共有パラメータの値を変更すると、その値がそれ以降のそのパラメータの出現時
の新しいデフォルトになりますが、このセット内の以前の要求は影響を受けません。
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要求セット内のパラメータの共有
すべての共有パラメータに値が入った後、ある共有パラメータの値を変更しても、それ以外
の共有パラメータは影響を受けません。

 図図図図 4

注意注意注意注意 :共有パラメータを非表示にしないでください。共有パラメータを
「Display = No」（これによって値を変更できなくなります）または
「Modify = No」に設定しないでください。これによって、共有パラメータ
が更新されても、その更新はセット内の別のレポートへ反映されず、矛盾
が生じません。
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要求セット内のパラメータの共有
例例例例 - 共有パラメータ値共有パラメータ値共有パラメータ値共有パラメータ値
これまでに、「コンカレント・プログラム・レポート」および「コンカレント・プログラム
詳細レポート」という 2つのレポートが格納された要求セットを作成しました。これら 2つ
のレポートとそのパラメータを次に示します。

ここでは、「アプリケーション名」パラメータを 2つのレポートが共有するパラメータとし
て識別します。値は 1回のみ、つまりセット内の最初のレポートについて「レポート・パラ
メータ」ウィンドウが表示され、「アプリケーション名」の入力を求めてきたときに入力す
るものとします。

共有パラメータを識別するため、共有パラメータに名前（この例では applname)を付け、
個々のレポートの「共有パラメータ」として入力します。

 図図図図 5

図図図図 6

レポートレポートレポートレポート パラメータパラメータパラメータパラメータ

コンカレント・プログラム・レポート アプリケーション名

コンカレント・プログラム詳細レポート アプリケーション名

プログラム

表表表表 2
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プログラムの要求グループ別編成
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・プログラム」ウィンドウ」

� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「要求パラメータの動作の制御」（3-44）

要求セット・レポート要求セット・レポート要求セット・レポート要求セット・レポート
このレポートは、セットの所有者、プログラムの非互換性、プリンタと印刷形式の情報など
の要求セット定義が文書化されています。このレポートは、要求セット定義を定義すると
き、または編集するときに使用します。

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ
なし。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポート見出しには、レポートの内容についての一般情報が出力されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「コンカレント・プログラム・レポート」（3-53）

� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「プログラムの要求セット別編成」（3-3）

プログラムの要求グループ別編成プログラムの要求グループ別編成プログラムの要求グループ別編成プログラムの要求グループ別編成
ここでは、アプリケーション・プログラムとレポートを要求グループ別に編成する方法を説
明します。ここでは、次のトピックを取り上げます。

� 要求セキュリティ・グループ

� 要求グループでのコードの使用

� コードを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ

� レポート・グループ職責レポート

要求グループの定義要求グループの定義要求グループの定義要求グループの定義
要求グループを定義する場合、次のものを含めることができます。
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要求セキュリティ・グループ
� アプリケーションが所有するすべてのレポートおよびコンカレント・プログラム

� 個々のレポートおよびコンカレント・プログラム

� アプリケーション・ユーザーの要求セキュリティ・グループから選択できるレポートお
よびコンカレント・プログラムを集めた要求セット

� 要求セット内のステージのステータスを計算するのに使用する要求セット・ステージ機能

要求グループの要求グループの要求グループの要求グループの 2つのタイプつのタイプつのタイプつのタイプ
Oracle Applicationsでは、次の 2つのレベルで要求グループを使用します。

1. 職責レベル

要求グループが職責職責職責職責へ割り当てられた場合、その要求グループは要求セキュリティ・グ
ループと呼ばれ、そのグループはその職責の下で操作するユーザーが「要求の発行」
ウィンドウから選択できるレポート、要求セットおよびコンカレント・プログラムを定
義します。

2. フォーム・レベル

要求グループがコードコードコードコードへ割り当てられた場合、そのコードを「要求の発行」ウィンドウ
へパラメータとして渡すことができます。そのコードは、「要求の発行」ウィンドウを
コールする機能を定義するのに役立ちます。

このような「要求の発行」ウィンドウの値リストは、要求グループ内にあるレポート、
要求セットおよびコンカレント・プログラムのリストです。

要求セキュリティ・グループ要求セキュリティ・グループ要求セキュリティ・グループ要求セキュリティ・グループ
要求グループが職責に割り当てられると、それは要求セキュリティ・グループになります。
ある職責の下でサイン・オンしたユーザーは、その職責の要求セキュリティ・グループに含
まれるレポートおよびコンカレント・プログラムを実行できます。

「要求の発行」標準発行フォームには、現行の職責の要求セキュリティ・グループ内にある
すべてのレポートおよびプログラムの一覧が表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「要求グループ」ウィンドウ」（3-53）

� 「コードを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ」（3-17）

� 「レポート・グループ職責レポート」（3-20）

� 「要求グループでのコードの使用」（3-17）
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コードを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ
要求グループでのコードの使用要求グループでのコードの使用要求グループでのコードの使用要求グループでのコードの使用
通常、メニューから標準要求発行フォームをコールした場合、そのフォームで現在の職責の
レポート・セキュリティ・グループに入っているレポートとコンカレント・プログラムの一
覧を表示できます。

あるいは、要求グループへコードを割り当てることにより、カスタマイズした「標準発行」
フォームに、その特定の要求グループに入っているコンカレント・プログラムの一覧のみを
表示することもできます。要求グループ・コードは、メニューからカスタマイズした「標準
発行」フォームへ渡す引数です。要約すると、次のとおりです。

� 要求グループ・コードを使用すると、コンカレント・プログラムおよびレポートへの
ユーザー・アクセスをフォーム・ベースの方法で制御できます。

� 要求グループへコードを割り当てることができます。

� そのコードを、メニューから「標準発行」フォームへ渡す引数として使用できます。

� 「標準発行」フォームをコールするメニューでコードを使用した場合、そのフォームに
は、そのコードによって識別される要求グループに入っているプログラムの一覧のみが
表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ」（3-18）

� 「「要求グループ」ウィンドウ」（3-53）

� 「コードを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ」（3-17）

� 「プログラムの要求グループ別編成」（3-15）

コードを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズコードを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズコードを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズコードを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ
「要求の発行」ウィンドウに別のタイトルを付けてフォームを定義することにより、ある
コードを割り当てた要求グループに所属するレポートまたはコンカレント・プログラムのみ
をユーザーが選択できます。そのためには、「要求の発行」ウィンドウを参照するフォーム
機能を登録し、その機能へ特定の引数を渡します。その後、そのフォーム機能を組み込んだ
メニューを作成します。参照 :「「メニュー」ウィンドウ」（1-30）。

要求グループ・コードを引数として使用要求グループ・コードを引数として使用要求グループ・コードを引数として使用要求グループ・コードを引数として使用
次の表は、要求グループを「要求の発行」ウィンドウへ関連付け、そのフォームのタイトル
をカスタマイズするために渡すパラメータの説明です。テキストは、「フォーム機能」
フォームの「パラメータ」フィールドに入力します。
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「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ
「要求の発行」ウィンドウへパラメータを渡す「要求の発行」ウィンドウへパラメータを渡す「要求の発行」ウィンドウへパラメータを渡す「要求の発行」ウィンドウへパラメータを渡す

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ」（3-18）

� 「「要求グループ」ウィンドウ」（3-53）

� 「プログラムの要求グループ別編成」（3-15）

� 「レポート・グループ職責レポート」（3-20）

� 「要求グループでのコードの使用」（3-17）

「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ
「要求の発行」ウィンドウは、いくつかの方法でカスタマイズできます。

ウィンドウ・タイトルの改名ウィンドウ・タイトルの改名ウィンドウ・タイトルの改名ウィンドウ・タイトルの改名
タイトルを変更し、ウィンドウ内で使用可能な要求を反映させることができます。参照 :
「コードを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ」（3-17）。

後に例のあるパラメータ構文後に例のあるパラメータ構文後に例のあるパラメータ構文後に例のあるパラメータ構文 説明説明説明説明

REQUEST_GROUP_CODE ="要求グルー
プ・コード "   REQUEST_GROUP_CODE 
= "OE_CONC_PROGRAMS"

このパラメータは、要求グループのコードを渡すパ
ラメータです（必須）。

REQUEST_GROUP_APPL_SHORT_NAM
E = "アプリケーション短縮名 "    
REQUEST_GROUP_APPL_SHORT_NAM
E = "OE"

このパラメータは、要求グループに関連付けられて
いるアプリケーションの短縮名を指定するパラメー
タです（必須）。

TITLE 
="Application_short_name:Message_Name"   
TITLE = "FND:SRS_NEWTITLE"

このパラメータは、メッセージのタイトルとアプリ
ケーション短縮名を定義するという内容のメッセー
ジを指定するパラメータです（オプション）。

LOOKUP = "Y|N"  LOOKUP = "Y" このパラメータは、TITLEパラメータがメッセージ
名またはハードコード化された文字列のいずれであ
るかを示すパラメータです。デフォルト値は「Y」
で、これは TITLEがメッセージ名であることを示
します（オプション）。

表表表表 3
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「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ
ある要求グループから使用可能な要求の制限ある要求グループから使用可能な要求の制限ある要求グループから使用可能な要求の制限ある要求グループから使用可能な要求の制限
指定した要求グループに属するユーザーが使用できるレポートおよびプログラムを制限でき
ます。参照 :「コードを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ」（3-17）。

要求の単一の要求への制限要求の単一の要求への制限要求の単一の要求への制限要求の単一の要求への制限
プログラム /セット名をパラメータとして渡すことにより、単一の要求の発行についての
「要求の発行」フォームをコールできます。

program/report_set名でコールしたフォームへナビゲートすると、パラメータ・ウィンドウ
がポップ・アップします。発行した要求について表示される要求 IDをユーザーが確認する
と、そのフォームは終了します。

要求の要求リストへの制限要求の要求リストへの制限要求の要求リストへの制限要求の要求リストへの制限
プログラム /セット名をパラメータとして渡すことにより、単一のプログラム /セットにつ
いて 1つまたは複数の要求の発行「要求の発行」フォームをコールできます。

このフォームへナビゲートするとパラメータ・ウィンドウがポップ・アップし、ユーザーは
パラメータとして渡したプログラムについて 1つまたは複数の要求を発行できます。この場
合、他のプログラムについての要求は発行できません。

値セット・パラメータで使用されたパラメータの受け渡し値セット・パラメータで使用されたパラメータの受け渡し値セット・パラメータで使用されたパラメータの受け渡し値セット・パラメータで使用されたパラメータの受け渡し
「要求の発行」フォームへ追加パラメータを渡し、それらのパラメータを値セットの中で参
照して要求パラメータの妥当性をチェックできます。

製造「製造「製造「製造「ORG」パラメータの受け渡し」パラメータの受け渡し」パラメータの受け渡し」パラメータの受け渡し
ORGに関連した 5つのパラメータを渡して、それらのパラメータを値セットの中で参照で
きます。あるいは、値セットの中で参照される ORGパラメータに値を提供する「要求の発
行」フォームへナビゲートしたときに ORG LOVを呼び出すこともできます。

すべての発行要求パラメータを示した完全な一覧すべての発行要求パラメータを示した完全な一覧すべての発行要求パラメータを示した完全な一覧すべての発行要求パラメータを示した完全な一覧
「要求の発行」/SRSフォームがサポートするすべてのパラメータの一覧およびそれらの使用
方法に関する追加情報を次に示します。

� REQUEST_GROUP_CODE

� REQUEST_GROUP_APPL_SHORT_NAME（REQUEST_GROUP_CODEと一緒に使用す
る）

� CONCURRENT_PROGRAM_NAME

� PROGRAM_APPL_SHORT_NAME（CONCURRENT_PROGRAM_NAMEと一緒に使用
する）
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� REQUEST_SET_NAME

� SET_APPL_SHORT_NAME（REQUEST_SET_NAMEと一緒に使用する）

� SUBMIT_ONCE（デフォルトは「N」）

SUBMIT_ONCEは YまたはNに設定できます（Nがデフォルト）。

SUBMIT_ONCEは、CONCURRENT_PROGRAM_NAMEまたは
REQUEST_SET_NAMEと結合して使用します。

SUBMIT_ONCEを Yに設定した場合、フォームは「発行」ボタンをクリックすると終
了します。

� TITLE

� LOOKUP（デフォルトは「N」）

� USE_ORG、ORG_ID, ORG_NAME、ORG_CODE、CHART_OF_ACCOUNTS_ID（5つ
のパラメータ）

USE_ORGを「Y」に設定した場合（デフォルトは「N」）、「要求の発行」フォームはそ
の他の ORGパラメータが設定されているかどうかをチェックします。このパラメータ
を設定しない場合、「要求の発行」フォームはグローバル (GLOBAL.FND_ORG_ID, 
GLOBAL.FND_ORG_NAMEなど )からパラメータを移植しようとします。グローバル
がまだ設定されていない場合、ORG LOVが表示され、パラメータとグローバルの両方
は LOVから値を得ます。

値のセットは、常にグローバルでなくパラメータを参照してください。

� CHAR1、CHAR2、CHAR3、CHAR4、CHAR5

� DATE1、DATE2、DATE3、DATE4、DATE5

� NUMBER1、NUMBER2、NUMBER3、NUMBER4、NUMBER5

使用する値セットの中で、これらのパラメータを次のように参照します。

:PARAMETER.CHAR1, :PARAMETER.DATE1, :PARAMETER.NUMBER1  etc.

レポート・グループ職責レポートレポート・グループ職責レポートレポート・グループ職責レポートレポート・グループ職責レポート
このレポートは、レポートまたは要求セットへアクセスできる職責のリストを表示します。
このレポートは、レポートおよび要求セットを要求セキュリティ・グループへ割り当てる
か、要求セットへ所有者を割り当てることにより、レポートおよび要求セットへのアクセス
権限を付与するときに使用します。
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非互換プログラムおよび単独実行プログラム
レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ
アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名

レポートまたは要求セットへ関連付けられているアプリケーション名を選択します。

レポート名レポート名レポート名レポート名 /要求セット名要求セット名要求セット名要求セット名

レポートまたは要求セットの名前を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「要求グループ」ウィンドウ」（3-53）

� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「プログラムの要求グループ別編成」（3-15）

プログラム非互換性ルールの定義プログラム非互換性ルールの定義プログラム非互換性ルールの定義プログラム非互換性ルールの定義
ここでは、コンカレント・プログラムおよびレポート用の非互換性ルールを定義する方法に
ついて説明します。

非互換プログラムおよび単独実行プログラム非互換プログラムおよび単独実行プログラム非互換プログラムおよび単独実行プログラム非互換プログラムおよび単独実行プログラム
あるコンカレント・プログラムと他のプログラムとの間に互換性がない場合は、2つのプロ
グラムは同じデータを同時にアクセスまたは更新できません。

コンカレント・プログラムを定義するときに、そのプログラムと非互換にするプログラムの
リストを作成できます。また、そのプログラム自身と互換性がないプログラム、すなわち 2
つのインスタンスを同時に実行できないプログラムのリストも作成できます。

プログラムを単独実行と定義することにより、他のすべてのコンカレント・プログラムと非
互換にすることもできます。

コンカレント・プログラムを、単独実行プログラムとして、または特定のコンカレント・プ
ログラムとの互換性がないものとして定義するには、「コンカレント・プログラム」ウィン
ドウを使用して、そのコンカレント・プログラムの定義を編集します。参照 :「コンカレン
ト・プログラム」。

プログラムの非互換性と単独実行プログラムの定義は、衝突ドメインを使用して行います。

要求セット要求セット要求セット要求セット - 非互換可能非互換可能非互換可能非互換可能
非互換可能な要求セットまたは要求セット・ステージを定義するときに、入力した指示に
従って要求セットまたはステージ内のレポートを実行するコンカレント・プログラムを作成
します。「コンカレント・プログラム」ウィンドウで、要求セットと互換性のないプログラ
コンカレント・プログラムとコンカレント要求の管理 3-21



コンカレント衝突ドメイン
ムをリストすると、それらのプログラムは、セットまたはステージ内のすべてのレポートの
実行が完了するまで、起動できなくなります。

要求セットおよび要求セット・ステージ用の非互換性ルールを定義する手順は、次のとおり
です。

� 要求セットの場合、「要求セット」ウィンドウで「非互換の許可」チェックボックスを
チェックします。

� 要求セット・ステージの場合、「ステージ」ウィンドウで「非互換の許可」チェック
ボックスをチェックします。

� 「コンカレント・プログラム」フォームの「非互換プログラム」ブロックにナビゲート
し、要求セットまたはステージとの間に互換性を持たせないプログラムのリストを表示
します。

要求セットを実行するすべてのコンカレント・プログラムには、要求セット <要求セット名
>というタイトルが付きます。一方、要求セット・ステージを実行するすべてのコンカレン
ト・プログラムには、要求セット・ステージ <ステージ名 >-要求セット <要求セット名 >
というタイトルが付きます。「コンカレント・プログラム」フォームで、プログラムの名前
に基づいて要求セットまたはステージのコンカレント・プログラムを問い合せる場合は、
「名前」フィールドに次の語句を入力する必要があります。

� コンカレント・プログラム名の前に「要求セット」または「要求セット・ステージ」

� すべての要求セットおよびステージのプログラムについて問合せを実行するには「要求
セット%」

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・プログラム」ウィンドウ」

� 「「データ・グループ」ウィンドウ」（3-67）

� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「互換性がないプログラムのリストの修正」（3-43）

� 「要求セットの非互換性」（3-11）

コンカレント衝突ドメインコンカレント衝突ドメインコンカレント衝突ドメインコンカレント衝突ドメイン
2つのプログラムの間に互換性がないことを定義する場合は、これらのプログラムが同時に
アクセスできないデータも指定する必要があります。

つまり、2つのプログラムが同じデータを同時にアクセスまたは更新できないようにするに
は、どこで、すなわちどのデータについてそれらのプログラムの間に互換性がないのかを知
る必要があります。衝突ドメインは、2つの非互換プログラムの同時実行ができないデータ
を識別します。
3-22 Oracle Applicationsシステム管理者ガイド



コンカレント衝突ドメイン
衝突ドメイン衝突ドメイン衝突ドメイン衝突ドメイン
Oracle Applicationsでは、データは特定のアプリケーションに属するデータベース表に格納
されます。各表には、個々のレコードへのアクセスに必要な条件を決定するための情報も含
まれます。このような条件は、次の 1つまたは複数のデータ・グループからなります。

� 会計帳簿 - プロファイル・オプション GL_SET_OF_BOOKSに基づく

� 複数のインストレーション (MSOBとも呼ばれる )

� 複数の営業単位（プロファイル・オプションMO_OPERATING_UNITにより決定 ) 
(MULTIORGとも呼ばれる )

� 複数の組織（プロファイル・オプション INV_ORGANIZATION_IDで決定し、
Manufactureing Applicationsで使用）

� 衝突解決ドメインとしてビジネス・グループを使用する場合のある HR

� FA台帳を使用する場合のある FA

� その他 ...

衝突ドメインは、データのパーティション化に使用するグループ化の抽象表現です。ドメイ
ンはいくつでも定義できますが、ドメインが多すぎるとパフォーマンスが低下します。

すべてのプログラムは、発行された時点で衝突ドメインが割り当てられます。ドメインをパ
ラメータの一部として定義すると、コンカレント・マネージャはこのドメインを使用して、
非互換を解決します。ドメインがパラメータによって定義されていない場合、コンカレン
ト・マネージャはプロファイル・オプション「コンカレント： 衝突ドメイン ...」に定義され
た値を使用します。また、プログラム・パラメータにドメインの指定がなく、「コンカレン
ト : 衝突ドメイン ...」プロファイル・オプションも定義されていない場合は、「標準」ドメイ
ンが使用されます。標準ドメインはすべての要求に対するデフォルトです。

プロファイル・オプション「コンカレント :衝突ドメイン ...」に値が定義されておらず、プ
ログラム・パラメータにも衝突ドメインが定義されていなければ、すべてのプログラムで標
準衝突ドメインが使用されます。

発行された各要求では、パラメータによって、アクセスするレコードが識別されます。非互
換性ルールで定義されたプログラムの場合は、その他のパラメータ（衝突ドメイン・パラ
メータ）が使用されます。衝突ドメインは、作業するユーザーのログイン ID、会計帳簿ま
たは組織などのような変数に基づいて、自動的に設定できます。場合によっては、「要求の
発行」フォームのパラメータ・フィールドで、衝突ドメイン・パラメータを選択することも
できます。衝突ドメイン・パラメータが定義されると、衝突解決マネージャ (CRM)は、同
一ドメイン内で非互換プログラムが同時に実行されないように、そのドメインを使用しま
す。
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非互換性ルールの適用
非互換性ルールの適用非互換性ルールの適用非互換性ルールの適用非互換性ルールの適用
コンカレント・マネージャは、コンカレント・プログラムの実行開始要求を読み取ります。
衝突解決マネージャは、コンカレント・プログラム定義を非互換性ルールに照らしてチェッ
クします。

プログラムが単独実行と識別される場合は、コンカレント・マネージャが同じ衝突ドメイン
内の他のプログラムを起動できないように衝突解決マネージャが制御します。

あるプログラムについて、そのプログラムと互換性のない他のプログラムが示されている場
合は、衝突解決マネージャは、同一ドメインのすべての非互換プログラムが実行を完了する
まで、そのプログラムを起動させません。

次の図は、プログラム非互換性ルールを適用するときの衝突解決マネージャの役割を示して
います。

 図図図図 7
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データ・グループの概要
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・プログラム」ウィンドウ」

� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「データ・グループの定義」（3-25）

� 「プログラム定義のコピーと変更」（3-41）

� 「互換性がないプログラムのリストの修正」（3-43）

データ・グループの定義データ・グループの定義データ・グループの定義データ・グループの定義
ここでは、データ・グループを定義する方法について説明します。この定義によって、アプ
リケーション・データベースの接続が指定されます。

データ・グループの概要データ・グループの概要データ・グループの概要データ・グループの概要
データ・グループは、Oracle Applicationsおよび各アプリケーションに割り当てられている
Oracleユーザー名のリストです。データ・グループ内のアプリケーションには、それぞれ
Oracleユーザー名を割り当てる必要があります。1つのデータ・グループの中では、アプリ
ケーションは一度しかリストできません。

Oracleユーザー名およびパスワードを使用することにより、Oracleデータベース内の特定アプ
リケーションの表にアクセスできます。データ・グループ内の各Oracleユーザー名によって、
対応するアプリケーションがアクセスできるデータベース表および表権限が定義されます。

図図図図 8
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データ・グループの使用
データ・グループの目的データ・グループの目的データ・グループの目的データ・グループの目的
職責には、それぞれデータ・グループが 1つずつ関連付けられています。データ・グループ
には 2つの使用目的があります。

1. データ・グループは、それに対応する職責を選択したときに、フォームが接続される
Oracleユーザー名を識別します。

2. コンカレント・マネージャは、データ・グループを使用して、レポートまたはコンカレ
ント・プログラム（該当の職責のユーザーが発行したもの）を所有するアプリケーショ
ンを、Oracleユーザー名に結び付けます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracleユーザー・ウィンドウ」（7-3）

� 「「データ・グループ」ウィンドウ」（3-67）

� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「データ・グループの使用」（3-26）

� 「データ・グループの修正」（3-28）

データ・グループの使用データ・グループの使用データ・グループの使用データ・グループの使用

複数の会計帳簿を持つデータ・グループの使用複数の会計帳簿を持つデータ・グループの使用複数の会計帳簿を持つデータ・グループの使用複数の会計帳簿を持つデータ・グループの使用
データ・グループを使用することにより、複数の会計帳簿をサポートするOracle Applications
製品（たとえばOracle Payablesなど）の複数のインストレーションをサポートして、各会計
帳簿にそれぞれ異なるアプリケーションを関連付けることができます。参照 :「図 9」（3-27）。

たとえば、Oracle Payablesの 2つのインストレーションがあり、2つの会計帳簿がサポート
されている場合には、データ・グループを使用して、特定の General Ledger職責からどの
Oracleユーザー名の Oracle Payablesにアクセスするのかを指示できます。

各アプリケーション・インストレーション（会計帳簿）についてデータ・グループを 1つず
つ定義します。

各アプリケーション・インストレーション（会計帳簿）について職責を 1つずつ定義し、各
職責に適切なデータ・グループを割り当てます。

データ・グループを使用してカスタム・アプリケーションを組み込むデータ・グループを使用してカスタム・アプリケーションを組み込むデータ・グループを使用してカスタム・アプリケーションを組み込むデータ・グループを使用してカスタム・アプリケーションを組み込む
データ・グループを使用することにより、Oracleの Application Object Libraryを使用して
開発したカスタム・アプリケーションを組み込みます。Oracle Applicationsにカスタム・ア
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データ・グループの使用
プリケーションを組み込むには、「アプリケーション」ウィンドウを使用してそのアプリ
ケーションを登録する必要があります。参照 :「アプリケーション・ウィンドウ」（7-8）。

次に、2つのデータ・グループを使用して、Oracle Payables、Oracle Purchasingおよび
Oracle Receivablesの内の 2つのインストレーションをサポートする例を示します。

 図図図図 9
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データ・グループの修正
参照 :

「データ・グループの定義」（3-25）

「データ・グループの修正」（3-28）

「「データ・グループ」ウィンドウ」（3-67）

「Oracleユーザー・ウィンドウ」（7-3）

データ・グループの修正データ・グループの修正データ・グループの修正データ・グループの修正

事前定義済みの標準データ・グループ事前定義済みの標準データ・グループ事前定義済みの標準データ・グループ事前定義済みの標準データ・グループ
Oracle Applicationsのインストレーションまたはアップグレード時に、インストールする各
アプリケーションと Oracleユーザー名をペアにするための標準データ・グループが定義さ
れます（注意 : これは個々の会計帳簿ごとに行われます）。

標準データ・グループ内で「アプリケーション」または「Oracleユーザー名」用に事前定義
されている値は、変更も削除もできません。しかし、Oracleユーザー名の Toolとその記述
の変更、またはアプリケーションと Oracleユーザー名の新しいペアのグループへの追加は
できます。

新しいデータ・グループの定義新しいデータ・グループの定義新しいデータ・グループの定義新しいデータ・グループの定義
Oracle Applications用のデータ・グループはインストレーション・プロセスで自動的に定義
されるので、ユーザーによる定義が必要になるのは、ユーザーが利用する追加のデータ・グ
ループがある場合のみです。

あるデータ・グループをコピーし、それに新しい名前を付けることによって、新しいデー
タ・グループを作成できます。各アプリケーションおよびそれに割り当てられている Oracle
ユーザー名の他に、その Oracleユーザー名の Toolとその記述があれば、それらも新しい
データ・グループにコピーされます。

提案提案提案提案 :標準データ・グループのバックアップ・コピーを作成してください。ただし、それを
職責に割り当てないでください。このようにしておけば、アプリケーションにうっかり誤っ
た Oracleユーザー名を接続したり、アプリケーションの構成の記録を失ったりしても、初
期構成に戻すことができます。

データ・グループにカスタム・アプリケーションを追加データ・グループにカスタム・アプリケーションを追加データ・グループにカスタム・アプリケーションを追加データ・グループにカスタム・アプリケーションを追加
Oracle Application Object Libraryを使用して開発したカスタム・アプリケーションをデー
タ・グループに組み込むには、以下のとおりにします。

� 「アプリケーション」フォームを使用して、そのアプリケーションを Oracle 
Applicationsに登録します。
3-28 Oracle Applicationsシステム管理者ガイド



ログ・ファイル名および出力ファイル名
� 「Oracleユーザー名」フォームを使用して、そのアプリケーションに Oracleユーザー名
を割り当てます。

Oracleユーザー名の登録ユーザー名の登録ユーザー名の登録ユーザー名の登録
Oracle Applicationsに Oracleユーザー名を登録すると、Oracle Applicationsを正常に使用
するのに必要な Oracle Application Object Libraryデータベース表（フレックスフィールド
表、メニュー表など）に対する権限が設定されます。参照 :「アプリケーション DBAの職務
の概要」（7-1）。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracleユーザー・ウィンドウ」（7-3）

� 「「データ・グループ」ウィンドウ」（3-67）

� 「データ・グループの使用」（3-26）

� 「データ・グループの定義」（3-25）

カスタム・コンカレント・プログラムカスタム・コンカレント・プログラムカスタム・コンカレント・プログラムカスタム・コンカレント・プログラム
このセクションでは、カスタム・コンカレント・プログラムについての情報をシステム管理
者に提供します。カスタマイズしたコンカレント・プログラムを作成するための手順と規則
について説明します。

� ログおよび出力ファイル名

� Oracleツール・コンカレント・プログラムツール・コンカレント・プログラムツール・コンカレント・プログラムツール・コンカレント・プログラム

� Pro*Cコンカレント・プログラムコンカレント・プログラムコンカレント・プログラムコンカレント・プログラム

� コンカレント要求の発行（CONCSUB）

カスタム・コンカレント・プログラムの作成の詳細は、『Oracle Applications開発者ガイド』
を参照してください。

開発環境の設定の詳細は、『Oracle Applications概要』を参照してください。

ログ・ファイル名および出力ファイル名ログ・ファイル名および出力ファイル名ログ・ファイル名および出力ファイル名ログ・ファイル名および出力ファイル名
ログ・ファイルと出力ファイルには、ユーザーがそれらのファイルをオンラインで表示する
ための特定の名前および場所が必要です。

Oracle Application Object Libraryルーチンの fdpwrt()を使用してファイルへ書き込む場合、
コンカレント・マネージャは、オペレーティング・システムの命名規則に従って自動的に
ファイルに名前を付けます。このファイルへの書込み方法は、完全に移植できます。アプリ
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Oracleツール・コンカレント・プログラム
ケーションを別のプラットフォームに移植する場合、ログ・ファイルおよび出力ファイルに
別の名前を付けるためにプログラムを書き換える必要はありません。

標準名標準名標準名標準名
ログ・ファイルおよび出力ファイルの標準名は、次のとおりです。

この表に示す変数パラメータの値は、次のとおりです。

� <PROD>_TOP - アプリケーションの最上位環境変数。

� <Request ID> - コンカレント要求の識別番号。

� <USERNAME> - コンカレント・プロセスを要求した人のアプリケーション・ユーザー
名のうちの 8文字（大文字）まで。

Oracleツール・コンカレント・プログラムツール・コンカレント・プログラムツール・コンカレント・プログラムツール・コンカレント・プログラム
PL/SQL, SQL*Plusまたは Oracle Reportsにコンカレント・プログラムを作成する場合は、
「コンカレント・プログラム実行ファイル」ウィンドウの「実行ファイル」フィールドで指
定した名前とまったく同じ名前を作成対象プログラムに付けます。必要に応じて拡張子も付
けてください。

次の表には、これらのプログラムに使用するファイル拡張子と、プログラムの存在場所の
ディレクトリをリストで示します（これは、データベースに格納されている PL/SQLストア
ド・プロシージャには適用されません）。このディレクトリは、カスタム・アプリケーショ
ンの最上位ディレクトリである $<PROD>_TOPの下にあります。

Oracle Reportsプログラムによって共有 PL/SQLライブラリを使用し、カスタム・アプリ
ケーション用に作成したライブラリを組み込む場合、そのライブラリは、カスタム・アプリ
ケーションの最上位ディレクトリの下にある $APPLPLSディレクトリに置きます。

ファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプ 場所場所場所場所 ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名

ログ デフォルト :$<PROD>_TOP/
$APPLLOG + 共通ディレクトリ
: $APPLCSF/$APPLLOG

l<request ID>.req

出力 デフォルト :$<PROD>_TOP/
$APPLOUT + 共通ディレクトリ
: $APPLCSF/$APPLOUT

デフォルト :<USERNAME>.<request 
ID>または O<request ID>.outあるい
は APPCPNAMの値に応じた user.out

表表表表 4
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Pro*Cコンカレント・プログラム
Pro*Cコンカレント・プログラムコンカレント・プログラムコンカレント・プログラムコンカレント・プログラム
コンカレント・プログラムを Pro*Cで作成する場合、ディレクトリ $FND_TOP/$APPLUSR
からスケルトン・プログラム EXMAIN.cおよび EXPROG.cをコピーします。それらのファ
イルの名前を変更し、SUBROUTINE_NAMEをユーザーのサブルーチン名に一括置換しま
す。

EXMAIN.cは、Spawnedプログラムで使用されるスケルトンです。EXPROG.cはユーザー
のプログラムのロジックで使用されるスケルトンです。このモジュールは Spawnedプログ
ラムまたは即時プログラムを作成するのに使用できます。即時プログラムの場合、プログラ
ム・ライブラリに EXPROG.cのコピーを含める必要があります。プログラム・ライブラリの
構築の詳細は、次を参照してください。

これらのスケルトンで作成されたプログラムを Spawnedコンカレント・プログラムまたは
即時コンカレント・プログラムとして使用できます。Spawnedプログラムは個別のプロセ
スとして実行されますが、即時プログラムはコンカレント・マネージャとリンクされて実行
されます。

ツールツールツールツール 拡張子拡張子拡張子拡張子 ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 注釈注釈注釈注釈

SQL*Plusおよび
PL/SQL

.sql $APPLSQL プログラム名は大文字小文字が区別されます。
また、Oracle Application Object Libraryで定義
した実行ファイルとまったく同じ名前にする必
要があります。

Oracle Reports .rdf $APPLREP Oracle Application Object Libraryでは、最初に
.rdfファイルが検索されます。.rdfファイルが
検索されない場合は、.rexファイルが使用され
ます。プログラム名は大文字小文字が区別され
ます。また、Oracle Application Object Library
で定義した実行ファイルとまったく同じ名前に
する必要があります。

SQL*Loader .ctl $APPLBIN

表表表表 5

注意注意注意注意 : Oracleでは、即時コンカレント・プログラムに関する情報を下位方
向の互換性についてのみ提供しています。即時コンカレント・プログラム
を新規に作成しないよう強くお薦めします。新規の Pro*Cコンカレント・
プログラム実行ファイルは Spawnedプログラムとして定義してください。
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Pro*Cコンカレント・プログラム
実行ファイルの名前の指定実行ファイルの名前の指定実行ファイルの名前の指定実行ファイルの名前の指定
ユーザーのプログラムの実行ファイルに対して、「コンカレント・プログラム実行ファイル」
ウィンドウの「実行ファイル」フィールドで指定した名前と同じ名前を指定します。その実
行ファイルを使用しているアプリケーションの TOPディレクトリの下の $APPLBINディレ
クトリに入れます。

プログラム・ライブラリの構築プログラム・ライブラリの構築プログラム・ライブラリの構築プログラム・ライブラリの構築
新しいプログラム・ライブラリをコンカレント・プログラム・ライブラリの登録フォームで
登録し、このライブラリに含めるすべてのプログラムを登録します。次に、「再構築」
フィールドに "Yes"と入力し、コミットします。これによって、$<PROD>_TOP/
$APPLLIB$の下に <Library Name>.cという新規のカタログ・ファイルを作成するための要
求が作成されます。この要求の完了後に、<Library Name>.cファイルをコンパイルしてく
ださい。

prgcat.c、prglib.cなどのサンプル・プログラム・ライブラリは、$FND_TOP/$APPLUSRの
下にあります。

提案提案提案提案 :保守を容易にするために、コンカレント・プログラム実行ファイルを Spawnedプロ
グラムとして定義します。

Cおよびおよびおよびおよび Pro*Cプログラムのコンパイルプログラムのコンパイルプログラムのコンパイルプログラムのコンパイル
カスタム・コードをコンパイルするための環境は、ファイル $FND_TOP/usrxit/devenvに
依存しています。このファイルを変更する場合、変更内容を有効にするにはログインし直し
てこのファイルを再度読み込む必要があります。

$FND_TOP/usrxit/Makefileを使用して Cまたは Pro*Cプログラムをオブジェクト・モ
ジュールにコンパイルします。次に、adrelinkを使用してコンパイルしたプログラムをリン
クします。弊社では、単独のmakefileまたはユーティリティを使用した実行ファイルのコン
パイルやリンクはサポートしていません。

Cプログラム example.cをコンパイルするには、次の構文を使用します。どの例の場合も、
ユーザーのファイルがあるディレクトリからコマンドを実行する必要があります。

$ make -f $FND_TOP/usrxit/Makefile example.o

Pro*Cプログラム proexamp.pcをコンパイルするには、次の構文を使用します。

$ make -f $FND_TOP/usrxit/Makefile proexamp.o

a.c、b.c、c.pc、d.pcの 4つの Cおよび Pro*Cプログラム（これらのプログラムはすべて現
行のディレクトリ内にある）をコンパイルするには、次の構文を使用します。

$ make -f $FND_TOP/usrxit/Makefile a.o b.o c.o d.o
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Pro*Cコンカレント・プログラム
Spawnedコンカレント・プログラムをスタンドアロン・プログラムとコンカレント・プログラムをスタンドアロン・プログラムとコンカレント・プログラムをスタンドアロン・プログラムとコンカレント・プログラムをスタンドアロン・プログラムと
してリンクするしてリンクするしてリンクするしてリンクする
Spawnedコンカレント・プログラムをスタンドアロン・プログラムとして実行する場合に
は、スタンドアロン実行ファイルをコンパイルする前に、次の手順を実行します。

カスタム・コンカレント・プログラムをカスタム・アプリケーションの下に定義する場合
（推奨されているとおりに）、サンプル .mkファイルを $FND_TOP/usrxitからユーザーの
$<PROD>_TOP/$APPLLIBディレクトリにコピーします。コピーしたファイルに含まれて
いる指示に従ってそのファイルを変更します。これは、スタンドアロン実行ファイルをリン
クするために adrelinkによって使用されるファイルです。

続いて、次のコマンドを入力します。

$ . $FND_TOP/fndenv

ソース・ファイルが格納されているディレクトリに移動します。

$ cd <source_directory>
$ make -f $FND_TOP/$APPLLIB/Makefile <source file>.o

ここでは、<source file>はプログラムが格納されているファイルの名前のことで、
<directory>はソース・ファイルが格納されているディレクトリのことです。

次に、スタンドアロン実行ファイルをリンクして、リンクした実行ファイルを使用している
カスタム・アプリケーションの TOPディレクトリの下の $APPLBINディレクトリに入れる
ことができます。

$ adrelink force=y "<appl_short_name> <program name>"

この再リンクコマンドでは、<appl_short_name>はプログラムが属するアプリケーションの
短縮名で、<program name>はそのプログラム名です。

即時コンカレント・プログラムのリンク即時コンカレント・プログラムのリンク即時コンカレント・プログラムのリンク即時コンカレント・プログラムのリンク
プログラム・ライブラリを作成するには、Oracle Application Object Libraryのリンク手順を
使用して、コンパイルしたライブラリ・カタログをプログラムのオブジェクト・ファイルに
リンクします。

環境変数 $LUSRLIBに即時コンカレント・プログラムとプログラム・ライブラリの関数を定
義するモジュールが組み込まれているか確認してください。ライブラリ・カタログのオブ

注意注意注意注意 : Oracleでは、即時コンカレント・プログラムに関する情報を下位方
向の互換性についてのみ提供しています。即時コンカレント・プログラム
を新規に作成しないよう強くお薦めします。新規の Pro*Cコンカレント・
プログラム実行ファイルは Spawnedプログラムとして定義してください。
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ホスト言語のコンカレント・プログラム
ジェクト・モジュールを組み込むように $LUSRPRG変数を設定します。ディレクトリ
$FND_TOP/$APPLUSR内のファイル devenvは、変数 $LUSRLIBおよび $LUSRPRGを定
義します。ファイル fndenvは devenvを実行します。

ファイル devenvおよび fndenvは、必要な環境変数を設定する UNIXシェル・スクリプト
です。

新しい即時コンカレント・プログラム・ライブラリが期待通りに機能しない場合に備えて、
そのプログラム・ライブラリをリンクする前にそのコピーを作成しておくことをお薦めしま
す。プログラム・ライブラリをリンクするには、次のようにオペレーティング・システムか
らコマンドを実行します。

$ adrelink force=y "fnd UFNDLIBR"

これにより、新規のプログラム・ライブラリが UFNDLIBRとして作成されます。このライ
ブラリ名は変更できますが、新規のプログラム・ライブラリ名は 8文字以内にする必要があ
ります。

Pro*Cコンカレント・プログラムのテストコンカレント・プログラムのテストコンカレント・プログラムのテストコンカレント・プログラムのテスト
次の方法を使用して、プログラムをテストできます。プログラムで必要とされる各引数を渡
す必要があります。パラメータを渡すには、オペレーティング・システムのプロンプトで次
のように入力します。

$ <program name> <ORACLE username>/<ORACLE password> 0 Y ¥
 [<parameter 1> <parameter 2>... ]

プログラム名は、大文字で、「コンカレント・プログラム実行ファイル」ウィンドウの「実
行ファイル」フィールドで入力した名前と同じ名前を入力する必要があります。0および Y
引数は必須です。

プログラム固有のパラメータのいずれかにスペースが入っている場合は、そのパラメータを
二重引用符で囲みます。パラメータにリテラル二重引用符が含まれている場合は、そのマー
クの前に円記号 [¥]を付けます。

ホスト言語のコンカレント・プログラムホスト言語のコンカレント・プログラムホスト言語のコンカレント・プログラムホスト言語のコンカレント・プログラム
プログラムに <name>.progという名前を付けます。ここで、<name>は、「コンカレント実
行ファイル」ウィンドウの「実行ファイル」フィールドに入力した値です。次に、実行ファ
イル名（拡張子なし）を使用して、$FND_TOP/$APPLBINディレクトリにある fndcpesrへ
の記号リンクを作成します。実行ファイルおよびリンク・ファイルをアプリケーションの最
上位ディレクトリの下にある $APPLBINディレクトリに置きます。

たとえば、カスタム・シェル・スクリプトに CUSTOM.progという名前を付けます。
fndcpesrへの記号リンクを CUSTOMという名前で作成します。この 2つのファイルを
$APPLBINディレクトリに置きます。実行ファイル CUSTOMを使用してコンカレント・プ
ログラム実行ファイルを作成します。
3-34 Oracle Applicationsシステム管理者ガイド



コンカレント要求の発行（CONCSUB）
ホスト・プログラムのパラメータホスト・プログラムのパラメータホスト・プログラムのパラメータホスト・プログラムのパラメータ
プログラムを実行しているコンカレント・マネージャによって、プログラム名は $0、4つの
引数（orauser/pwd、userid、usernameおよび request_id）は $1～ $4、プログラムに固有
のパラメータは $5に書き込まれます。これらの各引数の長さは、最大 50文字まで可能で
す。

たとえば、プログラムに 2つのパラメータを渡す場合、最初のパラメータを指すには $5を
使用し、2番目のパラメータを指すには $6を使用します。

Oracleユーザー・パスワードの保護ユーザー・パスワードの保護ユーザー・パスワードの保護ユーザー・パスワードの保護
場合によっては、Oracleユーザー名およびパスワードをホスト・プログラムに直接渡すこと
にセキュリティ上の問題があります。コンカレント・マネージャによってプログラムにユー
ザー名とパスワードが渡されないようにする場合、ユーザー名とパスワードは環境変数とし
て渡されるようにするか、またはまったく渡されないようにコンカレント・マネージャを制
御できます。

最初に、コンカレント・プログラム実行ファイルを、「コンカレント・プログラム実行ファ
イル」フォームでホスト・プログラムとして定義します。

ユーザー名とパスワードを環境変数として渡すようにするには、この実行ファイルを使用し
てコンカレント・プログラムを定義するときに「コンカレント・プログラム」ウィンドウの
「実行オプション」フィールドに用語 'ENCRYPT'を入力します。'ENCRYPT'と入力すると、
コンカレント・プログラムに信号が送られ、これにより、環境変数 fcp_loginにユーザー名
/パスワードが渡されます。この引数 $1は空白のままにします。

ユーザー名とパスワードをプログラムにまったく渡す必要がない場合は、「実行オプション」
フィールドに 'SECURE'と入力します。これにより、コンカレント・マネージャによって
ユーザー名とパスワードがプログラムに渡されることはなくなります。

成功コード成功コード成功コード成功コード
デフォルトでは、シェル・スクリプトから成功（ステータス・コード 0）が戻ります。スク
リプトがエラーを検出した場合は、UNIXの終了コマンド "exit 1"を使用して、プログラム
を実行しているコンカレント・マネージャに失敗（ステータス・コード 1）を戻します。

コンカレント要求の発行（コンカレント要求の発行（コンカレント要求の発行（コンカレント要求の発行（CONCSUB））））
オペレーティング・システムから CONCSUBユーティリティを使用してプログラムを発行
することにより、コンカレント・プログラムをテストできます。
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コンカレント要求の発行（CONCSUB）
構文構文構文構文
次の構文で CONCSUBプログラムを実行することにより、コンカレント要求を発行してコ
ンカレント・プログラムを実行できます。

$ CONCSUB <APPS username>/<APPS password> ¥
 <responsibility application short name> ¥
 <responsibility name> ¥
 <username> ¥
 [WAIT=N|Y|<n seconds>] ¥
 CONCURRENT ¥
 <program application short name> ¥
 <program name> ¥
 [PROGRAM_NAME="<description>"] ¥
 [REPEAT_TIME=<resubmission time>] ¥
 [REPEAT_INTERVAL= <number>] ¥
 [REPEAT_INTERVAL_UNIT=< resubmission unit>] ¥
 [REPEAT_INTERVAL_TYPE=< resubmission type>] ¥
 [REPEAT_END=<resubmission end date and time>] ¥
 [START=<date>] ¥
 [IMPLICIT=< type of concurrent request> ¥
 [<parameter 1> ... <parameter n>]

CONCURRENTパラメータの後にスペースの入ったパラメータがある場合、そのパラメー
タ引数を二重引用符で囲み、さらに引用符で囲みます。Oracle Application Object Libraryで
は、引数文字列を 2度解析するために、このような構文が必要となります。たとえば、この
引数をプログラムに渡すには、次のようにします。

This is an example

CONCSUBによりこの引数を渡します。

'"This is an example"'

例例例例
次は、CONCSUBを実行するコマンドの例です。

$ CONCSUB APPS/APPS ¥
 SYSADMIN ¥
 "System Administrator" ¥
 SYSADMIN ¥
 WAIT=N ¥
 CONCURRENT ¥
 FND ¥
 FNDFMRTC ¥
 PROGRAM_NAME='"Register Custom Tables Weekly"' ¥
 REPEAT_INTERVAL=7 ¥
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 REPEAT_INTERVAL_UNIT="DAYS" ¥
 REPEAT_INTERVAL_TYPE="START" ¥
 START='"08-JUN-96 23:55:00"'
 CGL
 APPLSYS
 ALL
 CGL

パラメータパラメータパラメータパラメータ
次のエントリでは、CONCSUBによりコンカレント・プログラムを発行するための必須パラ
メータと任意選択パラメータについて説明しています。デフォルト値を右側に示します。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 /パスワードパスワードパスワードパスワード 必須。この ORACLEユーザー名およびパスワードによって
プログラムで使用するデータにアクセスします。

職責アプリケーション短縮名職責アプリケーション短縮名職責アプリケーション短縮名職責アプリケーション短縮名 必須。コンカレント処理オプションを使用する職責のアプ
リケーション短縮名。

職責名職責名職責名職責名 必須。職責の名前。職責名にスペースが含まれている場合
には、その名前を二重引用符で囲みます。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 必須。コンカレント処理オプションを使用するアプリケー
ション・ユーザーの大文字のユーザー名。

WAIT 任意選択。発行した要求が完了するのを待つかどうかを示
すフラグ。このパラメータを省略すると、Nのデフォルト
値は CONCSUBに要求の完了を待たずにオペレーティン
グ・システム・プロンプトを戻すようにさせます。

WAIT=Yと設定して、CONCSUBが 60秒ごとに要求ス
テータスをチェックし、要求が完了した時点でオペレー
ティング・システム・プロンプトを戻すようにさせます。
また、WAIT=30のように、秒数に整数値を入力して、指定
した <数値 >の秒ごとに要求が完了したかを CONCSUBに
チェックさせることもできます。

注意注意注意注意 : WAIT=YまたはWAIT=<数値 >では、CONCSUBによってオペ
レーティング・システムに戻される前に要求が完了している必要がありま
す。コンカレント・マネージャが停止していると、CONCSUBプロセス
は、コマンドマネージャが起動され、要求が完了するまで無期限に待機し
ます。

CONCURRENT 必須。プログラム固有のパラメータとオペレーティン
グ・システム・パラメータを分けるフラグ。
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プログラム・アプリケーションプログラム・アプリケーションプログラム・アプリケーションプログラム・アプリケーション
短縮名短縮名短縮名短縮名

必須。コンカレント・プログラムのアプリケーション短
縮名。

プログラム名プログラム名プログラム名プログラム名 必須。プログラムの大文字の名前。コンカレント・プロ
グラムを定義するときに「コンカレント・プログラム」
ウィンドウで入力する短縮名を入力する必要がありま
す。

PROGRAM_ NAME 任意選択。プログラムの付加的な名前。要求の表示
フォームのプログラム・フィールドでは、これをユー
ザー・フレンドリな（ユーザーに分かり易い）プログラ
ム名として表示します。CONCSUBに渡されるコンカレ
ント・プログラム短縮名は、多くの場合、エンド・ユー
ザーにとって分かりにくいものとなっています。した
がって、この ROGRAM_NAMEパラメータを使用して、
推奨されるより簡単な名前をコンカレント・プログラム
に渡すことができます。PROGRAM_NAMEを指定しな
いと、要求の表示フォームによって、「コンカレント・
プログラム」ウィンドウで指定されるユーザー・フレン
ドリ名が表示されます。

また、PROGRAM_NAMEパラメータを使用して、同時
にアクティブになっている所定のプログラムに対してい
くつかの要求がある可能性がある場合、一連のデータを
処理するプログラムに対する要求で処理されるバッチを
示すこともできます。

REPEAT_TIME 任意選択。要求を再発行する時間。時間の形式は
HH24:MIまたは HH24:MI:SSです。たとえば、
REPEAT_TIME=14:30の場合、要求が毎日午後 2時 30
分に再発行されます。

注意注意注意注意 : REPEAT_TIMEを、任意選択パラメータ REPEAT_ENDおよび
START以外の他の再発行パラメータと一緒に使用しないでください。

REPEAT_ INTERVAL 任意選択。再発行の間隔（正の整数または実数）。この
パラメータと REPEAT_INTERVAL_UNITを一緒に使用
して、再発行から次の再発行までの時間を指定します。
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REPEAT_ INTERVAL_ UNIT 任意選択。再発行の間隔に使用する時間の単位。使用可
能な単位としてMINUTES、HOURS、DAYSまたは
MONTHSがあります。このパラメータと
REPEAT_INTERVALを一緒に使用して、再発行間の時
間を指定します。たとえば、REPEAT_INTERVAL=12
および REPEAT_INTERVAL_UNIT=HOURSと設定する
と、12時間ごとに要求が再発行されます。デフォルト値
は DAYSです。

注意注意注意注意 : REPEAT_INTERVALおよび REPEAT_INTERVAL_UNITを
REPEAT_TIMEと一緒に使用しないでください。

REPEAT_ INTERVAL_ TYPE 任意選択。再発行の間隔の開始時を、その要求の要求開
始時刻からに設定するか、その完了時からに設定する
か。このパラメータは STARTまたは ENDのいずれか
に設定します。デフォルト値は STARTです。

注意注意注意注意 : REPEAT_INTERVAL_TYPEを使用するのは、REPEAT_INTERVAL
を使用する場合のみにしてください。

REPEAT_END 任意選択。コンカレント要求の再発行を停止する日時。
終了日の形式として次のいずれかを使用します。

'"DD-MON-RR HH24:MI:SS"'  ('"07-APR-01 18:32:05"'の
場合と同様）

または

'"DD-MON-RRRR HH24:MI:SS"'  （'"07-APR-2001 
18:32:05"'の場合と同様）

この日付形式にはスペースが入るため、その日付を二重
引用符と引用符で囲む必要があることに注意してくださ
い。また、次のようにして、日付のみを指定することも
できます。

'DD-MON-RR'

または

'DD-MON-RRRR'

START 任意選択。この形式でのプログラムの開始日時。
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提案提案提案提案 : REPEAT_DAYSは今後のリリースでは使用されなくなります。したがって、
REPEAT_DAYSの代わりに、REPEAT_INTERVAL、REPEAT_INTERVAL_TYPEおよび
REPEAT_INTERVAL_UNITを使用することが必要です。

'"DD-MON-RR HH24:MI:SS"'  （'"07-APR-98 18:32:05"'
の場合と同様）

この日付形式にはスペースが入るため、その日付を二重
引用符と引用符で囲む必要があります。開始時刻を指定
しないと、プログラムが即時に発行され、次に使用可能
なコンカレント・マネージャによって処理されます。デ
フォルト値は現在時刻です。

IMPLICIT 任意選択。このコンカレント要求を要求の表示フォーム
に表示するかどうか。NO、YES、ERRORまたは
WARNINGを指定します。値 IMPLICIT=NOと指定す
ると、その要求を要求の表示フォームに表示できます。
デフォルト値はNOです。

値 IMPLICIT=YESは、システム管理者の権限を有する
コンカレント要求の表示フォームのみがこの要求を表示
することを意味します。その要求がユーザーにとって関
心のないものである場合に、この値を使用します。

要求が失敗または警告によって完了する場合にのみその
要求を表示させる場合に、IMPLICIT=ERRORまたは
IMPLICIT=WARNINGを指定します。

REPEAT_DAYS 任意選択。最後の要求開始日を起点として計算される、
コンカレント要求の繰返しまでの経過日数。指定できる
数値は、正の整数または実数のいずれかです。たとえ
ば、REPEAT_DAYS=1.5と指定すると、要求が 36時間
ごとに再発行されます。

注意注意注意注意 : REPEAT_DAYSを任意選択パラメータ REPEAT_ENDや START以
外の他の再発行パラメータと一緒に使用しないでください。

parameter 1 ... parametern 任意選択。プログラム固有のパラメータ。パラメータに
スペースが入っている場合は、そのパラメータを二重引
用符で囲んでから、さらに、引用符で囲みます。パラ
メータにその引数の一部として二重引用符が含まれてい
る場合は、その二重引用符の前に円記号 [¥]を付けます。
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プログラム定義のコピーと変更プログラム定義のコピーと変更プログラム定義のコピーと変更プログラム定義のコピーと変更
次の各節では、コンカレント・プログラムの定義内容のコピーと変更の方法について説明し
ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「表 8」（3-49）

� 「「コンカレント・プログラム」ウィンドウ」

� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「コンカレント・プログラムのコピーとプログラム名の変更」（3-41）

� 「コンカレント・プログラムのパラメータ」（3-43）

� 「プログラムのパラメータの変更例」（3-50）

� 「プログラムの優先順位の変更」（3-42）

� 「プログラム非互換性ルールの定義」（3-21）

� 「互換性がないプログラムのリストの修正」（3-43）

コンカレント・プログラムのコピーとプログラム名の変更コンカレント・プログラムのコピーとプログラム名の変更コンカレント・プログラムのコピーとプログラム名の変更コンカレント・プログラムのコピーとプログラム名の変更
コンカレント・プログラムをコピーし、そのコピーを変更して、ニーズに適合した定義内容
の新規プログラムを作成できます。次に示すプログラムの定義内容を変更することにより、
コンカレント・プログラムの動作方法を変更できます。

� 非互換プログラム

� パラメータ（引数）

� パラメータ値セット

� プリンタ、印刷形式など

コンカレント・プログラムの定義内容に上書きするかわりに、既存のプログラムをコピーし
てプログラム名を変更することによってプログラムをカスタマイズし、ニーズに合うように
新規プログラムを変更してください。次の図では、新しいコンカレント・プログラムをコ
ピー、変更するための基本手順を示しています。

警告警告警告警告 : 既存のコンカレント・プログラムの定義に上書きしないでくださ既存のコンカレント・プログラムの定義に上書きしないでくださ既存のコンカレント・プログラムの定義に上書きしないでくださ既存のコンカレント・プログラムの定義に上書きしないでくださ
い。既存のプログラムを変更する場合は、プログラムをコピーし、プログい。既存のプログラムを変更する場合は、プログラムをコピーし、プログい。既存のプログラムを変更する場合は、プログラムをコピーし、プログい。既存のプログラムを変更する場合は、プログラムをコピーし、プログ
ラム名を変更してから、必要な変更を行ってください。ラム名を変更してから、必要な変更を行ってください。ラム名を変更してから、必要な変更を行ってください。ラム名を変更してから、必要な変更を行ってください。
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プログラムの優先順位の変更
図図図図 10

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・プログラム」ウィンドウ」

� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「プログラムのパラメータの変更例」（3-50）

� 「プログラム定義のコピーと変更」（3-41）

プログラムの優先順位の変更プログラムの優先順位の変更プログラムの優先順位の変更プログラムの優先順位の変更
ユーザー・レベルではなく、プログラム・レベルで一部の要求の優先順位を制御する場合が
あります。

プログラムの優先順位を設定することにより、要求を発行したユーザーの優先順位ではな
く、指定した優先順位でコンカレント・プログラムを実行する要求を発行できます。

たとえば、ユーザー・プロファイルの「コンカレント : 優先度」の値によって決定された標
準優先順位でユーザーは各種の要求を発行しますが、特定のコンカレント・プログラムに対
する要求がユーザーから発行されたとき、この要求の優先順位を高くする場合もあります。

その場合、プログラムに 10の優先順位を割り当てます。ユーザーがそのプログラムの実行
を要求すると、ユーザーの標準優先順位ではなく、「コンカレント・プログラム」ウィンド
ウで定義された高い優先順位がそのプログラムに割り当てられ、その他の要求よりも先に処
理されます。優先順位の指定がないコンカレント・プログラムの実行をユーザーが要求する
と、この要求ではユーザーの「コンカレント : 優先度」のプロファイル値が使用されます。
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関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・プログラム」ウィンドウ」

� 「プログラム定義のコピーと変更」（3-41）

互換性がないプログラムのリストの修正互換性がないプログラムのリストの修正互換性がないプログラムのリストの修正互換性がないプログラムのリストの修正
コンカレント・プログラムの定義には、非互換プログラムのリストが含まれている場合があ
ります。このリストで、あるプログラムが他のプログラムと非互換と定義されていると、こ
れらの 2つのプログラムは同じ衝突ドメイン内で同時には実行できません。参照 :「プログ
ラム非互換性ルールの定義」（3-21）。

「コンカレント・プログラム」ウィンドウの「非互換プログラム」ブロック内で、どのプロ
グラムがコンカレント・プログラムと非互換かを調べることができます。非互換プログラム
としてリストされている各プログラムは、そのコンカレント・プログラムと同じ衝突ドメイ
ン内では同時に実行できません。

非互換プログラム・リストの変更には、次のいずれかが可能です。

新規プログラムをリストに追加します。

「有効範囲」フィールドで次の指定が可能です。すなわち、プログラム自体を非互換に
するかどうか、またプログラムとすべての子要求、つまり要求セットの一部としてその
プログラムによって開始される各コンカレント・プログラムを非互換にするかどうかの
指定です。

� リストから各プログラムを削除します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・プログラム」ウィンドウ」

� 「「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）

� 「プログラム定義のコピーと変更」（3-41）

コンカレント・プログラムのパラメータコンカレント・プログラムのパラメータコンカレント・プログラムのパラメータコンカレント・プログラムのパラメータ
パラメータは引数とも呼ばれ、標準発行のコンカレント・プログラムに割り当てられます。
プログラムを標準発行として定義するには、「コンカレント・プログラム」フォーム内の
「標準発行」フィールドの値を「Yes」に設定してください。

注意注意注意注意 :「非互換プログラム」ゾーンで行われた変更内容をただちに有効に
するには、「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウにナビゲート
し、「内部コンカレント・マネージャ」の「検証」を選択してください。
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コンカレント・プログラムに対応するパラメータには、値セットと動作という 2つの側面が
あります。

「値セット」の定義または変更を行うときには、まず「値セット」の目的とインプリメン
テーションを十分に注意して計画してください。

「コンカレント・プログラム」フォームでパラメータを選択することによって、コンカレン
ト・プログラムの各パラメータを見ることができます。各パラメータは、そのパラメータに
対して許容される値を定義した「値セット」を持ちます。パラメータの「値セット」の名前
を調べるには、「引数詳細」ブロック内の「値セット」フィールドを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・プログラム」ウィンドウ」

� 「プログラムのパラメータの変更例」（3-50）

� 「プログラム定義のコピーと変更」（3-41）

� 「要求パラメータの動作の制御」（3-44）

要求パラメータの動作の制御要求パラメータの動作の制御要求パラメータの動作の制御要求パラメータの動作の制御
個別に実行中の各プログラム内のパラメータの動作は、それらのプログラムが要求セットの
一部として実行される時とは異なる可能性があります。

参照 :

「表 6」（3-48）

注意注意注意注意 :パラメータのデフォルト設定用のすべての機構（これにはその他の
パラメータ、ユーザー・プロファイルなどの値の参照も含まれます）は、
発行時にのみ評価されます。

パラメータ値セットパラメータ値セットパラメータ値セットパラメータ値セット パラメータに設定できる有効な値のことを指します。有効な値の
セットは、値セットと呼ばれます。

パラメータ動作パラメータ動作パラメータ動作パラメータ動作 アプリケーション内でのパラメータの動作を指します。たとえば、
次のような動作です。

- プログラムを実行するのに対象のパラメータに値を入力する必要
があるかどうか

- 対象のパラメータをエンド・ユーザーに表示するかどうか

- 対象のパラメータにデフォルト値を自動的に指定するかどうか
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「表 7」（3-48）

「コンカレント・プログラム」フォームを使用してプログラムを定義するときに、プログラ
ムの各パラメータの動作方法を定義します。

またプログラムが要求の一部として実行されるときには、「要求セット」フォームを使用し
て、プログラムの各パラメータの動作方法を定義できます。さらに、要求セット内の異なる
プログラムの各パラメータに対して「共有パラメータ」のラベルを付けると、すべてのパラ
メータが同じ値を共有するように定義できます。参照 :「要求セット内のパラメータの共有」
（3-12）。

パラメータの非表示化パラメータの非表示化パラメータの非表示化パラメータの非表示化
「コンカレント・プログラム」フォームまたは「要求セット」フォームを使用して、システ
ム管理者はパラメータをエンド・ユーザーに表示しないように設定できます。表示されない
パラメータはユーザーが変更できないため、パラメータを非表示に設定することは次のよう
な特長があります。

� セキュリティの点で優れており、望ましいデフォルト値を確実に使用させることができ
ます。

� プログラムの定義で有効なデフォルトのタイプと値を入力する必要があることを意味し
ており、またプログラムが要求セットの一部の場合は、要求セットの定義時に有効なデ
フォルトのタイプと値を入力する必要があることを意味します。

パラメータを非表示と定義すると、「要求の発行」フォームを使用してプログラムを実行し
たとき、このパラメータは表示されません。また、「要求セット」フォームにも表示されま
せん。

「要求セット」フォームを使用してパラメータを非表示にした場合、プログラムが要求セッ
トの一部として実行されるときに、そのパラメータは「要求の発行」フォームには表示され
ません。

警告警告警告警告 : 新規パラメータの追加、既存パラメータの削除またはパラメータの新規パラメータの追加、既存パラメータの削除またはパラメータの新規パラメータの追加、既存パラメータの削除またはパラメータの新規パラメータの追加、既存パラメータの削除またはパラメータの
「値セット」の変更によりコンカレント・プログラムの定義を変更すると、「値セット」の変更によりコンカレント・プログラムの定義を変更すると、「値セット」の変更によりコンカレント・プログラムの定義を変更すると、「値セット」の変更によりコンカレント・プログラムの定義を変更すると、
プログラムが実行できなくなる恐れがあります。参照プログラムが実行できなくなる恐れがあります。参照プログラムが実行できなくなる恐れがあります。参照プログラムが実行できなくなる恐れがあります。参照 :「表「表「表「表 8」」」」（（（（3-49）。）。）。）。

注意注意注意注意 :「変更」フィールドを「No」に切り替える前に、必要なパラメータ
のデフォルト値を設定してください。設定しないと、このレポートを発行
したときに、「要求の発行」フォームにエラーが表示されます。
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要求パラメータの動作の制御
要求の発行後に表示されたパラメータを見る方法要求の発行後に表示されたパラメータを見る方法要求の発行後に表示されたパラメータを見る方法要求の発行後に表示されたパラメータを見る方法
コンカレント・プログラムを実行するために要求を発行した後、そのプログラムのパラメー
タは「コンカレント要求」フォームの「詳細」ブロックに表示されます。

パラメータが非表示に設定されているときには、そのパラメータは「コンカレント要求」
フォームの「詳細」ブロックには表示されません。

これらの表示されたパラメータの値は、コンカレント・マネージャがコンカレント・プログ
ラムに渡す値と正確に一致していますが、ユーザーが選択した表示値とは対応する場合も、
対応しない場合もあります。

たとえば「要求の発行」フォーム内で、Oracle General Ledgerをパラメータとして選択できま
すが、「コンカレント要求」フォームには対応するアプリケーションの IDが表示されます。

提案提案提案提案 :プログラムの実行時にユーザーにエラーが出力された場合、システム管理者はコンカレ
ント・プログラムが使用している正確な値を調べて、問題の診断に役立てることができます。

パラメータのデフォルト値の設定パラメータのデフォルト値の設定パラメータのデフォルト値の設定パラメータのデフォルト値の設定
パラメータのデフォルト値は、ユーザーがプログラムまたは要求セットの実行を指示すると
きに変更できます。

パラメータのデフォルト値は、次のように設定できます。

� 「要求セット」フォーム内の「デフォルト・タイプ」および「デフォルト値」フィール
ド。ここで設定された値は、「要求セット」フォーム上では変更できません。

� 「要求セット」フォーム内の「デフォルト・タイプ」および「デフォルト値」フィールド。

このデフォルト定義は、プログラムが要求セットの一部として実行されるときのみ適用
されます。

� 「要求セット」フォーム内の「共有パラメータ」および「デフォルト値」フィールド。

このデフォルト定義は、プログラムが要求セットの一部として実行されるときのみ適用
されます。同じ共有パラメータ・ラベルを持つすべてのパラメータは、「デフォルト値」
フィールドで指定した値をデフォルト値として持ちます。

デフォルト値入力のエラーデフォルト値入力のエラーデフォルト値入力のエラーデフォルト値入力のエラー
パラメータの「デフォルト・タイプ」または「デフォルト値」が間違っていると、「要求の
発行」フォームを使用してプログラムの実行が設定された時点で、ウィンドウにエラー・
メッセージが表示されます。

パラメータが表示されないと、エラー・メッセージが出力されます。表示されていない
フィールドは更新できません。
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「要求セット」内のパラメータ値の変更禁止「要求セット」内のパラメータ値の変更禁止「要求セット」内のパラメータ値の変更禁止「要求セット」内のパラメータ値の変更禁止
「要求セット」フォームにパラメータが表示され、プログラムの定義でデフォルト値が指定
されていない場合、デフォルト値を定義するか共有値をパラメータで継承させることによ
り、ユーザーがパラメータ値を変更するのを禁止できます。

パラメータの値を表示させ、しかも「標準発行」フォームを使用して要求セットを実行する
ときに変更を禁止する場合は、「要求セット」内の「変更」フィールドを Noに設定してく
ださい。パラメータの値は、デフォルト値または共有パラメータを使用して設定できます。

「表示」フィールドがNoに設定されると、「変更」フィールドのデフォルト値は自動的に
Noとなり、パラメータ値の更新はできなくなります。

変更内容を確認するための職責変更変更内容を確認するための職責変更変更内容を確認するための職責変更変更内容を確認するための職責変更
ユーザーにパラメータを表示するかしないかなど、パラメータの動作の変更はシステム管理
者が変更をコミットした直後から有効になります。ただし一部の変更は、職責を変更する
か、現在の職責を再び選択しない限り表示されません。

プログラム・パラメータの動作プログラム・パラメータの動作プログラム・パラメータの動作プログラム・パラメータの動作

警告警告警告警告 : デフォルト・タイプやデフォルト値は、パラメータの「値セット」デフォルト・タイプやデフォルト値は、パラメータの「値セット」デフォルト・タイプやデフォルト値は、パラメータの「値セット」デフォルト・タイプやデフォルト値は、パラメータの「値セット」
との検証が行われないため、これらの値を入力するときは注意してくださとの検証が行われないため、これらの値を入力するときは注意してくださとの検証が行われないため、これらの値を入力するときは注意してくださとの検証が行われないため、これらの値を入力するときは注意してくださ
い。正しくない値を入力すると、「要求の発行」フォームを使用してこのい。正しくない値を入力すると、「要求の発行」フォームを使用してこのい。正しくない値を入力すると、「要求の発行」フォームを使用してこのい。正しくない値を入力すると、「要求の発行」フォームを使用してこの
要求セットを実行したときに、それらの値はデフォルト値として表示され要求セットを実行したときに、それらの値はデフォルト値として表示され要求セットを実行したときに、それらの値はデフォルト値として表示され要求セットを実行したときに、それらの値はデフォルト値として表示され
ません。ません。ません。ません。

注意注意注意注意 :「変更」フィールドを「No」に切り替える前に、必要なパラメータ
のデフォルト値を設定してください。設定しないと、このレポートを発行
したときに、「要求の発行」フォームにエラーが表示されます。

パラメータ詳細パラメータ詳細パラメータ詳細パラメータ詳細
「コンカレント・プログラム」「コンカレント・プログラム」「コンカレント・プログラム」「コンカレント・プログラム」
フォームフォームフォームフォーム 「要求の実行」フォーム「要求の実行」フォーム「要求の実行」フォーム「要求の実行」フォーム

必須 YES パラメータには値（ユーザーが入力した
値またはデフォルト値）が必要です。

表示 YES パラメータが表示されます。

NO パラメータは表示されず、変更もできま
せん。

デフォルト・タイプ 
& 値

YES - デフォルト・タイプお
よび入力した値。

デフォルト値が表示され、その値はユー
ザーが変更できます。
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要求パラメータの動作の制御
要求セット内の各パラメータの動作要求セット内の各パラメータの動作要求セット内の各パラメータの動作要求セット内の各パラメータの動作

デフォルト値が入力されてい
ません。

デフォルト値は表示されません。

表表表表 6

パラメータ詳細パラメータ詳細パラメータ詳細パラメータ詳細
「コンカレント・プログ「コンカレント・プログ「コンカレント・プログ「コンカレント・プログ
ラム」フォームラム」フォームラム」フォームラム」フォーム 「要求セット」フォーム「要求セット」フォーム「要求セット」フォーム「要求セット」フォーム 「要求の実行」フォーム「要求の実行」フォーム「要求の実行」フォーム「要求の実行」フォーム

必須 YES パラメータに値を指定
する必要はありません。

パラメータには値を指定
する必要があります。

表示 YES パラメータを表示しま
す。「表示」は「YES」
に設定されました。

パラメータが表示されま
す。

パラメータを表示しま
す。「表示」は「NO」
に設定されました。

パラメータは表示されま
せん。

NO パラメータは表示され
ません。

パラメータは表示されま
せん。

変更 n/a YES 値は変更できません。

n/a NO 値は変更できません。

デフォルト・タ
イプ & 値

YES - 入力したデフォル
ト・タイプおよびデフォ
ルト値。

デフォルト・タイプお
よびデフォルト値は変
更できません。

デフォルト値を変更でき
るのはユーザーです。

デフォルトが入力されて
いません。

YES - デフォルト・タイ
プおよびデフォルト値
は入力できます。

デフォルト値を変更でき
るのはユーザーです。

NO - デフォルト・タイ
プおよびデフォルト値
が入力されていません。

デフォルト値は表示され
ません。

表表表表 7

パラメータ詳細パラメータ詳細パラメータ詳細パラメータ詳細
「コンカレント・プログラム」「コンカレント・プログラム」「コンカレント・プログラム」「コンカレント・プログラム」
フォームフォームフォームフォーム 「要求の実行」フォーム「要求の実行」フォーム「要求の実行」フォーム「要求の実行」フォーム
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プログラム定義の変更に関する警告プログラム定義の変更に関する警告プログラム定義の変更に関する警告プログラム定義の変更に関する警告

処理処理処理処理 使用されたフォーム使用されたフォーム使用されたフォーム使用されたフォーム 警告警告警告警告

レポート・プログラムでの
行数および列数の変更

「コンカレント・プログラム」 - 
「出力」リージョン

詳細な出力を生成するために、
いくつかのプログラムが作成さ
れます。出力の定義を変更する
と、プログラムが実行できなく
なるか、または品質の低い結果
が出力される恐れがあります。

印刷形式を「動的」に設定 「コンカレント・プログラム」 - 
「出力」リージョン - 「形式」
フィールド

動的印刷形式では、可変な出力
サイズに基づいて出力を生成す
るようにプログラムに通知しま
す。動的印刷形式をサポートす
るには、プログラム内で特殊な
コーディングが必要です。

プログラム定義での多数の
パラメータの変更

「コンカレント・プログラム」 - 
「コンカレント・プログラム・
パラメータ」ウィンドウ

プログラムは、x個のパラメータ
入力を前提に定義されています。
新しいパラメータ (x+1個目 )を
入力しても、そのパラメータは
プログラムによって無視されま
す。パラメータを削除すると、
プログラムが実行できない恐れ
があります。

値セットの変更 「コンカレント・プログラム」 - 
「コンカレント・プログラム・
パラメータ」ウィンドウ - 
「検証」リージョン - 「値セッ
ト」フィールド

プログラムは特定のタイプと長
さの値の入力を前提としていま
す。値セットが変更されると、
プログラムが動作しない恐れが
あります。

トークンの変更 「コンカレント・プログラム」 - 
「コンカレント・プログラム・
パラメータ」ウィンドウ - 
「トークン」フィールド

プログラムは特定のタイプと長
さの値の入力を前提としていま
す。所定のトークンを受け取ら
なかった場合、プログラムは動
作しない恐れがあります。

コンカレント実行ファイル
またはプログラムの実行方
法を「即時」として定義

「コンカレント・プログラム実
行ファイル」 - 「実行方法」
フィールド    「コンカレン
ト・プログラム」 - 「実行ファ
イル」リージョン - 「方法」
フィールド

「実行方法」が「即時」のコンカ
レント・プログラムは、必ずプ
ログラム・ライブラリ FNDLIBR
に登録する必要があります。プ
ログラムをプログラム・ライブ
ラリに登録できるのは、アプリ
ケーション開発者です。システ
ム管理者は登録できません。

表表表表 8
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プログラムのパラメータの変更例
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「コンカレント・プログラムのパラメータ」（3-43）

� 「コンカレント・プログラム詳細レポート」（3-52）

� 「プログラムのパラメータの変更例」（3-50）

� 「プログラム定義のコピーと変更」（3-41）

プログラムのパラメータの変更例プログラムのパラメータの変更例プログラムのパラメータの変更例プログラムのパラメータの変更例
コンカレント・プログラムの各パラメータの変更時期と変更方法について、次の例を考えて
みます。

あるユーザーが、たとえば Oracle Bill of Materialsや Oracle Purchasingスーパーバイザな
ど、多数のコンカレント要求を日常的に発行する場合、システム管理者はそのユーザーのコ
ンカレント・プロセス・レコードのみを削除する効率的なパージ・プログラムを作成できま
す。

システム管理者はこのプログラムを実行できるほか、指定された間隔で自動的に再発行する
こともできます。

またこのプログラムを含む「要求セット」を作成して、当該ユーザーをその要求セットの所
有者として定義できます。この要求セットをどのレポート・セキュリティ・グループにも割
り当てなかったならば、そのプログラムの実行は当該ユーザー（所有者）のみが可能です。
この方法により、ユーザーはその所有レコードの削除に責任を負うことになります。

システム管理者の「コンカレント要求やマネージャ・データのパージ」プログラムには、12
のパラメータがあります。その内の 3つのパラメータのみを表示させ、ユーザーには 1つの
パラメータの指定のみを求めるようにプログラムを変更できます。この場合、あらかじめプ
ログラムのコピーを作成し、その名前を変更してください。参照 :「「コンカレント要求やマ
ネージャ・データのパージ」プログラム」（4-16）。

次の表に、この例を実行する手順の概要を示します。

例例例例 - プログラム・パラメータの変更プログラム・パラメータの変更プログラム・パラメータの変更プログラム・パラメータの変更

使用フォーム使用フォーム使用フォーム使用フォーム タスクタスクタスクタスク

コンカレント・プログラム（コ
ンカレント・プログラム定義）

「コンカレント要求とマネージャ・データの削除」という名
前の Application Object Libraryプログラムを問い合わせ、
「コピー」を押します。「引数のコピー」と「非互換プログラ
ムのコピー」の両方を選択します。

コピー対象のプログラムに対して、たとえば JSMITH 
PURGEという新しい名前を入力します。
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プログラムのパラメータの変更例
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「コンカレント・プログラムのパラメータ」（3-43）

� 「コンカレント・プログラム詳細レポート」（3-52）

� 「プログラム定義のコピーと変更」（3-41）

� 「要求パラメータの動作の制御」（3-44）

コンカレント・プログラム JSMITH PURGEというプログラムの各パラメータを変更す
るには、「パラメータ」ボタンを選択します。

「パラメータ」ウィンドウ 次の 7つのパラメータを変更して、それらを非表示に設定し
ます（ユーザー JSMITHは、プログラムのデフォルト値の参
照および変更のいずれもできません）。-Oracle ID-プログラ
ム・アプリケーション -プログラム -マネージャ・アプリ
ケーション -マネージャ -職責アプリケーション -職責

次の 3つのパラメータを変更して、それらを非表示に設定し
ます（ユーザー JSMITHは、システム管理者が設定したデ
フォルト値の参照および変更のいずれもできません）。各パ
ラメータを次の（タイプ =固定）デフォルト値に設定しま
す。-エンティティ = 要求 -モード = 年齢 -ユーザー名 = 
JSMITH

次の 2つのパラメータはそのまま表示されるよう、変更しま
せん。「モードの値」にはユーザー JSMITHが値を入力する
必要があり、また「レポート」はデフォルト値の「YES」に
設定されます。-モードの値 -レポート

要求セット（レポート・セット） 要求セットを作成し、その中に JSMITHの PURGEプログラ
ムを格納します。「所有者」フィールドに JSMITHと入力し
ます。この要求セットが割り当てられているレポート・セ
キュリティ・グループが存在しない場合、JSMITHの
PURGEプログラムを実行できるのはユーザー JSMITHに限
定されます。

「標準要求発行」プログラム・
フォーム。たとえば、「レポート
の実行」フォーム（レポート実
行）

JSMITHの PURGEプログラムを初めて発行して実行する場
合は、「再発行オプション」リージョンにナビゲートして、
「インターバル」フィールドに、「5」や「日」などを入力し
ます。

表表表表 9

使用フォーム使用フォーム使用フォーム使用フォーム タスクタスクタスクタスク
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コンカレント・プログラム詳細レポート
コンカレント・プログラム詳細レポートコンカレント・プログラム詳細レポートコンカレント・プログラム詳細レポートコンカレント・プログラム詳細レポート
このレポートは、実行ファイルの情報、実行方法、非互換プログラムのリスト、プログラム・
パラメータなどコンカレント・プログラムの定義を示します。コンカレント・プログラムがレ
ポートを作成すると、印刷の出力と印刷の形式、および列と行の情報も出力されます。

プログラムの非互換ルールの変更など、コンカレント・プログラムの変更を検討するときに
は、このレポートを使用してください。

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ

アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名

ここで選択したアプリケーション名に対応付けられたコンカレント・プログラムの詳細定義
情報がレポートに出力されます。

アプリケーションに対応付けられたすべてのコンカレント・プログラムに関するプログラム
定義の詳細レポートを実行するには、プログラム名を選択せずに、アプリケーション名のみ
を選択してください。

プログラムプログラムプログラムプログラム

レポートに出力するプログラム定義の詳細を持つコンカレント・プログラムの名前を選択し
てください。「プログラム」に値を入力する前に、「アプリケーション名」に値を入力してく
ださい。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポートの見出しには、指定されたレポートのパラメータが表示され、そのレポートの内容
に関する一般情報が示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「コンカレント・プログラム・レポート」（3-53）

� 「プログラム非互換性ルールの定義」（3-21）

� 「要求セット・レポート」（3-15）

注意注意注意注意 :パラメータを何も入力しなかった場合、レポートはすべてのコンカ
レント・プログラムに関する値を戻しますが、これは非常に長いリストに
なります。
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「要求グループ」ウィンドウ
コンカレント・プログラム・レポートコンカレント・プログラム・レポートコンカレント・プログラム・レポートコンカレント・プログラム・レポート
このレポートは、どのコンカレント・プログラムが現在使用可能で、どのプログラムが使用
禁止かを提示します。

このレポートは、ユーザーのコンカレント・プログラムに対応付けられた実行方法、引数の
方法、個別実行状態、標準出力状態、要求のタイプ、および印刷形式の情報を記録するとき
に使用してください。

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ
アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名

レポートに出力するプログラムの情報を持つコンカレント・プログラムに対応付けられたア
プリケーション名を選択してください。

アプリケーション名を入力しなかった場合、レポートはすべてのコンカレント・プログラム
に関する値を戻します。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポートの見出しには、指定されたレポートのパラメータが表示され、そのレポートの内容
に関する一般情報が示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・プログラム」ウィンドウ」

� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「コンカレント・プログラム詳細レポート」（3-52）

「要求グループ」ウィンドウ「要求グループ」ウィンドウ「要求グループ」ウィンドウ「要求グループ」ウィンドウ
このウィンドウを使用して、要求グループを定義します。要求セキュリティ・グループと
は、特定の職責の下で作業しているユーザーが「要求の発行」ウィンドウで選択できる、要
求、要求セットおよびコンカレント・プログラムの集合です。

システム管理者 :

� 職責を定義するときに、その職責に要求セキュリティ・グループを割り当てます。要求
セキュリティ・グループを持たない職責は、「要求発行」ウィンドウでどのような要求
も実行できません。

� 要求セキュリティ・グループには、どのような要求セットでも追加できます。要求セ
キュリティ・グループにプライベートな要求セットを追加すると、他のユーザーが「要
求発行」ウィンドウでその要求セットを実行できます。
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要求グループ・ブロック
ユーザー :

� 「要求セット」ウィンドウで自分の要求セットを作成できます。ユーザーがプライベー
トな要求セットへ追加できるのは、セキュリティ・グループに割り当てた要求のみで
す。

� 「要求セット」ウィンドウでは、他のユーザーのプライベートな要求セットを更新でき
ません。

� 要求セキュリティ・グループに割り当てたプライベート要求セットは削除できません。

要求グループ・ブロック要求グループ・ブロック要求グループ・ブロック要求グループ・ブロック
グループグループグループグループ

要求グループ名を使用すると、「職責」ウィンドウで要求グループを職責に割り当てられま
す。アプリケーション名と要求グループ名をいっしょに使用すると、要求グループを一意に
識別できます。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

要求グループに関連付けるためのアプリケーション名を選択します。アプリケーション名と
要求セキュリティ・グループ名をいっしょに使用すると、要求セキュリティ・グループを一
意に識別できます。このアプリケーション名を使用しても、他のアプリケーションからこの
要求グループに要求および要求セットを割り当てる妨げとはなりません。

コードコードコードコード

コードをこの要求グループに割り当てます。製品の中には、この要求グループ・コードを、
カスタマイズされた標準発行フォームが選択できる要求を識別するためのパラメータとして
使用するものもあります。参照 :「コードを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマ
イズ」（3-17）。

要求ブロック要求ブロック要求ブロック要求ブロック
要求グループの中の要求および要求セットを指定します。

タイプタイプタイプタイプ

プログラムまたはセットを選択すると 1項目のみを追加でき、アプリケーションを選択する
とすべての要求をアプリケーションに含めることができます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「コードを使用した「要求の発行」ウィンドウのカスタマイズ」（3-17）

� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「プログラムの要求グループ別編成」（3-15）
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コンカレント・プログラム実行ファイル・ブロック
� 「レポート・グループ職責レポート」（3-20）

� 「要求グループでのコードの使用」（3-17）

「コンカレント・プログラム実行ファイル」ウィンドウ「コンカレント・プログラム実行ファイル」ウィンドウ「コンカレント・プログラム実行ファイル」ウィンドウ「コンカレント・プログラム実行ファイル」ウィンドウ
コンカレント・プログラムとともに使用するそれぞれの実行ソース・ファイルのコンカレン
ト・プログラム実行ファイルを定義します。コンカレント・プログラム実行ファイルは、自
分のソース・ファイル・ロジックを、自分および自分のユーザーがコンカレント・マネー
ジャに発行するコンカレント要求にリンクします。

使用するオペレーティング・システムの「インストレーション・ガイド」に各実行方法の実
行ファイルが置かれている場所が詳しく説明されています。

コンカレント・プログラム実行ファイル・ブロックコンカレント・プログラム実行ファイル・ブロックコンカレント・プログラム実行ファイル・ブロックコンカレント・プログラム実行ファイル・ブロック
アプリケーション名とプログラム名の両方を使用することにより、コンカレント・プログラ
ム実行ファイルを一意に識別できます。

参照 : 「「コンカレント・プログラム」ウィンドウ」

実行ファイル実行ファイル実行ファイル実行ファイル

コンカレント・プログラム実行ファイルの名前を入力します。「コンカレント・プログラム」
ウィンドウでこの名前をコンカレント・プログラムに割り当てると、コンカレント・プログ
ラムを実行ロジックに関連付けられます。

短縮名短縮名短縮名短縮名

コンカレント・プログラム実行ファイルの短縮名を入力します。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

コンカレント・マネージャは、このアプリケーションを使用してどのディレクトリで実行
ファイルを検索するかを判断します。

実行方法実行方法実行方法実行方法

コンカレント・プログラム実行ファイルを「コンカレント・プログラム」ウィンドウで 1つ
または複数のコンカレント・プログラムに割り当てると、その後は実行方法を変更できませ
ん。

次の実行方法が可能です。

注意注意注意注意 :コンカレント・マネージャ・プログラム・ライブラリに新規の即時
プログラムを追加することはできません。そのかわりに作成済みコンカレ
ント・プログラムを使用することをお薦めします。
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実行ファイル名実行ファイル名実行ファイル名実行ファイル名

実行ファイルのオペレーティング・システム名を入力します。オペレーティング・システム
の中には大文字小文字を区別するものがあります。したがって、ファイル名と正確に一致す
る名前を入力してください。

実行方法が PL/SQLストアド・プロシージャであるか要求セット・ステージ機能である場合
を除き、実行ファイル名にスペースまたはピリオド (.)を含めないでください。Oracle 
Applicationsで各実行ファイルを検索するときに使用されるパスの詳細は、『Oracle 
Applicationsインストレーション・ガイド』を参照してください。

実行ファイル名には 60字まで使用できます。

サブルーチン名サブルーチン名サブルーチン名サブルーチン名

ここに Cまたは Pro*Cプログラムのサブルーチン名を入力します。このフィールドにはス
ペースまたはピリオド (.)は使用しないでください。

サブルーチン・フィールドを使用するのは、Unified C APIを使用する即時プログラムまた
は作成済みプログラムのみです。

新規の即時コンカレント・プログラムを定義することはお薦めしません。そのかわりに PL/
SQLストアド・プロシージャまたは作成済み Cプログラムをお薦めします。

「ステージ機能パラメータ」「ステージ機能パラメータ」「ステージ機能パラメータ」「ステージ機能パラメータ」

「ステージ機能パラメータ」ボタンを押すと、要求セット・ステージ機能のパラメータを入
力するウィンドウがオープンします。このボタンは、「実行方法」に要求セット・ステージ
機能を選択したときにのみ使用可能になります。

ホストホストホストホスト 実行ファイルは、ホスト・スクリプトです。

Oracle Reports 実行ファイルは、Oracle Reportsファイルです。

PL/SQLストアド・プロシージャストアド・プロシージャストアド・プロシージャストアド・プロシージャ 実行ファイルは、ストアド・プロシージャです。

SQL*Loader 実行ファイルは、SQLスクリプトです。

SQL*Plus 実行ファイルは、SQL*Plusスクリプトです。

作成済作成済作成済作成済 実行ファイルは、Cまたは Pro*Cのプログラムです。

即時即時即時即時 実行ファイルは、コンカレント・マネージャのサブ
ルーチンとして実行するよう作成されたプログラム
です。新規の即時コンカレント・プログラムを定義
することはお薦めしません。そのかわりに PL/SQL
ストアド・プロシージャまたは作成済み Cプログラ
ムをお薦めします。

要求セット・ステージ機能要求セット・ステージ機能要求セット・ステージ機能要求セット・ステージ機能 要求セット・ステージの完了ステータスを計算する
場合に使用できる PL/SQLストアド機能です。
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コンカレント・プログラム・ブロック
コンカレント・プログラム・ウィンドウコンカレント・プログラム・ウィンドウコンカレント・プログラム・ウィンドウコンカレント・プログラム・ウィンドウ
このウインドウを使用して、コンカレント・プログラムを定義および変更します。

前提条件前提条件前提条件前提条件
� コンカレント・プログラムのための実行ファイルを作成します

� 「コンカレント・プログラム実行ファイル」ウィンドウを使用して、オペレーティング・
システム・プログラム用のコンカレント・プログラム実行ファイルを定義します。

コンカレント・プログラム・ブロックコンカレント・プログラム・ブロックコンカレント・プログラム・ブロックコンカレント・プログラム・ブロック
アプリケーション名とプログラム名の両方を使用することにより、コンカレント・プログラ
ムを一意に識別できます。

プログラムプログラムプログラムプログラム

「要求」ウィンドウで要求を見るとき、この長くてより説明的な名前が表示されます。この
コンカレント・プログラムが標準要求発行を通じて実行される場合は、この名前が「要求の
発行」ウィンドウに表示されます。

短縮名短縮名短縮名短縮名

短い名前を入力すると、Oracle Applicationsがそれを使用してコンカレント・プログラムを
コンカレント・プログラム実行ファイルに関連付けます。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

プログラムの実行に使用する Oracleユーザー名およびログと出力ファイルの配置場所を、
プログラムのアプリケーションが決定します。

使用可能使用可能使用可能使用可能

ユーザーがこのプログラムを実行するための要求を出せるかどうか、またはコンカレント・
マネージャがユーザーのプログラムを実行できるかどうかを指定します。

使用禁止となったプログラムはユーザーのリストには表示されず、どのコンカレント・マ
ネージャのキューにも示されません。コンカレント・プログラムの情報は監査証跡に必要な
ので、コンカレント・プログラムを削除することはできません。

実行ファイル実行ファイル実行ファイル実行ファイル : 名称名称名称名称

自分のプログラムを実行できるコンカレント・プログラム実行ファイルを選択します。実行
可能プログラムを定義するには、「コンカレント・プログラム実行ファイル」ウィンドウを
使用します。1つのコンカレント・プログラム実行ファイルを使用して複数のコンカレン
ト・プログラムを定義できます。参照 :「「コンカレント・プログラム実行ファイル」ウィン
ドウ」（3-55）。
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コンカレント・プログラム・ブロック
Oracle Reportsのビットマップ・バージョンを含むコンカレント・プログラムを定義する場
合、ORIENTATIONパラメータまたはトークンを渡すことによってビットマップ・レポー
トの印刷の向きを管理することができます。たとえば、横長方向にレポートを生成するに
は、「オプション」フィールドに次のオプションを指定します。

ORIENTATION=LANDSCAPE

実行オプション値の前後に空白を入れないでください。パラメータの区切りには、シング
ル・スペースのみを使用してください。PORTRAITの印刷の向きも指定できます。

PAGESIZEパラメータによって生成された出力のディメンションを制御できます。オプショ
ン・フィールドで指定された <幅 >x<高さ >により、レポート定義で指定された値が上書
きされます。次に例を示します。

ORIENTATION=LANDSCAPE PAGESIZE=8x11.5

幅および高さの単位は、Oracle Reportsの定義によって決定されます。単位は、Oracle 
Reportsメニューの「レポート」＞「グローバル・プロパティ」＞「単位」のもとで設定し
ます。

PAGESIZEパラメータで指定したサイズが、レポートの設計サイズよりも小さいと、「REP-
1212」エラーが発生します。

実行ファイル実行ファイル実行ファイル実行ファイル : 方法方法方法方法

コンカレント・プログラムで使用される実行方法は、ここに表示されます。

有効な値は次のとおりです。

作成済作成済作成済作成済 コンカレント・プログラムは、Cまたは Pro*Cで作成
されたスタンドアロン・プログラムです。

ホストホストホストホスト コンカレント・プログラムは、オペレーティング・シ
ステム用のスクリプトで作成されています。

即時即時即時即時 コンカレント・プログラムは、Cまたは Pro*Cで作成
されたサブルーチンです。即時プログラムはコンカレ
ント・マネージャとリンクされ、マネージャのプログ
ラム・ライブラリに登録されている必要があります。

Oracle Reports コンカレント・プログラムは、Oracle Reportsスクリ
プトです。

PL/SQLストアド・プロシージャストアド・プロシージャストアド・プロシージャストアド・プロシージャ コンカレント・プログラムは、PL/SQLで作成された
ストアド・プロシージャです。

SQL*Loader コンカレント・プログラムは、SQL*Loaderプログラ
ムです。
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コンカレント・プログラム・ブロック
「コンカレント・プログラム実行ファイル」ウィンドウで定義された実行方法を無効にして、
「作成済」と「即時」を互いに切り換えることができます。ただし、実行ファイルが選択さ
れたときに「作成済」と「即時」のいずれかの方法が表示され、実行ファイル名とサブルー
チン名の両方が「コンカレント・プログラム実行ファイル」ウィンドウで指定されている場
合のみです。参照 :「「コンカレント・プログラム実行ファイル」ウィンドウ」（3-55）。

優先度優先度優先度優先度

このプログラムに独自の優先順位を割り当てられます。コンカレント・マネージャは、ここ
で割り当てられた優先順位に従ってプログラムの要求を処理します。

優先順位を指定しないと、ユーザーのプロファイル・オプション「コンカレント : 優先順位」
が発行時に要求の優先順位を設定します。

要求要求要求要求
タイプタイプタイプタイプ

プログラムを事前定義済みの要求タイプに関連付けるためには、その要求タイプの名前をこ
こに入力します。要求タイプによって、コンカレント・プログラムを実行するコンカレン
ト・マネージャを制限できます。

インクリメンタインクリメンタインクリメンタインクリメンタ

Oracle Applicationsの内部開発者専用です。増分プログラム機能は、ここに表示されます。

MLS関数関数関数関数

MLS関数がある場合には、プログラムで使用されます。

多言語コンカレント要求機能により、ユーザーは一度の要求発行で、要求を複数回（毎回異
なる言語で）実行できます。このプログラムでこの機能が使用される場合には、要求で必要
な言語インストールがMLS関数によって決定されます。

参照 :

『Oracle Applications開発者ガイド』

SRSで使用で使用で使用で使用

このボックスをチェックすると、ユーザーがこのプログラムを実行するための要求を「標準
要求の実行」ウィンドウから依頼できます。

このボックスをチェックすると、プログラム・パラメータを登録する必要があります。ただ
し、それは、このウィンドウの下部にあるボタンからアクセスした「パラメータ」ウィンド
ウがある場合のみです。

SQL*Plus コンカレント・プログラムは、SQL*Plusまたは PL/
SQLのスクリプトです。

要求セット・ステージ機能要求セット・ステージ機能要求セット・ステージ機能要求セット・ステージ機能 要求セット・ステージの完了ステータスを計算する場
合に使用できる PL/SQLストアド機能です。
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使用禁止値の許可使用禁止値の許可使用禁止値の許可使用禁止値の許可

「SRSで使用」ボックスをチェックしたときには、このボックスもチェックして、ユーザー
が使用禁止またはすでに使用していない値をパラメータ値として入力できるようにします。

多くの値セットでは、特定の値が（列、ENABLED_FLAGおよび START_DATE_ACTIVE、
END_DATE_ACTIVEの各列を使用して）使用可能な状態かどうかを指示する特別な表の列
が使用されます。これらの値セットは、通常は使用禁止の値やすでに使用しなくなった値の
問合せを可能にしますが、新しいデータにその値を入力することはできません。標準要求の
実行の場合は、このことは通常ユーザーがレポートの発行をするときに、そのレポートが問
合せ専用タイプのレポートであっても、使用禁止の値を入力できないことを意味します。

単独実行単独実行単独実行単独実行

プログラムが同じ論理データベース内の他のすべてのプログラムと相対的に独立した関係で
実行すべきかどうかを指示します。プログラムを実行すると、同じ論理データベースにある
他のすべてのプログラムの実行に影響を与えてしまう（つまり、プログラムがそれ自体を含
めて論理データベース内の他のすべてのプログラムと互換性がない）ようなプログラムは、
独立して実行することが必要です。

「非互換プログラム」ウィンドウには、どのような非互換のプログラムでも入力できます。

トレース使用可能トレース使用可能トレース使用可能トレース使用可能

プログラムの実行時に SQLトレースをオンにします。

システム障害時再起動システム障害時再起動システム障害時再起動システム障害時再起動

このオプションは、コンカレント・マネージャがシステム障害の後で復元されたときに、こ
のコンカレント・プログラムを自動的に再起動するよう指示します。

NLS準拠準拠準拠準拠

プログラムによって、ユーザーによるこのプログラムの要求発行が可能とされる場合には、
このボックスがチェックされます。このプログラムの要求には、ユーザーが操作の際に使用
している言語および地域とは異なる言語および地域が反映されます。

たとえば、英国では英国特有の日付および数字の書式を使用して英語で受注を入力し、その
後、ドイツの顧客に適した日付および数字の書式を使用してドイツ語で請求書を作成するこ
とができます。

このボックスが空白の場合、ユーザーは、インストールされている言語と要求を関連付ける
ことができます。ただし、地域は、コンカレント・マネージャ環境の地域がデフォルトとな
ります。

このオプションは、プログラムの開発者によってのみ設定される点にご留意ください。この
機能を使用するには、NLSに準拠してプログラムを書く必要があります。参照 : 『Oracle 
Applications開発者ガイド』。

このオプションは、プログラムの開発者によってのみ設定される点にご留意ください。この
機能を使用するには、NLSに準拠してプログラムを作成する必要があります。
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コンカレント・プログラム・ブロック
書式書式書式書式

出力の書式を次の中から選択します。

� HTML

� PCL（HP社のプリンタ制御言語）

� PDF

� PS（Post Script）

� テキスト

保存保存保存保存

このプログラムを実行するときに、プログラムの出力を自動的にオペレーティング・システ
ム・ファイルに保管するかどうかを指示します。この値は、このプログラムに対して発行さ
れるすべての要求のデフォルト値となります。この値を「No」に設定すると、プログラム
の出力は、印刷実行後に削除されます。

これが標準要求の実行プログラムであるときには、ユーザーは「要求の発行」ウィンドウか
らこの値を上書きできます。

印刷印刷印刷印刷

「No」を入力すると、コンカレント・プログラムの出力はプリンタに送られません。

列列列列 /行行行行

このプログラムのレポート出力の列と行の最小の長さを入力します。Oracle Applications
は、この情報を利用してレポートにどの印刷形式を使用できるかを判断します。

形式形式形式形式

選択する印刷形式は、システムとプリンタの設定によって異なります。印刷形式には次のも
のがあります。

� 132列 66行（横長）

� 180列 66行（超横長）

� 80列 66行（縦長）

� 132列 62行（A4）

使用できるリストは、プログラムに設定した列と行の長さに対応した形式のもののみです。

注意注意注意注意 : HTMLまたは PDFを Oracle Reportプログラムの出力タイプとして
選択する場合、HTMLまたは PDFファイルを処理する適切なプリンタ・
ドライバを使用する必要があります。
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ウィンドウへのコピー
形式要形式要形式要形式要

プログラムに特別の印刷形式（たとえば、小切手発行レポート）が必要なときには、この
チェックボックスを選択するとその印刷形式を実行できます。

プリンタプリンタプリンタプリンタ

プログラムの出力を 1台のプリンタに制限するときには、出力の送信先プリンタ名を入力し
ます。プログラムに最小または最大の列数または行数が定義されているときには、値のリス
トにはプログラムの条件を満たすプリンタのみが記載されます。

ユーザーは、「要求の発行」または「要求」ウィンドウから行ったプリンタの選択を上書き
することはできません。

ウィンドウへのコピーウィンドウへのコピーウィンドウへのコピーウィンドウへのコピー
同じ実行ファイル、要求およびレポートの各情報を使用して別のコンカレント・プログラム
を作成します。同様に、非互換性およびパラメータの詳細情報をコピーすることもできま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・プログラム・パラメータ」ウィンドウ」

� 「「コンカレント・プログラム実行ファイル」ウィンドウ」（3-55）

� 「「非互換プログラム」ウィンドウ」

「セッション管理」ウィンドウ「セッション管理」ウィンドウ「セッション管理」ウィンドウ「セッション管理」ウィンドウ
コンカレント・プログラムを実行するときにそのプログラムのデータベース・セッションに
オプションを指定する場合は、このウィンドウを使用します。

コピー先コピー先コピー先コピー先 ... 同じ実行ファイル、要求およびレポートの各情報を使用して別のコン
カレント・プログラムを作成するためには、このボタンを選択しま
す。非互換性およびパラメータの詳細も選択してコピーできます。

セッション管理セッション管理セッション管理セッション管理 コンカレント・プログラムを実行するときにそのプログラムのデータ
ベース・セッションにオプションを指定する場合は、このウィンドウ
を選択します。

非互換非互換非互換非互換 このボタンを選択すると「非互換プログラム」ウィンドウがオープン
します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ このボタンを選択すると「コンカレント・プログラム・パラメータ」
ウィンドウがオープンします。
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「セッション管理」ウィンドウ
コンシューマ・グルコンシューマ・グルコンシューマ・グルコンシューマ・グル -ププププ

コンカレント・プログラムに生産資源コンシューマ・グループを任意で指定します。

セグメントロールバックセグメントロールバックセグメントロールバックセグメントロールバック

コンカレント・プログラムで使用対象となるロールバック・セグメントを任意で指定しま
す。このロールバック・セグメントは、デフォルト値の代わりに使用し、最初のコミットま
でにすべて使用されます。

最適化プログラムモード最適化プログラムモード最適化プログラムモード最適化プログラムモード

最適化プログラムモードを任意で指定します。「ALL_ROWS」、「FIRST_ROWS」、「ルール」、
「選択」のいずれかを選択できます。最適化プログラムモードを指定する場合は、多くの場
合、デフォルトの原価基準の最適化プログラム（CBO）では良好な実行結果が得られず、調
整が必要なカスタム・プログラムのみです。使用のプログラムが CBO用に調整されるまで
は、別の最適化プログラムモードを使用できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsの生産資源コンシューマ・グル -プ」（7-14）

コンカレント・プログラムと同時に実行すると、コンカレント・プログラムの実行の障害と
なるプログラムを識別します。プログラムがそのプログラム自体と非互換となるように指定
できます。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

このフィールドのデフォルト値はコンカレント・プログラムのアプリケーションですが、有
効な値であればどのようなアプリケーション名でも入力できます。

名称名称名称名称

コンカレント・プログラムを一意に識別するためのプログラム名およびアプリケーションを
入力します。

ユーザーに分かりやすいプログラムの名前、短縮名およびプログラムの説明のリストを表示
します。

注意注意注意注意 :ここでロールバック・セグメントを指定する場合は、指定したロー
ルバック・セグメントを使用するためにコンカレント・プログラムで
FND_CONCURRENT.AF_COMMITおよび
FND_CONCURRENT.AF_ROLLBACKという APIを使用する必要があり
ます。参照 : 『Oracle Applications開発者ガイド』
コンカレント・プログラムとコンカレント要求の管理 3-63



「セッション管理」ウィンドウ
スコープスコープスコープスコープ

「設定」または「プログラムのみ」を入力すると、コンカレント・プログラムがこのプログ
ラムおよびその子要求（「セット」）と非互換か、あるいはそのプログラムのみ（「プログラ
ムのみ」）と非互換かを指定できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・プログラム・パラメータ」ウィンドウ」

� 「「コンカレント・プログラム」ウィンドウ」

� 「プログラム非互換性ルールの定義」（3-21）

� 「互換性がないプログラムのリストの修正」（3-43）

プログラム実行ファイルに渡すプログラム・パラメータを入力および更新します。ここで定
義するプログラム・パラメータは、実行ファイル内の変数と一致していなければなりませ
ん。

衝突ドメイン・パラメータ衝突ドメイン・パラメータ衝突ドメイン・パラメータ衝突ドメイン・パラメータ

プログラムの衝突ドメイン値を保有するパラメータを入力します。衝突ドメイン・パラメー
タに関する情報については、「コンカレント衝突ドメイン」（3-22）を参照してください。

セキュリティ・グループセキュリティ・グループセキュリティ・グループセキュリティ・グループ

このフィールドは、HRMSセキュリティ専用です。参照 : 『Oracle HRMSユーザーズ・ガイ
ド』の「Oracle HRMSでのカスタマイズ、レポート処理およびシステム管理」。

連番連番連番連番

プログラムがコンカレント・マネージャからパラメータ値を受け取る順序を指定するための
連番を選択します。

使用可使用可使用可使用可

使用禁止のパラメータが要求発行時に表示されず、実行ファイルに渡されなくなります。

情報の検証情報の検証情報の検証情報の検証
値セット値セット値セット値セット

パラメータが検証に使用する値セットの名前を入力します。選択できる値セットは、独立、
表および検証未了のみです。

値セット各には、240文字まで使用できます。

注意注意注意注意 :日付の値セットを使用している場合、この値セットには標準日また
は標準日時（多言語要求機能を使用している場合）のいずれかの書式タイ
プが必要です。
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「セッション管理」ウィンドウ
デフォルト・タイプデフォルト・タイプデフォルト・タイプデフォルト・タイプ

このパラメータにデフォルト値を設定するには、必要な値のタイプを識別する必要があります。

有効なタイプは次のとおりです。

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値

このパラメータには、デフォルト値を入力できます。パラメータに対するこのデフォルト値
は、パラメータ・ウィンドウに入力すると自動的に表示されます。デフォルトのタイプを選
択すると、デフォルト値を、定数にするかコンテキスト依存の値にするかを決めることがで
きます。

デフォルト値は、値セットに使用できる有効な値でなければなりません。それ以外の値を使
用すると、「実行要求」ウィンドウにあるパラメータ・ウィンドウを開けた際にエラー・
メッセージが表示され、デフォルト値は表示されません。

各デフォルト・タイプの有効な値は次のとおりです。

必須必須必須必須

プログラム実行ファイルに引数が必要なときは、コンカレント・プログラムにも引数が必要
です。

定数定数定数定数 デフォルト値には、すべてのリテラル値を使用できます。

プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル デフォルト値は、「デフォルト値」フィールドで定義されたユーザー・プ
ロファイル・オプションに指定されている現行の値です。エンドユー
ザー名ではなくプロファイル・オプション名を使用します。$PROFILE$
を指定する必要はありません。

SQL文文文文 このデフォルト値は、「デフォルト値」フィールドで定義した SQL文に
よって決定されます。

セグメントセグメントセグメントセグメント このデフォルト値は、同じパラメータ・ウィンドウの前のセグメントに
入力した値です。

定数定数定数定数 デフォルト値には、任意のリテラル値を入力します。

プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル デフォルト値は、ここで指定するユーザー・プロファイル・オプション
の現在値となります。エンド・ユーザー名ではなく、プロファイル・オ
プション名を入力します。

セグメントセグメントセグメントセグメント このデフォルト値は、同じフレックスフィールド・ウィンドウの前のセ
グメントに入力した値です。値をコピーするセグメントの名前を入力し
ます。

SQL文文文文 デフォルト値は、ここに入力する SQL文によって決まります。SQL文
は、どのような場合でも必ず 1行と 1列を戻すものにする必要がありま
す。
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「セッション管理」ウィンドウ
セキュリティ可能セキュリティ可能セキュリティ可能セキュリティ可能

このパラメータの値セットによってセキュリティ・ルールの使用が禁止されているときは、
このフィールドは表示されますが特に機能は果たしません。セキュリティ・ルールの使用が
許されるときは、この値セットに定義されパラメータ・リストに影響を与えるセキュリ
ティ・ルールならどれでも適用できます。

範囲範囲範囲範囲

パラメータ値をこの体系の中の別のパラメータの値と比べて検証するには、「Low」または
「High」のいずれかを選択します。範囲が「Low」のパラメータは、必ず範囲が「High」の
パラメータよりも前に置かなければなりません（低いパラメータには、必ず高いパラメータ
よりも低い数値を指定します）。たとえば、「開始日」および「終了日」という 2つのパラ
メータの使用を予定していて、ユーザーに開始日よりも後の終了日を入力してもらう必要が
あるとします。このようなときには、「開始日」の範囲を「Low」にし、「終了日」の範囲を
「High」とします。この例では、パラメータ「開始日」をパラメータ「終了日」よりも前に
置くことが必要です。

1つのパラメータに「Low」を選択したら、同じ体系の中の別のパラメータには「High」を
選択する必要があります（あるいは、その逆）。そうしないと、変更をコミットできません。

ウィンドウ情報ウィンドウ情報ウィンドウ情報ウィンドウ情報
表示表示表示表示

ユーザーが「要求の発行」ウィンドウからプログラム実行の要求依頼を行ったときに、この
パラメータを「パラメータ」ウィンドウに表示するかどうかを指定します。

表示されないすべてのパラメータに対してもデフォルトのタイプと値を指定する必要があり
ます。

表示サイズ表示サイズ表示サイズ表示サイズ

このパラメータのフィールドの長さを文字数で入力します。ユーザーは、「要求の発行」
ウィンドウの中の「パラメータ」ウィンドウにあるこのフィールドに値を入力します。

すべてのパラメータの最大サイズ（表示サイズではない）に設定された値と必要なセパレー
タ数（パラメータ数より１少ない）の合計が 240を超えないように注意が必要です。プログ
ラムの値の連結した長さが 240を超えると、フォームによっては中のデータが切り捨てられ
ます。

摘要サイズ摘要サイズ摘要サイズ摘要サイズ

パラメータ値を記述する表示の長さを文字数で入力します。十分なスペース（最長のプロン
プトおよびこのパラメータの表示サイズにさらに 7を加えた合計によって決まる）がなけれ
ば、ウィンドウにはここで指定する値よりも少ない文字数の記述が表示されます。ただし、
ウィンドウに表示される説明の文字数がここで指定する値を超えることはありません。
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「データ・グループ」ウィンドウ
プロンプトプロンプトプロンプトプロンプト

「要求の発行」ウィンドウの中の「パラメータ」ウィンドウに、パラメータ名ではなくこの
プロンプトが表示されます。

連結摘要サイズ連結摘要サイズ連結摘要サイズ連結摘要サイズ

パラメータ値を記述する表示の長さを文字数で入力します。ユーザーに対して、「要求の発
行」フォームおよび「要求の表示」フォームの「パラメータ記述」フィールドにこのパラ
メータ値が表示されます。「パラメータ記述」フィールドでは、コンカレント・プログラム
のすべてのパラメータ値が連結されます。

提案提案提案提案 :各パラメータについて連結摘要サイズを設定するときには、プログラムの合計の連結
摘要サイズが 80以下となるように設定することが必要です。それは、ほとんどのビデオ画
面の幅が 80字に設定されているためです。

トークントークントークントークン

Oracle Reportsプログラムでのパラメータについては、キーワードまたはパラメータがここ
に表示されます。この値については、大文字と小文字が区別されます。それ以外の種類のプ
ログラムについては、このフィールドは入力する必要はありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・プログラム」ウィンドウ」

� 「「非互換プログラム」ウィンドウ」

「データ・グループ」ウィンドウ「データ・グループ」ウィンドウ「データ・グループ」ウィンドウ「データ・グループ」ウィンドウ
このウィンドウを使用して、データ・グループを定義します。データ・グループとは、
Oracle Applicationsと各アプリケーションに割り当てられた Oracleユーザー名のリストで
す。

� カスタム・アプリケーションが Oracle Application Object Libraryを使用して開発された
ものであれば、Oracleユーザー名が割り当てられていて、Oracle Applicationsに登録さ
れており、データ・グループに属している可能性があります。

Oracleユーザー名を使用すると、Oracleデータベース内のアプリケーション表にアクセスで
きます。すべてのデータ・グループには、Application Object Libraryの項目が自動的に含ま
れます。

� Oracle Applicationsの下でレポートまたはプログラムを実行しているコンカレント・マ
ネージャは、データ・グループを参照して、データベース内でアプリケーション表にア
クセスするときに使用する Oracleユーザー名を識別します。
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データ・グループ・ブロック
� 同期プログラムを実行する取引マネージャは、取引マネージャと同じデータ・グループ
を使用する職責から実行要求があったプログラムのみを実行できます。カスタム・デー
タ・グループを作成するには、取引マネージャを使用するアプリケーションの新規取引
マネージャを作成する必要があります。使用する製品のマニュアルを参照して、アプリ
ケーションが取引マネージャを使用するかどうかを調べてください。

Oracle Applicationsの中の各職責は、データ・グループに割り当てられています。

Oracle Applicationsのインストレーションまたはアップグレードの際には、標準データ・グ
ループが定義され、インストールされた各アプリケーションに Oracleユーザー名を組み合
わせます（注 : 標準データ・グループはすべての会計帳簿に対して定義されます）。標準デー
タ・グループ内でアプリケーションまたは Oracleユーザー名用に事前定義されている値は、
変更も削除もできません。ただし、次の操作は可能です。

� アプリケーションと Oracleユーザー名との対に関連する Tool Oracleユーザー名および
説明の変更。

� アプリケーションと Oracleユーザー名との新規の対をグループに追加。

データ・グループ・ブロックデータ・グループ・ブロックデータ・グループ・ブロックデータ・グループ・ブロック
新規データ・グループの作成、または既存のデータ・グループの変更を行います。

標準データ・グループ内でアプリケーションまたは Oracleユーザー名用に事前定義されて
いる値は、変更も削除もできません。ただし、Tool Oracleユーザー名と説明を変更したり、
アプリケーションと Oracleユーザー名の対を新規に標準グループへ追加することは可能で
す。

データ・グループデータ・グループデータ・グループデータ・グループ

データ・グループは、その名前で一意に識別できます。すでに使用されている名前を新しい
データ・グループに付けることはできません。

一度保存したデータ・グループ名は変更できません。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション -Oralce ID対ブロック対ブロック対ブロック対ブロック
アプリケーションを Oracleユーザー名と組み合せて対を作成します。

データ・グループをコピーすると、各アプリケーション、およびアプリケーションに割り当
てられた Oracleユーザー名が自動的にこのゾーンに表示され、さらに Tool Oracleユーザー
名と摘要があればともに表示されます。すべてのデータ・グループは、自動的に Oracle 
Application Object Libraryの項目を含みます。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

各データ・グループの中では、アプリケーションは一度しか指定できません。
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アプリケーション -Oralce ID対ブロック
Oracle ID

アプリケーションに割り当てる ORACLE IDを選択します。データベース内の表にアクセス
する際に、アプリケーションでは ORACLE IDが使用されます。各 ORACLE IDの使用によ
り、データベース内の事前定義表セットにアクセスできます。

アプリケーションのコピーアプリケーションのコピーアプリケーションのコピーアプリケーションのコピー ...
このボタンを使用して既存のデータ・グループをコピーしてから、アプリケーションと
Oracleユーザー名との対を追加または削除して新規のデータ・グループを作成します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「コンカレント・プログラムおよびコンカレント要求の概要」（3-1）

� 「データ・グループの使用」（3-26）

� 「データ・グループの修正」（3-28）

� 「データ・グループの定義」（3-25）
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コンカレント処理の
4

コンカレント処理の管理コンカレント処理の管理コンカレント処理の管理コンカレント処理の管理

コンカレント・プロセスの概要コンカレント・プロセスの概要コンカレント・プロセスの概要コンカレント・プロセスの概要
この項では、Oracle Applicationsによるコンカレント・プログラムの実行要求の処理および
コンカレント要求のライフ・サイクルについて説明します。

Oracleアプリケーションでは、コンカレント・プロセスによりバックグラウンドで動作する
プログラムとオンライン操作が同時に実行されます。システム管理者は、プログラムの実行
時期と、Oracleアプリケーションによってプログラムをバックグラウンドで実行するために
使用されるオペレーティング・システム・プロセス数を管理できます。

コンカレント要求、コンカレント・プログラムおよびコンカレコンカレント要求、コンカレント・プログラムおよびコンカレコンカレント要求、コンカレント・プログラムおよびコンカレコンカレント要求、コンカレント・プログラムおよびコンカレ
ント・プロセスント・プロセスント・プロセスント・プロセス

ユーザーがレポートを実行すると、レポートの実行要求が生成されます。要求を実行するコマ
ンドは、コンカレント要求です。レポートを生成するプログラムは、コンカレント・プログラ
ムです。コンカレント・プログラムは、コンカレント・マネージャによって起動されます。

 図図図図 11
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コンカレント要求、コンカレント・プログラムおよびコンカレント・プロセス
コンカレント・マネージャによるコンカレント・プログラムの起動コンカレント・マネージャによるコンカレント・プログラムの起動コンカレント・マネージャによるコンカレント・プログラムの起動コンカレント・マネージャによるコンカレント・プログラムの起動
ユーザーがコンカレント・プログラムの実行を要求するたびに、その要求がデータベース表
に挿入され、要求 IDで個々に識別されます。コンカレント・マネージャは、この表から要
求を読み込みます。

マネージャの定義の一部は、要求の実行に振り向けることのできるオペレーティング・システ
ム・プロセスの数です。この数を、そのマネージャのターゲット・プロセスの数と呼びます。

コンカレント・プログラムの実行コンカレント・プログラムの実行コンカレント・プログラムの実行コンカレント・プログラムの実行
コンカレント・プログラムの実行は、実際には次の条件に基づいて開始されます。

� 起動予定の日時

� 保留されているかどうか

� 他のプログラムと非同期（ともに実行できない）かどうか

� その優先度

コンカレント要求の優先度コンカレント要求の優先度コンカレント要求の優先度コンカレント要求の優先度
コンカレント要求の優先度は、アプリケーション・ユーザー名によって判別され、システム
管理者が「コンカレント : 優先度」ユーザー・プロファイル・オプションを使用して設定し
ます。

最初に使用可能なコンカレント・マネージャは、その要求の優先順位を他に処理すべき要求
と比較して、優先度が最も高い要求を実行します。

同じ優先度を持つ要求の中から選択される場合は、最も古い要求から順に実行されます。

親要求と子要求親要求と子要求親要求と子要求親要求と子要求
通常は、複数のプログラムを要求セットとしてグループ化できます。要求セット全体を発行
すると、要求 IDが作成され、そのセットの各メンバーは発行されるたびに独自の要求 IDを
割り当てられます。要求セットの要求 IDによって親要求が識別され、個々のプログラムの
各要求 IDによって子要求が識別されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）

� 「コンカレント・プロセスのユーザー・プロファイル設定値」（4-19）

� 「コンカレント・プロセス用のファイルおよび表の管理」（4-14）

� 「コンカレント・マネージャの制御」（4-50）
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Oracle Applications Manager
� 「コンカレント要求のステータスの変更」（4-12）

� 「コンカレント要求のライフ・サイクル」（4-6）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスの概要」（4-58）

� 「マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義」（4-22）

� 「特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化」（4-33）

Oracle Enterprise Managerとの統合との統合との統合との統合
Oracle Applicationsのコンカレント・マネージャ管理インタフェースは、Oracle Enterprise 
Managerと統合されています。これにより、管理者によるシステム管理が容易になりまし
た。Oracle Enterprise Managerを使用すると、システム上で使用可能なすべての Oracle 
Applicationsインスタンスを一括して管理できます。

Oracle Enterprise Managerは Javaベースのフレームワークであり、複数のコンポーネント
を統合することにより、すぐれたグラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）を実現
しています。Oracle Enterprise Managerは、基本コンソール、エージェント、共通サービス
およびツールを組み合わせることにより、Oracle製品の管理のための総合的な統合システム
管理プラットフォームを提供します。

Enterprise Managerの詳細は、『Oracle Enterprise Manager概説』および『Oracle 
Enterprise Manager管理者ガイド』を参照してください。

Oracle Applications Manager
Oracle Applications Managerでは、現行の Oracle Applicationsシステム管理機能の中から
Applicationsデータベース管理者用の機能だけをまとめて、それらを新たに Oracle 
Applications Managerコンソールの形で提供しています。これらの機能には、コンカレン
ト・マネージャおよび要求の管理機能が含まれます。コンソールの機能は、マルチウィンド
ウ方式の Oracle Applicationsフォームを補完するものであり、管理者はどのツールを使用す
るかを選択することができます。標準 Oracle Applicationsウィンドウから発行された要求
は、Oracle Applications Managerコンソールで表示することができます。同様に、コンソー
ルで定義されたコンカレント・マネージャには、Oracle Applicationsフォームからアクセス
することができます。

システム管理者は、通常の機能に加えて、管理している Oracle Applicationsインスタンスの
スナップショット要約を参照することができます。
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Oracle Management Pack for Oracle Applications
Oracle Management Pack for Oracle Applications
Oracle Management Pack for Oracle Applications（以後Management Pack for Oracle 
Applicationsと呼びます）は、複数の層から構成される Oracle Applications環境のモニ
ター、診断および能力計画の各機能を実現するために、Oracle Enterprise Managerを拡張し
た製品です。

Oracle Applications Manager
単一の Oracle Applications Managerコンソールから、複数の Oracle Applicationsインスタ
ンスに対して多くのタスクを実行できます。たとえば、実働インスタンスおよびテスト・イ
ンスタンスに対する全コンカレント・マネージャのステータスにアクセスできます。この情
報は、一度に 1つのインスタンスに関して表示できます。

次の情報がコンソールから使用可能です。

� 全要求とマネージャの要約

� 全コンカレント・マネージャの詳細

� 取引マネージャの詳細

� 全コンカレント要求の詳細

コンソールからコンカレント・マネージャを開始および停止することもできます。

次のものを定義または編集できます。

� マネージャ

� 稼動シフト

コンカレント要求に関する次の情報を表示できます。

� 計画および完了オプションを含む詳細

� 解析

� マネージャ、ログおよび出力ファイル

� 統計

� 実行されていない要求に対して使用可能なマネージャ

Enterprise Managerをインストールする際、Universal Installerを使用して Oracle 
Applications Managerをインストールします。インストレーションおよび構成に関する情報
については、Oracle Enterprise Managerおよび Oracle Applications Manager文書を参照し
てください。
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Oracle Management Pack for Oracle Applications
Oracle Management Pack for Oracle Applications
Oracle Management Pack for Oracle Applicationsを使用すると、Oracle Enterprise Manager
が拡張され、多層化された Oracle Applications環境のモニター、診断および能力計画が可能
になります。Oracle Management Pack for Oracle Applicationsでは、次のような Oracle 
Enterprise Managerのシステム管理機能を利用しています。

� モニター対象サービスの検出およびグラフィカル表示

� 特定のサービスのコンテキストでのコンソールからの開始ツール

� 自動化されたデータ収集サービスおよびデータ管理サービス

� インテリジェント・エージェントを利用したリモート・システムの集中モニターおよび
一元管理

Oracle Management Pack for Oracle Applicationsを使用すると、Oracle Applicationsと連携
動作する次のツールが拡張されます。

� Oracle Enterprise Managerコンソール

このコンソールは、コンカレント・マネージャの検出およびサーバーがダウンした場合
の通知のために拡張されました。任意の Oracle Applicationsサブシステムのジョブも定
義できるので、これにより、Oracle Applicationsの分散システムを一元管理できます。

� Oracle Applications Advanced Events

Oracle Applicationsシステムの自動化されたイベント監視および問題検出のために、
Oracle Applicationsに固有のイベントのライブラリが提供されています。さらに、イベ
ントがトリガーをうけると自動的に実行されるように設定された調整ジョブによる自動
問題解決機能も提供されています。これらの調整ジョブは、カスタム仕様で作成する
か、または Oracle Management Pack for Oracle Applicationsに用意されている小規模
の事前設定から選択します。

� Oracle Performance Manager

新しい Oracle Applicationsデータ収集カートリッジを利用すると、Oracle Performance 
Managerにデータが供給されるので、これにより、Oracle Applicationsインスタンスが
使用しているすべてのコンカレント・マネージャおよび Formsセッションに関するぼう
大なリアルタイム監視図が表示されます。

� Oracle Capacity Planner

コンカレント・マネージャの実績データは、長時間にわたって収集されて Oracle 
Capacity Plannerに供給され、生産資源の消費分析やパフォーマンス異常の検出が行わ
れます。
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コンカレント要求のライフ・サイクル
� Concurrent Processing Tuning Assistant

このユーティリティを使用すると、Oracle Concurrent Processingの要求およびコンカ
レント・マネージャに関する履歴処理情報を調べることができます。

Oracle Management Pack for Oracle Applicationsの詳細は、『Getting Started with the 
Oracle Management Pack for Oracle Applications』を参照してください。

コンカレント要求のライフ・サイクルコンカレント要求のライフ・サイクルコンカレント要求のライフ・サイクルコンカレント要求のライフ・サイクル
コンカレント要求は、ライフ・サイクル中に次の 3つまたは 4つの段階、つまりフェーズを
経て処理されます。

各フェーズ内で、要求の状態、つまりステータスは変化することがあります。次の表は、各
フェーズとコンカレント要求が通る各種のステータスを示しています。

コンカレント要求のフェーズとステータスコンカレント要求のフェーズとステータスコンカレント要求のフェーズとステータスコンカレント要求のフェーズとステータス

保留中保留中保留中保留中 要求は実行の待機中です。

実行中実行中実行中実行中 要求は実行中です。

完了完了完了完了 要求は完了しました。

無効無効無効無効 要求は実行できません。

フェーズフェーズフェーズフェーズ ステータスステータスステータスステータス 摘要摘要摘要摘要

保留中 正常 要求は、次に使用可能なマネージャを待機中です。

スタンバイ 要求を実行するプログラムには、現在実行中の他のプログラ
ムとの互換性がありません。

計画済み 要求は将来の日時に開始されるように予定されています。

待機中 子要求は、親要求に実行準備完了マークが付くのを待機中で
す。たとえば、レポート・セット内で順次に実行されるレ
ポートは、直前のレポートが完了するまで待機する必要があ
ります。

実行中 正常 要求は正常に実行中です。

一時停止 親要求は、そのすべての子要求が完了するまで一時停止しま
す。たとえば、レポート・セットは、そのセット内のすべて
のレポートが完了するまで一時停止します。

再開 同じ親要求から発行されたすべての要求の実行が完了してい
ます。親要求は再起動を待機しています。

終了中 「要求詳細」ゾーンの「ステータス」フィールドで「終了」が
選択されたため、実行中の要求は終了しました。
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要求のステータスおよび出力を表示する方法
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Report Review Agentの起動」（4-9）

� 「エンド・ユーザー・レポートおよびログ・ファイルのアクセス権限の設定」（4-8）

� 「コンカレント・プロセス用のファイルおよび表の管理」（4-14）

� 「要求のステータスおよび出力を表示する方法」（4-7）

要求のステータスおよび出力を表示する方法要求のステータスおよび出力を表示する方法要求のステータスおよび出力を表示する方法要求のステータスおよび出力を表示する方法
コンカレント要求のステータスと出力を表示するには、次のいずれかの方法を使用します。

「要求」ウィンドウを使用する「要求」ウィンドウを使用する「要求」ウィンドウを使用する「要求」ウィンドウを使用する
「要求」ウィンドウを使用して、コンカレント要求のステータスを表示し、要求ログ・ファ
イルおよびレポート出力ファイルを表示します。

システム管理者と Oracleアラート・マネージャには、エンド・ユーザーよりも高い権限を
与えるために、専用の権限を備えた「要求」ウィンドウが提供されています。たとえば、そ
の「要求」ウィンドウを使用すると、（自分自身のコンカレント要求だけでなく）すべての
コンカレント要求について、異常終了した要求も含め、ステータスとログ・ファイルを表示

完了 正常 要求は正常に完了しました。

エラー 要求は異常終了しました。

警告 要求は完了しましたが、警告メッセージが発行されました。
たとえば、レポートは正常に生成されましたが、印刷に失敗
しました。

取消 「要求詳細」ゾーンの「ステータス」フィールドで「取消」を
選択したため、「保留中」または「無効」フェーズの要求が取
り消されます。

終了済 「要求詳細」ゾーンの「ステータス」フィールドで「終了」が
選択されたため、実行中の要求は終了しました。

無効 使用不可 要求を実行するプログラムが使用可能になっていません。シ
ステム管理者に連絡してください。

保留中 「要求詳細」ゾーンの「ステータス」フィールドで「保留」が
選択されたため、保留中の要求が保留されます。

マネージャなし 要求を実行するマネージャが定義されていません。システム
管理者に確認してください。

表表表表 10

フェーズフェーズフェーズフェーズ ステータスステータスステータスステータス 摘要摘要摘要摘要
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エンド・ユーザー・レポートおよびログ・ファイルのアクセス権限の設定
できます。一部のプラットフォームでは、実行中の要求のログ・ファイルを表示することも
できます。

その同じウィンドウを使用して、自分自身のレポート出力をオンラインで表示できます。た
だし、別のユーザーの要求からのレポート出力を表示することはできません。

「要求」ウィンドウから、次のこともできます。

� 保留中または非アクティブの要求に対し、保留を保持したり保留を解除したりします。

� 保留中の要求を取り消したり、実行中の要求を終了したりします。

� 保留中の要求の優先度を変更します。

� マネージャ・ログ・ファイルを表示します。

� 保留中のどのような要求についても、要求を受け入れるように定義された個々のマネー
ジャ用に、その要求がキュー内のどこにあるかを判別します。

� 「内部コンカレント・マネージャ」が無効な状態で再起動の必要がある時点を判別しま
す。

終了済みコンカレント要求レポートを実行する終了済みコンカレント要求レポートを実行する終了済みコンカレント要求レポートを実行する終了済みコンカレント要求レポートを実行する
実行が終了したコンカレント要求へ関連付けられたパラメータとエラー・メッセージのリス
トを示すレポートを実行できます。参照 :「完了したコンカレント要求レポート」（4-31）。

エンド・ユーザー・レポートおよびログ・ファイルのアクセスエンド・ユーザー・レポートおよびログ・ファイルのアクセスエンド・ユーザー・レポートおよびログ・ファイルのアクセスエンド・ユーザー・レポートおよびログ・ファイルのアクセス
権限の設定権限の設定権限の設定権限の設定

ユーザー・プロファイル・オプション「コンカレント :レポート・アクセス・レベル」によ
り、エンド・ユーザーのレポート出力ファイルおよびログ・ファイル・アクセス権限が決定
されます。システム管理者は、このプロファイル・オプションを「ユーザー」か「職責」に
設定できます。

すべてのユーザーは、自分が発行した要求の結果、生成されるログとレポート出力ファイル
を参照できます。

「コンカレント :レポート・アクセス・レベル」オプションを「ユーザー」レベルで「職責」
に設定すると、そのユーザーはその職責に基づいて発行されるすべての要求のログとレポー
ト出力ファイルを参照できます。

「コンカレント :レポート・アクセス・レベル」オプションを「職責」レベルで「職責」に設
定すると、その職責を持つすべてのユーザーは、その職責の他のユーザーが発行したすべて
の要求のログとレポート出力ファイルを表示できます。
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Report Review Agentの起動
Report Review Agentの起動の起動の起動の起動
Report Review Agentを使用すると、システム管理者がファイル転送サイズについて指定し
た制限の下で、レポート・ファイルまたはログ・ファイルの全体を一度にコピーするか、1
ページずつユーザーの PCへコピーできます。

1. Report Review Agentを設定するには、データベース管理者またはコンピュータ管理者
がNet8構成を変更する必要があります。Net8構成変更の詳細は、リリース 11iの
『Oracle Applicationsインストレーション・マニュアル』を参照してください。

2. Report Review Agentを起動してコンカレント・プロセス・ノード上でファイルにアク
セスするには、「ファイル・サーバー : 使用可能」プロファイル・オプションを「YES」
に設定します。参照 :「システム・プロファイル値ウィンドウ」（9-6）。

3. カスタム・エディタを使用してコンカレント出力ファイルまたはログ・ファイルを表示
する場合、Report Review Agentによりクライアント上にファイルの一時コピーが作成
されます。ユーザーが Oracle Applicationsを終了するときに、それらのファイルを自動
的に削除するには、「ファイル・サーバー : 一時ファイルを削除する」プロファイルを
「YES」に設定します。参照 :「Reports Viewerの定義」（4-10）、「Oracle Application 
Object Libraryのプロファイル・オプション」（A-1）。

4. 「ファイル・サーバー : 最大転送サイズ」プロファイル・オプションを設定して、Report 
Review Agentによって転送されるファイルの最大許容サイズをバイト数単位で指定しま
す。このサイズには、ユーザーが Oracle Applicationsレポート・ファイル・ビューアの
「コピー・ファイル ...」メニュー・オプションを使用してダウンロードするファイル、お
よびカスタム・エディタにより自動的にダウンロードされる一時ファイルも含まれます。

このプロファイルがNULLの場合、サイズ制限はありません。参照 :「システム・プロ
ファイル値ウィンドウ」（9-6）。

5. すべてのログ・ファイル・ディレクトリと外部ファイル・ディレクトリがコンカレン
ト・マネージャによって同じ親ディレクトリに置かれるように、ディレクトリ・ツリー
を設定します。必要な環境変数の設定の詳細は、（使用しているサーバー・プラット
フォームに対応する）リリース 11iの『Oracle Applicationsインストレーション・マ
ニュアル』を参照してください。

つまり、すべてのログ・ファイルおよび出力ファイルを常駐させるディレクトリをサー
バー上の環境変数 APPLCSFに設定することにより、すべての製品のログ・ファイルお
よびレポート出力ファイルを同じ親ディレクトリに入れるようコンカレント・マネー
ジャに指示します。すべてのパスについて、DOSで受け入れられる名前を使用してくだ
さい。

注意注意注意注意 : APPLCSF環境変数は、使用しているサーバーに固有のものです。
APPLCSF変数は、クライアント上では使用されません。
コンカレント処理の管理 4-9



Reports Viewerの定義
6. プロファイル・オプション「Applications Webエージェント」を APPSスキーマの
Web Application Server Database Access Descriptor（DAD）のベース URLに設定しま
す。例を次に示します。

http://<WebAppServer_Machine_Name:Port>/<DAD_name>

Reports Viewerの定義の定義の定義の定義
テキスト形式のレポート・ファイルを表示する場合、デフォルトでは、Oracle Applications
のレポート・ファイル・ビューアを使用します。テキスト・ファイルの表示には、ブラウザ
や、Microsoft Wordなどの他のアプリケーションを使用することもできます。デフォルトの
ビューアを定義するには、プロファイル・オプションを設定します。

「ビューア「ビューア「ビューア「ビューア :テキスト」プロファイル・オプションの設定テキスト」プロファイル・オプションの設定テキスト」プロファイル・オプションの設定テキスト」プロファイル・オプションの設定
「ビューア : テキスト」プロファイル・オプションを「ブラウザ」に設定すると、レポートは

Webブラウザに出力されるようになります。このプロファイル・オプションを空白にする
と、ビューアにはレポート・ファイル・ビューアが使用されます。

このプロファイル・オプションを空白にした場合でも、レポート・ファイルまたはログ・
ファイルは、次のようにするとブラウザで表示できます。まず、レポート・ファイル・
ビューアでファイルを表示し、次に「ツール」メニューから「ファイルのコピー ...」を選択
します。

参照 :

「個別プロファイル値ウィンドウ」

「システム・プロファイル値ウィンドウ」（9-6）

ログ・ファイルのタイプログ・ファイルのタイプログ・ファイルのタイプログ・ファイルのタイプ
ログ・ファイルには、コンカレント・プログラムの実行またはコンカレント・マネージャの
活動についての情報が保存されます。ログ・ファイルは、問題がある要求を確認するときに
役立ちます。

ログ・ファイルは、すべての「終了済み」コンカレント要求について生成されます。

ログ・ファイルには、次の 3つのタイプがあります。

1. 「要求ログ」ファイルは、コンカレント要求の結果として実行されているコンカレント・
プログラムの実行状況を文書化したものです。すべてのコンカレント要求はログ・ファ
イルを生成します。

2. 「マネージャ・ログ」ファイルは、要求を実行しているコンカレント・マネージャのパ
フォーマンスを文書化したものです。「マネージャ・ログ」ファイルには、コンカレン
ト・マネージャによって処理された要求のリストが登録されています。
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ログ・ファイルのタイプ
3. 「内部コンカレント・マネージャ・ログ」ファイルは、内部コンカレント・マネージャ
のパフォーマンスを文書化したものです。このファイルには、内部コンカレント・マ
ネージャの起動時にロードされたパラメータ値が表示されます。

コンカレント・プロセスがエラーで終了した場合には、問題の診断に役立つよう、ロ
グ・ファイルを確認してください。プログラムのパフォーマンスに疑問がある場合に
も、ログ・ファイルを確認できます。たとえば、レポートの実行速度が非常に遅い場
合、または予期しないデータが印刷出力される場合などです。

「内部コンカレント・マネージャ・ログ」ファイルには、個々のコンカレント・マネー
ジャが起動された時刻および個々のプロセス・モニター・セッションまたは pmonサイ
クルが開始された時刻も記録されます。個々の pmonサイクルでは、内部コンカレン
ト・マネージャは個々の定義済みコンカレント・マネージャの操作が正しいかどうかを
検証します。

システム管理者ログ・ファイル権限システム管理者ログ・ファイル権限システム管理者ログ・ファイル権限システム管理者ログ・ファイル権限
システム管理者とエンド・ユーザーは、いずれも要求ログ・ファイルとマネージャ・ログ・
ファイルをオンラインで参照できます。システム管理者のみが、内部コンカレント・マネー
ジャのログ・ファイルを表示できます。

システム管理者は、「コンカレント要求」ウィンドウおよび「管理者コンカレント・プログ
ラム」ウィンドウを使用して、要求ファイルおよびマネージャ・ログ・ファイルを表示でき
ます。

ログ・ファイルへのオペレーティング・システム・アクセスログ・ファイルへのオペレーティング・システム・アクセスログ・ファイルへのオペレーティング・システム・アクセスログ・ファイルへのオペレーティング・システム・アクセス
ログ・ファイルは標準オペレーティング・システム・ファイルとして、Oracle Applications
のインストール時に定義されたディレクトリに格納されます。

たとえば、Oracle General Ledgerのファイルは、APPLCSF変数が設定されている場合に
は、$GL_TOP/$APPLLOGまたは $APPLCSF/$APPLLOGというパス変数を使用して位置
指定されます。

Oracle Applicationsのログ・ファイルへアクセスするための完全なパス名は、使用している
オペレーティング・システムによって異なります。ただし、すべてのプラットフォームに共
通した標準的なファイル命名規則は多数存在します。

たとえば、次のとおりです。

VMS L64225.REQ

UNIX l64225.req
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レポート出力ファイルへのオペレーティング・システム・アクセス
コンカレント・マネージャ・ログ・ファイルへのオペレーティング・シコンカレント・マネージャ・ログ・ファイルへのオペレーティング・シコンカレント・マネージャ・ログ・ファイルへのオペレーティング・シコンカレント・マネージャ・ログ・ファイルへのオペレーティング・シ
ステム・アクセスステム・アクセスステム・アクセスステム・アクセス
コンカレント・マネージャ・ログ・ファイルは、FND_TOP（Application Object Library 
Filesへのパス名を保存する変数）、または $APPLTOP/$APPLLOGの下にあるログディレク
トリに保存されます。

UNIXでのコンカレント・マネージャ・ログ・ファイル命名規則はwn.mgrで、nは最高 3
桁までの番号です。

ほとんどのプラットフォームの場合、nは内部コンカレント・マネージャがコンカレント・
マネージャへ割り当てた「コンカレント・プロセス」番号であり、内部コンカレント・マ
ネージャのログ・ファイルから見つけることができます。

内部コンカレント・マネージャのログ・ファイル名は、オペレーティング・システムから
STARTMGRコマンドを使用してコンカレント・マネージャを起動したときに指定されます。

参照 :「内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの制御」（4-53）

レポート出力ファイルへのオペレーティング・システム・アクレポート出力ファイルへのオペレーティング・システム・アクレポート出力ファイルへのオペレーティング・システム・アクレポート出力ファイルへのオペレーティング・システム・アク
セスセスセスセス

コンカレント・プログラムが生成したレポート出力ファイルは、標準的なオペレーティン
グ・システム・ファイルとして、Oracle Applicationsのインストール時に定義されたディレ
クトリへ格納されます。

出力ファイルへのパス名出力ファイルへのパス名出力ファイルへのパス名出力ファイルへのパス名
Oracle Applicationsログ・ファイルへアクセスする完全なパス名は、使用するオペレーティ
ング・システムによって異なります。しかし、すべてのプラットフォームに共通した標準的
なファイル命名規則がいくつかあります。

� 個々の出力ファイル名には、コンカレント・プロセス機能によって割り当てられた一意
の要求 IDが組み込まれます。

たとえば、次のとおりです。

コンカレント要求のステータスの変更コンカレント要求のステータスの変更コンカレント要求のステータスの変更コンカレント要求のステータスの変更
ここでは、要求のフェーズおよびステータスを変更する方法、および保留要求や無効要求の
優先順位を変更する方法について説明します。

VMSおよびおよびおよびおよび UNIX JSMITH.64225
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「保留」または「無効」要求の優先順位の変更
要求のフェーズおよびステータスの変更要求のフェーズおよびステータスの変更要求のフェーズおよびステータスの変更要求のフェーズおよびステータスの変更
要求には、「保留（実行待ち）」、「実行中」、「完了」、「無効（実行不能）」の 4つのフェーズ
があります。各フェーズ内部での要求の状態をステータスといいます。

要求のステータスを変えると、「保留」、「実行中」または「無効」要求のフェーズを変更で
きます。

「保留」および「無効」の要求「保留」および「無効」の要求「保留」および「無効」の要求「保留」および「無効」の要求
「保留」および「無効」の要求は取り消すことができます。その場合、その要求のフェーズ
およびステータスは、「完了 - 取消」となります。

「保留」および「無効」の要求は保留中にすることもできます。その要求のフェーズおよび
ステータスは「無効 - 保留中」になります。後でこの要求を選択し、保留を削除することに
より、この処理を取り消すことができます。

「実行中」の要求「実行中」の要求「実行中」の要求「実行中」の要求
「実行中」の要求は終了することができます。その要求のフェーズおよびステータスは「完
了 - 終了」になります。

要求のステータスの変更要求のステータスの変更要求のステータスの変更要求のステータスの変更
「要求」ウィンドウを使用して、要求のステータスおよびその結果のフェーズを変更できま
す。

「保留」または「無効」要求の優先順位の変更「保留」または「無効」要求の優先順位の変更「保留」または「無効」要求の優先順位の変更「保留」または「無効」要求の優先順位の変更
通常、要求は、開始時刻に従って発行順に実行するという基準で実行されます。ただし、優
先順位の高い要求がある場合は開始時刻の早い要求よりも優先順位の高い要求が先に実行さ
れます。

システム管理者は、「要求」ウィンドウを使用して、「保留」または「無効」要求の優先順位
を変更することができます。

要求優先順位はアプリケーション・ユーザーに関連付けられる要求優先順位はアプリケーション・ユーザーに関連付けられる要求優先順位はアプリケーション・ユーザーに関連付けられる要求優先順位はアプリケーション・ユーザーに関連付けられる
ユーザーの要求の優先順位のデフォルト値は、システム管理者が各ユーザーの「コンカレン
ト :優先度」ユーザー・プロファイル・オプションで設定した値です。ユーザーが自分の要
求の優先順位を変更することはできません。

コンカレント・プログラムについて優先順位が定義されている場合は、その優先順位の方が
ユーザーのプロファイル・オプションより優先されます。

� 優先順位の範囲は、1（最高）～ 99（最低）です。
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コンカレント・プロセス用のファイルおよび表の管理
� 標準のデフォルト順位は 50です。

� 内部コンカレント・マネージャが発行するコンカレント・プログラムの優先順位はゼロ
（0）で、これは他のすべての要求より優先されます。

提案提案提案提案 :ある要求の優先順位を頻繁に変更する場合は、そのコンカレント・プログラムに専用
の優先順位を割り当てることを検討してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント要求タイプ」ウィンドウ」（4-84）

� 「コンカレント・プロセスのユーザー・プロファイル設定値」（4-19）

� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「コンカレント要求のライフ・サイクル」（4-6）

� 「完了したコンカレント要求レポート」（4-31）

コンカレント・プロセス用のファイルおよび表の管理コンカレント・プロセス用のファイルおよび表の管理コンカレント・プロセス用のファイルおよび表の管理コンカレント・プロセス用のファイルおよび表の管理
この項では、オペレーティング・システムによって保存されているログ・ファイルや出力
ファイルの数を維持する方法、およびコンカレント要求とコンカレント・マネージャ処理に
ついての情報が格納されている Application Object Libraryデータベース表の管理方法につ
いて説明します。

「コンカレント要求やマネージャ・データのパージ」プログラムを実行すると影響を受ける
データベース表は次のとおりです。

FND_CONCURRENT_REQUESTS
この表には、すべてのコンカレント要求の詳細な履歴が記載されています。

FND_RUN_REQUESTS
ユーザーがレポート・セットを登録すると、レポート・セットの中のレポートおよび各レ
ポートのパラメータ値についての情報がこの表に格納されます。

FND_CONC_REQUEST_ARGUMENTS
この表には、コンカレント・マネージャが各プログラムの実行を開始するときに、そのプロ
グラムに渡される引数が記録されます。

FND_DUAL
この表には、要求によりデータベース表が更新されないときの条件が記録されます。
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保守のための提案
FND_CONCURRENT_PROCESSES
この表には、Oracle Applicationsおよびオペレーティング・システム処理についての情報が
記録されます。

FND_CONC_STAT_LIST
この表には、コンカレント要求についてのランタイム・パフォーマンス統計が集計されま
す。

FND_CONC_STAT_SUMMARY
この表には、「コンカレント要求やマネージャ・データのパージ」プログラムによって生成
されたコンカレント・プログラムのパフォーマンス統計が記録されます。「コンカレント要
求やマネージャ・データのパージ」プログラムは、FND_CONC_STAT_LIST表のデータを
使って統計を算出します。

保守のための提案保守のための提案保守のための提案保守のための提案
MIS部門とアプリケーション・ユーザーは、所属する組織に適したアーカイブおよびファイ
ル保持の方針について合意しておくことが必要です。ディスク・ドライブの容量が不足しな
いように、Oracle Applicationsのログ・ファイルおよび出力ファイルは、定期的に削除して
ください。

提案提案提案提案 :「コンカレント要求やマネージャ・データのパージ」プログラムを一度実行して、プ
ログラムを特定の時間間隔で自動的に発行することができます。

「コンカレント要求やマネージャ・データのパージ」プログラムを実行するタイミングにつ
いては、いくつかのガイドラインの例があります。これらのガイドラインのどれを採用する
かは、自分の属するユーザー・グループの Oracle Applicationsの使用頻度によって決定して
ください。

� 通常の使用頻度であれば 30日ごと。

� 使用頻度が高い場合は 2週間ごと。

� AGEモードを使用する場合は、モード値を 5に設定して、最近 5日間のコンカレント要
求データ、ログ・ファイル、レポート出力ファイルを保存します。

パージによる監査データの削除パージによる監査データの削除パージによる監査データの削除パージによる監査データの削除
コンカレント要求情報をパージすると、監査詳細が失われます。「サインオン監査コンカレ
ント要求」レポートには、この監査情報を使用します。
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「コンカレント要求やマネージャ・データのパージ」プログラム
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント要求やマネージャ・データのパージ」プログラム」（4-16）

� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「コンカレント要求のライフ・サイクル」（4-6）

� 「完了したコンカレント要求レポート」（4-31）

「コンカレント要求やマネージャ・データのパージ」プログラ「コンカレント要求やマネージャ・データのパージ」プログラ「コンカレント要求やマネージャ・データのパージ」プログラ「コンカレント要求やマネージャ・データのパージ」プログラ
ムムムム

次のデータやファイルを削除するには、このプログラムを使用します。

� オペレーティング・システムが保持している製品ディレクトリからの要求ログ・ファイ
ル、コンカレント・マネージャ・ログ・ファイルおよびレポート出力ファイル。

� コンカレント要求およびコンカレント・マネージャ処理についての履歴情報を含む
Application Object Libraryデータベース表からのレコード（行）。

「コンカレント : 要求統計の収集」プロファイル・オプションを「YES」に設定している場合
は、このプログラムを使用して各コンカレント・プログラムのパフォーマンス統計を計算し
ます。

レポート・オプションレポート・オプションレポート・オプションレポート・オプション

エンティティエンティティエンティティエンティティ

全て全て全て全て コンカレント要求の履歴情報およびコンカレント・マネージャの履歴
情報を記録しているデータベース表からレコードをパージし、さらに
オペレーティング・システムから要求ログ・ファイル、マネージャ・
ログ・ファイルおよびレポート出力ファイルをパージします。

マネージャマネージャマネージャマネージャ データベース表からコンカレント・マネージャの履歴情報を記録した
レコードを削除し、オペレーティング・システムからマネージャ・ロ
グ・ファイルをパージします。

要求要求要求要求 データベース表からコンカレント要求の履歴情報を記録したレコード
をパージし、オペレーティング・システムから要求ログ・ファイルお
よびレポート出力ファイルをパージします。
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レポート・オプション
モードモードモードモード

モード値モード値モード値モード値
モード =保存日数のための日数またはモード =件数のためのレコード数を定義するための値
を入力します。有効な値は 1～ 9999999です。

Oracle ID
コンカレント・プログラムが接続され、コンカレント要求レコードをパージする Oracle ID、
およびそれに関連するログ・ファイル、レポート出力ファイルを入力します。Oracle IDに
は、エンティティが「要求」または「すべて」のいずれかであれば関連項目があります。

たとえば、AP1を入力すると、プログラムは、AP1 Oracle IDに接続するプログラムの実行
要求に関連するすべての要求レコード、ログ・ファイルおよびレポート出力ファイルをパー
ジします。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
そのコンカレント要求レコードおよびそれに関連するログ・ファイル、レポート出力ファイ
ルをパージするアプリケーション・ユーザー名を入力します。エンティティが「要求」また
は「全て」のときには、ユーザー名には関連項目があります。

たとえば、JSMITHと入力すると、プログラムはユーザー JSMITHが発行した要求に関連す
るすべての要求レコード、ログ・ファイルおよびレポート出力ファイルをパージします。

コンカレント要求レコードおよび関連するログ・ファイル、レポート出力ファイルをパージ
しようとする職責に関連するアプリケーションを選択します。職責アプリケーションは職責

保存日数保存日数保存日数保存日数 コンカレント要求履歴、ログ・ファイルおよびレポート出力ファイル
の保存日数を入力します。入力した数（単位 : 日数）より古いレコー
ドは、パージ・プログラムによってすべて削除されます。

たとえば、「5」を入力すると、5日を超えたコンカレント要求履歴、
ログ・ファイルおよびレポート出力ファイルはすべてパージされま
す。

件数件数件数件数 保存対象となるコンカレント要求履歴、ログ・ファイルおよびレポー
ト出力ファイルの（最新の）レコード数を入力します。パージ・プロ
グラムによって、最も新しいレコードからユーザーが指定した数まで
のレコードが保存され、残りのレコードはすべてパージされます。

たとえば、「5」を入力すると、最も新しい 5つのコンカレント要求履
歴レコード、要求ログ・ファイル、マネージャ・ログ・ファイル、レ
ポート出力ファイルが保存され、残りのすべてのレコードはパージさ
れます。
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レポート・オプション
オプションとともに使用され、エンティティが「要求」または「全て」のいずれかであれば
関連項目があります。

職責職責職責職責
コンカレント要求レコードおよび関連するログ・ファイル、レポート出力ファイルをパージ
しようとする職責を選択します。エンティティが「要求」または「全て」のいずれかであれ
ば職責には関連項目があります。

たとえば、システム管理者の職責を選択すると、システム管理者の職責を持つユーザーが発
行した要求と関連するすべての要求レコード、ログ・ファイルおよびレポート出力ファイル
がパージされます。

プログラム・アプリケーションプログラム・アプリケーションプログラム・アプリケーションプログラム・アプリケーション
コンカレント要求レコードおよび関連するログ・ファイル、レポート出力ファイルをパージ
しようとするアプリケーションを選択します。プログラム・アプリケーションには、エン
ティティが「要求」または「全て」のいずれかであれば関連項目があります。

たとえば、Oracle Payablesを選択すると、Oracle Payablesプログラムの実行要求に関連す
るすべての要求レコード、ログ・ファイルおよびレポート出力ファイルがパージされます。

プログラムプログラムプログラムプログラム
コンカレント要求レコードおよび関連するログ・ファイル、レポート出力ファイルをパージ
するプログラムを選択します。プログラムには、エンティティが「要求」または「全て」の
ときには関連項目があります。

たとえば、Program Xを選択すると、パージ・プログラムが Program Xの実行要求に関連す
るすべての要求レコード、ログ・ファイルおよびレポート出力ファイルを削除します。

マネージャ・アプリケーションマネージャ・アプリケーションマネージャ・アプリケーションマネージャ・アプリケーション
コンカレント要求レコードおよび関連するログ・ファイル、レポート出力ファイルをパージ
しようとするコンカレント・マネージャに関連するアプリケーションを選択します。

マネージャ・アプリケーションはマネージャ・オプションとともに使用され、エンティティ
を「要求」に設定したときと「マネージャ」または「全て」のいずれかに設定したときでは
異なる働きをします。

� エンティティを「要求」に設定すると、マネージャ・オプションで指定されたコンカレ
ント・マネージャが実行する要求に関連したすべての要求レコード、ログ・ファイルお
よびレポート出力ファイルがパージされます。

� エンティティを「マネージャ」または「全て」に設定したときには、プログラムは上記
の働き以外にマネージャ・オプションに指定されたコンカレント・マネージャに関連す
るすべてのマネージャ・ログ・ファイルもパージします。
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コンカレント・プロセスのユーザー・プロファイル設定値
マネージャマネージャマネージャマネージャ
コンカレント要求レコードおよび関連するログ・ファイル、レポート出力ファイルをパージ
しようとするコンカレント・マネージャを選択します。

マネージャはマネージャ・アプリケーション・オプションとともに使用され、エンティティ
を「要求」に設定したときと、「マネージャ」または「全て」のいずれかに設定したときで
は異なる働きをします。

� エンティティを「要求」に設定すると、マネージャ・オプションで指定されたコンカレ
ント・マネージャが実行する要求に関連したすべての要求レコード、ログ・ファイルお
よびレポート出力ファイルがパージされます。

� エンティティを「マネージャ」または「全て」に設定したときには、プログラムは上記
の働き以外にマネージャ・オプションに指定されたコンカレント・マネージャに関連す
るすべてのマネージャ・ログ・ファイルもパージします。

レポートレポートレポートレポート
「コンカレント要求やマネージャ・データのパージ」プログラムがパージしたレコード数に
ついてのレポートが必要かどうかを指定します。

その他のパージその他のパージその他のパージその他のパージ
FND_DUAL表からレコードを削除するかどうかを選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「コンカレント要求のライフ・サイクル」（4-6）

コンカレント・プロセスのユーザー・プロファイル設定値コンカレント・プロセスのユーザー・プロファイル設定値コンカレント・プロセスのユーザー・プロファイル設定値コンカレント・プロセスのユーザー・プロファイル設定値
コンカレント要求の発行に関連したユーザー・プロファイル・オプションの設定について説
明します。

NO プログラムは実行されますが、レポートは生成されません。

YES プログラムが実行され、レポートが生成されます。

NO FND_DUALからレコードを削除しません。

YES FND_DUALからレコードを削除します。
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コンカレント・プロセスのユーザー・プロファイル設定値
コンカレント・プロセス・オプションの設定コンカレント・プロセス・オプションの設定コンカレント・プロセス・オプションの設定コンカレント・プロセス・オプションの設定
エンド・ユーザーは、各自のコンカレント要求について複数の実行時オプションを制御でき
ます。たとえば、要求の開始日を特定できます。

ユーザーが、要求時にこれらのオプションを明示的に入力しなかった場合は、コンカレン
ト・プロセス・オプションのデフォルト値として、そのユーザーのユーザー・プロファイル
の中の値が使用されます。

システム管理者は、「システム・プロファイル値」ウィンドウを使用して、エンド・ユー
ザーのユーザー・プロファイル値を設定します。システム管理者とエンド・ユーザーのどち
らも、「個別プロファイル値」フォームを使用して、システム管理者自身のプロファイル値
の一部を設定できます。

発行済要求のコンカレント・プロセス・オプションの変更発行済要求のコンカレント・プロセス・オプションの変更発行済要求のコンカレント・プロセス・オプションの変更発行済要求のコンカレント・プロセス・オプションの変更
システム管理者またはユーザーは、「要求」ウィンドウを使用して、発行した要求のコンカ
レント・プロセス・オプションを、実行が開始されるまでの間に変更することができます。

� システム管理者は、どの要求のどのコンカレント・オプションでも変更できます。

� ユーザーは、各自の要求のほとんどのコンカレント・オプションを変更できます。

エンド・ユーザーは、各自の要求の優先度を変更（または設定）することも、また、要
求ログ・ファイルおよびレポート出力ファイルをオンラインで見るためのレポート・ア
クセス・レベルを変更（または設定）することもできません。

参照 :「ユーザー・プロファイル設定の概要」（9-1）

コンカレント処理のユーザー・プロファイル・オプションコンカレント処理のユーザー・プロファイル・オプションコンカレント処理のユーザー・プロファイル・オプションコンカレント処理のユーザー・プロファイル・オプション

ユーザー・プロファイル・オプションユーザー・プロファイル・オプションユーザー・プロファイル・オプションユーザー・プロファイル・オプション 説明説明説明説明

コンカレント : 要求の保持 「YES」を指定すると、コンカレント要求が保留になり
ます。「NO」を指定すると、要求の優先度と開始時刻
に従ってプログラムが開始されます。

コンカレント : 複数タイム・ゾーン 「YES」を指定すると、クライアントを実行しているタ
イム・ゾーンに関係なく、要求が即時にスケジュール
されます。

コンカレント : レポート・アクセス・
レベル

要求の出力ファイル /ログ・ファイルのオンライン表
示およびレポートの再印刷は、次のアクセス・レベル
に応じて可能です。「職責」レベル : 要求を発行した職
責を使用しているすべてのユーザー。「ユーザー」レ
ベル : 要求を発行したユーザーのみ。

コンカレント : レポートの部数 各レポートの印刷出力部数。
4-20 Oracle Applicationsシステム管理者ガイド



コンカレント・プロセスのユーザー・プロファイル設定値
コンカレント要求プロファイル・オプションの更新コンカレント要求プロファイル・オプションの更新コンカレント要求プロファイル・オプションの更新コンカレント要求プロファイル・オプションの更新
システム管理者は、コンカレント・ユーザー・プロファイル・オプションのほとんどを、4
つのどのレベルでも設定できます。4つのレベルとは、「サイト」、「アプリケーション」、「職
責」および「ユーザー」です。ユーザー・プロファイル「コンカレント :レポート・アクセ
ス・レベル」は、アプリケーション・レベルでは設定できません。

ユーザーは、ほとんどのコンカレント・プロセス・プロファイル・オプションのデフォルト
値を変更できます。ただし、「コンカレント :要求の優先度」または「コンカレント :レポー
ト・アクセス・レベル」は設定できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

コンカレント : 要求の優先度 通常、要求は開始時刻に従って、発行順に実行されま
す。優先度は要求開始時刻よりも優先されます。優先
度の高い要求の方が、開始時刻の早い要求より先に開
始されます。優先度の範囲は、1（最高）～ 99（最低）
です。標準のデフォルト順位は 50です。

コンカレント : 要求開始時刻 要求の実行を開始できるようになる日付と時刻。開始
日時が現在の日時であるか、またはそれ以前である場
合は、要求はただちに実行できます。

コンカレント : 出力の保存 「YES」を指定すると、コンカレント・プログラム出力
が標準ファイル形式で保存されます。コンカレント・
プログラムには、出力ファイルを生成しないものもあ
ります。

コンカレント : 順次要求 「YES」を指定すると、要求の開始日時に従って、一度
に 1つずつ（順次）要求が強制的に実行されます。
「NO」を指定すると、コンカレント・プログラム間に
互換性がある場合は、要求を並行して実行できます。

コンカレント : 可能 TM待ち クライアントが、別の取引マネージャ（TM）に移っ
て試してみる前に、特定の TMが使用可能になるまで
待機する最大秒数を指定できます。

コンカレント : URLライフタイム このプロファイル・オプションは、要求出力の URL
がシステムから削除されるまでの時間を分単位で指定
するオプションです。

プリンタ レポートの印刷先となるプリンタ。

表表表表 11

ユーザー・プロファイル・オプションユーザー・プロファイル・オプションユーザー・プロファイル・オプションユーザー・プロファイル・オプション 説明説明説明説明
コンカレント処理の管理 4-21



マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義
マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義
ここでは、コンカレント・マネージャの定義方法およびマネージャを使用可能にする時点の
指定方法について説明します。

コンカレント・マネージャは、それ自体が、他のコンカレント・プログラムの実行を開始す
るコンカレント・プログラムです。アプリケーション・ユーザーがプログラムの実行要求を
発行すると、その要求はすべての要求を登録するデータベース表に入ります。コンカレン
ト・マネージャは、この表から要求を読み込んで、プログラムの実行を開始します。参照 :
「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）。

ここでは、マネージャをいつ使用可能にするのかを指定する方法、マネージャを使用して異
なる時間帯に渡ってアプリケーション処理の作業負荷をバランスさせる方法、マネージャか
らコールする即時コンカレント・プログラムのライブラリを関連付ける方法について説明し
ます。

新しいマネージャの定義新しいマネージャの定義新しいマネージャの定義新しいマネージャの定義
コンカレント・マネージャは必要に応じていくつでも定義できます。マネージャを定義する
ときには、次のことを行います。

� 定義済みの即時コンカレント・プログラムのライブラリをマネージャに割り当てます。

即時コンカレント・プログラムは、コンカレント・マネージャに関連付けられているサ
ブルーチンです。その他のすべてのコンカレント・プログラムは、実行時に独立プロセ
スとして生成されます。

� 稼働シフトをマネージャに割り当てます。稼働シフトは、マネージャが稼働する曜日お
よび時間帯を決定します。

� 各稼働シフトごとに、稼働シフト時間内に要求を読み込む（プログラムを起動する）た
めにマネージャが並行して実行できるオペレーティング・システム・プロセスの最大数
を定義します。

� マネージャを、特定の種類の要求のみを読み込むように特殊化します。

「図 12」（4-23）はコンカレント・マネージャ定義の詳細を示しています。
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マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義
 図図図図 12

プログラム・ライブラリプログラム・ライブラリプログラム・ライブラリプログラム・ライブラリ
生成されるプログラムに対して、コンカレント・マネージャは別のオペレーティング・シス
テム・プロセスを開始または生成します。即時のプログラムは、コンカレント・マネージャ
のオペレーティング・システム・プロセスの一部として実行されます。

プログラム・ライブラリには、マネージャによりコールできる即時コンカレント・プログラ
ムが含まれています。
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マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義
即時コンカレント・プログラムは、プログラム・ライブラリに登録する必要があります。
Oracle Application Object Libraryを使用するアプリケーション開発者は、コンカレント・プ
ログラムをプログラム・ライブラリに登録できます。

Oracle Application Object Library FNDLIBRプログラム・ライブラリは、Oracle 
Applications即時コンカレント・プログラムを格納し、標準コンカレント・マネージャに割
り当てられています。FNDLIBRライブラリをマネージャの定義に組み込むのが一般的です。

内部コンカレント・マネージャと標準コンカレント・マネージャ内部コンカレント・マネージャと標準コンカレント・マネージャ内部コンカレント・マネージャと標準コンカレント・マネージャ内部コンカレント・マネージャと標準コンカレント・マネージャ
Oracle System Administrationには、ユーザーが使用できる定義済みのマネージャが 2つあ
ります。

� 内部コンカレント・マネージャ。これは他のすべてのマネージャを管理するマネージャ
です。内部コンカレント・マネージャは、個別マネージャの起動、そのステータスの検
証、個別マネージャのリセットおよび停止を行います。

内部コンカレント・マネージャの定義は変更できません。

参照 :「プログラム非互換性ルールの定義」（3-21）

� 標準マネージャ。標準マネージャはどのような要求もすべて受け入れます。特殊化はあ
りません。標準マネージャは、常にアクティブです。つまり、1年 365日、1日 24時
間、稼働しています。

取引マネージャ取引マネージャ取引マネージャ取引マネージャ
従来のコンカレント・マネージャでは長時間実行のデータ集中型アプリケーション・プログ
ラムを非同期で実行できるのに対して、取引マネージャはクライアント・マシンからの特定
要求の同期処理をサポートします。クライアント・プログラムからサーバー側プログラム同
期実行要求を発行すると、取引マネージャはプログラムを即時実行した後で、ステータスを
クライアント・プログラムに返します。

取引マネージャは即時コンカレント・プログラムとして実施されます。実行時には、コンカ
レント・プロセスがこれらの多数のマネージャを起動します。コンカレント要求表をポーリ
ングして次の処理を決定するかわりに、取引マネージャはクライアント・プログラムから信
号を受け取るまで待機します。要求された取引プログラムはサーバー上で実行されます。最
小限の遅延時間で実行されるため、クライアントはこの処理を意識する必要はありません。

警告警告警告警告 : 標準コンカレント・マネージャの定義は変更しないでください。こ標準コンカレント・マネージャの定義は変更しないでください。こ標準コンカレント・マネージャの定義は変更しないでください。こ標準コンカレント・マネージャの定義は変更しないでください。こ
の定義を変更し、要求を受け入れる追加マネージャを定義していないと、の定義を変更し、要求を受け入れる追加マネージャを定義していないと、の定義を変更し、要求を受け入れる追加マネージャを定義していないと、の定義を変更し、要求を受け入れる追加マネージャを定義していないと、
一部のプログラムが実行できなくなる場合があります。標準マネージャ一部のプログラムが実行できなくなる場合があります。標準マネージャ一部のプログラムが実行できなくなる場合があります。標準マネージャ一部のプログラムが実行できなくなる場合があります。標準マネージャ
は、いつでもどのような要求の実行にも使用可能なマネージャとして、つは、いつでもどのような要求の実行にも使用可能なマネージャとして、つは、いつでもどのような要求の実行にも使用可能なマネージャとして、つは、いつでもどのような要求の実行にも使用可能なマネージャとして、つ
まり一種の安全対策として使用してください。導入サイト固有のニーズにまり一種の安全対策として使用してください。導入サイト固有のニーズにまり一種の安全対策として使用してください。導入サイト固有のニーズにまり一種の安全対策として使用してください。導入サイト固有のニーズに
対処するには、追加のマネージャを定義します。対処するには、追加のマネージャを定義します。対処するには、追加のマネージャを定義します。対処するには、追加のマネージャを定義します。
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稼動シフトの定義
プログラム実行終了時には、結果が完了メッセージと一連の戻り値でクライアント・プログ
ラムに通知されます。

取引マネージャとの通信は自動で行われます。取引マネージャのメカニズムではクライアン
トと取引マネージャ・プロセス間の継続接続の確立は行いません。このメカニズムはサー
バー・プロセスの小規模プールであり、多数のクライアントへのリアルタイム応答でのサー
ビス供給を目的としています。

各取引マネージャはそれぞれのプログラム・ライブラリに含まれているプログラムのみを処
理できます。Oracle Application Object Libraryを使用する Oracle Applications開発者は、
プログラム・ライブラリに取引プログラムを登録できます。

取引マネージャは、特定のデータ・グループに関連付けられていて、そのデータ・グループ
を使用してデータベースに接続します。取引マネージャは、同じデータ・グループに関連付
けられている職責に基づいて発行された要求のみを処理できます。

カスタム・データ・グループを作成するときには、取引マネージャを使用するデータ・グ
ループ内の各アプリケーションについて、（シード取引マネージャに関連付けられた定義済
みプログラム・ライブラリを使用して）新しい取引マネージャを定義してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）

� 「「稼動シフト」ウィンドウ」（4-81）

� 「マネージャ別稼動シフト・レポート」（4-32）

� 「稼動シフト・レポート」（4-33）

� 「稼動シフトによる処理作業負荷のバランス化」（4-28）

� 「稼動シフトの定義」（4-25）

� 「時間ベース・キューの使用方法」（4-29）

稼動シフトの定義稼動シフトの定義稼動シフトの定義稼動シフトの定義
コンカレント・マネージャを定義するときに、1つ以上の稼働シフトをそのマネージャに割
り当てます。稼働シフトによって、マネージャの稼働時期が決まります。稼働シフトを定義
するには、「稼働シフト」フォームを使用します。

参照 :

「「稼動シフト」ウィンドウ」（4-81）

「マネージャ別稼動シフト・レポート」（4-32）
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稼動シフトの定義
「稼動シフト・レポート」（4-33）

たとえば、次のような稼働シフトを定義できます。

� 8:00am～ 5:00pm、月曜日～金曜日

� 11:00am～ 1:00pm、（毎週）水曜日

� 6:00pm～ 11:59pm、2000年 4月 15日

従業員の退社後、端末が空いている夜間に実行する稼働シフトを定義することができます。
たとえば、次のような稼働シフトを定義できます。

� 2:00am～ 6:00am、月曜日～金曜日

特定の曜日または特定の日付に 1日 24時間実行する稼働シフトを定義できます。たとえば、
次のような稼働シフトを定義できます。

� 月曜日～金曜日

� （毎週）水曜日

� 2000年 4月 15日

特別の場合にのみ使用する稼働シフトを定義できます。たとえば、会社で棚卸を実施すると
きに使用する「棚卸」という名前の稼働シフトを定義できます。

稼働シフトの使用禁止稼働シフトの使用禁止稼働シフトの使用禁止稼働シフトの使用禁止
稼働シフトとしてある期間を定義した後、必ずしもその稼働シフトを使用しない場合は、次
のような措置が可能です。

� その稼働シフトをコンカレント・マネージャに割り当てない

� 「コンカレント・マネージャ」フォームで、その稼働シフトにターゲット・プロセス数
として 0（ゼロ）を指定する

� 「コンカレント・マネージャ」フォームを使用して稼働シフト割当を削除する

稼働シフトおよび時間稼働シフトおよび時間稼働シフトおよび時間稼働シフトおよび時間
稼働シフトは、午前零時から翌日の午前零時まで 1日 24時間実行できます。これは、24時
記法では次のように定義されます。

� 12:00am00:00:00

� 11:59:59pm23:59:59

一晩中実行する稼働シフト一晩中実行する稼働シフト一晩中実行する稼働シフト一晩中実行する稼働シフト
24時間時計の開始時刻および終了時刻は午前零時です。
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稼動シフトの定義
稼働シフトの稼働時間が 24時間実行より短く、プログラムは午前零時をまたいで継続させ
る場合は、次のような 2つの稼働シフトを定義して、このマネージャに割り当ててくださ
い。

� 最初の稼働シフトは 23:59（11:59pm）に終了。

� 2番目の稼働シフトは 00:00（12:00 am）に開始。

たとえば、ほとんどの従業員が就業していない夜間に、データ集約型プログラムを実行する
場合は、このマネージャに割り当てる 2つの稼働シフトを定義します。

� 最初の稼働シフトは、20:00（8:00pm）に始まり、23:59（11:59pm）に終了。

� 2番目の稼働シフトは、00:00（12:00am）に始まり、05:00（5:00am）に終了。

稼働シフトのオーバーラップ稼働シフトのオーバーラップ稼働シフトのオーバーラップ稼働シフトのオーバーラップ - 優先度レベル優先度レベル優先度レベル優先度レベル
オーバーラップする稼働シフトをコンカレント・マネージャに割り当てる場合は、オーバー
ラップしている期間についてはより限定的な時間より限定的な時間より限定的な時間より限定的な時間が指定されている稼働シフトが有効になり
ます。たとえば、7月 4日の指定のある稼働シフトは、月曜日から金曜日の 9:00amから
5:00pmまでの指定のある稼働シフトより優先します。

「表 12」（4-27）はオーバーラップする稼動シフトの優先度レベルを降順でリストしたもので
す。特定の日付および時間範囲が指定されている稼働シフトは、最高位の優先度になりま
す。「標準」稼働シフトが最低優先度になります。

稼動シフト優先度のオーバーラップ

優先度が同じでオーバーラップする稼働シフト優先度が同じでオーバーラップする稼働シフト優先度が同じでオーバーラップする稼働シフト優先度が同じでオーバーラップする稼働シフト
オーバーラップする稼働シフトがあり、その優先度が同じレベルの場合は、ターゲット・プターゲット・プターゲット・プターゲット・プ
ロセス数が最大ロセス数が最大ロセス数が最大ロセス数が最大の稼働シフトが有効になります。

優先度優先度優先度優先度 稼動シフトの定義稼動シフトの定義稼動シフトの定義稼動シフトの定義 例例例例

1 特定の日付および時間範囲の指定 2000年 4月 15日  8:00am～ 5:00pm

2 日付の指定（時間範囲の指定なし） 2000年 4月 15日

3 期間および時間範囲の指定 月曜～金曜 8:00am～ 5:00pm

4 期間の指定（時間範囲の指定なし） 月曜～金曜

5 時間範囲の指定（日付または期間の指定な
し）

8:00am～ 5:00pm

6 標準稼動シフト。日付、期間、時間の指定な
し。

標準稼動シフトは、1年 365日、1日
24時間です。

表表表表 12
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稼動シフトによる処理作業負荷のバランス化
たとえば、曜日範囲も時間範囲も同じ 2つの稼働シフトがあるとします。月曜日から金曜日
の 9:00amから 5:00pmまでの「営業日」稼働シフトがあり、そのターゲット・プロセスは 4
つです。

また、月曜日から金曜日の 11:00amから 1:00pmまでの「昼食」稼働シフトがあり、その
ターゲット・プロセスは 8つです。

「昼食」稼働シフトは、11:00am～ 1:00pm（月～金）に有効になります。この方がターゲッ
ト・プロセス数が大きいからです。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義」（4-22）

� 「稼動シフトによる処理作業負荷のバランス化」（4-28）

� 「時間ベース・キューの使用方法」（4-29）

稼動シフトによる処理作業負荷のバランス化稼動シフトによる処理作業負荷のバランス化稼動シフトによる処理作業負荷のバランス化稼動シフトによる処理作業負荷のバランス化
マネージャの定義には、マネージャが要求の読取りに使用できるオペレーティング・システ
ム・プロセスの数が含まれます。マネージャは、ターゲット・プロセスとして参照されるこ
れらの各プロセスに対して、コンカレント・プログラムを 1つ起動できます。

マネージャに割り当てる各稼働シフトについて、いくつかのターゲット・プロセスを定義し
ます。

ターゲット・プロセス数の異なる稼働シフトを使用することにより、コンカレント・プロセ
スの作業負荷を曜日、時刻、特定の日付に従って修正できます。

下の図は、3つの稼働シフトを使用して、3つのプログラムを 6:00am～ 6:00pmの間並行し
て実行し、6つのプログラムを 6:00pm～ 6:00amの間並行して実行できるようにマネージャ
を定義する方法を示しています。
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時間ベース・キューの使用方法
図図図図 13

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「稼動シフト」ウィンドウ」（4-81）

� 「マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義」（4-22）

� 「マネージャ別稼動シフト・レポート」（4-32）

� 「稼動シフト・レポート」（4-33）

� 「稼動シフトの定義」（4-25）

� 「時間ベース・キューの使用方法」（4-29）

時間ベース・キューの使用方法時間ベース・キューの使用方法時間ベース・キューの使用方法時間ベース・キューの使用方法
プログラムを実行するマネージャを、過去の典型的な実行時間に基づいて定義すると、複数
の時間ベース・キューを作成できます。つまり、要求の実行に要する時間に従って要求を区
分し、マネージャを特殊化できます。
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時間ベース・キューの使用方法
そのためには、システム管理者のレポート・セキュリティ・グループの完了したコンカレン
ト要求レポートを使用します。このレポートには、実行を完了したコンカレント・プログラ
ムについて、実際の開始日時および実際の完了日時が記載されます。参照 :「完了したコン
カレント要求レポート」（4-31）。

提案提案提案提案 :作業負荷が異なる時間帯での処理時間を決定するには、コンカレント・プログラムを
異なる時間条件で（たとえば深夜、その後で昼間もう一度）実行します。

たとえば、実際の完了時刻に基づき、次の種類のプログラムを実行する各種マネージャを特
殊化できます。

� 在庫棚卸し

� 満期小切手処理

� 転記

� 請求書インポート

この方法を補強するために、「オーバーフロー」マネージャを定義します。たとえば、上記
のマネージャの 1つ（または複数）を対象としたプログラムを受け付けることができ、稼働
シフトが 2:00am-4:00am（02:00-04:00）などに制限されたマネージャがオーバーフロー・マ
ネージャの例です。長時間実行プログラムの中に「オーバーフロー」稼働シフトの開始前に
起動されなかったものがあった場合は、追加マネージャが使用可能となり、そのようなプロ
グラムを受け入れます。

そして、必須要求について定義された「例外」マネージャでさらに補強を図ります。たとえ
ば、次のプログラムを実行できるマネージャを定義します。

� 特定の時間までに完了する必要のある特定のプログラム。「必須」マネージャは、特定
プログラムについての要求のみを読み取るように特殊化することができます。

� 特定のユーザー（たとえば会社の管理部長）が発行したプログラム。1人のアプリケー
ション・ユーザーからの要求のみを読み取るように、マネージャを特殊化することがで
きます。ユーザーがサインオンに使用する優先順位の高い第 2のユーザー名を定義する
こともできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）

� 「「稼動シフト」ウィンドウ」（4-81）

� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「プログラムの要求タイプ別グループ化」（4-49）

� 「マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義」（4-22）
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レポート・パラメータ
� 「マネージャ別稼動シフト・レポート」（4-32）

� 「稼動シフト・レポート」（4-33）

� 「稼動シフトによる処理作業負荷のバランス化」（4-28）

� 「稼動シフトの定義」（4-25）

� 「特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化」（4-33）

完了したコンカレント要求レポート完了したコンカレント要求レポート完了したコンカレント要求レポート完了したコンカレント要求レポート
このレポートは、コンカレント・プログラムの実行に実際に要した時間を表示します。この
レポートは、特定のプログラムの要求のみを読み取るようにマネージャを特殊化することに
よって、代表的な完了時刻に基づいて要求を区分する場合に使用します。

このレポートを使用して、実行の完了したコンカレント・プログラムに関連するパラメータ
およびエラー・メッセージを記録してください。

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ
パラメータを入力しなかった場合は、レポートは、すべての完了したコンカレント要求につ
いて値を戻します。

プログラム・アプリケーション名プログラム・アプリケーション名プログラム・アプリケーション名プログラム・アプリケーション名

レポートに表示する完了したコンカレント要求を含むプログラムに関連付けられているアプ
リケーション名を選択します。

1つのアプリケーションに関連するすべての完了したコンカレント要求についてのレポート
を実行するには、アプリケーション名のみを選択し、プログラム名は選択しないでくださ
い。

プログラム名プログラム名プログラム名プログラム名

レポートに表示する完了したコンカレント要求を含むプログラムの名前を選択します。「プ
ログラム名」に値を入力する前に、「プログラム・アプリケーション名」に値を入力する必
要があります。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名

レポートに表示する完了したコンカレント要求を出したアプリケーション・ユーザーの名前
を選択します。

開始日開始日開始日開始日 /終了日終了日終了日終了日

レポートの開始時刻および終了時刻を入力します。
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レポート見出し
レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポート見出しには、指定されたパラメータが出力され、レポートの内容についての一般情
報が得られます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「コンカレント・プロセス用のファイルおよび表の管理」（4-14）

� 「プログラムの要求タイプ別グループ化」（4-49）

� 「時間ベース・キューの使用方法」（4-29）

� 「特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化」（4-33）

マネージャ別稼動シフト・レポートマネージャ別稼動シフト・レポートマネージャ別稼動シフト・レポートマネージャ別稼動シフト・レポート
このレポートは、各コンカレント・マネージャに割り当てられた稼働シフトを出力します。
コンカレント・マネージャを定義または編集する場合は、このレポートを使用します。

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ
なし。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポート見出しには、レポートの内容についての一般情報が出力されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）

� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義」（4-22）

� 「稼動シフト・レポート」（4-33）

� 「時間ベース・キューの使用方法」（4-29）

� 「特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化」（4-33）
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特殊化ルールの概要
稼動シフト・レポート稼動シフト・レポート稼動シフト・レポート稼動シフト・レポート
このレポートには、すべての稼動シフト定義が出力されます。コンカレント・マネージャ稼
働シフトを定義または編集する場合は、このレポートを使用します。

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ
なし。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポート見出しには、レポートの内容についての一般情報が出力されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）

� 「「稼動シフト」ウィンドウ」（4-81）

� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義」（4-22）

� 「マネージャ別稼動シフト・レポート」（4-32）

� 「稼動シフト・レポート」（4-33）

� 「稼動シフトの定義」（4-25）

特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化
ここでは、特定のプログラムのみを実行するようにマネージャを特殊化する方法について説
明します。

特殊化ルールの概要特殊化ルールの概要特殊化ルールの概要特殊化ルールの概要
ユーザーがコンカレント・プログラムの実行を要求するたびに、その要求がデータベース表
に挿入されます。コンカレント・マネージャはこの表から要求を読み込み、特定の要求を読
み込むように定義されているマネージャがプログラムの実行を開始します。

特殊化ルールがない場合、マネージャは任意のコンカレント・プログラムを起動する要求を
読み取ります。
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特殊化ルールの定義
特殊化ルールを使用すると、マネージャを特殊化して、コンカレント・プログラムを起動す
るための特定の種類の要求のみを読み込むことができます。たとえば、Oracle General 
Ledgerプログラムの起動要求のみ、またはユーザー「Fred」が要求するプログラムの起動
要求のみを読み込むようにできます。参照 :「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-
76）。

特殊化ルールの特別のタイプとして、組合せ特殊化ルールがあります。これは、複数の処理
を組み合せて 1つのルールを定義します。参照 :「「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ」（4-
82）。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「コンカレント・マネージャの制御」（4-50）

� 「組合せ特殊化ルールの定義」（4-43）

� 「特殊化ルールの定義」（4-34）

� 「例 - 特殊化ルールの使用」（4-38）

特殊化ルールの定義特殊化ルールの定義特殊化ルールの定義特殊化ルールの定義
特殊化ルールは、処理を要求のタイプと関連付けます。処理には含むと除くの 2種類があり
ます。

� 含むは、指定されたタイプの要求のみを読み取るようにマネージャを定義する処理で
す。

� 除くは、指定されたタイプ以外の要求をすべて読み取るようにマネージャを定義する処
理です。

コンカレント・プログラムの実行要求は、次のものに基づいて許可または禁止できます。

� 複数組織を使用している場合は、要求の「会計帳簿」（複数インストール用）または
「組織」の ORACLE ID。

� プログラムの本体またはプログラムのアプリケーション。

� プログラムの要求タイプ。

� 要求を発行したユーザー。

� 複数の処理を組み合せた組合せルール。組合せルールは、その処理を複数の要求タイプ
に適用します。

たとえば、組合せルールで Oracle IDからの処理を除外したり、特定のプログラムから
の他の処理を除外することができます。
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特殊化ルールの定義
複数のルールの使用複数のルールの使用複数のルールの使用複数のルールの使用
ルールはそれぞれ 1つの処理を実行します。複数のルールを使用すると、各ルールは次のよ
うに評価されます。

� 含むルールは、結合論理として OR文を使用して一括評価されます。

たとえば、次のルールを使用した場合を考えます。

� 含む X

� 含む Y

ルールの結果によりそのマネージャでは Xまたは Yを実行できますが、両方のプログラ
ムを実行する必要はありません。

� 除くルールは、結合論理として AND文を使用して一括評価されます。

たとえば、次のルールを使用した場合を考えます。

� 除く 1

� 除く 2

ルールの結果によりそのマネージャではプログラム 1および 2の同時実行または個別実
行が禁止されます。

� 含むルールが先に評価され、続いて除くルールが評価されます。AND文では含むルー
ルと除くルールが同時に評価されます。たとえば（含む Xまたは Y）AND（除く 1お
よび 2）のように指定できます。

� "除く "ルールは "含む "ルールを上書きします。

特殊化ルールの処理、その結合論理および例を次の 2つの表に示します。参照 :「特殊化
ルールの論理 - 例」（4-35）。

特殊化ルールの論理特殊化ルールの論理特殊化ルールの論理特殊化ルールの論理 - 例例例例

含むルール含むルール含むルール含むルール 結果結果結果結果

含む X プログラム Xのみ実行

含む X プログラム Xを実行

OR ...または

含むユーザー Sam ユーザー Samによる要求を実行

結果 : プログラム Xについてすべてのユーザーの要求が実行され、
Samのすべての要求が実行されます。

表表表表 13
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特殊化ルールの定義
「例 - 特殊化ルールのタイプ」（4-37）は特殊化ルールに関連付けられている処理タイプの例
を示しています。

除くルール除くルール除くルール除くルール 結果結果結果結果

除く 37 プログラム 37は実行しない

除く 37 プログラム 37は実行しない

AND ...および

除くユーザー Sam ユーザー Samによる要求は実行しない

結果 : プログラム 37に対する要求は一切実行されず、さらに Samの
要求も一切実行されません。

表表表表 14

含むルールおよび除く含むルールおよび除く含むルールおよび除く含むルールおよび除く
ルールルールルールルール 結果結果結果結果

含むユーザー Sam ユーザー Samによる要求のみ実行

AND ...および

除く 37 プログラム 37は実行しない

結果 : プログラム 37の実行要求を除いて、Samの要求はすべて実行さ
れます。

含む X （プログラム Xを実行

OR ...または

含むユーザー Sam ユーザー Samによる要求を実行）

----------     AND ...および

除く 37 （プログラム 37は実行しない

AND ...および

含むユーザーMary ユーザーMaryによる要求は実行しない）

結果 : Maryが要求したとき以外はプログラム Xが実行され、Samの
要求は、プログラム 37の実行要求以外はすべて実行されます。
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特殊化ルールの定義
例例例例 - 特殊化ルールのタイプ特殊化ルールのタイプ特殊化ルールのタイプ特殊化ルールのタイプ

ルール処理ルール処理ルール処理ルール処理 タイプタイプタイプタイプ 例例例例 説明説明説明説明

含む 組合せルール Oracle Project  
Accounting - Timの予算

マネージャは、組合せルール「Tim
の予算」で定義されたプログラム起
動要求のみを読み取ります。

ORACLE ID APPS2 マネージャは、APPS2（複数インス
トール・スキーマ内の単一インス
トール）Oracle IDと関連付けられた
プログラムを起動する要求のみを読
み取ります。

プログラム Oracle Project  
Accounting - 販売予測

マネージャは、「販売予測」という名
前のコンカレント・プログラムを起
動する要求のみを読み取ります。

要求タイプ Oracle Inventory - 夜間
レポート

マネージャは、要求タイプ「夜間レ
ポート」に属するプログラムを起動
する要求のみを読み取ります。

ユーザー Tim マネージャは、アプリケーション・
ユーザー「Tim」が発行したプログ
ラム起動要求のみを読み取ります。

除く 組合せルール Oracle Project  
Accounting - 月末レポー
ト

マネージャは、組合せルール「月末
レポート」で定義された要求以外の
プログラム起動要求をすべて読み取
ります。

ORACLE ID APPS2 マネージャは APPS2 Oracle IDと関
連付けられた要求以外のプログラム
起動要求をすべて読み取ります。

プログラム Application Object 
Library - 監査表のパー
ジ

マネージャは、「監査表のパージ」と
いう名前のプログラムについての要
求を除き、すべてのプログラム起動
要求を読み取ります。

要求タイプ Oracle Purchasing - 週末
プログラム

マネージャは、要求タイプ「週末プ
ログラム」に属するプログラム起動
要求をすべて読み取ります。

ユーザー Margaret マネージャは、アプリケーション・
ユーザー「Margaret」が発行した要
求以外のプログラム起動要求をすべ
て読み取ります。

表表表表 15
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例 - 特殊化ルールの使用
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ」（4-82）

� 「組合せルールの使用」（4-45）

� 「組合せ特殊化ルールの定義」（4-43）

� 「特殊化ルールと組合せルールの違い」（4-48）

� 「特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化」（4-33）

� 「例 - 特殊化ルールの使用」（4-38）

例例例例 - 特殊化ルールの使用特殊化ルールの使用特殊化ルールの使用特殊化ルールの使用
次に示すのは、特殊化ルールを使用してコンカレント・マネージャが読み取ることのできる
要求を定義する例です。複数のルールを使用してマネージャを特殊化する場合は、ルールと
ルールの間を ORおよび ANDで結合し、複数の特殊化ルールの関連を明確にします。

含む処理および除く処理の使用含む処理および除く処理の使用含む処理および除く処理の使用含む処理および除く処理の使用

OR

含む含む含む含む Program - Oracle Assets、「名前」フィールドにデータなし

結果結果結果結果 マネージャはアプリケーション Oracle Assetsのコンカレント・プログラム実
行要求のみを読み取ります。

含む含む含む含む Program - Oracle Assets、「名前」フィールドにデータなし

含む含む含む含む Program - Oracle Payables、「名前」フィールドにデータなし

結果結果結果結果 マネージャはアプリケーション Oracle Assetsまたはアプリケーション Oracle 
Payablesのコンカレント・プログラム実行要求のみを読み取ります。

複数の含む処理を使用すると、1つのプログラム（1回の含む処理）の範囲を
超えて要求を読み取ることができるようにマネージャの機能が拡張されます。

除く除く除く除く Oracle ID - APPS2

結果結果結果結果 マネージャは Oracle ID APPS2に関連付けられたプログラムを除き、Oracle ID
に関連付けられたすべてのコンカレント・プログラムの実行要求を読み取りま
す。

除く除く除く除く Oracle ID - APPS2
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例 - 特殊化ルールの使用
AND

作業の単純化作業の単純化作業の単純化作業の単純化
複数のルールは必ずしも必要ではありません。また、ルールを減らしたり簡単にしたりもで
きます。次の例を見てください。

OR

除くルールは含むルールに優先除くルールは含むルールに優先除くルールは含むルールに優先除くルールは含むルールに優先

AND

除く除く除く除く Program - Oracle Payables、「名前」フィールドにデータなし

結果結果結果結果 マネージャは Oracle ID APPS2に関連付けられたプログラムおよびアプリケー
ション Oracle Payables用のプログラムを除き、Oracle IDに関連付けられたす
べてのコンカレント・プログラムの実行要求を読み取ります。

含む含む含む含む Program - Oracle Sales and Marketing、「名前」フィールドにデータ
なし

含む含む含む含む Request Type - Sales Forecasts

結果結果結果結果 マネージャはアプリケーション Oracle Sales and Marketing用のコンカレン
ト・プログラムまたは要求タイプが Sales Forecastsになっているプログラムの
実行要求のみを読み取ります。

この例では、すべてが Oracle ID OSMに関連付けられている要求タイプ Sales 
Forecastsに属するプログラムの場合、両方のルールが必要ではありません。
この場合、2番目の Type 含むルールは必要ありません。

含む含む含む含む Program - Oracle Payables、「名前」フィールドにデータなし

除く除く除く除く Program - Oracle Payables Invoice Aging Report

結果結果結果結果 マネージャはアプリケーション Oracle Payablesのコンカレント・プログラム
に対する要求をすべて読み取りますが、Oracle Payablesのプログラム Invoice 
Aging Reportの実行要求は読み取りません。
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例 - 特殊化ルールの使用
AND

特定の特定の特定の特定の Oracle IDについてのみプログラムを実行するための特殊化についてのみプログラムを実行するための特殊化についてのみプログラムを実行するための特殊化についてのみプログラムを実行するための特殊化
次の例では、特定の Oracle IDについてのみプログラムを実行するようにマネージャを特殊
化できます。これは、同じ Oracleアプリケーションをインストールした複数のシステムが
ある場合に役立ちます。

AND

要求タイプによるプログラムの区別要求タイプによるプログラムの区別要求タイプによるプログラムの区別要求タイプによるプログラムの区別
マネージャを特殊化して、個別に識別して指定したプログラムを除き、ある要求タイプに属
するすべてのプログラムを実行する要求を読み込むようにすることができます。

AND

含む含む含む含む Program - Signon Audit Forms

除く除く除く除く Request Type - Signon Audit Reports

結果結果結果結果 システム管理者のプログラム Signon Audit Formsが要求タイプ Signon Audit 
Reportsに属している場合は、含むルールで特定の条件に指定されていても、
マネージャはプログラム実行要求を読み取りません。除くルールは含むルール
を上書きします。

含む含む含む含む Program - Oracle Payables Invoice Aging 
Report

除く除く除く除く Oracle ID - APPS2

結果結果結果結果 プログラムが Oracle ID APPS2に関連付けられていない場合は、マネージャは
Oracle Payablesのプログラム Invoice Aging Reportの実行要求のみを読み取り
ます。除く処理は含む処理を上書きします。

ただし、Invoice Aging Reportが APPSなどの別の Oracle IDに対して実行さ
れると、このマネージャはプログラム実行要求を読み取ります。これは、同じ
アプリケーションおよびデータ・グループを複数のシステムにインストールし
て作業する場合に役立ちます。

含む含む含む含む Request Type - Oracle General Ledger 
Reports

除く除く除く除く Program - Oracle General Ledger Account Analysis
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例 - 特殊化ルールの使用
特定のプログラムの実行防止特定のプログラムの実行防止特定のプログラムの実行防止特定のプログラムの実行防止
除く処理は 2回以上使用できます。たとえばマネージャが特定のアプリケーション用のコン
カレント・プログラムの実行要求をすべて読み取るにもかかわらず、特定の 2つのプログラ
ムについてはマネージャで実行しないようにする場合などが挙げられます。次の操作を実行
できます。

AND

AND

特定の時期に特定のプログラムのみを実行するための特殊化特定の時期に特定のプログラムのみを実行するための特殊化特定の時期に特定のプログラムのみを実行するための特殊化特定の時期に特定のプログラムのみを実行するための特殊化
複数の含むルールを使用することによって、特定のプログラムのみを実行するようにマネー
ジャを特殊化できます。その後で、マネージャの稼働シフトを定義するときに、そのプログ
ラムの実行要求をマネージャが読み込む時点を制御できます。

OR

提案提案提案提案 :この 2つのレポートを夜間のみ実行するには、マネージャ実行用の稼働シフトを
2:00am～ 6:00am（02:00～ 06:00）に定義できます。

結果結果結果結果 Account Analysisプログラムが要求タイプ Oracle General Ledger Reportsに属
している場合、このマネージャは、Account Analysisプログラムを除いて、要
求タイプ Oracle General Ledger Reportsに属しているすべてのプログラムを実
行します。

含む含む含む含む Program - Oracle General Ledger、「名前」フィールドにデータなし

除く除く除く除く Program - Oracle General Ledger Consolidation Audit

除く除く除く除く Program - Oracle General Ledger Consolidation Rules

結果結果結果結果 マネージャはプログラム Consolidation Auditと Consolidation Rulesを除い
て、アプリケーション Oracle General Ledger用のコンカレント・プログラム
の要求をすべて読み取ります。

含む含む含む含む Program - Oracle Payables Invoice Aging Report

含む含む含む含む Program - Oracle Purchasing Receipt Accruals

結果結果結果結果 マネージャは、Oracle Payables Invoice Aging Reportプログラムまたは Oracle 
Purchasing Receipt Accrualsプログラムを実行する要求のみを読み取ります。
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例 - 特殊化ルールの使用
提案提案提案提案 :プログラムの実行要求を初めて発行する場合は、再発行の間隔を（たとえば 1箇月
と）定義して、プログラムの実行を毎月再発行できます。

アプリケーション・ユーザーごとの特殊化アプリケーション・ユーザーごとの特殊化アプリケーション・ユーザーごとの特殊化アプリケーション・ユーザーごとの特殊化
特定のユーザーからの要求のみを読み込むように、マネージャを特殊化できます。

OR

OR

提案提案提案提案 :特定のユーザーが発行した特定のプログラムが、実行を待っている他の要求を "飛び
越す "ようにするには、上の例に示す方法でマネージャを定義し、そのユーザーについて
ユーザー・プロファイル・オプション「コンカレント：優先順位」を高い優先順位に設定し
ます（「コンカレント : 優先順位」は、ユーザーが発行する要求の優先順位を指定します）。

� マネージャを定義し、そのマネージャに付加名を与えます。

� マネージャを上の例のように特殊化します。

� ユーザーMarkusのユーザー・プロファイル・オプション「コンカレント :優先度」
を 10に設定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「組合せ特殊化ルールの定義」（4-43）

� 「特殊化ルールの定義」（4-34）

� 「特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化」（4-33）

含む含む含む含む ユーザー - Markus Kalkin

結果結果結果結果 マネージャは、アプリケーション・ユーザーMarkus Kalkinが発行した要求の
みを読み込みます。

含む含む含む含む ユーザー - Markus Kalkin

含む含む含む含む プログラム - Oracle Inventory Process Demand Interface

含む含む含む含む プログラム - Oracle Inventory Process Demand Histories

結果結果結果結果 マネージャは、ユーザーMarkus Kalkinが発行した要求と、Oracle Inventory
プログラム Process Demand Interfaceおよび Summarize Demand Historiesの
実行要求の両方を読み込みます。
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組合せ特殊化ルールの定義
組合せ特殊化ルールの定義組合せ特殊化ルールの定義組合せ特殊化ルールの定義組合せ特殊化ルールの定義
組合せ特殊化ルールは複数の処理を組み合せて 1つのルールを生成します。処理は AND文
で結合されるため、ルールは次のように定義されます。

処理 1 AND . . .

処理 2 AND . . .

処理 3 AND . . . so on.

複雑なルールを毎回複製するかわりに組合せルールを作成し、それを複数のマネージャで使
用できます。

組合せルールの作成に使用できる処理には除くと含むの 2種類があります。各処理は、ルー
ル内でそれぞれ 1行で定義します。特殊化を指定する行または個別処理を組み合せることに
より、組合せルール全体を定義します。

除く処理は含む処理を上書きします。

たとえば、アプリケーション・プログラム xの除く処理とユーザー Yvonne Joneseの含む処
理を定義できます。この 2つの処理を組み合せると、「プログラム xの実行要求を除いて、
ユーザー Yvonne Jonesからのすべての要求を読み込む」という組合せルールが生成されま
す。参照 :「「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ」（4-82）。

組合せ特殊化ルール処理およびその結合論理と例を次の表に示します。

特殊化ルールの論理特殊化ルールの論理特殊化ルールの論理特殊化ルールの論理 - 例例例例

含む行の組合せルール含む行の組合せルール含む行の組合せルール含む行の組合せルール 結果結果結果結果

含む Program X プログラム Xのみ実行

含む Program X プログラム Xを実行

AND ...および

含むユーザー Sam ユーザー Samによる要求を実行

結果 : プログラム Xについて Samの要求のみが実行されます。

表表表表 16

除く行の組合せルール除く行の組合せルール除く行の組合せルール除く行の組合せルール 結果結果結果結果

除く Program 37 プログラム 37は実行しない

除く Program 37 プログラム 37は実行しない
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組合せ特殊化ルールの定義
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ」（4-82）

� 「組合せルールの使用」（4-45）

AND ...および

除くユーザー Sam ユーザー Samによる要求は実行しない

結果 : プログラム 37に対する要求は一切実行しない。また Sam
の要求も実行しない。

表表表表 17

含む行および除く行の組合せ含む行および除く行の組合せ含む行および除く行の組合せ含む行および除く行の組合せ
ルールルールルールルール 結果結果結果結果

含むユーザー Sam ユーザー Samによる要求を実行

AND ...および

除く Program 37 プログラム 37は実行しない

結果 : プログラム 37の実行要求を除いて、Samの要求はすべて
実行されます。

含む Program Application 
General Ledger

（General Ledgerプログラムを実行

AND ...および

含むユーザー Sam ユーザー Samによる要求を実行）

----------     AND ...および

除く Program 37 （プログラム 37は実行しない

AND ...および

除く Program 38 プログラム 38は実行しない）

結果 : プログラム 37および 38を除いて、アプリケーション
General Ledgerから Samのプログラム要求が実行されます。

表表表表 18

除く行の組合せルール除く行の組合せルール除く行の組合せルール除く行の組合せルール 結果結果結果結果
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組合せルールの使用
� 「特殊化ルールと組合せルールの違い」（4-48）

� 「特殊化ルールの定義」（4-34）

� 「特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化」（4-33）

組合せルールの使用組合せルールの使用組合せルールの使用組合せルールの使用
組合せルールを使用すると、マネージャを特殊化するときの条件をより詳細に指定できます。

組合せルールは、複数の処理を組み合せて 1つのルールを生成します。各処理は、ルール内
でそれぞれ 1行で定義します。行または個別処理を組み合せることにより、組合せルール全
体が定義されます。

提案提案提案提案 :組合せ特殊化ルールは、マネージャを特殊化するための多数のルールの 1つとして使
用できます。

除くと含む処理の単独使用除くと含む処理の単独使用除くと含む処理の単独使用除くと含む処理の単独使用
組合せルール内の単独の除く処理は、特殊化ルールを定義する単独除く処理と同様に動作し
ます。どちらも、処理により指定されたプログラム以外のコンカレント・プログラムを実行
するすべての要求を読み込むように、マネージャに指示します。

組合せルール内の単独の含む処理は、特殊化ルールを定義する単独含む処理と同様に動作し
ます。どちらの処理も、その処理を満足する要求のみを読み込むように、マネージャに指示
します。

複数除く処理の使用複数除く処理の使用複数除く処理の使用複数除く処理の使用
組合せルール内の複数の行として除く処理を使用すると、その動作は複数の特殊化ルールと
して複数の除く処理を使用することと同様になります。

組合せルールに除く行を追加していくことによって、数種類の要求を除外できます。

除く除く除く除く Oracle ID - APPS2

結果結果結果結果 マネージャは Oracle ID「APPS」に関連付けられたプログラムを除いて、
Oracle IDに関連付けられたすべてのコンカレント・プログラムの実行要求を
読み取ります。

含む含む含む含む Oracle ID - APPS2

結果結果結果結果 マネージャは Oracle ID 「APPS2」に関連付けられたコンカレント・プログラム
の実行要求のみを読み取ります。
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組合せルールの使用
AND

複数含む処理の使用複数含む処理の使用複数含む処理の使用複数含む処理の使用
複数の含む処理を使用して組合せルールに要件を追加するとともに、数種類の要求を除外し
ます。

同一の処理タイプに 2つの含む処理を使用することはできません。含む処理はそれぞれ特定
タイプの処理に対する排他文です。たとえば、2つの異なる Oracle IDに接続されている同
一プログラムについて、同じ要求を「必須」にすることはできません。

AND

除くと含む処理の使用除くと含む処理の使用除くと含む処理の使用除くと含む処理の使用
除く処理と含む処理は同一の処理タイプには使用できません。含む処理はそれぞれ特定タイ
プの処理に対する排他文です。

たとえば、Oracle ID "APPS"に関連付けられたプログラム要求を行って、別の Oracle IDに
関連付けられた要求を禁止しても意味がありません。

含むを上書きする除く含むを上書きする除く含むを上書きする除く含むを上書きする除く
「組合せルール」内で複数行を指定すると、除く処理は常に含む処理を上書きします。

AND

除く除く除く除く Program - Oracle Sales & Marketing、「名前」フィールドにデータな
し

除く除く除く除く Program - Oracle Inventory、「名前」フィールドにデータなし

結果結果結果結果 マネージャはアプリケーション Oracle Sales & Marketingのプログラム要求と
アプリケーション Oracle Inventoryのプログラム要求を除いて、すべてのコン
カレント・プログラムの実行要求を読み取ります。

含む含む含む含む Program - Oracle Payables、「名前」フィールドにデータなし

含む含む含む含む Program - Oracle Payables Confirm Receipt Batch

結果結果結果結果 1つのプログラム Confirm Receipt Batchがアプリケーション Oracle Payables
に属している場合に限り、マネージャはそのプログラムの実行要求のみを読み
取ります。

含む含む含む含む Program - Oracle Payables Invoice Import
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組合せルールの使用
特定ユーザーが発行した特定プログラムを実行するためのマネージャの特定ユーザーが発行した特定プログラムを実行するためのマネージャの特定ユーザーが発行した特定プログラムを実行するためのマネージャの特定ユーザーが発行した特定プログラムを実行するためのマネージャの
特殊化特殊化特殊化特殊化
特定の 1ユーザーが発行したときに限り、1つの特定なプログラムを実行する要求のみを読
み込むように、マネージャに指示する組合せルールを定義できます。

AND

特定のユーザーについてマネージャが実行するプログラムの制限特定のユーザーについてマネージャが実行するプログラムの制限特定のユーザーについてマネージャが実行するプログラムの制限特定のユーザーについてマネージャが実行するプログラムの制限
特定のユーザーが発行した場合に特定のプログラムの実行要求を無視するようにマネージャ
に指示する組合せルールを定義できます。

AND

Oracle IDの指定によるプログラムの要求タイプからの除外の指定によるプログラムの要求タイプからの除外の指定によるプログラムの要求タイプからの除外の指定によるプログラムの要求タイプからの除外

AND

AND

除く除く除く除く Oracle ID - APPS2

結果結果結果結果 マネージャは Oracle Payables Invoice Importプログラムの実行要求を読み取
りますが、そのプログラムが Oracle ID「APPS2」に関連付けられているとプ
ログラムを実行しません。除く処理は含む処理を上書きします。

含む含む含む含む ユーザー - Sheryl

含む含む含む含む Program - Oracle Project Accounting Distribute Usage Costs

結果結果結果結果 マネージャは、Distribute Usage Costsプログラムを実行するために Sherylが
発行した要求のみを読み取ります。

含む含む含む含む ユーザー - Sheryl

除く除く除く除く Program - Oracle Project Accounting Expenditure Status

結果結果結果結果 マネージャは、Oracle Project Accountingプログラムの Accounting 
Expenditure Statusを実行する要求を除いて、Sherylが発行した要求のみを読
み込みます。

含む含む含む含む Request Type - Oracle Project Accounting Expenditure Reports

含む含む含む含む Oracle ID - APPS2
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特殊化ルールと組合せルールの違い
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ」（4-82）

� 「組合せ特殊化ルールの定義」（4-43）

� 「特殊化ルールと組合せルールの違い」（4-48）

� 「特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化」（4-33）

特殊化ルールと組合せルールの違い特殊化ルールと組合せルールの違い特殊化ルールと組合せルールの違い特殊化ルールと組合せルールの違い
特殊化ルールと組合せ特殊化ルールとの主な違いは、複数処理を使用した場合にルールの結
果にどのような影響が出るかという点にあります。

複数処理の使用複数処理の使用複数処理の使用複数処理の使用

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ」（4-82）

除く除く除く除く Program - Oracle Project Accounting Expenditure Status

結果結果結果結果 マネージャはプログラム Expenditure Reportsを除いて、Oracle ID「APPS2」
について実行される Oracle Project Accountingの要求タイプ「Reports」に属
しているプログラムの実行要求のみを読み取ります。

ルールルールルールルール 処理処理処理処理 複数処理の影響複数処理の影響複数処理の影響複数処理の影響 他のルールとの関係他のルールとの関係他のルールとの関係他のルールとの関係

特殊化ルール 含む 追加の各含むルールを使用する
と、マネージャはより多くの要
求を読み取ることができる。

各ルールでは、OR条件が設定
される。OR...含む ...

除く 追加の各除くルールを使用する
と、マネージャは除外され、読
み取る要求の数が少なくなる。

各ルールでは、AND条件が設
定される。AND...除く ...

組合せルール  
特殊化行

除く 追加の各除く行を使用すると、
マネージャは除外され、読み取
る要求の数が少なくなる。

ルールの各行では、AND条件
が設定される。AND...除く ...

含む 追加の各含む行または要求を使
用すると、マネージャが読み取
る要求の数が少なくなる。

ルールの各行では、AND条件
が設定される。AND...含む ...

表表表表 19
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プログラムの要求タイプ別グループ化
� 「組合せルールの使用」（4-45）

� 「組合せ特殊化ルールの定義」（4-43）

� 「特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化」（4-33）

� 「例 - 特殊化ルールの使用」（4-38）

プログラムの要求タイプ別グループ化プログラムの要求タイプ別グループ化プログラムの要求タイプ別グループ化プログラムの要求タイプ別グループ化
システム管理者は、類似のプログラムをグループにまとめることができます。これを行うに
は、要求タイプを定義し、それらの要求タイプをユーザーが Oracle Applications内で要求す
るプログラムへ割り当てます。システム管理者は、特定の要求タイプに属するプログラムの
みを実行するコンカレント・マネージャを定義できます。

要求タイプを使用してコンカレント・マネージャを特殊化すると、特定のタイプのプログラ
ムに別のタイプのプログラムの処理が終了するのを待たせなくても済むため、Oracle 
Applicationsの処理を最適化するのに役立ちます。要求タイプを使用すると、コンカレン
ト・マネージャの特殊化ルールを作成するときに、時間の節約になります。

要求タイプの使用要求タイプの使用要求タイプの使用要求タイプの使用
コンカレント・マネージャを要求タイプ別に特殊化するには、次の 3つのステップを実行し
ます。

1. 「コンカレント要求タイプ」フォームを使用して「要求タイプ」を定義します。

2. 「コンカレント・プログラム」フォームを使用して、「要求タイプ」を、その要求タイプ
のメンバーにする個々のコンカレント・プログラムへ割り当てます。

3. 「コンカレント・マネージャ」フォームを使用して、コンカレント・マネージャを特殊
化するときに、その「要求タイプ」を選択します。

要求タイプの使用例要求タイプの使用例要求タイプの使用例要求タイプの使用例
例として、次のような要求タイプを定義することができます。

クイッククイッククイッククイック 実行時間が比較的短いコンカレント・プログラム用。

夜間夜間夜間夜間 実行時間が長く、通常は深夜または早朝の時間帯に実行をスケジュー
ルするコンカレント・プログラム用。

月末レポート月末レポート月末レポート月末レポート 毎月末に実行するレポートを生成するコンカレント・プログラム用。

たとえば、毎月末に 10本のプログラムを実行する場合、「月末レポー
ト」という要求タイプを定義し、その要求タイプを 10本のレポート・
プログラムへ割り当てることができます。
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コンカレント・マネージャの制御
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）

� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「完了したコンカレント要求レポート」（4-31）

� 「時間ベース・キューの使用方法」（4-29）

� 「特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化」（4-33）

コンカレント・マネージャの制御コンカレント・マネージャの制御コンカレント・マネージャの制御コンカレント・マネージャの制御
ここでは、コンカレント・マネージャの制御方法について説明します。

マネージャの状態マネージャの状態マネージャの状態マネージャの状態
個々のマネージャは、コンカレント・プログラム起動要求を読み取り、マネージャの稼動シ
フトの定義、ターゲット・プロセスの数、特殊化ルールなど、特定の条件が満たされた場合
に実行するプログラムを実際に起動します。

コンカレント・マネージャはいつでも起動、停止またはリセットできます。Oracle 
Applicationsは、そのためのコマンドを処理する内部コンカレント・マネージャを提供しま
す。個々のマネージャに対してコマンドを発行するだけでなく、内部コンカレント・マネー
ジャの状態を変更することによってすべてのマネージャを同時に制御することもできます。

個々のマネージャの起動個々のマネージャの起動個々のマネージャの起動個々のマネージャの起動
マネージャを、個別に再起動したり、アクティブにできます。コンカレント・マネージャを
再起動すると、そのマネージャを無効にする前のコマンドは取り消され、そのマネージャの
稼動シフトの開始時に内部コンカレント・マネージャがそのマネージャを起動できるように
なります。

次の場合にマネージャを個別に再起動してください。

� 稼動シフト割当を修正します

� 稼動シフトのターゲットのプロセス数を修正します

その後、特殊化ルールを使用して、「月末レポート」タイプの要求の
みを実行するコンカレント・マネージャを定義できます。こうする
と、コンカレント・マネージャを定義するときに 10本の異なるレ
ポート・プログラムを指定せずに済みます。また、10本のプログラム
を複数のマネージャに簡単に割り当てることもできます。
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マネージャの状態
� 特殊化ルールを修正します

� コンカレント・プログラムの非互換性ルールを変更します

個別マネージャの無効化個別マネージャの無効化個別マネージャの無効化個別マネージャの無効化
個別マネージャを停止するときには、すべての要求を強制終了させてマネージャを即時に無
効化にするか、マネージャが現行の要求の処理を終了してから無効にするかを選択できま
す。

マネージャを無効化にすることを選択すると、現在実行中の要求を完了させることができま
す。

要求を打ち切り、個別マネージャを無効にすることを指定すると、現在実行中の要求は即時
に停止し、再発行（マネージャがアクティブになったときに）できるようにマークが付きま
す。

Oracle Applicationsのコンカレント・プログラムは、打ち切られた要求が停止後に再開され
たときに、データの消失も重複も起こらないように設計されています。これは、正常な停止
（たとえば「コンカレント・マネージャの無効化」要求を使用した場合）でも異常終了（た
とえばハードウェア障害の場合）でも同じです。

内部コンカレント・マネージャの管理内部コンカレント・マネージャの管理内部コンカレント・マネージャの管理内部コンカレント・マネージャの管理
内部コンカレント・マネージャをアクティブにすると、マネージャすべて（個別に無効化さ
れているマネージャを除く）も同時にアクティブになります。

内部コンカレント・マネージャを無効化にすると、内部コンカレント・マネージャは有効な
マネージャすべてを無効化にするコマンドを発行します。このコマンドは、個別に無効化さ
れているマネージャには効きません。

要求を打ち切り、内部コンカレント・マネージャを無効化にすると、内部コンカレント・マ
ネージャは、他のマネージャすべてに対して要求を打ち切り、無効化にするためのコマンド
を発行します。現在実行中の要求は即時に停止され、各マネージャがアクティブになったと
きに再発行できるようにマークが付きます。

コンカレント・マネージャのステータスの検証コンカレント・マネージャのステータスの検証コンカレント・マネージャのステータスの検証コンカレント・マネージャのステータスの検証
内部コンカレント・マネージャは、各コンカレント・マネージャのオペレーティング・シス
テム・プロセスを常時モニターしています。このプロセス・モニタリングを内部コンカレン
ト・マネージャの PMONサイクルといいます。PMONサイクルの長さは、内部コンカレン
ト・マネージャを起動する STARTMGRコマンドから渡される引数の 1つです。

注意注意注意注意 :マネージャを選択し、明示的に無効化にした場合は、再び選択して
から明示的に有効にするまでは、無効のままです。前提条件として、内部
マネージャをアクティブにしておく必要があります。
コンカレント処理の管理 4-51



「マネージャの管理」フォームからマネージャを制御する
内部コンカレント・マネージャに対して、個別コンカレント・マネージャの動作状態の即時
検証、または PMONチェックの実行を指示できます。

「マネージャの管理」フォームからマネージャを制御する「マネージャの管理」フォームからマネージャを制御する「マネージャの管理」フォームからマネージャを制御する「マネージャの管理」フォームからマネージャを制御する
コンカレント・マネージャに対してコマンドを発行するには、「コンカレント・マネージャ
の管理」フォームを使用します。

内部コンカレント・マネージャに対して、個々のマネージャのステータスを手動で検証した
り、個々のマネージャを再起動したりするよう指示することもできます。参照 :「「コンカレ
ント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）。

マネージャの制御マネージャの制御マネージャの制御マネージャの制御

マネージャマネージャマネージャマネージャ 制御機能制御機能制御機能制御機能 摘要摘要摘要摘要

内部マネージャ コンカレント・マネージャの
有効化

「コンカレント・マネージャの無効化」を使用
して個別に無効化されたマネージャを除いて、
内部マネージャおよび他のすべてのマネー
ジャを有効にします。

ステータスの検証（コンカレ
ント・マネージャ）

プロセス・モニター（PMON）サイクルを手
動で実行します。

コンカレント・マネージャの
無効化

内部マネージャおよび他のすべてのマネー
ジャを無効化します。

要求の終了およびマネージャ
の無効化

要求を終了して内部コンカレント・マネー
ジャを無効化すると、実行中のすべての要求
（実行中のコンカレント・プログラム）は終了
し、すべてのマネージャが無効化されます。

その他のすべて
のマネージャ

コンカレント・マネージャの
有効化

マネージャがコンカレント稼動シフトで動作
するように定義されている場合、そのマネー
ジャは即時に起動します。「コンカレント・マ
ネージャの無効化」および「要求の終了およ
びマネージャの無効化」が取り消されます。

コンカレント・マネージャの
再起動

内部マネージャは、該当マネージャの定義お
よびコンカレント・プログラムの非互換性に
ついてのルールを再び読み込みます。次の場
合には、マネージャの再起動が必要です。-稼
動シフト割当を変更する -ターゲット・プロ
セス数を変更する -特殊化ルールを変更する -
コンカレント・プログラムの非互換性を変更
する
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内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの制御
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスの概要」（4-58）

� 「内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの制御」（4-53）

内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システム内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システム内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システム内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システム
からの制御からの制御からの制御からの制御

内部コンカレント・マネージャを制御するためにオペレーティング・システムから使用でき
るコマンドには、STARTMGRおよび CONCSUBの 2つがあります。STARTMGRは内部コ
ンカレント・マネージャを起動します。CONCSUBは内部コンカレント・マネージャを非ア
クティブ化、または異常終了させる場合、あるいは各マネージャのオペレーティング・シス
テム・プロセスを検証する場合に使用できます。

「表 21」（4-54）は「コンカレント・マネージャの管理」フォームで表示される内部マネー
ジャの管理状態とそれに対応するオペレーティング・システム・コマンドを比較したもので
す。この表に示していない引数もあります。

OSからの内部マネージャの制御からの内部マネージャの制御からの内部マネージャの制御からの内部マネージャの制御

コンカレント・マネージャの
無効化

マネージャを無効化します。現在実行中のす
べての要求（コンカレント・プログラム）は、
マネージャが停止する前に処理を完了できま
す。ユーザーがそのマネージャを選択して
「コンカレント・マネージャの有効化」を選択
するまで、マネージャは再起動しません。

要求の終了およびマネージャ
の無効化

マネージャの処理対象になっている実行中の
すべての要求（実行中のコンカレント・プロ
グラム）が終了します。一度無効化されたマ
ネージャは、ユーザーがそのマネージャを選
択して「コンカレント・マネージャの有効化」
を選択するまで、再起動しません。

表表表表 20

「コンカレント・マネージャの管理」フォームの「コンカレント・マネージャの管理」フォームの「コンカレント・マネージャの管理」フォームの「コンカレント・マネージャの管理」フォームの
場合場合場合場合

オペレーティング・システムの場合（一部のオペレーティング・システムの場合（一部のオペレーティング・システムの場合（一部のオペレーティング・システムの場合（一部の
引数のみ）引数のみ）引数のみ）引数のみ）

コンカレント・マネージャの有効化 STARTMGR（構文はプラットフォームによ
り異なる）

マネージャマネージャマネージャマネージャ 制御機能制御機能制御機能制御機能 摘要摘要摘要摘要
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内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの制御
内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの起内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの起内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの起内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの起
動動動動
コンカレント・マネージャを起動するには、オペレーティング・システムのプロンプトから
STARTMGRコマンドを使用できます。このコマンドは、内部コンカレント・マネージャを
起動するコマンドで、このマネージャによってユーザー定義のコンカレント・マネージャが
起動します。

各コンカレント・マネージャが「出力」ディレクトリおよび「ログ」ディレクトリに書き込
めるように、この両ディレクトリに対する書込み権限を持っている必要があります。コンカ
レント・マネージャは各種のオプション付きで起動できます。一部のオペレーティング・シ
ステムでは、コンカレント・マネージャが停止するときに電子メールをユーザーに送信する
オプションがあります。このコマンドの説明については、使用しているシステムのインスト
レーション・ガイドを参照してください。

参照 : 使用しているオペレーティング・システムの『Oracle Applicationsインストレーショ
ン・ガイド』

STARTMGRコマンドは次の場合に使用します。

� Oracle Applicationsのインストレーション時

� コンカレント・マネージャの停止後

� MISがオペレーティング・システムの再起動後

� データベース管理者によるデータベースの再起動後

STARTMGRコマンドは、プラットフォームに依存します。したがって、具体的な構文につ
いては、使用プラットフォームの『Oracle Applicationsインストレーション・ガイド』を参
照してください。

参照 : 「コンカレント・マネージャ - 付録 : システム参照資料」、使用しているオペレーティ
ング・システムの『Oracle Applicationsインストレーション・ガイド』

STARTMGRコマンドには、最大 10個のオプション・パラメータを指定できます。

� PRINTERを除く各パラメータにはデフォルトがあります。

ステータスの検証 (コンカレント・マネージャ ) CONCSUB   FND   VERIFY

コンカレント・マネージャの無効化 CONCSUB   FND   DEACTIVATE

要求の終了およびマネージャの無効化 CONCSUB   FND   ABORT

表表表表 21

「コンカレント・マネージャの管理」フォームの「コンカレント・マネージャの管理」フォームの「コンカレント・マネージャの管理」フォームの「コンカレント・マネージャの管理」フォームの
場合場合場合場合

オペレーティング・システムの場合（一部のオペレーティング・システムの場合（一部のオペレーティング・システムの場合（一部のオペレーティング・システムの場合（一部の
引数のみ）引数のみ）引数のみ）引数のみ）
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内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの制御
� STARTMGRコマンドおよび環境を修正して、独自のデフォルトを設定できます。

内部コンカレント・マネージャを起動するには、システム・プロンプトで次のコマンドを入
力します。

$ startmgr  <optional parameters>

パラメータは任意の順序で渡すことができます。たとえば、次のとおりです。

$ startmgr sysmgr="applsys/fnd"  mgrname="std"
  printer="hqseq1"  mailto="jsmith"  restart="N"
  logfile="mgrlog"  sleep="90"  pmon="5"  quesiz="10"

内部コンカレント・マネージャ起動パラメータの表示内部コンカレント・マネージャ起動パラメータの表示内部コンカレント・マネージャ起動パラメータの表示内部コンカレント・マネージャ起動パラメータの表示
内部コンカレント・マネージャのログ・ファイルには、STARTMGRコマンドにより実行さ
れた起動パラメータの値が表示されます。次に示すのはその一例です。パラメータ値を変更
することはできません。

logfile=/fnddev/fnd/6.0/log/FND60.mgr  （ポート固有のパス）
 PRINTER=hqunx138
 mailto=appldev
 restart=N
 diag=N
 sleep=60 （デフォルト）
 pmon=20 （デフォルト）
 quesiz=1  （デフォルト）

内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの停内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの停内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの停内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの停
止止止止
オペレーティング・システムのプロンプトから、CONCSUBユーティリティを使用して、
SYSADMINユーザー名およびシステム管理者職責のもとでコンカレント要求を発行できま
す。

CONCSUBユーティリティがコンカレント要求の発行と、オペレーティング・システム・プ
ロンプトに戻ります。コンカレント要求が完了するまで待機してください。

コンカレント要求のステータスをチェックするには、「コンカレント要求」フォームを使用
します。

CONCSUBapplsys/pwd 'Responsibility application shortname'
  'Responsibility name' 'Username'[WAIT={Y|N|n}] CONCURRENT
 'Program application shortname' PROGRAM
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内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの制御
パラメータパラメータパラメータパラメータ

CONCSUBを使用する構文の例を使用する構文の例を使用する構文の例を使用する構文の例
CONCSUB <Username/Password> SYSADMIN 'System Administrator'
  SYSADMIN  CONCURRENT FND DEACTIVATE

CONCSUB <Username/Password> SYSADMIN 'System Administrator'
  SYSADMIN  CONCURRENT FND ABORT

CONCSUB <Username/Password> SYSADMIN 'System Administrator'
  SYSADMIN  CONCURRENT FND VERIFY

applsys/pwd Oracle Application Object Libraryデータに接続するた
めの Oracleユーザー名およびパスワード

Responsibility application shortname 職責のアプリケーション短縮名。システム管理者職責
の場合、アプリケーション短縮名は SYSADMINです。

Responsibility  name 職責の名称。システム管理者職責の場合、職責名は
System Administratorです。

Username 要求の発行者のアプリケーション・ユーザー名。たと
えば、SYSADMINは、システム管理者のユーザー名で
す。

WAIT={Y|N|n} 発行した要求の実行が完了してからオペレーティン
グ・システムのプロンプトに戻るように CONCSUBを
設定する場合は、WAITを Yに設定します。

CONCSUBコマンドの待機を設定しない場合は、
WAITをN（デフォルト値）に設定します。

CONCSUBコマンド終了までの待機時間を数値（n秒 : 
nは整数）で指定することもできます。

WAITを使用する場合、WAITは CONCURRENTの前
に入力する必要があります。

Program application shortname プログラムのアプリケーション短縮名。
DEACTIVATE、ABORTおよび VERIFYプログラムの
場合、アプリケーション短縮名は FNDです。

PROGRAM 「全てのマネージャの停止」コンカレント要求を発行す
る場合は、プログラム DEACTIVATEを使用します。

「マネージャの停止の取消」コンカレント要求を発行す
る場合は、プログラム ABORTを使用します。

「全マネージャ・ステータスの検証」コンカレント要求
を発行する場合は、プログラム VERIFYを使用します。
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内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの制御
CONCSUBによるマネージャの停止によるマネージャの停止によるマネージャの停止によるマネージャの停止
次の時点でコンカレント・マネージャを停止するには、CONCSUBを使用します。

� MISがオペレーティング・システムを停止する前

� データベース管理者がデータベースを停止する前

� コンカレント・マネージャ定義およびコンカレント・プログラム定義を有効にするとき

この後で、STARTMGRコマンドを使用して内部コンカレント・マネージャを再起動すると、
各コンカレント・マネージャが起動します。

例例例例 - CONCSUBによる毎終業時の停止による毎終業時の停止による毎終業時の停止による毎終業時の停止
CONCSUBを使用して、一連の手順から構成されるシェル・スクリプト内部からコンカレン
ト要求を発行するには、トークンWAITを値 Y付きで（WAIT=Y）使用できます。トーク
ンWAITを指定すると、シェル・スクリプトは、マネージャの非アクティブ化、異常終了、
ステータス検証のいずれかを実行した後に、次の手順に入ります。

参照 :「内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの制御」（4-53）

1. 特定のオペレーティング・システム用にカスタマイズされたシェル・スクリプトが起動
します。

2. CONCSUBapplsys/pwdSYSADMIN'System Administrator' SYSADMIN WAIT=Y 
CONCURRENTFND DEACTIVATE

シェル・スクリプトが CONCSUBに制御を渡すと、CONCSUBはプログラム
DEACTIVATEが完了するまで待って、シェル・スクリプトに制御を戻します。

3. スクリプトは、データベースを停止するためのコマンドを発行します。

4. スクリプトは、データベースのバックアップをとるためのコマンドを発行します。

5. スクリプトは、データベースを起動するためのコマンドを発行します。

6. $ startmgr sysmgr="applsys/fnd"  mgrname="std"  printer="hqseq1"  mailto="jsmith"  
restart="N"  logfile="mgrlog"  sleep="90"  pmon="5"  quesiz="10"

シェル・スクリプトは制御を STARTMGRに渡し、STARTMGRが内部マネージャ（お
よびその他のすべてのマネージャ）を起動します。

7. シェル・スクリプトが完了します。

CONCSUBによるパスワードの非表示化によるパスワードの非表示化によるパスワードの非表示化によるパスワードの非表示化
ユーザー名およびパスワードが与えられている場合は、CONCSUBユーティリティは通常ど
おり動作します。
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パラレル・コンカレント・プロセスの概要
ユーザー名のみが与えられている場合（最初の引数に「/pwd」がない場合）は、ユーティ
リティはパスワードの入力を求めます。

ORACLE Password:

エコーはオフになります。たとえば、次のコマンドに Oracleパスワードはありません。

CONCSUB applsys SYSADMIN 'System Administrator' SYSADMIN
  CONCURRENT FND
 FNDMNRMT Y 0 20221
 ORACLE Password:
 Submitted request 32157 for CONCURRENT FND FNDMNRMT Y 0 20221

これで、最初の引数は通常通りアプリケーション・ユーザー名（たとえば SYSADMIN）に
なります。

パスワードは、ファイルに入れておいて、標準入力（stdin）にリダイレクトできます。
UNIXでは、コマンドは次のように実行されます。

CONCSUB applsys SYSADMIN 'System Administrator' SYSADMIN
  CONCURRENT FND
 FNDMNRMT Y 0 20221 < password.file

ここで、password.fileは、パスワードを入れてある ASCIIファイルです。シェル・スクリ
プトまたはバッチ・プロセスでは、この方法をできるだけ使用してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）

� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「データベース・インスタンス、マネージャの位置およびファイルの配布」（4-64）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスの概要」（4-58）

� 「内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの制御」（4-53）

パラレル・コンカレント・プロセスの概要パラレル・コンカレント・プロセスの概要パラレル・コンカレント・プロセスの概要パラレル・コンカレント・プロセスの概要
ここでは、パラレル・コンカレント・プロセスの定義、その実行環境および動作方法を説明
します。
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パラレル・コンカレント・プロセスの環境
パラレル・コンカレント・プロセスについてパラレル・コンカレント・プロセスについてパラレル・コンカレント・プロセスについてパラレル・コンカレント・プロセスについて
パラレル・コンカレント・プロセスを使用すると、クラスタ環境、大規模並列環境または同
種ネットワーク環境内の複数のノード間でコンカレント・マネージャを分散できます。他の
ノードを待機状態にして 1つのノードでコンカレント・プロセスを実行するかわりに、ハー
ドウェア・リソースをフルに利用して、使用可能なすべてのノード間でコンカレント・プロ
セスを展開できます。

パラレル・コンカレント・プロセスの利点パラレル・コンカレント・プロセスの利点パラレル・コンカレント・プロセスの利点パラレル・コンカレント・プロセスの利点
パラレル・コンカレント・プロセスには、Oracle Applicationsのユーザーに対する次の利点
があります。

� 高いパフォーマンス --複数のノードでコンカレント・プロセスを実行して、コンカレン
ト・プロセスのスループットを改善する機能。

� フォルト・トレラント -- 1つ以上のノードが利用できないときでも、使用可能な各ノー
ドでコンカレント・プロセスの実行を継続する機能。

� 適合性 -- プラットフォームに固有の各バッチ・キューや負荷バランス・システムを統合
させて、特定のプラットフォーム上でのコンカレント・プロセスのパフォーマンスを最
大限にする機能。

� 単一の制御ポイント -- 複数のノード上で実行中のコンカレント・マネージャを、クラス
タ環境、大規模並列環境または同種ネットワーク環境内の任意のノードから管理する機
能。

パラレル・コンカレント・プロセスの環境パラレル・コンカレント・プロセスの環境パラレル・コンカレント・プロセスの環境パラレル・コンカレント・プロセスの環境
パラレル・コンカレント・プロセスは、クラスタ環境、大規模並列環境および同種ネット
ワーク環境などの複数ノード環境で実行されます。これらの環境では、各ノードは 1つ以上
のプロセッサ（CPU）やその対応するメモリーで構成されます。各ノードは、その他のノー
ドとは共有しない、それ自体のメモリーを持っています。また各ノードは、ディスクなどの
リソースを共有するときを除いて、その他のノードとは独立して動作します。

パラレル・コンカレント・プロセスの場合、1つ以上のコンカレント・マネージャが、複数
ノード環境内の 1つ以上のノード上で実行されます。システムを構成するときに、コンカレ
ント・マネージャの実行場所を決定してください。

システム管理者はコンカレント・マネージャの特殊化ルールを自由に組み合せて定義し、希
望する方法でそれらのルールを各ノードに適用できます。たとえば「Oracle General 
Ledger」の 3つのコンカレント・マネージャは、3つのノード間で展開できます。また
「Oracle Payables」のコンカレント・マネージャと「Oracle General Ledger」のコンカレン
ト・マネージャは、同じノード上で同時に実行できます。

次に、パラレル・コンカレント・プロセスを実行可能な環境の例を示します。
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パラレル・コンカレント・プロセスの実行方法
クラスタ環境クラスタ環境クラスタ環境クラスタ環境
クラスタ環境では、それぞれが 1つのノードを表す複数のコンピュータが共通のディスク・
プールを共有します。代表的なクラスタ環境には、IBM HACMP、VAXクラスタおよび
Sequentサーバーがあります。

クラスタ環境におけるパラレル・コンカレント・プロセスの場合、1つの Oracleデータベー
スが共通ディスク・プールに常駐し、Oracle Parallel Serverの複数インスタンスがクラスタ
内の複数ノード上で同時に実行されます。また複数のコンカレント・マネージャが、クラス
タ内の各ノード間で分散されます。

大規模並列環境大規模並列環境大規模並列環境大規模並列環境
大規模並列環境では、複数のノードが 1台のコンピュータ内に収容されます。すべてのノー
ドが、共通ディスク・プールにアクセスします。たとえば IBM SP/2は、大規模並列コン
ピュータです。

大規模並列環境におけるパラレル・コンカレント・プロセスの場合、Oracle Parallel Server
の個々のインスタンスは、各ノード間で分散されている複数のコンカレント・マネージャと
ともに、複数のノード上で同時に実行されます。

同種ネットワーク環境同種ネットワーク環境同種ネットワーク環境同種ネットワーク環境
同種ネットワーク環境では、同じ種類の複数のコンピュータがローカル・エリア・ネット
ワーク（LAN）を経由して 1つのデータベース・サーバーに接続されるか、またはデータ
ベース・サーバーのクラスタに接続されます。

たとえば簡単なネットワーク環境として、LAN経由で 1つの Sequentサーバーに接続され
た Sunの複数の SPARCstationsで構成される場合があります。複雑なネットワーク環境と
しては、複数の SPARCstationsが各 Sequentサーバーのクラスタに接続される場合がありま
す。

パラレル・コンカレント・プロセスの場合、1つ以上のコンカレント・マネージャが、複数
ノード環境内の 1つ以上のノード上で実行されます。1つのデータベース・サーバーが
ORACLEの 1つのインスタンスを実行し、またデータベース・サーバーのクラスタは、
ORACLE Parallel Serverを使用して Oracleの複数のインスタンスを実行します。

パラレル・コンカレント・プロセスの実行方法パラレル・コンカレント・プロセスの実行方法パラレル・コンカレント・プロセスの実行方法パラレル・コンカレント・プロセスの実行方法

コンカレント・マネージャコンカレント・マネージャコンカレント・マネージャコンカレント・マネージャ
パラレル・コンカレント・プロセスの場合、コンカレント・マネージャを持つ各ノードは
ORACLEのインスタンスを実行しているときと実行していないときがあります。ORACLE
が実行されていないノードの場合、コンカレント・マネージャは Net8経由で、ORACLEが
実行されているノードに接続されます。
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パラレル・コンカレント・プロセスの実行方法
各コンカレント・マネージャに対して、システム管理者は 1次ノードと 2次ノードを割り当
てます。最初に、コンカレント・マネージャはその 1次ノード上で起動されます。そのノー
ドまたは ORACLEインスタンスで障害が発生した場合、コンカレント・マネージャは 2次
ノードに移行します。

障害が発生したノードが再び使用可能になった時点で、コンカレント・マネージャは 1次
ノードに移行します。プロセスの移行時に、各プロセスはその現行のノードからターゲッ
ト・ノードに移行します。

内部コンカレント・マネージャ内部コンカレント・マネージャ内部コンカレント・マネージャ内部コンカレント・マネージャ
内部コンカレント・マネージャは、任意のノード上で実行でき、同じノードまたは他のノー
ド上の各コンカレント・マネージャを起動および停止できます。内部コンカレント・マネー
ジャは常に有効である必要があるため、高い耐障害性が必要です。この耐障害性を提供する
ため、パラレル・コンカレント・プロセスでは、内部モニター・プロセスが採用されていま
す。

内部モニター・プロセス内部モニター・プロセス内部モニター・プロセス内部モニター・プロセス
内部モニター・プロセスの役割は、内部コンカレント・マネージャをモニターし、停止した
場合には再起動することのみです。内部コンカレント・マネージャで障害が発生したことを
検出した最初の内部モニター・プロセスは、そのマネージャをそれ自体のノード上で再起動
します。

1つのノード上でアクティブ状態にできる内部モニター・プロセスは、1つに限られます。
システム管理者は、システムを構成するときに、内部モニター・プロセスを持つ各ノードを
決定します。また各内部モニター・プロセスに 1次ノードおよび 2次ノードを割り当てて、
障害対策を十分に講じることができます。

内部モニター・プロセスはコンカレント・マネージャと同じように、実行時間帯を割り当
て、内部コンカレント・マネージャによって起動および停止できます。

ログ・ファイルおよび出力ファイルへのアクセスログ・ファイルおよび出力ファイルへのアクセスログ・ファイルおよび出力ファイルへのアクセスログ・ファイルおよび出力ファイルへのアクセス
いずれかのノード上で実行される各要求からのコンカレント・ログ・ファイルや出力ファイ
ルは、それ以外のノードからオンラインでアクセスできます。あるノード上で実行されてい
る要求からのログ・ファイルや出力ファイルを表示する場合、ユーザーはそのノードにログ
オンする必要はありません。参照 :「データベース・インスタンス、マネージャの位置およ
びファイルの配布」（4-64）。

この機能は、インストール時の設定の手順により異なります。詳細は、使用プラットフォー
ムに関するインストレーション・マニュアルを参照してください。

プラットフォーム固有のキューおよび負荷バランス・システムの統合プラットフォーム固有のキューおよび負荷バランス・システムの統合プラットフォーム固有のキューおよび負荷バランス・システムの統合プラットフォーム固有のキューおよび負荷バランス・システムの統合
一部のクラスタ・システムや大規模並列処理システムには、バッチ・プロセスをキューに入
れたり、プロセス負荷を分散したりするための専用機能が用意されています（例 : VMSバッ
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パラレル・コンカレント・プロセスの管理
チ・キュー、IBM LoadLeveler）。ユーザーがこれらの機能を利用して、Oracle Applications
の処理のみでなく、すべての処理の管理を求めることに備えて、パラレル・コンカレント・
プロセスはそれらを統合するように設計されています。したがってシステム管理者は、コン
カレント・プロセスの管理を使用プラットフォームの特定の機能に合せることができます。

プラットフォーム固有のキュー・システムおよび負荷バランス・システムの統合に関する詳
細は、ユーザー・プラットフォームのインストレーション・マニュアルを参照してくださ
い。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）

� 「「ノード」ウィンドウ」（4-85）

� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「データベース・インスタンス、マネージャの位置およびファイルの配布」（4-64）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスのインストール」（4-70）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスの管理」（4-62）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスの例」（4-65）

パラレル・コンカレント・プロセスの管理パラレル・コンカレント・プロセスの管理パラレル・コンカレント・プロセスの管理パラレル・コンカレント・プロセスの管理
ここでは、「システム管理」フォームを使用してパラレル・コンカレント・プロセスを管理
する方法について説明します。ここには次のトピックがあり、パラレル・コンカレント・プ
ロセスに関する各項目が説明されています。

コンカレント・マネージャの定義コンカレント・マネージャの定義コンカレント・マネージャの定義コンカレント・マネージャの定義
「コンカレント・マネージャ」ウィンドウを使用してコンカレント・マネージャを定義して
ください。マネージャを定義するときは、「コンカレント・マネージャ」または「内部モニ
ター」のいずれかのマネージャ・タイプを指定してください。また 3番目のマネージャ・タ
イプとして、Oracle Applicationsで事前に定義されている内部コンカレント・マネージャ・
プロセスを記述した内部コンカレント・マネージャがあります。

注意注意注意注意 :パラレル・コンカレント・プロセスを使用する際に、マネージャ名
に埋込みスペースを使用できません。マネージャの名前は 1ワードで指定
するか、ハイフン（manager-nameの書式）または下線（manager_name
の書式）を使用して 2つのワードを接続して指定してください。
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コンカレント・マネージャの管理
各コンカレント・マネージャや各内部モニター・プロセスに 1次ノードと 2次ノードを割り
当てることができます。また使用プラットフォームに固有のキュー管理システムが使用可能
な場合は、1次システム・キュー名と 2次システム・キュー名を割り当てることができます。
参照 :「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）。

コンカレント・マネージャの管理コンカレント・マネージャの管理コンカレント・マネージャの管理コンカレント・マネージャの管理

ターゲット・ノードターゲット・ノードターゲット・ノードターゲット・ノード
「コンカレント・マネージャの管理」フォームを使用すると、パラレル・コンカレント・プ
ロセス環境における各コンカレント・マネージャのターゲット・ノードを表示できます。
ターゲット・ノードとは、コンカレント・マネージャに関連付けられているプロセスの実行
先となるノードです。

マネージャの 1次ノードおよび Oracleインスタンスが使用可能なときには、ターゲット・
ノードは 1次ノードに設定されます。それ以外の場合、ターゲット・ノードはマネージャの
2次ノードに設定されます（そのノードやその Oracleインスタンスが使用可能な場合）。プ
ロセスの移行時に、各プロセスはその現行のノードからターゲット・ノードに移行します。

アクセス・ノード間の制御アクセス・ノード間の制御アクセス・ノード間の制御アクセス・ノード間の制御
「コンカレント・マネージャの管理」フォームを使用することにより、パラレル・コンカレ
ント・プロセス環境における各コンカレント・マネージャのターゲット・ノードを表示する
ことができます。あるノードでコンカレント・プロセスを制御するときには、そのノードに
ログ・オンする必要はありません。また、パラレル・コンカレント・プロセス環境下の任意
のノードから内部コンカレント・マネージャを終了できます。

マネージャの起動マネージャの起動マネージャの起動マネージャの起動
「コンカレント・マネージャの管理」フォームから内部コンカレント・マネージャに対して
「起動」コマンドを発行するか、またはオペレーティング・システムのプロンプト・レベル
で STARTMGRコマンドを呼び出すことによって、パラレル・コンカレント・プロセスを起
動します。内部コンカレント・マネージャを起動したノードとは関係なく、内部コンカレン
ト・マネージャはその割り当てられたノード上で起動します（ただし、リモート・プロセス
起動をサポートするプラットフォームのノードから実行しているものと仮定します）。

内部コンカレント・マネージャの起動後、内部コンカレント・マネージャはすべての内部モ
ニター・プロセスやすべてのコンカレント・マネージャを起動します。マネージャはその 1
次ノード上で内部モニター・プロセスおよびコンカレント・マネージャを起動しようとしま
すが、1次ノードが使用できない場合には 2次ノードに移ります。
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データベース・インスタンス、マネージャの位置およびファイルの配布
マネージャの停止マネージャの停止マネージャの停止マネージャの停止
「コンカレント・マネージャの管理」フォームから内部コンカレント・マネージャに
Deactivate（停止）コマンドを発行することにより、パラレル・コンカレント・プロセスを
停止します。すべてのコンカレント・マネージャと「内部モニター・プロセス」は、内部コ
ンカレント・マネージャが停止する前に終了します。

マネージャ間の移行マネージャ間の移行マネージャ間の移行マネージャ間の移行
ほとんどのプロセス移行は、1次ノードで障害が発生したとき、またはその後回復したとき
に自動的に行われます。ただし、「コンカレント・マネージャ」フォームを使用してコンカ
レント・マネージャまたは内部モニター・プロセスに対するノード割当を手動で変更するこ
とによって、プロセス間の移行を実現できます。変更内容を有効にするには、「コンカレン
ト・マネージャの管理」フォームから内部コンカレント・マネージャに「Verify（検証）」コ
マンドを発行してください。

コンカレント・プロセスの終了コンカレント・プロセスの終了コンカレント・プロセスの終了コンカレント・プロセスの終了
「コンカレント・マネージャの管理」フォームから「終了」コマンドを発行することによっ
て、ローカル・ノードまたはリモート・ノード上で実行中のコンカレント・プロセスを終了
できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）

� 「内部コンカレント・マネージャのオペレーティング・システムからの制御」（4-53）

データベース・インスタンス、マネージャの位置およびファイデータベース・インスタンス、マネージャの位置およびファイデータベース・インスタンス、マネージャの位置およびファイデータベース・インスタンス、マネージャの位置およびファイ
ルの配布ルの配布ルの配布ルの配布

次の各ページでは、パラレル・コンカレント・プロセスの設定例をいくつか示します。

パラレル・コンカレント・プロセスの場合、コンカレント・マネージャを持つ各ノードは
ORACLEのインスタンスを実行しているときと実行していないときがあります。ORACLE
が実行されていないノードの場合、コンカレント・マネージャは Net8経由で、ORACLEが
実行されているノードに接続されます。

コンカレント・プログラムの実行ファイルは、ログ・ファイルおよびレポート出力ファイル
とともに、ノードのローカル・ディスクに格納できます。またこれらのファイルは、中央の
1箇所に格納して、各ノードからリモートで読むこともできます。
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パラレル・コンカレント・プロセスの例
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「ノード」ウィンドウ」（4-85）

� 「データベース・インスタンス、マネージャの位置およびファイルの配布」（4-64）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスのインストール」（4-70）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスの概要」（4-58）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスの例」（4-65）

パラレル・コンカレント・プロセスの例パラレル・コンカレント・プロセスの例パラレル・コンカレント・プロセスの例パラレル・コンカレント・プロセスの例
「パラレル・コンカレント・プロセス - 単一データベース・インスタンス（集中および共有ロ
グ /出力 /実行ファイル・システム）」（4-66）

「パラレル・コンカレント・プロセス - Oracle Parallel Server（集中および共有ログ /出力 /
実行ファイル・システム）」（4-67）

「パラレル・コンカレント・プロセス - 単一データベース・インスタンス（分散ログ /出力 /
実行ファイル）」（4-68）

「パラレル・コンカレント・プロセス - ノード 1がデータベース・サーバーとして動作し、
ノード 2～ 5がコンカレント・マネージャ・サーバーとして動作する場合」（4-69）

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「パラレル・コンカレント・プロセスのインストール」（4-70）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスの概要」（4-58）
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パラレル・コンカレント・プロセス - 単一データベース・インスタンス（集中および共有ログ /出力 /実行ファ
イル・システム）
パラレル・コンカレント・プロセスパラレル・コンカレント・プロセスパラレル・コンカレント・プロセスパラレル・コンカレント・プロセス - 単一データベース・イン単一データベース・イン単一データベース・イン単一データベース・イン
スタンス（集中および共有ログスタンス（集中および共有ログスタンス（集中および共有ログスタンス（集中および共有ログ /出力出力出力出力 /実行ファイル・システ実行ファイル・システ実行ファイル・システ実行ファイル・システ
ム）ム）ム）ム）

 図図図図 14

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「パラレル・コンカレント・プロセスの例」（4-65）
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パラレル・コンカレント・プロセス - Oracle Parallel Server（集中および共有ログ /出力 /実行ファイル・シス
テム）
パラレル・コンカレント・プロセスパラレル・コンカレント・プロセスパラレル・コンカレント・プロセスパラレル・コンカレント・プロセス - Oracle Parallel Server
（集中および共有ログ（集中および共有ログ（集中および共有ログ（集中および共有ログ /出力出力出力出力 /実行ファイル・システム）実行ファイル・システム）実行ファイル・システム）実行ファイル・システム）

 図図図図 15

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「パラレル・コンカレント・プロセスの例」（4-65）
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パラレル・コンカレント・プロセス - 単一データベース・インスタンス（分散ログ /出力 /実行ファイル）
パラレル・コンカレント・プロセスパラレル・コンカレント・プロセスパラレル・コンカレント・プロセスパラレル・コンカレント・プロセス - 単一データベース・イン単一データベース・イン単一データベース・イン単一データベース・イン
スタンス（分散ログスタンス（分散ログスタンス（分散ログスタンス（分散ログ /出力出力出力出力 /実行ファイル）実行ファイル）実行ファイル）実行ファイル）

 図図図図 16

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「パラレル・コンカレント・プロセスの例」（4-65）
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パラレル・コンカレント・プロセス - ノード 1がデータベース・サーバーとして動作し、ノード 2～ 5がコン
カレント・マネージャ・サーバーとして動作する場合
パラレル・コンカレント・プロセスパラレル・コンカレント・プロセスパラレル・コンカレント・プロセスパラレル・コンカレント・プロセス - ノードノードノードノード 1がデータベーがデータベーがデータベーがデータベー
ス・サーバーとして動作し、ノードス・サーバーとして動作し、ノードス・サーバーとして動作し、ノードス・サーバーとして動作し、ノード 2～～～～ 5がコンカレント・マがコンカレント・マがコンカレント・マがコンカレント・マ
ネージャ・サーバーとして動作する場合ネージャ・サーバーとして動作する場合ネージャ・サーバーとして動作する場合ネージャ・サーバーとして動作する場合

 図図図図 17

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「パラレル・コンカレント・プロセスの例」（4-65）
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パラレル・コンカレント・プロセスのインストール
パラレル・コンカレント・プロセスのインストールパラレル・コンカレント・プロセスのインストールパラレル・コンカレント・プロセスのインストールパラレル・コンカレント・プロセスのインストール
次の各チェックリストは、パラレル・コンカレント・プロセスのインストール手順の要約を
示します。次の各ステップの実行方法は、使用中のプラットフォームによって異なります。
使用しているオペレーティング・システムの『Oracle Applicationsインストレーション・ガ
イド』を参照してください。

 各ノードで applmgrのログインを設定します。

 各ノード上のディレクトリ間の記号リンクを作成します。

 必要な権限とシノニムを作成します。

 「AutoInstall」を実行します。

現行のリリースの Oracle Applicationsソフトウェアをすでにインストールしてある場合
は、適切な環境変数を定義するための adadminユーティリティを使用して環境ファイ
ルを再生成すると、パラレル・コンカレント・プロセスを設定できます。

 必要に応じて、製品ファイルを追加ノードにインストールします。

 各パラレル・ノード上で環境ファイルを作成します。

 各ノード上で afimpmon.sqlを実行して、dcpstartを編集します。

 各コンカレント・マネージャを定義します。

参照 :「パラレル・コンカレント・プロセスの管理」（4-62）

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「ノード」ウィンドウ」（4-85）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスの概要」（4-58）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスの例」（4-65）

注意注意注意注意 :パラレル・コンカレント・プロセスを使用する際に、マネージャ名
に埋込みスペースを使用できません。マネージャの名前は 1ワードで指定
するか、ハイフン（manager-nameの書式）または下線（manager_name
の書式）を使用して 2つのワードを接続して指定してください。
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コンカレント・マネージャ・ブロックの管理
「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ
コンカレント・マネージャ（すべての取引マネージャを含む）のステータスを参照し、必要
に応じて制御コマンドを発行して、マネージャのステータスを変更します。たとえば、現在
有効なマネージャを無効化してその変更が確定すると、新しいステータスを表示できます。

コンカレント・マネージャ・ブロックの管理コンカレント・マネージャ・ブロックの管理コンカレント・マネージャ・ブロックの管理コンカレント・マネージャ・ブロックの管理
ノードノードノードノード

パラレル・コンカレント・プロセス環境では、マネージャのプロセスはこのノード上で実行
されるように計画されます。

コンカレント・マネージャがプラットフォーム固有のシステム・キューを使用するように定
義されているときには、このフィールドにはマネージャがそのプロセスを発行するキュー名
が表示されます。

プロセス現行プロセス現行プロセス現行プロセス現行

各マネージャ・プロセスごとに、1つのコンカレント要求を実行（1つのコンカレント・プ
ログラムを起動）できます。通常、実際のプロセス数はターゲット・プロセス数（マネー
ジャが実行できる最大要求数）と一致します。

ただし、要求数の不足、マネージャの非アクティブ化またはマネージャの移行が理由で実際
のプロセス数がターゲット・プロセス数よりも少ないことがあります。

プロセス・ターゲットプロセス・ターゲットプロセス・ターゲットプロセス・ターゲット

このフィールドには、このマネージャに対して有効化できるマネージャ・プロセスの最大数
が表示されます。

実行要求数実行要求数実行要求数実行要求数 /保留要求数保留要求数保留要求数保留要求数

保留中の要求がある場合、通常、この数値は実際のプロセス数と同じになります。ただし、
保留中の要求がないか、または要求が発行された直後の場合には、実行要求数が実際のプロ
セス数よりも少ない場合があります。

さらに、コンカレント・プログラムが実行中の他のプログラムと互換性がないときには、そ
の非互換プログラムが終了するまでコンカレント・プログラムは開始されません。この場合
は、保留中の要求があっても実行中の要求数は実際の処理数よりも小さいことがあります。

ステータスステータスステータスステータス

ウィンドウ下部の最上行にあるボタンを使用すると、このフィールドにはマネージャの特定
の処理を選択した後のマネージャのステータスが表示されます。

内部コンカレント・マネージャを制御すると、コンカレント・マネージャを個別でも、また
は一括でも制御できます。内部コンカレント・マネージャがマネージャをアクティブにした
ときには、このフィールドはブランクのままです。
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コンカレント・マネージャ・ブロックの管理
パラレル処理環境では、主ノードと 2次ノード（またはシステム・キュー）が使用不可能な
ときには、このフィールドには「使用不可のターゲット・ノード /キュー」が表示されま
す。

特定のマネージャの制御特定のマネージャの制御特定のマネージャの制御特定のマネージャの制御
マネージャを制御するために選択できる処理は、次のとおりです。

終了終了終了終了 要求を終了して内部コンカレント・マネージャを無効化すると、実行中のすべ
ての要求（実行中のコンカレント・プログラム）は終了し、すべてのマネー
ジャが無効化されます。

事前に個別に無効化されたマネージャには影響はありません。

要求を終了して、マネージャを個別に無効化できます。マネージャの処理対象
になっている実行中のすべての要求（実行中のコンカレント・プログラム）が
終了します。

一度無効化したマネージャは、そのマネージャを選択して「有効化」ボタンを
選択しないと再起動しません。

無効化無効化無効化無効化 内部コンカレント・マネージャを無効化すると、その他のすべてのマネージャ
も無効化されます。事前に個別に無効化されたマネージャには影響はありませ
ん。

マネージャを個別に無効化することもできます。一度無効化したマネージャ
は、そのマネージャを選択して「有効化」ボタンを選択しないと再起動しませ
ん。

マネージャ（内部コンカレント・マネージャを含む）を無効化すると、現在実
行中のすべての要求（コンカレント・プログラム）が完了してからマネージャ
が終了します。

検証検証検証検証 この選択肢が表示されるのは、内部コンカレント・マネージャを選択した場合
のみです。

内部コンカレント・マネージャは、各コンカレント・マネージャのプロセスを
定期的にモニターします。このプロセスのモニター、つまり PMON活動を実
行するには、「検証」ボタンを選択します。

このボタンを選択することによるもう一つの効果は、内部コンカレント・マ
ネージャがコンカレント・プログラム非互換性ルールをもう一度読み取ること
です。

再起動再起動再起動再起動 この選択肢が表示されるのは、個々のマネージャを選択した場合のみです。

コンカレント・マネージャを再起動すると、マネージャはその定義をもう一度
読み取ります。

「コンカレント・マネージャ定義」フォームを使用して次のような変更を行い、
さらにその変更を有効にする場合は、マネージャを再起動する必要がありま
す。
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「コンカレント・プロセス」ウィンドウ
特定のマネージャの表示特定のマネージャの表示特定のマネージャの表示特定のマネージャの表示
コンカレント・マネージャの動作の詳細を表示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・プロセス」ウィンドウ」（4-73）

� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「コンカレント・マネージャの制御」（4-50）

� 「コンカレント要求のライフ・サイクル」（4-6）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスの概要」（4-58）

� 「マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義」（4-22）

「コンカレント・プロセス」ウィンドウ「コンカレント・プロセス」ウィンドウ「コンカレント・プロセス」ウィンドウ「コンカレント・プロセス」ウィンドウ
ウィンドウの上部でノードと名前が表示されている特定のコンカレント・マネージャのプロ
セスについて、ステータス情報を表示できます。

- 稼動シフト割当を変更する

- ターゲット・プロセスの数を変更する

- パラレル・コンカレント・プロセス環境で、ノード情報またはシステム・
キュー情報を変更する

有効化有効化有効化有効化 内部コンカレント・マネージャを有効にすると、それ以外のすべてのマネー
ジャも有効になります。ただし、個別に無効化したマネージャは除きます。

PCクライアントから内部コンカレント・マネージャを有効化することはでき
ません。内部コンカレント・マネージャは、サーバー以外からは有効化できま
せん。

内部マネージャが有効である限りは、現在無効な状態のコンカレント・マネー
ジャも個別に有効化できます。マネージャが現在の稼働シフトで動作するよう
に定義されている場合は、内部マネージャがそのマネージャをただちに起動し
ます。

プロセスプロセスプロセスプロセス 特定のコンカレント・マネージャのプロセスの詳細を表示できます。現在有効
なプロセス、移行中または終了中のプロセス、すでに終了したプロセスや無効
状態のプロセスが表示されます。

要求要求要求要求 選択したマネージャについて、そのマネージャが処理する実行中および保留中
のすべての要求を表示できます。
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「コンカレント・プロセス」ウィンドウ
このウィンドウを表示させると、現在アクティブ中、移行中または終了中のプロセスすべて
を自動的に問い合せします。これは、すでに終了しているプロセスまたは非アクティブなプ
ロセスと同じです。

表示される順序は、ステータス値（アクティブ、移行中、終了中、終了、非アクティブ）に
よって決まり、同じ状態の中ではプロセスが開始された順番によって決まります。

表示されるプロセスの数を減らすには、「要求実行」フォームから「コンカレント要求やマ
ネージャ・データのパージ」レポートを発行することによりレコードを削除できます。レ
コードは、処理が開始された日からの日数を基準にして削除できます。ただし、現在アク
ティブなマネージャのレコードは削除できません。

ステータスステータスステータスステータス

このフィールドは更新できません。有効なステータス値には次のものがあります。

マネージャ識別子「コンカレント」マネージャ識別子「コンカレント」マネージャ識別子「コンカレント」マネージャ識別子「コンカレント」

このフィールドには、処理を識別する個々のコンカレント・マネージャによって生成された
数値が表示されます。このフィールドは更新できません。

有効有効有効有効 現在実行中のマネージャ・プロセスは、「有効」と表示されます。

無効化済無効化済無効化済無効化済 現在稼動していないマネージャ・プロセスは「無効化済」と表示されます。

これらのプロセスが無効化した理由は、システム管理者が「コンカレント・マ
ネージャの管理」ブロックで「無効化」ボタンを選択したか、または内部コン
カレント・マネージャによって、あるコンカレント・マネージャの稼働シフト
の最後にそのコンカレント・マネージャが無効化されたことによります。

移行中移行中移行中移行中 主ノードから 2次ノードへ移行中のマネージャは、「移行中」と表示されます。

パラレル・コンカレント・プロセス環境では、コンカレント・マネージャはそ
れ自体に割り当てられた主ノードまたは 2次ノードで実行されます。マネー
ジャは、主ノードまたは主ノード上のデータベース・インスタンスが使用でき
ない場合、2次ノードに移行します。マネージャは、主ノードが使用可能にな
ると再び主ノードに移行します。

終了中終了中終了中終了中 現在終了中のマネージャ・プロセスは「終了中」と表示されます。

これらのプロセスが終了した理由は、システム管理者が「コンカレント・マ
ネージャの管理」ブロックにある「終了」ボタンを選択したか、またはユー
ザーが「コンカレント要求」フォームにある「終了」を選択したことによりま
す。

終了済終了済終了済終了済 すでに終了したマネージャ・プロセスは「終了済」と表示されます。

これらのプロセスが終了した理由は、システム管理者が「コンカレント・マ
ネージャの管理」ブロックにある「終了」ボタンを選択したか、またはユー
ザーが「コンカレント要求」フォームにある「終了」を選択したことによりま
す。
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「コンカレント・プロセス」ウィンドウ
この数値は、オペレーティング・システム・プロセス IDが使用不可能なときに参照される
ことがあります。

この数値を使用して、プロセスに関連するログ・ファイルを見ることができます。（これは、
「コンカレント要求」フォームの「表示」フィールドから「マネージャ・ログ」を選択して
見ることのできるログ・ファイルと同じものです。）

� オペレーティング・システム・レベルでは、ログ・ディレクトリ $FND_TOP/
APPLLOGに入ります。

� コンカレント・マネージャの場合は、W<number>.mgrを使用します。

� 内部モニター処理の場合は、I<number>.mgrを使用します。

マネージャ識別子「マネージャ識別子「マネージャ識別子「マネージャ識別子「Oracle」」」」

このフィールドには、対象のマネージャ・プロセスに関連付けられている ORACLEプロセ
ス IDが表示されます。このフィールドは更新できません。

マネージャ識別子「システム」マネージャ識別子「システム」マネージャ識別子「システム」マネージャ識別子「システム」

このフィールドには、マネージャ・プロセスに関連付けられているオペレーティング・シス
テムのプロセス IDが表示されます。このフィールドは更新できません。

要求識別子「実行中」要求識別子「実行中」要求識別子「実行中」要求識別子「実行中」

このフィールドについては、次の点に注意してください。

� 1つの要求のランタイムはふつう非常に短いため、通常、このフィールドはブランクで
す。

� 終了したマネージャについては、終了時に処理中の要求の IDが表示されます。

要求識別子「システム」要求識別子「システム」要求識別子「システム」要求識別子「システム」

このフィールドには作成済みコンカレント・プロセスのオペレーティング・システム・プロ
セス IDが表示されます。

ログ・ファイルの表示ログ・ファイルの表示ログ・ファイルの表示ログ・ファイルの表示
ログ・ファイルを表示する場合は、ウィンドウ下部付近の 3つのボタンを使用します。ロ
グ・ファイルには、問題の診断に役立つ情報が記録されています。

要求ログ要求ログ要求ログ要求ログ このボタンを選択すると、実行中の要求に関連付けられているプ
ロセスのログ・ファイルを表示できます。

内部マネージャ・ログ内部マネージャ・ログ内部マネージャ・ログ内部マネージャ・ログ このボタンを選択すると、内部コンカレント・マネージャのロ
グ・ファイルを表示できます。

マネージャ・ログマネージャ・ログマネージャ・ログマネージャ・ログ このボタンを選択すると、要求の実行を開始したコンカレント・
マネージャのログ・ファイルを表示できます。
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「要求」ウィンドウ
「要求」ウィンドウ「要求」ウィンドウ「要求」ウィンドウ「要求」ウィンドウ
ウィンドウの上部でノードと名前が指定されている選択済みのマネージャについて、実行中
および保留状態の要求をすべて表示します。

要求診断ウィンドウ要求診断ウィンドウ要求診断ウィンドウ要求診断ウィンドウ
このウィンドウには、要求が完了した場合はその時刻、完了しなかった場合はその理由を示
す解析メッセージが表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「コンカレント・マネージャの制御」（4-50）

� 「コンカレント要求のライフ・サイクル」（4-6）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスの概要」（4-58）

� 「マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義」（4-22）

「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ
このウィンドウを使用すると、自分のコンカレント・マネージャを定義できます。マネー
ジャを実行する時期と、稼働シフトをマネージャに割り当てるときにマネージャが同時に起
動できるプログラムの数を決定できます。特殊化のルールを定義して、マネージャが起動で
きるプログラムを決めます。

「コンカレント・マネージャ」ブロック「コンカレント・マネージャ」ブロック「コンカレント・マネージャ」ブロック「コンカレント・マネージャ」ブロック
アプリケーションとマネージャに定義する名前の組合せにより、マネージャを一意に識別で
きます。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

マネージャが他のアプリケーションに関連するプログラムを起動するときに、アプリケー
ション名がその障害となることはありません。マネージャが特定のアプリケーションに関連
するプログラムのみを実行するように制限するためには、「特殊化ルール」ウィンドウを使
用します。

タイプタイプタイプタイプ

コンカレント・マネージャを一度定義すると、このフィールドの更新はできません。マネー
ジャにはいくつかの種類があります。
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「コンカレント・マネージャ」ブロック
『Oracle Inventoryユーザーズ・ガイド』の「取引マネージャ」

『Oracle Inventoryユーザーズ・ガイド』の「取引マネージャの要求」

キャッシュ・サイズ（コンカレント・マネージャのみ）キャッシュ・サイズ（コンカレント・マネージャのみ）キャッシュ・サイズ（コンカレント・マネージャのみ）キャッシュ・サイズ（コンカレント・マネージャのみ）

マネージャによる実行対象の要求を読み込むたびにそのマネージャが記憶する要求の数を入
力します。たとえば、マネージャの稼働シフトのターゲット・プロセスが 1つでキャッシュ
値が 3の場合、マネージャは 3つの要求を読み込み、その 3つの要求を実行してから新しい
要求を読み込みます。

要求の読取りでは、マネージャは、実行できる要求のみをキャッシュに書き込みます。たと
えば、マネージャが「受注」レポートのみ実行するよう定義すると、マネージャは「受注」
要求のみをキャッシュに書き込みます。

1を入力すると、コンカレント・マネージャは、別の要求を処理する準備が整うたびに対象
の要求リストを参照する必要があります。

キャッシュ・サイズの数値を大きい値に設定すると、コンカレント・マネージャは要求を実
行するたびに対象の要求リストを読み込む必要はなくなります。ただし、コンカレント・マ
ネージャがその要求をキャッシュに読込み済みの場合は、特定の要求に対する優先度の変更
はコンカレント・マネージャに認識されません。さらに、新しい要求に与える優先度を高く
した場合でも、バッファが空になり、コンカレント・マネージャが要求リストの参照に戻る
まで、その要求は待機する必要があります。バッファ・サイズの数値を大きい値に設定した
場合は、要求の待機時間が長時間になる場合があります。

サイトのニーズに対してコンカレント・マネージャの動作が最も効率的になるようキャッ
シュ・サイズで調整してください。ジョブの処理先の優先度が、あるマネージャに再度割り
当てられる傾向がサイトの組織にある場合は、そのマネージャにかなり小さい値のバッ
ファ・サイズを設定する必要があります。

提案提案提案提案 :時間のかかる大きなジョブをマネージャに実行させるときには、1の値を入力します。
すぐに終了する小さなジョブをマネージャに実行させるときには 3または 4の値を入力しま
す。

コンカレント・マネージャコンカレント・マネージャコンカレント・マネージャコンカレント・マネージャ コンカレント・マネージャによるコンカレント・プログラム
の起動

内部モニター内部モニター内部モニター内部モニター 内部モニターは、パラレル・コンカレント・プロセス環境で
内部コンカレント・マネージャをモニターします。内部コン
カレント・マネージャが異常終了すると（たとえば、ノード
やデータベース・インスタンスがダウンしたため）、内部モ
ニターが別のノードで内部コンカレント・マネージャを再起
動します。

取引マネージャ取引マネージャ取引マネージャ取引マネージャ 取引マネージャは、クライアント・マシンからの同期要求を
処理します。
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「コンカレント・マネージャ」ブロック
データ・グループ（取引マネージャのみ）データ・グループ（取引マネージャのみ）データ・グループ（取引マネージャのみ）データ・グループ（取引マネージャのみ）

取引マネージャと同じデータ・グループを使用する職責から実行要求があったプログラムの
みが取引マネージャで実行されます。取引マネージャは、取引マネージャと同じデータ・グ
ループを使用する職責から実行要求があったプログラムのみを実行します。

生産資源コンシューマ・グループ生産資源コンシューマ・グループ生産資源コンシューマ・グループ生産資源コンシューマ・グループ

該当マネージャの生産資源コンシューマ・グループ。生産資源コンシューマ・グループの詳
細の参照先は、次のとおりです。参照 :「Oracle Applicationsの生産資源コンシューマ・グ
ル -プ」（7-14）。

並列コンカレント・プロセス詳細並列コンカレント・プロセス詳細並列コンカレント・プロセス詳細並列コンカレント・プロセス詳細
ノードノードノードノード

パラレル・コンカレント・プロセス環境で作業を行っている場合にマネージャを特定のノー
ドで動作させるときには、そのノード名を選択します。

主ノードを使用できる場合、それはコンカレント・マネージャで実行されるノードを指しま
す。主ノードまたはそのノード上のデータベース・インスタンスがダウンすると、コンカレ
ント・マネージャは 2次ノードに移行します。主ノードの機能が回復すると、コンカレン
ト・マネージャは、再び主ノードに戻ります。

ノードは、あらかじめ「ノード」フォームを使用して Oracle Applicationsに登録しておく必
要があります。参照 :「「ノード」ウィンドウ」（4-85）。

システム・キューシステム・キューシステム・キューシステム・キュー

パラレル・コンカレント・プロセス環境で作業を行っている場合に、マネージャが一般的な
コンカレント・プロセスキュー管理ではなく、プラットフォーム固有のキュー管理システム
を使用するように設定するには、そのシステムのキューまたはクラス名を指定します。たと
えば、NQS Load Levelerまたは IBM Load Levelerのようなプラットフォーム固有のキュー
管理システムからシステム・キュー名を選択できます。

この１次システム・キューは、主ノードと関連付けるためのキューです。2次システム・
キューは、2次ノードと関連付けるためのシステム・キューです。

注意注意注意注意 :マネージャが必ずプラットフォーム固有のキュー管理システムを使
用するようにするには、適切なモードでコンカレント・マネージャを開始
することが必要です（APPLDCP = OSQに設定します）。使用するプラッ
トフォームがシステム・キューとのインタフェースをサポートしているか
どうかを確認するには、プラットフォームのマニュアルを参照してくださ
い。Unix系のプラットフォームでは、該当する「Oracle Application 
Installation Update」を参照してください。それ以外のすべてのプラット
フォームについては、該当する「Oracle Applicationインストレーショ
ン・ファイル」を参照してください。
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「稼動シフト」ウィンドウ
即時コンカレント・プログラムは、アプリケーション開発者が Oracle Application Object 
Libraryを使用して、プログラム・ライブラリに登録する必要があります。

参照 : 『Developing Custom Extensions to Oracle Applications』

プログラム・ライブラリプログラム・ライブラリプログラム・ライブラリプログラム・ライブラリ

コンカレント・マネージャは、プログラム・ライブラリに登録されている即時コンカレン
ト・プログラムのみ実行できます。コンカレント・マネージャが特殊化ルールの適用対象で
ある場合は、それ以外の種類の実行可能コンカレント・プログラムを使用するコンカレン
ト・プログラムも実行できます。

取引マネージャは、そのプログラム・ライブラリにリストされているプログラムのみでしか
実行できません。

マネージャ動作の定義マネージャ動作の定義マネージャ動作の定義マネージャ動作の定義
ウィンドウの下部の 2つのボタンを使用するとさらに別のウィンドウが開き、マネージャが
動作する時期を定義したり、必要に応じて特定の種類のプログラムのみをマネージャに実行
させるように指定することもできます。

「稼動シフト」ウィンドウ「稼動シフト」ウィンドウ「稼動シフト」ウィンドウ「稼動シフト」ウィンドウ
コンカレント・マネージャに稼働シフトを割り当てます。稼働シフトは、マネージャを使用
可能にする日付と時刻を定義するものです。各稼働シフトごとに、マネージャが実行を開始
するプロセス数を定義します。

稼働シフトの定義には、「稼働シフト」フォームを使用します。参照 :「「稼動シフト」ウィ
ンドウ」（4-81）。

プロセスプロセスプロセスプロセス

稼働シフトで同時に実行するオペレーティング・システム・プロセスの数を入力します。各
プロセスは、コンカレント要求を実行できます。

たとえば、稼働シフトが 3つのターゲット・プロセスを持つように定義すると、マネージャ
は 3つまでの要求を同時に実行できます。

スリープ時間（秒）スリープ時間（秒）スリープ時間（秒）スリープ時間（秒）

この稼働シフト中のマネージャのスリープ時間を入力します。スリープ時間とは、保留中の
コンカレント要求（開始を待機中のコンカレント要求）のリストのチェックとチェックの間
にマネージャが待機する時間を秒数で表したものです。

稼働シフト稼働シフト稼働シフト稼働シフト マネージャに対して 1つ以上の稼働シフトを割り当てて、マネージャが動
作する時期を定義します。各稼働シフトごとに、マネージャが同時に実行
できるプログラム数を変えることができます。

特殊化ルール特殊化ルール特殊化ルール特殊化ルール マネージャに対して特殊化ルールを定義して、マネージャが読み込む要求
の種類を定義します。
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「特殊化ルール」ウィンドウ
提案提案提案提案 :実行要求の数が多い期間にはできるだけ短いスリープ時間を設定します。

「特殊化ルール」ウィンドウ「特殊化ルール」ウィンドウ「特殊化ルール」ウィンドウ「特殊化ルール」ウィンドウ
特定の種類の要求のみを実行するようにマネージャを特殊化します。特殊化ルールを設定し
ないと、マネージャはすべてのコンカレント・プログラムの起動要求を受け入れます。

含む含む含む含む /除く除く除く除く

ルールに基づいて実行する要求を含めるか除外するかをポップリストで選択します。

タイプタイプタイプタイプ

マネージャに割り当てようとする特殊化ルールのタイプを選択します。選択したルールの動
作（許可または禁止）に基づいて、マネージャが要求を実行します。選択できる特殊化ルー
ルのタイプを次に示します。

� 組合せルール

たとえば、選択した組合せルールに合致する要求のみを、マネージャが実行するように
します。また逆に、特定の組合せルールに合致する要求を実行しないようにします。

2つ以上の論理文を結合する組合せ特殊化ルールは、「組合せ特殊化ルール」フォームを
使用して定義します。参照 :「「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ」（4-82）。

� Oracle ID

たとえば、特定の Oracle IDによるプログラムを実行しないようにします。また逆に、
コンカレント・マネージャは特定の Oracle IDによるプログラムのみを実行するように
します。

� プログラム

たとえば、選択したプログラムのみを実行しないようにします。また逆に、コンカレン
ト・マネージャはユーザーが選択したプログラムのみを実行するようにします。また
「アプリケーション」フィールドにアプリケーションを入力して「名前」フィールドに
何も入力しなければ、そのプログラム・タイプを使用する特定のアプリケーションに属
するすべてのプログラムを含んだり除外することもできます。

� 要求タイプ（プログラムの）

たとえば、特定の要求タイプによるプログラムを実行しないようにします。また逆に、
コンカレント・マネージャはユーザーが選択した要求タイプによるプログラムのみを実
行するようにします。

� ユーザー（サインオンに使用したアプリケーション・ユーザー名）

たとえば、特定のユーザーが発行したプログラムをすべて実行しないようにします。ま
た逆に、コンカレント・マネージャは、指定ユーザーが発行したプログラムのみを実行
するようにします。
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「稼動シフト」ウィンドウ
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）

� 「「コンカレント要求タイプ」ウィンドウ」（4-84）

� 「「ノード」ウィンドウ」（4-85）

� 「「稼動シフト」ウィンドウ」（4-81）

� 「「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ」（4-82）

� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「コンカレント要求のライフ・サイクル」（4-6）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスの概要」（4-58）

� 「マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義」（4-22）

「稼動シフト」ウィンドウ「稼動シフト」ウィンドウ「稼動シフト」ウィンドウ「稼動シフト」ウィンドウ
コンカレント・マネージャ稼動シフトに名前を付けて定義する場合は、このウィンドウを使用
します。稼働シフトを定義して、コンカレント・マネージャが動作できる時期を指定します。

各稼働シフトごとに、ある範囲の日数の期間または特定の日付を指定します。参照 :「稼動
シフトの定義」（4-25）。

名称名称名称名称

コンカレント稼働シフトには、「Week Days」、「Weeknights」または「Weekends」のよう
に一見してすぐにわかるような名前を付けます。

自自自自 /至至至至

コンカレント・シフトを開始し、終了させる時刻を入力します。時間形式は HH24:MMとし
ます。たとえば、稼動シフト名が「Week Days」の場合は、開始時刻に「09:00」（午前 9
時）、終了時刻に「17:00」（午後 5時）を入力します。Oracle Applicationsでは 24時間制が
使用されることに注意してください。

週の始まりの曜日週の始まりの曜日週の始まりの曜日週の始まりの曜日 /週の終わりの曜日週の終わりの曜日週の終わりの曜日週の終わりの曜日

シフトの最初と最後の日を入力します。たとえば、シフト名が「Week Days」の場合、「週
の始まりの曜日」フィールドには「Monday」を入力でき、「週の終わりの曜日」フィールド
には「Friday」を入力できます。「週の始まりの曜日」フィールドに値を入力した場合は、
「週の終わりの曜日」フィールドにも値を入力する必要があります。この行では「日付」
フィールドは使用しません。
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「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ
日付日付日付日付

特定の日専用の稼働シフトを作成するには、ここに日付を入力します。たとえば、稼働シフ
トに「Memorial Day」という名前を付け、このフィールドに日付を入力して、この稼働シ
フトメモリアル・デーの祭日にのみ使用可能にすることができます。

特定の日に専用の稼働シフトは、特定の日付を指定していない稼働シフトを上書きします。
このフィールドに値を入力する（日付を指定する）場合は、この行の「曜日」フィールドに
は値を入力できません。参照 :「表 12」（4-27）。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）

� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義」（4-22）

� 「マネージャ別稼動シフト・レポート」（4-32）

� 「稼動シフト・レポート」（4-33）

「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ
コンカレント・マネージャが読み込むことのできる要求を識別するルールを定義します。こ
こで定義するルールを使用して、コンカレント・マネージャの機能を特殊化できます。

このウィンドウを使用すると、特殊化行ともいわれる複数の「含む」文および「除く」文を
定義できます。また、これらの行を組み合せて組合せルールともいわれる単独の特殊化ルー
ルを定義することもできます。

ここで定義する組合せルールは、「コンカレント・マネージャ」ウィンドウの中の「特殊化
ルール」ウィンドウで定義する個々のルールとは次の 2つの点で異なります。

� 「含む」文と「除く」文は組み合せることができます。これによって、コンカレント・
プログラムを実行するために要求をきわめて具体的に識別できます。

� 組合せルール内で複数の「含む」文を使用すると、コンカレント・マネージャの対象範
囲がより制限されます。

「特殊化ルール」ウィンドウ（「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ内）で定義する
個々のルールを使用すると、定義した「含む」ルールが多いほどマネージャの制約は少
なくなります。

参照 :「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）
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特殊化ルール・ブロック
組合せ特殊化ルール・ブロック組合せ特殊化ルール・ブロック組合せ特殊化ルール・ブロック組合せ特殊化ルール・ブロック
アプリケーション名と組合せ特殊化ルールに対して定義する名前を一緒に使用することによ
り、ルールを一意に識別できます。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

コンカレント・マネージャが他のアプリケーションに関連するプログラムを起動するとき
に、アプリケーション名がその障害となることはありません。

特殊化ルール・ブロック特殊化ルール・ブロック特殊化ルール・ブロック特殊化ルール・ブロック
組合せ特殊化ルールを構成する個々のルール（文）を定義します。

� このブロック内の各ルールが 1つの文を定義します。

� すべての特殊化ルールがまとまって、組合せ特殊化ルールを定義します。

含む含む含む含む /除く除く除く除く

実行用ルールに基づく要求を含むか除くかをポップリストから選択します。

タイプタイプタイプタイプ

コンカレント・マネージャに対して実行する特殊化ルールのタイプを選択します。

同一タイプによる 2つの「含む」ルールを組み合せることはできません。

� たとえば、ある Oracle IDに関連付けるプログラムを先に取り込み、別の行で別の
Oracle IDに次に関連付けるプログラムを取り込むことはできません。

ルールの動作（「含む」または「除く」）に従って、マネージャは次の条件をもとにプログラ
ムを実行できます。

� Oracle ID

たとえば、特定の Oracle IDによるプログラムを実行しないようにします。また逆に、
コンカレント・マネージャは特定の Oracle IDによるプログラムのみを実行するように
します。

� プログラム

たとえば、選択したプログラムのみを実行しないようにします。また逆に、コンカレン
ト・マネージャはユーザーが選択したプログラムのみを実行するようにします。また
「アプリケーション」フィールドにアプリケーションを入力して「名前」フィールドに
何も入力しなければ、そのプログラム・タイプを使用する特定のアプリケーションに属
するすべてのプログラムを含んだり除外することもできます。
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「コンカレント要求タイプ」ウィンドウ
� 要求タイプ（プログラムの）

たとえば、特定の要求タイプによるプログラムを実行しないようにします。また逆に、
コンカレント・マネージャはユーザーが選択した要求タイプによるプログラムのみを実
行するようにします。

� ユーザー（サインオンに使用したアプリケーション・ユーザー名）

たとえば、特定のユーザーが発行したプログラムをすべて実行しないようにします。ま
た逆に、コンカレント・マネージャは、指定ユーザーが発行したプログラムのみを実行
するようにします。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ」（4-71）

� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「プログラムの要求タイプ別グループ化」（4-49）

� 「組合せルールの使用」（4-45）

� 「組合せ特殊化ルールの定義」（4-43）

� 「特殊化ルールと組合せルールの違い」（4-48）

� 「特殊化ルールの定義」（4-34）

� 「特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化」（4-33）

「コンカレント要求タイプ」ウィンドウ「コンカレント要求タイプ」ウィンドウ「コンカレント要求タイプ」ウィンドウ「コンカレント要求タイプ」ウィンドウ
このウィンドウを使用して、各プログラムに共通の要求タイプを割り当てると、いくつかの
コンカレント・プログラムを 1つのグループとして識別できます。

ここで定義した要求タイプをコンカレント・プログラムに割り当てるには、「コンカレント・
プログラム」ウィンドウを使用します。次に、「コンカレント・マネージャ」ウィンドウで
コンカレント・マネージャを定義するとき、要求タイプに応じてコンカレント・マネージャ
がコンカレント・プログラムを実行するかどうかを定義できます。

たとえば、要求タイプを「end-of-month reports」として定義し、その要求タイプをいくつ
かのコンカレント・プログラムに割り当て、次にコンカレント・マネージャが「end-of-
month」要求のみを実行するように定義できます。
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ノード・ブロック
コンカレント要求タイプ・ブロックコンカレント要求タイプ・ブロックコンカレント要求タイプ・ブロックコンカレント要求タイプ・ブロック
定義しようとするコンカレント要求の各タイプに名前を付け、説明します。アプリケーショ
ン名と要求タイプの両方を使用することにより、コンカレント要求タイプを一意に識別でき
ます。

他のアプリケーションに関連付けられているコンカレント・プログラムに、この要求タイプ
を割り当てるときにこのアプリケーション名が障害になることはありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ」（4-82）

� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「プログラムの要求タイプ別グループ化」（4-49）

� 「特定なプログラムのみを実行するためのマネージャの特殊化」（4-33）

「ノード」ウィンドウ「ノード」ウィンドウ「ノード」ウィンドウ「ノード」ウィンドウ
ノードは 1つ以上のプロセッサおよびそれに関連するメモリーから構成されます。パラレ
ル・コンカレント・プロセス環境では（たとえば、クラスタ、超並列処理環境、同種ネット
ワーク環境など）、個々のノードは、ディスクなどの資源を共有するときを除いてそれぞれ
が独立して動作します。

コンカレント・マネージャを別々のノードに割り当てると、コンカレント・プロセスの作業
負荷を分散してスループットを向上させることができます。コンカレント・マネージャは、
割り当てられたノード上で処理を実行します。

ノード・ブロックノード・ブロックノード・ブロックノード・ブロック
ノードノードノードノード

ノードのオペレーティング・システム名を入力します。

プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム

自分のノードがあるオペレーティング・システム・プラットフォームを選択します。

ベース・パス変数ベース・パス変数ベース・パス変数ベース・パス変数

コンカレント・マネージャのログおよびこのノードの出力ファイルの位置を判断するため
に、導入マニュアルをよく読んで使用しているプラットフォームの正しい基本パス変数を判
断してください。
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「ビューア・オプション」ウィンドウ
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

� 「パラレル・コンカレント・プロセスの概要」（4-58）

「ビューア・オプション」ウィンドウ「ビューア・オプション」ウィンドウ「ビューア・オプション」ウィンドウ「ビューア・オプション」ウィンドウ
コンカレント要求の出力書式に対するMIMEタイプを定義するには、このフォームを使用
します。これらのMIMEタイプは、レポート表示の際に使用されます。

各ファイル形式に対して、1つ以上のMIMEタイプを関連付けることができます。

ユーザーは 1つのMIMEタイプを使用して、特定書式のレポートを表示できます。たとえ
ば、ユーザーは、Microsoft Wordの全テキスト書式レポートを表示できます。特定ユーザー
用にサポートされている書式のMIMEタイプは、次の複数のプロファイル・オプションで
設定できます。

� ビューア : HTMLアプリケーション用

� ビューア : PCL用アプリケーション

� ビューア : PDFアプリケーション用

� ビューア : ポストスクリプト・アプリケーション用

� ビューア : テキスト・アプリケーション用

このMIMEタイプは、ユーザーがそのファイル書式のレポートを表示した際に、ブラウザ
のウィンドウに送信されます。

「ビューア・オプション」ブロック「ビューア・オプション」ブロック「ビューア・オプション」ブロック「ビューア・オプション」ブロック
サポートされる各ファイル書式に、1つ以上のMIMEタイプを関連付けます。「ビューア」
オプションを定義することによって、各書式のファイル表示に使用可能なアプリケーション
を指定できます。

ファイル形式ファイル形式ファイル形式ファイル形式

ファイル形式ファイル形式ファイル形式ファイル形式

MIMEタイプタイプタイプタイプ

ファイル出力に使用するMIMEタイプ

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Application Object Libraryのプロファイル・オプション」（A-1）
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「ビューア・オプション」ブロック
� 「Reports Viewerの定義」（4-10）
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「ビューア・オプション」ブロック
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プリンタプリンタプリンタプリンタ

プリンタおよび印刷の概要プリンタおよび印刷の概要プリンタおよび印刷の概要プリンタおよび印刷の概要
ここでは Oracle Applicationsが印刷命令を処理する方法を説明します。実行サマリーでは、
各印刷機能、関連フォームおよび Oracle Applications間の主な関連性を示します。実行サマ
リー部分の後に、詳しい説明をします。参照 :「図 18」（5-3）。

管理者用要約管理者用要約管理者用要約管理者用要約
Oracle Applicationsのレポートは、Oracle Reportsによって作成されます。作成されたレ
ポートは、（オペレーティング・システムの印刷コマンドを発行したり、オペレーティング・
システムの印刷コマンドを発行するカスタム印刷プログラムをコールする）コンカレント・
マネージャによって、オペレーティング・システムに送られます。

Oracle Reportsおよびレポート生成およびレポート生成およびレポート生成およびレポート生成
出力ファイル内のページ・ブレーク、キャリッジ・リターン、行送り、テキスト太字オン /
オフおよびテキスト下線オン /オフ指示は、SRWドライバ・ファイル内の値によって定義
されます。

出力ファイルの印刷前または出力ファイルの印刷後に発行される改ページ・ブレーク、キャ
リッジ・リターンおよび行送り指示は、プリンタ・ドライバのフォームで定義されるOracle 
Applicationsのプリンタ・ドライバの初期化またはリセット文字列に指定する必要がありま
す。

SRWドライバおよびドライバおよびドライバおよびドライバおよび Oracle Applicationsのプリンタ・ドライバのプリンタ・ドライバのプリンタ・ドライバのプリンタ・ドライバ
レポートが印刷されないとき（部数が 0でターゲット・プリンタ・フィールドがブランクの
とき）、Oracle Reportsは「印刷形式」フォーム内の印刷形式で指定された SRWドライバを
使用します。
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管理者用要約
レポートを印刷するとき（部数＞ 0）、Oracle Reportsは「プリンタ・ドライバ」フォーム内
の Oracle Applicationsのプリンタ・ドライバで指定された SRWドライバを使用します。

レポートのサイズは、「印刷形式」フォームを使用して定義された印刷形式内の列と行の値
で決定されます。これらの値によって、SRWドライバ・ファイル内の幅と高さの値が上書
きされます。

コンカレント・マネージャによる印刷コマンドの発行コンカレント・マネージャによる印刷コマンドの発行コンカレント・マネージャによる印刷コマンドの発行コンカレント・マネージャによる印刷コマンドの発行 /コールコールコールコール
レポートが完了すると、コンカレント・マネージャは初期化文字列を出力ファイルに送りま
す。初期化文字列は「プリンタ・ドライバ」フォームを使用して定義されます。

コンカレント・マネージャはリセット文字列を出力ファイルに追加します。リセット文字列
は「プリンタ・ドライバ」フォームを使用して定義されます。

Oracle Applicationsのプリンタ・ドライバは、一般的に印刷コマンドの発行または印刷プロ
グラムのコールという 2つの方法のいずれかによって実行されます。

プリンタ・ドライバの実行方法がコマンドの場合は、コンカレント・マネージャは「プリン
タ・ドライバ」フォームの「引数」フィールドに入力されたオペレーティング・システムの
印刷コマンド引数を発行できます。

プリンタ・ドライバの実行方法がプログラムの場合は、コンカレント・マネージャは「プリ
ンタ・ドライバ」フォームの「名前」フィールドで（パス付きで）指定されたカスタム印刷
プログラムをコールできます。プログラムの引数は、フォームの「引数」フィールドに入力
できます。

コンカレント・マネージャによる引数値の定義コンカレント・マネージャによる引数値の定義コンカレント・マネージャによる引数値の定義コンカレント・マネージャによる引数値の定義
コンカレント・マネージャは、オペレーティング・システムの印刷コマンドまたはカスタム
印刷プログラムの次の 4つの引数の値を定義できます。

� 印刷対象ファイルの名前

� ターゲット・プリンタのオペレーティング・システム名

� 印刷時にヘッダー・ページに印刷されるファイルのタイトル

� 印刷部数
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管理者用要約
図図図図 18

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsの印刷サポートのカスタマイズ」（5-13）

� 「Oracle Reportsおよび Oracle Applicationsの印刷」（5-4）

� 「UNIXでの Postscript印刷」（5-21）

� 「キャラクタ・モード印刷またはビットマップ印刷の設定」（5-6）
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Oracle Reportsおよび Oracle Applicationsの印刷
� 「プリンタ・タイプ、印刷形式およびプリンタ・ドライバ」（5-5）

� 「プリンタ・タイプの定義およびプリンタの登録」（5-8）

� 「プリンタの設定」（5-10）

Oracle Reportsおよびおよびおよびおよび Oracle Applicationsの印刷の印刷の印刷の印刷
Oracle Applicationsのレポートを実行すると、Oracle Reportsにより出力の生成とフォー
マットが行われます。

各レポートには、そのサイズ、つまりそのレポートに含まれる列と行の数を定義する印刷形
式があります。

レポートが完了すると、Oracle Applicationsのプリンタ・ドライバは、接続先プリンタに対
してフォーマット指示を送ります。

Oracle Reportsによって生成されたファイルの印刷に関するテキスト、文書およびプリンタ
の書式設定の指示の要約を次の表に示します。

Oracle Applicationsのフォーマット指示のフォーマット指示のフォーマット指示のフォーマット指示

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「プリンタ・タイプ、印刷形式およびプリンタ・ドライバ」（5-5）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

インストラクションインストラクションインストラクションインストラクション 説明説明説明説明 構造構造構造構造 フォームフォームフォームフォーム

テキストの書式設定 太字、下線、ページ
区切り

SRWドライバ制御文字 印刷形式（コンカレン
ト要求に無関係のプリ
ンタ ;つまり部数 =0、
プリンタ・フィールド
は空白）

プリンタ・ドライバ
（コンカレント要求に
関連付けられているプ
リンタ）

文書の書式設定 レポートの幅および
長さ

印刷形式  列数および行
数

印刷形式

プリンタの書式設定 縦長、横長、プリン
タの再設定などの印
刷指示をプリンタに
送る。

プリンタ・ドライバの初
期設定文字列および再設
定文字列

プリンタ・ドライバ

表表表表 22
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プリンタ・タイプ、印刷形式およびプリンタ・ドライバ
プリンタ・タイプ、印刷形式およびプリンタ・ドライバプリンタ・タイプ、印刷形式およびプリンタ・ドライバプリンタ・タイプ、印刷形式およびプリンタ・ドライバプリンタ・タイプ、印刷形式およびプリンタ・ドライバ
プリンタ・タイプによってプリンタが認識できるコマンドが異なります。プリンタ・タイプ
は、メーカーとモデルにより各プリンタを識別します。

印刷形式はプリンタに対して、印刷出力の形式を指示します。プリンタ・ドライバはプリン
タに対して、指定された印刷形式の出力方法を指示するコマンドを送信します。

特定の印刷形式でレポートを印刷する機能は、レポート・ファイルを送信するプリンタのタ
イプによって異なります。

特定のタイプのプリンタで印刷可能な印刷形式の場合は、そのプリンタ・タイプとオペレー
ティング・システムに固有なプリンタ・ドライバが必要です。

 図図図図 19

注意注意注意注意 :希望する印刷形式でレポートを印刷するときには、各プリンタに対
して、印刷形式と、その形式で印刷するプリンタ・ドライバの両方を割り
当てる必要があります。
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キャラクタ・モード印刷またはビットマップ印刷の設定
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「プリンタ・タイプ」ウィンドウ」（5-28）

� 「「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ」（5-31）

� 「「プリンタ」ウィンドウ」（5-29）

� 「「印刷形式」ウィンドウ」（5-30）

� 「プリンタ・タイプの定義およびプリンタの登録」（5-8）

� 「プリンタ・ドライバ」（5-9）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

� 「プリンタおよび印刷形式割当の階層」（5-24）

� 「印刷形式」（5-9）

キャラクタ・モード印刷またはビットマップ印刷の設定キャラクタ・モード印刷またはビットマップ印刷の設定キャラクタ・モード印刷またはビットマップ印刷の設定キャラクタ・モード印刷またはビットマップ印刷の設定

キャラクタ・モードのキャラクタ・モードのキャラクタ・モードのキャラクタ・モードの Oracle Reportsのコンカレント・プログラムののコンカレント・プログラムののコンカレント・プログラムののコンカレント・プログラムの
実行実行実行実行
キャラクタ・モードの Oracle Reportsプログラムは、プログラム実行要求に関連した印刷形
式から、ページのサイズと方向の情報を取得します。

一部の印刷形式は事前に定義済みであり、システム管理者は必要な場合に、その他の形式を
定義できます。

プリンタ・タイププリンタ・タイププリンタ・タイププリンタ・タイプ プリンタの種類。これはメーカー名とモデル名です。例を 2つ示
すと、DEC LN03プリンタや HP Laserjet IIIプリンタなどです。

印刷形式印刷形式印刷形式印刷形式 レポートの印刷方法の指定。印刷形式で指定される項目は、次の
とおりです。

- ページ当り行数

- 各行の幅

- 見出しページ印刷の有無

プリンタ・ドライバプリンタ・ドライバプリンタ・ドライバプリンタ・ドライバ 選択した「印刷形式」による印刷方法をプリンタに指示する一連
のコマンド。

- 初期化コマンドでは、印刷方向が設定される。

- 再設定コマンドでは、次の印刷ジョブに対するプリンタへのイ
ンストラクションが消去される。
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キャラクタ・モード印刷またはビットマップ印刷の設定
 図図図図 20

ビットマップのビットマップのビットマップのビットマップの Oracle Reportsコンカレント・プログラムの実行コンカレント・プログラムの実行コンカレント・プログラムの実行コンカレント・プログラムの実行
Oracle Reportsプログラムをビットマップ・モードで実行するには、「コンカレント・プログ
ラム」フォーム内のコンカレント・プログラムの定義内容を問い合せ、「書式」フィールド
で PSを選択します。

ビットマップの Oracle Reportsプログラムは、プログラムの定義内容からページのサイズや
印刷方向の情報を取得します（注 : ビットマップ・レポートを印刷するときには、印刷形式
が必要です）。

プログラムの定義内容に上書きするには、「ORIENTATION」および「PAGE SIZE」の「オ
プション」フィールドに値を入力してください。

複数の実行オプションを入力するときには、それぞれのオプションを 1つの空白で分離する
必要があります。各オプションの前後に複数の空白は入れないでください。例を示します。

ORIENTATION=LANDSCAPE PAGESIZE=7.5x9

 図図図図 21

「オプション」フィールドの「オプション」フィールドの「オプション」フィールドの「オプション」フィールドの PAGESIZEに関する注意に関する注意に関する注意に関する注意
Oracle Reportsでは、レポートを定義するときにレポートの単位とサイズを、「レポート」＞
「グローバル・プロパティ」＞「単位」の順にメニューで指定します。

ビットマップ・レポートの場合、PAGESIZEは普通 <幅 >x<高さ >によりインチ単位で指
定しますが、これはレポート定義の内容によって異なります。
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プリンタ・タイプの定義およびプリンタの登録
レポートの定義で指定した値に上書きするには、「コンカレント・プログラム」フォームの
「オプション」フィールドに PAGESIZEパラメータを入力してください（ビットマップ・レ
ポートの場合のみ）。例を示します。

PAGESIZE=7.5x9

PAGESIZEパラメータで指定したサイズが、レポートの設計サイズよりも小さいと、「REP-
1212」エラーが発生します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「プリンタ・タイプの定義およびプリンタの登録」（5-8）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

プリンタ・タイプの定義およびプリンタの登録プリンタ・タイプの定義およびプリンタの登録プリンタ・タイプの定義およびプリンタの登録プリンタ・タイプの定義およびプリンタの登録
プリンタを登録すると、Oracle Applicationsはそのプリンタを認識して、レポート・プログ
ラムの出力をそのプリンタに送ることができます。

Oracle Applicationsにプリンタを登録するには、最初にプリンタ・タイプを選択して、プリ
ンタの種類を指定してください。多数のプリンタが同一タイプのプリンタとして登録される
可能性があるため、各プリンタ・タイプの定義は一回のみとなります。

プリンタを一意に識別するプリンタのオペレーティング・システム名を指定し、プリンタが
属するタイプを選択することによって、Oracle Applicationsにプリンタを登録できます。

たとえば、Oracle Applicationsのユーザーが、新規に購入したプリンタで印刷できるように
するには、次の操作をしてください。

� 新しいプリンタ（プリンタ 39など）のオペレーティング・システム名を登録し、プリン
タ・タイプ（LN03など）を選択します。

� 正しいプリンタ・タイプが定義されていない場合は、そのプリンタを登録する前に、新
しいプリンタ・タイプ（LN03など）を定義します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「印刷形式」ウィンドウ」（5-30）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

� 「プリンタの設定」（5-10）

� 「印刷形式」（5-9）
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プリンタ・ドライバ
印刷形式印刷形式印刷形式印刷形式
印刷形式は、プリンタのページ・フォーマット、つまり列の数（ページの幅）および行の数
（ページの長さ）を定義します。

各プリンタ・タイプ（各プリンタなど）には、１つ以上の印刷形式を対応させることができ
ます。

印刷形式を使用することによって、各種プリンタでのレポート・サイズを設定できます。こ
うして設定した印字形態はプリンタ間で一貫しています。

� たとえば、メニュー・レポートを印刷するとき、左の余白を広くとって、孔をあけるよ
うにする場合もあります。

� システム管理者がこの新しい印刷形式を登録し、プリンタ（タイプ）がその形式をサ
ポートしている場合には、ユーザーはその形式を使用できます。

レポート発行時に、ユーザーはレポートを出力するときの印刷形式を選択します。

� 接続先プリンタで使用可能な形式のみが表示されます。

� 一部のコンカレント・プログラムでは、プリンタまたは印刷形式が事前に定義されてい
ますが、それらの値は変更できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「印刷形式」ウィンドウ」（5-30）

� 「プリンタ・ドライバ」（5-9）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

プリンタ・ドライバプリンタ・ドライバプリンタ・ドライバプリンタ・ドライバ
固有のタイプのプリンタを使用して特定の形式で印刷するには、プリンタ・ドライバを定義
してください。プリンタ・ドライバとは、コマンドの指定に従ってレポート出力をターゲッ
ト・プリンタに送信する機構のことです。

コンカレント・マネージャは、印刷形式と、レポートを送信するプリンタ（タイプ）に基づ
いて使用するドライバを決定します。

プリンタ・ドライバを定義すると、希望の形式で印刷するプリンタ・タイプに固有の情報を
指定できます。

特定のタイプのプリンタを特定のプラットフォームで印刷するときには、この印刷形式に対
応したプリンタ・ドライブを定義する必要があります。

プリンタ・ドライバの定義プリンタ・ドライバの定義プリンタ・ドライバの定義プリンタ・ドライバの定義
プリンタ・ドライバの定義は、次の情報で構成されます。
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プリンタの設定
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ」（5-31）

� 「カスタム・プリンタ・ドライバの作成」（5-14）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

� 「プリンタの設定」（5-10）

プリンタの設定プリンタの設定プリンタの設定プリンタの設定
Oracle Applicationsは事前定義済みのプリンタ・タイプ、印刷形式およびプリンタ・ドライ
バを提供します。使用する各タイプのプリンタをサポートする印刷形式およびプリンタ・ド
ライバの組合せを問い合せるには、「プリンタ・タイプ」フォームを使用します。必要に応
じて、または必要であれば、事前定義済みのコンポーネントをカスタマイズします。参照 :
「Oracle Applicationsの印刷サポートのカスタマイズ」（5-13）。

ドライバ名ドライバ名ドライバ名ドライバ名 プリンタ・ドライバに付ける名前

プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム このドライバに固有のプラットフォーム（存在する場合）

SRWドライバドライバドライバドライバ SRWレポートの生成に使用される SQL*ReportWriter
（SRW）ドライバの名前（存在する場合）。

プリンタ・ドライバ方法プリンタ・ドライバ方法プリンタ・ドライバ方法プリンタ・ドライバ方法 プリンタ・ドライバを起動する方法。各ドライバは、オペ
レーティング・システムのコマンド、プログラムまたはサブ
ルーチンとして起動できます。

摘要摘要摘要摘要 ドライバの説明。

プログラム名プログラム名プログラム名プログラム名 印刷処理を実行するプログラムの名前。

引数引数引数引数 （方法がプログラムの場合は）プログラムの標準引数、また
は（方法がコマンドの場合は）印刷コマンドとその引数。

初期化初期化初期化初期化 プリンタを印刷形式に合せて初期設定するエスケープ・シー
ケンス。初期化文字列はプリンタに対して、各ページに文字
を印刷する方向、つまり縦長か横長かを指示します。

再設定再設定再設定再設定 印刷が完了した時点でプリンタを再設定するエスケープ・
シーケンス。再設定文字列は、指示の書き込まれた黒板を消
すようなもので、次に発行される一連のコマンドが誤って解
釈されなくなります。

注意注意注意注意 :事前定義済みの印刷コンポーネントは、さまざまなプリンタ・タイ
プまたはオペレーティング・プラットフォームに合せて修正する必要があ
る場合があります。
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印刷設定の相互関係
プリンタ・サポートを定義するためのフォームプリンタ・サポートを定義するためのフォームプリンタ・サポートを定義するためのフォームプリンタ・サポートを定義するためのフォーム
プリンタ・サポートを定義するには、4つのフォームを使用します。

プリンタ・タイププリンタ・タイププリンタ・タイププリンタ・タイプ
使用しているプリンタのタイプが Oracle Applicatiosの出荷時に登録されていないタイプの
場合は、それらのプリンタ・タイプ（メーカーおよびモデル）を定義する必要があります。
また、特定のプリンタ・タイプから出力する印刷形式ごとに、印刷形式およびプリンタ・ド
ライバの組合せをプリンタ・タイプに割り当てる必要があります。

プリンタプリンタプリンタプリンタ
Oracle Applicationsにプリンタを登録する場合は、プリンタをオペレーティング・システム
名で指定し、それにプリンタ・タイプを割り当てます。

プリンタは、前に定義したプリンタ・タイプとしてのみ登録できます。

印刷形式印刷形式印刷形式印刷形式
レポートを生成するため、コンカレント・マネージャは行数と桁数についての印刷形式値
（つまり、PAGESIZEトークンの値）を Oracle Reportsへ渡します。印刷形式は、レポート
の寸法、つまり次の値を決定します。

� ページ当り行数（行数またはページ高さ）

� 各行の幅（列数またはページ幅）

プリンタ・ドライバプリンタ・ドライバプリンタ・ドライバプリンタ・ドライバ
プリンタ・ドライバには、プリンタの形式設定と再起動を実行する初期化文字列および再設
定文字列が組み込まれています。特定のプラットフォーム上で特定のプリンタ・タイプに使
用する予定の印刷形式ごとに、1つずつ定義済みのプリンタ・ドライバが必要です。

印刷設定の相互関係印刷設定の相互関係印刷設定の相互関係印刷設定の相互関係
次の図では、一本の線は「1つ」を示し、分岐している 3つの線は「多数」を示しています。
たとえば、プリンタは 1つのプリンタ・タイプしか持てませんが、1つのプリンタ・タイプ
は多数のプリンタへ割り当てることができます。

� 多数のプリンタを、特定の 1つのプリンタ・タイプとして登録できます。

� 1つのプリンタ・タイプは、複数の印刷形式をサポートできます。

� 出力に使用する 1つの印刷形式ごとに、1つのプリンタ・ドライバをプリンタ・タイプ
へ割り当てる必要があります。

参照 :「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）
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プリンタ設定情報の要求時読込み
図図図図 22

プリンタ設定情報の要求時読込みプリンタ設定情報の要求時読込みプリンタ設定情報の要求時読込みプリンタ設定情報の要求時読込み
プリンタ設定情報、つまり「プリンタ・タイプ」定義、「印刷形式」定義および「プリンタ・
ドライバ」定義は、プログラムの出力を印刷するためにその情報が最初に必要になった時点
でメモリー内に読み込まれ（キャッシュされ）ます。

プリンタ設定情報を保持するキャッシュ・リージョンは、コンカレント・マネージャのプラ
イベート・リージョンです。プリンタ設定情報は、コンカレント・マネージャが再起動され
るまでメモリー内にキャッシュされたまま残ります。再起動の時点で値が消去され、新しい
値がキャッシュされ（メモリー内に読み込まれ）ます。

参照 :「コンカレント・マネージャの制御」（4-50）

注意注意注意注意 :既存の「プリンタ・タイプ」、「印刷形式」または「プリンタ・ドラ
イバ」を編集したときは、現在有効なすべてのマネージャについて、毎回
コンカレント・マネージャを再起動するコマンドを発行してください（た
だし、そのタイプ、形式またはドライバがまだ参照されていないか、
キャッシュされていない場合は除きます）。
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Oracle Applicationsの印刷サポートのカスタマイズ
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsの印刷サポートのカスタマイズ」（5-13）

� 「「プリンタ・タイプ」ウィンドウ」（5-28）

� 「「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ」（5-31）

� 「「プリンタ」ウィンドウ」（5-29）

� 「「印刷形式」ウィンドウ」（5-30）

� 「カスタム・プリンタ・ドライバの作成」（5-14）

� 「プリンタ・ドライバ」（5-9）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

� 「印刷形式」（5-9）

Oracle Applicationsの印刷サポートのカスタマイズの印刷サポートのカスタマイズの印刷サポートのカスタマイズの印刷サポートのカスタマイズ
Oracle Applicationsは、Oracle Reports出力ファイルのディメンションを定義する印刷形
式、選択した印刷形式の出力方法を各種プリンタ・タイプに指示するプリンタ・ドライバの
みでなく、プリンタを指定できる定義済みのプリンタ・タイプを数多く提供します。

使用する各プリンタ・タイプをサポートする印刷形式とプリンタ・ドライバの組合せを問い
合せるには、「印刷形式」フォームを使用します。

たとえば、各印刷ページの後にブランク・ページまたは余分なページが印刷される場合は、
印刷形式で定義されている行数を減らすことが必要です。また、期待どおりに解釈されず、
ページ・イジェクト・コマンドが発生するようなエスケープ・シーケンスも書きなおす必要
があります。

プリンタ・ドライバ定義を検証し、必要に応じてカスタマイズプリンタ・ドライバ定義を検証し、必要に応じてカスタマイズプリンタ・ドライバ定義を検証し、必要に応じてカスタマイズプリンタ・ドライバ定義を検証し、必要に応じてカスタマイズ
インストールの際に、使用する各プリンタ・タイプについて、プリンタ・ドライバ定義を検
証してください。特に、次のドライバ定義項目が重要です。

� 初期化文字列

ページの印刷方向を検証するために、短いレポートを印刷してみます。そのレポート用
にプリンタのデフォルト・フォントを変更する場合は、その情報を初期化文字列に組み
込みます。

注意注意注意注意 :事前に定義された印刷構成要素は、様々なプリンタ・タイプやオペ
レーティング・プラットフォームに合せて修正が必要な場合があります。
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カスタム・プリンタ・ドライバの作成
� 再設定文字列

2つの短いレポートを、それぞれ印刷方向を変えて印刷してみます。たとえば、一方は
横長形式、もう一方は縦長形式で印刷して、プリンタが正しく再設定するかどうかを検
証します。

� 引数

短いレポートを印刷して、オペレーティング・システムの印刷コマンドまたはカスタム
印刷プログラムへの引数が正しく解釈されているかどうかを検証します。

新しい印刷形式を定義する必要がある場合は、使用する各プリンタ・タイプについて、新し
い印刷形式に割り当てるプリンタ・ドライバを検証します。

Oracle Reports SRWドライバを検証し、必要に応じてカスタマイズドライバを検証し、必要に応じてカスタマイズドライバを検証し、必要に応じてカスタマイズドライバを検証し、必要に応じてカスタマイズ
SRWドライバ・ファイルには、Oracle Reportsファイル内での改ページ、太字オン /オフ
および下線オン /オフの属性を設定する制御文字が含まれています。これらの制御文字を正
しく解釈しないプリンタ・タイプがある場合は、SRWドライバ・ファイルをコピーして、
それを修正できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ」（5-31）

� 「「印刷形式」ウィンドウ」（5-30）

� 「カスタム SRWドライバの作成」（5-20）

� 「カスタム・プリンタ・ドライバの作成」（5-14）

� 「スプール・ファイルの使用」（5-19）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

� 「初期化文字列および再設定文字列の使用」（5-18）

カスタム・プリンタ・ドライバの作成カスタム・プリンタ・ドライバの作成カスタム・プリンタ・ドライバの作成カスタム・プリンタ・ドライバの作成
必要に応じて、使用しているプリンタ・タイプの初期化文字列および再設定文字列を編集し
ます。その方法については、プリンタのユーザー・ガイドを参照してください。「初期化」
フィールドと「再設定」フィールドは、「プリンタ・ドライバ」フォームにあります。

初期化文字列または再設定文字列を編集するのは、次のような場合です。

� プリンタ・タイプで別の制御文字が必要な場合。

� オペレーティング・システムおよびプラットフォームによって制御文字の意味が変わっ
てしまう場合。
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カスタム・プリンタ・ドライバの作成
� 言語変換によって制御文字の意味が変わってしまう場合。プリンタに、別の文字セット
を選択するための特殊制御文字が必要な場合。

� レポート用のプリンタのデフォルト・フォントを変更する場合（初期化文字列のみ）。

プリンタ・ドライバ起動方法プリンタ・ドライバ起動方法プリンタ・ドライバ起動方法プリンタ・ドライバ起動方法
プリンタ・ドライバを起動する方法は、次の 3つです。

例例例例 - プログラムによるドライバ起動方法の使用プログラムによるドライバ起動方法の使用プログラムによるドライバ起動方法の使用プログラムによるドライバ起動方法の使用
「プログラム」ドライバの起動方法では、独自のカスタム印刷プログラムを定義できます。
たとえば、次のようなカスタム・プログラムを会社で作成することが考えられます。このプ
ログラムは、印刷コマンドを発行して実行します。最初にファイルがオープンされるため、
ユーザーはそのファイルを編集して、これを第 2のファイル名で保存できます。保存が終了
すると、第 2の（編集済み）ファイルがプリンタに送られます。このような印刷コマンドを
発行する方法を、フィルタといいます。

コマンドコマンドコマンドコマンド コンカレント・マネージャは、オペレーティング・システムの印刷コマ
ンドおよびその引数を発行できます。

オペレーティング・システムの印刷コマンドおよびそのすべての引数は、
「プリンタ・ドライバ」フォームの「引数」フィールドに入力します。

プログラムプログラムプログラムプログラム コンカレント・マネージャは、カスタム印刷プログラムをコールして、
そのプログラムに引数を渡すことができます。

カスタム印刷プログラムの名前は「プリンタ・ドライバ」フォームの
「ドライバ名」フィールドに、そのプログラムに渡す引数は同じフォーム
の「引数」フィールドに入力します。

サブルーチンサブルーチンサブルーチンサブルーチン コンカレント・マネージャは、オペレーティング・システムを介してプ
リンタに印刷コマンドおよび引数を渡す事前定義済みの Oracle 
Applicationsサブルーチンをコールすることができます。

Oracle Applicationsにより事前定義されているサブルーチンが 1つあり、
その名前は「プリンタ・ドライバ」フォームの「ドライバ名」フィール
ドに入力します。

ドライバ方法がサブルーチンの場合、引数フィールドは無視されます。
ただし、コンカレント・マネージャは、初期化および再設定のエスケー
プ・シーケンスを読み取ります。

UNIXシステムのサブルーチン方法の場合、コマンド方法の場合と異な
り、オペレーティング・システム・シェルは印刷コマンドと同時には起
動しません。
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カスタム・プリンタ・ドライバの作成
カスタム印刷プログラムの位置カスタム印刷プログラムの位置カスタム印刷プログラムの位置カスタム印刷プログラムの位置
「プリンタ・ドライバ」フォームを使用してカスタム印刷プログラムをコールするには、プ
ログラム名およびそのプログラムへのフル・パスを、「プログラム名」フィールドに入力し
てください。

オペレーティング・システムの PATH環境変数によりプログラムの位置が識別できる場合
（つまり $PATH変数名に入っている場合）は、プログラム名へのパスは必要ありません。

$PATH変数に相当するものがないプラットフォームの場合は、フル・パス名を使用してく
ださい。パスの長さは最高 255文字までです。

カスタム印刷プログラムは、コンカレント・プログラムとして Oracle Application Object 
Libraryに登録されていませんが、コンカレント・プロセスの完了後にコールされます。

オペレーティング・システム・シェル・スクリプトを使用オペレーティング・システム・シェル・スクリプトを使用オペレーティング・システム・シェル・スクリプトを使用オペレーティング・システム・シェル・スクリプトを使用
オペレーティング・システム・シェル・スクリプトの場合、引数フィールドに正しく入力し
てある限り、プリンタ・ドライバ方法はコマンドとプログラムのいずれも可能です。

コマンド・シェル・プロシージャ用のスクリプト、たとえば UNIXシェルまたは VMS dcl
は、次の場所に存在します。

� $FND_TOP/$APPLBIN.

コンカレント・マネージャが値を提供できる引数コンカレント・マネージャが値を提供できる引数コンカレント・マネージャが値を提供できる引数コンカレント・マネージャが値を提供できる引数
コンカレント・マネージャは、発行するオペレーティング・システム印刷コマンドへの引
数、またはコールするカスタム印刷プログラムへの引数として、4つの異なる値を提供しま
す。これらの値を引数として使用する例を「図 23」（5-17）および「表 23」（5-17）に示しま
す。

例例例例 - 印刷コマンドおよび引数の入力印刷コマンドおよび引数の入力印刷コマンドおよび引数の入力印刷コマンドおよび引数の入力
この例では、UNIX印刷コマンド lpの入力は、コンカレント・マネージャが値を用意できる
引数の入力と合せて行います。印刷コマンドは変化しますが、値の検索対象となるトークン
は常に同じです。

印刷コマンドはオペレーティング・システムによって異なるので、『Oracle Applicationsイ
ンストレーション・ガイド』を参照してください。
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カスタム・プリンタ・ドライバの作成
図図図図 23

UNIX lp印刷コマンドに引数を渡す印刷コマンドに引数を渡す印刷コマンドに引数を渡す印刷コマンドに引数を渡す

引数の構文引数の構文引数の構文引数の構文 検索されたトークンおよび値検索されたトークンおよび値検索されたトークンおよび値検索されたトークンおよび値

-d$PROFILES$.PRINTER -dは、
宛先のプリンタを呼び出す。

$PROFILES$.PRINTERは、要求へ関連付けられているプリ
ンタのオペレーティング・システム名を取り出す。

-n$PROFILES$.CONC_COPIES -
nは、印刷部数を呼び出す。

$PROFILES$.CONC_COPIESは、プロファイル・オプショ
ン「コンカレント : レポートの印刷部数」の値が実行時に更
新されない限り、この値を検索する。

-t"$PROFILES$.TITLE" -tは、大
見出しまたは見出しのページに
印刷するタイトルを呼び出す。

"$PROFILES$.TITLE"は、出力ファイルのタイトル（一般に
「アプリケーション・ユーザー名 .要求 ID」の形式）を検索
する。たとえば、ユーザー John Smithにより、コンカレン
ト要求 IDが 64225のレポートが実行された場合、タイトル
は JSMITH.64225になります。これはオペレーティング・シ
ステムによって異なります。

$PROFILES$.FILENAME $PROFILES$.FILENAMEは、印刷するレポートのファイル
名を呼び出す。検索される値は出力ファイル名で、これには
そのファイルへのパスも含まれます。

表表表表 23
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初期化文字列および再設定文字列の使用
標準入力の使用標準入力の使用標準入力の使用標準入力の使用
「標準入力」を「YES」に設定すると、標準入力がプリンタ・ドライバの処理対象デバイスに
なるため、レポートの出力を標準入力から直接プリンタに渡すことができます。標準入力を
使用する場合の例を次に 2つ示します。

� UNIXで、「lpr myfile」ではなく「cat myfile | lpr」のようなパイプを実行する場合。
出力ファイルは stdin（標準入力）に送られます。

� UNIXコマンド lpr。これは、ファイル名が指定されていない場合に標準入力を受け入れ
ます。UNIXコマンド lpr。これは、ファイル名が指定されていない場合に標準入力を
受け入れます。

「ドライバ起動方法」が「プログラム」または「サブルーチン」に設定されているときには、
「標準入力」フィールドは「No」に設定してください。プログラムが標準入力を受け入れな
い限り、「標準入力」フィールドは常に「No」に設定してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsの印刷サポートのカスタマイズ」（5-13）

� 「「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ」（5-31）

� 「スプール・ファイルの使用」（5-19）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

� 「初期化文字列および再設定文字列の使用」（5-18）

初期化文字列および再設定文字列の使用初期化文字列および再設定文字列の使用初期化文字列および再設定文字列の使用初期化文字列および再設定文字列の使用
初期化文字列および再設定文字列を使用して、プリンタの方向および文字セット、行間を設
定および再設定します。

初期化文字列および再設定文字列は、制御文字とエスケープ・シーケンスからなります。

� 制御文字は、「^」とそれに続く別の文字の組合せによって表すことができます。

� エスケープ・シーケンスは、「/e」または「¥e」によって指定できます。

注意注意注意注意 :「標準入力」が「No」に設定されていると、コンカレント・マネー
ジャが発行する印刷コマンドは非同期に実行されます。つまり、コンカレ
ント・マネージャは、コマンドを発行した後でオペレーティング・システ
ムの応答を待ちません。
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スプール・ファイルの使用
印刷不能文字の値は、8進モードで表すことができます。たとえば、0x26は「/046」で表さ
れます。その一例として、次のようなエスケープ・シーケンスを表すとします。

^ [ ^ L ^ [ l 6 D ( 0 x 26 )

これは次のように表すことができます。

/ e ^ L / e l 6 D / 0 4 6

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsの印刷サポートのカスタマイズ」（5-13）

� 「スプール・ファイルの使用」（5-19）

スプール・ファイルの使用スプール・ファイルの使用スプール・ファイルの使用スプール・ファイルの使用
「スプール・ファイル」が「No」に設定されている場合は、初期化文字列および再設定文字
列を入れる一時ファイルが作成され、そのファイルが印刷コマンドまたはプログラムに送ら
れます。

印刷プログラムが独自の一時ファイルを作成する場合に限り、「スプール・ファイル」を
「Yes」に設定してください。このオプションは、プログラムによるドライバ起動方法が使用
され、印刷プログラムが独自の一時ファイルを作成する場合に使用することをお薦めしま
す。

「スプール・ファイル」が「Yes」に設定されていると、コンカレント・マネージャは一時
ファイルを作成しないため、一時ファイルの作成回数が減少します。

「スプール・ファイル」が「Yes」に設定されている場合は、次のように設定することをお薦
めします。

� 「標準入力」を「No」にします。

� 初期化フィールドおよび再設定フィールドを NULL（ブランク）にします。

このオプションは、サブルーチンによるドライバ起動方法には適用されません。

注意注意注意注意 :「プリンタ・ドライバ」フォームを使用して定義するエスケープ・
シーケンスには「/e」が使用されます（これは、端末定義で円記号（¥）
を [メニュー ]キーとして使用しているときは、フォームに円記号を入力
できないためです）。リリース 11のプリンタ・ドライバにアップグレード
されている .pdfファイル内で最初から定義されているエスケープ・シーケ
ンスには、「¥e」が使用されます。
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カスタム SRWドライバの作成
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「カスタム SRWドライバの作成」（5-20）

� 「カスタム・プリンタ・ドライバの作成」（5-14）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

カスタムカスタムカスタムカスタム SRWドライバの作成ドライバの作成ドライバの作成ドライバの作成
SRWドライバは、レポートの生成時に Oracle Reportsにより読み込まれるもので、どこに
改ページを設定し、どの文字を太字または下線付きとして設定するかを宛先プリンタに指示
するための制御文字を挿入します。

SRWドライバは、Oracle Reports出力ファイルにのみ関与します。SRWドライバはレポー
トの生成時に使用されます。完成した出力ファイルをプリンタに送るときには、プリンタ・
ドライバが使用されます。

SRWは、DEC LN03プリンタ、および LN03と同じ制御文字を認識するすべてのプリンタ
用に設計されています。

SRWドライバ・ファイルの位置および内容ドライバ・ファイルの位置および内容ドライバ・ファイルの位置および内容ドライバ・ファイルの位置および内容
SRWドライバ・ファイルは $FND_TOP/$APPLREPの中に常駐しており、ファイル拡張子
は「.prt」です。事前定義済みの SRWファイル名は次のとおりです。

� A.prt

� P.prt

� L.prt

� PD.prt

� W.prt

カスタムカスタムカスタムカスタム SRWドライバの作成ドライバの作成ドライバの作成ドライバの作成
任意の SRWドライバ・ファイルをカスタマイズすると、Oracle Reportsファイルで改ペー
ジを設定しテキストを太字または下線付きとして書式設定する制御文字を正しく解決しない
プリンタ・タイプもサポートできます。

たとえば、改ページの設定をプリンタに指示する制御文字の変更が必要な場合があります。

on an LN03 on an XYZ LaserInk
new page ... ^L ^[E

Oracle Reportsで改ページ、下線付きテキストまたは太字テキスト用の制御文字の書式設定
を変更する場合は、次のようにします。
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UNIXでの Postscript印刷
� .prtファイル（SRWドライバ）をコピーし、そのコピーを改名します。

� その新しいファイルを新しい制御文字により修正します。

� SRWドライバ・ファイルの修正済みコピーを $FND_TOP/$APPLREPに入れます。

� 新しいドライバが印刷形式またはプリンタ・ドライバ定義に関連付けられている場合
は、Oracle Reportsはそのドライバを使用します。

SRWドライバドライバドライバドライバ - 印刷形式およびプリンタ・ドライバ印刷形式およびプリンタ・ドライバ印刷形式およびプリンタ・ドライバ印刷形式およびプリンタ・ドライバ
コンカレント・マネージャが Oracle Reportsをコールしてレポートを実行するときに、SRW
ドライバ名がパラメータとして Oracle Reportsに渡されます。

SRWドライバが必須でないのは、Oracle Reports以外のプログラム用の形式またはプリン
タ・ドライバを使用している場合もあるからです。

「印刷形式」フォームおよび「プリンタ・ドライバ」フォームに入力する SRWドライバ名
は、それぞれ少しずつ使用目的が異なります。

出力ファイルを印刷せずに Oracle Reportsプログラムを実行する場合、つまりコピー数が 0
でプリンタ・フィールドがブランクである場合は、レポートの印刷形式に関連付けられてい
る SRWドライバが使用されます。

Oracle Reportsプログラムを実行し、出力ファイルを印刷する場合、つまりコピー数が 0よ
り大きい場合には、レポートを印刷するプリンタのタイプにとって正しい SRWドライバを
使用するために、そのプリンタ・タイプに関連付けられている SRWドライバを選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Applicationsの印刷サポートのカスタマイズ」（5-13）

� 「「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ」（5-31）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

UNIXでのでのでのでの Postscript印刷印刷印刷印刷
一部の UNIX環境では、UNIXの enscriptユーティリティを使用して印刷すると、レポート
出力ファイルを Postscript形式に変換できます。

注意注意注意注意 : SRWドライバ（.prtファイル）は、テキストの編集を始める前にコ
ピーし、改名してください。
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例 - enscriptを使用した Postscriptの印刷
コンカレント・マネージャの引数コンカレント・マネージャの引数コンカレント・マネージャの引数コンカレント・マネージャの引数
コンカレント・マネージャは、オペレーティング・システムの印刷コマンドまたはカスタム
印刷プログラムへ、引数として 4つの異なる値を渡すことができます。コンカレント・マ
ネージャによって渡される 4つの値すべてを使用した例を参照してください。参照 :「表 23」
（5-17）。

UNIXの enscriptユーティリティ、およびコンカレント・マネージャが引数として渡す値の
うちの 2つを使用した例を参照してください。参照 :「表 25」（5-23）。

enscriptの引数および印刷形式の引数および印刷形式の引数および印刷形式の引数および印刷形式
「表 24」（5-22）に、enscript引数の例をいくつか示します。ここでは、Courierフォントを使
用し、レポート出力を縦長、横長、超横長およびA4印刷形式の Postscriptに変換しています。

Postscriptの印刷形式およびの印刷形式およびの印刷形式およびの印刷形式および enscriptの引数の引数の引数の引数

例例例例 - enscriptを使用したを使用したを使用したを使用した Postscriptの印刷の印刷の印刷の印刷
この例では、「プリンタ・ドライバ」ウィンドウの「引数」フィールドに enscriptコマンド
および引数を入力し、「ドライバ方法」を「コマンド」に設定します。

注意注意注意注意 : enscriptを使用する前に、UNIXの文書を参照してください。
enscriptの使用方法および引数は、プラットフォームに固有のものである
場合があります。

印刷形式印刷形式印刷形式印刷形式 Enscript引数引数引数引数 説明説明説明説明 結果結果結果結果

縦長 -fCourier10 フォントは Courierの 10ポイント。 80文字の縦長

横長 -r  -fCourier8 -rを指定すると、プリンタの出力が 90度回
転し、横長モードで印刷される。フォント
は Courierの 8ポイント。

132文字の横長

超横長 -r  -fCourier6 -rを指定すると、プリンタの出力が 90度回
転し、横長モードで印刷される。フォント
は Courierの 6ポイント。

180文字の横長

A4 -fCourier10 フォントは Courierの 10ポイント。 132文字の横長
（A4用紙）

表表表表 24
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例 - enscriptを使用した Postscriptの印刷
図図図図 24

例例例例 - UNIXのののの enscriptコマンドの使用コマンドの使用コマンドの使用コマンドの使用

構文構文構文構文 説明説明説明説明

-r enscript引数。プリンタの出力を 90度回転させ、横長モードで印刷する。

-fCourier8 enscript引数。-fを指定するとフォントが選択される。この例の場合、フォン
トはポイント・サイズが 8の Courier。

-B enscriptの引数。ページ見出しを省略する。

-
P$PROFILES
$.PRINTER

enscriptの引数。-Pは出力先となるプリンタの名前の前に付ける。コンカレン
ト・マネージャのトークン。$PROFILES$.PRINTERは、対象の要求へ関連付
けられているプリンタのオペレーティング・システム名を取り出す引数。

$PROFILES$.
FILENAME

コンカレント・マネージャ・トークン。$PROFILES$.FILENAMEは、印刷す
るレポートのファイル名を呼び出す引数。検索される値は出力ファイル名で、
そのファイルへのパスも対象となります。

表表表表 25
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プリンタおよび印刷形式割当の階層
この例では、UNIXの enscriptコマンドはコンカレント・マネージャが値を提供できる 4つ
の引数のうちの 2つと一緒に入力します。

� 引数「$PROFILE$.CONC_COPIES」を使用していないため、印刷するコピー数は
enscriptのデフォルト値（通常は 1）に設定されます。

� 引数「$PROFILE$.TITLE」を使用していないため、コンカレント・マネージャはバ
ナー・ページまたはヘッダー・ページにレポート・タイトルを印刷するための値を提供
しません。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

� 「プリンタおよび印刷形式割当の階層」（5-24）

� 「プリンタの設定」（5-10）

プリンタおよび印刷形式割当の階層プリンタおよび印刷形式割当の階層プリンタおよび印刷形式割当の階層プリンタおよび印刷形式割当の階層
プリンタおよび印刷形式を選択して、その識別情報をコンカレント・プログラムの定義に入れ
ることができます。特定のプリンタに出力を送るようにコンカレント・プログラムを定義した
場合、またはコンカレント・プログラムが特定の印刷形式で出力を生成する必要がある場合
は、その設定値をユーザーが変更することはできません。また、レポート・セットのデフォル
ト設定やユーザー・プロファイルのデフォルト設定によって変更することもできません。

デフォルト値は、複数の方法で設定できる場合があります。これにより各種デフォルト設定
値の間の階層関連を導くことができ、ここではあるデフォルトが他のデフォルトに優先する
形になります。「図 25」（5-24）はレポート・プログラム実行要求の発行時におけるコンカレ
ント・マネージャからのプリンタまたは印刷形式値の読込み順序を示しています。

 図図図図 25

注意注意注意注意 :コンカレント・プログラムの定義にデフォルトの印刷形式を指定し
たり、コンカレント・プログラムに特定の印刷形式で出力することを要求
するのみでは、プリンタでその形式が使用可能になるわけではありませ
ん。印刷形式およびそれに対応するプリンタ・ドライバを、印刷に使用す
るプリンタ・タイプに割り当てる必要があります。
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印刷形式割当の階層
プリンタ割当の階層プリンタ割当の階層プリンタ割当の階層プリンタ割当の階層
システム管理者は、コンカレント・プログラムまたはレポートの出力先を、特定のプリンタ
に限定できます。プログラムまたはレポートの出力先を特定のプリンタに限定すると、ユー
ザー・プロファイルのオプション設定は上書きされ、レポート・セットによるプリンタの選
択やユーザー実行時のプリンタの選択はできなくなります。

コンカレント・プログラムの定義に存在しないプリンタがある場合は、次の表に示すように
デフォルトのプリンタ設定を入力できます。ユーザーは、実行時にどのデフォルト設定も上
書きできます。

プリンタ割当階層プリンタ割当階層プリンタ割当階層プリンタ割当階層

印刷形式割当の階層印刷形式割当の階層印刷形式割当の階層印刷形式割当の階層
システム管理者は、コンカレント・プログラムまたはレポートに、特定の印刷形式での出力
生成を指示できます。プログラムまたはレポートに特定の印刷形式での出力生成を指示する
と、レポート・セットによる印刷形式の選択、またはユーザー実行時の印刷形式の選択はで
きなくなります。

フォームフォームフォームフォーム 説明説明説明説明

コンカレント・プログラム
「システム管理者」

システム管理者は、出力を常に 1つの特定プリンタのみに送
るように、コンカレント・プログラムを定義できます。

この設定は、実行時、またはレポート・セット内のレポート
を定義するときは変更できません。

要求セット「システム管理者」 システム管理者は、デフォルトのプリンタをレポート・セッ
ト内のレポートに割り当てることができます。

要求セット「アプリケーショ
ン・ユーザー」

ユーザーは、自分が所有するレポート・セット内のレポート
に、デフォルトのプリンタを割り当てることができます。

システム管理者は、このデフォルト設定を変更できます。

個別プロファイル値「アプリ
ケーション・ユーザー」

ユーザーは、各自の「個別プロファイル値」フォームを使用
して、自分のすべてのレポートにデフォルトのプリンタを割
り当てることができます。

この割当により、システム管理者が設定したデフォルトの
「プリンタ」プロファイル・オプションは無効になります。

システム・プロファイル値
「システム管理者」

システム管理者は、導入サイト、Oracleアプリケーション、
職責またはユーザーにデフォルトのプリンタを割り当てるこ
とができます。

ユーザーは、実行時にこの設定を無効にできます。

表表表表 26
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システム管理者によるプリンタおよび印刷形式の設定
代替印刷形式の要件代替印刷形式の要件代替印刷形式の要件代替印刷形式の要件
実行方法が Oracle Reportsであるすべてのコンカレント・プログラムでは、プログラムの定
義時に印刷形式を選択する必要があります。その印刷形式を必須印刷形式として指定してい
ない限り、次の 2つの条件が満たされていれば、レポート・セット内の特定レポート用のデ
フォルトとして、またはレポートを発行する時点で、別の印刷形式を選択できます。

� その代替印刷形式が、コンカレント・プログラムの最小列数および最小行数の値（「コ
ンカレント・プログラム」フォームで入力したもの）を満たしている場合。

� 代替形式が、宛先プリンタのプリンタ・タイプ（「プリンタ・タイプ」フォームで入力
したもの）に割り当てられている場合。

印刷形式割当階層印刷形式割当階層印刷形式割当階層印刷形式割当階層

システム管理者によるプリンタおよび印刷形式の設定システム管理者によるプリンタおよび印刷形式の設定システム管理者によるプリンタおよび印刷形式の設定システム管理者によるプリンタおよび印刷形式の設定

プログラム定義、プリンタおよび印刷形式プログラム定義、プリンタおよび印刷形式プログラム定義、プリンタおよび印刷形式プログラム定義、プリンタおよび印刷形式
システム管理者は、「コンカレント・プログラム」フォームを使用して、指定したプリンタ
（たとえば機密上安全なオフィス内のプリンタ）のみに出力ファイルを送るように、プログ
ラムに制限を加えることができます。また、レポートに特定の印刷形式の出力生成を指示す
ることもできます。

フォームフォームフォームフォーム 説明説明説明説明

コンカレント・プログラム
「システム管理者」

システム管理者は、出力をある特定の印刷形式で生成するよ
うに、コンカレント・プログラムに指示できます。

この設定は、実行時、またはレポート・セット内のレポート
を定義するときは変更できません。

ある印刷形式がプログラム定義に入力されていて、しかもそ
れが必須ではない場合は、その印刷形式は読み取られる最初
のデフォルト設定となります。

要求セット「システム管理者」 システム管理者は、デフォルトの印刷形式をレポート・セッ
ト内のレポートに割り当てることができます。

要求セット「アプリケーショ
ン・ユーザー」

ユーザーは、自分が所有するレポート・セット内のレポート
に、デフォルトの印刷形式を割り当てることができます。

システム管理者は、このデフォルト設定を変更できます。

表表表表 27
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エンド・ユーザーによるプリンタおよび印刷形式の設定
デフォルトのプリンタおよび印刷形式のセット内レポートへの割当デフォルトのプリンタおよび印刷形式のセット内レポートへの割当デフォルトのプリンタおよび印刷形式のセット内レポートへの割当デフォルトのプリンタおよび印刷形式のセット内レポートへの割当
システム管理者は、「レポート・セット」フォームを使用して、レポート・セット内の各レ
ポートについてデフォルトのプリンタを指定し、各レポートにデフォルトの印刷形式を割り
当てることができます。

プロファイル・オプションを使用したデフォルト・プリンタの割当プロファイル・オプションを使用したデフォルト・プリンタの割当プロファイル・オプションを使用したデフォルト・プリンタの割当プロファイル・オプションを使用したデフォルト・プリンタの割当
システム管理者は、「システム・プロファイル値」ウィンドウで「プリンタ」ユーザー・プ
ロファイル・オプションを設定することによって、導入サイト、特定の Oracle Application、
特定の職責またはエンド・ユーザー用として、特定のプリンタをデフォルト・プリンタとし
て指定できます。

次のようにしてデフォルトのプロファイル・オプション値に上書きできます。

� 各自の「個別プロファイル値」フォームを使用して、自分の個別「プリンタ」プロファ
イル・オプションを設定します。

� レポートを発行するときに、他の（使用可能な）プリンタを選択します。

エンド・ユーザーによるプリンタおよび印刷形式の設定エンド・ユーザーによるプリンタおよび印刷形式の設定エンド・ユーザーによるプリンタおよび印刷形式の設定エンド・ユーザーによるプリンタおよび印刷形式の設定
エンド・ユーザーは次のことができます。

� 各自の「要求セット」フォームを使用して、自分のレポート・セット内のレポートにつ
いてデフォルトの印刷形式を設定。

� 「個別プロファイル値」フォームを使用して、自分用のデフォルトのプリンタを指定。

ユーザーは、システム管理者が定義したデフォルトのプロファイル・オプション設定に
上書きできます。

� レポートを実行するときに、「レポートの実行」フォームを使用して使用可能なプリン
タおよび印刷形式を選択。

デフォルトのプリンタまたは印刷形式が表示されたときに、他のプリンタまたは印刷形
式が使用可能であれば、ユーザーはそのデフォルトを変更可能。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ」（5-31）

� 「「プリンタ」ウィンドウ」（5-29）

� 「「印刷形式」ウィンドウ」（5-30）

� 「プリンタ・ドライバ」（5-9）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）
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「プリンタ・タイプ」ウィンドウ
� 「プリンタの設定」（5-10）

� 「印刷形式」（5-9）

「プリンタ・タイプ」ウィンドウ「プリンタ・タイプ」ウィンドウ「プリンタ・タイプ」ウィンドウ「プリンタ・タイプ」ウィンドウ
このウィンドウを使用して、プリンタのタイプを定義し、印刷形式および対応するプリン
タ・ドライバを各プリンタ・タイプに割り当てます。

プリンタのタイプを定義しておくと、プリンタを特定の「タイプ」として登録することによ
り、印刷形式およびプリンタ・ドライバの定義を任意の台数のプリンタに割り当てられるよ
うになります。

ユーザーがレポートを送るプリンタを選択すると、使用可能な印刷形式は通常はプリンタの
タイプによって決まります。

ただし、「コンカレント・プログラム」ウィンドウは、特定の印刷形式のレポート出力を要
求するように定義できます。たとえば、Oracle Reportsのプログラムの中には、特定の印刷
形式でないと正しく印刷できないために印刷形式を要求するものもあります。

参照 :「コンカレント・マネージャの制御」（4-50）

プリンタ・タイプ・ブロックプリンタ・タイプ・ブロックプリンタ・タイプ・ブロックプリンタ・タイプ・ブロック
タイプタイプタイプタイプ

プリンタのタイプの名称を入力します。例に示したプリンタのタイプは、ライン・プリンタ
用が「LINE」、LN03モデル・プリンタ用が「LN03」となっているはずです。

「プリンタ」ウィンドウでプリンタの登録を行うときに、このプリンタのタイプを選択しま
す。

プリンタ・ドライバ・ブロックプリンタ・ドライバ・ブロックプリンタ・ドライバ・ブロックプリンタ・ドライバ・ブロック
使用するプリンタに印刷形式およびプリンタ・ドライバを割り当てるときにこのブロックを
使用します。

「形式」ボタンを押すと「印刷形式」ウィンドウがオープンします。

「ドライバ」ボタンを押すと、「プリンタ・ドライバ」ウィンドウがオープンします。

注意注意注意注意 :既存の「プリンタ・タイプ」、「印刷形式」または「プリンタ・ドラ
イバ」を編集したときは、現在アクティブなすべてのマネージャについ
て、コンカレント・マネージャの再起動コマンドを発行する必要がありま
す。
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プリンタ・ブロック
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ」（5-31）

� 「「プリンタ」ウィンドウ」（5-29）

� 「「印刷形式」ウィンドウ」（5-30）

� 「プリンタ・タイプ、印刷形式およびプリンタ・ドライバ」（5-5）

� 「プリンタ・タイプの定義およびプリンタの登録」（5-8）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

� 「プリンタの設定」（5-10）

「プリンタ」ウィンドウ「プリンタ」ウィンドウ「プリンタ」ウィンドウ「プリンタ」ウィンドウ
プリンタ用オペレーティング・システム名の入力とプリンタ・タイプ（メーカーやモデル名
など）の指定を行うことにより、Oracle Applicationsにプリンタを登録します。

次の点に注意してください。

� レポートの印刷を行う前に、Oracle Applicationsにプリンタを必ず登録します。

� 登録するプリンタのタイプは、必ずあらかじめ定義しておきます。プリンタのタイプの
定義には「プリンタ・タイプ」ウィンドウを使用します。

「プリンタ」ユーザー・プロファイル・オプションを設定すると、ユーザーがレポートの発
行を行うためのデフォルト・プリンタを指定できます。

プリンタ・ブロックプリンタ・ブロックプリンタ・ブロックプリンタ・ブロック
タイプタイプタイプタイプ

使用するプリンタのタイプ（メーカー、モデル名など）を選択します。レポートの中には、
特定のタイプのプリンタでないと正しく印刷できないものがあります。

プリンタのタイプを選択するためには、あらかじめ定義しておくことが必要です。「プリン
タ・タイプ」ボタンを押すと、ウィンドウがオープンしてプリンタのタイプを定義できま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「プリンタ・タイプ」ウィンドウ」（5-28）

� 「「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ」（5-31）

� 「「印刷形式」ウィンドウ」（5-30）
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「印刷形式」ウィンドウ
� 「プリンタ・タイプの定義およびプリンタの登録」（5-8）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

� 「プリンタの設定」（5-10）

「印刷形式」ウィンドウ「印刷形式」ウィンドウ「印刷形式」ウィンドウ「印刷形式」ウィンドウ
このウィンドウを使用して、印刷形式を定義します。印刷形式とは、レポートをどのような
形式で印刷するかを指定するものです。たとえば、印刷形式で次の項目を指定できます。

� 各ページの行数

� 各行の幅

� ページの向き（縦長か横長か、など）

Oracle Applicationsレポートは出荷時の標準的な印刷形式に対応しています。次の印刷形式
が定義されています。

� 縦長

� 横長

� 超横長

� A4

� 動的縦長

すべてのレポートですべての印刷形式を使用できるわけではありません。追加の印刷形式を
定義してレポートをカスタマイズすることもできます。

一度定義した印刷形式は削除できません。

印刷形式ブロック印刷形式ブロック印刷形式ブロック印刷形式ブロック
印刷形式を定義します。名称とユーザー名を組み合せて使用することにより、印刷形式を固
有のものとして識別できます。

参照 :「コンカレント・マネージャの制御」（4-50）

注意注意注意注意 :既存の「プリンタ・タイプ」、「印刷形式」または「プリンタ・ドラ
イバ」を編集したときは、現在アクティブなすべてのマネージャについ
て、必ずコンカレント・マネージャの再起動コマンドを発行する必要があ
ります。
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「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ
順序順序順序順序

このウィンドウで問合せを実行するときには、印刷形式の表示順序を決めるための番号を入力
します。負の番号はゼロよりも前に表示され、正の番号はゼロよりも後ろに表示されます。

名称名称名称名称

複数の印刷形式があるときには、その名称（ユーザー名ではない）がアルファベット順にリ
スト・ウィンドウに表示されます。

印刷形式の名称は更新できません。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名

このユーザー名は、このウィンドウ以外の場所には表示されません。

ヘッダー抑制フラグヘッダー抑制フラグヘッダー抑制フラグヘッダー抑制フラグ

レポート要求者とその時間を示すヘッダー・ページをレポートで印刷できます。このヘッ
ダー・ページを印刷しない形式を定義するには、「ヘッダー抑制」チェックボックスを
チェックします。

たとえば、小切手を印刷するときにヘッダー・ページを抑制すると、小切手が上書きされる
のを防止することができ、小切手番号の正しい順序を維持できます。

ドライバドライバドライバドライバ

Oracle Reportsで生成されたアプリケーション・レポートを印刷するときにコールする
Oracle Reports（SRW）ドライバの名称を入力します。このフィールドは、Oracle Reports
によって生成されたアプリケーション・レポートのみに使用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「プリンタ・タイプ」ウィンドウ」（5-28）

� 「「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ」（5-31）

� 「「プリンタ」ウィンドウ」（5-29）

� 「プリンタ・タイプ、印刷形式およびプリンタ・ドライバ」（5-5）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

� 「印刷形式」（5-9）

「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ
このウィンドウを使用して、プリンタ・ドライバおよびプリンタ・コマンドを定義します。
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プリンタ・ドライバ・ブロック
Oracle Applicationsには出荷時に次の印刷形式に対応したプリンタ・ドライバが付属していま
す。

� 縦長

� 横長

� 超横長

� A4

� 動的縦長

次のプリンタに対応するプリンタ・ドライバが提供されています。

� Apple

� DEC LN03

� HP Laserjet II、HP Laserjet III、HP Laserjet 4

� HP line printer、HP 256X line printer

� EPOCH

� EPSON FX1050および DMTX1

� QMS PS 825/925

使用するプリンタが上記以外の場合は、必要なプリンタ・ドライバまたは印刷形式を別途定
義してください。

プリンタ・ドライバ・ブロックプリンタ・ドライバ・ブロックプリンタ・ドライバ・ブロックプリンタ・ドライバ・ブロック
参照 :「コンカレント・マネージャの制御」（4-50）

名称名称名称名称

各プラットフォームのプリンタ・ドライバには固有の名前を付ける必要があります。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名

このユーザー名は、Oracle Applicationsから参照されるため、各プラットフォームで固有の
ものであることが必要です。

注意注意注意注意 :既存の「プリンタ・タイプ」、「印刷形式」または「プリンタ・ドラ
イバ」を編集したときは、現在アクティブなすべてのマネージャについ
て、必ずコンカレント・マネージャの再起動コマンドを発行する必要があ
ります。
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プリンタ・ドライバ・ブロック
SRWドライバドライバドライバドライバ

プリンタ・ドライバから起動される Oracle Reports（SRW）プリンタ・ドライバがあればそ
の名称を入力します。この情報を必要とするのは、Oracle Reportsプログラムのみです。

ファイルへの絶対パスまたはファイル名のみを入力します。ファイル名のみを入力すると、
Oracle Applicationsはそのファイルがディレクトリ $FND_TOP/$APPLREPにあるものと見
なします。

「ドライバ方法」リージョン「ドライバ方法」リージョン「ドライバ方法」リージョン「ドライバ方法」リージョン

「ドライバ方法」パラメータ・リージョン「ドライバ方法」パラメータ・リージョン「ドライバ方法」パラメータ・リージョン「ドライバ方法」パラメータ・リージョン

スプール・ファイルスプール・ファイルスプール・ファイルスプール・ファイル

プリンタ・ドライバで印刷用のファイル・コピーを作成するかどうかを指定します。ドライ
バ・メソッドが「プログラム」に設定されているときに、このチェックボックスを選択する
と、印刷プログラムではそれ自体のスプール・ファイルが作成されます。

� スプール・ファイルの例は、UNIXの lprコマンドで、このコマンドは -sオプションを
指定しないと、ファイルのコピーを作成します。

標準入力標準入力標準入力標準入力

プリンタ・ドライバが標準入力からの情報を受け付けるかどうかを指定します。ドライバ・
メソッドが「プログラム」に設定されているときには、このチェックボックスは選択しませ
ん。プログラムが標準入力を受け付けないときには、このチェックボックスはチェックしな
いでください。

� UNIXのコマンド lprがその例で、ファイル名が指定されないと標準入力を受け付けます。

コマンドコマンドコマンドコマンド プリンタ・ドライバは、オペレーティング・システム・シェルの内部
で実行されます。UNIXの lprコマンドがその例です。

プログラムプログラムプログラムプログラム プリンタ・ドライバは、オペレーティング・システム・シェルを経由
せずに直接プログラムとして実行されます。

- 印刷用の Cのスタンドアロン・プログラムがその例です。

- この方法はコマンド方法よりも実行速度は速いのですが、MS-DOS
の PRINTのようなシェル・コマンドにはアクセスできません。

サブルーチンサブルーチンサブルーチンサブルーチン プリンタ・ドライバは、あらかじめ定義された Oracle Applicationsの
ルーチンを実行します。

- VMSプラットフォームでコールされる SYS$PRINTルーチンがその
例です。

- サブルーチンは、各プラットフォームに固有であり、コンカレン
ト・マネージャからのシステム・コールで直接起動します。
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プログラム名プログラム名プログラム名プログラム名

次の名称を選択します。

� ドライバ・メソッドが「プログラム」であるときにドライバが起動するプログラム

� ドライバ・メソッドが「サブルーチン」であるときにドライバが起動するサブルーチン

「引数」リージョン「引数」リージョン「引数」リージョン「引数」リージョン

初期化初期化初期化初期化

プリンタに送信する初期化文字列を入力します。この文字列はプリンタ・ドライバが印刷を
開始するために必要です。

再設定再設定再設定再設定

印刷完了時にプリンタを待機状態に戻す再設定文字列を入力します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「カスタム・プリンタ・ドライバの作成」（5-14）

� 「プリンタ・タイプ、印刷形式およびプリンタ・ドライバ」（5-5）

� 「プリンタ・ドライバ」（5-9）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）
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Oracle Applicationsヘルプヘルプヘルプヘルプ

Oracle Applicationsヘルプのカスタマイズヘルプのカスタマイズヘルプのカスタマイズヘルプのカスタマイズ
Oracle Applicationsヘルプ・ファイルはHTML書式であるため、Netscape Communicator
など市販のWebブラウザ /エディタを使用して容易に変更することができます。独自に作
成したHTMLおよび GIFファイルを、ヘルプ・システムに追加することも可能です。

「Oracle Applicationsヘルプのカスタマイズ」には、次のようなトピックがあります。

� 「ヘルプ・ファイルのダウンロードおよびアップロード」（6-1）

� 「ヘルプ・ファイルのリンク」（6-3）

� 「検索インデックスの更新」（6-7）

� 「ヘルプ・ナビゲーション・ツリーのカスタマイズ」（6-7）

� 「グローバル環境でのヘルプのカスタマイズ」（6-8）

ヘルプ・ファイルのダウンロードおよびアップロードヘルプ・ファイルのダウンロードおよびアップロードヘルプ・ファイルのダウンロードおよびアップロードヘルプ・ファイルのダウンロードおよびアップロード
Oracle Applicationsヘルプ・ファイルは、データベースに格納されます。次の方法が、これ
らのファイルの検索およびカスタマイズ中にそれらを差し替えるために提供されています。

注意注意注意注意 : Oracle Applicationsが新しいリリースになったとき、またはパッチ
が配布されたときは、独自に変更した内容をすべての更新されたヘルプ・
ファイルに再度適用しない限り、最新の情報にアクセスすることはできま
せん。また、オラクル社では、Oracle Applicationsヘルプ・ファイルの各
リリース間での変更を示す手段を提供していません。
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ヘルプ・ファイルのダウンロードおよびアップロード
編集するためのヘルプ・ファイルのダウンロード編集するためのヘルプ・ファイルのダウンロード編集するためのヘルプ・ファイルのダウンロード編集するためのヘルプ・ファイルのダウンロード
編集するためにヘルプ・ファイルをダウンロードするには、そのファイルをWebブラウザ
で開いた後、HTMLファイルとして保存するだけです。

新規または変更されたヘルプ・ファイルのアップロード新規または変更されたヘルプ・ファイルのアップロード新規または変更されたヘルプ・ファイルのアップロード新規または変更されたヘルプ・ファイルのアップロード
Oracle Applicationsでは、新規または変更されたヘルプ・ファイルのアップロード用に
FNDGFUと命名されたコマンド行ユーティリティが提供されています。

FNDGFUは、$FND_TOP/binディレクトリにあります。このディレクトリをパスに挿入す
ると、FNDGFUを簡単にコールできます。

ヘルプ・ファイルのアップロードに際し、FNDGFUでは、次の引数が取得されます。

FNDGFU <apps/pwd> 0 Y PROGRAM_NAME=FND_HELP 
PROGRAM_TAG=<application>:<custom_level> CONTENT_TYPE=<mime_type> 
LANGUAGE=<language_code> <filenames>

注意注意注意注意 : @符号がファイル名の最初の文字である場合は、それを削除してく
ださい。@で始まるファイル名は、ヘルプ・システムでエラーの元となる
場合があります。

<apps/pwd> APPSスキーマのユーザー名とパスワードです。特定のデータベース
を指定するには、@符号とデータベース SID（@database）を追加し
ます。

<application> アプリケーションの短縮名です。

<custom_level> ファイルのカスタマイズ・レベルです。カスタマイズされたヘルプ・
ファイルに対しては、100以上の番号を使用してください。事前に
アップロードしたファイルを置換するには、新規ファイルのアップ
ロード時と同じカスタマイズ・レベルを使用します。事前にアップ
ロードされたファイルをデータベースから削除せずに上書きするに
は、より上位のカスタマイズ・レベルを使用します。

<mime_type> ファイルのMIMEタイプです。

<language_code> ファイルの言語コードです。

注意注意注意注意 :この引数は、オプションです。省略すると、言語は、デフォルトで
userenv('LANG')に設定されます。
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ヘルプ・ファイルのリンク
例例例例 1

FNDGFU apps/apps@devdb 0 Y PROGRAM_NAME=FND_HELP 
PROGRAM_TAG=GL:100 CONTENT_TYPE=text/html LANGUAGE=US *.htm

� apps/apps@devdbへ接続します。

� アップロードされたファイルを Oracle General Ledger（GL）ヘルプの一部として識別
します。

� 更新されたファイルのカスタマイズ・レベルを 100として識別します。

� テキスト /htmlとしてMIMEタイプを識別します。

� 言語を US English（US）として識別します。

� 現在のディレクトリにある全 .htmファイルをアップロードします（UNIXの場合）。

例例例例 2

FNDGFU apps/apps@custdb 0 Y PROGRAM_NAME=FND_HELP 
PROGRAM_TAG=FND:100 CONTENT_TYPE=image/gif *.gif

� apps/apps@custdbへ接続します。

� アップロードされたファイルを Application Object Library（FND）ヘルプの一部として
識別します。

� 更新されたファイルのカスタマイズ・レベルを 100として識別します。

� イメージ /gifとしてMIMEタイプを識別します。

� 言語を識別しません。言語は、userenv('LANG')にデフォルトで設定されます。

� 現在のディレクトリにある全 .gifファイルをアップロードします（UNIXの場合）。

ヘルプ・ファイルのリンクヘルプ・ファイルのリンクヘルプ・ファイルのリンクヘルプ・ファイルのリンク
Oracle Applicationsヘルプ・システムでは、ファイルの名前が変更されたり、ファイルが分
割された場合もリンクの動作を維持するハイパーテキスト・リンクの特別構文がサポートさ
れます。以下で詳細に説明する特別構文の例を次に示します。

<filenames> アップロードするファイルのスペースで区切られたリストまたは現在
のディレクトリのグローバル・ファイル名です。

注意注意注意注意 :すべての引数を単一コマンド行に入力します。これらは、ここで個
別行に表示され、次の例では、表示媒体に応じて表示されます。
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ヘルプ・ファイルのリンク
Oracle Applications Helpウィジェットの詳細は、「ウィジェットの全容」を参照してく
ださい。

Oracle Applicationsヘルプ・ファイルでは、この構文が使用されます。これはカスタム・ヘ
ルプ・ファイルでも使用できます。また、ファイル名に基づいた従来のハイパーテキスト・
リンクを常に使用することもできます。

ヘルプ・ファイルのリンクには、次のトピックも含まれます。

� 「特別リンク構文」（6-4）

� 「クロス・アプリケーション・リンク」（6-5）

� 「関連トピック・リンク」（6-6）

� 「コンテキスト依存ヘルプ」（6-6）

特別リンク構文特別リンク構文特別リンク構文特別リンク構文
Oracle Applicationsヘルプ・ファイルのリンクでは、特定のファイル名ではなく、ファイル
に含まれる名前付きアンカーの 1つが示されます。Oracle Applicationsヘルプ・システムで
は、リンクがネゴシエーションされるたびに、ファイルのアンカー名が動的に解決されま
す。

各ファイルに含まれるアンカー名に関する情報は、アップロードの際、自動的にヘルプ・シ
ステムに挿入されます。作成者は、リンクの重複を防ぐために、アンカー名が必ずアプリ
ケーションのヘルプ・ファイルにおいて一意となるようにします。これにより、ファイル名
の変更時に、それらのリンクの破損の心配をする必要はありません。

従来の従来の従来の従来の HTMLの名前付きアンカーの名前付きアンカーの名前付きアンカーの名前付きアンカー
名前付きアンカー名前付きアンカー名前付きアンカー名前付きアンカーは、次のHTMLタグの種類を示します。

名前付きアンカーは、HTMLファイルの本体の任意の場所に置かれ、通常、該当するファイ
ルへの内部リンクに使用されます。ポンド記号（#）は、アンカー名を示すリンクのアン
カー名の前に置かれます。

たとえば、ユーザーがwidghetsというアンカー名のあるセクションへジャンプできるよう
にするには、HTMLを次のように使用します。

ウィジェットの詳細は、「ウィジェットの全容」を参照してください。

・     ・     ・
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ウィジェットの全容
ウィジェットの全容ウィジェットの全容ウィジェットの全容ウィジェットの全容

内部文書リンク・サポートのための拡張内部文書リンク・サポートのための拡張内部文書リンク・サポートのための拡張内部文書リンク・サポートのための拡張
Oracle Applicationsヘルプ・ファイルでは、この従来のHTML構文が拡張され、ヘルプ・
ファイル内だけでなく、ヘルプ・ファイル間間間間にもリンクが作成されます。特定の名前付きア
ンカーを含むファイルにリンクするには、アンカー名の前に符号（@）を置きます。このア
ンカーが表示されるファイル内の正確な場所にリンクするには、従来の HTMLで追加する
ように、後にアンカー名が続くポンド記号を追加します。この結果、特別構文は次のように
なります。

「リンク・テキスト」

たとえば、上記のようなwidgetsアンカーを含むファイルにリンクするには、このアンカー
の発生する場所で、HTMLを次のように使用します。

Oracle Applications Helpウィジェットの詳細は、「ウィジェットの全容」（6-5）を参照
してください。

このアンカーを含むファイルの最上部にリンクする場合には、ポンド記号のセグメント
#widgetsは省略できます。

Oracle Applicationsヘルプ・ファイルのリンクでは、ポンド記号セグメントが省略されるこ
とは、めったにありません。これは、トピックの配置がファイル内またはファイル間で変更
された場合も、他のファイルからのこれらのトピックへのリンクは常に適切なファイルおよ
びトピックの発生するファイル内の正確な点へと移動することを示します。

クロス・アプリケーション・リンククロス・アプリケーション・リンククロス・アプリケーション・リンククロス・アプリケーション・リンク
Oracle Applicationsヘルプ・システムでは、URLに関する限り、特定のアプリケーション
に関連付けられたすべてのヘルプ・ファイルは、同じディレクトリに存在します。他のアプ
リケーションに関連付けられたヘルプ・ファイルは、アプリケーションの短縮名を採って命
名されたディレクトリに存在します。これらのアプリケーション・ディレクトリのレベルは
すべて、ヘルプ・システムと同じです。

別のアプリケーションに関連付けられるヘルプ・ファイルへと移動するリンクを作成するに
は、全ヘルプ・アプリケーション・ディレクトリの親レベルへと移動する関連リンクを作成
し、Oracle Applicationsの特別リンク構文を完結する前に、該当するアプリケーション・
ディレクトリへと移動します。この結果、クロス・アプリケーション・リンク構文は次のよ
うになります。

注意注意注意注意 :アンカー名を区別するときに、ケース（大 /小文字）を使用しない
でください。多くのWebブラウザとは異なり、Oracle Applicationsヘル
プ・システムでは、アンカー名の大 /小文字は区別しません。
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ウィジェットの全容
「リンク・テキスト」

たとえば、上記を説明するウィジェットの全容トピックが、Oracle Payablesヘルプ・トピッ
クであり、Oracle General Ledgerヘルプ・ファイルからそのトピックへリンクする場合に
は、次のようなリンクを使用します。この場合、APは Oracle Payablesの短縮名です。

Oracle Payablesのウィジェットの詳細は、「Oracle Applicationsヘルプ」（6-1）を参照
してください。

このように使用された場合、アプリケーション短縮名の大 /小文字は区別されません。

関連トピック・リンク関連トピック・リンク関連トピック・リンク関連トピック・リンク
Oracle Applicationsヘルプ・システムのリンクは、単一ターゲットに限定されません。次の
構文を使用して、複数のトピックおよびファイルにリンク先を指定できます。

「Oracle Applicationsヘルプ」（6-1）関連トピック

ユーザーがリンクをネゴシエーションするときに、関連トピックというヘッダーのあるペー
ジが表示されます。このページには、これらのアンカー名に対応するページ・タイトルのリ
ストが含まれ、各タイトルは、該当するファイルへリンクされます。

クロス・アプリケーション・リンクを含めるには、アプリケーション短縮名およびコロンを
アンカー名の前に追加します。

「Oracle Applicationsヘルプ」（6-1）関連トピック

コンテキスト依存ヘルプコンテキスト依存ヘルプコンテキスト依存ヘルプコンテキスト依存ヘルプ
Oracle Applicationsで「ヘルプ」を要求すると、現在のウィンドウに対応するトピックが
オープンされます。「レポート・パラメータ」ウィンドウで「ヘルプ」を要求すると、その
レポートの説明用にヘルプ・ファイルがオープンされます。

注意注意注意注意 :これらのアプリケーション・ヘルプ・ディレクトリは、URLで使用
された際に Oracle Applicationsヘルプ・システムにより認識される仮想
ディレクトリです。すべてのファイルは、アプリケーション短縮名が付い
た状態で実際にデータベースで保存されます。アプリケーション短縮名
は、それらに関連付けられる多くの属性の 1つです。

注意注意注意注意 : Oracle Payablesの正式な短縮名は、SQLAPです。これが、Oracle 
Applicationsヘルプ・システムで使用される仮想ディレクトリ用に、AP
と短縮されました。同様に、Oracle General Ledgerの公式短縮名 SQLGL
は GLに、Oracle Assetsの短縮名 OFAは FAに短縮されました。これら
は、例外です。
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ヘルプ・ナビゲーション・ツリーのカスタマイズ
Oracle Applicationsヘルプ・ファイルには、これらのコンテキスト依存リンクを使用可能に
する特別なアンカー名が含まれます。ウィンドウからヘルプを呼び出すと、Oracle 
Applicationsでは、次のように組み合わされたフォーム名およびウィンドウ名に基づいてア
ンカー名が検索されます。

「フォーム機能」ウィンドウの「パラメータ」フィールドに HELP_TARGETパラメータを指
定することにより、アンカー名の form_name部分を上書きすることもできます。参照 :
「「フォーム機能」ウィンドウ」（1-28）。

「レポート・パラメータ」ウィンドウからヘルプを呼び出す場合は、Oracle Applicationsで
は、次のように構成されたアンカー名が検索されます。

検索インデックスの更新検索インデックスの更新検索インデックスの更新検索インデックスの更新
Oracle interMedia Textを使用すると、Oracle Applicationsヘルプ・システムによって提供
される検索機能が使用できるようになります。カスタマイズ済みの文書をアップロード後に
検索インデックスを再構築する場合は、aflobbld.sqlというスクリプトを実行します。これ
により、ユーザーが実行するすべての検索で、カスタマイズ済みの文書が対象になります。

interMediaの索引を再度作成するには、次のコマンド行を使用します。

sqlplus <apps/pwd> @$fnd/sql/aflobbld.sql

ここで

例例例例

sqlplus apps/apps@devdb @$fnd/sql/aflobbld.sql

� このコマンドを実行すると、Oracle SQL*PLUSによって apps/apps@devdbに接続され
ます。

� さらに、Oracle Applicationsヘルプの検索インデックスが再度作成されます。

ヘルプ・ナビゲーション・ツリーのカスタマイズヘルプ・ナビゲーション・ツリーのカスタマイズヘルプ・ナビゲーション・ツリーのカスタマイズヘルプ・ナビゲーション・ツリーのカスタマイズ
ヘルプ・ナビゲーション・ツリーをカスタマイズするには、Help Builderアプレットを使用
します。

ヘルプ・ナビゲーション・ツリーは、Oracle Applicationsヘルプ・システムのナビゲーショ
ン・コントロールの基本動作をつかさどる階層データ構造です。これは、ヘルプが表示され
た場合に、ブラウザ・ウィンドウの左側フレームに表示されるコントロールです。

<apps/pwd> は、APPSスキーマのユーザー名およびパスワードです。特定のデー
タベースを指定するには、@記号およびデータベース SID
（@database）を付加します。
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グローバル環境でのヘルプのカスタマイズ
Help Builderにアクセスするには、Oracle Self-Service Web Applicationsから、「システム管「システム管「システム管「システム管
理」理」理」理」-「「「「Help Builder」」」」の順にナビゲートします。

グローバル環境でのヘルプのカスタマイズグローバル環境でのヘルプのカスタマイズグローバル環境でのヘルプのカスタマイズグローバル環境でのヘルプのカスタマイズ
Oracle Applicationsのヘルプ・システムには、様々な言語に翻訳され、様々な国や地域に対
応してローカライズされたファイルが格納されています。企業環境が複数の言語や文化的な
境界にまたがっている場合、または Oracle Human Resourcesを使用している場合は、ヘル
プ・ファイルのカスタマイズ時に次の情報が適用される場合があります。

「グローバル環境でのヘルプのカスタマイズ」のトピックは、次のとおりです。

� 「異言語間でのリンク」（6-8）

� 「ローカライズされたヘルプ・ファイルのリンク」（6-9）

� 「コンテキスト依存ヘルプのローカライズ」（6-10）

異言語間でのリンク異言語間でのリンク異言語間でのリンク異言語間でのリンク
Oracle Applicationsヘルプの URLで使用される仮想ディレクトリ階層の 1つ上位の階層は、
アプリケーション間のリンクを作成するのに使用されるアプリケーション・ディレクトリで
す。2つ上位の階層は、言語ディレクトリで、これは、言語間リンクを作成する場合に使用
できます。

異なる言語のヘルプ・ファイルへ移動するリンクを作成するには、次のリンク構文を使用し
ます。

「Oracle Applicationsヘルプ」（6-1）リンク・テキスト

たとえば、Oracle Payablesヘルプのフランス語版の「ウィジェットについて」へリンクする
には、次のリンクを使用します。ここで、APは Oracle Payablesの短縮名、Fはフランス語
のコードを表します。

フランス語のウィジェットの詳細は、「Qu'est-ce qu'un widget?」を参照してください。

言語コードをこの方式で使用する場合は、大文字小文字が区別されます。

注意注意注意注意 :異なる言語へのリンクをたどった後は、リンクを逆にたどって元の
言語に戻るまで、ユーザーはリンク先の言語環境のままです。リンクは、
ヘルプ・ファイル内のリンクでも、ナビゲーション・ツリーからのリンク
でも構いません。後者では、常にユーザーの元の言語環境が維持されま
す。
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グローバル環境でのヘルプのカスタマイズ
ローカライズされたヘルプ・ファイルのリンクローカライズされたヘルプ・ファイルのリンクローカライズされたヘルプ・ファイルのリンクローカライズされたヘルプ・ファイルのリンク
アンカー名の末尾にオプションのローカライゼーション・コードを追加すると、同じトピッ
クを扱うファイルを区別できますが、これは、異なる国または地域に対してのみ該当しま
す。ローカライゼーション・コードは検証されず、長さが 100文字未満の任意の文字列が可
能です。

ローカライズ済みのアンカーには、次の構文を使用します。

指定のローカライゼーション環境へリンク

一方、ローカライズ済みアンカーへのリンクは、ちょうど通常の Oracle Applicationsヘルプ
のリンクと同様に作成されます。次の例では、ユーザーを現行のローカライゼーションの内
側にとどまらせることを前提としています。

「Oracle Applicationsヘルプ」（6-1）現行のローカライゼーションの内側でのリンク

ユーザーを異なるローカライゼーション環境に移動する場合は、次の構文を使用します。

「Oracle Applicationsヘルプ」（6-1）指定のローカライゼーション環境へリンク

リンクの場合、ローカライゼーション・コードでは、ファイルの相対的な URLの言語部分
が変更され、ファイルのアンカー名は変更されません。

ローカライズ済みのアンカーが付いているファイルがヘルプ・システムに存在しない場合、
ローカライズ済みのリンクが付加されると、ローカライズされていないアンカーの付いた
ファイルが表示されます。こうすると、複数のローカル・ヘルプ環境で、ローカライズ済み
のファイルが汎用ファイルと共存できます。

例例例例

UK地域のウィジェットが UK以外の国のウィジェットと異なる場合、次に示すアンカーを
使用すると、UK固有のファイルをヘルプ・システムで識別できます。

このファイルを UKのローカライゼーション環境の外側からリンクする場合は、次の構文を
使用します。

UKのウィジェットの詳細は、「Sticky Widgets」を参照してください。

UKでのウィジェットが他の国のウィジェットとは異なる箇所で数回停止し、UKでローカ
ライズされたアンカーが付いているファイルがヘルプ・システムから消去された場合、この
リンクは中断することなく、汎用のウィジェット・ヘルプ・ファイルへの移動を開始しま
す。

注意注意注意注意 :ローカライズ済みのアンカーの付いたファイルが別の言語に存在す
る場合、そのローカライズ済みアンカーが現行の言語で検出できないと、
そのファイルが表示されます。これが起こらないようにするには、言語ご
とに別個のローカライゼーション・コードを使用してください。
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グローバル環境でのヘルプのカスタマイズ
コンテキスト依存ヘルプのローカライズコンテキスト依存ヘルプのローカライズコンテキスト依存ヘルプのローカライズコンテキスト依存ヘルプのローカライズ
HELP_LOCALIZATION_CODEプロファイル・オプションを適切なレベルで設定して、
ローカライズ済みヘルプ・ファイルへのコンテキスト依存呼出しを使用可能にします。詳細
は、「ヘルプ・ローカライゼーション・コード」を参照してください。

コンテキスト依存ヘルプのローカライズ済みアンカー名のフォームは、次のとおりです。

「Oracle Applicationsヘルプ」（6-1）
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アプリケーション DBAの
7

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション DBAの職務の職務の職務の職務

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション DBAの職務の概要の職務の概要の職務の概要の職務の概要
アプリケーション・データベース管理者（DBA）は、Oracle Applicationsシステム管理者と
Oracleデータベース管理者を兼務します。

Oracle Applications製品のデータベース権限は、それぞれの Oracleユーザー名によって決
まります。Oracleユーザー名の作成は Oracleデータベース管理者が行い、その Oracleユー
ザー名としての登録はシステム管理者が行います。

Oracleユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
Oracleユーザー名によって、ユーザーは Oracleデータベースの許可ユーザーとして識別さ
れます。

� 各 Oracleユーザー名は、データベース管理者が割り当てるデータベース・ユーザー名お
よびパスワードからなります。

� 各 Oracleユーザー名で、Oracleデータベース内の一連のデータにアクセスできます。

� 通常、各 Oracleアプリケーションはそれぞれ専用の Oracleユーザー名があり、アプリ
ケーション固有のデータがその中に入っています。つまり、アプリケーションが所有す
る表およびその他のデータベース・オブジェクトは、Oracleユーザー名によりアクセス
されます。

データベース・ユーザー名とパスワードは Oracleデータベースに接続するものであり、ア
プリケーション・ユーザー名およびパスワードは Oracle Applicationsにアクセスするもので
あるという点に注意してください。

Oracleデータベースは Oracle Applications製品を介してアクセスするものであり、そのア
プリケーションの Oracleユーザー名により、アクセス権限が付与されます。
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Oracleユーザー名の登録
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracleユーザー・ウィンドウ」（7-3）

� 「Oracleユーザー名の登録」（7-2）

� 「アプリケーション・ウィンドウ」（7-8）

Oracleユーザー名の登録ユーザー名の登録ユーザー名の登録ユーザー名の登録
Oracle Applicationsの Oracleユーザー名はインストレーション・プロセスで自動的に登録
されるので、追加の Oracleユーザー名が必要になった場合に限り、「Oracleユーザー」ウィ
ンドウを使用してユーザー名を登録します。

Oracle Applicationsに Oracleユーザー名を登録する必要があるのは、次の場合です。

� Oracle Application Object Libraryを使用してカスタム・アプリケーションを作成する場
合。

� 追加の Oracleユーザー名を Oracle Applications製品に関連付ける必要がある場合。

「Oracleユーザー」ウィンドウを使用して新しい Oracleユーザー名を登録すると、アプリ
ケーションの実行に必要な Oracle Application Object Libraryデータベース表に対して必要
な権限を設定するためのコンカレント要求が発行されます。これらのデータベース表には、
ユーザーが Oracle Application Object Libraryの機能（メニューおよびフレックスフィール
ドなど）にアクセスできるようにするための情報が入っています。

Oracleユーザー名の登録ユーザー名の登録ユーザー名の登録ユーザー名の登録
Oracle Application Object Libraryを使用して作成したカスタム・アプリケーションに関連付
けられている Oracleユーザー名は、Oracle Application Object Libraryをアップグレードす
るたびに再登録する必要があります。

すでに登録済みの Oracleユーザー名が Oracle Application Object Libraryデータベース表に
対して持っている権限を変更した場合、

� Oracle Applicationsは、Oracle Application Object Libraryデータベース表に対して権限
を作成または再作成するコンカレント要求を発行します。

� 変更を有効にするには、このコンカレント要求を正常に完了させることが必要です。

注意注意注意注意 : Oracleユーザー名を登録する前に、データベース管理者が、Oracle
データベースに接続する Oracleユーザー名を作成しておく必要がありま
す。その上で、「Oracleユーザー」ウィンドウを使用して、Oracleユー
ザー名を登録します。
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Oracleユーザー・ウィンドウ
Oracleユーザー名を「制限付き」として登録ユーザー名を「制限付き」として登録ユーザー名を「制限付き」として登録ユーザー名を「制限付き」として登録
Oracle Applicationsでは、Oracleユーザー名を「制限付き」Oracleユーザー名として登録
できます。制限付き Oracleユーザー名の場合は、ユーザーは Oracle Application Object 
Library表内のデータを変更することはできません。

データベース管理者は、ユーザーが他の Oracle Applications表内のデータを変更できないよ
うに、Oracleユーザー名を設定できます。

Oracleユーザー名を制限付きとして登録するには、「Oracleユーザー」ウィンドウを使用し
ます。

� Oracleユーザー名を制限付きとして登録すると、Oracle Application Object Libraryデー
タベース表に対して読取り専用権限を設定するコンカレント要求が発行されます。

� 制限付き Oracleユーザー名にアクセスする職責を持つユーザーには、Oracle 
Application Object Libraryデータベース表に対して読取り専用権限しかありません。し
たがって、これらのユーザーは、メニューやフレックスフィールドなどの Oracle 
Application Object Library機能に関連したデータを挿入または更新、削除することはで
きません。

データ・グループの定義データ・グループの定義データ・グループの定義データ・グループの定義
データ・グループは、Oracleユーザー名を Oracle Applications製品に割り当てるもので、
有効なアプリケーションと Oracleユーザー名のペアのリストを含んでいます。

Oracle Applications用のデータ・グループはインストレーション・プロセスで自動的に定義さ
れるので、定義が必要になるのは、利用する追加のデータ・グループがある場合のみです。参
照 :「データ・グループの定義」（3-25）。参照 :「「データ・グループ」ウィンドウ」（3-67）。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracleユーザー・ウィンドウ」（7-3）

� 「アプリケーション DBAの職務の概要」（7-1）

Oracleユーザー・ウィンドウユーザー・ウィンドウユーザー・ウィンドウユーザー・ウィンドウ
Oracleユーザー名を Oracle Applicationsに登録します。Oracleユーザー名は、Oracleデー
タベースにアクセス権限を与えます。

インストレーション・プロセスで Oracleユーザー名は自動的に登録されるので、Oracle
ユーザー名を登録する必要はありません。ただし、Oracle Application Object Libraryを使用
してカスタム・アプリケーションを作成するとき、または追加の Oracleユーザー名を
Oracle Applicationsに関連付けるときを除きます。
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Oracleユーザー・ウィンドウ
Oracleユーザー名を登録して使用可能にするときには、Oracleユーザー名と Oracle 
Application Object Libraryのデータベース表の間に必要なデータベース権限を設定するため
にコンカレント要求を発行します。

Oracleユーザー名を「制限付きの」 Oracleユーザー名として登録するには、Oracle 
Application Object Library表に対する読取り専用の権限を設定するためのコンカレント要求
を発行します。「使用可能」に設定した Oracleユーザー名には、これらの表にアクセスする
ためのすべての権限があります。「使用禁止」に設定した Oracleユーザー名には、これらの
表にアクセスする権限はありません。

Oracleユーザー名の登録とその使用可能設定を行わない場合、または登録されている Oracle
ユーザー名を無効にした場合、ユーザーはメニューやフレックスフィールドなどの Oracle 
Application Object Library機能を使用できなくなります。

インストレーション・プロセスで登録された Oracleユーザー名は、パスワード以外は変更
しないでください。

既存の Oracleパスワードへの変更を登録するには、Oracle Applicationsでパスワード変更
を登録した「直後に」、データベースへのパスワードの変更を行います。Oracle Applications
でパスワードの変更を行い、データベースでその変更をインプリメントするまでは、この
Oracleユーザー名を使用する職責はデータベースに接続できません。

パスワードは『Oracle 8i Server SQL言語リファレンス・マニュアル』に記載されているパ
スワード作成ガイドラインに従ったものでなければなりません。パスワードに文字以外の値
を使用する場合には、データベース上でそのパスワードを変更する際にパスワードの前後を
引用符で囲む必要があります。

パスワードの変更と保存が終了したら、ただちに Oracle Applicationsからログアウト
し、データベースで applsysパスワードを変更し、その後他の操作を行う前に再度サイ
ンオンします。applsysパスワードの変更中は、他のユーザーに Oracle Applicationsへ
のログオンを禁止してください。

APPSアカウントのパスワードアカウントのパスワードアカウントのパスワードアカウントのパスワード
applsysパスワードはAPPSアカウント (APPS, APPS2, APPS3)のパスワードと同一でなければ
なりません。同一パスワードを使用することにより、複数の会計帳簿が正しく処理されます。

警告警告警告警告 : Oracle Application Object Library表を含んでいる表を含んでいる表を含んでいる表を含んでいる applsys Oracle
ユーザー名へのパスワードの変更と他のユーザー名へのパスワードの変更と他のユーザー名へのパスワードの変更と他のユーザー名へのパスワードの変更と他の Oracleユーザー名へのパスワーユーザー名へのパスワーユーザー名へのパスワーユーザー名へのパスワー
ドの変更を同時に行うことはできません。ドの変更を同時に行うことはできません。ドの変更を同時に行うことはできません。ドの変更を同時に行うことはできません。
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Oracleユーザー・ブロック
前提条件前提条件前提条件前提条件
� アプリケーションにふさわしい Oracleユーザー名を作成します (通常、この作業はデー

タベース管理者によって実行されます )。Oracleユーザー名には「セッションの作成」
権限が含まれていなければなりません。

� または、既存の Oracleユーザー名パスワードに対して行おうとする変更を調整します。
Oracle Applicationsにパスワードの変更を登録した直後にデータベースでパスワードを
変更する必要があります。

Oracleユーザー・ブロックユーザー・ブロックユーザー・ブロックユーザー・ブロック
パスワードパスワードパスワードパスワード

Oracleユーザー名のパスワードを入力します。入力したパスワードは表示されません。既存
の Oracleパスワードへの変更を登録するには、Oracle Applicationsでパスワード変更を登
録した直後に、データベースへのパスワードの変更を行います。

Oracle Applicationsでパスワードの変更を登録し、データベースにその変更をインプリメン
トするまでは、この Oracleユーザー名を使用する職責はデータベースに接続できません。

パスワードの変更と保存が終了したら、ただちに Oracle Applicationsからログアウト
し、データベースで applsysパスワードを変更し、その後他の操作を行う前に再度サイ
ンオンします。applsysパスワードの変更中は、他のユーザーに Oracle Applicationsへ
のログオンを禁止してください。

権限権限権限権限

このOracleユーザー名に付与する、Oracle Application Object Libraryのデータベース表に対
する権限タイプを入力します。Oracle Application Object Library表には、メニュー、ヘルプ・
テキスト、フレックスフィールドなどのOracle Application Object Libraryの機能に関する説明
が含まれています。これらの表にアクセスする権限がないと、このような機能を使用できませ
ん。

このフィールドのデフォルト値は「使用可能」です。

注意注意注意注意 : Oracle Applicationsでの変更を登録し、それをデータベースにイン
プリメントするまでは、Oracleユーザー名を使用する職責はデータベース
に接続できません。

警告警告警告警告 : パスワードをパスワードをパスワードをパスワードを Oracle Application Object Library表を含む表を含む表を含む表を含む applsys 
Oracleユーザー名に変更する場合は、このパスワードを同時に他のユーザー名に変更する場合は、このパスワードを同時に他のユーザー名に変更する場合は、このパスワードを同時に他のユーザー名に変更する場合は、このパスワードを同時に他の
Oracleユーザー名には変更しないようにしてください。ユーザー名には変更しないようにしてください。ユーザー名には変更しないようにしてください。ユーザー名には変更しないようにしてください。
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インストール時に構成された Oracleユーザー名に関連して別の 2つの権限タイプが表示さ
れます。ただし、これらの権限タイプは値リストからは選択できません。

参照 :

「Oracle Applicationsセキュリティの概要」（1-1）

使用しているオペレーティング・システム用の『Oracle Applicationsインストレーション・
マニュアル』

インストール・グループインストール・グループインストール・グループインストール・グループ

Oracleユーザー名に関連付けられたインストレーション・グループの値を入力します。イン
ストール・グループ番号は連続した整数でなければなりません。このとき 1は第 1会計帳簿
(または製品インストールの第 1セット )、2は第 2会計帳簿、3は第 3会計帳簿などのよう
になります。インストール・グループ番号の 0は、インストレーションを 1回行うだけで済
む製品を表します。

参照 : 使用しているオペレーティング・システム用の Oracle Applications導入マニュアル

使用可能使用可能使用可能使用可能 使用可能に設定した Oracleユーザー名には、Oracle Application Object 
Libraryのデータベース表に対するすべての権限（挿入、問合せ、更新、
削除）が含まれます。

制限付き制限付き制限付き制限付き 制限付き Oracleユーザー名には、Oracle Application Object Libraryの
データベース表に対して問合せ権限のみがあります。この Oracleユー
ザー名では、Oracle Application Object Libraryのデータを見ることはでき
ますが、情報の挿入、更新、削除はできません。

使用不可使用不可使用不可使用不可 使用不可に設定した Oracleユーザー名には、Oracle Application Object 
Libraryのデータベース表に対する権限がありません。この Oracleユー
ザー名は、Oracle Application Object Libraryに対して情報の挿入、問合
せ、更新、削除を行えず、Oracle Application Object Libraryの機能を利用
できません。

制限なし制限なし制限なし制限なし インストレーション・プロセスで Oracleユーザー名を制限なしの権限を
付けて登録すると、すべてのユーザーが「アプリケーション・サインオ
ン・セキュリティ」フォームにアクセスでき、そこで Oracle Applications
の有効なユーザー名とパスワードを入力します。

Applsys インストレーション処理中に Oracle Application Object Libraryの Oracle
ユーザー名が Applsys権限とともに登録されています。

注意注意注意注意 :インストレーション・プロセスはカスタム・アプリケーション用の
Oracleユーザー名 ("スキーマ "ともいう )に影響を及ぼさないため、この
値はあくまでも参照用であり、現在では使用されていません。
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「コンカレント衝突ドメイン」ウィンドウ
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracleユーザー名の登録」（7-2）

� 「アプリケーション DBAの職務の概要」（7-1）

「コンカレント衝突ドメイン」ウィンドウ「コンカレント衝突ドメイン」ウィンドウ「コンカレント衝突ドメイン」ウィンドウ「コンカレント衝突ドメイン」ウィンドウ
コンカレント衝突ドメインは、互換性のないコンカレント・プログラム同士が、関連する情
報を使用して同時に実行されないようにします。

たとえば、衝突ドメインは、数の範囲である場合があります。2つのコンカレント・プログ
ラムで同じ数の範囲が使用されると、これらのプログラムは非互換となる場合があります。
ただし、異なる数の範囲を使用する場合には、衝突しません。

コンカレント・マネージャはコンカレント衝突ドメインを使用して、どのコンカレント・プ
ログラム同士を同時に実行できないかを判別します。たとえば、次のとおりです。

� コンカレント・プログラム Aがコンカレント・プログラム Bと互換性がないと定義され
ると、同じコンカレント衝突ドメインを使用して Aと Bを同時に実行することはでき
ません。

� たとえば、プログラム Aと Bが実行を依頼されたコンカレント衝突ドメインの Standard
に割り当てられている場合、プログラム Aと Bは同時には実行されません。

 衝突ドメインの定義衝突ドメインの定義衝突ドメインの定義衝突ドメインの定義
1. 固有の「ドメイン」名を入力します。ここに入力した名前は、「要求の発行」ウィンド
ウでパラメータの値として使用される場合があります。

2. ドメインの一意の「短縮名」を入力します。「短縮名」は、8文字以下にしてください。

3. オプションとして、ドメインに摘要を付けることもできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracleユーザー・ウィンドウ」（7-3）

� 「Oracleユーザー名」（7-1）

� 「アプリケーション DBAの職務の概要」（7-1）

� 「アプリケーション・ウィンドウ」（7-8）
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アプリケーション・ウィンドウ
アプリケーション・ウィンドウアプリケーション・ウィンドウアプリケーション・ウィンドウアプリケーション・ウィンドウ
カスタム・アプリケーションを定義するときには、Oracle Applicationsにいくつかの情報を
提供します。アプリケーション名、アプリケーション略称、アプリケーションのベースパス
およびアプリケーションの摘要を Oracle Application Object Libraryに登録する必要があり
ます。Oracle Application Object Libraryは、その情報を使用して、職責やフォームなどのア
プリケーション・オブジェクトを、そのアプリケーションに属するものとして識別します。
カスタム・アプリケーションのこの識別機能により、Oracle Applicationsは、アップグレー
ドのときにアプリケーション・オブジェクトとカスタマイズ内容を保存することができま
す。アプリケーション・ベースパスは、ユーザーのカスタム・アプリケーションに関連する
ファイルがどこにあるかを Oracle Application Object Libraryに通知します。

カスタム・アプリケーションを使用して、カスタム・メニューおよびコンカレント・プログ
ラム、カスタム職責など多くのカスタム・コンポーネントの名前を指定できます。一部のオ
ブジェクトでは、そのオブジェクト名のアプリケーション部分が Oracle Applicationsの各ア
プリケーションを識別するのみですが、その他のコンポーネントでは、ここで選択したアプ
リケーションがカスタム・オブジェクトの機能に影響を及ぼします。

前提条件前提条件前提条件前提条件
 アプリケーションのベースパスに変換される環境変数を定義します（使用している

オペレーティング・システムの『Oracle Applications Installation Guide』を参照してく
ださい）。

アプリケーション・ブロックアプリケーション・ブロックアプリケーション・ブロックアプリケーション・ブロック
カスタム・アプリケーションを登録するときは、そのアプリケーションの参照時に Oracle
が識別するための情報を指定します。アプリケーションの名前は変更可能ですが、変更する
とアプリケーション名をハードコードしてあるアプリケーション・コードを変更する必要が
あります。たとえば、アプリケーション名がハードコードされているメニューを通じてプロ
グラム引数を渡すときには、そのプログラム引数も変更する必要があります。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
アプリケーション・ユーザーに対して表示されるリストには、分かりやすい名前が使用され
ます。

注意注意注意注意 :他の人が開発したアプリケーションは、変更によりどのような影響
が出るか予想し難いため、名前を変更しないでください。Oracle 
Applicationsのアプリケーション名は変更しないでください。これらのア
プリケーションには、アプリケーション名へのハードコード参照が含まれ
ている場合があります。
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ネットワーク・テスト・ウィンドウ
短縮名短縮名短縮名短縮名
Oracle Applicationsは、アプリケーションの短縮名を使用してフォーム、メニュー、コンカ
レント・プログラム、その他のアプリケーション・コンポーネントを識別します。短縮名
は、ユーザーに対して表示されるときに隠れたフィールドに格納されます。

短縮名には空白を使用しないでください。フォームからコンカレント・プロセスを要求すると
きおよびメニューからサブルーチンを起動するときにアプリケーション短縮名を使用します。

提案提案提案提案 :短縮名には 50字まで使用できますが、4文字か 5文字で設定する方が、その短縮名を
使用するアプリケーションの保守やルーチンのコールが容易になります。カスタム・アプリ
ケーション短縮名が将来、Oracle Applicationsの短縮名と競合する危険を減らすため、カス
タム・アプリケーション短縮名を「XX」で始めることをお薦めします。

ベースパスベースパスベースパスベースパス

アプリケーションのディレクトリ・ツリーの一番上のディレクトリを表す環境変数名を入力
します。Oracle Applicationsは、外部ファイルに常駐する処理を定義するときに、ベースパ
スの下にある特定のディレクトリでアプリケーションの実行ファイルおよびスクリプトを検
索します。

一般的には、複数のアプリケーションが同一のディレクトリに書き込まないように、アプリ
ケーションのベースパスはアプリケーションごとに変えてください。

ただし、カスタム職責、メニューおよびその他のコンポーネントに名前を付けるときのみに
使用するカスタム・アプリケーションを定義することもあります。そのようなときには、そ
のアプリケーションと同じフォームを使用する Oracleアプリケーションのベースパスを使
用できます。たとえば、Custom_GLアプリケーションを定義するときに、カスタム・アプ
リケーションに GL_TOPベースパスを使用できます。

参照 : 開発環境（『Oracle Applicationsインストレーション・マニュアル』）

ネットワーク・テスト・ウィンドウネットワーク・テスト・ウィンドウネットワーク・テスト・ウィンドウネットワーク・テスト・ウィンドウ
Oracle Applicationsによるネットワークのパフォーマンスを評価するには、「ネットワーク・
テスト」ウィンドウを使用します。利用可能な待ち時間とバンド幅を把握することによって、
パフォーマンスを最大まで引き上げるためにマシン設定を計画したり修正したりできます。

ネットワーク・テストは待ち時間テストとバンド幅テストで構成されます。待ち時間とは、
1つのパケットがクライアント側アプリケーションとサーバーの間を 1往復するのにかかる
時間を指します。バンド幅テストでは、ネットワークがサーバーからクライアントに 1秒間
に転送できるバイト数（bytes per second:bps）を調べるためにデータ転送レートがチェック
されます。

毎回のテスト実行で指定する条件を記述したノートを使用できます。
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 ネットワーク上の待ち時間をテストする手順は、次のとおりです。ネットワーク上の待ち時間をテストする手順は、次のとおりです。ネットワーク上の待ち時間をテストする手順は、次のとおりです。ネットワーク上の待ち時間をテストする手順は、次のとおりです。
それぞれのテスト試行について試行回数と反復回数を指定します。

1回の処理で 1つのパケットがクライアント・アプリケーションからサーバーに転送され、
その後そのパケットが返送されます。試行は指定された反復回数で構成されます。1回の試
行で発生したデータ往復の合計時間を反復回数で割ると、平均待ち時間が得られます。これ
が試行結果です。

5回の試行回数と 100回の反復回数がそれぞれデフォルトで設定されています。

「テスト実行」ボタンを選択してテストを実行します。

 ネットワーク上のバンド幅をテストする手順は、次のとおりです。ネットワーク上のバンド幅をテストする手順は、次のとおりです。ネットワーク上のバンド幅をテストする手順は、次のとおりです。ネットワーク上のバンド幅をテストする手順は、次のとおりです。
それぞれのテスト試行について試行回数と反復回数を指定します。1回の処理間で数キロバ
イトのデータがクライアントからサーバーに転送され、その後そのデータが返送されます。
このフォームでデータ転送の平均レートが測定されます。

5回の試行回数と 10回の反復回数がそれぞれデフォルトで設定されています。

「テスト実行」ボタンを選択してテストを実行します。

テスト結果の評価テスト結果の評価テスト結果の評価テスト結果の評価
待ち時間テストとバンド幅テストの結果がともに「結果」ブロックに表示されます。

待ち時間結果では、PCクライアントからサーバーへの 1回分の往復の平均の往復時間が表
示されます。

バンド幅結果では、それぞれの試行について平均データ転送レートが KB/秒単位で表示さ
れます。

比較用として Redwood Shoresの開発本部で完了したテストの結果がサンプル・データ・
フィールドに表示されます。これらのテストは理想的な条件下で実施されたため、実際のテ
スト結果と一致することはほとんどありません。

あるテスト結果がその他の試行結果と著しく異なる場合は、その情報は破棄してください。

データの消去データの消去データの消去データの消去
過去のテスト結果をデータベースから消去するには、「旧テスト・データの消去」ボタンを
使用します。

フォルダの管理フォルダの管理フォルダの管理フォルダの管理
デフォルトのフォルダ定義を特定のユーザーまたは職責に割り当てることによってフォルダを
管理します。新規所有者へのフォルダ定義の割当て、パブリック (だれからもアクセス可能 )
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にするフォルダ定義の決定、およびフォルダ自動問合せの動作の設定などのフォルダ定義を管
理します。

「デフォルト・フォルダの検索」ウィンドウでは、フォルダまたはフォルダ割当の検索方法
に応じてさまざまなタスクを実行できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

 デフォルト・フォルダを作成。参照 :「フォルダ内のデータ表示のカスタマイズ」。

 フォルダを職責に割り当てる手順は、次のとおりです。フォルダを職責に割り当てる手順は、次のとおりです。フォルダを職責に割り当てる手順は、次のとおりです。フォルダを職責に割り当てる手順は、次のとおりです。
1. 「デフォルト・フォルダの検索」ウィンドウにナビゲートします。職責別デフォルト・
フォルダ割当を使用すると、デフォルト・フォルダに割り当てる職責が表示されます。

2. それぞれの職責についてデフォルト・フォルダを割り当てることができます。この職責を
持つユーザーがこのフォルダ・ブロックにナビゲートすると、ユーザー・レベルのデフォ
ルトで上書きされていないかぎり、指定済みのデフォルト・フォルダが表示されます。

「フォルダ」フィールドにデフォルト・フォルダ名を入力します。そのフォルダが属す
るフォルダ・セットの名前が自動的に設定されます。

フォルダ名がわからない場合は先にフォルダ・セットを入力してから、そのセットに属
するフォルダを参照してください。

フォルダ・セットのデフォルト・フォルダ定義を保存すると、そのフォルダ・セットは
値リストには表示されなくなります。

フォルダ・セットフォルダ・セットフォルダ・セットフォルダ・セット : フォルダ・セットはそれぞれ特定のフォルダ・ブロックに関係付けられ
ています。このためユーザーまたは職責には各フォルダ・セット内にデフォルト・フォルダ
を 1つ設定できます。フォルダ・セット名はブロック内に表示されるレコードを記述するの
が一般的ですが、ブロックには関係付けられた複数のフォルダ・セットが登録されているこ
とがあります。

 フォルダをユーザーに割り当てる手順は、次のとおりです。フォルダをユーザーに割り当てる手順は、次のとおりです。フォルダをユーザーに割り当てる手順は、次のとおりです。フォルダをユーザーに割り当てる手順は、次のとおりです。
1. 「デフォルト・フォルダの検索」ウィンドウにナビゲートします。「ユーザー別デフォル
ト・フォルダ割当」を使用すると、的確なユーザーのリストが表示されます。

2. それぞれの職責についてデフォルト・フォルダを割り当てることができます。ユーザー
がこのフォルダ・ブロックに移動すると、指定済みのデフォルト・フォルダが表示され
ます。

「フォルダ」フィールドにデフォルト・フォルダ名を入力します。そのフォルダが属す
るフォルダ・セットの名前が自動的に設定されます。

フォルダ名がわからない場合は先にフォルダ・セットを入力してから、そのセットに属
するフォルダを参照してください。
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フォルダ・セットのデフォルト・フォルダ定義を保存すると、そのフォルダ・セットは
値リストには表示されなくなります。

フォルダ・セットフォルダ・セットフォルダ・セットフォルダ・セット : フォルダ・セットはそれぞれ特定のフォルダ・ブロックに関係付けられ
ています。このためユーザーまたは職責には各フォルダ・セット内にデフォルト・フォルダ
を 1つ設定できます。フォルダ・セット名はブロック内に表示されるレコードを記述するの
が一般的ですが、ブロックには関係付けられた複数のフォルダ・セットが登録されているこ
とがあります。

ソース・タイプソース・タイプソース・タイプソース・タイプ :ユーザーまたは職責のいずれかです。このウィンドウに入力されたレコー
ドによって、「ユーザー」のソース・タイプが使用されます。現在のユーザーの職責に定義
済みのデフォルト・フォルダが設定されている場合には、そのデフォルト・フォルダは「職
責」のソース・タイプとともにリスト表示されます。

「ユーザー」のデフォルト値によって「職責」のデフォルト値が上書きされます。このウィ
ンドウでは「職責」デフォルト・フォルダは削除できません。

職責職責職責職責 :このデフォルト・フォルダ定義を使用する職責です。

 所有権をフォルダに割り当てる手順は、次のとおりです。所有権をフォルダに割り当てる手順は、次のとおりです。所有権をフォルダに割り当てる手順は、次のとおりです。所有権をフォルダに割り当てる手順は、次のとおりです。
1. 「デフォルト・フォルダの検索」ウィンドウにナビゲートします。「フォルダ」を使用す
ると、フォルダに関する一般情報が表示されます。

2. 所有権の変更が必要なフォルダを選択します。

3. 「所有者の変更」で指定したフォルダの新規所有者を入力するか、「所有者」フィールド
の値を変更することによって個別フォルダの所有者を変更します。

フォルダ・セットフォルダ・セットフォルダ・セットフォルダ・セット : フォルダ・セットはそれぞれ特定のフォルダ・ブロックに関係付けられ
ています。このためユーザーまたは職責には各フォルダ・セット内にデフォルト・フォルダ
を 1つ設定できます。フォルダ・セット名はブロック内に表示されるレコードを記述するの
が一般的ですが、ブロックには複数のフォルダ・セットが登録されていることがあります。

パブリックパブリックパブリックパブリック :このフォルダ定義をパブリックにするかどうか、つまり所有者以外のユーザー
がこのフォルダを使用できるかどうかを設定するものです。このフィールドを使用して、
フォルダ定義を共有可能にするかどうかを指定してください。

ユーザーのデフォルトユーザーのデフォルトユーザーのデフォルトユーザーのデフォルト :ユーザーまたは職責でこのフォルダ定義をデフォルトとして使用す
るかどうかを設定するものです。この定義がデフォルト定義の場合に「デフォルト割当」を
使用すると、その定義がデフォルト・フォルダ定義になっているユーザーおよび職責が表示
されます。

デフォルト・アサイメントデフォルト・アサイメントデフォルト・アサイメントデフォルト・アサイメント :このフォルダ定義をデフォルトとして使用するユーザーおよび
職責です。
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地域ブロック
 フォルダ定義を削除する手順は、次のとおりです。フォルダ定義を削除する手順は、次のとおりです。フォルダ定義を削除する手順は、次のとおりです。フォルダ定義を削除する手順は、次のとおりです。
1. 「デフォルト・フォルダの検索」ウィンドウにナビゲートします。「フォルダ」を使用す
ると、フォルダに関する一般情報が表示されます。

2. 複数のフォルダの問合せを実行した場合は、削除するフォルダを選択します。

3. フォルダを削除します。フォルダを削除すると、そのフォルダに対するフォルダ定義が
ユーザーおよび職責のデフォルト割当とともにすべて削除されます。

「言語」ウィンドウ「言語」ウィンドウ「言語」ウィンドウ「言語」ウィンドウ
「言語」ウィンドウは、Oracle Applicationsで使用できる言語について、情報を検討し変更
するために使用します。

言語ブロック言語ブロック言語ブロック言語ブロック
各レコードには、基本言語（英語の場合は「en」など）、地方語が話されている地域コード
（米国なら「US」など）、地方語の短縮名（「usaeng」など）、および地方語の完全な名称
（「英語（アメリカ）」など）が入っています。また、各レコードに内部言語コード、地域
コード、ISO（国際標準化機構）の言語コードと地域コード、地方語のコード・セット、お
よび地方語のステータス標識も含まれています。

通常、製品に添付されているシード・データを更新する必要はありませんが、ユーザーは
「翻訳」ウィンドウに「言語の摘要」を表示する方法を変更できます。

摘要摘要摘要摘要
ユーザーは「言語」の摘要を更新して、「変換」ウィンドウに表示されるフィールド名を変
更できます。

「地域」ウィンドウ「地域」ウィンドウ「地域」ウィンドウ「地域」ウィンドウ
「地域」ウィンドウは、Oracle Applicationsで使用する国の値について、情報を検討し変更
するために使用します。

地域ブロック地域ブロック地域ブロック地域ブロック
各レコードには、2つの英大文字からなる地域コード（たとえば「US」）、地域の短縮名
（「アメリカ」など）、NLSコード、ISO数字エンティティ・コード、「代替」地域コード、お
よび EU国別コード、ならびにたとえば「アメリカ合衆国」などの長い説明（「摘要」）が
入っています。
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Oracle Applicationsの生産資源コンシューマ・グル -プ
通常、製品に添付されているシード・データを更新する必要はありませんが、ユーザーはア
プリケーション全体の「値リスト」ウィンドウでの国の表示方法を変更できます。

摘要摘要摘要摘要
「地域」の摘要を更新して、Oracle Application製品の「値リスト」に表示する地域値を変更
することができます。

Oracle Applicationsの生産資源コンシューマ・グルの生産資源コンシューマ・グルの生産資源コンシューマ・グルの生産資源コンシューマ・グル -ププププ
Oracle8iのデータベース生産資源マネージャは、データベース・ユーザーおよびアプリケー
ションにあるリソースの割当ておよび管理に使用されます。

生産資源コンシューマ・グループおよびリソース・プランでは、ユーザー間で処理中の生産
資源の分割方法を指定する方法が提供されます。生産資源コンシューマ・グループでは、同
様の生産資源使用要件を持つユーザーのセットが定義されます。総合生産資源計画では、生
産資源がどのように生産資源コンシューマ・グループ間で配分されるかが指定されます。

Oracle Applicationsにより、システム管理者は、個々の Oracle Applicationsユーザーを生
産資源コンシューマ・グループに割り当てることができます。また、コンカレント・プログ
ラムおよびコンカレント・マネージャを、生産資源コンシューマ・グループに割り当てるこ
ともできます。

追加の情報については、『Oracle8i概要』および『Oracle8i管理者ガイド』を参照してください。

生産資源コンシューマ・グル生産資源コンシューマ・グル生産資源コンシューマ・グル生産資源コンシューマ・グル -プの割当てプの割当てプの割当てプの割当て
システム管理者は、特定のユーザーに対してユーザー・プロファイル・オプション「FND:
生産資源コンシューマ・グループ」の値を設定することによって、生産資源コンシューマ・
グループにユーザーを割り当てることができます。ユーザーはこのプロファイル・オプショ
ンを表示できますが、更新することはできません。参照 :「ユーザー・プロファイル」。

システム管理者は、「コンカレント・プログラムの定義」フォームの「パラメータ」ウィン
ドウで、リソース・コンシューマ・グループにコンカレント・プログラムを割り当てること
ができます。参照 :「コンカレント・プログラム・パラメータ・ウィンドウ」

システム管理者は、「コンカレント・マネージャの定義」フォームでリソース・コンシュー
マ・グループにコンカレント・マネージャを割り当てることができます。参照 :「「コンカレ
ント・マネージャ」ウィンドウ」（4-76）

注意注意注意注意 :これらの生産資源コンシューマ・グループは、CPUリソースに対し
てのみ適用されます。
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生産資源コンシューマ・グループ割当ての階層
生産資源コンシューマ・グループ割当ての階層生産資源コンシューマ・グループ割当ての階層生産資源コンシューマ・グループ割当ての階層生産資源コンシューマ・グループ割当ての階層
衝突は、単一セッションに関連付けられた生産資源コンシューマ・グループ間で発生しま
す。たとえば、1つの生産資源コンシューマ・グループに割り当てられたコンカレント・マ
ネージャは、別のグループに割り当てられたコンカレント・プログラムを実行する場合があ
ります。同様の状況は、ユーザーが、自分とは別の生産資源コンシューマ・グループを持つ
取引マネージャによって管理される取引を実行する際に発生します。この衝突を解決するた
めに、Oracle Applicationsでは階層が使用されます。

コンカレント・プログラムの場合、まずそのプログラムに割り当てられた生産資源コン
シューマ・グループがあるかどうかチェックされ、ある場合には、それが使用されます。な
い場合には、プログラムを実行しているコンカレント・マネージャがチェックされ、その生
産資源コンシューマ・グループが使用されます。コンカレント・マネージャが生産資源コン
シューマ・グループに割り当てられていない場合、デフォルト・グループ
Default_Consumer_Groupが使用されます。

取引マネージャが取引プログラムを実行している場合、プログラムに割り当てられている生
産資源コンシューマ・グループが（ある場合は、）再度チェックされます。ない場合は、取
引マネージャがチェックされます。割り当てられた生産資源コンシューマ・グループが取引
マネージャにない場合、取引を開始したセッションのユーザーのプロファイル・オプション
値がチェックされます。定義された生産資源コンシューマ・グループがない場合には、デ
フォルトの生産資源コンシューマ・グループが使用されます。

フォームを実行するユーザーの場合、まずそのユーザーのプロファイル・オプション値が
チェックされ、定義されている場合には、それが使用されます。定義されていない場合、デ
フォルトの生産資源コンシューマ・グループが使用されます。
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生産資源コンシューマ・グループ割当ての階層
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Oracle Applicationsにおけるコスト・ベース
8

Oracle Applicationsにおけるコスト・ベースにおけるコスト・ベースにおけるコスト・ベースにおけるコスト・ベース

最適化最適化最適化最適化

Oracle Applicationsとコスト・ベース最適化とコスト・ベース最適化とコスト・ベース最適化とコスト・ベース最適化
Oracle Applicationsリリース 11iでは、SQL文の最も効率的な実行方法を選択するために、
コスト・ベース最適化手法を使用します。この手法により最も効率的な実行計画を決定する
ために、最適化プログラムは、使用可能なアクセス経路を検討すると共に、対象の SQL文
がアクセスするスキーマ・オブジェクトの統計に基いた情報をファクタリングします。

コスト・ベース最適化を効率的に使用するためには、データベース統計を常に最新の情報に
しておく必要があります。Oracle Applicationsが提供する FND_STATSパッケージには、こ
れらの統計の収集に役立つプロシージャがあります。FND_STATSパッケージは、
DBMS_STATSパッケージを使用して統計を収集します。

また、最適化のテストのために、セッション・レベル・パラメータの一部を操作することも
できます。これらのパラメータは、システム・プロファイル・オプション「初期化 SQL文 - 
カスタム」で制御できます。このプロファイル・オプションのアプリケーション・ユー
ザー・セッションのための値に、FND_CTLプロシージャを使用してください。

コスト・ベース最適化の詳細は、『Oracle8i概要』および『Oracle 8i Tuning』を参照してく
ださい。

CBOのコンカレント・プログラムのコンカレント・プログラムのコンカレント・プログラムのコンカレント・プログラム
Oracle Applicationsでは、アプリケーション・データベース・オブジェクトの統計を収集す
るために、FND_STATSパッケージを使用するコンカレント・プログラムが提供されていま
す。参照 :「FND_STATSパッケージ」（8-3）FND_STATSパッケージ :「FND_STATSパッ
ケージ」（8-3）ページ。

DBMS_STATSについては、『Oracle 8i Tuning』を参照してください。

統計の収集と保守には、次のコンカレント・プログラムを使用できます。
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表統計の収集
� 表統計の収集

� 表統計のバックアップ

� 表統計の復元

� スキーマ統計の収集

� 列統計の収集

� 全列統計の収集

� 全インデックス列の統計の分析

表統計の収集表統計の収集表統計の収集表統計の収集
表統計の収集プログラムは、指定された表の表統計を収集します。このプログラムは、新規
の統計を収集する前に、既存の統計のバックアップを FND_STATTAB表に保存します。ま
た、デフォルトの設定では、関連する索引統計も収集します。

このコンカレント・プログラムは、できるだけ多くの作業を並列化しようとします。ユー
ザーが分析対象のテーブル上での選択権限を持つ場合に限り、処理が並列化されます。
backup_flagの値が「BACKUP」である場合は、新規の統計を収集する前に、既存の統計が
すべてエクスポートされます。既存の統計は、export_table_statsを使用してエクスポートさ
れます。エクスポートされたデータは、FND_STATTABに保存されます。backup_flagの値
が「BACKUP」以外の値である場合は、表統計はエクスポートされません。

このコンカレント・プログラムが使用するプロシージャの詳細は、
「GATHER_TABLE_STATS」を参照してください。

バックアップ表統計バックアップ表統計バックアップ表統計バックアップ表統計
このコンカレント・プログラムは、指定された表の統計を FND_STATTAB表に保存します。
また、デフォルトの設定では、関連する索引統計および列統計もバックアップします。

統計に対して、表統計の復元プログラムとともに使用できる識別子を割り当てることができ
ます。さまざまな統計識別子を指定して、統計をバックアップすることができます。デフォ
ルトの識別子は「BACKUP」です。指定する識別子により、バックアップのさまざまなバー
ジョンを保管することができます。

表統計の復元表統計の復元表統計の復元表統計の復元
このコンカレント・プログラムは、指定された統計識別子に基いて、以前にバックアップさ
れた表統計を復元します。デフォルトの統計識別子は「BACKUP」です。

指定された表と関連する索引統計および列統計もインポートされます。
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FND_STATSパッケージ
スキーマ統計の収集スキーマ統計の収集スキーマ統計の収集スキーマ統計の収集
このコンカレント・プログラムは、指定されたスキーマ・レベル統計を収集します。

このプログラムは、統計を収集する前に、既存の統計のバックアップも作成します。こうす
ることにより、新規の統計を収集した後にデータベースの速度が低下した場合は、システム
を以前のステータスに復元することができます。このバックアップで使用される統計 IDは
「NULL」です。

このプログラムは、スキーマ・レベル統計を収集した後で、指定された列のヒストグラムを
FND_HISTOGRAM_COLS表内に作成します。

また、このプログラムは、FND_EXCLUDE_TABLE_STATS表で指定されたすべての
INTERFACE表のデフォルト統計をエクスポートします。

このコンカレント・プログラムは、定期的に実行してください。

列統計の収集列統計の収集列統計の収集列統計の収集

全列統計の収集全列統計の収集全列統計の収集全列統計の収集
このコンカレント・プログラムは、FND_HISTOGRAM_COLS表に基づいて、指定されたス
キーマのすべての列統計を収集します。

全インデックス列の統計を分析全インデックス列の統計を分析全インデックス列の統計を分析全インデックス列の統計を分析
このコンカレント・プログラムは、指定されたスキーマ内にあるすべての表の全インデック
ス列を分析します。

FND_STATSパッケージパッケージパッケージパッケージ
FND_STATSパッケージは、Oracle Applicationsデータベース・オブジェクトの統計を収集
するためのプロシージャを提供します。また、現在の統計を表（FND_STATTAB）に保存し
たり、その統計を復元したりするためのプロシージャも提供します。このパッケージを利用
すると、統計（一部の統計に限る）を並列処理で収集するのが容易になります。このパッ
ケージは、DBMS_STATSパッケージをコールします。

FND_STATSパッケージには、さまざまなタイプのオブジェクトの統計を収集するのに要し
た時間を記録するために、FND_STATS_HIST表にデータをインポートするプロシージャも
あります。

DBMS_STATSの詳細は、『Oracle 8i チューニング』および『Oracle 8i パッケージ・プロ
シージャ・リファレンス』を参照してください。
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CREATE_STAT_TABLEプロシージャ
CREATE_STAT_TABLEプロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ
このプロシージャは、統計を保管するための表 stattabを、ownnameのスキーマ内に作成しま
す。

このプロシージャは、統計を保管するための表 fnd_stattabを、APPLSYSスキーマ内に作成し
ます。この表へのアクセスには、このパッケージ内のプロシージャだけを使用してください。

次の例の最初のプロシージャは、デフォルト表 fnd_stattabを、FND特定スキーマ内に作成し
ます。2番目のプロシージャは、スキーマ名、表名および表領域名のパラメータを使用しま
す。

構文構文構文構文
FND_STATS.CREATE_STAT_TABLE ;
 
 FND_STATS.CREATE_STAT_TABLE (
    schemaname  IN  VARCHAR2,
    tabname     IN  VARCHAR2,
    tblspcname  IN  VARCHAR2);

パラメータパラメータパラメータパラメータ

BACKUP_TABLE_STATS
このプロシージャは、特定の表の統計を、表 fnd_stattab内に保存します。CASCADEを
「TRUE」に設定すると、指定された表に関連するすべての索引統計と列統計も保存されま
す。別の統計識別子（statid）を指定すると、統計を異なるバージョンで保存することがで
きます。

構文構文構文構文
FND_STATS.BACKUP_TABLE_STATS (
    errbuf      OUT  VARCHAR2,
    retcode     OUT  VARCHAR2,
    schemaname  VARCHAR2,
    tabname     VARCHAR2,
    statid      VARCHAR2 DEFAULT 'BACKUP',
    partname    VARCHAR2 DEFAULT NULL,

schemaname スキーマの名称。

tabname 表の名称。

tblspcname 統計表を作成する表領域。指定を省略すると、統計表はユーザーのデフォ
ルト表領域に作成されます。
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BACKUP_SCHEMA_STATSプロシージャ
    cascade     BOOLEAN  DEFAULT TRUE);
 
 FND_STATS.BACKUP_TABLE_STATS (
    schemaname  VARCHAR2,
    tabname     VARCHAR2,
    statid      VARCHAR2 DEFAULT 'BACKUP',
    partname    VARCHAR2 DEFAULT NULL,
    cascade     BOOLEAN  DEFAULT TRUE);

パラメータパラメータパラメータパラメータ

BACKUP_SCHEMA_STATSプロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ
このプロシージャは、特定のスキーマの統計を、表 fnd_stattab内に保存します。別の statid
を指定すると、統計を異なるバージョンで保存することができます。

構文構文構文構文
FND_STATS.BACKUP_TABLE_STATS (
    schemaname  VARCHAR2,
    statid      VARCHAR2 DEFAULT NULL
    );

パラメータパラメータパラメータパラメータ

errbuf コンカレント・プロセスとして実行する場合に必要です。

retcode コンカレント・プロセスとして実行する場合に必要です。

schemaname スキーマの名称。

tabname 表の名称。

statid fnd_stattab内部で統計と関連付けられる識別子（任意指定）。

partname 表パーティションの名称。表が複数のパーティションに分割されていて、
partnameが NULLである場合は、グローバル統計とパーティション表統
計の両方がエクスポートされます。

cascade 「TRUE」に設定すると、この表の列統計と索引統計もエクスポートされま
す。

schemaname スキーマの名称。ALLは、すべての Oracle Applicationsスキーマを意味
します。

statid fnd_stattab内部で統計と関連付けられる識別子（任意指定）。
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RESTORE_SCHEMA_STATSプロシージャ
RESTORE_SCHEMA_STATSプロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ
このプロシージャは、schemanameにより識別されるスキーマ内のすべてのオブジェクトの
統計を、指定された statidの表 fnd_stattabから取り出してから、それらの統計をディク
ショナリに保存します。

構文構文構文構文
FND_STATS.RESTORE_SCHEMA_STATS (
    schemaname  VARCHAR2,
    statid      VARCHAR2 DEFAULT NULL
    );

パラメータパラメータパラメータパラメータ

RESTORE_TABLE_STATSプロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ
このプロシージャは、特定の表の統計を、指定された statid(任意指定 )の表 fnd_stattabか
ら取り出してから、それらの統計をディクショナリに保存します。CASCADEを「TRUE」
に設定すると、指定された表に関連するすべての索引統計と列統計もインポートされます。

構文構文構文構文
FND_STATS.RESTORE_TABLE_STATS (
    errbuf   VARCHAR2,
    retcode  VARCHAR2,
    ownname  VARCHAR2,
    tabname  VARCHAR2,
    statid   VARCHAR2 DEFAULT NULL,
    partname VARCHAR2 DEFAULT NULL,
    cascade  BOOLEAN  DEFAULT TRUE,
    );
 
 FND_STATS.RESTORE_TABLE_STATS (
    ownname  VARCHAR2,
    tabname  VARCHAR2,
    statid   VARCHAR2 DEFAULT NULL,
    partname VARCHAR2 DEFAULT NULL,
    cascade  BOOLEAN  DEFAULT TRUE,
    );

schemaname スキーマの名称。ALLは、すべての Oracle Applicationsスキーマを意味
します。

statid fnd_stattab内部で統計と関連付けられる識別子（任意指定）。fnd_stattab
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RESTORE_COLUMN_STATSプロシージャ
パラメータパラメータパラメータパラメータ

RESTORE_COLUMN_STATSプロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ
このプロシージャは、特定の列の統計を、指定された statid（任意指定）の表 fnd_stattabか
ら取り出してから、それらの統計をディクショナリに保存します。このプロシージャには、
2つのバージョンがあります。1つのバージョンでは、所有者 /表および列についての特定
の入力値を使用します。もう 1つのバージョンでは、FND_HISTOGRAM_COLS表で指定さ
れたすべての列の統計を復元します。

構文構文構文構文
FND_STATS.RESTORE_COLUMN_STATS (
    ownname  VARCHAR2,
    tabname  VARCHAR2,
    colname  VARCHAR2,
    partname VARCHAR2 DEFAULT NULL,
    statid   VARCHAR2 DEFAULT NULL
    );
 
 FND_STATS.RESTORE_COLUMN_STATS (
    statid   VARCHAR2 DEFAULT NULL
    );

パラメータパラメータパラメータパラメータ

errbuf コンカレント・プロセスとして実行する場合に必要です。

retcode コンカレント・プロセスとして実行する場合に必要です。

ownname スキーマの名称。

tabname 表の名称。

statid fnd_stattab内部で統計と関連付けられる識別子（任意指定）。

partname 表パーティションの名称。表が複数のパーティションに分割されていて、
partnameが NULLである場合は、グローバル統計とパーティション表統
計の両方がエクスポートされます。

cascade 「TRUE」に設定すると、この表の列統計と索引統計もエクスポートされま
す。

ownname スキーマの名称。

tabname 表の名称。
Oracle Applicationsにおけるコスト・ベース最適化 8-7



GATHER_SCHEMA_STATSプロシージャ
GATHER_SCHEMA_STATSプロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ
このプロシージャは、特定のスキーマ内のすべてのオブジェクトの統計を収集します。

構文構文構文構文
FND_STATS.GATHER_SCHEMA_STATS (
    schemaname       VARCHAR2,
    estimate_percent NUMBER   DEFAULT NULL,
    degree           NUMBER   DEFAULT NULL,
    internal_flag    NUMBER   DEFAULT NULL,
    Errors      OUT  Error_Out
    );
 
 FND_STATS.GATHER_SCHEMA_STATS (
    errbuf           OUT  VARCHAR2,
    retcode          OUT  VARCHAR2,
    schemaname       VARCHAR2,
    estimate_percent NUMBER   DEFAULT NULL,
    degree           NUMBER   DEFAULT NULL,
    );

このプロシージャには出力パラメータがあります。SQL*Plusプロンプトから直接使用する
ことはできません。SQLラッパーの例を、次に示します。

例例例例
設定   サーバー出力オン
 
 BEGIN
 DECLARE
 Error FND_STATS.Error_Out;
 BEGIN
 
 FND_STATS.GATHER_SCHEMA_STATS('&schema',&percent,
 &degree,'&flag',Error);
 FOR i in 0..FND_STATS.MAX_ERRORS_PRINTED LOOP
 
 Error(i)がnullの場合終了;

colname 列の名称。stattab内部で統計と関連付けられる識別子（任意指定）。

partname 表パーティションの名称。表が複数のパーティションに分割されていて、
partnameが NULLである場合は、グローバル統計とパーティション表統
計の両方がエクスポートされます。

statid fnd_stattab内部で統計と関連付けられる識別子（任意指定）。
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GATHER_SCHEMA_STATISTICSプロシージャ
 dbms_output.put_line('Error
 #'||i||' '||Error(i));
 
 END LOOP;
 END;
 END;

パラメータパラメータパラメータパラメータ

例外例外例外例外
ORA-20000: スキーマが見つからないか、または必要な権限がありません。
 
 ORA-20001: 入力値が不正です。

GATHER_SCHEMA_STATISTICSプロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ
このプロシージャは、SQLプロンプトから GATHER_SCHEMA_STATSを使用するための
より単純なコールを提供します。このプロシージャは、単一のスキーマのスキーマ統計を収
集する場合にのみ使用してください。パラメータ schemanameは、「ALL」にしないでくだ
さい。このプロシージャは、GATHER_SCHEMA_STATSを内部的に呼び出します。このプ
ロシージャと GATHER-SCHEMA_STATSとの違いは、GATHER_SCHEMA_STATISTICS
には出力パラメータがないため、SQLプロンプトからのコールが容易であるという点です。

構文構文構文構文
FND_STATS.GATHER_SCHEMA_STATISTICS (

errbuf コンカレント・プロセスとして実行する場合に必要です。

retcode コンカレント・プロセスとして実行する場合に必要です。

schemaname 分析するスキーマ。ALLは、すべての Oracle Applicationsスキーマを意
味します。

estimate_perc
ent

概算手法で使用する行の割合。NULLは、「計算を実行する」ことを意味
します。有効範囲は [00,99]です。

degree 並列性の度合。NULLは、表デフォルト値を使用することを意味します。

internal_flag 値「NOBACKUP」を指定すると、GATHER_SCHEMA_STATSプロシー
ジャで現在の統計のバックアップは作成されません。こうすると、
GATHER_SCHEMA_STATSプロシージャの処理が短時間で完了します。
「INTERNAL」は、DBMS_STATSではなく ANALYZEコマンドが使用さ
れることを意味します。

errors 出力エラー。
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GATHER_INDEX_STATSプロシージャ
    schemaname       VARCHAR2,
    estimate_percent NUMBER   DEFAULT NULL,
    degree           NUMBER   DEFAULT NULL,
    internal_flag    NUMBER   DEFAULT NULL,
    );

パラメータパラメータパラメータパラメータ

GATHER_INDEX_STATSプロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ
このプロシージャは、索引統計を収集します。実行結果は、ANALYZE INDEX 
[ownname.]indname [PARTITION partname] COMPUTE STATISTICS | ESTIMATE 
STATISTICS SAMPLE estimate_percent PERCENTを実行した場合と同じです。

並列処理では実行されません。

backup_flagの値が「BACKUP」である場合は、統計を収集する前に export_table_statsプ
ロシージャが実行されます。エクスポートされたデータは、fnd_stattabに保存されます。
backup_flagの値が「BACKUP」ではない場合は、export_table_statsは実行されません。

構文構文構文構文
FND_STATS.GATHER_INDEX_STATS (
    ownname     VARCHAR2,
    indname     VARCHAR2,
    percent     NUMBER DEFAULT NULL,
    partname    VARCHAR2 DEFAULT NULL,
    backup_flag VARCHAR2 DEFAULT NULL
 );

schemaname 分析するスキーマ。

estimate_percent 概算手法で使用する行の割合。NULLは、計算を実行することを意味
します。有効範囲は [00,99]です。

degree 並列性の度合。NULLは、表デフォルト値を使用することを意味しま
す。

internal_flag 値「NOBACKUP」を指定すると、GATHER_SCHEMA_STATSプロ
シージャで現在の統計のバックアップは作成されません。こうする
と、GATHER_SCHEMA_STATSプロシージャの実行が短時間で完了
します。「INTERNAL」は、DBMS_STATSではなく ANALYZEコマ
ンドが使用されることを意味します。
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GATHER_TABLE_STATSプロシージャ
パラメータパラメータパラメータパラメータ

GATHER_TABLE_STATSプロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ
このプロシージャは、表統計と列統計（および索引統計）を収集します。このプロシージャ
は、できるだけ多くの作業を並列化しようとします。ユーザーが分析対象のテーブル上での
選択権限を持つ場合に限り、処理が並列化されます。

backup_flagの値が「BACKUP」である場合は、統計を収集する前に export_table_statsプ
ロシージャが実行されます。エクスポートされたデータは、fnd_stattabに保存されます。
backup_flagの値が「BACKUP」ではない場合は、export_table_statsは実行されません。

構文構文構文構文
FND_STATS.GATHER_TABLE_STATS (
    errbuf           OUT  VARCHAR2,
    retcode          OUT  VARCHAR2,
    ownname          VARCHAR2,
    tabname          VARCHAR2,
    percent          NUMBER DEFAULT NULL,
    degree           NUMBER   DEFAULT NULL,
    partname         VARCHAR2 DEFAULT NULL,
    backup_flag      VARCHAR2 DEFAULT NULL,
    cascade  BOOLEAN DEFAULT TRUE,
    tmode            VARCHAR2 DEFAULT 'NORMAL'
    );
 
 FND_STATS.GATHER_TABLE_STATS (
    ownname          VARCHAR2,
    tabname          VARCHAR2,
    percent          NUMBER DEFAULT NULL,
    degree           NUMBER   DEFAULT NULL,
    partname         VARCHAR2 DEFAULT NULL,
    backup_flag      VARCHAR2 DEFAULT NULL,
    cascade  BOOLEAN DEFAULT TRUE,

ownname 分析する索引のスキーマ。

indname 索引の名称。

percent 概算手法で使用する行の割合。NULLは、「計算を実行する」ことを意味
します。有効範囲は [00,99]です。

partname パーティション名。

backup_flag 値「BACKUP」は、統計を収集する前に export_table_statsプロシージャ
が実行されることを示します。デフォルト値はNULLです。
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GATHER_COLUMN_STATSプロシージャ
    tmode            VARCHAR2 DEFAULT 'NORMAL'
    );

パラメータパラメータパラメータパラメータ

GATHER_COLUMN_STATSプロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ
このプロシージャは、列統計を収集します。プロシージャの 1つのバージョンでは、SEED
データ表の fnd_histogram_colsで指定された列の列統計を収集します。もう 1つのプロシー
ジャでは、指定された列の列統計を収集します。

構文構文構文構文
FND_STATS.GATHER_COLUMN_STATS (
    appl_id          NUMBER DEFAULT NULL,
    percent          NUMBER DEFAULT NULL,
    degree           NUMBER   DEFAULT NULL,
    backup_flag      VARCHAR2 DEFAULT NULL,
    Errors      OUT  Error_Out
    );
 
 FND_STATS.GATHER_COLUMN_STATS (
    ownname          VARCHAR2,
    tabname          VARCHAR2,
    colname          VARCHAR2,
    percent          NUMBER DEFAULT NULL,
    degree           NUMBER   DEFAULT NULL,

errbuf コンカレント・プロセスとして実行する場合に必要です。

retcode コンカレント・プロセスとして実行する場合に必要です。

ownname 表の所有者。

tabname 表の名称。

percent 概算手法で使用する行の割合。NULLは、「計算を実行する」ことを意味
します。有効範囲は [00,99]です。

degree 並列性の度合。NULLは、表デフォルト値を使用することを意味します。

partname パーティション名。

backup_flag 値「BACKUP」は、統計を収集する前に export_table_statsプロシージャ
が実行されることを示します。デフォルト値はNULLです。

cascade この表の索引についての統計を収集します。索引統計の収集は、並列化さ
れません。このオプションを使用した実行結果は、表の各索引に対して
gather_index_statsプロシージャを実行した場合と同じです。
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GATHER_COLUMN_STATSプロシージャ
    hsize            NUMBER   DEFAULT 254,
    backup_flag      VARCHAR2 DEFAULT NULL,
    partname         VARCHAR2 DEFAULT NULL
    );
 
 FND_STATS.GATHER_COLUMN_STATS (
    errbuf           OUT  VARCHAR2,
    retcode          OUT  VARCHAR2,
    ownname          VARCHAR2,
    tabname          VARCHAR2,
    colname          VARCHAR2,
    percent          NUMBER DEFAULT NULL,
    degree           NUMBER   DEFAULT NULL,
    hsize            NUMBER   DEFAULT 254,
    backup_flag      VARCHAR2 DEFAULT NULL,
    partname         VARCHAR2 DEFAULT NULL
    );

パラメータパラメータパラメータパラメータ

errbuf コンカレント・プロセスとして実行する場合に必要です。

retcode コンカレント・プロセスとして実行する場合に必要です。

appl_id アプリケーション ID。

ownname 表の所有者。

colname 列名。

tabname 表名。

percent 概算手法で使用する行の割合。NULLは、計算を実行することを意味しま
す。有効範囲は [00,99]です。

degree 並列性の度合。NULLは、表デフォルト値を使用することを意味します。

hsize ヒストグラム内のバケット数。

backup_flag 値「BACKUP」は、統計を収集する前に export_table_statsプロシージャ
が実行されることを示します。デフォルト値はNULLです。

partname パーティション名。

errors エラー出力。
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GATHER_ALL_COLUMN_STATSプロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ
このプロシージャは、FND_HISTOGRAM_COLS表に基いて、指定されたスキーマの列統計
を収集します。

構文構文構文構文
FND_STATS.GATHER_ALL_COLUMN_STATS (
    ownname          VARCHAR2,
    percent          NUMBER DEFAULT NULL,
    degree           NUMBER DEFAULT NULL
    );
 
 FND_STATS.GATHER_ALL_COLUMN_STATS (
    errbuf           OUT  VARCHAR2,
    retcode          OUT  VARCHAR2,
    ownname          VARCHAR2,
    percent          NUMBER DEFAULT NULL,
    degree           NUMBER DEFAULT NULL
    );

パラメータパラメータパラメータパラメータ

ANALYZE_ALL_COLUMNSプロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ
このプロシージャは、指定されたスキーマ内にあるすべての表の全インデックス列の列統計
を分析します。

構文構文構文構文
FND_STATS.ANALYZE_ALL_COLUMNS (
    ownname          VARCHAR2,
    percent          NUMBER DEFAULT NULL,
    hsize            NUMBER DEFAULT 254
    );
 

errbuf コンカレント・プロセスとして実行する場合に必要です。

retcode コンカレント・プロセスとして実行する場合に必要です。

ownname 表の所有者。ALLは、すべての Applicationsスキーマを意味します。

percent 概算手法で使用する行の割合。NULLは、計算を実行することを意味しま
す。有効範囲は [00,99]です。

degree 並列性の度合。NULLは、表デフォルト値を使用することを意味します。
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LOAD_XCLUD_STATSプロシージャ
 FND_STATS.ANALYZE_ALL_COLUMNS (
    errbuf           OUT  VARCHAR2,
    retcode          OUT  VARCHAR2,
    ownname          VARCHAR2,
    percent          NUMBER DEFAULT NULL,
    hsize            NUMBER DEFAULT 254
    );

パラメータパラメータパラメータパラメータ

LOAD_XCLUD_STATSプロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ
このプロシージャは、SEEDデータ表の FND_EXCLUDE_TABLE_STATSで指定されたデ
フォルト統計をロードします。このプロシージャには、2つのバージョンがあります。1つ
のバージョンでは、特定のスキーマのすべての表の統計をロードします。もう 1つのバー
ジョンでは、指定されたスキーマの指定された表の統計をロードします。

構文構文構文構文
FND_STATS.LOAD_XCLUD_STATS (
    schemaname       VARCHAR2
    );
 
 FND_STATS.LOAD_XCLUD_STATS (
    schemaname       VARCHAR2,
    tablename        VARCHAR2
    );

パラメータパラメータパラメータパラメータ

errbuf コンカレント・プロセスとして実行する場合に必要です。

retcode コンカレント・プロセスとして実行する場合に必要です。

ownname 表の所有者。ALLは、すべての Applicationsスキーマを意味します。

percent 概算手法で使用する行の割合。NULLは、計算を実行することを意味しま
す。有効範囲は [00,99]です。

hsize ヒストグラム内のバケット数。

schemaname スキーマの名称。

tablename 表の名称。
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FND_CTL
FND_CTL
FND_CTLには、FND_SESS_CTLプロシージャが 1つだけ格納されています。このプロ
シージャを使用すると、セッション・レベル・パラメータ（一部のパラメータに限る）を容
易に操作することができます。このデータベース・プロシージャは、システム・プロファイ
ル・オプション「初期化 SQL文 - カスタム」から起動され、アプリケーション・ユーザー・
セッションのセッション・レベル・パラメータを制御します。参照 : .「初期化 SQL文 - カス
タム・プロファイル・オプション」。

FND_SESS_CTLのパラメータのパラメータのパラメータのパラメータ

例例例例
次の例では、FND_SESS_CTLおよびシステム・プロファイル・オプション「初期化 SQL文 
- カスタム」を使用して、セッション・パラメータを制御します。

OLPT_OPT _MODE すべての OLTPセッション（非コンカレント・マネージャ・セッ
ション）の最適化プログラム・モード。

有効な値は、ALL_ROWS、FIRST_ROWS、CHOOSEおよび
RULEです。

CONC_OPT MODE すべてのコンカレント・セッションの最適化プログラム・モー
ド。

有効な値は、ALL_ROWS、FIRST_ROWS、CHOOSEおよび
RULEです。

TRACE_OPT SQL_TRACEのオプション。

有効な値は、TRUEおよび FALSEです。

TIMESTAT TIMED_STATISTICSのオプション。TRUEまたは FALSEに設定
します。

LOGMODE 表 FND_TRACE_LOGにセッションのログを記録するかどうかを
指定します。

有効な値は、LOGまたはNULLです。

EVENT_STMT その他のイベント設定またはセッション変更コマンド。有効な
SQL文だけを値として指定できます。

たとえば、バインド値を取得するには、イベント 10047を次のよ
うに設定します。

'ALTER SESSION SET EVENTS ='||''''||' 10046 TRACE NAME 
CONTEXT FOREVER, LEVEL 4 '||''''
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例

次の文は、OLTPセッションには値 FIRST_ROWSを、コンカレント・セッションには値
ALL_ROWSを指定します。トレース・オプションはオンに設定します。

BEGIN FND_CTL.FND_SESS_CTL('FIRST_ROWS',
 'ALL_ROWS','TRUE','TRUE','',''); END;

次の文の実行結果は上記の文と同じですが、イベント文が含まれています。

BEGIN FND_CTL.FND_SESS_CTL('FIRST_ROWS','ALL_ROWS',
 'TRUE','TRUE','','ALTER SESSION SET EVENTS
 ='||''''||' 10046 TRACE NAME CONTEXT FOREVER,
 LEVEL 4 '||''''); END;

次の文は、パラメータ complex_view_mergingを設定します。

BEGIN FND_CTL.FND_SESS_CTL('','','','','',
 'ALTER SESSION SET "_complex_view_merging" =
  true'); END;

次の文は、ログの記録をオンに設定します。このオプションのログ表は、
FND_TRACE_LOGです。

BEGIN FND_CTL.FND_SESS_CTL('','','','','LOG','');
 END;

FND_TRACE_LOGは、LOGモードがオンに設定された場合に、LOG情報を格納するトラ
ンザクション表です。このテーブルは定期的にパージする必要があります。
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ユーザー・プロファ
9

ユーザー・プロファイルユーザー・プロファイルユーザー・プロファイルユーザー・プロファイル

ユーザー・プロファイル設定の概要ユーザー・プロファイル設定の概要ユーザー・プロファイル設定の概要ユーザー・プロファイル設定の概要
ユーザー・プロファイルとは、ユーザー・アプリケーションの表示形態や動作内容に影響を
及ぼす一連の変更可能オプションのことです。システム管理者は、各ユーザー・プロファイ
ル・オプションを希望する値に設定することにより、Oracle Applicationsの運用方法を制御
できます。ユーザー・プロファイル・オプションは、「サイト」、「アプリケーション」、「職
責」および「ユーザー」の 4つのレベルで設定できます。

主な機能主な機能主な機能主な機能

会計帳簿会計帳簿会計帳簿会計帳簿
「職責」、「アプリケーション」、または「サイト」に会計帳簿を割り当てることにより、セ
キュリティ管理を充実させることができます。会計帳簿とは、共通の科目コード、カレン
ダ、および機能通貨を共有する Oracle Applications内の会社またはグループ会社で使用され
る会計帳簿類の集合です。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Application Object Libraryのプロファイル・オプション」（A-1）

� 「システム・プロファイル値ウィンドウ」（9-6）

� 「プロファイル・オプションをパラメータまたはセグメントのデフォルト値として使用
する場合」（9-3）

� 「ユーザー・プロファイル・オプションの設定」（9-2）

� 「ユーザー・プロファイル・オプションの例」（9-4）

� 「ユーザー・プロファイル・オプション値レポート」
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ユーザー・プロファイル・オプションの設定
ユーザー・プロファイル・オプションの設定ユーザー・プロファイル・オプションの設定ユーザー・プロファイル・オプションの設定ユーザー・プロファイル・オプションの設定
システム管理者は「システム・プロファイル値」ウィンドウを使用して、ユーザーのプロ
ファイル・オプションを設定します。ユーザー・プロファイル・オプションの値を変更した
場合、その変更内容は、ユーザーが次にログ・オンしたとき、または職責を変更したときに
ただちに有効になります。参照 :「システム・プロファイル値ウィンドウ」（9-6）。

ユーザー・プロファイルを設定するときには、システム管理者は Oracle Applicationsに対し
て、「ユーザー」、「職責」、「アプリケーション」、または「サイト」を記述した標準情報（プ
リンタなど）を提供します。ユーザー・プロファイル・オプションの値は各プロファイル・
レベルで設定できます。

各レベルで設定された値は、各ユーザーのプロファイル・オプションの実行時値として設定
されます。オプションの実行時値は、そのオプションの最上位レベルの設定になります。

プロファイル・オプションが複数のレベルで設定できるときには、サイト・レベルの優先順
位が最も低く、次にアプリケーション・レベル、その次が職責レベルで、最も高い優先順位
を持つのはユーザー・レベルです。たとえばサイト・レベルで入力された値は、その他のレ
ベルの値が入力されると上書きされます。ユーザー・レベルで入力された値が最も高い優先
順位を持ち、その他の各レベルで入力された値はこの値で上書きされます。

たとえば、あるユーザーのプリンタ・オプションが、サイト・レベルおよび職責レベルでの
み設定されていると仮定します。そのユーザーがログオンすると、職責レベルの設定がここ
では最も高いレベルなので、プリンタ・オプションの値は職責レベルで設定された値になり
ます。

提案提案提案提案 :システム管理者は、Oracle Applicationsのインストール後、サイト・レベルのオプ
ション値を設定してから他の 3つのレベルでプロファイル・オプションを設定してくださ
い。サイト・レベルで指定されたオプションは、同じオプションがその他のレベルで指定さ
れるまでは、デフォルトとして有効です。

アプリケーション・ユーザーは「個別プロファイル値」ウィンドウを使用して、ユーザー自
身の個別プロファイル・オプションをユーザー・レベルで設定できます。ユーザーには表示
されないプロファイル・オプションもあります。また、表示されていてもエンド・ユーザー
には更新できないプロファイル・オプションもあります。

サイトサイトサイトサイト インストレーション・サイトのすべてのユーザーに適用されるオプ
ション設定。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション アプリケーションに関係する職責を指定されたすべてのユーザーに適
用されるオプション設定。

職責職責職責職責 指定された職責で現在サインオンしているすべてのユーザーに適用さ
れるオプション設定。

ユーザーユーザーユーザーユーザー アプリケーション・ユーザー名で識別される個々のユーザーに適用さ
れるオプション設定。
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プロファイル・オプションをパラメータまたはセグメントのデフォルト値として使用する場合
関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Application Object Libraryのプロファイル・オプション」（A-1）

� 「システム・プロファイル値ウィンドウ」（9-6）

� 「プロファイル・オプションをパラメータまたはセグメントのデフォルト値として使用
する場合」（9-3）

� 「ユーザー・プロファイル・オプションの例」（9-4）

� 「ユーザー・プロファイル・オプション値レポート」

� 「ユーザー・プロファイル設定の概要」（9-1）

プロファイル・オプションをパラメータまたはセグメントのデプロファイル・オプションをパラメータまたはセグメントのデプロファイル・オプションをパラメータまたはセグメントのデプロファイル・オプションをパラメータまたはセグメントのデ
フォルト値として使用する場合フォルト値として使用する場合フォルト値として使用する場合フォルト値として使用する場合

プロファイル・オプションの設定値を、コンカレント・プログラムのパラメータまたはフ
レックスフィールドのセグメントのデフォルト値として使用することができます。「プロ
ファイル・オプションをデフォルト値として入力するときのフォーム」（9-3）には、デフォ
ルト値となる設定値のプロファイル・オプションを入力するために使用する、フォームのリ
ストが示されています。

プロファイル・オプションの設定値をデフォルト値として使用するには、フォームの「デ
フォルト・タイプ」フィールドにナビゲートして、プロファイルを選択します。次にプロ
ファイル・オプションの内部名を「デフォルト値」フィールドに入力します。

プロファイル・オプションをデフォルト値として入力するときのフォームプロファイル・オプションをデフォルト値として入力するときのフォームプロファイル・オプションをデフォルト値として入力するときのフォームプロファイル・オプションをデフォルト値として入力するときのフォーム

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Application Object Libraryのプロファイル・オプション」（A-1）

フォームフォームフォームフォーム ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ フィールドフィールドフィールドフィールド

コンカレント・
プログラム

パラメータ 「パラメータ詳細」リージョン -
デフォルト・タイプ /デフォルト値

要求セット レポート・
パラメータ

デフォルト・タイプ /デフォルト値

キー・フレックスフィールド・
セグメント

セグメント 「検証情報」リージョン - デフォルト・
タイプ /デフォルト値

付加
フレックスフィールド・セグメント

セグメント 「検証情報」リージョン - デフォルト・
タイプ /デフォルト値

表表表表 28
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ユーザー・プロファイル・オプションの例
� 「システム・プロファイル値ウィンドウ」（9-6）

� 「ユーザー・プロファイル・オプションの設定」（9-2）

� 「ユーザー・プロファイル・オプションの例」（9-4）

� 「ユーザー・プロファイル設定の概要」（9-1）

ユーザー・プロファイル・オプションの例ユーザー・プロファイル・オプションの例ユーザー・プロファイル・オプションの例ユーザー・プロファイル・オプションの例

例例例例 #1
「購買」部門が最近プリンタを購入し、その部門のすべてのレポートをその新しいプリンタ
で印刷する場合。Oracle Payablesの「プリンタ」プロファイル・オプションを変更して、新
しく購入したプリンタを反映するのみで十分です。

提案提案提案提案 :例 #2では、デフォルトのプロファイル・オプションの重要性が強調されています。
Oracle Payablesのアプリケーション・ユーザーまたは Oracle Payablesに対応付けられた職
責が、プリンタ・プロファイル・オプションに対して指定された値をすでに持っている場
合、アプリケーション・レベルで設定した値はその値で上書きされます。ユーザー・プロ
ファイル・オプションは、最初にサイト・レベルで設定し、必要に応じて次の階層のレベル
で設定するようにしてください。ユーザー・プロファイル・オプションがあるレベルで設定
されていないと、それより 1つ低いレベルで設定されたユーザー・プロファイル・オプショ
ンがデフォルト設定として有効になります。

例例例例 #2
さらにシステム管理者は GL会計帳簿 IDのプロファイル・オプションを使用して、会計帳
簿を職責、アプリケーション、またはサイト・レベルに割り当てることによって、Oracle 
Applications内でセキュリティを管理できます。会計帳簿を職責に割り当てることによっ
て、この職責でアクセスできる各フォームや機能を管理するのみでなく、特定の会計帳簿も
管理できます。

会計帳簿の定義方法の詳細は、Oracle Applications製品のリファレンス・ガイドを参照して
ください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Application Object Libraryのプロファイル・オプション」（A-1）

� 「システム・プロファイル値ウィンドウ」（9-6）

� 「プロファイル・オプションをパラメータまたはセグメントのデフォルト値として使用
する場合」（9-3）

� 「ユーザー・プロファイル・オプションの設定」（9-2）
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レポート見出し
� 「ユーザー・プロファイル設定の概要」（9-1）

ユーザー・プロファイル・オプション値レポートユーザー・プロファイル・オプション値レポートユーザー・プロファイル・オプション値レポートユーザー・プロファイル・オプション値レポート
このレポートは、ユーザー・プロファイル・オプションの設定内容を示します。いくつかの
職責またはユーザー、または異なるアプリケーションに対して異なるプロファイル・オプ
ションの値を定義するときには、このレポートを使用してください。

レポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータレポート・パラメータ
プロファイル・オプション名プロファイル・オプション名プロファイル・オプション名プロファイル・オプション名

報告する値を持つプロファイル・オプション名を選択してください。プロファイル・オプ
ション名を選択しないと、このレポートにはすべてのプロファイル・オプションが記載され
ます。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名

報告するプロファイル・オプションの値を持つユーザーの名前を選択してください。

アプリケーション短縮名アプリケーション短縮名アプリケーション短縮名アプリケーション短縮名

報告するプロファイル・オプションの値を持つアプリケーションの名前を選択してください。

職責名職責名職責名職責名

報告するプロファイル・オプションの値を持つ職責の名前を選択してください。

レポート見出しレポート見出しレポート見出しレポート見出し
レポートの見出しには、指定されたレポート・パラメータが表示され、そのレポートの内容
に関する一般情報が示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Application Object Libraryのプロファイル・オプション」（A-1）

� 「システム・プロファイル値ウィンドウ」（9-6）

� 「プロファイル・オプションをパラメータまたはセグメントのデフォルト値として使用
する場合」（9-3）

� 「ユーザー・プロファイル・オプションの設定」（9-2）

� 「ユーザー・プロファイル設定の概要」（9-1）
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システム・プロファイル値ウィンドウ
システム・プロファイル値ウィンドウシステム・プロファイル値ウィンドウシステム・プロファイル値ウィンドウシステム・プロファイル値ウィンドウ
このウィンドウを使用して、プロファイル・オプションの値を表示し、設定します。

プロファイル・オプションの表示と設定は、サイト、アプリケーション、職責、ユーザーの
各レベルで行えます。この設定は、ユーザーがサインオンするか職責を変更するとただちに
有効となります。参照 :「ユーザー・プロファイル設定の概要」（9-1）。

プロファイル値ブロックプロファイル値ブロックプロファイル値ブロックプロファイル値ブロック
1つまたは複数のレベルでプロファイル・オプションの値を設定します。各値は、その左側
に設定された値を無効にします。たとえばユーザー値を設定すると職責値が変更されます。
この結果、アプリケーション値の設定も変わり、今度はサイト値の設定が変わります。

プロファイル・オプション値が無効になっている場合は、値のかわりにそのフィールドの
LOVを参照します。

プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル

このフィールドにはプロファイル・オプションの名前が表示されます。

サイトサイトサイトサイト

このフィールドにはインストレーション・サイトのすべてのユーザーの現在の値が設定され
ていれば、その値が表示されます。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

「プロファイル値の検索」ブロックで指定されたアプリケーションが所有している職責の下
で作業を行っているすべてのユーザーの現在の値が設定されていれば、その値がこのフィー
ルドに表示されます。

職責職責職責職責

このフィールドには、「プロファイル値の検索」ブロックで識別された職責の下で作業を
行っているすべてのユーザーの現在の値が設定されていれば、その値が表示されます。

ユーザーユーザーユーザーユーザー

このフィールドには、「プロファイル値の検索」ブロックで指定されたアプリケーション・
ユーザーのための現在の値が設定されていれば、その値が表示されます。

提案提案提案提案 :アプリケーションのインストール後に要求されたオプションがあれば、それに対して
サイト・レベルのデフォルト値を設定する必要があります。4つのレベルのいずれかで割当
を行わなかったプロファイル・オプションは、デフォルト値がなく、フォームを使用した
り、レポートを実行したり、コンカレント要求を実行したときにエラーの原因となります。
9-6 Oracle Applicationsシステム管理者ガイド



「システム・プロファイル値の検索」ブロック
「システム・プロファイル値の検索」ブロック「システム・プロファイル値の検索」ブロック「システム・プロファイル値の検索」ブロック「システム・プロファイル値の検索」ブロック
プロファイル・オプション値を表示および設定する 1つまたは複数のレベルを指定します。

表示表示表示表示
次の 4つのレベルでインストールしたプロファイル・オプションに設定されている値を見る
ことができます。

� サイト：インストレーション・サイトのすべてのユーザーに影響します。

� アプリケーション : 特定のアプリケーションが所有する職責の下で作業しているすべて
のユーザーに影響します。

� 職責：特定の職責の下で作業しているすべてのユーザーに影響します。

� ユーザー : 一意のアプリケーション・ユーザーに影響します。

Oracle Order Entryに対して、たとえば「OE」などの特定の文字列を持ったプロファイル・
オプションの値をすべて検索できます。また、現在、値が設定されているプロファイル・オ
プションのみを表示することもできます。

サイトサイトサイトサイト

インストレーション・サイトでプロファイル・オプションの値を表示するには「サイト」
チェックボックスをチェックします。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

アプリケーションが所有する職責のプロファイル・オプション値を表示するには、アプリ
ケーションを選択します。

職責職責職責職責

特定の職責のプロファイル・オプション値を表示するには職責を選択します。

ユーザーユーザーユーザーユーザー

特定のユーザーのプロファイル・オプション値を表示するには、アプリケーション・ユー
ザーを選択します。

プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル

値を表示しようとするプロファイル・オプションの名前を入力します。文字列とワイルド
カード記号（%）を使用して、プロファイル・オプションを検索できます。たとえば、
「Conc%」と入力して「検索」ボタンを押すと、「Concurrent:」という接頭辞を持ったすべ
てのプロファイル・オプションを検索できます。

値のないプロファイル値のないプロファイル値のないプロファイル値のないプロファイル

すべてのプロファイル（現在設定値を持たないプロファイルを含む）を表示するかどうかを
指定します。このチェックボックスを選択しないと、現在値が設定されているプロファイル
のみが検索対象となります。
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「システム・プロファイル値の検索」ブロック
検索検索検索検索

指定した 1つまたは複数のレベルで、すべてのプロファイル・オプションを表示するか検索
対象のプロファイル・オプションを表示するには、「検索」ボタンを選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Application Object Libraryのプロファイル・オプション」（A-1）

� 「ユーザー・プロファイル・オプション値レポート」

� 「ユーザー・プロファイル設定の概要」（9-1）
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プロセス・ナビゲーシ
10

プロセス・ナビゲーションの管理プロセス・ナビゲーションの管理プロセス・ナビゲーションの管理プロセス・ナビゲーションの管理

プロセス・ナビゲータ処理の作成プロセス・ナビゲータ処理の作成プロセス・ナビゲータ処理の作成プロセス・ナビゲータ処理の作成
プロセス・ナビゲータに表示されるプロセスの作成やカスタマイズには、Oracle Workflow 
Builderを使用する必要があります。プロセス・ナビゲータのプロセスを新規に作成する方
法を次に示します。

プロセス・ナビゲータのプロセスの用語およびコンポーネントと、それらを定義している
Oracle Workflow Builderの対応するコンポーネントを次の表に示します。

プロセス・ナビゲータのプロセス・ナビゲータのプロセス・ナビゲータのプロセス・ナビゲータの
コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 摘要摘要摘要摘要

Oracle Workflow Builder
コンポーネントの管理コンポーネントの管理コンポーネントの管理コンポーネントの管理

処理 プロセス・ナビゲータに表示されるダ
イアグラム。

処理アクティビティと処理
ダイアグラム

処理摘要 表示された処理の摘要。 処理アクティビティ

ステップ プロセス内のアイコン。ダブルクリッ
クすると Oracle Applicationsフォーム
が直接表示されます。

通知アクティビティ

処理摘要 選択された処理ステップの摘要。 メッセージ

ステップに関連付けられ
たフォーム。

プロセス・ナビゲータ処理のステップ
をダブルクリックすると表示される
Oracle Applicationsフォームです。

「フォーム」タイプのメッ
セージ属性

表表表表 29
ョンの管理 10-1



プロセス・ナビゲータ処理の作成
参照 :「プロセス・ナビゲータ処理の作成」（10-2）

プロセス・ナビゲータ処理の作成プロセス・ナビゲータ処理の作成プロセス・ナビゲータ処理の作成プロセス・ナビゲータ処理の作成
プロセス・ナビゲータの処理を新規に作成するには、まず、Oracle Workflow Builderの必
要なコンポーネントを作成する必要があります。作成するコンポーネントでプロセス定義が
構成されます。構成されたプロセス定義は、データベースまたはフラット・ファイルに保存
されます。次に、プロセス・ナビゲータによってデータベースのプロセス定義が読み込ま
れ、プロセスとプロセス情報が表示され、関連する Oracle Applicationsフォームにアクセス
できるようになります。

 プロセス・ナビゲータ処理の新規作成プロセス・ナビゲータ処理の新規作成プロセス・ナビゲータ処理の新規作成プロセス・ナビゲータ処理の新規作成
1. Oracle Workflow Builderをオープンします。

2. 項目タイプを作成します。項目タイプとは、作成するプロセスと関連するすべてのコン
ポーネントを格納したリポジトリです。参照 : 項目を作成する場合 : 『Oracle Workflow
ガイド』

3. 内部名が USER_NAMEであるロール・タイプの品目属性を作成します。参照 : 項目ま
たはアクティビティ属性を定義する場合 : 『Oracle Workflowガイド』

      定義(Define) / 割当(Assign) / 実行(Run) / ロード(Load) / 変換(Convert) / 
オープン(Open) / 設定(Set) / 生成(Generate) / 検討(Review)

4. プロセス・ナビゲータの処理ステップで行われるタスクを記述するメッセージを作成し
ます。参照 : メッセージを作成する場合 : 『Oracle Workflowガイド』

注意注意注意注意 :次の手順では、Oracle Workflow Builderの大部分の機能について説
明するわけではありません。プロセス・ナビゲータのプロセスを作成する
ための手順の説明です。Oracle Workflow Builderは、ワークフローのプ
ロセスを設計するためのツールです。Workflowのプロセスは、承認プロ
セスに沿った文書の転送から Oracle Applicationsの設定まで多くの種類が
あります。参照 : Oracle Workflow。

注意注意注意注意 : <動詞 ><フォーム・タイトル >の書式を使用して、メッセージの
表示名を入力します。フォーム・タイトルにすでに動詞がある場合、表示
名としてフォーム・タイトルを使用します。フォーム・タイトルに動詞が
含まれていない場合、次の動詞のどれかを使用することを検討してくださ
い。
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プロセス・ナビゲータ処理の作成
5. メッセージのフォーム・タイプを作成します。シードされた処理では、通常これらの
メッセージ属性にオープン・フォームの内部名が割り当てられます。ただし、これは必
須ではありません。参照 : フォーム機能名の検索 [タグが必要 ]。関連項目 : メッセージ
属性を定義する場合 : 『Oracle Workflowガイド』

6. プロセス・ナビゲータの処理ステップで行われるタスクを記述するメッセージを作成し
ます。参照 : メッセージを作成する場合 : 『Oracle Workflowガイド』

7. プロセス・ナビゲータの処理を表すプロセス・アクティビティを作成します。参照 : プ
ロセス・アクティビティを作成する場合 : 『Oracle Workflowガイド』

8. プロセス・ダイアグラムを作成します。プロセス・アクティビティを作成すると、それ
に関連したプロセス・ダイアグラムを作成できます。プロセス・ダイアグラムは、プロ
セスをプロセス・ナビゲータに表示する際に表示されます。参照 : プロセスのダイアグ
ラミング : 『Oracle Workflowガイド』

9. 変更を保存します。データベースに作業結果を保存すると、実際には、変更されたカレ
ント・データ・ストアーにあるものすべてが保存されます。作業結果をフラット・ファ
イルに保存すると、実際には、カレント・データ・ストアーにあるものすべてがファイ
ルに保存されます。

注意注意注意注意 :プロセスの表示名を入力します。この名前は、プロセス・ナビゲー
タのプロセス・リストに表示されます。プロセスの命名規則により、機能
を表す名前の後に "プロセス "という語をつける必要があります。プロセ
スの説明を入力します。説明は、ユーザーがプロセス・ナビゲータのプロ
セスを選択した際に表示されます。Oracle Workflow Builderリリース 2.5
については、説明は、240文字までに制限されています。

注意注意注意注意 :プロセス・ナビゲータのプロセス・ダイアグラムに含む通知アク
ティビティの「実行者タイプ」は、品目属性 USER_NAMEに設定する必
要があります。

注意注意注意注意 :プロセス・ナビゲータのプロセスを新規に作成する場合、ワークフ
ロー・プロセス定義のコピーをフラット・ファイルに保存してから、フ
ラット・ファイルをソース管理システムでチェックすることにより、作業
中のプロセス定義を保守することをお薦めします。その後、データベース
内のプロセス定義を変更するには、フラット・ファイルを読み込んでから
データベースに直接保存します。データベースに保存されているプロセス
定義をソース管理されたバージョンとして使用しないでください。 データ
ベースにアクセスできる人がプロセス定義を変更するおそれがあるためで
す。
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プロセス・ナビゲータ処理の作成
10. プロセスへのアクセスを可能にします。

プロセスへのアクセスを可能にするプロセスへのアクセスを可能にするプロセスへのアクセスを可能にするプロセスへのアクセスを可能にする
ナビゲータからプロセスにアクセスする前に、次の 2つのステップを完了する必要がありま
す。「フォーム機能」ウィンドウでプロセスに機能を新規に作成します。次に、作成した機
能を「メニュー」ウィンドウの職責トップ・メニューに追加することにより、プロセスを職
責に追加します。

 プロセスの機能の作成プロセスの機能の作成プロセスの機能の作成プロセスの機能の作成
1. システム管理者として「フォーム機能」ウィンドウにナビゲートします（「アプリケー
ション」＞「機能」）。

2. 次の書式を使用して、プロセスの機能名を入力します。

<app>_<processname>

<app>は、アプリケーション短縮名です。 <processname>は、プロセス・アクティビ
ティを作成したときに入力した内部名です。

3. ユーザー機能名を入力します。ここで入力した名前はナビゲータに表示されます。

4. 機能タイプとして "PROCESS"と入力します。

5. タブ付リージョン「フォーム」において、次の書式を使用して「パラメータ」フィール
ドに値を入力します。

<itemtype>:<processname>

6. 作業内容を保存します。プロセス機能の作成には、他のフィールドは必要ありません。

参照 :「「フォーム機能」ウィンドウ」（1-28）

 メニューへの機能の追加メニューへの機能の追加メニューへの機能の追加メニューへの機能の追加
ナビゲータのプロセスにユーザーがアクセスするためには、ユーザーの職責によって参照さ
れるメニューにプロセスが追加されている必要があります。特定の職責によって参照される
メニューを調べるには、「職責」ウィンドウを使用します（「セキュリティ」＞「職責」＞
「定義」）。

1. システム管理者として「メニュー」ウィンドウにナビゲートします（「アプリケーショ
ン」＞「メニュー機能」）。

2. 「検索」ウィンドウを使用して、目的のメニューにアクセスします。

3. 新規の行で、値リストを使用して、「機能」フィールドでプロセスに対して作成した機
能を選択します。他のフィールドには一切入力しないでください。「順序」フィールド
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プロセス・ナビゲータ処理の作成
は、自動的に入力されます。「ナビゲータ・プロンプト」フィールドと「サブメニュー」
フィールドは未入力でなければなりません。

4. 作業内容を保存します。

参照 :「「メニュー」ウィンドウ」（1-30）

データベースからのシードされたプロセスへのアクセスデータベースからのシードされたプロセスへのアクセスデータベースからのシードされたプロセスへのアクセスデータベースからのシードされたプロセスへのアクセス
シードされたプロセスにデータベースからアクセスするには、初めに Oracle Applicationsリ
リース 11.0.1（製品版）をインストールし、Oracle Workflow Builderリリース 2.0.3以上を
クライアント PCにインストールする必要があります。

 シード・プロセスにアクセスする手順は、次のとおりです。シード・プロセスにアクセスする手順は、次のとおりです。シード・プロセスにアクセスする手順は、次のとおりです。シード・プロセスにアクセスする手順は、次のとおりです。
1. クライアントから Oracle Workflow Builderを実行します。

2. 「ファイル」メニューから「オープン」を選択します。

3. 「データベース」を選択します。

� 「ユーザー」には、データベースの「FNDNAM」を入力します。

� 「パスワード」には、データベースの「FNDNAM」パスワードを入力します。

� 「接続」には、データベースの別名を指定します。この別名は、クライアントの次
のディレクトリにある tnsnames.oraファイルに入力される必要があります。

ローカル・ドライブ(つまり、"C")のorant¥network¥admin

4. 「項目タイプの表示」ウィンドウで、表示するシードされたプロセスに関連する項目タ
イプを選択します。1つ以上の項目タイプを選択する場合には、コントロール・キーを
押したまま項目タイプを選択します。「表示」を選択してから、「OK」を選択します。

 フォーム機能名の検索フォーム機能名の検索フォーム機能名の検索フォーム機能名の検索
1. Oracle Applicationsにログオンしてから、目的のフォームにナビゲートします。

2. 「ヘルプ」メニューから「Oracle Applicationsについて」を選択します。「フォーム情
報」まで下にスクロールしてから、フォーム名を記録します。

3. 「Implementation System Administration」の職責でOracle Applicationsにログインしてか
ら、「アプリケーション」＞「フォーム」にナビゲートします。「フォーム」ウィンドウ

注意注意注意注意 : Windows 95を使用している場合、前述のディレクトリ構造の
「orant」は「orawin」になります。
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で、記録しておいたフォーム名に対する問合せを「フォーム」フィールドに対して実行し
ます。

4. 問合せが完了したら、「ユーザー・フォーム名」フィールドの値を記録します。

5. 「フォーム」ウィンドウをクローズしてから、「アプリケーション」＞「機能」にナビ
ゲートします。「機能」ウィンドウで、記録しておいた「ユーザー・フォーム名」の値
に対する問合せを「フォーム」フィールドに対して実行します。

6. 「機能」フィールドに戻される値は、プロセス・ナビゲータの処理ステップをフォーム
に関連付ける必要があるフォームの機能名です。
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文書連番文書連番文書連番文書連番

文書連番とは文書連番とは文書連番とは文書連番とは
文書連番とは、Oracle Applications製品が生成する文書に対する一意の採番です。Oracle 
Applicationsを使用しながら取引を開始するには、フォームを介してデータを入力し、文書
（請求書など）を生成します。文書連番は、取引を作成したアプリケーション（たとえば
Oracle Receivables）および生成された元の文書（たとえば請求書番号 1234）を識別する監
査証跡を生成します。

文書連番は、完全性を確保するためのものです。たとえば、文書連番を使用すると、失敗し
た取引も含めてすべての取引を勘定に入れることができます。

文書連番は監査証跡を提供することもできます。たとえば、文書連番は、総勘定元帳から補
助元帳、および最初に科目残高に影響を及ぼした文書（たとえば請求書番号 1234）まで、監
査証跡を提供できます。

文書連番は監査データを生成するので、文書が削除されても、その文書の監査レコードは残
ります。
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文書連番とは
 図図図図 26

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「文書カテゴリの定義」（11-5）

� 「文書採番と文書入力」（11-7）

� 「文書連番の割当」（11-6）

� 「文書連番の定義」（11-3）
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文書連番の定義文書連番の定義文書連番の定義文書連番の定義
連番を定義するには、連番名およびその連番を "所有 "するアプリケーションを選択します。

� 連番は、それを所有するアプリケーションに属するデータベース表に格納されている文
書に採番します。

� 連番用の監査レコードは、アプリケーションの監査表に格納されます。この表の名前
は、アプリケーション短縮名 _DOC_SEQUENCE_AUDITです。たとえば、Oracle 
Payablesが所有する連番用の監査表は、AP_DOC_SEQUENCE_AUDITです。

連番が使用可能になる期間の開始日および終了日を設定できます。開始日のデフォルトは現
在の日付です。終了日のデフォルトは無期限であるため、その連番定義は満了しません。

自動的に文書に連番を採番するのか、それともユーザーが手動で番号を入力するのかを選択
できます。

自動採番、無欠番採番、手動採番自動採番、無欠番採番、手動採番自動採番、無欠番採番、手動採番自動採番、無欠番採番、手動採番
自動採番では、各文書の生成時にそれぞれに一意の番号が割り当てられます。自動採番で
は、作成の日時の順に番号が付けられます。

無欠番採番の場合も各文書について自動的に一意の番号が生成されますが、番号の割当ての
前に、文書が正常に生成されたかどうかを確認する点が異なります。したがって、無欠番採
番では、文書作成の不完全または失敗が原因で連番に欠番を生じることはありません。

手動採番では、ユーザーが、各文書の生成の前にそれぞれに一意の番号を割り当てる必要が
あります。手動採番の場合は、数値の順序および完全性は要求されません。ユーザーは、連
番値を入力するときに、番号を飛ばしたり省略したりできます。

自動採番自動採番自動採番自動採番 - 初期値およびメッセージ表示初期値およびメッセージ表示初期値およびメッセージ表示初期値およびメッセージ表示
連番を定義して文書の自動採番を行う手順は、次のとおりです。

� 連番の初期値を入力します。デフォルトは 1です。

注意注意注意注意 :データベース管理者は、連番を使用する職責（連番を使用して
フォームにアクセスする職責）に関連付けられているすべての Oracle
ユーザー名について、アプリケーションの監査表に対するアクセス権限を
付与する必要があります。

注意注意注意注意 :無欠番採番はシステムのパフォーマンスに影響を及ぼす恐れがある
ので、無欠番採番を使用するのは、それが必須である場合のみにしてくだ
さい。
文書連番 11-3



文書連番の定義
� 文書の生成時に、連番名および連番値（文書番号）をユーザーに知らせるメッセージを
表示するかどうかを選択します。

次に、連番定義の例を 2つ示します。1つは自動採番で、もう 1つは手動採番です。

例 - 自動連番と手動連番

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「文書カテゴリの定義」（11-5）

� 「文書連番とは」（11-1）

「文書連番」フォームの「文書連番」フォームの「文書連番」フォームの「文書連番」フォームの
フィールドフィールドフィールドフィールド 例例例例 1  自動採番による順序自動採番による順序自動採番による順序自動採番による順序 例例例例 2  手動採番による順序手動採番による順序手動採番による順序手動採番による順序

（順序）名称 自動支払 修正

（所有）  アプリケーション ORACLE PAYABLES - 連番によ
り、Oracle Payablesデータベー
ス表に格納済文書に採番できま
す。

ORACLE RECEIVABLES -  連番
により、Oracle Receivablesデー
タベース表に格納されている文
書に採番できます。

有効  - 自 現在日 & 時間   （デフォルト値） OCT-01-94  ユーザーは、1994年
10月 1日まで連番 "修正 "を使
用不可と定義しています。

有効  - 至 フィールドはブランクにします。
連番は永久に有効となります。

DEC-31-94 ユーザーは、連番
「修正」を 1994年 12月 31日よ
り後には有効とならないように
定義しています。

（採番）タイプ 自動 -  一意の番号が、自動的に
連番で生成されます。無欠番採
番 - 文書作成が失敗した場合の
ロールバックのために、番号の
省略や欠落は生じません。

手動 - 取引が完了し、文書が生
成される前に、ユーザーが一意
の番号を入力する必要がありま
す。ユーザーは、番号を飛ばす
あるいは省略することができま
す。

初期値 1   （デフォルト値）  ユーザー
は、独自の初期値（たとえば
5700など）を入力できます。

ただし、採番タイプが「手動」ただし、採番タイプが「手動」ただし、採番タイプが「手動」ただし、採番タイプが「手動」
の場合は、使用できません。の場合は、使用できません。の場合は、使用できません。の場合は、使用できません。

メッセージ YES - 自動採番される文書が作
成される時に、連番名および連
番値（文書番号）を示すメッ
セージが表示されます。

採番タイプが「手動」の場合は、採番タイプが「手動」の場合は、採番タイプが「手動」の場合は、採番タイプが「手動」の場合は、
使用できません。使用できません。使用できません。使用できません。

表表表表 30
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文書カテゴリの定義
文書カテゴリの定義文書カテゴリの定義文書カテゴリの定義文書カテゴリの定義
文書カテゴリは、文書を論理グループに編成します。

� 文書カテゴリ（文書タイプともいう）とは、連番によりどの文書に番号を割り当てるか
を定義するために使用するルールの 1つです。

� 各カテゴリにそれぞれ異なる連番を割り当てることにより、各文書カテゴリごとに別々
に採番することができます。

文書カテゴリは、ユーザーが入力した取引により発生した文書を格納するデータベース表を
識別します。

� カテゴリに連番を割り当てると、その連番により、特定の表に格納されている文書に番
号が付けられます。

カテゴリを使用して、文書をより厳密に類別します。たとえば、売掛 /未収金請求書は、次
のようにいくつかのカテゴリに細分できます。

� チャージバック

� 前受 /預り金

� 保証金

� デビット・メモ

� クレジット・メモ

� 売上請求書

� 顧客サービス請求書

同様に、買掛請求書または購入請求書も、次のようにいくつかのカテゴリに細分できます。

� 標準

� 経費精算書

� 前渡金

� 利息

� クレジット・メモ

� デビット・メモ

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「文書連番とは」（11-1）

� 「文書連番の割当」（11-6）

� 「文書連番の定義」（11-3）
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文書連番の割当
文書連番の割当文書連番の割当文書連番の割当文書連番の割当
文書につける連番を割り当てる前に、どの文書に番号をつけるのかを定義する必要があります。

連番と割当連番と割当連番と割当連番と割当
連番の定義は一連の文書への連番割当とは異なります。

� 連番の定義は、文書の番号を自動的に生成するのか、ユーザーが手動で入力するのかを
決定します。

� 連番の割当、つまり連番が割り当てられる文書は、「連番割当」フォームで定義します。

割り当てられた連番により採番するための文書の定義割り当てられた連番により採番するための文書の定義割り当てられた連番により採番するための文書の定義割り当てられた連番により採番するための文書の定義
特定の連番名に割り当てるための特定の文書を定義する 4つのルールの組合せを指定します。

そうすると、各文書定義に、それぞれ異なる（採番用）連番を割り当てることができます。

次の 4つのルールの組合せは、選択した連番によりどの文書に番号を割り当てるのかを定義
します。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション 採番する文書を生成するアプリケーションを選択します。

たとえば、売上請求書に採番するのであれば、Oracle Receivablesを選択
します。

カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ 文書の論理サブセットを識別する文書カテゴリを選択します。

たとえば、Oracle Receivablesですべての請求書に採番する必要がない場
合には、売上請求書のカテゴリのみに採番することを選択できます。

カテゴリでは、Oracle Applicationを使用して、入力した取引（生成さ
れた文書）を格納する表が識別されます。

文書を定義するために選択できるカテゴリの値は、選択するアプリケー
ションによって異なります。

会計帳簿会計帳簿会計帳簿会計帳簿 採番する文書の影響を受ける業務用の勘定体系を選択します。このルー
ルは、オプションとして、文書フレックスフィールドを介して使用可能
にすることができます。

方法方法方法方法 文書を入力する方法（自動または手動）を選択します。このルールは、
オプションとして、文書フレックスフィールドを介して使用可能にする
ことができます。

外部プログラムなどのコンカレント・プロセスが、Oracle Application
に取引データを入力するように設定されている場合は、自動を選択しま
す。
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文書連番の割当
文書定義への連番の割当文書定義への連番の割当文書定義への連番の割当文書定義への連番の割当
個々の一意の文書定義について、アクティブにできる連番割当はそれぞれ 1つのみです。文
書定義はアプリケーション、カテゴリ、そしてオプションの文書フレックスフィールド・セ
グメントの会計帳簿および方法で構成されます。

アクティブな割当およびアクティブな連番アクティブな割当およびアクティブな連番アクティブな割当およびアクティブな連番アクティブな割当およびアクティブな連番
アクティブな連番割当には転記日の終了日はありません。つまり、このような割当の終了日
が現在日より前になることはありません。

� アクティブな連番割当では、終了日が存在しないか、または終了日が現在日より前の日
付ではありません。

� 連番割当およびその有効期間は、「連番割当」フォームで定義します。

連番定義もアクティブであることが必要です。つまり、連番定義の終了日（その割当の終了
日に対置するものとして）は、現在日より前にはできません。

� 連番定義およびその有効期間は、「文書連番」フォームで定義します。

文書連番を定義するときには、連番の名前を指定します。さらに、次のようにして、その連
番により各文書に採番する方法を定義します。

� 番号を順番に自動生成するか、それともユーザーが手動で入力するのかを選択します。

� 連番内に初期値または最初の番号を入力します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「文書カテゴリの定義」（11-5）

� 「文書採番と文書入力」（11-7）

� 「文書連番とは」（11-1）

� 「文書連番の定義」（11-3）

フォームを使用して手動でアプリケーションに文書を入力する場合は、
手動を選択します。

注意注意注意注意 :文書定義に連番を割り当てるときには、個々のアクティブな連番は
それぞれ 1つのアプリケーションとカテゴリの一意の組合せ（つまりアプ
リケーション表）にしか割り当てることができません。
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文書採番と文書入力
文書採番と文書入力文書採番と文書入力文書採番と文書入力文書採番と文書入力
特定の連番で使用する文書採番のタイプ（自動または手動）と、文書入力の方法（同じく自
動または手動）とを混同しないようにしてください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「文書カテゴリの定義」（11-5）

� 「文書連番とは」（11-1）

� 「文書連番の割当」（11-6）

� 「文書連番の定義」（11-3）

文書連番ウィンドウ文書連番ウィンドウ文書連番ウィンドウ文書連番ウィンドウ
新規の文書連番に名前を付け、その文書連番が各文書に番号を付ける方法を定義します。

文書連番は、Oracle Applications製品が生成した文書（たとえば、Oracle Receivablesで作
成した請求書）に固有の番号を付けます。「連番割当」ウィンドウを使用して、定義した
ルールに合致する文書のみに番号が付けられるように連番を割り当てます。

文書連番によって、ユーザーが作成するすべての文書が必ず認識されるようにできます。参
照 :「「連番割当」ウィンドウ」（11-11）。

文書連番ブロック文書連番ブロック文書連番ブロック文書連番ブロック
文書連番の名前、番号付けスキームのタイプ、有効期日、初期値を定義します。

名前名前名前名前

一度入力した連番名は変更できません。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

連番に関連するアプリケーションは、一度選択すると変更できません。

連番用の監査レコードは、アプリケーションの監査表に格納されます。この表の名前は、ア
プリケーション短縮名 _DOC_SEQUENCE_AUDITです。たとえば、Oracle Payablesが所有
する連番用の監査表は、AP_DOC_SEQUENCE_AUDITです。

有効有効有効有効 :自自自自 /有効有効有効有効 :至至至至

文書連番が有効となる日付と無効となる日付を入力します。「開始日」フィールドにはデ
フォルトで自動的に当日の日付が入ります。連番を定義した後は、開始日を変更できませ
ん。「終了日」フィールドに何も入力しないと、文書連番は永久に有効となります。終了日
を指定して連番を定義した後は、終了日は変更できません。終了日が定義されておらず、連
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文書連番ブロック
番のアクティブな割当もないのであれば、終了日に当日を入力するとその連番を使用禁止に
できます。一度使用禁止にした連番は、再度アクティブにすることはできません。

タイプタイプタイプタイプ

文書に番号を付ける連番タイプは、一度定義すると変更できません。

メッセージメッセージメッセージメッセージ

各文書でユーザーに対して連番名と値（番号）を示すメッセージ（画面の下部のメッセージ
行内）を表示するには、「メッセージ」チェックボックスをチェックします。

このチェックボックスは、自動採番による連番にのみ適用されます。メッセージは表示され
るフォームに示されるのみで、要求のログ・ファイルには記録されません。

連番を定義した後では、メッセージの選択は変更できません。

初期値初期値初期値初期値

連番の中の最初の文書の値を入力します。このフィールドが適用されるのは、自動採番また
は連続採番の文書連番の場合のみです。文書連番の最大値は 1.0e+27です。

このフィールドに何も入力しないと、最初の文書には「1」の値が自動的に割り当てられます。

連番を定義した後では、初期値は変更できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「文書カテゴリ」ウィンドウ」（11-10）

� 「「連番割当」ウィンドウ」（11-11）

自動自動自動自動 作成される個々の文書には、作成の日付と時刻に従って順番に固有の番号が付
けられます。

手動手動手動手動 手動採番では、ユーザーが、各文書の生成の前にそれぞれの番号を割り当てる
必要があります。

番号には一意の値を入力します。ただし、数字の順序や欠番の有無は関係あり
ません。

注意注意注意注意 :「ユーザー対応自動」タイプは現在サポートされていません。今後
Oracle Applicationsのバージョンで考慮される予定です。

警告警告警告警告 :「差異なし」タイプは、特定のローカライゼーションのコンテキス「差異なし」タイプは、特定のローカライゼーションのコンテキス「差異なし」タイプは、特定のローカライゼーションのコンテキス「差異なし」タイプは、特定のローカライゼーションのコンテキス
トでのみ有効です。このタイプはシステムのパフォーマンスに影響を及ぼトでのみ有効です。このタイプはシステムのパフォーマンスに影響を及ぼトでのみ有効です。このタイプはシステムのパフォーマンスに影響を及ぼトでのみ有効です。このタイプはシステムのパフォーマンスに影響を及ぼ
す恐れがあるので、選択する前に海外サポート窓口にご相談ください。す恐れがあるので、選択する前に海外サポート窓口にご相談ください。す恐れがあるので、選択する前に海外サポート窓口にご相談ください。す恐れがあるので、選択する前に海外サポート窓口にご相談ください。
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「文書カテゴリ」ウィンドウ
� 「文書連番とは」（11-1）

「文書カテゴリ」ウィンドウ「文書カテゴリ」ウィンドウ「文書カテゴリ」ウィンドウ「文書カテゴリ」ウィンドウ
文書をいくつかの論理グループに分割して、それぞれに異なった連番を割り当てて番号を付
けるために、文書にカテゴリを定義します。

文書連番は、連番が割り当てられる個々の文書に一意の番号を付けます。

� 「連番割当」フォームを使用して、定義したルールに合致する文書にのみ番号を付ける
連番を割り当てます。

� いずれかのフォームにタイトルとして使用されている文書のカテゴリ、またはタイプ
は、連番がどの文書に番号を割り当てるかを定義するルールの 1つです。

各カテゴリは、ユーザーが生成したトランザクションによって作成された文書を格納するた
めの表を識別します。

� 連番をカテゴリに割り当てると、表に格納されている文書にその文書連番が番号を付け
ます。

文書カテゴリ・ブロック文書カテゴリ・ブロック文書カテゴリ・ブロック文書カテゴリ・ブロック
文書カテゴリに名前を付け、そのカテゴリに表を関連付けます。

このブロックを入力すると、Oracleは自動的に既存の文書カテゴリを問合せます。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

一度カテゴリを定義すると、アプリケーションの選択を変更することはできません。カテゴ
リに割り当てられるのは、選択したアプリケーションに属する表のみです。

コードコードコードコード

カテゴリ・コードはアプリケーションの中で固有である必要があります。カテゴリの定義を
行った後は、コードを変更できません。

名称名称名称名称

名前は必要に応じて変更できます。たとえば、カテゴリ名がすでに定義されていても、それ
を分かりやすい値に変更できます。

摘要摘要摘要摘要

摘要は、必要に応じて変更できます。たとえば、カテゴリの摘要がすでに定義されていて
も、それを分かりやすい値に変更できます。

表名表名表名表名

カテゴリ別に識別する文書の保管用表名を選択します。
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連番割当ブロック
� 順次採番機能は、レポートの完全性をチェックしたり新たにレポートを生成するとき
に、表中のそのカテゴリの文書を検索します。

� 選択できるのは、そのカテゴリに関連するアプリケーションに属する表のみです。

� カテゴリの定義を行った後では、表の選択を変更できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「連番割当」ウィンドウ」（11-11）

� 「文書連番とは」（11-1）

� 「文書連番ウィンドウ」（11-8）

「連番割当」ウィンドウ「連番割当」ウィンドウ「連番割当」ウィンドウ「連番割当」ウィンドウ
文書連番を付ける文書を定義し、この文書連番定義に割り当てます。

文書連番は、Oracle Applications製品が生成した文書（たとえば、Oracle Receivablesで作
成した請求書）に付けられます。

文書は、それを作成するときに使用したアプリケーションおよびカテゴリ（文書が格納され
る表）別に定義されます。文書を定義するためのオプション・ルール（会計帳簿と文書入力
方法）を使用可能にすると、追加のフィールドが表示されます。

文書の定義を入力し、それに順番を付けるほかに、必要に応じて割当ての有効期間を入力で
きます。

前提条件前提条件前提条件前提条件
� 「文書連番」ウィンドウを使用して文書連番を定義します。参照 :「文書連番ウィンド
ウ」（11-8）。

連番割当ブロック連番割当ブロック連番割当ブロック連番割当ブロック
文書を作成したアプリケーションと文書のカテゴリ（文書が格納される表）によって文書を
指定します。文書の定義には、文書が影響を与える会計帳簿および文書を入力するための方
法を含めることができます。

文書定義の入力が終了したら、文書に割り当てる連番を選択し、必要に応じて割当ての有効
期間を入力します。

アプリケーション、カテゴリ、会計帳簿および入力方法の固有の組合せ 1つ 1つに割り当て
ることのできるアクティブな連番は 1つのみです。会計帳簿および入力方法の 2つの基準は
任意で、文書フレックスフィールドに設定されます。
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連番割当ブロック
ただし、アプリケーションとカテゴリが同じであれば、1つの順序、1つの番号付けスキー
ム、初期値をアプリケーション、カテゴリ、会計帳簿および入力方法の複数の組合せに割り
当てることもできます。

割当リージョン割当リージョン割当リージョン割当リージョン
割当ての有効期日は連番の開始日と終了日の間の日付でなくてはならないので、使用可能な
連番のリストは割当てに指定された開始日と終了日によって決まります。

開始日開始日開始日開始日 /終了日終了日終了日終了日

文書の定義への連番割当てが有効となる日付と無効となる日付を入力します。「開始日」
フィールドは、自動的に当日の日付がデフォルト値として入りますが、連番割当てを定義し
た後は開始日の変更はできません。

「終了日」フィールドに何も入力しないと、連番割当ては永久に有効となります。一度終了
日を入力し、連番割当てを定義すると、その終了日は変更できなくなります。

終了日が定義されておらず、連番のアクティブな割当てもないのであれば、当日を終了日と
して入力するとその連番割当てを使用禁止にできます。一度使用禁止にした連番割当ては、
再度アクティブにすることはできません。

連番連番連番連番

文書定義に割り当てる連番を選択します。連番のアプリケーションと文書のアプリケーショ
ンは同一でなければなりません。

一度連番割当てを定義すると、その連番名は変更できなくなります。

連番割当てを使用禁止にしてその文書定義（文書フレックスフィールド組合せ）に新規の連
番を割り当てるには、まず終了日を入力して現行の連番割当てを使用禁止にし、次に新規の
割当てのための新規のレコード（行）を作成します。

文書フレックスフィールド文書フレックスフィールド文書フレックスフィールド文書フレックスフィールド
文書フレックスフィールドにはセグメントがないことも、1つか 2つのセグメントで構成さ
れていることもあります。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション 採番する文書を生成するアプリケーションを選択します。

たとえば、売上請求書に採番する場合は、Oracle Receivablesを選択し
ます。

カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ 文書の論理サブセットを識別する文書カテゴリを選択します。

たとえば、Oracle Receivablesですべての請求書に採番する必要がない
場合には、売上請求書のカテゴリのみに採番することを選択できます。
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連番割当ブロック
一度定義した文書フレックスフィールド定義は変更できません。文書フレックスフィールド
に追加のセグメントを定義することはできません。

参照 : 『Oracle Applicationsフレックスフィールド・ガイド』の「付加フレックスフィール
ド体系の定義」。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「文書カテゴリ」ウィンドウ」（11-10）

� 「文書連番とは」（11-1）

� 「文書連番ウィンドウ」（11-8）

会計帳簿会計帳簿会計帳簿会計帳簿 採番する文書の影響を受ける業務の勘定体系を選択します。

方法方法方法方法 文書を入力する方法を「自動」または「手動」から選択します。

コンカレント・プロセス（たとえば、外部プログラム）により取引データ
を Oracle Applicationに入れ、文書を作成する場合は、「自動」を選択しま
す。

フォームを使用して手動でアプリケーションに文書を入力する場合は、「手
動」を選択します。

注意注意注意注意 :この付加フレックスフィールドを使用可能にするには、「付加フ
レックスフィールド・セグメント」ウィンドウを使用します。アプリケー
ション「Application Object Library」とタイトルの「文書フレックス
フィールド」を選択します。必ずフレックスフィールドを解除してくださ
い。次に「セグメント」ウィンドウに移動してセグメントを使用可能にし
ます。フレックスフィールドを設定したらそのフレックスフィールドを確
定し、新規の定義を保存してコンパイルします。
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連番割当ブロック
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Oracle Application Object Libraryのプ
A

Oracle Application Object Libraryのののの

プロファイル・オプションプロファイル・オプションプロファイル・オプションプロファイル・オプション

Oracle Application Object Libraryのプロファイル・オプのプロファイル・オプのプロファイル・オプのプロファイル・オプ
ションションションション

この項では、Oracle Application Object Libraryの各プロファイル・オプションのリストを示
します。これらのオプションは、Oracle Applicationのすべての製品で使用できます。ここ
では、各プロファイル・オプションごとに、そのプロファイルの設定が Oracle Application 
Object Libraryによってどのように使用されるかを簡単に説明しています。

勘定科目ジェネレータ勘定科目ジェネレータ勘定科目ジェネレータ勘定科目ジェネレータ : デバッグ・モードデバッグ・モードデバッグ・モードデバッグ・モード
このプロファイル・オプションを設定すると、勘定科目ジェネレータ機能の Oracle 
Workflowプロセス・モードが制御されます。このプロファイル・オプションは、パフォー
マンス向上のため、通常は「NO」に設定します。勘定科目ジェネレータの導入状態をテス
トしていて、Oracleワークフロー・モニターを使用して結果を確認している場合は、このプ
ロファイル・オプションを「YES」に設定してください。

このプロファイル・オプションの内部名は、ACCOUNT_GENERATOR:DEBUG_MODEで
す。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションWebエージェントエージェントエージェントエージェント
APPSスキーマのWebServer DADのベース URLを指定します。このプロファイル・オプ
ションは、インストール処理時に、システム管理者が設定します。

独自の URLを入力するには、次の構文を使用します。

http://<WebServer.Machine_Name>/<DAD_name>/

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新することはできません。

このプロファイル・オプションは、全レベルで参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、APPS_WEB_AGENTです。

アプリケーション・ヘルプアプリケーション・ヘルプアプリケーション・ヘルプアプリケーション・ヘルプWebエージェントエージェントエージェントエージェント
アプリケーション・ヘルプWebエージェントはオプションであり、アプリケーション・ヘ
ルプ・システムのWebServer DADのベース URLがアプリケーションWebエージェントの
場合と異なる場合は、そのベース URLを表示します。システム管理者は、このプロファイ
ル・オプションをインストール処理時に設定します。

構文は、アプリケーションWebエージェントの場合と同じです。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新はできません。

このプロファイル・オプションは、全レベルで参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、HELP_WEB_AGENTです。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションWeb認証サーバー認証サーバー認証サーバー認証サーバー
Oracle Self-Service Web Applicationsの認証に使用するWebサーバー。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新することはできません。

このプロファイル・オプションは、サイト・レベルで参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、WEB_AUTHENTICATION_SERVERです。

添付ファイル・ディレクトリ添付ファイル・ディレクトリ添付ファイル・ディレクトリ添付ファイル・ディレクトリ
ファイル・タイプ添付データが格納されているディレクトリ。システム管理者は、このプロ
ファイル・オプションをインストール処理時に設定します。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新することはできません。

このプロファイル・オプションは、全レベルで参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、ATTACHMENT_FILE_DIRECTORYです。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション NO NO

職責 NO NO

ユーザー NO NO

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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自動監査自動監査自動監査自動監査 :有効化有効化有効化有効化
監査証跡のオンまたはオフ（YESまたはNO）を切り替えることができます。デフォルトの
設定はNO（オフ）です。

フォームにデータを入力するか、またはフォーム内のデータを更新すると、表示し使用する
フォームの基礎データベース表が変更されます。

監査証跡では、データベース表内のどの行がいつ更新され、どのユーザーがフォームを使用
してログインしたかが追跡されます。

� いくつかの更新を追跡して、データベース表の変更を文書化するための監査データの証
跡を確立します。

� 監査証跡は、Oracle Application Object Libraryを使用する開発者がフォーム単位で使用
できる機能です。

� 監査証跡をサポートするすべてのフォームを監査セットといいます。

� すべてのフォームが、監査証跡をサポートできるわけではありません。

� 特定のフォームについて監査証跡を使用可能または使用不可にするには、Oracle 
Application Object Libraryのアプリケーション開発者の職責にアクセスする必要があり
ます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

このプロファイル・オプションは、サイト・レベルおよびアプリケーション・レベルで参照
および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は AUDITTRAIL:ACTIVATEです。

BIS/AOL: デバッグ・ログ・ディレクトリデバッグ・ログ・ディレクトリデバッグ・ログ・ディレクトリデバッグ・ログ・ディレクトリ
BISデバッグ・ログ・ファイルのディレクトリ。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および変更できます。

システム管理者は、このプロファイル・オプションをサイト・レベルで参照および更新でき
ます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 NO NO

ユーザー NO NO
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このプロファイル・オプションの内部名は、BIS_DEBUG_LOG_DIRECTORYです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント :有効要求限度有効要求限度有効要求限度有効要求限度
同時に実行できる要求の数を、ユーザーごとに、またはサイトのすべてのユーザーについて
制限できます。限度を指定しなかった場合、制限はありません。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、CONC_REQUEST_LIMITです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント :URLの添付の添付の添付の添付
このオプションを「YES」に設定すると、要求完了通知に URLが添付されます。ユーザー
が要求を発行し、「完了オプションの定義」リージョンに通知対象者を指定すると、要求の
完了時に、指定の全員へ通知が送信されます。このプロファイル・オプションを YESに設定
した場合、通知に URLが付加され、それによって通知対象者は要求の結果をオンラインで
表示できます。

このプロファイル・オプションを更新できるのは、システム管理者のみです。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新することはできません。

このプロァイル・オプションは、どのレベルでも参照できますが、更新できるのは「サイト
レベルのみです。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション NO NO

職責 NO NO

ユーザー NO NO

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES NO

職責 YES NO

ユーザー YES YES
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このプロファイル・オプションの内部名は、CONC_ATTACH_URLです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント : 衝突ドメイン衝突ドメイン衝突ドメイン衝突ドメイン
データに衝突ドメインを指定します。衝突ドメインでは、2つの非互換プログラムの同時実
行ができないデータが識別されます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新することはできません。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は CONC_CD_IDです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント :要求の統計の収集要求の統計の収集要求の統計の収集要求の統計の収集
実行時のコンカレント・プロセスについて統計を収集するには、このプロファイル・オプ
ションを「YES」に設定します。

統計結果を確認するには、「コンカレント・マネージャや要求のデータ等の削除」プログラ
ムを実行して未加工データを処理し、計算済みの統計結果を
FND_CONC_STAT_SUMMARY表に書き込む必要があります。その後、SQL*PLUSを使用
してこの表からデータを取り出すか、または「要求」ウィンドウから「解析」ウィンドウを
使用してレポート単位でデータを取り出すことができます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

このプロファイル・オプションは、どのレベルでも参照できますが、更新できるのは「サイ
ト」レベルのみです。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES NO

職責 YES NO

ユーザー YES NO

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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このプロファイル・オプションの内部名は、CONC_REQUEST_STATです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント : デバッグ・フラグデバッグ・フラグデバッグ・フラグデバッグ・フラグ
オラクル社のサポート担当者は、翻訳マネージャをデバッグするためにこのプロファイル・
オプションにアクセスする場合があります。デバッグ以外の場合は、このプロファイル・オ
プションはNULLに設定してください。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は CONC_DEBUGです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント : コピー用ディレクトリコピー用ディレクトリコピー用ディレクトリコピー用ディレクトリ
出力ファイルの任意選択コピー用ディレクトリ。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES NO

職責 YES NO

ユーザー YES NO

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES
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このプロファイル・オプションの内部名は CONC_OUTPUT_COPY_PATHです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント : 要求の保留要求の保留要求の保留要求の保留
コンカレント要求を発行する場合、それらの要求を自動的に保留状態にできます。

デフォルト値は「NO」です。コンカレント・マネージャは、個々の要求に指定された優先
順位および開始時刻に従って要求を実行します。

この値を変更しても、すでに発行済みの要求には影響はありません。

「YES」は、コンカレント要求およびレポートを自動的に保留状態にすることを意味します。
要求の保留状態を解除する手順は次のとおりです。

� 「要求」ウィンドウにナビゲートして要求を 1つ選択します。

� 「要求管理」タブ付きリージョンを選択します。

� 「保留」チェックボックスをオフにします。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、CONC_HOLDです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント : 複数タイム・ゾーン複数タイム・ゾーン複数タイム・ゾーン複数タイム・ゾーン
「YES」を選択すると、要求発行で使用する「計画開始日」のデフォルト値は 'Sysdate-1'に
設定されます。Sysdate-1に設定すると、クライアント・セッションを実行している時間
ゾーンとは無関係に、発行された要求が即時スケジューリングされます。クライアントの
セッションをコンカレント・マネージャのセッションとは異なる時間ゾーンで実行する場合
は、このプロファイル・オプションを使用してください。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照でき、「サイト」レベルで更新
できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、CONC_MULTI_TZです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント : PMON方法方法方法方法
PMONとは、プロセス・モニターのことを指します。内部コンカレント・マネージャは、
個々のコンカレント・マネージャのプロセスをモニタリングして、各マネージャが実行中で
あるかどうかを検証します。内部コンカレント・マネージャは、次の 2つの方法のいずれか
を使用して、個々のマネージャのプロセスをモニタリングします。

このプロファイル・オプションの設定を変更するには、applsysアカウントから SQLスクリ
プトを実行する必要があります。このスクリプトは afimpmon.sqlというタイトルで、
Application Object Library製品ディレクトリの sqlディレクトリに入っています。たとえば
UNIXでは、パスは $FND_TOP/sql/afimpmon.sqlのようになります。

追加情報追加情報追加情報追加情報 :使用しているオペレーティング・システム用の『Oracle Applicationsインスト
レーション・マニュアル』

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES NO

職責 YES NO

ユーザー YES NO

RDBMS（デフォルト）（デフォルト）（デフォルト）（デフォルト） RDBMSとは、リレーショナル・データベース管理システムの
意味です。内部コンカレント・マネージャは、個々のマネー
ジャが発行した値を保持しているデータベース表を読み取りま
す。あるマネージャが実行を停止すると、そのマネージャの
データベース表の値が変化します。

OS OSとは、オペレーティング・システムのことです。内部コンカ
レント・マネージャは、各マネージャのシステム・プロセス ID
ごとにシグナルをオペレーティング・システムに送り、そのプ
ロセスが完全かどうかを検証します。

注意注意注意注意 : OS手法は、ハードウェア・プラットフォームまたはオペレーティ
ング・システムでこの方法が必須の場合に限り使用してください。
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ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

このプロファイル・オプションは、「システム・プロファイル・オプション」フォームから
は参照も変更もできません。

このプロファイル・オプションの内部名は、CONC_PMON_METHODです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント : レポート・アクセス・レベルレポート・アクセス・レベルレポート・アクセス・レベルレポート・アクセス・レベル
コンカレント・プログラムが生成した出力ファイルおよびログ・ファイルをレポートするた
めのアクセス権限を決定します。このプロファイル・オプションは、システム管理者がユー
ザーまたは職責に設定できます。

「コンカレント : レポート・アクセス・レベル」プロファイル・オプションを「ユーザー」に
設定すると、次の機能が有効になります。

� 要求の完了レポート出力をオンラインで表示できます。

� 要求の診断ログ・ファイルをオンラインで表示できます。（システム管理者もこの権限
を持っています）。

� 「コンカレント : 出力の保存」プロファイル・オプションが「YES」に設定されている場
合は、完了レポートを再印刷できます。

� 職責を変更しても、オンラインで検証できるレポートとログ・ファイルは変化しませ
ん。

「コンカレント : レポート・アクセス・レベル」プロファイル・オプションを「職責」に設定す
ると、アクセスできるレポートおよび診断ログ・ファイルは現行の職責により決定されます。

� 職責を変更すると、オンラインで検証できるレポートとログ・ファイルも、そのユー
ザーの新規の職責に合せて変更されます。個別レポートを発行したユーザーは、常にそ
のレポートの出力とログ・ファイルを表示できますが、現行の職責のユーザーが発行し
たレポートとログ・ファイルを表示することもできます。

注意注意注意注意 :「コンカレント : PMON方法」プロファイル・オプションの設定を
変更するときは、事前にオラクル社カスタマ・サポートにご連絡くださ
い。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト NO NO

アプリケーション NO NO

職責 NO NO

ユーザー NO NO
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ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新はできません。

このプロファイル・オプションは、サイト・レベル、職責レベルおよびユーザー・レベルで
参照および更新することができます。

このプロファイル・オプションの内部名は CONC_REPORT_ACCESS_LEVELです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント : コピーのレポートコピーのレポートコピーのレポートコピーのレポート
個々のコンカレント要求用に印刷する出力の部数を設定できます。デフォルトは 1に設定さ
れます。

� この値を変更しても、すでに発行済みの要求に影響はありません。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は CONC_COPIESです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント : 要求の優先度要求の優先度要求の優先度要求の優先度
コンカレント要求に対するデフォルトの優先順位を表示します。要求の優先順位を変更でき
るのは、システム管理者のみです。

要求は、通常、「発行順に実行」の原則に基づいて、開始時刻に従って実行されます。優先
順位は要求開始時刻よりも優先されます。優先順位の高い要求の方が、開始時刻の早い要求
より先に開始されます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション NO NO

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
Oracle Application Object Libraryのプロファイル・オプション A-11



優先順位の範囲は、1（最高）～ 99（最低）です。標準のデフォルト順位は 50です。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新はできません。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、CONC_PRIORITYです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント : 要求の開始時刻要求の開始時刻要求の開始時刻要求の開始時刻
要求の実行を開始する日付および時刻を設定できます。

� 開始の日付および時刻が現在の日付および時刻と同じかそれ以前の場合、要求はただち
に実行できる状態になります。

� 未来の時刻（例：2002年 6月 12日午後 3時 45分）に要求を開始する場合は、プロファイ
ル・オプション値として 2002/06/12 15:45:00と入力します。

� 日付と時刻の両方を指定する必要があります。

� この値を変更しても、すでに発行済みの要求に影響はありません。

� ユーザーは、要求発行時にこの開始時刻を上書きできます。このプロファイル・オプ
ションをブランクのままにしておくこともできます。その場合、要求を発行すると、開
始時刻を入力するよう要求されます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

注意注意注意注意 :複数言語コンカレント要求機能を使用する場合、この値は必ず標準
形式（YYYY/MM/DD HH24:MI:SS）にする必要があります。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES
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このプロファイル・オプションの内部名は、CONC_REQUEST_STATです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント : 出力の保存出力の保存出力の保存出力の保存
「コンカレント : 出力の保存」プロファイルは、あるコンカレント・プログラムのデフォルト
の動作を、その出力ファイルの保存または削除のどちらに適用するかを指定する場合に使用
します。このプロファイルの対象となるコンカレント・プログラムは、Oracle Applications
のキャラクタ・モード・バージョンで作成されたプログラムと、「出力の保存」に NULL値
に設定されているプログラムのみです。

� 「YES」を選択すると、要求出力が保存されます。

� 一部のコンカレント要求では、出力ファイルは生成されません。

� 要求出力を保存すると、要求を再印刷することができます。これは、要求が「エラー」
ステータスで終了した場合、たとえば、要求は正常に実行されたにもかかわらず、プリ
ンタが誤動作した場合などに役立ちます。

� この値を変更しても、すでに発行済みの要求には影響はありません。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、CONC_SAVE_OUTPUTです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント : 順次要求順次要求順次要求順次要求
要求のプログラムが互に互換の場合、要求を各要求の開始日時に従って一度に 1つずつ（順
次）実行するか、または要求を同時に実行することができます。

� 同じデータベース表に同時にアクセスしたときに各コンカレント・プログラムが取り出
す値が不正確になる場合、それらのプログラムには互換性がありません。

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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� コンカレント・プログラムが互いに互換性がないと定義されている場合は、これらのプ
ログラムは同時に実行できません。

「YES」を指定すると、要求は同時に実行されません。各要求は、発行された順に順次実行さ
れます。

「NO」を指定すると、要求のコンカレント・プログラムに互換性がある場合はそれらの要求
を同時に実行できます。

この値を変更しても、すでに発行済みの要求には影響はありません。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は CONC_SINGLE_THREADです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント :各要求発行後の要求要約の表示各要求発行後の要求要約の表示各要求発行後の要求要約の表示各要求発行後の要求要約の表示
この新規プロファイル・オプションを使用すると、要求を発行するたびに「要求要約」を表
示するか、要求発行画面を保持するかを選択できます。

デフォルトは「YES」です。「YES」を選択すると、要求を発行するたびに「要求要約」画面
が表示されます。

「NO」を選択すると、決定ウィンドウがオープンして、別の要求を発行するかどうかの確認が
求められます。別の要求の発行を選択すると、発行ウィンドウに戻ります。発行ウィンドウは
消去されないので、同じ要求のコピーを一部変更するだけで、簡単に要求を発行できます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES
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このプロファイル・オプションの内部名は CONC_REQ_SUMMARYです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント : 使用可能な使用可能な使用可能な使用可能な TMを待機を待機を待機を待機
クライアントが、別の翻訳マネージャ (TM)に移って試してみる前に、特定の TMが使用可
能になるまで待機する最大秒数を指定できます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、サイト・レベルおよびアプリケーション・レベルで参照
および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、CONC_TOKEN_TIMEOUTです。

コンカレントコンカレントコンカレントコンカレント : URLライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム
このプロファイル・オプションに数値を入力すると、要求出力用の URLが維持される時間
の長さを分単位で指定できます。この指定期間が過ぎると、この URLはシステムから削除
されます。このプロファイル・オプションの対象は、ユーザーが「要求の発行」ウィンドウ
または「要求セットの発行」ウィンドウの通知フィールドに値を入力した要求に対して作成
された URLのみです。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、すべてのレベルで参照および更新できます。

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 NO NO

ユーザー NO NO

注意注意注意注意 :「コンカレント・マネージャや要求のデータ等の削除」プログラム
が実行されると、要求出力の URLは、URLのライフタイム期限が満了し
ていない場合でも、すべて削除されます。
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このプロファイル・オプションの内部名は、CONC_URL_LIFETIMEです。

通貨通貨通貨通貨 : 混合通貨精度混合通貨精度混合通貨精度混合通貨精度
「混合通貨精度」は、複数の異なる通貨を表す数値を表示するときに、小数点以下何桁まで
表示するかを指定するために使用します。

� 通常、通貨を表す数値は右揃えで表示されます。

� 各通貨にはそれぞれ精度値があり、それによって表示される小数点以下の桁数が決まり
ます。米国ドルの場合、精度のデフォルトは 2なので、345.70のように表示されます。

� 「混合通貨精度」は、表示する通貨の最大精度値と同じか、それより大きくなるように
設定してください。

たとえば、米国ドル（精度 =2）、日本円（精度 =0）およびバーレーン・ディナール（精
度 =3）を表示する行についてのレポートを作成する場合は、「混合通貨精度 =3」を設定
します。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、CURRENCY:MIXED_PRECISIONです。

通貨通貨通貨通貨 : 負の書式負の書式負の書式負の書式
通貨の負の数値の識別には、数種類の書式を使用できます。デフォルトの識別子は通貨金額
の前に付くハイフン（-）で、"-xxx"のようになります。次の記号も選択できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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山カッコ< >< xxx >

後書きハイフン-xxx -

カッコ ( ) ( xxx )

大カッコ[ ] [ xxx ]

Oracle Applicationsリリース 11で負の数の書式として "(xxx)"または "[xxx]"を使用すると、
負の数は "<xxx>"と表示されます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、CURRENCY:NEGATIVE_FORMATです。

通貨通貨通貨通貨 : 正の書式正の書式正の書式正の書式
通貨の正の数値の識別には、数種類の書式を使用できます。デフォルトの条件では、特別な
識別子はありません。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

注意注意注意注意 :「通貨 : 負の書式」は通貨表示のみに影響します。通貨以外の負の数
値の前には、ここで選択したオプションとは無関係にハイフンが付きま
す。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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このプロファイル・オプションの内部名は、CURRENCY:POSITIVE_FORMATです。

通貨通貨通貨通貨 : 千単位区切り文字千単位区切り文字千単位区切り文字千単位区切り文字
3桁区切りを使用して、通貨金額を千単位で区切ることができます。たとえば、百万は
1,000,000のように表示されます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、CURRENCY:THOUSANDS_SEPARATORで
す。

データベース・インスタンスデータベース・インスタンスデータベース・インスタンスデータベース・インスタンス
有効な two_task接続文字列を使用すると、デフォルトの two_taskを上書きできます。この
プロファイルは、Oracle Parallel Server専用に設計されています。これにより、それぞれの
職責およびユーザーを、サーバーの特定のノードに接続させることができます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新はできません。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は INSTANCE_PATHです。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
A-18 Oracle Applicationsシステム管理者ガイド



デフォルトの国デフォルトの国デフォルトの国デフォルトの国
これは、すべての所在地ゾーンについての「国」フィールドのデフォルトのソースであり、
フレキシブル所在地書式機能およびフレキシブル銀行体系機能、税金登録番号および納税者
ID検証ルーチンで使用されます。

このプロファイルは、「国および地域の保守」フォームのリストに登録された任意の有効な
国に設定でき、ユーザーごとに異なる値に設定できます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、DEFAULT_COUNTRYです。

フレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールド : 自動スキップ自動スキップ自動スキップ自動スキップ
フレックスフィールドにデータを入力するときのキーストローク数を減らすために、あるセ
グメントに完全な有効値を入力すると即座に次のセグメントに自動的にスキップするように
設定できます。

� 「YES」を指定した場合、セグメントに有効な値を入力すると、自動的に次のセグメント
に移動します。

� 「NO」を指定した場合、セグメントに有効な値を入力した後に次のセグメントに移動す
るには [Tab]を押す必要があります。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

注意注意注意注意 :セグメントの有効値の文字数とセグメントの文字数が一致しない場
合、一部のセグメントでは、次に移動するために [Tab]を使用する必要が
あります。たとえば、5文字までの値が入力可能なフレックスフィールド
のセグメント内でセグメントの有効値が 4文字の場合、自動スキップでは
次のセグメントに移動できません。
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このプロファイル・オプションの内部名は、FLEXFIELDS:AUTOSKIPです。

フレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールド : BiDi方向方向方向方向
このプロファイル・オプションは、セム語で稼動している Oracle Applicationsでのフレック
スフィールド・ウィンドウの外観を制御します。指定できる値には、「左から右へ」および
「右から左へ」があります。特定のインストレーションでこのプロファイル・オプションを
定義していない場合のデフォルト値は、「右から左へ」です。この場合、ウィンドウは通常
の「左から右」の方向に表示され、テキストおよびレイアウトは、セム語環境の「右から
左」の性質に適応して逆方向に表示されます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、FLEXFIELDS:BIDI_DIRECTIONです。

フレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールド : LOV警告限度警告限度警告限度警告限度
「フレックスフィールド : LOV警告限度」は、値リストを取り出すときの効率を高めるため
に使用します。

LOVに大量のデータが格納されている場合、特に縮小基準を指定していないと、LOVの実
行には非常に長い時間がかかることがあります。ユーザーは、リスト全体からの値の取出し
を続行するかどうかを尋ねられる前に、このプロファイル・オプションに戻す対象の行数を
設定します。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、QUICKPICK_ROWS_BEFORE_WARNです。

フレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールド : 付加ウィンドウのオープン付加ウィンドウのオープン付加ウィンドウのオープン付加ウィンドウのオープン
カスタマイズした付加フレックスフィールドにナビゲートしたときに、付加フレックス
フィールド・ウィンドウを自動的にオープンするかどうかを制御できます。

� 「YES」を指定すると、カスタマイズした付加フレックスフィールドにナビゲートしたと
きに、付加フレックスフィールド・ウィンドウが自動的にオープンします。

� 「NO」を指定した場合、カスタマイズした付加フレックスフィールドにナビゲートする
ときには、「編集」メニューから「フィールドの編集フィールドの編集フィールドの編集フィールドの編集」を選択するか、または値リスト
を使用して付加フレックスフィールド・ウィンドウをオープンする必要があリます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、FLEXFIELDS:OPEN_DESCR_WINDOWです。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

注意注意注意注意 :このプロファイル・オプションはフォルダ内の付加フレックス
フィールドには適用されません。
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フレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールド : オープン・キー・ウインドウオープン・キー・ウインドウオープン・キー・ウインドウオープン・キー・ウインドウ
キー・フレックスフィールドにナビゲートしたときに、キー・フレックスフィールド・ウィ
ンドウを自動的にオープンするかどうかを制御できます。

� 「YES」を指定すると、キー・フレックスフィールドにナビゲートしたときに、キー・フ
レックスフィールド・ウィンドウが自動的にオープンします。

� 「NO」を指定した場合、キー・フレックスフィールドにナビゲートするときには、「編
集」メニューから「フィールドの編集フィールドの編集フィールドの編集フィールドの編集」を選択するか、または値リストを使用して
キー・フレックスフィールド・ウィンドウをオープンする必要があリます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、FLEXFIELDS:OPEN_KEY_WINDOWです。

フレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールド : 共有表ロック共有表ロック共有表ロック共有表ロック
このプロファイル・オプションは将来のリリース用に予約されています。このプロファイ
ル・オプションの値は変更しないでください。

このプロファイル・オプションの内部名は、FLEXFIELDS:SHARED_TABLE_LOCKです。

フレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールド : 短縮入力短縮入力短縮入力短縮入力
フレックスフィールドにフレックスフィールド短縮入力が定義されている場合は、略称別名
を使用して、フレックスフィールド内の一部またはすべてのセグメントに値を自動的に入力
できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

使用不可使用不可使用不可使用不可 略称別名が定義されているかどうかに関係なく、そのユーザーは
フレックスフィールドに「短縮入力」を使用できません。

新規入力のみ新規入力のみ新規入力のみ新規入力のみ 「短縮入力」は、ほとんどの外部キー・フォームで新しいレコー
ドの入力に使用できます。組合せフォーム、既存レコードの更新
または問合せの入力には使用できません。
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ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、FLEXFIELDS:SHORTHAND_ENTRYです。

フレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールド : 全体値の表示全体値の表示全体値の表示全体値の表示
ある別名が、フレックスフィールド内のすべてのセグメントについての有効な値を定義して
おり、「フレックスフィールド : 短縮入力」が使用可能になっている場合は、その別名を入力
したときにフレックスフィールド・ウィンドウは表示されません。

「YES」を選択すると、カーソルが最終セグメントにある状態でフレックスフィールド・ウィ
ンドウが全画面表示されます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、FLEXFIELDS:SHOW_FULL_VALUEです。

問合せおよび新規入力問合せおよび新規入力問合せおよび新規入力問合せおよび新規入力 「短縮入力」は、新しいレコードの入力または問合せの入力に使
用できます。既存のレコードの更新には使用できません。

全入力全入力全入力全入力 「短縮入力」は、新しいレコードの入力または古いレコードの更
新に使用できます。問合せの入力には使用できません。

常に常に常に常に 「短縮入力」は、略称別名が定義されているフレックスフィール
ドの挿入、更新、問合せに使用できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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フレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールドフレックスフィールド : サーバー上で検証サーバー上で検証サーバー上で検証サーバー上で検証
キー・フレックスフィールドのサーバー側 PL/SQLフレックスフィールド検証を使用可能に
するには、このプロファイル・オプションを「YES」に設定します。これを設定すると、入
力されたセグメント組合せの検証に必要なネットワーク上の通信量が減少するため、広域
ネットワーク上でキー・フレックスフィールドを使用するときのパフォーマンスが改善され
ます。

ただし、クライアント側の検証を使った方が検証のパフォーマンスがよい場合があります。
その場合は、このプロファイル・オプションを「NO」に設定します。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、FLEXFIELDS:VALIDATE_ON_SERVERです。

FND: デバッグ・ログ・ファイル名デバッグ・ログ・ファイル名デバッグ・ログ・ファイル名デバッグ・ログ・ファイル名
ログ /トレース・サービスで使用するデバッグ・メッセージを収録しているファイルのファ
イル名。このプロファイル・オプションの値が NULLの場合、ログ /トレース・サービス
はオフになります。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、AFLOG_FILENAMEです。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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FND: デバッグ・ログ・レベルデバッグ・ログ・レベルデバッグ・ログ・レベルデバッグ・ログ・レベル
ログ /トレース・サービスでは、デバッグ・メッセージのフィルタ処理がその優先順位レベ
ルに応じて実行されます。デバッグ /トレース・サービスには、5つのレベルがあります。
優先順位の高い方から順に、エラー、例外、イベント、プロシージャおよび文です。デバッ
グ・ログ・レベルは、ユーザーがメッセージを参照する場合の最低レベルです。指定できる
プロファイル・オプションの値は、NULL（オフの意味）および前述の 5つの優先順位レベ
ルです。たとえば、「FND: デバッグ・ログ・レベル」プロファイルを「イベント」に設定す
ると、ファイルには、プログラマが「イベント」、「例外」または「エラー」というマークを
付けたメッセージが書き込まれます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、AFLOG_LEVELです。

FND: デバッグ・ログ・モジュールデバッグ・ログ・モジュールデバッグ・ログ・モジュールデバッグ・ログ・モジュール
ログ /トレース・サービスでは、デバッグ・メッセージのフィルタ処理がそのモジュールに
応じて実行されます。モジュール名は、すべてのアプリケーションおよびコーディング言語
に対して一意です。このプロファイル・オプションにあるモジュールを指定すると、そのモ
ジュールに対するメッセージのみがログ・ファイルに書き込まれます。このプロファイル・
オプションを空白にしておくと、すべてのモジュールに対するメッセージがログ・ファイル
に書き込まれます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、AFLOG_MODULEです。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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FND: リソース・コンシューマ・グループリソース・コンシューマ・グループリソース・コンシューマ・グループリソース・コンシューマ・グループ
リソース・コンシューマ・グループは、Oracle8i Database Resource Managerで使用し、
データベース・ユーザー間およびアプリケーション間で CPUリソースの割振りを行う機能
です。各フォーム・セッションは、リソース・コンシューマ・グループに割り当てられま
す。システム管理者は、各ユーザーに、すべてのユーザー・フォーム・セッションおよび翻
訳のリソース・コンシューマ・グループを割り当てることができます。ある処理にリソー
ス・コンシューマ・グループが存在しない場合、そのシステムにはデフォルトのグループで
ある Default_Consumer_Groupが使用されます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新はできません。

このプロファイル・オプションの内部名は、FND_RESOURCE_CONSUMER_GROUPです。

FND: ディレクトリ上書ディレクトリ上書ディレクトリ上書ディレクトリ上書
「FND: ディレクトリ上書」プロファイル・オプションは、Work Directory機能で使用しま
す。「FND: ディレクトリ上書」の値は、自分の代替ファイルが書き込まれているディレクト
リにしてください。通常、このプロファイル・オプションは、「ユーザー」レベルのみに設
定します。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、APPLWRKです。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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フォルダフォルダフォルダフォルダ : カスタマイズの許可カスタマイズの許可カスタマイズの許可カスタマイズの許可
システム管理者は、ユーザーがフォルダ・ブロック内でフォルダ定義レイアウトを作成また
はカスタマイズできるかどうかを制御します。

� 「YES」を指定すると、フォルダ定義の作成またはカスタマイズができます。つまり、
「フォルダ」メニュー全体がフォルダ・ブロック内で使用可能になります。

� 「NO」を指定した場合は、フォルダ・ブロック内で既存のフォルダ定義のオープンのみ
ができます。つまり、「フォルダ」メニューの「オープン」オプションのみが使用可能
になります。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新はできません。

このプロファイル・オプションの内部名は、FLEXVIEW:CUSTOMIZATIONです。

ゲートウェイ・ユーザーゲートウェイ・ユーザーゲートウェイ・ユーザーゲートウェイ・ユーザー ID
ゲートウェイ・アカウントに対する Oracleログイン。これは、環境変数 GWYUIDと同じで
す。たとえば、applsyspub/pubなどです。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新することはできません。

このプロファイル・オプションは、すべてのレベルから参照できますが、サイト・レベルで
のみ更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、GWYUIDです。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト NO NO

アプリケーション NO NO

職責 NO NO

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES NO

職責 YES NO

ユーザー YES NO
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ヘルプ・ローカライゼーション・コードヘルプ・ローカライゼーション・コードヘルプ・ローカライゼーション・コードヘルプ・ローカライゼーション・コード
システム管理者がこのプロファイル・オプションを設定すると、ローカライズ済みのコンテ
キスト依存ヘルプ・ファイルが優先されます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新はできません。

このプロファイル・オプションは、すべてのレベルで参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は HELP_LOCALIZATION_CODEです。

ヘルプ・ツリー・ルートヘルプ・ツリー・ルートヘルプ・ツリー・ルートヘルプ・ツリー・ルート
このプロファイル・オプションを設定すると、コンテキスト依存ヘルプが起動したときに、
ナビゲーション・フレームに表示されるツリーが決まります。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新はできません。

このプロファイル・オプションは、すべてのレベルで参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、HELP_TREE_ROOTです。

診断メニュー・エントリを隠す診断メニュー・エントリを隠す診断メニュー・エントリを隠す診断メニュー・エントリを隠す
このプロファイル・オプションを設定すると、ユーザーが「ヘルプ」メニューから「診断」
メニュー項目にアクセスできるかどうかが設定されます。YESに設定すると、「診断」メ
ニュー項目は非表示になります。NOに設定すると、「診断」メニュー項目は表示されます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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このプロファイル・オプションは、すべてのレベルで参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、FND_HIDE_DIAGNOSTICSです。

ICX: Discovererランチャ、フォーム・ランチャおよびレポート・ランランチャ、フォーム・ランチャおよびレポート・ランランチャ、フォーム・ランチャおよびレポート・ランランチャ、フォーム・ランチャおよびレポート・ラン
チャチャチャチャ
これらのプロファイル・オプションは、Oracle Self Service Web Applicationsの個別ホー
ム・ページで使用します。

これらの各プロファイル・オプションのサイト・レベルの値を、各アプリケーションを起動
するベース URLに設定します。このプロファイル・オプションの値は、アプリケーション
の起動に十分な値にしてください。ただし、個別のホーム・ページで提供される場合がある
追加パラメータは指定しないでください。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新はできません。

このプロファイル・オプションは、すべてのレベルで参照および更新できます。

これらのプロファイル・オプションの内部名は、ICX_DISCOVERER_LAUNCHER、
ICX_FORMS_LAUNCHERおよび ICX_REPORT_LAUNCHERです。

添付の指示添付の指示添付の指示添付の指示
このプロファイル・オプションを使用すると、レコードを問い合せるときの添付の指示を
（パフォーマンスを考慮して）オフにできます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、ATCHMT_SET_INDICATORです。

初期化初期化初期化初期化 SQL文文文文 - カスタムカスタムカスタムカスタム
このプロファイル・オプションを使用すると、データベース・セッションの起動時に実行さ
れるサイト固有の初期化コード（最適化プログラムの設定値など）を追加できます。このプ
ロファイル・オプションの値は、必ず有効な SQL文である必要があります。

システム管理者は、このプロファイル・オプションを任意のレベルに設定できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、FND_INIT_SQLです。

初期化初期化初期化初期化 SQL文文文文 - Oracle
このプロファイル・オプションは、アプリケーション固有のコードを追加する場合に使用し
ます。値は、各データベース・セッションの起動時に実行される有効な SQL文（または、
複数の文の場合は PL/SQLブロック）です。

このプロファイル・オプションの値は、シード・データとして送られ、更新することはでき
ません。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

注意注意注意注意 :このプロファイル・オプションの値は変更しないでください。カス
タム初期化コードを追加する場合は、「初期化 SQL文 - カスタム」を使用
してください。
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このプロファイル・オプションは、アプリケーション・レベルのみで設定します。この初期
化コードの実行対象は、該当のアプリケーションが所有する職責のみです。

このプロファイル・オプションの内部名は、FND_APPS_INIT_SQLです。

最大ページ長最大ページ長最大ページ長最大ページ長
レポートのページ当り行数の最大値を指定します。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、MAX_PAGE_LENGTHです。

MO: 営業単位営業単位営業単位営業単位
職責でログオンする営業単位を決定します。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、職責レベルでのみ参照および更新できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES NO

アプリケーション YES NO

職責 YES NO

ユーザー YES NO

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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このプロファイル・オプションの内部名は、ORG_IDです。

従業員従業員従業員従業員 : インストール済インストール済インストール済インストール済
「従業員 : インストール済」が使用可能になっている場合、システム管理者は、アプリケー
ションのユーザー名およびパスワードを従業員名にリンクすることができます。

� 「個人」フィールドは、「アプリケーション・ユーザーの定義」フォーム（¥業務業務業務業務セキュセキュセキュセキュ
リティリティリティリティユーザーユーザーユーザーユーザー）で使用できます。

Oracle Purchasingはこの機能を使用して、部門の従業員を Oracle Applicationsユーザーに
関連付けます。

このプロファイル・オプションはインストレーション・プロセスで使用可能になります。
「従業員 : インストール済」の値は変更できません。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

このプロファイル・オプションはサイト・レベルで参照できますが、更新はできません。

このプロファイル・オプションの内部名は、PER_EMPLOYEE:INSTALLEDです。

プリンタプリンタプリンタプリンタ
レポートを印刷するプリンタを選択できます。プリンタを選択できない場合は、システム管
理者に連絡してください。プリンタは、Oracle Applicationsに登録しておく必要がありま
す。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト NO NO

アプリケーション NO NO

職責 YES YES

ユーザー NO NO

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES NO

アプリケーション NO NO

職責 NO NO

ユーザー NO NO
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このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、PRINTERです。

RRA: 一時ファイルの削除一時ファイルの削除一時ファイルの削除一時ファイルの削除
カスタム・エディタを使用してコンカレント出力ファイルまたはログ・ファイルを表示する
場合、Report Review Agentによりクライアント上にファイルの一時コピーが作成されます。
ユーザーが Oracle Applicationsを終了するときにそれらのファイルを自動的に削除するに
は、このプロファイルを「YES」に設定します。

このプロファイル・オプションを更新できるのは、システム管理者のみです。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、FS_DELETEです。

RRA: 使用可能使用可能使用可能使用可能
Report Review Agentを使用してコンカレント・プロセスノード上のファイルにアクセスす
るには、このユーザー・プロファイルを「YES」に設定します。

このプロファイル・オプションを更新できるのは、システム管理者のみです。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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このプロファイル・オプションの内部名は、FS_ENABLEDです。

RRA: サービス・プレフィクスサービス・プレフィクスサービス・プレフィクスサービス・プレフィクス
この新規プロファイル・オプションを使用すると、Report Review Agentに割り当てられて
いるデフォルトのサービス名プレフィクス (FNDFS_)を上書きできます。新しいプレフィク
スを Report Review Agentに割り当てると、Applicationsの共有実行ファイルのインスタン
スを複数所有する必要はなくなります。

このオプションで有効な値は 9文字以下で、英数字とアンダースコアのみ使用します。デ
フォルト値の「FNDFS_」のように、入力する値の最後の文字にアンダースコアを使用する
ことをお薦めします。

ユーザー・レベルでは、このプロファイル・オプションを参照も更新もできません。

このプロファイル・オプションを参照および更新できるのは、サイト・レベルのみです。

このプロファイル・オプションの内部名は FS_SVC_PREFIXです。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション NO NO

職責 NO NO

ユーザー NO NO

注意注意注意注意 :リリース 4.0より前のバージョンの GLDIでは、「RRA: サービス・
プレフィクス」プロファイルはサポートされません。したがって、プロ
ファイル・オプションに入力した値にかかわらず、デフォルトのプレフィ
クス「FNDFS_」が使用されます。このため、アプリケーションの実行
ファイルに GLDIがアクセスできるようにするには、1つ以上の Report 
Review Agentsでデフォルトのプレフィクスを使用し続ける必要がありま
す。
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RRA: 最大転送サイズ最大転送サイズ最大転送サイズ最大転送サイズ
Report Review Agentが転送するファイルの最大許容サイズをバイト数で指定します。これ
らのファイルには、ユーザーが Oracle Applicationsレポート・ファイル・ビューアの「コ
ピー・ファイル ...」メニュー・オプションを使用してダウンロードするファイル、およびカ
スタム・エディタにより自動的にダウンロードされる "一時 "ファイルも含まれます。たと
えば、サイズを 64Kに設定する場合には 65536を入力します。このプロファイルが NULL
の場合、サイズ制限はありません。

このプロファイル・オプションを更新できるのは、システム管理者のみです。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、FS_MAX_TRANSです。

セキュリティ・グループ使用可能セキュリティ・グループ使用可能セキュリティ・グループ使用可能セキュリティ・グループ使用可能
HRMSセキュリティをインプリメントしている場合は、このプロファイル・オプションを
「YES」に設定します。それ以外の場合には、このプロファイル・オプションは「NO」に設
定します。セキュリティ・グループ機能を使用できるのは、HRMSセキュリティのみです。

このプロファイル・オプションを更新できるのは、システム管理者のみです。

このプロファイル・オプションの内部名は、ENABLE_SECURITY_GROUPSです。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

User Yes Yes

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 NO NO

ユーザー NO NO
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順次採番順次採番順次採番順次採番
「順次採番」により、Oracle会計管理製品のフォームで作成した文書に番号が割り当てられ
ます。たとえば、請求書を作成するフォームでは、各請求書に順次番号が付けられます。

順次採番は、文書が転記されたか、または文書が消失したかをチェックする手段となりま
す。アプリケーション内のすべてのフォームが、順次採番のサポート用に選択できるとは限
りません。

「順次採番」には、次のプロファイル・オプション設定値があります。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新はできません。

このプロファイル・オプションは、サイト・レベル、アプリケーション・レベルおよび職責
レベルで参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、UNIQUE:SEQ_NUMBERSです。

セッションセッションセッションセッション ID
この実行時プロファイル・オプションには、作成された最後のデータベースのセッション
ID番号が入っています。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新はできません。

このプロファイル・オプションは、「システム・プロファイル・オプション」フォームから
は参照も変更もできません。

常に使用常に使用常に使用常に使用 文書に順序が存在しない場合には、文書を入力できません。

未使用未使用未使用未使用 常に文書を入力できます。

一部使用一部使用一部使用一部使用 順序が存在しない場合、警告が表示されますが、文書の入力はできます。

注意注意注意注意 :会計帳簿ごとに順次採番の管理が必要な場合は、'職責 'レベルを使
用してください。その必要がない場合は、'サイト 'レベルまたは 'アプリ
ケーション 'レベルのどちらかを使用してこのオプションを設定すること
をお薦めします。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー NO NO
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このプロファイル・オプションの内部名は、DB_SESSION_IDです。

サインオンサインオンサインオンサインオン : 監査レベル監査レベル監査レベル監査レベル
「サインオン : 監査レベル」を使用すると、Oracle Applicationsにサインオンするユーザーを
どのレベルで監査するかを選択できます。機能が増える順に、「なし」、「ユーザー」、「職責」
および「フォーム」の 4つの監査レベルがあります。

「なし」はデフォルト値であり、Oracle Applicationsへサインオンしたどのユーザーも監査
しないことを意味します。

「ユーザー」レベルの監査では、次のことが追跡されます。

� どのユーザーがシステムへサインオンしたか

� ユーザーがログオンおよびログオフした時刻

� 使用中の端末

「職責」レベルの監査では、「ユーザー」レベルの監査機能が実行され、かつ次のことも追跡
されます。

� ユーザーが選択する職責

� ユーザーが各職責を使用した時間

「フォーム」レベルの監査では、「職責」レベルの監査機能が実行され、かつ次のことも追跡
されます。

� ユーザーが選択するフォーム

� ユーザーが各フォームを使用した時間

� すべてのレベルで参照および更新を実行できるシステム管理者

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト NO NO

アプリケーション NO NO

職責 NO NO

ユーザー NO NO
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このプロファイル・オプションの内部名は、SIGNONAUDIT:LEVELです。

サインオンサインオンサインオンサインオン : 通知通知通知通知
「YES」を選択すると、ログイン時に次のことを示すメッセージが表示されます。

� 前回のセッション以降に失敗したコンカレント要求の有無

� 自分のユーザー名と不正なパスワードを使用して他人が Oracle Applicationsにログオン
しようとした回数

� 自分のユーザー・プロファイル内で識別されているデフォルト・プリンタが登録解除さ
れるか未指定になった時点

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、SIGNONAUDIT:NOTIFYです。

他人にわかりにくいサインオン・パスワード他人にわかりにくいサインオン・パスワード他人にわかりにくいサインオン・パスワード他人にわかりにくいサインオン・パスワード
「他人にわかりにくいサインオン・パスワード」プロファイル・オプションは、他人にわか
りにくいパスワードを選択するためのルールを設定します。パスワードは、次のルールに
従っている場合に他人にわかりにくいとみなされます。

� 最低でも 1個の文字と、1個の数字を持つパスワード。

� ユーザー名を含まないパスワード。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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� 文字の繰り返しを含まないパスワード。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新はできません。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも表示および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は SIGNON_PASSWORD_HARD_TO_GUESSで
す。

サインオン・パスワード長サインオン・パスワード長サインオン・パスワード長サインオン・パスワード長
「サインオン・パスワード長」には、アプリケーションのサインオン・パスワードの長さの最
小値を設定します。値を入力しないと、デフォルトにより最小値として 5が設定されます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新することはできません。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は SIGNON_PASSWORD_LENGTHです。

サイト名サイト名サイト名サイト名
「サイト名」は、Oracle Applicationsのインストレーションを識別します。インストレー
ション・プロセスでは、これは「サイト名の指定なし」に設定されます。

インストレーションの後で、「サイト名」の値を指定してください。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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「サイト名」は、MDIウィンドウのタイトルに表示されます。インストール時にタイトルに
たとえば、"テスト "や "製品 "などの追加情報が表示されるようにする場合は、ここで情報
を追加できます。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

このプロファイル・オプションは、ユーザー・レベルで参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、SITENAMEです。

ソケット・リスナー有効化ソケット・リスナー有効化ソケット・リスナー有効化ソケット・リスナー有効化
このプロファイル・オプションは、FormsClient Controller（ソケット・リスナー）がサイン
オン・フォームで起動したかどうかを示すフラグです。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新することはできません。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、SOCKET_LISTENER_ACTIVATEDです。

ストアドプロシージャ・ログディレクトリストアドプロシージャ・ログディレクトリストアドプロシージャ・ログディレクトリストアドプロシージャ・ログディレクトリ
ログディレクトリを指定すると、Oracle 7.3で使用したストアドプロシージャを使用してロ
グファイルの生成および保存ができます。また、このログディレクトリは、データベースの
init.oraファイルで設定する必要もあります。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション NO NO

職責 NO NO

ユーザー NO NO

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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たとえば、「ストアド・プロシージャ・ログ・ディレクトリ」が /rladev/rla/1.1/logで「ス
トアド・プロシージャ出力ディレクトリ」が /rladev/rla/1.1/outの場合には、（前述のの
ディレクトリに書き込むストアド・プロシージャが保存されているデータベースの）init.ora
ファイルに次のとおり入力してください。

UTL_FILE_DIR = /rladev/rla/1.1/log,
 /rladev/rla/1.1/out

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

このプロファイル・オプションは、ユーザー・レベルで参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、UTL_FILE_LOGです。

ストアドプロシージャ出力ディレクトリストアドプロシージャ出力ディレクトリストアドプロシージャ出力ディレクトリストアドプロシージャ出力ディレクトリ
出力ディレクトリを指定すると、Oracle 7.3で使用したストアドプロシージャを使用して出
力ファイルの生成および保存ができます。また、この出力ディレクトリをデータベースの
init.oraファイルで設定する必要もあります。

たとえば、「ストアドプロシージャ・ログディレクトリ」が /rladev/rla/1.1/logで「ストア
ドプロシージャ出力ディレクトリ」が /rladev/rla/1.1/outの場合は、これらののディレク
トリに書き込むストアドプロシージャが格納されているデータベースの init.oraファイルに
次のとおり入力してください。

UTL_FILE_DIR = /rladev/rla/1.1/log,
 /rladev/rla/1.1/out

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

このプロファイル・オプションは、サイト・レベルで参照および更新できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション NO NO

職責 NO NO

ユーザー NO NO

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション NO NO
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このプロファイル・オプションの内部名は、UTL_FILE_OUTです。

TCF: HOST
「TCF:PORT」プロファイルとこのプロファイルを組み合わせて設定すると、TCF Serverの
ネットワーク位置が明確になります。TCF Serverでは、いくつかの関連サーバー・ロジック
を実行してデータベースへアクセスできるようにすると、Oracle Applicationsの UIの様々
な部分がサポートされます。

ほとんどの構成では、これらのプロファイルは、TCF Serverが起動すると同時に、TCF 
Serverの管理ユーティリティである 'ServerControl'によって設定されます。ServerControl
を使用すると、これらの 2つのプロファイル（TCF:HOST、TCF:PORT）はサイト・レベル
で設定されます。

特に複雑な環境の場合は、異なるユーザーを別々の TCF Serversに割り当てる方が妥当な場
合があります。このためには、これらのプロファイルを設定して、「アプリケーション」レ
ベルで値を識別します。TCF Serverの構成オプションの詳細は、インストール後のインスト
ラクションを参照してください。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照できますが、更新できるのは
サイト・レベルとアプリケーション・レベルのみです。

このプロファイル・オプションの内部名は TCF:HOSTです。

参照 :「TCF Serverの管理」

TCF: PORT
「TCF:HOST」プロファイルとこのプロファイルを組み合わせて設定すると、TCF Serverの
ネットワーク位置が明確になります。TCF Serverでは、いくつかの関連サーバー・ロジック
を実行してデータベースへアクセスできるようにすると、Oracle Applicationsの UIの様々
な部分がサポートされます。

職責 NO NO

ユーザー NO NO

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES NO

ユーザー YES NO
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ほとんどの構成では、これらのプロファイルは、TCF Serverが起動すると同時に、TCF 
Serverの管理ユーティリティである 'ServerControl'によって設定されます。ServerControl
を使用すると、これらの 2つのプロファイル（TCF:HOST、TCF:PORT）はサイト・レベル
で設定されます。

特に複雑な環境の場合は、異なるユーザーを別々の TCF Serversに割り当てる方が妥当な場
合があります。このためには、これらのプロファイルを設定して、「アプリケーション」レ
ベルで値を識別します。TCF Serverの構成オプションの詳細は、「Oracle Applicationsのイ
ンストール」を参照してください。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新することはできません。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照できますが、更新できるのは
サイト・レベルとアプリケーション・レベルのみです。

このプロファイル・オプションの内部名は TCF:PORTです。

参照 :「TCF Serverの管理」

2タスクタスクタスクタスク
データベースに対する TWO_TASK。このプロファイルを「ゲートウェイ・ユーザー ID」プ
ロファイルと一緒に使用すると、Web Server用の動的 URLの作成に使用する接続文字列を
設定できます。この文字列はデータベースの SQL*NET別名に設定してください。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照できますが、更新することはできません。

このプロファイル・オプションは、どのレベルでも参照できますが、更新できるのはサイ
ト・レベルのみです。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES NO

ユーザー YES NO

注意注意注意注意 : TWO_TASKは、WebServerが稼動しているノード上で有効である
必要があります。
Oracle Application Object Libraryのプロファイル・オプション A-43



このプロファイル・オプションの内部名は、TWO_TASKです。

ユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティ : 診断診断診断診断
「ユーティリティー : 診断」では、ユーザーが診断機能を自動的に使用できるかどうかが設定
されます。「ユーティリティー : 診断」を YESに設定すると、ユーザーはこれらの機能を自
動的に使用できます。「ユーティリティー : 診断」を NOに設定すると、ユーザーは診断機
能を使用する場合に APPSスキーマのパスワードを入力する必要があります。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

このプロファイル・オプションは、すべてのレベルで参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、DIAGNOSTICSです。

ユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティ : SQLトレーストレーストレーストレース
SQLトレースファイルをそれぞれのコンカレント・プログラムについて生成できるようにな
りました。プロファイル「ユーティリティ : SQLトレース」を YESに設定することにより、
ユーザー・レベルで追跡を実行できます。このプロファイルをユーザーに対して有効化でき
るのは、システム管理者のみです。したがって、このプロファイルが誤って有効化されるこ
とがなく、しかもディスク使用状況をモニターできます。

SQLトレースの詳細は、『Oracle 8i SQLリファレンス』マニュアルを参照してください。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照することも更新することもできません。

このプロファイル・オプションは、全レベルで参照および更新できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES NO

職責 YES NO

ユーザー YES NO

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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ビューアビューアビューアビューア : HTML、、、、PCL、、、、PDF、ポストスクリプトおよびテキスト・ア、ポストスクリプトおよびテキスト・ア、ポストスクリプトおよびテキスト・ア、ポストスクリプトおよびテキスト・ア
プリケーション用プリケーション用プリケーション用プリケーション用
これらのプロファイル・オプションを設定すると、ユーザーが指定の出力フォーマットでレ
ポートを表示するのに使用するアプリケーションが決まります。たとえば、テキスト・レ
ポートをMicrosoft Wordで表示するには、「ビューア : テキスト・アプリケーション用」を
'application/word'に設定できます。

有効な値は、システム管理者にが「ビューア・オプション」フォームで定義します。

ユーザーは、これらのプロファイル・オプションを参照および更新できます。

これらのプロファイル・オプションの内部名は、FS_MIME_HTML、FS_MIME_PCL、
FS_MIME_PDF、FS_MIME_PSおよび FS_MIME_TEXTです。

ビューアビューアビューアビューア : デフォルト・フォント・サイズデフォルト・フォント・サイズデフォルト・フォント・サイズデフォルト・フォント・サイズ
この新規プロファイル・オプションを使用すると、Report Viewerにレポート出力を表示す
るときのデフォルトのフォント・サイズを設定できます。

このオプションに有効な値は 6、8、10、12、14です。

ユーザーは、このプロファイル・オプションを参照および更新できます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能
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このプロファイル・オプションの内部名は FNDCPVWR_FONT_SIZEです。

ビューアビューアビューアビューア : テキストテキストテキストテキスト
「ビューア : テキスト」プロファイル・オプションを設定すると、デフォルトの Report 
Viewerを使用することなく、レポート出力を直接ブラウザ・ウィンドウに送ることができま
す。このプロファイル・オプションに「ブラウザ」と入力すると、この機能を利用できます。

ユーザーは、この「ビューア : テキスト」プロファイル・オプションを参照および更新でき
ます。

このプロファイル・オプションは、4つのどのレベルでも参照および更新できます。

このプロファイル・オプションの内部名は、EDITOR_CHARです。

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES

レベルレベルレベルレベル 可視可視可視可視 更新可能更新可能更新可能更新可能

サイト YES YES

アプリケーション YES YES

職責 YES YES

ユーザー YES YES
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登録済みアラートの
B

登録済みアラートの使用登録済みアラートの使用登録済みアラートの使用登録済みアラートの使用

Oracle Alertの概要の概要の概要の概要
Oracle Alertは、例外管理の方法として完成されたものです。

Oracle Alertは、データベースにおける重大なアクティビティをすぐに表示します。そのた
め、重要または異常な業務イベントが発生したとき、事態をすぐに把握できます。Oracle 
Alertを使用すると、部門およびその構成員のパフォーマンスをリアルタイムで計測できる
ため、障害が発生しそうな点に注意を集中することができます。定常的なトランザクション
は Oracle Alertで自動化できるため、貴重な時間を重要度の高い作業に振り分けることがで
きます。しかも、Oracle Alertではこれがすべてオンラインで処理されるため、山積みの書
類と格闘する必要がありません。

Oracle Alertは望ましい方法で業務情報をモニターするために必要なフレキシビリティを提
供します。

基本的な業務上のニーズ基本的な業務上のニーズ基本的な業務上のニーズ基本的な業務上のニーズ
Oracle Alertは、次のように業務上の基本的ニーズを満たす機能を提供します。

� 例外条件が発生すると通知します。

� 監視する例外条件および通知頻度を指定できます。

� 共通のアプリケーション、つまり電子メールを通じてアラート・メッセージを送信して
例外条件を通知します。

� アラート・メッセージに対する応答に基づき、指定の処理を実行します。

� 定義されたスケジュールに従って、データベースの定常的作業を自動的に実行します。

� 使用中の電子メール・システムと完全に統合できます。
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Oracle Alertのランタイム機能のランタイム機能のランタイム機能のランタイム機能
完全な Oracle Alert製品のライセンス・コピーを持っていない場合でも、Oracle 
Applications製品パッケージに組み込まれている登録済みアラートを使用することにより、
主要な Oracle Alert機能から得られる利点を利用することができます。

すべての Oracle Applications製品のパッケージには、Oracle Alertのランタイム・バージョ
ンが含まれています。このランタイム・バージョンでは Oracle Alertウィンドウがすべて使
用できますが、各ウィンドウ内の全機能が使用できるわけではありません。Oracle Alertの
ランタイム・バージョンでは、製品のパッケージにあらかじめ登録されているアラートのみ
を実行できます。新しいアラートの作成はできません。

アラート定義アラート定義アラート定義アラート定義

アラートアラートアラートアラート
データベース内で特定の例外条件をチェックするメカニズム。アラートは、それに含まれてい
る SQL SELECT文に特徴があります。SQL SELECT文は、どのデータベース例外を識別する
か、およびその例外についてどのような出力を生成するかをアプリケーションに伝えます。

たとえば、100万円を超える発注にフラグを立てるアラートを定義し、そのアラートで、発
注を要求した個人の名前、およびその上司であるマネージャの名前が出力されるように定義
できます。登録済みアラートはすべて、Oracle Alertの「アラート」ウィンドウに一覧表示
されます。

イベント・アラートイベント・アラートイベント・アラートイベント・アラート
イベント・アラートは、データベース内での特定の例外または変更の発生をモニターしま
す。Oracle Applicationsのウィンドウを使用して情報を追加または更新すると、データベー
スで例外が発生します。イベント・アラートは、指定の SQL SELECT文に基づいて、デー
タベースに発生する例外をモニターします。

定期アラート定期アラート定期アラート定期アラート
定期アラートは、定義された計画に従って、重要な情報を定期的に通知します。定期アラー
トは、イベント・アラートのようにデータベース内の即時例外イベントを通知するのでな
く、SQL SELECT文に指定された特定のデータベース情報を計画された間隔で走査します。

アラート処理アラート処理アラート処理アラート処理
アラート処理とは、ユーザーのアラートで実行させる処理です。アラート処理は、アラート
からの出力に依存するように設定できます。アラート処理は、次の 3つのカテゴリのいずれ
かに入ります。

� 詳細処理 --データベース内で検出された 1つの例外を表す処理
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� 要約処理 --データベース内で検出された複数の例外を表す処理

� 例外なし処理 --データベース内で例外がまったく検出されなかったことを表す処理

処理には、メール IDへの電子メール・メッセージの送信、Oracle Applicationsプログラム
の実行、オペレーティング・システムのプログラムやスクリプトの実行またはデータベース
内の情報を修正するための SQLスクリプトの実行を組み込むことができます。

1つのアラートには複数の処理を指定することが可能で、処理にはアラートの出力を取り込
むことができます。たとえば、ある例外が発生したときに、特定のアラートでマネージャに
メッセージを送信し、同時に Oracle Applicationsプログラムを実行するように設定できま
す。

処理セット処理セット処理セット処理セット
処理セットは、特定のアラートについて使用できる一連のアラート処理です。処理セットに
組み込む各処理には、順序番号を割り当てて、処理の実行順序を指定できます。登録済みア
ラートの中には、複数の処理セットがあるものもあります。各処理セットにも順序番号を割
り当てることができ、それを使用して各処理セットの実行順序を指定できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Alertの DBAアラート」（B-8）

� 「Oracle Alertのメール削除アラート」（B-13）

� 「Oracle Alertの削除アラート」（B-12）

� 「Oracle Alertの事前コード化アラート」（B-7）

� 「事前定義済アラート」（B-3）

� 「登録済みアラートのカスタマイズ」（B-5）

事前定義済アラート事前定義済アラート事前定義済アラート事前定義済アラート
次の 2種類の登録済みアラートがあります。

� イベント・アラートイベント・アラートイベント・アラートイベント・アラート --たとえば、Oracle Purchasing用の「受入通知」アラートは、品目
が受け入れられ「受入れ」ウィンドウに入力されると、メール・メッセージによりリク
エスタに通知されます。

� 定期アラート定期アラート定期アラート定期アラート --たとえば、Oracle Material Planning用の「超過消費予測」アラートは、
消費予測の超過を毎日チェックし、「予測入力」ウィンドウに表示されている現行予測
量がマイナスになると、メール・メッセージを送信します。

提案提案提案提案 :ご使用の Oracle Applications製品のパッケージに含まれている登録済みアラートのリ
ストについては、その製品のリファレンス・ガイドを参照してください。
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登録済みアラートの使用登録済みアラートの使用登録済みアラートの使用登録済みアラートの使用
登録済みアラートは、初期状態では使用禁止になっています。使用するには、アラートを使
用可能にする必要があります。登録済みアラートを表示または使用するには、Oracle 
Applicationsの起動時に「Oracleアラート・マネージャ」職責を選択します。「アラート・
マネージャ」職責では、Oracle Alertメニューにアクセスすることができます。

登録済みアラートを使用可能にするか編集するには、「アラート」ウィンドウにナビゲート
します。Oracle Applications製品用の登録済みアラートを表示するには、ご使用の Oracle 
Applicationsの製品名を「アプリケーション」フィールドに指定して、問合せを実行しま
す。

「名前」フィールドに、登録済みアラートの名前が表示されます。「タイプ」フィールドに
は、アラートがイベント・アラートと定期アラートのどちらであるかが表示されます。

「使用可」チェックボックスをチェックすることによって、アラートを実行可能にすること
ができます。「終了日」を入力して、このアラートを実行する最終日を指定することもでき
ます。

「アラート詳細」ウィンドウをオープンするには、「アラート詳細」ボタンを選択します。使
用可能なインストレーションを表示するには、「アラート・インストレーション」タブ付
リージョンを選択します。

アラートの実行対象となるアプリケーション・インストレーションの Oracle IDを入力しま
す。選択できるのは、アラートを所有しているアプリケーションに関連付けられた Oracle 
IDのみです。「使用可」チェックボックスをオフにすることによって、Oracle IDを一時的
に使用禁止にすることができます。

「処理」ウィンドウをオープンするには、「処理」ボタンを選択します。Oracle Alertは、ア
ラートについて定義された処理を自動的に表示します。

「処理タイプ」が「詳細」になっている場合は、「処理」ウィンドウで「処理詳細」ボタンを
選択すると、その処理についての詳細が表示されます。

アラート処理は、「メッセージ詳細」ゾーンの「宛先」フィールドに表示されているメール
ID宛てにアラート処理メッセージを送信します。メール IDの書式が (Nameはアラートに
より定義されている出力 )であれば、このフィールドを修正する必要はありません。しかし、
「宛先」フィールドのメール IDが上記の形式でない場合、またはこのフィールドに値が表示
されていない場合は、アラート処理メッセージを受け取るユーザーのメール IDを入力する
必要があります。このウィンドウの内容を修正したら、作業結果を保存してください。

「Oracle Alertオプション」ウィンドウにナビゲートします。登録済みアラートと統合する電
子メールを指定するには、このウィンドウを使用します。

「アラート」ウィンドウで「処理セット」ボタンを選択して、「処理セット」ウィンドウにナ
ビゲートします。Oracle Alertは、アラートについて定義された処理のセットを自動的に表
示します。
B-4 Oracle Applicationsシステム管理者ガイド



使用する各処理セットについて、「使用可」チェックボックスをオンにします。「終了日」
フィールドに日付を入力して、このアラート処理セットを使用可能にしておく最終日を指定
することもできます。

さらに、「処理セット・メンバー」ブロックで、その処理セット内で使用する各処理セット・
メンバーごとに「使用可」チェックボックスをチェックします。

「終了日」を入力して、このアラート処理セット・メンバーを使用可能にしておく最終日を
指定することもできます。終了するときは、作業結果を保存してください。

これで、登録済みアラートはいつでも使用できる状態になりました。

登録済みアラートのカスタマイズ登録済みアラートのカスタマイズ登録済みアラートのカスタマイズ登録済みアラートのカスタマイズ
次の方法で、業務要件に合わせて登録済みアラートをカスタマイズできます。

電子メールの統合電子メールの統合電子メールの統合電子メールの統合
Oracle Alertは、Oracle Officeと完全に統合でき、Oracle Officeを使用してユーザーに電子
メールを送信することができます。Oracle Officeは他の電子メール・システムへのゲート
ウェイを備えているので、他の電子メール・システムのユーザーへも同様にOracle Alertか
らメッセージを送信できます。Oracle Alertは、UNIXメール・システム、VMSメール・シ
ステムまたはカスタム・メール・システムを使用してユーザーに電子メールを送信できます。

登録済みアラートとともに使用する電子メール・アプリケーションを指定するには、「Oracle 
Alertオプション」ウィンドウをオープンし、「メール・システム」タブ付リージョンを使用
します。「名前」に電子メール・アプリケーションの名前を入力し、「コマンド」にメール・
アプリケーションを起動するために使用するオペレーティング・システム・コマンドを入力
し、メール・プログラムに渡すパラメータがある場合はそれを「パラメータ」に入力します。

Oracle Officeを使用する場合は、オペレーティング・システム・コマンドを指定する必要は
ありません。メール・アプリケーションについての情報を入力したら、「使用中」チェック
ボックスをオンにし、その後で作業結果を保存してください。一時点で使用可能にできる
メール・アプリケーションは 1つのみです。

標準アラート・メッセージ・テキスト標準アラート・メッセージ・テキスト標準アラート・メッセージ・テキスト標準アラート・メッセージ・テキスト
すべてのアラート・メッセージ処理に表示されるメッセージのヘッダーおよびフッターのテ
キストをカスタマイズできます。「Oracle Alertオプション」ウィンドウの「メッセージ要
素」タブ付リージョンにナビゲートすると、4つのメッセージ要素が自動的に表示されます。
各要素は、すべてのアラート・メール・メッセージに表示される特定タイプのメッセージ・
テキストを表します。

Oracle Alertのランタイム・バージョンの場合は、編集する必要があるのは「メッセージ処
理ヘッダー」要素および「メッセージ処理フッター」要素のみです。表示されるテキストを
カスタマイズするだけで、各アラート・メッセージの始めと終わりのテキストを変更できま
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す。テキストをブランクにして、アラート・メッセージに標準テキストが何も表示されない
ようにすることもできます。このウィンドウで変更を行った場合は、必ず作業結果を保存し
てください。

アラート頻度アラート頻度アラート頻度アラート頻度
登録済みの各定期アラートを実行する頻度を計画することができます。一部のアラートは毎
日チェックし、一部は月に一度のみ、その他は明示的に要求したときにのみチェックできる
ようにすることができます。重大な例外条件を毎日、または必要なら 1日に 2回以上監視す
るように設定できるフレキシビリティがあります。また、重要度の低い例外条件はスケ
ジュール頻度を低くして、たとえば月に一度に設定することもできます。

登録済みアラートの頻度を変更するには、「アラート」ウィンドウにナビゲートします。問
合せを実行して修正する登録済みの定期アラートを表示し、その定期アラートの「頻度」を
変更します。

アラート履歴アラート履歴アラート履歴アラート履歴
Oracle Alertは、特定のアラートについて例外および処理の履歴を記録することができます。
アラートについて記録する履歴の日数を変更するには、「アラート」ウィンドウを使用しま
す。そして、「記録日数」フィールドの値を、記録する履歴の日数に変更してください。

重複の抑制重複の抑制重複の抑制重複の抑制
同じアラート例外について Oracle Alertが同じメッセージを繰り返し送信しないようにする
には、重複メッセージの抑止を選択できます。Oracle Alertは、同じアラートについて重複
する例外条件を検出すると、そのアラートの処理セット・メンバーの再実行を中止します。

このオプションを指定するには、「アラート」ウィンドウの「処理セット」ブロックの「重
複の抑止」チェックボックスを使用します。「重複の抑止」チェックボックスのデフォルト
は「チェックなし」です。「重複の抑止」チェックボックスをオンにする場合は、アラート
履歴を記録する日数が、アラートのチェックの間隔日数より最低 1日は長くなるように注意
してください。Oracle Alertは、例外が重複しているかどうかを判別するのに履歴情報を使
用します。

メッセージ処理メッセージ処理メッセージ処理メッセージ処理
登録済みアラートにメッセージ処理が含まれている場合は、そのメッセージ処理の特定の局
面をカスタマイズすることができます。「アラート」ウィンドウで「処理」ボタンを選択す
ることにより、「処理」ブロックにナビゲートしてください。このブロックで、カスタマイ
ズするメッセージ処理が表示されている行にカーソルを移動し、「処理詳細」ボタンを押す
と、そのメッセージ処理についての「処理詳細」ウィンドウがオープンされます。メッセー
ジ処理の次の機能を修正することができます。

� 受信人リスト --「リスト」、「宛先」、「Cc」、「Bcc」または「ユーザー印刷」の各フィー
ルドのメール IDを追加または削除することができます。Nameの形式で表示されてい
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るメール IDは修正しないでください。これは、アラート出力により定義されるメール
IDを表しています。

� プリンタ --Oracle Alertでメッセージを送信する宛先プリンタの名前を修正することが
できます。

� テキスト --アラート・メッセージで送信するボイラープレート・テキストを修正するこ
とができます。テキストのボディ中に使用されているアラート出力 (Name形式のもの )
は編集しないでください。要約メッセージの場合は、その要約メッセージ内の開始テキ
ストおよび終了テキストのみを編集します。修正を完了したら、作業結果を保存してく
ださい。

要約しきい値要約しきい値要約しきい値要約しきい値
登録済みアラートは、詳細処理、要約処理、例外なし処理という 3つの処理タイプのうち 1
つを使用します。例外なし処理は、アラートについて例外がまったく検出されない場合に
Oracle Alertが定義済み処理を実行するという点で、単純明快です。

しかし、Oracle Alertは、詳細処理または要約処理を実行する時点をどのようにして認識す
るのでしょうか。Oracle Alertは、検出したすべての例外について、その例外の数に関係な
く詳細処理を実行したり、あるいは特定の一連の例外について要約処理を実行することがで
きます。たとえば、アラートにより検出される各例外について個別のメール・メッセージを
受け取るようにもできるし、同じアラートにより検出されたすべての例外を要約して示す単
一のメッセージを受け取るようにもできます。

「アラート」ウィンドウの「処理セット」ブロックの「メンバー」タブ付リージョンで「要
約しきい値」を設定することにより、Oracle Alertが例外をいくつ検出した時点で詳細処理
から要約処理に切り替えるかを指定できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Alertの DBAアラート」（B-8）

� 「Oracle Alertのメール削除アラート」（B-13）

� 「Oracle Alertのランタイム機能」（B-2）

� 「Oracle Alertの概要」（B-1）

� 「Oracle Alertの削除アラート」（B-12）

� 「Oracle Alertの事前コード化アラート」（B-7）

Oracle Alertの事前コード化アラートの事前コード化アラートの事前コード化アラートの事前コード化アラート
Oracle Alertインストレーションには、データベースおよび Oracle Alertの使用中に生成し
たデータの管理に役立つように設計されたカスタム・アラートが含まれています。Oracle 
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Alertには、システムの使用可能な表領域およびディスク領域、割当に関する問題を系統立
ててモニターするための 8つのアラートがあるため、データベース管理者の作業効率が上が
りデータベースのパフォーマンスも向上します。

時には、古いコンカレント要求、アラート・チェックおよび処理セット・チェックをデータ
ベースから削除することが必要になる場合があります。Oracle Alertは、古いファイルを定
期的に削除して貴重な表領域を解放し、データベースのパフォーマンスを向上させるための
2つのアラートを提供します。また、Oracle Alertには、古いメッセージが入った電子メー
ル・フォルダを消去し、送信メール・アカウントおよび応答メール・アカウントを管理しや
すいサイズに維持するためのアラートもあります。

ここでは、この 11のアラートの概要を説明し、各アラートを使用してシステム・パフォー
マンスを向上させるためのヒントを示します。

用語用語用語用語
事前コード化アラートについての説明を読む前に、用語集に記載されている次の用語の意味
を理解しておいてください。

� 定期アラート

� 例外

� 処理

� 詳細処理

� 要約処理

� 例外なし処理

� 入力

Oracle Alertのののの DBAアラートアラートアラートアラート
Oracle Alertの DBAアラートは、データベースの管理に役立つアラートで、次の事項を定期
的に通知します。

� 次のエクステントが割当不可能な表および索引

� 表領域の割当制限に達しかけているユーザー

� 十分な空き領域がない表領域

� サイズを超過したかまたは断片化した表および索引

� 最大エクステント数に達しかけている表および索引
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カスタマイズ可能なアラート頻度カスタマイズ可能なアラート頻度カスタマイズ可能なアラート頻度カスタマイズ可能なアラート頻度
Oracle Alertの DBAアラートは定期アラートです。したがって、データベースをチェックす
る頻度を指定できます。データベースのニーズに応じて、日に 1回または週に 1回、月に 1
回の実行を設定してください。

要約メッセージおよび例外なしメッセージ要約メッセージおよび例外なしメッセージ要約メッセージおよび例外なしメッセージ要約メッセージおよび例外なしメッセージ
Oracle Alertは、DBAアラートに指定されている例外を検出すると、検出された例外すべて
を要約したメッセージをデータベース管理者に送信します。例外をまったく検出しなかった
場合は、例外が検出されなかったことを示すメッセージを送信します。つまり、データベー
スのステータスが変化しない場合でも、Oracle Alertからステータスの通知が送られてくる
ことになります。

カスタマイズ可能なアラート入力カスタマイズ可能なアラート入力カスタマイズ可能なアラート入力カスタマイズ可能なアラート入力
入力により、DBAアラートをカスタマイズできます。アラートのターゲットにする Oracle
ユーザー名または表、索引を指定することができ、Oracle Alertの検索対象とするエクステ
ント数のしきい値、最大エクステント数およびブロック数を指定することができます。ま
た、入力値は、処理セット・レベルで定義できるため、異なるユーザー名、表および索引を
ターゲットとする複数の処理セットを作成できます。処理セットは必要に応じていくつでも
作成できます。

複数のデータベース・インスタンスのサポート複数のデータベース・インスタンスのサポート複数のデータベース・インスタンスのサポート複数のデータベース・インスタンスのサポート
Oracle Applicationsの DBAアプリケーションは Oracle Alertの DBAアラートを所有しま
す。したがって、Oracle Alertは、Oracle Alertのデータベースの外部にあるインスタンスも
含めて、ユーザー作成の各データベース・インスタンスについて DBAアラートを実行しま
す。

Applications DBAアラートの説明アラートの説明アラートの説明アラートの説明
各 DBAアラートのカスタマイズ可能な頻度および入力について、次に説明します。

次のエクステントが割当不可能な表次のエクステントが割当不可能な表次のエクステントが割当不可能な表次のエクステントが割当不可能な表
このアラートは、次のエクステントが最大空きエクステントより大きくなる表を検索します。

次のエクステントが割当不可能な索引次のエクステントが割当不可能な索引次のエクステントが割当不可能な索引次のエクステントが割当不可能な索引
このアラートは、次のエクステントが最大空きエクステントより大きくなる索引を検索します。

頻度頻度頻度頻度 N日ごと

入力入力入力入力 表名、ORACLEユーザー名
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表領域の割当制限に近いユーザー表領域の割当制限に近いユーザー表領域の割当制限に近いユーザー表領域の割当制限に近いユーザー
このアラートは、表領域の割当制限にまもなく達してしまうユーザーを検出します。

十分な空き領域がない表領域十分な空き領域がない表領域十分な空き領域がない表領域十分な空き領域がない表領域
このアラートは、指定された最小量の空き領域がない表領域を検索します。

サイズ超過または断片化した索引サイズ超過または断片化した索引サイズ超過または断片化した索引サイズ超過または断片化した索引
このアラートは、指定のブロック数またはエクステント数を超えた索引を検出します。

頻度頻度頻度頻度 N日ごと

入力入力入力入力 索引名、ORACLEユーザー名

頻度頻度頻度頻度 N日ごと

入力入力入力入力 ORACLEユーザー名

表領域名

残りの最小空き領域（%）のチェック

最大使用可能領域（%）のチェック

残りの最小空き領域合計（バイト数）

最大使用可能領域（%）のチェック

頻度頻度頻度頻度 N日ごと

入力入力入力入力 表領域名

残りの合計空き領域のチェック

使用可能エクステントの最大サイズのチェック

使用可能エクステントの最大サイズ（バイト数）

残りの最小空き領域合計（バイト数）

頻度頻度頻度頻度 N日ごと

入力入力入力入力 索引名

入力入力入力入力 ORACLEユーザー名

最大ブロック数のチェック

最大エクステント数のチェック
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サイズ超過または断片化した表サイズ超過または断片化した表サイズ超過または断片化した表サイズ超過または断片化した表
このアラートは、指定のブロック数またはエクステント数を超えた表を検出します。

最大エクステント数に近い表最大エクステント数に近い表最大エクステント数に近い表最大エクステント数に近い表
このアラートは、最大エクステント数に指定されたエクステント数以内にある表および索引
を検索します。

最大エクステント数に近い索引最大エクステント数に近い索引最大エクステント数に近い索引最大エクステント数に近い索引
このアラートは、最大エクステント数に指定されたエクステント数以内にある表および索引
を検索します。

最大ブロック数

最大エクステント数

頻度頻度頻度頻度 N日ごと

入力入力入力入力 表名

ORACLEユーザー名

最大ブロック数のチェック

最大エクステント数のチェック

最大ブロック数

最大エクステント数

頻度頻度頻度頻度 N日ごと

入力入力入力入力 表名

ORACLEユーザー名

残りの最小エクステント数

頻度頻度頻度頻度 N日ごと

入力入力入力入力 索引名

ORACLEユーザー名

残りの最小エクステント数
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Oracle Alertの削除アラートの削除アラートの削除アラートの削除アラート
Oracle Alert事前コード化アラートの中の 2つは、Oracle Alertの使用時に生成するデータの
管理に役立つように設計されています。Oracle Alertの使用時に、次のことができます。

� 指定日数以上を経過した古いコンカレント要求を自動的に削除します。

� 指定日数を経過した古いアラート・チェックおよび処理セット・チェックを自動的に消
去します。

カスタマイズ可能なアラート頻度カスタマイズ可能なアラート頻度カスタマイズ可能なアラート頻度カスタマイズ可能なアラート頻度
削除アラートの実行計画はユーザーが決定できます。Oracle Alertは、定義された計画に基
づいてコンカレント・マネージャに削除アラートを発行し、古いコンカレント要求をすべて
削除します。

カスタマイズ可能なアラート入力カスタマイズ可能なアラート入力カスタマイズ可能なアラート入力カスタマイズ可能なアラート入力
入力によりアラートをカスタマイズできます。削除アラートのターゲットにするアプリケー
ションおよびコンカレント・プログラムを指定し、データが不要になる、つまり「古い」状
態になる時期を決定してください。入力値は処理セット・レベルで定義するので、異なるア
プリケーションおよび異なるコンカレント・プログラムをターゲットにして複数の処理セッ
トを作成することができます。処理セットは必要に応じていくつでも作成できるので、シス
テムへの不要なファイルの蓄積が解消されます。

Oracle Alertの削除アラートの説明の削除アラートの説明の削除アラートの説明の削除アラートの説明
各削除アラートのカスタマイズ可能な頻度および入力について、次に説明します。

アラート・チェックおよび処理セット・チェックの削除アラート・チェックおよび処理セット・チェックの削除アラート・チェックおよび処理セット・チェックの削除アラート・チェックおよび処理セット・チェックの削除
このアラートは、指定日数を経過した古いアラート・チェックおよび処理セット・チェック
を検索し、それを削除する SQL文スクリプトを実行します。

アラート・タイプアラート・タイプアラート・タイプアラート・タイプ 定期

周期性周期性周期性周期性 N日ごと

入力入力入力入力 アプリケーション名、アラート・チェック以降の日数

注意注意注意注意 :オープン中の応答のある応答処理アラートについては、Oracle Alert
はアラート・チェックも処理セット・チェックも削除しません。
B-12 Oracle Applicationsシステム管理者ガイド



コンカレント要求の削除コンカレント要求の削除コンカレント要求の削除コンカレント要求の削除
このアラートは、指定日数を経過した古いコンカレント要求およびそのログ・ファイルと出
力ファイルを検索し、それを削除するコンカレント・プログラムを実行します。コンカレン
ト・プログラム名を入力する場合は、プログラム名（FND_CONCURRENT_REQUESTS表
の USER_CONCURRENT_PROGRAM_NAME列にある名前）を使用する必要があります。
「要求」ウィンドウに表示されるコンカレント・プログラム名に付随したオプション記述は
使用しないでください。

Oracle Alertのメール削除アラートのメール削除アラートのメール削除アラートのメール削除アラート
Oracle Alertの事前コード化アラートの 1つは、Oracle Officeフォルダを管理可能なサイズ
に保つために役立つように設計されています。特に、応答処理を使用している場合、応答ア
カウントに古いメッセージが蓄積するのは望ましい状態ではありません。Oracle Alertの使
用時に、次のことができます。

� 定義した Oracle Alertの Oracle Officeアカウントから古くなったメール・メッセージを
自動的に削除します。

� 古いメッセージを消去するためのOracle OfficeアカウントおよびOracle Officeフォルダ
を指定します。

� 削除するメッセージを判別します。

カスタマイズ可能なアラート頻度カスタマイズ可能なアラート頻度カスタマイズ可能なアラート頻度カスタマイズ可能なアラート頻度
アラートの実行計画はユーザーが決定できます。Oracle Alertは、定義された計画に基づい
てコンカレント・マネージャにメール削除警告を発行します。

カスタマイズ可能なアラート入力カスタマイズ可能なアラート入力カスタマイズ可能なアラート入力カスタマイズ可能なアラート入力
入力を使用して、削除する Oracle Officeアカウント、メール・フォルダおよびメッセージを
Oracle Alertに指示します。入力値は処理セット・レベルで定義するので、異なるメール・

アラート・タイプアラート・タイプアラート・タイプアラート・タイプ 定期

周期性周期性周期性周期性 N日ごと

入力入力入力入力 アプリケーション名

コンカレント・プログラム名

コンカレント要求をコンカレント・マネージャに発行した
後の経過日数

オペレーティング・システム・オペレーティング・システム・オペレーティング・システム・オペレーティング・システム・
プログラムプログラムプログラムプログラム

ログ・ファイル、出力ファイルおよび各コンカレント要求
の対応レコードを削除します。

引数引数引数引数 コンカレント要求 ID
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アカウントおよび異なるメール・フォルダをターゲットにして複数の処理セットを作成でき
ます。処理セットは、メール・アカウントを最新の状態に保つために必要に応じていくつで
も作成できます。

Oracle Alertのメール削除アラートの説明のメール削除アラートの説明のメール削除アラートの説明のメール削除アラートの説明
メール削除アラートのカスタマイズ可能な頻度および入力について、次に説明します。

Oracle Officeメッセージの削除メッセージの削除メッセージの削除メッセージの削除

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「Oracle Alertのランタイム機能」（B-2）

� 「Oracle Alertの概要」（B-1）

� 「事前定義済アラート」（B-3）

� 「登録済みアラートのカスタマイズ」（B-5）

頻度頻度頻度頻度 週次

入力入力入力入力 有効日数

フォルダ

Oracle Officeアカウント
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ロー
C

ローダーローダーローダーローダー

一般ローダー一般ローダー一般ローダー一般ローダー
一般ローダー（FNDLOAD）は、Oracle Applicationsデータをデータベースとテキスト・
ファイル形式間で移動できるコンカレント・プログラムです。このローダーでは、構成ファ
イルが読み込まれ、アクセスするデータが決定されます。特定の構成ファイルの情報につい
ては、製品グループの『オープン・インタフェース・ガイド』を参照してください。

概要概要概要概要
一般ローダーでは、アプリケーション・エンティティからデータを編集可能かつ移植性のあ
るテキスト・ファイルにダウンロードできます。このファイルは、他のデータベースへアッ
プロードし、データをコピーできます。データベース・ストアおよびファイル書式間の変換
は、ローダーによって読み込まれる構成ファイルにより指定されます。情報のフローは次の
とおりです。

警告警告警告警告 : Oracle Applicationsにより提供されるローダー・ファイルのみを使により提供されるローダー・ファイルのみを使により提供されるローダー・ファイルのみを使により提供されるローダー・ファイルのみを使
用してください。用してください。用してください。用してください。Oracle Applicationsにより提供されたファイル以外のにより提供されたファイル以外のにより提供されたファイル以外のにより提供されたファイル以外の
ものを使用したり、提供されたスクリプトを変更すると、データベースがものを使用したり、提供されたスクリプトを変更すると、データベースがものを使用したり、提供されたスクリプトを変更すると、データベースがものを使用したり、提供されたスクリプトを変更すると、データベースが
破損する危険があります。破損する危険があります。破損する危険があります。破損する危険があります。Oracleでは、カスタム・ローダー・ファイルまでは、カスタム・ローダー・ファイルまでは、カスタム・ローダー・ファイルまでは、カスタム・ローダー・ファイルま
たは変更されたたは変更されたたは変更されたたは変更されたOracle Applicationsローダー・ファイルはサポートしまローダー・ファイルはサポートしまローダー・ファイルはサポートしまローダー・ファイルはサポートしま
せん。せん。せん。せん。
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このローダーは、ダウンロードまたはアップロードの 2つのモードのいずれかで作動しま
す。ダウンロード・モードの場合、データは、データベースからテキスト・ファイルにダウ
ンロードされます。アップロード・モードの場合、データはテキスト・ファイルからデータ
ベースにアップロードされます。

このローダーによってサポートされるデータ構造は、マスター /ディテールの関係および外
部キー参照の関係が含まれます。

ダウンロードおよびアップロード時、関連するデータの構造は、構成ファイルによって説明
されます。構成ファイルでは、データの構造とデータをデータベースへ、またはデータベー
スからコピーする際に使用されるアクセス方式が説明されます。同じ構成ファイルがアップ
ロードおよびダウンロードの両方で使用される場合があります。

ダウンロードの際、一般ローダーでは、データ・ファイルという補助ファイルが作成されま
す。このファイルには、ダウンロード用に選択された構造化データが含まれます。データ・
ファイルには、ダウンロードされるデータを表す標準構文があります。アップロードの際、
一般ローダーでは、データ・ファイルが読み込まれ、アップロードするデータが取得されま
す。多くの場合、データ・ファイルは、事前のダウンロードにより生成されます。ただし、
別のソースから生成される場合もあります。データ・ファイルは、対応する使用可能な構成
ファイルがない場合には、解析できません。

テキスト・ファイルへのデータベース情報のダウンロードテキスト・ファイルへのデータベース情報のダウンロードテキスト・ファイルへのデータベース情報のダウンロードテキスト・ファイルへのデータベース情報のダウンロード
テキスト・ファイルは人が判読可能で移植性があり、任意のエディタを使用して検査および
修正ができます。テキスト・ファイルに書き出されたレコードを識別するには、一般に開発
者キーが使用されます。たとえば、「プロファイル」構成ファイルにあるレコードの識別に
は PROFILE_OPTION_IDではなく PROFILE_OPTION_NAMEが使用されます。

テキスト・ファイル内情報のデータベースへのアップロード（マージ）テキスト・ファイル内情報のデータベースへのアップロード（マージ）テキスト・ファイル内情報のデータベースへのアップロード（マージ）テキスト・ファイル内情報のデータベースへのアップロード（マージ）
データベース内の行がすでに正しい場合には、その行は変更されません。行が存在し、異な
る属性を持つ場合、その行は更新されます。行が存在していない場合は、新しい行が挿入さ
れます。アップロードされたファイルに該当する行が存在しない場合でも、既存の行が削除
されることはありません。

このダウンロード機能とアップロード機能により、1つのデータベースで定義されたプロ
ファイル値情報を容易に他のデータベースに伝播できます。この機能は Oracle Applications
のシード・データを顧客に配布したり、顧客のプロファイル定義を 1次サイトから別のサイ
トへコピーしたりする際にも使用できます。

プロファイル値データのテキスト・ファイル・バージョンは、大量の編集操作にも使用でき
ます。この作業の場合は、フォームではなくテキスト・エディタを使用した方が効率的で
す。
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FNDLOAD実行ファイル実行ファイル実行ファイル実行ファイル
一般ローダーは、FNDLOADという名前のコンカレント・プログラムです。コンカレント
実行ファイルに指定できるパラメータは、次のとおりです。

FNDLOAD apps/pwd 0 Y mode configfile datafile entity [ param ... ]

各パラメータの説明を次に示します。

ファイル指定ファイル指定ファイル指定ファイル指定
構成ファイルおよびデータ・ファイルのパラメータは、次の 2つの方法のうち、いずれかの
方法で指定します。

@<application_short_name>:[<dir>/.../]file.ext

例を次に示します。

@fnd:patch/115/loader/fndapp.lct
 @po:install/data/poreq.ldt

<apps/pwd> フォーム username/password[@connect_string]での APPSスキーマおよび
パスワード。connect_stringを省略すると、このパラメータは、名前
TWO_TASKを使用している環境から、プラットフォーム固有の方式で指定
されます。

< 0 Y > コンカレント・プログラムのフラグ

mode UPLOADまたは DOWNLOAD。UPLOADを指定すると、datafileはデー
タベースにアップロードされます。DOWNLOADを指定すると、ローダー
によって行が取り込まれ、それが datafileに書き込まれます。

<configfile> 使用する構成ファイル（通常拡張子 .lctが付きますが、ローダーによって強
制または指定はされません）。

<datafile> 書込み対象のデータ・ファイル（通常拡張子 .ldtが付きますが、ローダーに
よって強制または指定はされません）。データ・ファイルがすでに存在する
場合、そのファイルは上書きされません。

<entity> ダウンロードまたはアップロードを開始するエンティティ・タイプ。
datafile内のすべてのエンティティ・タイプをアップロードする場合は、エ
ンティティ・タイプとしてダッシュ（-）を指定します。

< [param] > アクセス SQLにバインド値（UPLOADおよび DOWNLOADの両方）を指
定する場合、0個以上のパラメータを使用します。各パラメータはフォーム
NAME=VALUEに指定されます。NAMEには、ロードされるエンティティ
の属性名と競合しない値を指定してください。
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もうひとつの方法として、パラメータは次のように指定できます。

<native path>

例を次に示します。

mydata.ldt
 c:¥loader¥config¥cfg102.lct

例例例例
ダウンロードの例は次のとおりです。

FNDLOAD apps/apps@devdb 0 Y
      DOWNLOAD testcfg.lct out.ldt FND_APPLICATION_TL APPSNAME=FND

このコマンドによる実行内容は次のとおりです。

� apps/apps@devdに接続されます。

� 構成ファイル testcfg.lctによってデータがダウンロードされます。

� データ・ファイル out.ldtにデータが書き込まれます。

� APPSNAMEパラメータの値が 'FND'と定義された状態でFND_APPLICATION_TLエン
ティティがダウンロードされます。

アップロードの例は次のとおりです。

FNDLOAD apps/apps@custdb 0 Y
      UPLOAD @FND:admin/115/import/fndapp.lct
      @FND:patch/115/import/US/fnd1234.ldt -

このコマンドによる実行内容は次のとおりです。

� apps/apps@custdbに接続されます。

� $FND_TOP/patch/107/loader/fndapp.lctの構成ファイルを使用して、$FND_TOP/
patch/107/loader/fnd1234.ldtにあるデータ・ファイルからデータがアップロードされ
ます。

データ・ファイル全体の内容がアップロードされます。

構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル
一般ローダーの操作は、指定された構成ファイルにより管理されます。構成ファイルには、
次のものが含まれます。

� DEFINEブロック
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� DOWNLOADブロック

� UPLOADブロック

構成ファイルの内容では、データ構造およびデータ・ファイルとデータベース間でデータを
移動する際に使用するアクセス方法が指定されます。

DEFINEブロックブロックブロックブロック
DEFINEブロックでは、データファイル・レコードの構造が指定されます。定義ブロック書
式は、既存の AOLローダーによってすでに生成されたものと同じです。このセクションの
体系は次のとおりです。

DEFINE <エンティティ>
 KEY <key_attribute_name> <データ型>
 ...
 (BASE|TRANS|CTX) <attribute_name> <データ型>
 ...
 [DEFINE <child_entity> ...]
 END <エンティティ>

例例例例
DEFINE FND_LOOKUP_TYPE
 KEY VIEW_APPSNAMEVARCHAR2(50)
 KEY LOOKUP_TYPEVARCHAR2(30)
 BASE OWNERVARCHAR2(6)
 TRANS MEANINGVARCHAR2(80)
 TRANS DESCRIPTIONVARCHAR2(240)
 DEFINE FND_LOOKUP_VALUE

KEY LOOKUP_CODEVARCHAR2(30)
 BASE END_DATE_ACTIVEVARCHAR2(10)
 BASE OWNERVARCHAR2(6)
 TRANS MEANINGVARCHAR2(80)
 TRANS DESCRIPTIONVARCHAR2(240)
 CTX TAGVARCHAR2(30)
 END FND_LOOKUP_VALUE
 END FND_LOOKUP_TYPE
VIEW_APPSNAME

1つ以上の KEY属性では、各エンティティの主キーが定義されます。BASEおよび CTX属
性では、変換は必要ありません。TRANS属性では、変換は必要です。BASEおよび CTX属
性は、同様に扱われるので注意してください。つまり、CTXは、BASEのシノニムです。
CTX属性タイプは、ユーザーによる BASE属性間の区別を可能にする（オプション）ために
のみ提供されます。たとえば、BASE属性を取り除いて .ldtファイルを単純化するという変
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換を行う場合、属性の一部を BASE、別の属性を CTXとして示すことにより、どの属性を削
除するか管理できます。

データ型は、現在サポートされている VARCHAR2を除いて、標準の Oracleスカラー型で
す。属性は、構成ファイルにある他のエンティティへの外部キー参照として定義される場合
もあります。

外部キー・エンティティは、最上位エンティティであり、そのダウンロード文には、各キー
属性のWHERE句にフィルタ・パラメータが含まれている必要があります。また、パラメー
タ名は、キー属性名と一致している必要があります。

エンティティ定義は、マスター /ディテール関連にネストできます。ネストされたエンティ
ティ定義では、その親エンティティのキー属性が受け継がれ、それは再定義できません。

DOWNLOAD文文文文
DOWNLOAD文は、ダウンロードする行を選択する SQL文です。この文は、可能な場合、
他の表へ結合して、生成された ID番号を開発者キーへと解決します。DOWNLOAD文に
は、コマンド行のパラメータ値が代入されるフォーム 'NAME'のバインド値が含まれます。
DOWNLOAD文のフォームは次のとおりです。

DOWNLOAD <エンティティ>
 "...から <属性式>を選択 "

例例例例
DOWNLOAD FND_LOOKUP_TYPE
   "select VA.APPLICATION_SHORT_NAME VIEW_APPSNAME,
    LT.LOOKUP_TYPE,
    OA.APPLICATION_SHORT_NAME,
    LT.CUSTOMIZATION_LEVEL,
    decode(LT.LAST_UPDATED_BY, 1, 'SEED', 'CUSTOM') OWNER,
    LT.MEANING,
    LT.DESCRIPTION
    from   FND_LOOKUP_TYPES_VL LT,
    FND_APPLICATION VA,
    FND_APPLICATION OA,
    FND_SECURITY_GROUPS SG
    where  VA.APPLICATION_ID = LT.VIEW_APPLICATION_ID
    and    OA.APPLICATION_ID = LT.APPLICATION_ID
    and    (:VIEW_APPSNAME is null or
      (:VIEW_APPSNAME is not null
    and VA.APPLICATION_SHORT_NAME like :VIEW_APPSNAME))
    and    (:LOOKUP_TYPE is null or
       (LOOKUP_TYPE is not null and LT.LOOKUP_TYPE like :LOOKUP_TYPE))
    and    SG.SECURITY_GROUP_ID = LT.SECURITY_GROUP_ID
    and    ((:SECURITY_GROUP is null and SG.SECURITY_GROUP_KEY = 'STANDARD') or
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      (:SECURITY_GROUP is not null
    and SG.SECURITY_GROUP_KEY = :SECURITY_GROUP))
    order by 1, 2 "

親エンティテのキー属性または任意のコマンド行パラメータを参照する可能性のある子エン
ティティの文をダウンロードします。

UPLOAD文文文文
UPLOAD文は、ファイル・データを受け入れ、それをデータベースに適用する SQL文また
は PL/SQL無名ブロックです。文は、データ・ファイルから読み込まれる各レコードごとに
1度実行されます。文のバインド値は、ファイル・データまたはコマンド行パラメータから
の属性により満たされます。

UPLOAD文のフォームは次のとおりです。

UPLOAD <エンティティ>
 "..."

例例例例
UPLOAD FND_LOOKUP_TYPE
 BEGIN
 " begin
   if (:UPLOAD_MODE = 'NLS') then
     fnd_lookup_types_pkg.TRANSLATE_ROW(
 x_lookup_type  => :LOOKUP_TYPE,
 x_security_group      => :SECURITY_GROUP,
 x_view_application    => :VIEW_APPSNAME,
 x_owner        => :OWNER,
 x_meaning      => :MEANING,
 x_description  => :DESCRIPTION);
   else
 fnd_lookup_types_pkg.LOAD_ROW(
 x_lookup_type  => :LOOKUP_TYPE,
 x_security_group      => :SECURITY_GROUP,
 x_view_application    => :VIEW_APPSNAME,
 x_owner        => :OWNER,
 x_meaning      => :MEANING,
 x_description  => :DESCRIPTION);
   end if;
   end; "

DOWNLOADのように、子エンティティの UPLOAD文では、親レコードの任意の属性が
参照される場合があります。
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例例例例
UPLOAD FND_LOOKUP_VALUE
   " begin
 if (:UPLOAD_MODE = 'NLS') then
   fnd_lookup_values_pkg.TRANSLATE_ROW(
     x_lookup_type  => :LOOKUP_TYPE,
     x_lookup_code  => :LOOKUP_CODE,
     x_security_group      => :SECURITY_GROUP,
     x_view_application    => :VIEW_APPSNAME,
     x_owner        => :OWNER,
     x_meaning      => :MEANING,
     x_description  => :DESCRIPTION);
 else
   fnd_lookup_values_pkg.LOAD_ROW(
     x_lookup_type  => :LOOKUP_TYPE,
     x_lookup_code  => :LOOKUP_CODE,
     x_security_group      => :SECURITY_GROUP,
     x_view_application    => :VIEW_APPSNAME,
     x_owner        => :OWNER,
     x_meaning      => :MEANING,
     x_description  => :DESCRIPTION,
     x_tag   => :TAG);
 end if;
   end;"

データ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイル
データ・ファイルは、移植可能なテキスト・ファイルです。上記の構成ファイルを使用した
ダウンロードにより作成されるデータ・ファイルには、次のようなファイルがあります。

# -- エンティティ定義開始 --
 
 DEFINE FND_LOOKUP_TYPE
    KEY   VIEW_APPSNAME VARCHAR2(50)
    KEY   LOOKUP_TYPE VARCHAR2(30)
    BASE  OWNER VARCHAR2(6)
    TRANS MEANING VARCHAR2(80)
    TRANS DESCRIPTION VARCHAR2(240)
    DEFINE FND_LOOKUP_VALUE
      KEY   LOOKUP_CODE VARCHAR2(30)
      BASE  END_DATE_ACTIVE VARCHAR2(10)
      BASE  OWNER VARCHAR2(6)
      TRANS MEANING VARCHAR2(80)
      TRANS DESCRIPTION VARCHAR2(240)
      BASE  TAG VARCHAR2(30)
    END FND_LOOKUP_VALUE
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  END FND_LOOKUP_TYPE
 
  # -- エンティティ定義終了 --
 
 BEGIN FND_LOOKUP_TYPE "FND" "YES_NO"
    OWNER = "SEED"
    MEANING = "Yes or No"
 
    BEGIN FND_LOOKUP_VALUE Y
      OWNER = "SEED"
      MEANING = "Yes"
    END FND_LOOKUP_VALUE
 
    BEGIN FND_LOOKUP_VALUE N
      OWNER = "SEED"
      MEANING = "No"
    END FND_LOOKUP_VALUE
 END FND_LOOKUP_TYPE

Application Object Library構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル
Oracle Application Object Libraryでは、一般ローダー用の構成ファイルがいくつか提供され
ています。設定データと共にこの構成ファイルを使用することができます。

これらの構成ファイルは、次のデータを操作します。

� コンカレント・プログラム定義

� 要求グループ

� 機能セキュリティ・データ

� 参照タイプおよび参照値

� プロファイル・オプションおよびプロファイル・オプション値

� フレックスフィールド設定データ

� 添付定義

� メッセージ

コンカレント・プログラム構成ファイルコンカレント・プログラム構成ファイルコンカレント・プログラム構成ファイルコンカレント・プログラム構成ファイル
コンカレント・プログラム構成ファイル afcpprog.lctは、コンカレント・プログラム定義を
ダウンロードしたり、アップロードします。このファイルは、プログラム名とアプリケー
ション名をパラメータとして使用します。

エンティティ定義は次のとおりです。
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DEFINE PROGRAM
   KEY   CONCURRENT_PROGRAM_NAME      VARCHAR2(30)
   KEY   APPLICATION      VARCHAR2(50)
   CTX   OWNER                        VARCHAR2(7)
   TRANS USER_CONCURRENT_PROGRAM_NAME VARCHAR2(240)
   BASE  EXEC_APPLICATION      VARCHAR2(50)
   BASE  EXECUTABLE_NAME              VARCHAR2(30)
   BASE  EXECUTION_METHOD_CODE        VARCHAR2(1)
   BASE  ARGUMENT_METHOD_CODE      VARCHAR2(1)
   BASE  QUEUE_CONTROL_FLAG           VARCHAR2(1)
   BASE  QUEUE_METHOD_CODE            VARCHAR2(1)
   BASE  REQUEST_SET_FLAG             VARCHAR2(1)
   BASE  ENABLED_FLAG                 VARCHAR2(1)
   BASE  PRINT_FLAG                   VARCHAR2(1)
   BASE  RUN_ALONE_FLAG               VARCHAR2(1)
   BASE  SRS_FLAG                     VARCHAR2(1)
   TRANS DESCRIPTION                  VARCHAR2(240)
   BASE  CLASS_APPLICATION      VARCHAR2(50)
   BASE  CONCURRENT_CLASS_NAME        VARCHAR2(30)
   BASE  EXECUTION_OPTIONS            VARCHAR2(250)
   BASE  SAVE_OUTPUT_FLAG             VARCHAR2(1)
   BASE  REQUIRED_STYLE               VARCHAR2(1)
   BASE  OUTPUT_PRINT_STYLE           VARCHAR2(30)
   BASE  PRINTER_NAME                 VARCHAR2(30)
   BASE  MINIMUM_WIDTH                VARCHAR2(50)
   BASE  MINIMUM_LENGTH               VARCHAR2(50)
   BASE  REQUEST_PRIORITY             VARCHAR2(50)
   BASE  ATTRIBUTE_CATEGORY           VARCHAR2(30)
   BASE  ATTRIBUTE1                   VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE2                   VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE3                   VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE4                   VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE5                   VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE6                   VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE7                   VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE8                   VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE9                   VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE10                  VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE11                  VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE12                  VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE13                  VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE14                  VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE15                  VARCHAR2(150)
   BASE  OUTPUT_FILE_TYPE             VARCHAR2(4)
   BASE  RESTART                      VARCHAR2(1)
   BASE  NLS_COMPLIANT                VARCHAR2(1)
   BASE  CD_PARAMETER                 VARCHAR2(240)
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   BASE  INCREMENT_PROC               VARCHAR2(61)
   BASE  MLS_EXECUTABLE_APPLICATION   VARCHAR2(50)
   BASE  MLS_EXECUTABLE_NAME          VARCHAR2(50)
   BASE  ENABLE_TIME_STATISTICS       VARCHAR2(1)
   BASE  SECURITY_GROUP_NAME          NUMBER
   BASE  RESOURCE_CONSUMER_GROUP      VARCHAR2(30)
   BASE  ROLLBACK_SEGMENT             VARCHAR2(30)
   BASE  OPTIMIZER_MODE               VARCHAR2(30)
 END PROGRAM

要求グループ構成ファイル要求グループ構成ファイル要求グループ構成ファイル要求グループ構成ファイル
ファイル afcpreqg.lctを使用して、要求グループ・データをロードします。

この構成ファイルは、要求グループ名とアプリケーションをパラメータとして使用します。

エンティティ定義は次のとおりです。

DEFINE REQUEST_GROUP
   KEY   REQUEST_GROUP_NAME      VARCHAR2(30)
   KEY   APPLICATION_SHORT_NAME  VARCHAR2(50)
   CTX   OWNER                   VARCHAR2(7)
   TRANS DESCRIPTION      VARCHAR2(800)
   BASE  REQUEST_GROUP_CODE      VARCHAR2(30)
 END REQUEST_GROUP

機能セキュリティ構成ファイル機能セキュリティ構成ファイル機能セキュリティ構成ファイル機能セキュリティ構成ファイル
このファイルは、変換データのアップロードだけに使用します。

非変換データのダウンロードおよびアップロードには、FNDSLOAD実行ファイルを使用し
ます。参照 :「機能セキュリティ・ローダー」（C-19）機能セキュリティ・ローダー。

エンティティ定義は次のとおりです。

DEFINE FORM
   KEY   APPLICATION_SHORT_NAME  VARCHAR2(50)
   KEY   FORM_NAME               VARCHAR2(30)
   TRANS USER_FORM_NAME          VARCHAR2(80)
   TRANS DESCRIPTION             VARCHAR2(240)
   CTX   OWNER                   VARCHAR2(7)
 END FORM
 
 DEFINE FUNCTION
   KEY   FUNCTION_NAME           VARCHAR2(30)
   BASE  FORM REFERENCES FORM
   BASE  TYPE                    VARCHAR2(30)
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   BASE  PARAMETERS              VARCHAR2(2000)
   BASE  WEB_HOST_NAME           VARCHAR2(80)
   BASE  WEB_AGENT_NAME          VARCHAR2(80)
   BASE  WEB_HTML_CALL           VARCHAR2(240)
   BASE  WEB_ENCRYPT_PARAMETERS  VARCHAR2(1)
   BASE  WEB_SECURED             VARCHAR2(1)
   BASE  WEB_ICON                VARCHAR2(30)
   TRANS USER_FUNCTION_NAME      VARCHAR2(80)
   TRANS DESCRIPTION             VARCHAR2(240)
   CTX   OWNER                   VARCHAR2(7)
 END FUNCTION
 
 DEFINE MENU
   KEY   MENU_NAME               VARCHAR2(30)
   TRANS USER_MENU_NAME          VARCHAR2(80)
   TRANS DESCRIPTION             VARCHAR2(240)
   CTX   OWNER                   VARCHAR2(7)
 
   DEFINE ENTRY
     TRANS PROMPT                VARCHAR2(60)
     TRANS DESCRIPTION           VARCHAR2(240)
     CTX   SUBMENU REFERENCES MENU
     CTX   FUNCTION REFERENCES FUNCTION
     CTX   OWNER                 VARCHAR2(7)
   END ENTRY
 END MENU

参照構成ファイル参照構成ファイル参照構成ファイル参照構成ファイル
ファイル afcpreqg.lctを使用して、参照タイプおよび参照値をロードします。

エンティティ定義は次のとおりです。

DEFINE FND_LOOKUP_TYPE
   KEY   VIEW_APPSNAME                  VARCHAR2(50)
   KEY   LOOKUP_TYPE                    VARCHAR2(30)
   CTX   APPLICATION_SHORT_NAME         VARCHAR2(50)
   BASE  CUSTOMIZATION_LEVEL            VARCHAR2(1)
   CTX   OWNER                          VARCHAR2(6)
   TRANS MEANING                        VARCHAR2(80)
   TRANS DESCRIPTION                    VARCHAR2(240)
 
   DEFINE FND_LOOKUP_VALUE
     KEY   LOOKUP_CODE                  VARCHAR2(30)
     BASE  ENABLED_FLAG                 VARCHAR2(1)
     BASE  START_DATE_ACTIVE            VARCHAR2(10)
     BASE  END_DATE_ACTIVE              VARCHAR2(10)
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     BASE  TERRITORY_CODE               VARCHAR2(2)
     BASE  TAG                          VARCHAR2(30)
     BASE  ATTRIBUTE_CATEGORY           VARCHAR2(30)
     BASE  ATTRIBUTE1                   VARCHAR2(150)
     BASE  ATTRIBUTE2                   VARCHAR2(150)
     BASE  ATTRIBUTE3                   VARCHAR2(150)
     BASE  ATTRIBUTE4                   VARCHAR2(150)
     BASE  ATTRIBUTE5                   VARCHAR2(150)
     BASE  ATTRIBUTE6                   VARCHAR2(150)
     BASE  ATTRIBUTE7                   VARCHAR2(150)
     BASE  ATTRIBUTE8                   VARCHAR2(150)
     BASE  ATTRIBUTE9                   VARCHAR2(150)
     BASE  ATTRIBUTE10                  VARCHAR2(150)
     BASE  ATTRIBUTE11                  VARCHAR2(150)
     BASE  ATTRIBUTE12                  VARCHAR2(150)
     BASE  ATTRIBUTE13                  VARCHAR2(150)
     BASE  ATTRIBUTE14                  VARCHAR2(150)
     BASE  ATTRIBUTE15                  VARCHAR2(150)
     CTX   OWNER                        VARCHAR2(6)
     TRANS MEANING                      VARCHAR2(80)
     TRANS DESCRIPTION                  VARCHAR2(240)
   END FND_LOOKUP_VALUE
 END FND_LOOKUP_TYPE

プロファイル・オプションおよびプロファイル値構成ファイルプロファイル・オプションおよびプロファイル値構成ファイルプロファイル・オプションおよびプロファイル値構成ファイルプロファイル・オプションおよびプロファイル値構成ファイル
ファイル afscprof.lctを使用して、プロファイル・オプションおよびプロファイル値をロー
ドします。

エンティティ定義は次のとおりです。

DEFINE PROFILE
   KEY   PROFILE_NAME                    VARCHAR2(80)
   CTX   OWNER                           VARCHAR2(7)
   CTX   APPLICATION_SHORT_NAME          VARCHAR2(50)
   TRANS USER_PROFILE_OPTION_NAME        VARCHAR2(240)
   TRANS DESCRIPTION                     VARCHAR2(240)
   BASE  USER_CHANGEABLE_FLAG            VARCHAR2(1)
   BASE  USER_VISIBLE_FLAG               VARCHAR2(1)
   BASE  READ_ALLOWED_FLAG               VARCHAR2(1)
   BASE  WRITE_ALLOWED_FLAG              VARCHAR2(1)
   BASE  SITE_ENABLED_FLAG               VARCHAR2(1)
   BASE  SITE_UPDATE_ALLOWED_FLAG        VARCHAR2(1)
   BASE  APP_ENABLED_FLAG                VARCHAR2(1)
   BASE  APP_UPDATE_ALLOWED_FLAG         VARCHAR2(1)
   BASE  RESP_ENABLED_FLAG               VARCHAR2(1)
   BASE  RESP_UPDATE_ALLOWED_FLAG        VARCHAR2(1)
ローダー C-13



   BASE  USER_ENABLED_FLAG               VARCHAR2(1)
   BASE  USER_UPDATE_ALLOWED_FLAG        VARCHAR2(1)
   BASE  START_DATE_ACTIVE               VARCHAR2(11)
   BASE  END_DATE_ACTIVE                 VARCHAR2(11)
   BASE  SQL_VALIDATION                  VARCHAR2(2000)
 
   DEFINE FND_PROFILE_OPTION_VALUES
     KEY   LEVEL                         VARCHAR2(50)
     KEY   LEVEL_VALUE                   VARCHAR2(100)
     KEY   LEVEL_VALUE_APP               VARCHAR2(50)
     CTX   OWNER                         VARCHAR2(7)
     BASE  PROFILE_OPTION_VALUE          VARCHAR2(240)
 
   END FND_PROFILE_OPTION_VALUES
 END PROFILE

フレックスフィールド設定データ構成ファイルフレックスフィールド設定データ構成ファイルフレックスフィールド設定データ構成ファイルフレックスフィールド設定データ構成ファイル
ファイル afcpreqg.lctを使用して、フレックスフィールド・データをロードします。

この構成ファイルには、次のエンティティが含まれます。

� 値セット

� 付加フレックスフィールド

� キー・フレックスフィールド定義

� セキュリティ・ルール

� 積上グループ

� 値セット値

添付設定データ構成ファイル添付設定データ構成ファイル添付設定データ構成ファイル添付設定データ構成ファイル
ファイル afattach.lctを使用して、添付設定データをロードします。

エンティティ定義は次のとおりです。

警告警告警告警告 : フレックスフィールド構成ファイルを使用してダウンロードするフレックスフィールド構成ファイルを使用してダウンロードするフレックスフィールド構成ファイルを使用してダウンロードするフレックスフィールド構成ファイルを使用してダウンロードする
データ・ファイルは、変更しないでください。フレックスフィールド・データ・ファイルは、変更しないでください。フレックスフィールド・データ・ファイルは、変更しないでください。フレックスフィールド・データ・ファイルは、変更しないでください。フレックスフィールド・
データが破壊される危険があります。データが破壊される危険があります。データが破壊される危険があります。データが破壊される危険があります。Oracle Applicationsは、これらのは、これらのは、これらのは、これらの
データ・ファイルへの変更を一切サポートしていません。データ・ファイルへの変更を一切サポートしていません。データ・ファイルへの変更を一切サポートしていません。データ・ファイルへの変更を一切サポートしていません。
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DEFINE FND_ATTACHMENT_FUNCTIONS
   KEY   FUNCTION_NAME                     VARCHAR2(30)
   KEY   FUNCTION_TYPE                     VARCHAR2(1)
   KEY   APP_SHORT_NAME                    VARCHAR2(50)
   CTX   OWNER                             VARCHAR2(7)
   BASE  SESSION_CONTEXT_FIELD             VARCHAR2(61)
   BASE  ENABLED_FLAG                      VARCHAR2(1)
 
   DEFINE FND_ATTACHMENT_BLOCKS
     KEY   BLOCK_NAME                      VARCHAR2(30)
     CTX   OWNER                           VARCHAR2(7)
     BASE  QUERY_FLAG                      VARCHAR2(1)
     BASE  SECURITY_TYPE                   VARCHAR2(50)
     BASE  ORG_CONTEXT_FIELD               VARCHAR2(61)
     BASE  SET_OF_BOOKS_CONTEXT_FIELD      VARCHAR2(61)
     BASE  BUSINESS_UNIT_CONTEXT_FIELD     VARCHAR2(61)
     BASE  CONTEXT1_FIELD                  VARCHAR2(61)
     BASE  CONTEXT2_FIELD                  VARCHAR2(61)
     BASE  CONTEXT3_FIELD                  VARCHAR2(61)
 
     DEFINE FND_ATTACHMENT_BLK_ENTITIES
 KEY   BLK_ENTITY                  REFERENCES FND_DOCUMENT_ENTITIES
 BASE  DISPLAY_METHOD              VARCHAR2(1)
 BASE  INCLUDE_IN_INDICATOR_FLAG   VARCHAR2(1)
 CTX   OWNER                       VARCHAR2(7)
 BASE  PK1_FIELD                   VARCHAR2(61)
 BASE  PK2_FIELD                   VARCHAR2(61)
 BASE  PK3_FIELD                   VARCHAR2(61)
 BASE  PK4_FIELD                   VARCHAR2(61)
 BASE  PK5_FIELD                   VARCHAR2(61)
 BASE  SQL_STATEMENT               VARCHAR2(2000)
 BASE  INDICATOR_IN_VIEW_FLAG      VARCHAR2(1)
 BASE  QUERY_PERMISSION_TYPE       VARCHAR2(1)
 BASE  INSERT_PERMISSION_TYPE      VARCHAR2(1)
 BASE  UPDATE_PERMISSION_TYPE      VARCHAR2(1)
 BASE  DELETE_PERMISSION_TYPE      VARCHAR2(1)
 BASE  CONDITION_FIELD             VARCHAR2(61)
            BASE  CONDITION_OPERATOR          VARCHAR2(50)
 BASE  CONDITION_VALUE1            VARCHAR2(100)
 BASE  CONDITION_VALUE2            VARCHAR2(100)
     END FND_ATTACHMENT_BLK_ENTITIES
   END FND_ATTACHMENT_BLOCKS
 
   DEFINE FND_DOC_CATEGORY_USAGES
     KEY CATEGORY_USAGE  REFERENCES
 FND_DOCUMENT_CATEGORIES
     BASE  ENABLED_FLAG                  VARCHAR2(1)
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     CTX   OWNER                         VARCHAR2(7)
   END FND_DOC_CATEGORY_USAGES
 END FND_ATTACHMENT_FUNCTIONS
 
 DEFINE FND_DOCUMENT_ENTITIES
   KEY   DATA_OBJECT_CODE                VARCHAR2(30)
   BASE  APP_SHORT_NAME                  VARCHAR2(50)
   BASE  TABLE_NAME                      VARCHAR2(30)
   BASE  ENTITY_NAME                     VARCHAR2(40)
   CTX   OWNER                           VARCHAR2(7)
   BASE  PK1_COLUMN                      VARCHAR2(30)
   BASE  PK2_COLUMN                      VARCHAR2(30)
   BASE  PK3_COLUMN                      VARCHAR2(30)
   BASE  PK4_COLUMN                      VARCHAR2(30)
   BASE  PK5_COLUMN                      VARCHAR2(30)
   TRANS USER_ENTITY_NAME                VARCHAR2(240)
   TRANS USER_ENTITY_PROMPT              VARCHAR2(40)
 END FND_DOCUMENT_ENTITIES
 
 DEFINE FND_DOCUMENT_CATEGORIES
   KEY   CATEGORY_NAME                   VARCHAR2(30)
   BASE  APP_SHORT_NAME                  VARCHAR2(50)
   CTX   OWNER                           VARCHAR2(7)
   BASE  START_DATE_ACTIVE               VARCHAR2(11)
   BASE  END_DATE_ACTIVE                 VARCHAR2(11)
   BASE  ATTRIBUTE_CATEGORY              VARCHAR2(30)
   BASE  ATTRIBUTE1                      VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE2                      VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE3                      VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE4                      VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE5                      VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE6                      VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE7                      VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE8                      VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE9                      VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE10                     VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE11                     VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE12                     VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE13                     VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE14                     VARCHAR2(150)
   BASE  ATTRIBUTE15                     VARCHAR2(150)
   BASE  DEFAULT_DATATYPE_ID             VARCHAR2(50)
   BASE  APP_SOURCE_VERSION              VARCHAR2(255)
   TRANS USER_NAME                       VARCHAR2(255)
 END FND_DOCUMENT_CATEGORIES
 
 DEFINE FND_DOCUMENT_DATATYPES
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   KEY   DATATYPE_ID                     VARCHAR2(50)
   KEY   NAME                            VARCHAR2(30)
   CTX   OWNER                           VARCHAR2(7)
   BASE  START_DATE_ACTIVE               VARCHAR2(11)
   BASE  END_DATE_ACTIVE                 VARCHAR2(11)
   TRANS USER_NAME                       VARCHAR2(30)
 END FND_DOCUMENT_DATATYPES

メッセージ構成ファイルメッセージ構成ファイルメッセージ構成ファイルメッセージ構成ファイル
ファイル afmdmsg.lctを使用して、データベース内のメッセージをアップロードしたり、ダ
ウンロードします。

一般ローダーと afmdmsg.lctは、データベース間でのメッセージ転送でのみ使用してくださ
い。バイナリ・ランタイム・ファイルおよび可読テキスト・ファイルへのメッセージの移動
には、メッセージ・ディクショナリ生成プログラムを使用します。参照 :「メッセージ・
ディクショナリ生成プログラム」（C-17）。

エンティティ定義は次のとおりです。

DEFINE FND_NEW_MESSAGES
   KEY   APPLICATION_SHORT_NAME  VARCHAR2(50)
   KEY   MESSAGE_NAME            VARCHAR2(30)
   CTX   OWNER                   VARCHAR2(7)
   CTX   MESSAGE_NUMBER          VARCHAR2(50)
   TRANS MESSAGE_TEXT            VARCHAR2(2000)
   CTX   DESCRIPTION             VARCHAR2(240)
   CTX   TYPE                    VARCHAR2(30)
   CTX   MAX_LENGTH              NUMBER
 END FND_NEW_MESSAGES

メッセージ・ディクショナリ生成プログラムメッセージ・ディクショナリ生成プログラムメッセージ・ディクショナリ生成プログラムメッセージ・ディクショナリ生成プログラム
メッセージ・ディクショナリ生成プログラム（FNDMDGEN）は、Oracle Applicationsメッ
セージ・ディクショナリ・メッセージ用のデータベースからバイナリ・ランタイム・ファイ
ルを生成するコンカレント・プログラムです。次の項では、メッセージ・ディクショナリ生
成プログラムの操作を説明します。

メッセージ・ディクショナリの使用とメッセージ作成の詳細は、『Oracle Applications開発
者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 :ダウンロードしている言語を変更するには、ローダーを実行する前
に環境変数NLS_LANGを設定します。
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メッセージ・リポジトリメッセージ・リポジトリメッセージ・リポジトリメッセージ・リポジトリ
メッセージ情報は 2つの異なるリポジトリに格納されます。これらのリポジトリには、それ
ぞれ独自の形式があり、特定のニーズを満たす機能を備えています。各メッセージ・リポジ
トリについて、格納するメッセージ属性も含めて次に説明します。

データベースデータベースデータベースデータベース
データベース内の FND_NEW_MESSAGES表は、すべての言語に対して Oracle 
Applicationsメッセージをすべて格納します。データベース・メッセージを直接使用するの
は、ストアド・プロシージャのメッセージ・ディクショナリ APIだけです。データベース・
メッセージ・データは、「メッセージ」フォームを使用して編集できます。

データベース属性データベース属性データベース属性データベース属性 :APPLICATION, LANGUAGE, NAME, NUMBER, TEXT, DESCRIPTION

ランタイムランタイムランタイムランタイム
1つのランタイム・バイナリ・ファイルは、1つのアプリケーションおよび 1つの言語につ
いてのメッセージを格納します。ファイルは、個々のメッセージをその名前（NAME）で高
速に検索できるように最適化されています。

ランタイム・ファイルは次の場所にあります。

<APPL_TOP>/$APPLMSG/<LANGUAGE>.msb

ここで、<APPL_TOP>はアプリケーションのベースパス、APPLMSGは環境変数でその通
常値は「mesg」、<LANGUAGE>はNLS言語コード（「US」、「F」など）です。代表的な
メッセージ・ファイルは $FND_TOP/mesg/US.msbのようになります。

ランタイム属性ランタイム属性ランタイム属性ランタイム属性 :NAME, NUMBER, TEXT

使用方法使用方法使用方法使用方法
プログラム引数を指定しないで（つまり FNDMDGEN dbuser/dbpassword 0 Y）「メッセー
ジ・ディクショナリ生成プログラム」を起動したときに表示されるヘルプは、次のとおりで
す。

FNDMDGEN <Oracle ID/パスワード> 0 Y <言語コード名>
 [アプリケーション短縮名] [モード] [ファイル名]

注意注意注意注意 :メッセージ・テキスト・ファイルのアップロードやデータベースへ
のダウンロードには、一般ローダーおよび対応する構成ファイルを使用し
ます。
C-18 Oracle Applicationsシステム管理者ガイド



モードは次のとおりです。

ワイルド・カードワイルド・カードワイルド・カードワイルド・カード
値「ALL」を渡すことで、<言語コード名 >または [アプリケーション短縮名 ]のどちらか
にワイルドカードを使用できます。ワイルドカードの使用方法を次に示します。

機能セキュリティ・ローダー機能セキュリティ・ローダー機能セキュリティ・ローダー機能セキュリティ・ローダー
「機能セキュリティ・ローダー (FNDSLOAD)」は、データベースとテキスト・ファイル表現
との間で Oracle Applications機能セキュリティ情報を移動できるコンカレント・プログラム
です。次の各節では、「機能セキュリティ・ローダー」の操作について説明します。

「機能セキュリティ・ローダー」を使用して、アップグレード前のファイルのダウンロード
とアップグレード後のファイルのアップロードを行うことにより、アップグレード時にカス
タム職責とメニュー情報を保存します。

サポートされている操作サポートされている操作サポートされている操作サポートされている操作
「機能セキュリティ・ローダー」を使用すると、データベース（ランタイム操作用に使用）
とテキスト・ファイル表現（データを配布用に使用可能）との間で、機能セキュリティ・
データを移動できます。特に、次のような操作が可能となります。

データベース情報をテキスト・ファイルにダウンロードするデータベース情報をテキスト・ファイルにダウンロードするデータベース情報をテキスト・ファイルにダウンロードするデータベース情報をテキスト・ファイルにダウンロードする

テキスト・ファイルは人が判読可能で移植性があり、任意のエディタを使用して検査および
修正ができます。テキスト・ファイルに書き出されたレコードを識別するには、一般に「開
発者キー」が使用されます。つまり、レコードの識別には、FUNCTION_IDでなく、
FUNCTION_NAMEが使用されます。

DB_TO_ RUNTIME データベースからランタイム・ファイルへ（.msb）

注意注意注意注意 :リリース 11iでは、旧リリースと異なり、モード
DB_TO_RUNTIMEだけがサポートされます。

データベースからデータベースからデータベースからデータベースから メッセージは FND_NEW_MESSAGES表から検索されます。
ワイルド・カードを指定すると、データベース内のすべての
メッセージが対象となります。

ランタイム・ファイルへランタイム・ファイルへランタイム・ファイルへランタイム・ファイルへ ワイルド・カードの場合は、言語およびアプリケーションの
個々の組合せについて別個のランタイム・ファイルが作成さ
れます。
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テキスト・ファイル内の情報をデータベースにアップロード（マージ）するテキスト・ファイル内の情報をデータベースにアップロード（マージ）するテキスト・ファイル内の情報をデータベースにアップロード（マージ）するテキスト・ファイル内の情報をデータベースにアップロード（マージ）する

データベースにすでに正しい行が存在している場合には、その行は変更されません。行が存
在するがその属性が異なる場合には、その行は更新されます。行が存在していない場合は、
新しい行が挿入されます。アップロードされたファイルに該当する行がない場合でも、既存
の行が削除されることはありません。

これらのダウンロード機能およびアップロード機能により、あるデータベース内に定義され
ている機能セキュリティ情報を別のデータベースに簡単に反映させることができます。これ
は、Oracle Applicationsシード・データを顧客に配布したり、顧客の機能セキュリティ定義
を主要サイトから他のサイトにコピーしたりする場合に便利です。

機能セキュリティ・データのテキスト・ファイル・バージョンは、大量の編集操作の場合に
も便利です。 大量編集の場合は、フォームを使用するよりテキスト・エディタを使用する方
が効率よく操作できます。

使用方法使用方法使用方法使用方法
「機能セキュリティ・ローダー」は次の引数を指定します。

FNDSLOAD <ユーザー名/パスワード> 0 Y
   [{ LOCAL <filepath> } |
    { <appsname> <subdir>/.../<subdir>/<fname>.ext<}]
   [UPLOAD | {DOWNLOAD <menuname> ... <menuname>}]

この場合

ファイルの位置は、引数 <appsname>および <fname>により決定します。< appsname>
は、ファイルが特定のアプリケーションのインストール /インポート・ディレクトリにある
かどうか、またはローカル・ディレクトリにあるかどうかを示します。

<username/ password> は、APPLSYSアカウントです。

<appsname> は、アプリケーション短縮名または「LOCAL」です。

<fname> は、読込みまたは書込みが行われるファイルです。

<menuname> は、ダウンロードするメニュー名のリストです。

アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名 ファイルファイルファイルファイル 場所場所場所場所

<APP> <ファイル > $<APP_TOP>/install/import/<ファイル >.slt

LOCAL <ファイル > <ファイル >

表表表表 1
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例例例例
FNDSLOAD applsys/fnd 0 Y FND install/import/sysadmin.slt UPLOAD

ファイル "$FND_TOP/install/import/sysadmin.slt"を参照します。

FNDSLOAD applsys/fnd 0 Y LOCAL sysadmin.slt UPLOAD

ファイル「sysadmin.slt」を参照します。

UPLOADおよびおよびおよびおよび DOWNLOAD
ローダーは、アップロード・モードまたはダウンロード・モードで動作します。UPLOAD
モードでは、ファイル全体がデータベースに読み込まれ、マージされます（メニューの既存
の項目との間に矛盾が発生すると、ファイル内の項目リストが優先され、既存項目は削除さ
れます）。

DOWNLOADモードでは、指定された各 <menuname>をルートとするメニュー・ツリーが
データベースから読み込まれ、各メニューが参照するすべての機能およびフォームととも
に、ファイルに書き込まれます。<menuname>は実メニュー名で、「ユーザー・メニュー
名」でないことに注意してください。

FNDSLOAD applsys/fnd 0 Y FND sysadmin.slt DOWNLOAD FND_NAVIGATE4.0

「FND_NAVIGATE4.0」の下のすべてのメニューをファイル sysadmin.sltにダウンロードし
ます。

FNDSLOAD applsys/fnd 0 Y FND sysadmin.slt UPLOAD

ファイル sysadmin.slt内のすべてをデータベースにアップロードします。

機能セキュリティ・ファイル形式機能セキュリティ・ファイル形式機能セキュリティ・ファイル形式機能セキュリティ・ファイル形式
機能セキュリティ情報は、各フォームおよび機能、メニュー用の一連の「レコード」を書き
出すことにより、テキスト・ファイル形式で格納されます。ファイルは、どのテキスト・エ
ディタでも表示および編集可能なプレーン・テキストです。このファイル形式を意識する必
要があるのは、ファイルを編集する場合のみです。

このファイルは、テキスト行の集合から構成され、それぞれのファイルの長さは 1024バイ
ト未満でなければなりません（書き込まれた行の長さはいずれも 80バイト以下です）。

行は、コメント行、つまりファイル内のデータに影響を与えない行にすることができます。
コメント行は、「#」で始まり、改行で終わります。

# これはコメント行です。

ファイル内の情報は、一連のトークンで構成され、トークンとトークンの間はスペースで区
切られています。トークン自体にスペースが含まれていることがありますが、その場合には
スペースを二重引用符で囲みます。トークンには、「エスケープ」文字（円記号）が先頭に
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付いていない限り、印刷不能文字を入れることはできません。あらかじめ定義されているエ
スケープ文字には次のものがあります。

その他のエスケープ文字は、「¥007」のように、8進数の前に円記号が付いた形になります。
行が長すぎて 80文字以内に収まらないと、必要数の「継続」行に分割されます。1つの円記
号で終了する行は、次の行に継続するものとみなされます。この場合、円記号に続く改行は
無視され、スペース区切り記号とはみなされません。このような行の後に続く行は「分割」
行の継続部分とみなされます。この行自体が円記号で終了し、さらに継続することを示す場
合もあります。連続行の場合は、先頭の「#」はコメントを示す記号とは見なされず、連続
するデータ項目の一部と見なされます。

ファイルは、次に示す 3行で始まります。

LANGUAGE = "AMERICAN"
 CODESET = "WE8ISO8859P1"
 TRANSLATED = "Y"

この 3行は、ファイルのNLS_LANG言語とコードセット、および変換された列の値の現在
の変換ステータスを示します。

次に、一連の形式のオブジェクト定義があります。

BEGIN <オブジェクト・タイプ> <オブジェクト識別子>
  <属性> = <値>
  ...
 BEGIN <サブオブジェクト・タイプ> <オブジェクト識別子>
  ...
 END <サブオブジェクト・タイプ>
  ...

文字列文字列文字列文字列 内容内容内容内容

¥e エスケープ

¥n 改行

¥r 改行

¥b バックスペース

¥v 垂直タブ

¥f 用紙送り

¥" 二重引用符

¥¥ 円記号

表表表表 2
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 END <オブジェクト・タイプ>

3つの主要オブジェクト・タイプ、および 1つのサブオブジェクト・タイプがあります。メ
イン・オブジェクトは FORMおよび FUNCTION、MENUで、サブオブジェクトは ENTRY
です。各オブジェクト・タイプにはなんらかの識別子、およびそれに続く一連の属性値があ
ります。属性値が指定されていなければ、NULLが属性値と見なされます。

FORMレコードレコードレコードレコード
フォーム情報は次の形式で書き出されます。

BEGIN FORM <app_short_name> <form_name>
  USER_FORM_NAME = "<user_form_name: 80 文字翻訳済み>"
  DESCRIPTION = "<摘要: 240文字翻訳済み>"
 END FORM

フォームは app_short_nameおよび form_nameにより識別されます。FORMレコードは、
ダウンロード中のメニューにより参照されている各フォームについて 1つずつ書き出されま
す。

例 :

BEGIN FORM SQLGL GLXJEENT
  USER_FORM_NAME = "仕訳/引当データの入力"
  DESCRIPTION = "仕訳/引当データの入力"
 END FORM

FUNCTIONレコードレコードレコードレコード
機能情報は次の形式で書き出されます。

BEGIN FUNCTION <function_name>
  FORM = <app_short_name> <form_name>
  TYPE = <タイプ:30文字>
  PARAMETERS = "<パラメータ: 240文字>"
  USER_FUNCTION_NAME = "<user_function_name: 80 char    translated>"
  DESCRIPTION = "<摘要: 240文字翻訳済み>"
 END FUNCTION

機能は開発者 function_nameで識別されます。FUNCTIONレコードは、ダウンロード中の
メニューにより参照されている各機能について 1つずつ書き出されます。

例 :

BEGIN FUNCTION SQLGL_GLXJEENT_A
  FORM = SQLGL GLXJEENT
  TYPE = FORM
  PARAMETERS = "actual_flag=¥"A¥"                       HELP_TARGET=¥"GLXJEENT_A¥""
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  USER_FUNCTION_NAME = "仕訳データの入力"
  DESCRIPTION = "仕訳データの入力"
 END FUNCTION

MENUレコードレコードレコードレコード
メニュー情報は、実際は、複数の ENTRYレコードが入っている（囲み込まれている）1個
のMENUレコードで構成された複合レコードです。メニュー情報の形式は次のとおりです。

MENU <menu_name>
  USER_MENU_NAME = "<user_menu_name: 80文字翻訳済み>"
  DESCRIPTION = "<摘要: 240文字翻訳済み>"
 BEGIN ENTRY
   PROMPT = "<プロンプト: 30文字翻訳済み>"
   DESCRIPTION = "<摘要: 240文字翻訳済み>"
   SUBMENU = <sub_menu_name>
   FUNCTION = <function_name>
  END ENTRY
 ... さらにレコードの入力 ...
END MENU

例 :

MENU GL_SUPERVISOR_GUI
  USER_MENU_NAME = GL_SUPERVISOR_GUI
 BEGIN ENTRY
   PROMPT = 仕訳
   DESCRIPTION = "実際および引当仕訳の入力と転記"
   SUBMENU = GL_SU_JOURNAL_GUI
  END ENTRY
 BEGIN ENTRY
   PROMPT = 予算
   DESCRIPTION = "予算の定義と入力"
   SUBMENU = GL_SU_BUDGET_GUI
  END ENTRY
 BEGIN ENTRY
   PROMPT = "レポートの実行"
   DESCRIPTION = "レポートの実行"
   FUNCTION = SQLGL_FNDRSRUN_GLMODE
   END ENTRY
END MENU

メニューは、開発者メニュー名により識別されます。メニュー項目自体には識別子はありま
せんが、定義順に並んでいると仮定されるので、順序番号が暗黙の識別子となります。指定
された各メニューは、それが参照するすべてのサブメニューとともに（再帰的に）ダウン
ロードされます。
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機能セキュリティ・ファイルの例機能セキュリティ・ファイルの例機能セキュリティ・ファイルの例機能セキュリティ・ファイルの例
#
 # $Header: SYS00027170.htm 115.0 1999/11/12 23:31:27 nlo ship $
 #
 LANGUAGE = "AMERICAN"
 CODESET = "WE8ISO8859P1"
 TRANSLATED = "Y"
BEGIN FORM FND FNDCPQCR
   USER_FORM_NAME = "要求の表示"
   DESCRIPTION = "個別および明示的なコンカレント要求を表示するためのユーザー・フォーム"
 END FORM
BEGIN FORM FND FNDPOMSV
   USER_FORM_NAME = "個別プロファイル・オプション値の更新"
   DESCRIPTION = "個別プロファイル・オプションを設定するためのユーザー・フォーム"
 END FORM
BEGIN FORM FND FNDRSRUN
   USER_FORM_NAME = "レポートの実行"
 END FORM
BEGIN FORM FND FNDCPDIA
   USER_FORM_NAME = "ヘルプの要求"
   DESCRIPTION = "要求診断フォーム（関連: レポートの表示）"
 END FORM
BEGIN FORM FND FNDRSSET
   USER_FORM_NAME = "レポート・セットの管理"
   DESCRIPTION = "全レポート・セットを管理するためのシステム管理者フォーム"
 END FORM
BEGIN FUNCTION FND_FNDCPQCR
   FORM = FND FNDCPQCR
   TYPE = FORM
   USER_FUNCTION_NAME = "コンカレント要求: 全表示"
   DESCRIPTION = "コンカレント要求: 表示フォーム"
 END FUNCTION
BEGIN FUNCTION FND_FNDPOMSV
   FORM = FND FNDPOMSV
   TYPE = FORM
   USER_FUNCTION_NAME = "プロファイル・ユーザー値"
   DESCRIPTION = "プロファイル・ユーザー値フォーム"
 END FUNCTION
BEGIN FUNCTION FND_FNDRSRUN
   FORM = FND FNDRSRUN
   TYPE = FORM
   USER_FUNCTION_NAME = "要求: 発行"
   DESCRIPTION = "要求: フォームの実行"
 END FUNCTION
BEGIN FUNCTION FND_FNDCPDIA_VIEW
   FORM = FND FNDCPDIA
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   TYPE = FORM
   PARAMETERS = "MODE=¥"VIEW¥""
   USER_FUNCTION_NAME = "コンカレント要求: 完了済の表示"
   DESCRIPTION = "コンカレント要求診断フォーム: 要求の表示モード"
 END FUNCTION
BEGIN FUNCTION FND_FNDRSSET_USER
   FORM = FND FNDRSSET
   TYPE = FORM
   PARAMETERS = "MODE=¥"USER¥""
   USER_FUNCTION_NAME = "要求セット（ユーザー・モード）"
   DESCRIPTION = "要求セット: ユーザー・モード・フォーム"
 END FUNCTION
BEGIN MENU GL_SU_MANAGER_GUI
   USER_MENU_NAME = GL_SU_MANAGER_GUI
   DESCRIPTION = "Called by GL_SUPERUSER4.0, GL_USER4.0, GL_SUPERVISOR4.0, GL_B¥
 UDGETUSER4.0, GL_BUDGETSUPER4.0"
  BEGIN ENTRY
     PROMPT = Requests
     DESCRIPTION = "コンカレント・マネージャ要求の検討"
     FUNCTION = FND_FNDCPQCR
   END ENTRY
  BEGIN ENTRY
     PROMPT = Profile
     DESCRIPTION = "個別プロファイル・オプションの検討"
     FUNCTION = FND_FNDPOMSV
   END ENTRY
  BEGIN ENTRY
     PROMPT = レポート
     DESCRIPTION = "グループと標準レポートの要求"
     SUBMENU = FND_REPORT4.0
   END ENTRY
END MENU
BEGIN MENU FND_REPORT4.0
   USER_MENU_NAME = "FND_REPORT 4.0"
   DESCRIPTION = "フォーム4.0の標準レポート発行およびレポートの表示"
  BEGIN ENTRY
     PROMPT = 実行
     DESCRIPTION = "要求の発行"
     FUNCTION = FND_FNDRSRUN
   END ENTRY
  BEGIN ENTRY
     PROMPT = 表示
     DESCRIPTION = "完了済要求の表示"
     FUNCTION = FND_FNDCPDIA_VIEW
   END ENTRY
  BEGIN ENTRY
     PROMPT = セット
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     DESCRIPTION = "標準要求セットの定義"
     FUNCTION = FND_FNDRSSET_USER
   END ENTRY
END MENU
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OracleApplicationsシステム管理者の文字モード・フォームおよび対応す
D

OracleApplicationsシステム管理者のシステム管理者のシステム管理者のシステム管理者の
文字モード・フォームおよび対応する文字モード・フォームおよび対応する文字モード・フォームおよび対応する文字モード・フォームおよび対応する

GUIウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ

次の表に、システム管理の文字モード・フォームと、GUI製品で同じ機能を持つウィンドウ
またはプロセスを示します。

システム管理者職責を使用すれば、ほとんどのウィンドウにアクセスできます。次に示すナ
ビゲーション・パスはすべて、システム管理者職責があることを前提としています。

特に注記のない限り、GUIウィンドウまたはプロセスの詳細は、『Oracle Applicationsシス
テム管理者ガイド』（リリース 11i）を参照してください。

キャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよび
メニュー・パスメニュー・パスメニュー・パスメニュー・パス

GUIウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・
パスパスパスパス

コンカレント・マネージャの管理
¥ N:業務 C:コンカレント M:マネー
ジャ A:管理

「コンカレント・マネージャの管理」ウィンドウ
参照 :  コンカレント・マネージャの管理
ナビゲータ :  「コンカレント」＞「マネージャ」＞
「管理」

要求セットの管理
¥ N:業務 C:コンカレント S:セット ¥ N:
業務 R:レポート S:セット

「要求セット」ウィンドウ
参照 : 要求セット（『Oralce Applicationsユーザー
ズ・ガイド』）
ナビゲータ : 「コンカレント」＞「セット」または
ナビゲータ : 「レポート」＞「セット」

付加フレックスフィールド・セキュリ
ティ・ルールの割当
¥ N:業務 S:セキュリティ R:職責 F:フ
レックスフィールド D:付加 A:割当

「セキュリティ・ルールの割当」ウィンドウ
参照 : セキュリティ・ルールの割当（『Oracle 
Applicationsフレックスフィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「セキュリティ」＞「職責」＞「値セッ
ト」＞「割当」
「検索」ウィンドウでは「付加フレックスフィール
ド」を選択します。
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機能パラメータの割当
¥ N:業務 : A:アプリ F:フレックス
フィールド F:フレックスビルダー A:割
当

フレックスビルダーの機能は、Oracle Workflowを使
用した勘定科目ジェネレータ機能で代用できます。
参照 : 勘定科目ジェネレータ（『Oracle Applications
フレックスフィールド・ガイド』）

キー・フレックスフィールド・セキュ
リティ・ルールの割当
¥ N:業務 S:セキュリティ R:職責 F:フ
レックスフィールド K:キー A:割当

「セキュリティ・ルールの割当」ウィンドウ
参照 : セキュリティ・ルールの割当（『Oracle 
Applicationsフレックスフィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「セキュリティ」＞「職責」＞「値セッ
ト」＞「割当」
「検索」ウィンドウでは「キー・フレックスフィール
ド」を選択します。

パラメータ・セキュリティ・ルールの
割当
¥ N:業務 S:セキュリティ R:職責 R:レ
ポート R:ルール A:割当

「セキュリティ・ルールの割当」ウィンドウ
参照 : セキュリティ・ルールの割当（『Oracle 
Applicationsフレックスフィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「セキュリティ」＞「職責」＞「値セッ
ト」＞「割当」
「検索」ウィンドウでは「コンカレント・プログラ
ム」を選択します。

プリンタ・ドライバの割当
¥ N:業務 I:導入 P:プリンタ D:ドライ
バ A:割当

「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ
参照 :  プリンタ・ドライバ
ナビゲータ : 「導入」＞「プリンタ」＞「ドライバ」

セキュリティ・ルールの割当
¥ N:業務 S:セキュリティ R:職責 V:値
セット A:割当

「セキュリティ・ルールの割当」ウィンドウ
参照 : セキュリティ・ルールの割当（『Oracle 
Applicationsフレックスフィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「セキュリティ」＞「職責」＞「値セッ
ト」＞「割当」

端末セキュリティの割当
¥ N:業務 S:セキュリティ R:職責 T:端
末 A:割当

GUIでは廃止

アプリケーション・ユーザーの定義
N:業務 : S:セキュリティ U:ユーザー D:
定義

「ユーザー」ウィンドウ
参照 : ユーザー
ナビゲータ : 「セキュリティ」＞「ユーザー」＞「定
義」

組合せ特殊化ルールの定義
¥ N:業務 : C:コンカレント M:マネー
ジャ R:ルール

「組合せ特殊化ルール」ウィンドウ
参照 : 組合せ特殊化ルール
ナビゲータ : 「コンカレント」＞「マネージャ」＞
「ルール」

キャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよび
メニュー・パスメニュー・パスメニュー・パスメニュー・パス

GUIウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・
パスパスパスパス
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コンカレント・マネージャの定義
¥ N:業務 : C:コンカレント M:マネー
ジャ D:定義

「コンカレント・マネージャ」ウィンドウ
参照 :  コンカレント・マネージャ
ナビゲータ :  「コンカレント」＞「マネージャ」＞
「定義」

コンカレント・プログラムの定義
¥ N:業務 : C:コンカレント P:プログラ
ム D:定義

「コンカレント・プログラム」ウィンドウ
参照 :  コンカレント・プログラム
ナビゲータ :  「コンカレント」＞「プログラム」＞
「定義」

コンカレント・プログラム実行ファイ
ルの定義
¥ N:業務 : C:コンカレント P:プログラ
ム E:実行ファイル

「コンカレント・プログラム実行ファイル」ウィンド
ウ
参照 :  コンカレント・プログラム実行ファイル
ナビゲータ :  「コンカレント」＞「プログラム」＞
「実行ファイル」

コンカレント要求タイプの定義
¥ N:業務 : C:コンカレント P:プログラ
ム T:タイプ

「コンカレント要求タイプ」ウィンドウ
参照 :  コンカレント要求タイプ
ナビゲータ :  「コンカレント」＞「プログラム」＞
「タイプ」

相互検証ルールの定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション F:フ
レックスフィールド K:キー C:相互検証

「相互検証」ウィンドウ
参照 : 相互検証ルール（『Oracle Applicationsフレッ
クスフィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「アプリケーション」＞「フレックス
フィールド」＞「キー」＞「相互検証」

通貨の定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション C:通貨

「通貨」ウィンドウ
参照 : 通貨の定義（『Oracle Applications General 
Ledgerユーザーズ・ガイド』）
ナビゲータ : 「アプリケーション」＞「通貨」

データ・グループの定義
N:業務 : S:セキュリティ O:Oracle D:
データ G:グループ

「データ・グループ」ウィンドウ
参照 : データ・グループ
ナビゲータ : 「セキュリティ」＞「Oracle」＞「デー
タ・グループ」

付加フレックスフィールド・セキュリ
ティ・ルールの定義
¥ N:業務 S:セキュリティ R:職責 F:フ
レックスフィールド D:付加 D:定義

「セキュリティ・ルールの定義」ウィンドウ
参照 : セキュリティ・ルールの割当（『Oracle 
Applicationsフレックスフィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「セキュリティ」＞「職責」＞「値セッ
ト」＞「定義」
「検索」ウィンドウでは「付加フレックスフィール
ド」を選択します。

キャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよび
メニュー・パスメニュー・パスメニュー・パスメニュー・パス

GUIウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・
パスパスパスパス
OracleApplicationsシステム管理者の文字モード・フォームおよび対応する GUIウィンドウ D-3



付加フレックスフィールド・セグメン
トの定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション F:フ
レックスフィールド D:付加 S:セグメン
ト

「付加フレックスフィールド・セグメント」ウィンド
ウ
参照 : 付加フレックスフィールド・セグメント
（『Oracle Applicationsフレックスフィールド・ガイ
ド』）
ナビゲータ : 「アプリケーション」＞「フレックス
フィールド」＞「付加」＞「セグメント」

文書カテゴリの定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション D:文書 
C:カテゴリ

「文書カテゴリ」ウィンドウ
参照 :  文書カテゴリ
ナビゲータ :  「アプリケーション」＞「文書」＞
「カテゴリ」

文書連番の定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション D:文書 
D:定義

「文書連番」ウィンドウ
参照 :  文書連番
ナビゲータ :  「アプリケーション」＞「文書」＞
「定義」

フレックスフィールド・パラメータの
定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション F:フ
レックスフィールド F:フレックスビル
ダー D:定義

フレックスビルダーの機能は、Oracle Workflowを使
用した勘定科目ジェネレータ機能で代用できます。
参照 : 勘定科目ジェネレータ（『Oracle Applications
フレックスフィールド・ガイド』）

ヘルプ・テキストの定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション T:テキ
スト

GUIでは廃止

キー・フレックスフィールド・セキュ
リティ・ルールの定義
¥ N:業務 S:セキュリティ R:職責 F:フ
レックスフィールド K:キー D:定義

「セキュリティ・ルールの定義」ウィンドウ
参照 : セキュリティ・ルールの割当（『Oracle 
Applicationsフレックスフィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「セキュリティ」＞「職責」＞「値セッ
ト」＞「定義」
「検索」ウィンドウでは「キー・フレックスフィール
ド」を選択します。

キー・フレックスフィールド・セグメ
ントの定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション F:フ
レックスフィールド K:キー S:セグメン
ト

キー・フレックスフィールド・セグメント
参照 : キー・フレックスフィールド・セグメント
（『Oracle Applicationsフレックスフィールド・ガイ
ド』）
ナビゲータ : 「アプリケーション」＞「フレックス
フィールド」＞「キー」＞「セグメント」

キー・セグメント値の定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション F:フ
レックスフィールド K:キー V:値

「セグメント値」ウィンドウ
参照 : セグメント値（『Oracle Applicationsフレック
スフィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「アプリケーション」＞「フレックス
フィールド」＞「キー」＞「値」

キャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよび
メニュー・パスメニュー・パスメニュー・パスメニュー・パス

GUIウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・
パスパスパスパス
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論理データベースの定義
¥ N:業務 C:コンカレント D:データ
ベース

リリース 11では廃止
論理データベースはコンカレント衝突ドメインにか
わりました。
参照 : コンカレント衝突ドメイン
ナビゲータ : 「コンカレント」＞「衝突ドメイン」

メニューの定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション M:メ
ニュー

「メニュー」ウィンドウ
参照 :  メニュー
ナビゲータ :  「アプリケーション」＞「メニュー」

パラメータ・セキュリティ・ルールの
定義
¥ N:業務 S:セキュリティ R:職責 R:レ
ポート R:ルール D:定義

「セキュリティ・ルールの定義」ウィンドウ
参照 : セキュリティ・ルールの割当（『Oracle 
Applicationsフレックスフィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「セキュリティ」＞「職責」＞「値セッ
ト」＞「定義」
「検索」ウィンドウでは「コンカレント・プログラ
ム」を選択します。

パラメータ値の定義
¥ N:業務 A:アプリケーション V:検証 
R:レポート

値セット値の定義
参照 : セグメント値（『Oracle Applicationsフレック
スフィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「アプリケーション」＞「検証」＞
「値」
「検索」ウィンドウでは「値セット」を選択します。

印刷形式の定義
¥ N:業務 I:導入 P:プリンタ S:形式

「印刷形式」ウィンドウ
参照 :  印刷形式
ナビゲータ : 「導入」＞「プリンタ」＞「形式」

プリンタ・ドライバの定義
¥ N:業務 I:導入 P:プリンタ D:ドライ
バ

「プリンタ・ドライバ」ウィンドウ
参照 :  プリンタ・ドライバ
ナビゲータ : 「導入」＞「プリンタ」＞「ドライバ」

プリンタ・タイプの定義
¥ N:業務 I:導入 P:プリンタ T:タイプ

「プリンタ・タイプ」ウィンドウ
参照 :  プリンタ・タイプ
ナビゲータ : 「導入」＞「プリンタ」＞「タイプ」

レポート・グループの定義
N:業務 : S:セキュリティ R:職責 R:レ
ポート G:グループ

「要求グループ」ウィンドウ
参照 : 要求グループ
ナビゲータ : 「セキュリティ」＞「職責」＞「要求」

職責の定義
N:業務 : S:セキュリティ R:職責 D:定
義

「職責」ウィンドウ
参照 : 職責
ナビゲータ : 「セキュリティ」＞「職責」＞「定義」

キャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよび
メニュー・パスメニュー・パスメニュー・パスメニュー・パス

GUIウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・
パスパスパスパス
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ロールアップ・グループの定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション F:フ
レックスフィールド K:キー G:グルー
プ

「ロールアップ・グループ」ウィンドウ
参照 : ロールアップ・グループ（『Oracle 
Applicationsフレックスフィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「アプリケーション」＞「フレックス
フィールド」＞「キー」＞「グループ」

セグメント値の定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション V:検証 
V:値

「セグメント値」ウィンドウ
参照 : セグメント値（『Oracle Applicationsフレック
スフィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「アプリケーション」＞「検証」＞
「値」
または
ナビゲータ : 「アプリケーション」＞「フレックス
フィールド」＞「キー」＞「値」

短縮別名の定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション F:フ
レックスフィールド K:キー A:別名

「短縮別名」ウィンドウ
参照 : 短縮別名（『Oracle Applicationsフレックス
フィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「アプリケーション」＞「フレックス
フィールド」＞「キー」＞「別名」

端末グループの定義
¥ N:業務 S:セキュリティ R:職責 T:端
末 G:グループ

GUIでは廃止

値セットの定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション V:検証 
S:セット

「値セット」ウィンドウ
参照 : 値セット（『Oracle Applicationsフレックス
フィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「アプリケーション」＞「検証」＞
「セット」

稼動シフトの定義
¥ N:業務 : C:コンカレント M:マネー
ジャ W:稼動シフト

「稼動シフト」ウィンドウ
参照 :  稼動シフト
ナビゲータ :  「コンカレント」＞「マネージャ」＞
「稼動シフト」

ズームの定義
¥ N:業務 : A:アプリケーション Z:ズー
ム

GUIでは廃止

フレックスビルダー・テスト画面
¥  N:業務 A:アプリケーション F:フ
レックスフィールド F:フレックスビル
ダー T:テスト

フレックスビルダーの機能は、Oracle Workflowを使
用した勘定科目ジェネレータ機能で代用できます。
参照 : 勘定科目ジェネレータ（『Oracle Applications
フレックスフィールド・ガイド』）

キャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよび
メニュー・パスメニュー・パスメニュー・パスメニュー・パス

GUIウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・
パスパスパスパス
D-6 Oracle Applicationsシステム管理者ガイド



アプリケーション・ユーザーのモニ
ター
¥ N:業務 : S:セキュリティ U:ユーザー 
M:モニター

「ユーザーのモニター」ウィンドウ
参照 : ユーザーのモニター
ナビゲータ : 「セキュリティ」＞「ユーザー」＞「モ
ニター」

アプリケーションの登録
¥ N:業務 : A:アプリケーション R:登録

「アプリケーション」ウィンドウ
参照 :  アプリケーション
ナビゲータ :  「アプリケーション」＞「登録」

ノードの登録
¥ N:業務 : I:導入 N:ノード

「ノード」ウィンドウ
参照 :  ノード
ナビゲータ :  「導入」＞「ノード」

Oracle IDの登録
¥ N:業務 : S:セキュリティ O:Oracle R:
登録

「Oracleユーザー」ウィンドウ
参照 : Oracleユーザー
ナビゲータ : 「セキュリティ」＞「Oracle」＞「登
録」

プリンタの登録
¥ N:業務 : I:導入 P:プリンタ R:登録

プリンタ
参照 :  プリンタ
ナビゲータ :  「導入」＞「プリンタ」＞「登録」

端末の登録
¥ N:業務 : I:導入 T:端末

GUIでは廃止

監査データの検索
¥ N:業務 : S:セキュリティ A:監査証跡

GUIでは廃止

レポートの実行
¥ N:業務 R:レポート R:実行

「要求の発行」ウィンドウ
参照 : 要求の発行（『Oracle Applicationsユーザー
ズ・ガイド』）
ナビゲータ : 「レポート」＞「実行」

導入情報の更新
¥ N:業務 : I:導入 I:情報

GUIでは廃止

個別プロファイル・オプションの更新
¥ N:業務 : P:プロファイル P:個別

「個別プロファイル値」ウィンドウ
参照 : パーソナル・プロファイル値（『Oracle 
Applicationsフレックスフィールド・ガイド』）
ナビゲータ : 「プロファイル」＞「個別」

システム・プロファイル・オプション
の更新
¥ N:業務 : P:プロファイル S:システム

「システム・プロファイル値」ウィンドウ
参照 : システム・プロファイル値
ナビゲータ : 「プロファイル」＞「システム」

キャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよび
メニュー・パスメニュー・パスメニュー・パスメニュー・パス

GUIウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・
パスパスパスパス
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コンカレント要求ログの表示
¥ N:業務 C:コンカレント R:要求

「要求」ウィンドウ
参照 : 要求の表示（『Oracle Applicationsユーザー
ズ・ガイド』）
ナビゲータ : 「コンカレント」＞「要求」
次を選択してください。
[出力の表示 ]ボタン - 「要求出力」の表示用
[ログの表示 ]ボタン  - 「要求ログ」の表示用
「メニュー」を使用して、次の順に選択してくださ
い。
「ツール」＞「マネージャ・ログ」- 「マネージャ・
ログ」の表示用

レポートの表示
¥ N:業務 R:レポート V:表示

「要求」ウィンドウ
参照 : 要求の表示（『Oracle Applicationsユーザー
ズ・ガイド』）
ナビゲータ : 「コンカレント」＞「要求」
次を選択してください。
[出力の表示 ]ボタン - 「要求出力」の表示用
[ログの表示 ]ボタン  - 「要求ログ」の表示用

表表表表 3

キャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよびキャラクタ・モード・フォームおよび
メニュー・パスメニュー・パスメニュー・パスメニュー・パス

GUIウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・ウィンドウまたはプロセスおよびナビゲータ・
パスパスパスパス
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Oracle Applications System Administratorの
E

Oracle Applications System Administrator

の設定の設定の設定の設定

この節には、Oracle Applications製品を使用する前に完了する必要がある各作業の概要が記
載されています。

Oracle Applications Implementation Wizard
複数の Oracle Applications製品を実装する場合、Oracle Applications Implementation 
Wizardを使用することにより設定処理を調整できます。Implementation Wizardでは、イ
ンストールしたアプリケーションの設定手順が示されます。この手順に従うことにより、製
品間の導入上の依存関係を満たし、余分な設定手順を省くことができます。Implementation 
Wizardによって、（同時進行で作業する複数のグループごとに）個別に完了できる手順を識
別できます。これにより、必要な導入プロセスを最も効率的に管理することができます。

Implementation Wizardをリソース・センターとして使用すると、設定手順をグラフィック
表示したり、設定活動のオンライン・ヘルプを読んだり、該当の設定ウィンドウをオープン
したりできます。また、Implementation Wizardを使用して各手順のコメントを記録するこ
とにより、詳細の参照や確認のために実装内容を文書化できます。

詳細は、『Implementation Wizard Documentation』を参照してください。

設定チェックリスト設定チェックリスト設定チェックリスト設定チェックリスト
Oracle Applicationsを設定するには、Oracle System Administratorにログオンしてから次の
各ステップを最後まで実行します。

 「ステップ 1 設定の完了段階での Oracle Applicationsユーザーの作成」（E-3）

 「ステップ 2 新規職責の作成（オプション）」（E-3）

 「ステップ 3 機能セキュリティの導入（オプション）」（E-4）
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 「ステップ 4 追加ユーザーの作成」（E-4）

 「ステップ 5 プリンタの設定」（E-5）

 「ステップ 6 サイト・レベルおよびアプリケーション・レベルのプロファイル・オ
プションの指定」（E-5）

 「ステップ 7 コンカレント・マネージャの定義（オプション）」（E-6）

 「ステップ 8 要求セットの定義（オプション）」（E-7）

 「ステップ 9 監査証跡の設定（オプション）」（E-7）

 「ステップ 10 言語プロンプトの変更（オプション）」（E-7）

 「ステップ 11 地域 LOV値の変更（オプション）」（E-8）

設定フローチャート設定フローチャート設定フローチャート設定フローチャート
Oracle System Administrationにはさまざまな設定方法があり、オプション設定ステップに
ついては、それに対応する機能を使用する準備ができるまで延期することもできます。しか
し、次のフローチャートで示される順序で設定することをお薦めします。
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設定ステップ設定ステップ設定ステップ設定ステップ

ステップステップステップステップ 1設定の完了段階での設定の完了段階での設定の完了段階での設定の完了段階での Oracle Applicationsユーザーの作成ユーザーの作成ユーザーの作成ユーザーの作成
アプリケーションの設定を完了するには、Oracle Applicationsユーザーを作成する必要があ
ります。すべてのアプリケーションの設定に対して 1人のユーザーを作成するか、または各
製品または製品グループ別に定義するかを選択できます。

Oracle Applicationsにログオンするには、Oracle Applicationsアイコンの上でダブルクリッ
クします。

サインオン・ウィンドウが表示されます。システム管理者職責にアクセスするには、ユー
ザー名 SYSADMINとパスワード SYSADMINを入力して「接続」を選択します。

ユーザーを定義するには、ナビゲーション・リストから「セキュリティ」＞「ユーザー」＞
「定義」を選択して「ユーザー」ウィンドウにナビゲートします。「ユーザー名」フィールド
にユーザー名 (たとえば、INSTALL)を入力して、そのユーザーのパスワードを選択します。
この新規ユーザーが最初にサインオンするときに、Oracle Applicationsからパスワードの変
更が求められます。このユーザーが Oracle Applicationsの設定のために登録したことを忘れ
ないように、摘要を入力してください。

このステップで作成する各ユーザーについて、現在日付の終了日を設定します。この設定に
より、以後これらのユーザー名はアプリケーションにアクセスできなくなります。

新規ユーザーに職責を割り当てます。新規ユーザーには、インストールする各アプリケー
ションの全機能職責を割り当ててください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「ユーザー」ウィンドウ」（1-9）

ステップステップステップステップ 2新規職責の作成（オプション）新規職責の作成（オプション）新規職責の作成（オプション）新規職責の作成（オプション）
Oracle Applicationsの職責とは 1つの権限レベルを指します。職責により、あるユーザーが
使用できるアプリケーションの機能、およびユーザーが実行できる要求とコンカレント・プ
ログラムが決定されます。また、要求とコンカレント・プログラムがアクセスできるアプリ
ケーション・データも決定されます。Oracle Applicationsでは、提供されている事前定義職
責のセットを使用できます。また、提供されているセットが必要な職責と一致しない場合に
は、独自の職責を定義できます。

注意注意注意注意 :コマンド、ユーザー名またはパスワード、あるいはそのすべては、
使用する組織に適合するようにアプリケーションのインストール時にコン
サルタントが変更している場合があります。その場合は、コンサルタント
から正しいログオン方法の指示を受けてください。
Oracle Applications System Administratorの設定 E-3



各職責は、データ・グループ、要求グループおよびメニューと関係づけられます。データ・
グループでは、アプリケーションと ORACLEユーザー名の対が定義されます。ORACLE
ユーザー名は、職責がアクセスできるデータベース表と表特権を決めます。要求グループを
使用すれば、この職責を持つユーザーは要求、要求セットまたはコンカレント・プログラム
を「要求の発行」フォームから実行できます。事前定義メニューを選択します。メニューか
らは、機能および機能のメニューの階層的な配列を利用して、アプリケーション機能にアク
セスすることができます。

新規職責を定義するには、「職責」ウィンドウを使用します。次に、新規職責をユーザーに
割り当てるには、「ユーザー」ウィンドウを使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「ユーザー」ウィンドウ」（1-9）

� 「「職責」ウィンドウ」（1-6）

ステップステップステップステップ 3機能セキュリティの導入（オプション）機能セキュリティの導入（オプション）機能セキュリティの導入（オプション）機能セキュリティの導入（オプション）
機能セキュリティとは、各アプリケーションの機能へのユーザー・アクセスを制御する機構
です。

ある職責の機能を制限するためにメニューまたは機能を除外するには、「職責」フォームを
使用します。

または

「メニュー」フォームを使用することにより、ある職責で使用する機能を含む新規メニュー
を作成します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「メニュー」ウィンドウ」（1-30）

� 「「職責」ウィンドウ」（1-6）

ステップステップステップステップ 4追加ユーザーの作成追加ユーザーの作成追加ユーザーの作成追加ユーザーの作成
追加アプリケーション・ユーザーを作成するには、ステップ 1で説明した手順を使用してく
ださい。新規ユーザーを定義するには、1つ以上の職責と 1つのパスワードを割り当てます。
このパスワードは、初回ログオン後にそのユーザーが変更します。「職責」フィールドで
LOVを使用すると、指定する各アプリケーションの標準職責のリストを取得することがで
きます。1人のユーザーに複数の職責を割り当てられます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「ユーザー」ウィンドウ」（1-9）
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ステップステップステップステップ 5プリンタの設定プリンタの設定プリンタの設定プリンタの設定
プリンタの設定方法は、「プリンタの設定」（5-10）のページを参照してください。Oracle 
Applicationsに添付されていないプリンタ・タイプをサイトで使用する場合は、各プリンタ
を定義してから、使用するオペレーティング・システムの規定に従ってその名称を登録して
ください。

定義する各カスタム・プリンタ・タイプまたは特殊印刷形式ごとに、「プリンタ・ドライバ」
フォームを使用してプリンタ・タイプの各印刷形式で使用するプリンタ・ドライバを割り当
てます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「プリンタ・タイプの定義およびプリンタの登録」（5-8）

� 「プリンタ・ドライバ」（5-9）

� 「プリンタおよび印刷の概要」（5-1）

� 「印刷形式」（5-9）

使用するプリンタ・オペレーティング・システム名の検索方法の詳細は『Oracle 
Applicationsインストレーション・マニュアル』の「印刷」の節を参照してください。

ステップステップステップステップ 6サイト・レベルおよびアプリケーション・レベルのプロファサイト・レベルおよびアプリケーション・レベルのプロファサイト・レベルおよびアプリケーション・レベルのプロファサイト・レベルおよびアプリケーション・レベルのプロファ
イル・オプションの指定イル・オプションの指定イル・オプションの指定イル・オプションの指定
「システム・プロファイル値」フォームにナビゲートします（「プロファイル」＞「システ
ム」）。「検索」ウィンドウで、「表示」レベルとして「サイト」と「アプリケーション」を
チェックします。「アプリケーション」フィールドに「システム管理」を、「プロファイル」
フィールドに「サイト名」を入力します。Oracle Applicationsは、サイト名として 'Not 
Specified'を表示します。Not Specifiedをユーザーのサイト名に変更します。

これ以外のオプションを指定するには、検索ウィンドウに戻って「プロファイル」フィール
ドを消去してから、「検索」を選択します。

さらに、AutoInstallにより設定された他のプロファイル・オプションの値を検査して、どれ
を変更するかを決定する必要があります。サイト・レベル・プロファイル・オプションは、
他のレベルでそれを上書きするまで、システムのデフォルトになります。

各「システム管理」プロファイル・オプションの摘要は「Oracle Application Object Library
のプロファイル・オプション」（A-1）を参照してください。

重要なプロファイル・オプションには次のものが含まれます。

� アプリケーションWebエージェント

� ゲートウェイ・ユーザー ID
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� TWO_TASK

� サイト名

� 添付ファイル・ディレクトリ

� ヘルプ・システム・ベース URL

� ヘルプ・システム・ルート

� TCFホスト

� TCFポート

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「システム・プロファイル値ウィンドウ」（9-6）

� 「ユーザー・プロファイル・オプションの設定」（9-2）

� 「ユーザー・プロファイル設定の概要」（9-1）

ステップステップステップステップ 7コンカレント・マネージャの定義（オプション）コンカレント・マネージャの定義（オプション）コンカレント・マネージャの定義（オプション）コンカレント・マネージャの定義（オプション）
Oracle Applicationsのコンカレント・プロセスは、複数のタスクを同時に実行できる機能で
す。Oracle Applicationsコンカレント・プロセスを使用すると、ユーザーはオンライン操作
と並行してデータ依存機能を長時間にわたって実行できます。コンカレント・マネージャは
コンカレント・プロセス用のコンポーネントです。長時間を要するタスクをモニタリングし
ながら、コンピュータ・システムを停止させることなくタスクを実行します。

Oracle Applicationsは、すべての要求を実行できる単一の標準コンカレント・マネージャを
自動的にインストールします。コンカレント・マネージャのフレキシブルな機能を利用し
て、システムのスループットを管理できます。

コンカレント・マネージャは必要に応じていくつでも定義できます。しかし、各コンカレン
ト・マネージャは余分なメモリーを消費することに注意してください。

コンカレント・マネージャをそれぞれ特殊化すると、すべての要求、特定ユーザーの発行し
た要求、特定アプリケーションの発行した要求、その他の制約別に（またはそれらの制約の
組合せ別に）実行させることが可能です。

並列コンカレント・プロセスをクラスタ環境、大規模並列環境または同種ネットワーク環境
で使用する場合には、使用するノードを登録してから、コンカレント・マネージャを第 1お
よび第 2ノードに割り当ててください。コンカレント・マネージャを使用可能なすべての

注意注意注意注意 :このリストは、「システム管理」プロファイル・オプションの完全
なリストではありません。すべての「システム管理」プロファイル・オプ
ションを検索するには、「検索」ウィンドウを使用します。
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ノードに拡張することにより、ハードウェア資源を最大限に利用してコンカレント・プロセ
スを実行できます。

新規のコンカレント・マネージャを定義するには、「コンカレント・マネージャの定義」
フォームを使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「コンカレント・プロセスの概要」（4-1）

� 「マネージャおよびマネージャの稼働シフトの定義」（4-22）

その他の関連項目その他の関連項目その他の関連項目その他の関連項目
『Oracle Applicationsインストレーション・マニュアル』、メモリー所要量

『Oracle Applicationsインストレーション・マニュアル』、インストールまたはアップグレー
ドの準備

ステップステップステップステップ 8要求セットの定義（オプション）要求セットの定義（オプション）要求セットの定義（オプション）要求セットの定義（オプション）
要求セットとは、１回の要求で発行するレポートまたはプログラムのグループです。要求
セットを定義および保守するには、「要求セット」フォームを使用します。

ユーザーが独自のレポート・セットを定義することもできます。

ステップステップステップステップ 9監査証跡の設定（オプション）監査証跡の設定（オプション）監査証跡の設定（オプション）監査証跡の設定（オプション）
アプリケーション・ユーザーが行ったデータ変更の追跡が必要な場合には、該当する表の監
査証跡を設定してください。

使用するサイトの監査証跡の定義には、監査グループの定義が含まれます。監査グループと
は、変更の追跡対象となる表および列のグループです。次に、監査インストールを定義する
ことにより、監査証跡の監査対象となる Oracle IDを指示します。最後に、「監査証跡更新表
レポート」を実行すると、監査証跡定義が有効になります。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「監査グループ」ウィンドウ」（2-32）

� 「「導入の監査」ウィンドウ」（2-31）

� 「ユーザー監査およびデータ監査の概要」（2-1）

ステップステップステップステップ 10言語プロンプトの変更（オプション）言語プロンプトの変更（オプション）言語プロンプトの変更（オプション）言語プロンプトの変更（オプション）
「換算」ウィンドウに表示されるフィールド名を変更する場合は、「言語」ウィンドウで該当
言語の「摘要」値を変更してください。
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関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「言語」ウィンドウ」（7-13）

ステップステップステップステップ 11地域地域地域地域 LOV値の変更（オプション）値の変更（オプション）値の変更（オプション）値の変更（オプション）
LOVに表示される地域値を変更する場合は、「地域」ウィンドウで該当地域の「摘要」値を
変更してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
� 「「地域」ウィンドウ」（7-13）
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TCFサーバ
F

TCFサーバーの管理サーバーの管理サーバーの管理サーバーの管理

TCF（Thin Client Framework）サーバーは、Oracle Applicationsユーザー・インタフェース
の特定の Javaコンポーネントと中間層およびデータベース層との通信を実現するための中
間層プロセスです。このプロセスを使用する Oracle Applicationsの機能には、AKオブジェ
クト・ナビゲータ、機能セキュリティ・メニュー・ビューア、BOM Routingsと
MRPPegging、WIP Shop Floor Control Boardなどがあります。

TCFサーバー・プロセスは、本稼動インストレーションでは常に実行されている必要があり
ます。
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